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は
じ
め
に

近
年
と
く
に
平
成
以
降
、
世
間

一
般
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化
と
実

態
の
変
容
は
、
誰
し
も
が
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向

を
察
知
し
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
「
葬
祭
仏
教
研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
の
は
、
平
成
5
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
葬
祭
仏
教
研
究
は
、
当

初
の
第

1
次
か
ら
現
在
の
第
3
次
ま
で
、
足
掛
け
四
年
に
及
ん
で
い
る
の
で
、

ま
ず
始
め
に
そ
の
概
要
を
記
し
、
活
動
を
振
り
返

っ
て
見
た
い
。

第
1
次
の
研
究
は
「
葬
祭
仏
教
を
過
去
・
現
在
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
調
査
・

研
究
し
、
望
ま
し
い
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
提
言
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に

発
足
し
、
そ
の
研
究
成
果
は

『葬
祭
仏
教

ー
そ
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
|』

(
ノ
ン
ブ
ル
社
発
行

・
1
9
9
7
年
)
と
し
て
上
梓
さ
れ
、
各
教
団
に
お
け
る

葬
祭
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
平
成
叩
年
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戒

名
問
題
」
を
テ
l
マ
と
す
る
第
2
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
日

年
に
宗
内
寺
院
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
「
戒
名
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
て
、
日
年
3
月
に
浄
土
宗
未
来
委
員

会
委
託
研
究
報
告
書
を
兼
ね
た
冊
子

『戒
名

ー
そ
の
問
題
点
と
課
題
|
』
を

発
行
し
て
研
究
を
終
了
し
た
。
以
上
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に

平
成
日
年
度
か
ら
は
、
第
3
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
現
代
葬
祭
仏
教
研
究
」
と

し
て
、
時
代
的
変
遷
が
激
し
く
地
域
差
の
大
き
い
「
葬
儀
の
実
態
的
研
究
」
へ

と
移
行
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
現
地
調
査
を
通
し
て
、
葬
送
習
俗
や
儀
礼

の
両
面
か
ら
実
態
調
査
を
行
う
こ
の
研
究
は
、
ま
ず
全
国
調
査
を
行
う
前
の
基

礎
研
究
と
し
て
、
地
域
を
限
定
し
た
調
査
分
析
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

対
象
地
域
と
し
て
選
定
し
た
の
は
、
地
理
的
文
化
的
に
東
西
日
本
の
接
点
で
あ

り
、
南
部
は
海
に
面
し
て
漁
業
・
工
業
地
帯
や
大
小
の
都
市
が
存
在
し
、
北
部

に
は
山
間
農
村
部
が
広
が
る
な
ど
、
現
在
の
都
市
化
・過
疎
過
密
化
な
ど
に
よ
っ

て
生
じ
て
い
る
葬
儀
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
多
面
的
に
と
ら
え
る
の

に
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
静
岡
教
区
で
あ
る
。
ま
ず
始
め
に
行
っ
た

の
は
、
同
教
区
全
寺
院
へ
の
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
り
、
そ
の
分

析
結
果
は

『教
化
研
究
」
第
日
号

(平
成
凶
年
)
に
掲
載
し
た
。
平
成
M
H
年
に

は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
を
も
と
に
、
山
間
農
村
部
の
特
徴
的
地
域
で
あ

る
御
殿
場
地
区
、
翌
日
年
に
は
、
漁
村
で
あ
り
江
戸
時
代
に
は
風
待
ち
港
と
し

て
栄
え
た
西
伊
豆
子
浦
、
大
都
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
で
あ
る
浜
松
地
区
の
各
寺

院
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
職
や
檀
信
徒
か
ら
、
過
去
・
現
在

の
お
葬
式
の
実
態
や
習
俗
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
さ
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ら
に
平
成
時
年
に
は
、
同
教
区
寺
院
の
檀
信
徒
各
叩
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

配
布
願
い
、
平
成
以
後
の
お
葬
式
に
関
す
る
調
査
を
実
施
、
お
よ
そ
あ
%
の
檀

信
徒
か
ら
回
答
を
得
た
。
以
上
の
静
岡
教
区
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集

計

・
分
析
結
果
は
『
教
化
研
究
」
第
国
号
(
平
成
口
年
)
に
「
研
究
ノ
l
ト」

と
し
て
掲
載
、
さ
ら
に
平
成
口
年
度
の
静
岡
教
区
普
通
講
習
会
で
「
静
岡
教
区

の
葬
祭
意
識
の
変
化
」
と
し
て
報
告
し
、
同
教
区
に
対
す
る
葬
祭
研
究
調
査
を

一
応
終
了
し
て
、
平
成
口
年
度
か
ら
は
全
国
の
寺
院
、
檀
信
徒
の
お
葬
式
に
対

す
る
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
調
査
の
始
め
に
実
施
し
た
の
は
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
l
ト
で
あ
る
。
平
成
口
年
9
月
現
在
の
正
住
職
寺
院
5
6
5
3
ヶ
寺
に
、

平
成
元
年
以
降
に
お
葬
式
を
行
っ
た
檀
信
徒
各
3
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配

布
を
お
願
い
し
、
檀
信
徒
か
ら
直
接
郵
送
で
回
答
い
た
だ
く
方
法
で
、
配
布
数

に
対
し
て
凹
・
2
%
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
集
計
結
果
に
つ
い

て
は

『教
化
研
究
」
第
口
号
(
平
成
同
年
)
に
第
1
次
報
告
と
し
て
単
純
集
計

を
、
さ
ら
に
第
回
号
(
平
成
四
年
)
に
は
第
2
次
報
告
と
し
て
全
国
と
近
畿
地

区
・
東
京
神
奈
川
と
の
比
較
を
試
み
た
結
果
を
掲
載
し
、
四
年
度
総
合
学
術
大

会
に
お
い
て
共
同
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
四
年
度
後
半
か
ら
は
、
寺
院
に
対
す
る
全
国
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト

作
成
に
掛
か
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
浄
土
宗
文
化
局
か
ら
、
葬
祭
研

究
班
に
よ
る

「宗
報
』
連
載
の
依
頼
が
入
っ
た
た
め
、
寺
院
調
査
を

一
年
繰
り

下
げ
、
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
題
す
る
連
載
に
向
け
て
、
別
角
度
か

4 

ら
の
集
計
分
析
と
原
稿
執
筆
に
研
究
班
の
主
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
そ
の
平
行
企
画
と
し
て
、
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

1
い
ま
!
問
い
直
す

「
葬
式
仏
教
」

j
」
を
テ
l
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
幻
年
2
月
に
開
催
し
、

有
意
義
な
内
容
の
講
演
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
発
表
は
、
大
本
山
増
上
寺
三
縁

ホ
ー
ル
満
堂
の
聴
衆
に
大
好
評
を
博
し
た
。

『宗
報
」
連
載
な
ど
の
た
め
に
予
定
が
遅
れ
た
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

初
年
度
後
半
か
ら
準
備
に
入
っ
た
。
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
同
年
度
中
の

発
送
を
目
指
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
準
備
を
行
い
な
が
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
作

成
と
な
っ
た
が
、
何
と
か
担
年
3
月
の
調
査
票
発
送
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
、
「
浄
土
宗
の
住
職
・
教
師
か
ら
見
た
お

葬
式
の
実
態
」
や
「
お
葬
式
か
ら
見
え
る
死
生
観
」
を
探
り
、
先
に
行
な
っ
た

檀
信
徒
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
え
る
檀
信
徒
の
意
識
と
の
比
較
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
回
答
期
限
を
発
送
1
ヶ
月
後
の

4
月
下
旬
に
設
定
す
る
と
い
う

性
急
な
お
願
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
制
%
と
い
う
宗
内
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
し
て

は
空
前
の
高
回
答
率
を
得
、
葬
祭
に
対
す
る
宗
内
教
師
の
意
識
の
高
さ
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
単
純
集
計
の
分
析
結
果
は
『
教
化
研
究
」
第
剖
号
(
平

成
泣
年
)
に
掲
載
、
引
き
続
き
各
種
の
ク
ロ
ス
集
計
と
分
析
を
行
っ
た
。

お
年
2
月
に
は
、
担
年
に
好
評
を
得
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
2
弾
と
し
て
「
崩

れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

E
l今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
!
浄
土
宗
の
葬
儀
年



回
法
要

1
」
を
開
催
し
た
。
浄
土
宗
に
お
け
る
お
葬
式
と
追
善
法
要
の
意
義
を

再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
辺
年
に
里
見

法
雄
前
宗
務
総
長
の
依
頼
に
よ
り
、
今
岡
達
雄
主
任
研
究
員
(
現
副
所
長
)
と

葬
祭
仏
教
研
究
班
の
代
表
が
執
筆
し
、

『宗
報
』
ロ
月
号
と
と
も
に
全
寺
院
に

配
布
さ
れ
た
冊
子
「
浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
」
を
受
け
て
開
催
し
た
も
の

で
あ
る
。

以
上
が
葬
祭
仏
教
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
で
あ
る
が
、
本
研
究
成
果
報

告
書
『
現
代
葬
祭
仏
教
の
総
合
的
研
究
」
は
、
第

3
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
葬
儀

の
実
態
的
研
究
」
の
う
ち
、
平
成
口
年
度
以
降
に
行
っ
た
全
国
調
査
の
デ
l
タ

分
析
を
中
心
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

一
部
に
不
備
も

あ
り
、
完
全
な
内
容
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

1
章
「
デ
l
タ
分
析
編
」
は
、
全
国
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
第
1
次
集
計

と
第

2
次
集
計
を
総
合
分
析
し
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」
(
担
当
名
和

清
隆
研
究
員
)
と
、
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
第
1
次
集
計
に
各
種
の
ク
ロ
ス
集
計
を

加
え
て
詳
細
分
析
を
行
っ
た
研
究
成
果
(
担
当
大
蔵
健
司
・
和
田
典
普
・
八
木

英
哉
各
研
究
員
)
を
収
載
し
た
。
な
お
各
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ク
ロ
ス
集
計
作
業
は
、

鍵
小
野
和
敬
研
究
員
が
担
当
し
た
。

第
2
章
「
分
析
研
究
編
」
に
は
、
檀
信
徒
・
寺
院
の
両
ア
ン
ケ
ー
ト
を
八
木

英
哉
・
和
田
典
善
・
大
蔵
健
司
・
名
和
清
隆
各
研
究
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
か
ら
の
視
点
で
研
究
し
た
、
現
代
葬
祭
仏
教
の
実
態
や
変
化
な
ど
に
関
す

は
じ
め
に

る
論
考
を
掲
載
し
た
。

第

3
章
は
「
お
葬
式
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
」
と
題
し
、
研
究
全
体
の
総

括
を
武
田
道
生
研
究
員
が
執
筆
し
た
。

巻
末
の
「
資
料
編
」
は
、

『宗
報
」
に
連
載
し
た
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」

と
、
二
度
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
る
。
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ

こ
ろ
」
、

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
録
」
と
も
に
、
既
に
君
京
報
』
誌
上
に
掲
載
し

た
が
、
本
報
告
書
に
は
内
容
を
再
検
討
し
、
新
た
に
編
集
(
担
当
西
城
宗
隆
・

島
恭
裕
研
究
員
)
し
た
も
の
を
収
載
し
た
。

当
研
究
所
の
葬
祭
仏
教
研
究
は
、
本
年
度
を
も

っ
て
一
応
の
区
切
り
と
し
、

平
成

M
年
度
に
は
別
角
度
か
ら
葬
祭
や
追
善
儀
礼
、
祭
杷
継
承
問
題
な
ど
を
広

範
囲
に
扱
う
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
再
発
足
す
る
予
定
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
平
成
5
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
当
初
か
ら
大
本
山
清
浄
華

院
法
主
御
上
任
ま
で
、
研
究
代
表
と
し
て
ご
指
導
賜
っ
た
浄
土
門
主

・
総
本
山

知
恩
院
門
跡
伊
藤
唯
真
祝
下
、
永
年
に
わ
た
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
さ
れ
た

故
鷲
見
定
信
前
主
任
研
究
員
、
第
2
次
ま
で
の
研
究
を
主
務
と
し
て
纏
め
ら
れ

た
細
田
芳
光
前
専
任
研
究
員
を
は
じ
め
、

四
年
間
の
葬
祭
仏
教
研
究
に
携
わ
ら

れ
た
研
究
員
諸
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
し
た
い
。

平
成
担
年
3
月

浄
土
宗
総
合
研
究
所

5 

主
任
研
究
員

熊
井
康
雄
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デ
ー
タ
分
析
編

「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」

分
析

現
代
葬
祭
仏
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
近
年
、
急
激
に
変
容
し
て
い
る
お
葬
式

の
実
態
的
研
究
を
行
な
っ
た
。
平
成
日
年

(
2
0
0
1
)
に
は
、
静
岡
教
区
全

寺
院
の
住
職
に
対
し
て
葬
送
儀
礼
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
お
よ

び
檀
信
徒
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
。
平
成
時
年
度
に
は
、
静
岡
教
区

正
住
職
寺
院
の
檀
信
徒
へ
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
な

ぃ
、
葬
送
儀
礼
の
な
か
で
の
通
夜
か
ら
葬
儀
式
に
関
す
る
一
連
の
意
識
調
査
を

行
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
、
平
成
口
年
度
に
、
全
国
正
住
職
寺
院
の
檀
信
徒

へ
同
様
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

-
設
問
の
趣
旨

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
、
喪
主
を
務
め
た
人
の
お
葬
式
に
対
す

る
意
識
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
お
葬
式
の
実
態
・
お
葬
式
の
意

義

・
戒
名
の
意
義

・
他
界
観
・
霊
魂
観

・
先
祖
観
な
ど
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
。

6 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

平
成
口
年
9
月
、
浄
土
宗
国
内
全
教
区
の
正
住
職
寺
院

5
6
5
3
ヶ
寺
に
、

檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

3
票
ず
つ
郵
送
(
計

1
万

6
9
5
9
票
)
し
た
。
そ
し
て
、
各
寺
院
の
住
職
に
平
成
元
年
以
降
に
お
葬
式

を
行
な
っ
た
檀
信
徒
3
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
依
頼
し
た
。

回
収
方
法
は
、
回
答
者
が
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
直
接
郵
送
す
る
形
式
を

と
っ
た
。
回
収
数
は
、

3
2
6
0
票
(
回
収
率
四

・
2
%
)
、
有
効
回
答
数
は

3
1
8
4票
で
あ
り
、
今
回
は
こ
の
有
効
票
を
元
に
分
析
を
行
な
っ
た
。

な
お
、
デ

l
タ
の
分
析
に
関
し
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
小
数
点
以
下
第

一
位
を
四
捨
五
入
で
表
記
す
る
。

今
報
告
で
は
、
回
答
者
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
詳
細
に
見
る
た
め

に
、
い
く
つ
か
の
項
目
で
ク
ロ
ス
集
計
を
か
け
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
国

で
の
数
値
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
と
明
確
な
相
違
が
現
れ
る
と
思
わ
れ
る
東
京



教
区
・
神
奈
川
教
区
(
以
下
「
東
京
・
神
奈
川
」
と
略
す
)
、
お
よ
び
近
畿
地

方
教
化
セ
ン
タ
ー
(
以
下
、
「
近
畿
」
と
略
す
)
と
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
。

東
京
・
神
奈
川
は
人
口
流
入
現
象
が
起
こ
り
、
伝
統
的
な
お
葬
式
、
お
よ
び
お

葬
式
に
対
す
る
意
識
に
顕
著
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
地
域
で

あ
る
。
近
畿
は
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
と
い
っ
た
大
都
市
圏
を
含
み
、
人
口
移
動

現
象
が
あ
っ
た
が
、
伝
統
的
に
月
参
り
や
五
重
相
伝
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
寺
院
と
地
域
を
め
ぐ
っ
て
お
葬
式
に
対
す
る
伝
統
的
な
意
識
が
強
く

残
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

本
文
中
で
「
お
葬
式
」
と
い
う
場
合
に
は
、
〈
枕
経
〉
〈
通
夜
〉
〈
葬
儀
式
・

告
別
式
〉
な
ど
を
含
む

一
連
の
葬
送
全
体
を
指
し
、
「
葬
儀
」
と
い
う
場
合
に

は
〈
葬
儀
式
・
告
別
式
〉
を
指
す
こ
と
に
す
る
。
葬
儀
式
と
告
別
式
を
〈
葬
儀

式
・
告
別
式
〉
と
表
記
し
た
の
は
現
在
、
葬
儀
式
と
告
別
式
が
同
日
に
、
ま
た

同
一
儀
式
内
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
執
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
状
況
を
考
慮

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
分
析
の
重
要
な
用
語
と
し
て
、
各
所
に

用
い
ら
れ
て
い
る
〈
「
家
」
制
度
〉
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。

「
家
」
制
度
(
イ
エ
制
度
)

日
本
の
伝
統
的
家
族
制
度
で
、
名
字
、
屋
号
な
ど
の
家
名
の
世
代
を
超
え
た

存
続
と
繁
栄
を
重
視
す
る
生
活
制
度
。
そ
の
た
め
、
こ
の
家
に
所
属
し
、
同
じ

第
1
章

デ
ー
タ
分
析
編

家
名
を
名
乗
る
親
族
集
団
の
家
長
・
戸
主
は
、
そ
の
親
族
に
所
属
す
る
家
産
や

家
業
を
所
有
し
、
そ
の
存
続
発
展
の
責
任
を
先
祖
に
対
し
て
負
っ
た
。
こ
れ
が

「
家
」
制
度
の
基
本
的
な
型
で
あ
る
。

明
治
担
年

(
1
8
9
8
)
に
制
定
さ
れ
た
明
治
民
法
に
よ
り
、
戸
主
権
と
家

督
相
続
、
祭
杷
継
承
権
を
基
本
と
す
る
家
父
長
制
的
な
「
家
」
制
度
が
、
日
本

の
家
族
の
標
準
と
し
て
法
的
根
拠
を
あ
た
え
ら
れ
、
長
男
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
嫡
子
と
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
辺
年

(
1
9
4
7
)
に
、
個
人
の
尊
厳
と
男
女

平
等
を
基
本
原
則
と
す
る
現
行
民
法
に
改
正
さ
れ
る
と
、
家
父
長
制
的
な
家
制

度
に
代
わ
り
、
夫
婦
中
心
の
家
族
理
念
が
新
た
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。

1
9
6
0年
代
ま
で
は
、
こ
の
理
念
と
実
態
と
の
間
に
は
ず
れ
が
大
き
か

っ
た

が、

1
9
6
0年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
と

人
口
移
動
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
「
家
」
観
念
は
急
速
に
変
化
し
て
い
つ

た①
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

男
性
が
万
%
、
女
性
が
お
%
で
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
喪
主
を
務
め
た
方

に
、
回
答
を
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
り
、
伝
統
的
な
「
家
」
制
度
か
ら

は
、
喪
主
は
「
家
」
の
継
承
者
で
あ
る
男
性
が
中
心
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
女

性
回
答
者
(
喪
主
を
務
め
た
方
)
が
お
%
い
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

7 



る
。
近
畿
で
は
剖
%
と
全
国
よ
り
も
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
・
神
奈
川

で
は
近
畿
の
約
1
・5
倍
の
却
%
と
多
く
、
大
き
な
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。

①あなたの性別を教えてください。

東京・神奈川近畿全国

近畿

圃0.6%(6人)

園 2%(20人)

園 9%(91人)

東京・神奈川

圃0.4%(1人) 図5%
園0.7%(2人)-(47 

固12%
(32人)

②あなたの年齢を教えてください。

圃0.4%(13人)

闘2%(62人)

図10%(322人)

全国

8 

②
あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

つ
い
で
印
歳
代
、
加
歳
代
と
な
っ
て
い
る
。
な

ω歳
代
が
も
っ
と
も
多
く
、

1160歳代
固70歳代
固80歳代

圃20歳代
園30歳代
固40歳代
固50歳代

(全国)年別と年代のクロス

ぉ
、
地
域
差
は
見
ら
れ
な
い
。
年
齢
と
性
別
と
の
関

連
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
男
性
で
は

ω代
の
喪
主

が
お
%
を
占
め
、
女
性
で
は
初
代
で
の
喪
主
が
訂
%

と
最
も
多
い
。
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③
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・
市
・
町
・
村
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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長
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大
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島

沖
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未
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計

近畿と東京・神奈川の有効回答数
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東京・神奈川

1
.
自
分
の
代
か
ら

④
あ
な
た
の
家
が
お
寺
の
檀
家
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

2
.
親
の
代
か
ら

4
.
昔
か
ら
の
檀
家

3.
祖
父
母
の
代
か
ら

全
国
で
は
、
「
4

昔
か
ら

の
檀
家
」
が
国
%
あ
り
、
寺
院

と
長
く
関
係
を
保
っ
て
い
る
人

の
回
答
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
「
1

自
分
の
代
か
ら
」

ま
た
は
「
2

親
の
代
か
ら
」

と
答
え
た
人
が
合
わ
せ
て
約

却
%
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち

lま

一
世
代
の
経
過
年
数
と
い

わ
れ
る
、
お
よ
そ
過
去
却
年
の

聞
に
寺
院
と
檀
信
徒
関
係
を
結

ん
だ
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る

つ
ま
り
、
高
度
成
長
期
に

お
け
る
人
の
移
動
や
新
た
な
分

家
に
よ
っ
て
寺
院
と
の
関
係
を

結
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④あなたの家がお寺の檀家になったのはいつですか。

東京・神奈川

園0%一"¥ ¥園0.7%
( 0刈¥¥ (2人)

近畿

圏0.3%(3人)

7% 
(70人)

10 

複数回答

NA 
固
固

祖父母の代から

昔からの檀家

園

田
自分の代から

親の代から

田
園



ー一寸

4 

昔
か
ら
の
檀
家
」
は
近
畿
で
は
船
%
と
高
く
、
東
京
・
神
奈
川
は
、

近
畿
の
約
半
分
の
お
%
と
低
い
。

一
方
「
1
.
自
分
の
代
か
ら
」
と
「
2.
親

の
代
か
ら
」
を
合
わ
せ
た
数
字
は
、
近
畿
は
約
お
%
で
、
東
京
・
神
奈
川
で
は

近
畿
の
約
2
倍
の
必
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
全
国
は
近
畿
と
東
京
・
神
奈
川

( 1 )あなたのご家族のお葬式のなかで、もっとも最近のお葬式はいつでしたか。

の
中
間
の
数
字
を
示
し
て
い
る
。

東
京
・
神
奈
川
は
「
1.
自
分
の
代
か
ら
」
と
「
2.
親
の
代
か
ら
」
を
合

わ
せ
た
数
字
(
必
%
)
が
、
「
4.
昔
か
ら
の
檀
家
」
(
あ
%
)
を
上
回
っ
て
お

り
、
新
し
く
移
入
し
て
き
た
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
な
た
が
も
っ
と
も
最
近
に
経
験
し
た
、
あ
な

た
の
ご
家
族
の
お
葬
式
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

(1)
あ
な
た
の
ご
家
族
の
お
葬
式
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
最
近
の
お
葬
式
は

い
つ
で
し
た
か
。

平
成
(

年

過
去
3
年
で
7
割
を
占
め
、
年
が
遡
る
ほ
ど
回
答
者
が
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
、

3
地
域
に
共
通
し
て
お
り
、
地
域
的
な
差
異
で
は
な
く
、
ア
ン
ケ
l

ト
用
紙
を
配
布
し
た
住
職
の
記
憶
に
新
し
い
お
葬
式
の
喪
主
、
も
し
く
は
最
近
行

わ
れ
た
法
事
の
施
主
に
配
布
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第

1
章

デ
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平成 1年 1% 
2年 0%
年 2%
4年 2%
5年 1%
6年 1%
7年 1%
8年 1%
9年 2%
10年 2%
11年5%
12年 6%

東京・神奈川

平成1年 1% 
2年1%
年 1%
4年 1%
5年 3%
6年 2%
7年 2%
8年 2%
9年 4%
10年4%
11年 4%
12年5%

近畿

平成1年 1%
2年 1%
年 1%
4年 1%
5年 2%
6年 2%
7年 2%
8年 2%
9年 3%
10年 3%
11年 4%
12年 4%
13年5%

全国
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(2)
そ
れ
は
、
あ
な
た
か
ら
み
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
の
方
の

お
葬
式
で
し
た
か

1
.
夫

2
.
妻

3.
実
父
ま
た
は
実
母

4 

配
偶
者
の
父
ま
た
は
母

5 

兄
弟
姉
妹

6 

子
供

そ
れ
以
外

(具
体
的
に

7 

「
3
.
実
父
ま
た
は
実
母
」
と
い
う
回
答
が
6
割
程
度
と
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
近
畿
は
全
国
と
比
べ
る
と
、
「
実
父
実
母
」

の
割
合
が
高
く
、
「
夫
」
と
い
う
割
合
が
低
い
。
こ
れ
は
、
近
畿

に
お
い
て
は
女
性
の
喪
主
の
割
合
が
低
い
こ
と
と
関
係
す
る
と
思

わ
れ
る
。

全
国
の
値
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
が
喪
主
を
務
め
る
の
は

「
3
.
実
父
ま
た
は
実
母
」
が
ね
%
で
あ
り
、
女
性
で
は
「
1
.
夫」

が
侃
%
と
な
り
、
男
女
に
よ
り

「誰
の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
る

か
」
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
女
性
で
喪
主
を
務
め
た
人
の
日
%
が
「
4

配
偶
者
の
父
ま
た
は
母
」
、

つ
ま
り
夫
の
親
の
お
葬
式
の
喪
主
を

務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

東京・神奈川

園 10%(27人)
園 3% (9人)

図 2% (5人)

固 5% (14人)

図 7%
9人)

どのような関係の方のお葬式でしたか

近畿
圏 9% (90人)
園 2% (24人)

悶 2% (18人)
園 4% (37人)

(2)それは、あなたからみて、

全国
図 9% (281人)

回3% (80人)

図 3% (93人)

固 4% (118人)

圃夫

園妻

圏実父実母

国配偶者父母

固兄弟姉妹

園子ども

圃それ以外

女性

園 2%
(15人)

男性

12 

圃

66% 
(531人)

圃0%

園8%(202人)
111% 
(12人)

圃4%

(103人)
園 3%

(78人)

男女別(全国)

夫

妻

実父実母

配偶者父母

兄弟姉妹

子ども

それ以外

回
目
園
田
園
固
圃



(3)
お
葬
式
の
準
備
・
運
営
に
も
っ
と
も
深
く
関
わ
っ
た
の
は
ど
な
た
で
し

E

，.、‘

争
人

4HH

1
.
近
隣
地
域
の
人
々

(講

・
近
隣
組
・
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
)

2.
親
戚

3
.
寺
院

4.
葬
儀
社

5 

そ
の
他
(
具
体
的
に

ど
の
地
域
で
も
「
葬
儀
社
」
が
最
も
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
値
に
は
地
域
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
全
国
で
は
、
「
1.
近
隣

地
域
」
と
「
2
.
親
戚
」
を
合
わ
せ
る
と
必
%
で
あ
り
、
「
4.
葬
儀
社
」

の

必
%
と
ほ
ぼ
同
数
を
示
す
。

近
畿
は
「
1.
近
隣
地
域
」
と
「
2.
親
戚
」
を
合
わ
せ
る
と
、
全
国
よ
り

日
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
部
%
で
、
「
4.
葬
儀
社
」
は
全
国
よ
り
も
叩
ポ
イ
ン
ト

も
低
い
お
%
で
、
「
近
隣
地
域
」
「
親
戚
」
の
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
、
東
京
・
神
奈
川
で
の
「
1

近
隣
地
域
」
と
「
2
.
親
戚
」

を
合
わ
せ
た
数
字
は
、
全
国
よ
り
辺
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
お
%
で
あ
り
、

一
方「
4.

葬
儀
社
」
は
2
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
前
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

で
の
差
が
大
き
く
見
ら
れ
、
近
畿
で
は
、
地
域
・
親
戚
の
影
響
が
強
く
、
東
京
・

神
奈
川
で
は
葬
儀
社
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第

1
輩

デ
ー
タ
分
析
編

お葬式の準備・運営にもっとも深く関わったのはどなたでしたか

東京・神奈川

園 1%--.γ圃 1%
(3人)山 (2人)

回 5 % ー~ ¥ ¥ r圃 7%(20人)

(15人)

(3) 

圃 NAそのイ也
複数回答

回

国

園寺院

国葬儀社

近隣の人々

親戚

田
園

13 



(4)
お
通
夜
は
ど
こ
で
行
な
い
ま
し
た
か
。

1

自
宅
↓

(
4
)
1
1
1
(
4
)
|
3
に
お
答
え
く
だ
さ
い

2.
菩
提
寺
↓

(
4
)
|
1
1
(
4
)
|
3
に
お
答
え
く
だ
さ
い

3
.
葬
祭
場
↓

(
4
)
|
1
1
(
4
)
|
3
に
お
答
え
く
だ
さ
い

4
.
集
会
所
・
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
施
設
↓

(
4
)
|
1
1
(4
)
|
3

に
お
答
え
く
だ
さ
い

5 

そ
の
他
(
具
体
的
に

)
↓

(
4
)
|
1
1
(
4
)
|

3
に
お
答

え
く
だ
さ
い

6
.
お
通
夜
は
行
な
わ
な
か
っ
た
↓

(5)
に
お
進
み
下
さ
い

全
国
で
は
、
「
1
.
自
宅
」
が
川
崎
%
と
多
い
。

つ
い
で
「
3
.
葬
祭
場
」
が
お
%
、

ー一寸

2 

菩
提
寺
」
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
自
宅
や
寺
院
で
行
わ
れ

る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
葬
祭
場
」

の
割
合
が
お
%
と
い

う
こ
と
は
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
近
畿
で
は
、
「
1
.
自
宅
」

は
町
%
と
全
国
よ
り
9
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は

「
1
.
自
宅
」
は
日
%
で
、
全
国
の

3
分
の

1
、
近
畿
の

4
分
の
ー
で
あ
り
、

自
宅
で
の
通
夜
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
「
3.
葬
祭
場
」
が

引
の
%
と
高
い
。
ま
た
「
2.
菩
提
寺
」
が
四
%
と
全
国
・
近
畿
の
2
倍
と
高
い

数
字
と
な
っ
て
い
る
。

* 
(4) 

(
4
)
|
1
1
(4
)
|
 

で
1
1
5
と
回
答
し
た
人
の
み
、
以
下
の

3
に
回
答
。

東京・神奈川

園0.4%-， r圃 1% (3人)
(1人)¥I 

川 l ー図 1%
( 2人)

(4)お通夜はどこで行ないましたか。

人

)
ロ
%
人

%

a
什

ω
図

園

畿

「
l

近

寸
川
ぬ
人

t

c
u
 

図
全国

14 

自宅

菩提寺

葬祭場

集会所・公民館

その他

通夜は行わなかった

複数回答

NA 

田
園
回
目
固
固
圃
図



(
4
)
|
1
 
お
通
夜
は
ど
の
よ
う
に
行
な
い
ま
し
た
か
。

1
.
僧
侶
を
招
き
読
経
を
し
て
も
ら
っ
た

2.
僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の
講
(
念
仏
講
な
ど
)

に
供
養
を
し
て
も
ら
っ

た

3.
僧
侶
の
読
経
・
地
域
の
講
(
念
仏
講
な
ど
)

の
供
養
の
両
方
を
し
て
も

p
り
つ
れ
~

4.
僧
侶
の
読
経
・
地
域
の
講
(
念
仏
講
な
ど
)

の
ど
ち
ら
も
し
て
も
ら
わ

な
か
っ
た

5.
そ
の
他
(
具
体
的
に

全
国
で
は
「
1
.
僧
侶
に
読
経
を
し
て
も
ら
っ
た
」
が
沼
%
と
大
半
を
し
め

て
い
る
。
し
か
し
、
「
2.
僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の
講
」
と
「
3

僧
侶
の

読
経

・
地
域
の
講
両
方
」
の
合
計
が
国
%
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
近
畿

で
は
「
2.
僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の
講
」
と
「
3

僧
侶
の
読
経
・
地
域
の

講
両
方
」
の
合
計
が
却
%
で
全
国
よ
り
約
1
割
多
い
。

一
方
、
東
京
・
神
奈
川

で
は
「
2.
僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の
講
」
は
な
く
、
「
3
.
僧
侶
の
読
経
・

地
域
の
講
両
方
」
が
5
%
と
全
国
の
約
4
分
の
1
、
近
畿
の
5
分
の
1
と
少
な

い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
講
の
存
在
は
、
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
表

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、だ
ろ
う
。

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

東京・神奈川

園 O図。

園0.4%:i r園 1%
悶 5%J...!人)¥ I (4人)一一(14人

お通夜はどのように行ないましたか。

近畿

圏f11rJf?U7J4人)
(19人)

(4)ー 1

図

3% 
(30人)

因。

僧侶を招き読経

僧侶を招かずに地域の講に供養してもらう

僧侶の読経・地域の講の両方に供養してもらう

どちらにもしてもらわない

そのイ也

複数回答

NA 

園
周
囲
回
目
固
圃
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(
4
)
|
2
 
あ
な
た
の
地
域
で
は
、
お
通
夜
に
一
般
参
列
者
を
呼
ぶ
習
慣
が

(
4
)
|
3
 
お
通
夜
に
は
、
家
族
・
親
族
・
隣
組
以
外
の
一
般
参
列
者
は
あ

16 

あ
り
ま
す
か
。

り
ま
し
た
か
。

1
.
あ
る
↓

(
4
)
|

3
に
お
答

1
.
葬
儀
よ
り
少
な
か
っ
た

2.
葬
儀
と
同
じ
く
ら
い
あ
っ
た

え
く
だ
さ
い

3.
葬
儀
よ
h
多
か
っ
た

わ
か
ら
な
い

東京・神奈川

園0%

03% 
(7人)

4 

2
.
な
い
↓

(5)
に
お
進
み
下

全
国
で
は
、
通
夜
の
参

さ
し、

東京・神奈川

園0% r園 3%
固 (8人)圃

1% ¥ ¥ / 8% 
(2人) ¥ム---1 (19人)

列
者
は
「
1
.
葬
儀
よ
り

複数回答

NA 

全
国
で
は
、

8
割
が
通

少
な
か
っ
た
」
担
%
、
「
2

(4)ー 3 お通夜には、家族・親族・隣組以外の一般参列
者はありましたか。

全国

夜
に
参
列
者
を
呼
ん
で
い

葬
儀
と
同
じ
く
ら
い
」

(4)ー 2 あなたの地域では、お通夜に一般参列者を

呼ぶ習慣がありますか。

全国

図0%

06% 
(173人)

固

固

る
。
近
畿
、
東
京
・
神
奈

お
%
、
「
3

葬
儀
よ
り

葬儀より多かった

わからない

川
で
は
9
割
が
通
夜
に
参

多
か
っ
た
」
お
%
と
な
っ

近畿

圏 1%
(13人)

列
者
を
呼
ん
で
い
る
こ
と

て
お
り
、
通
夜
の
参
列
者

が
分
か
る
。

が
「
葬
儀
と
同
じ
、
も
し

(
4
)
|
2
で
「
1

く
は
多
い
」
と
い
う
状
況

* 

園
田

あ
る
」
と
回
答
し
た
人

が
6
割
を
超
え
る
こ
と
が

葬儀より少なかった

葬儀と閉じくらいあった

の
み

(
4
)
|
3
に
回

分
か
っ
た
。
伝
統
的
に
は

答

葬
儀
の
方
が
一
般
参
列
者

は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
た

ある

ない

複数回答

NA 

め
、
こ
の
数
字
は
「
お
通

夜
」
の
意
味
合
い
に
変
化

田
園
固
固

田
園



が
生
じ
、
葬
儀
と
同
じ
告
別
式
の
意
味
合
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

「
通
夜
の
方
が
葬
儀
よ
り
参
列
者
が
多
い
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
近
畿
で

は
四
%
で
あ
る
が
、
全
国
で
は
お
%
と
9
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、
さ
ら
に
東
京
・

神
奈
川
で
は
こ
の
回
答
が
η
%
と
、
圧
倒
的
に
葬
儀
よ
り
も
通
夜
に
多
く
の
人

が
集
ま
る
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

(
5
)
葬
儀
は
ど
こ
で
行
な
い
ま
し
た
か
。

1
.
自
宅

2
.
菩
提
寺

3
.
葬
祭
場

4.
集
会
所
・
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
施
設

5
.
そ
の
他

(具
体
的
に

全
国
で
は
、
「
3

葬
祭
場
」
が
却
%
と
最
も
多
く
、

つ
い
で
「
1
.
自
宅
」

担
%
、

「
2.
菩
提
寺
」
加
%
と
な
っ
て
い
る
。
近
畿
で
は
「
1
.
自
宅
」
が

最
も
多
く
日
%
を
占
め
、
次
い
で
「
3
.
葬
祭
場
」
幻
%
で
、
「
2.
菩
提
寺
」

は
日
%
と
少
な
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
「
3
.
葬
祭
場
」

が
日
%
と
過
半
数
以
上
を
占
め
、
つ
い
で
「
2.
菩
提
寺」
が
四
%
で
あ
る
。
「自

宅
」
で
葬
儀
を
行
な
っ
た
人
は
H
%
と
全
国
の
半
分
以
下
、
近
畿
の
4
分
の
1

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
通
夜
の
場
所
を
尋
ね
た
問

(4
)
と
、
こ
の
間

(5
)
を
比
較
す
る

と
、
通
夜
と
葬
儀
で
場
所
を
変
え
る
地
域
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
全
国
を
見

る
と
、
自
宅
で
通
夜
を
行
っ
た
人
(
問

(4
)
の
回
答
1
)
は
必
%
(
1
5
3
3

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

人
)
で
あ
っ
た
が
、
自
宅
で
葬
儀
を
行
っ
た
人
は
担
%
(1
0
0
0
人
)
と
、

少
な
く
と
も
全
体
の
約
口
ポ
イ
ン
ト
が
通
夜
と
葬
儀
の
場
所
を
変
え
て
い
る
。

近
畿
で
は
少
な
く
と
も
3
ポ
イ
ン
ト
が
、
東
京
・
神
奈
川
は
少
な
く
と
も
1
ポ

葬
儀
で
場
所
を
変
え

イ
ン
ト
が
通
夜
と
葬
儀
の
場
所
を
変
え
て
い
る
が
、
全
国
に
比
べ
る
と
通
夜
と

る
割
合
は
極
め
て
少

、、
、a
ハV

ふ
れ
d

l

v

(5)葬儀はどこで行ないましたか。

東京・神奈川

園1% (3人)

回一一

4% 
(10人)

近畿

圏 1%(5人)

集会所・公民館などの地域の施設

その他

複数回答 圃 NA

回
目
固

寺

場

宅

提

祭

自

菩

葬

田
園
固

17 



(
5
)
|
1
 

り
ま
す
か
。 そ
の
場
所
を
お
決
め
に
な
っ
た
の
は
、
主
に
誰
の
お
考
え
に
よ

1
.
故
人
の
希
望

2
.
家
族
の
希
望

3
.
地
域
の
風
習

4
.
葬
儀
社
の
勧
め

5.
僧
侶
の
指
導

6.
そ
の
他
(
具
体
的
に

全
国
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
い
ず
れ
も
「
2
.
家
族
の
希

望
」
が
約
6
割
と
最
も
多
く
、
「
1
.
故
人
の
希
望
」
が
約
1

割
し
か
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
「
3

地
域
の

風
習
」
で
は
際
立
っ
た
相
違
が
み
ら
れ
、
近
畿
が
も
っ
と
も
高

い
幻
%
、
全
国
が
日
%
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
5
%
で
あ
る
。

ま
た
、
「
4
.

葬
儀
社
の
勧
め
」

で
も
相
違
が
み
ら
れ
、
全
国

は
3
%
、
近
畿
が
2
%
で
あ
る

一
方
、
東
京

・
神
奈
川
は
ロ
%

と
高
く
な
っ
て
い
る
。

問

(5)
で
の
「
葬
祭
場
」
と
い
う
回
答
を
「
誰
の
考
え
に

よ
る
か
」
と
掛
け
合
わ
せ
て
み
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
葬

祭
場
で
葬
儀
を
行
っ
た
人
の
場
合
、
葬
儀
社
の
勧
め
に
よ
っ
て

そ
の
場
所
を
決
め
た
人
が
幻
%
で
あ
り
、
全
国
7
%
、
近
畿
4
%

に
比
べ
る
と
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
京
・
神

奈
川
で
は
葬
儀
社
の
影
響
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

主に誰のお考えによりますか。

東京・神奈川

その場所をお決めになったのは、

近畿

(5) -1 

図 3%(9人)

園 0.4%(1人)

図 6% (16人)

困 3%(27人)

固0.3%(3人)

図 4%
(40人)

全国

悶4%(113人)

園 0.4%(14人)

図 5%(147人)

「葬祭場jに決めたのは、誰の考えによりますか。

図5%(63人)

圃0.4%
( 5人)

図 2%
(27人)

全国

計

ロ93人

畿
-
人

近
割
揃

東京 ・

神奈川

計

147人。

僧侶の指導

その他

複数回答

NA 

固
園
田
園

故人の希望

家族の希望

地域の風習

葬儀社の勧め

田
園
回
国

18 
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そ
の
場
所
を
お
決
め
に
な
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。
当
て
は
ま

る
も
の
を
す
べ
て
選
び
お
答
え
く
だ
さ
い
。

1.
昔
か
ら
の
風
習

2.
自
宅
で
行
う
こ
と
に
理
由
が
あ
っ
た
か
ら

3.
出
費
を
お
さ
え
る
た
め

4.
雰
囲
気
が
良
い
か
ら

5.
宗
教
的
理
由

6.
近
隣
の
人
々
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
く
て
す
む
か
ら

7.
家
族
の
手
聞
が
か
か
ら
な
い
か
ら

8.
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
あ
る
か
ら

9.
駐
車
場
が
あ
る
か
ら

m.
互
助
会
に
入
っ
て
い
た
か
ら

日
.
特
に
な
し

ロ
.
そ
の
他
(
具
体
的
に

こ
の
設
問
は
複
数
回
答
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
で
出
る
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
分

母
が
各
地
域
の
票
数
(
全
国
3
1
8
4
、
近
畿
問
、
東
京
・
神
奈
川

m)、
分

子
が
各
回
答
の
回
答
者
数
で
あ
る
。
全
国
で
は
「
8.
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ

と
の
で
き
る
施
設
が
あ
る
」
が
お
%
、

つ
い
で
「
1

昔
か
ら
の
風
習
」
が

泣
%
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
「
6.
近
所
の
人
々
の
手
を
わ
ず
ら

わ
せ
な
く
て
す
む
」
が
却
%
と
高
く
、
こ
れ
は
「
通
夜
葬
儀
が
近
所
を
中
心
と

す
る
地
域
社
会
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
従
来
か
ら
の
通
念
に
変

化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
9.
駐
車
場
が
あ

第

1
章

デ
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タ
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(5) -2  その場所をお決めになった理由は何ですか。当てはまるものを

すべて選びお答えください。

のべ回答数

計6571人

計1710人

計642人

そ
の
他

特
に
な
し

互
助
会
に
入

っ
て
い
た
か
ら

駐
車
場
が
あ
る
か
ら

多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
の

で
き
る
施
設
が
あ
る
か
ら

家
族
の
手
聞
が
か
か
ら
な
い

か
ら

近
隣
の
人
身
の
手
を
わ
ず
ら

わ
せ
な
く
て
す
む
か
ら

宗
教
的
理
由

雰
囲
気
が
良
い
か
ら

出
費
を
お
さ
え
る
た
め

自
宅
で
行
う
こ
と
に

理
由
が
あ

っ
た
か
ら

昔
か
ら
の
風
習

る
か
ら
」
が
訂
%
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
参
列
者
の
便
宜
と
い
う
こ
と
も
、
葬

全国

近畿

東京・

神奈川

• 
掴圃

図1213人
239人
1，43人

園

1

人

人
臥

ωー
ー

園
山
内

7

、人

入
札
9

0

0

4

 

回
目

人nu 

内

d

儀
の
場
所
を
決
め
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
に
分
け
て
見
る
と
、
近
畿
で
は
「
1.
昔
か
ら
の
風
習
」
が
必
%
と
突

19 

出
し
て
高
く
、
続
い
て
「
8

多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
あ



る
」
が
お
%
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は
、

「
8
.
多
く
の
人
が
集

ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
あ
る
」
日
%
、
「
6
.
近
隣
の
人
に
煩
わ
せ
た
く

な
い
」
必
%
、
「
7.
家
族
の
手
聞
が
か
か
ら
な
い
」
が
却
%
と
な
っ
て
お
り
、

場
所
を
決
め
る
理
由
に
は
、
地
域
に
よ

っ
て
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

「
葬
儀
を
決
め
た
理
由
」
と
問

(
5
)
「葬
儀
を
行
っ
た
場
所
」
を
掛
け
合
わ

せ
て
見
る
。
「
1.
昔
か
ら
の
風
習
」
と
回
答
し
た
人
の
約
7
割
が
自
宅
で
葬

儀
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
6.
近
隣
の
人
々
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
く

て
す
む
」
と
回
答
し
た
人
の
約
8
割
が
葬
祭
場
で
、
「
8
.
多
く
の
人
が
集
ま

る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
人
の
約
7
割
が
葬
祭
場
で

葬
儀
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は

3
地
域
と
も

共
通
し
て
い
る
。

(6)
ご
家
族
の
お
葬
式
を
行
わ
れ
て
、
お
葬
式
の
も
っ
と
も
大
き
な
意
味
は

何
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

1
.
故
人
と
の
別
れ

2.
故
人
の
冥
福
を
祈
る

3.
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
こ
と

4
.
故
人

(
霊
)
を
極
楽
浄
土

(あ
の
世
)
へ
送
る

5
.
故
人
を
家
の
先
祖
に
す
る
儀
式

6
.
故
人
が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
最
後
の
機
会

7
.
そ
の
他

(具
体
的
に

(6)ご家族のお葬式を行われて、お葬式のもっとも大きな意味は何だった

と思いますか。

東京・神奈川

図 1%
(5人)図

1% 
( 2人)

近畿

図1%
(14人)固

1% 
(12人)

全国

固 1% (17人)図1%
白 (31人)図

1% 
(40人)

20 

故人を家の先祖にする儀式

故人が自分らしさを表現する最後の機会

その他

複数回答 固 NA

固
固
圃
固

故人との別れ

故人の冥福を祈る

残された遺族の心を慰める

故人(霊)を極楽浄土(あの世)へ送る

圃
回
国
国

「
4
.
故
人

(
霊
)
を
極
楽
浄
土

(あ
の
世
)
に
送
る
」
と
い
う
回
答
は、

お
葬
式
を
宗
教
的
儀
礼
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
回
答
で
あ
り
、
「
1.
故
人
と

の
別
れ
」
と
い
う
回
答
は
、
お
葬
式
を
人
間
関
係
で
の
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
回



答
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
結
果
は
、
「
4.
故
人
(
霊
)
を
極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)

に
送
る
」
が
お
%
、
「
1.
故
人
と
の
別
れ
」
が
却
%
、
「
2.
故
人
の
冥
福
を

祈
る
」
が
お
%
と
、
こ
れ
ら
3
つ
の
回
答
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
全
国
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
で
の
差
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

回
答
を
年
齢
と
掛
け
合
わ
せ
て
見
る
。
「
4.
故
人
(
霊
)
を
極
楽
浄
土
(
あ

の
世
)
に
送
る
」
と
回
答
し
、
お
葬
式
を
宗
教
的
儀
礼
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る

人
の
割
合
は
、
河
代
以
上
に
多
く
み
ら
れ
、
「
1
.
故
人
と
の
別
れ
」
「
6
.
自

分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
機
会
」
と
の
回
答
は
、
回
歳
代
以
下
に
多
く
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
「
5.
故
人
を
家
の
先
祖
に
す
る
儀
式
」
と
回
答
し
た
人
は
、

初
歳
代

以
上
に
多
く
見
ら
れ
た
。

(7)
故
人
の
霊
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。

1
.
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

2.
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る

3
.
供
養
を
し
な
い
と
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る

4.
特
に
な
に
も
し
な
い

5
.
霊
な
ど
存
在
し
な
い

6.
わ
か
ら
な
い

7.
そ
の
他
(
具
体
的
に

こ
の
質
問
は
、
「
亡
く
な
っ
た
家
族
が
自
分
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る

か
」
を
意
味
す
る
質
問
で
あ
る
が
、
全
国
で
は
「
1
.
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」

が
お
%
と
大
多
数
で
あ
り
、
「
2
.
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る
」
「
3
.
供

第
1
章

デ
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タ
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養
を
し
な
い
と
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
い
う
回
答
を
あ
わ
せ
て
も
わ
ず

か
3
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
身
内
を
、
自
分
に
積
極
的
な
影
響
を

繋
が
っ
て
お
り
、
見

及
ぼ
す
存
在
と
は
捉
え
て
は
い
な
い
が
、
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
は
自
分
と

守
っ
て
く
れ
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
人
が

多
い
こ
と
が
分
か

る
。
近
畿
、
東
京
・

神
奈
川
で
も
こ
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
。

(7)故人の霊は、あなたにとってどのよう

な存在であると思いますか。

全国

固 2% (58人)

図3%(叩6人)

東京・神奈川

3%( 7人)
図 3%
(7人)

固1%
( 3人)

悶2%(5人)
¥ 

恩

図 1% l' 
(12人)(2 

近後

回2% (24人)

図3%(35人)

図 1%
(31人)

固 NA

霊など存在しない

わからない

そのイ也
複数回答

固
園
田
園

見守ってくれている

困った時には助けてくれる

供養をしないと良くないことが起こる

特になにもしない

圃
園
園
田

21 



(
8
)
あ
な
た
は
、
ご
自
分
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
か
。

1
.
必
ず
し
て
ほ
し
い
↓

(
8
)
1
1
1
(
8
)
1
4
に
お
答
え
く
だ
さ
い

2 

で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
↓
(
8
)
|
1
1
(
8
)
|
4
に
お
答
え
く
だ

さ
し、

3
.
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
↓

(
8
)
|
1
1
(
8
)
|
4
に
お
答
え

く
だ
さ
い

4
.
ま
だ
わ
か
ら
な
い
↓

(9
)
に
お
進
み
く
だ
さ
い

5.
そ
の
他

(
具
体
的
に

)
↓

(9
)
に
お
進
み
く
だ
さ
い

全
国
で
は
、
「
1

必
ず
し
て
ほ
し
い
」
臼
%
、「
2

で
き
れ
ば
し
て
ほ
し

い
」
泊
%
と
回
答
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
∞
∞
%
の
人
が
「
し
て
ほ
し
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。
し
か
し
「
3

し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
3
%
、
「
4

ま
だ
わ
か
ら
な
い
」
7
%
、「
5

そ
の
他
」
1
%
で
あ
り
、
約
1
割
の
回
答

者
が
自
分
の
お
葬
式
に
対
し
否
定
も
し
く
は
未
決
定
な
態
度
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
近
畿
で
は
全
国
と
明
確
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
東
京
・
神
奈
川

で
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は
自
分
の
お
葬
式
を
「
1
.

必
ず

し
て
ほ
し
い
」
が
叫
%
で
全
国
よ
り
叩
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
分
の
お
葬
式
を
「
3
.

し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
の
明
確
な
否
定
意

見
が
8
%
見
ら
れ
る
。
「
平
成
に
入
っ
て
か
ら
お
葬
式
を
執
り
行
っ
た
檀
信
徒

に
対
し
て
浄
土
宗
寺
院
住
職
が
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
今
回
の
ア
ン

ケ
l
ト
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
決
し
て
小
さ
い
数
字
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

男
女
別
で
見
る
と
、
3
地
域
と
も
女
性
の
ほ
う
が
お
葬
式
に
対
し
て
や
や
消

合
は
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り

極
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
1
.

割
合
が
高
く
、
「
3

し
て
欲

し
い
と
思
わ
な
い
」
は
女
性
の

ほ
う
が
高
い
割
合
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
東
京

・
神
奈
川
の
女

性
は
、
「
1
.必
ず
し
て
ほ
し
い
」

は
お
%
と
い
う
低
い
数
字
(
男

性
は
回
%
)

で
あ
り
、
「
3

し
て
欲
し
い
と
思
わ
な
い
」
は

日
%
(
男
性
は
6
%
)
と
高
い

数
字
を
示
し
て
い
る
。

* 
(8) 
で
「
1
、
必
ず
し
て

ほ
し
い
」

・
「
2
、
で
き
れ
ば

し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た

人
の
み
、
(
8
)
|

1
1
(
8
)

-
4
に
回
答
。

(8)あなたは、

全国

図0.3%(8人)

固 1%
(40人)

お葬式をしてほしいと思いますか。

東京・神奈川

ご自分が亡くなった際には、

近自慢

必
ず
し
て
欲
し
い
」
割

園 0%

圃 0%

22 
固 NA

その他

複数回答

園

固

してほいとは思わない

まだわからない

回
目

必ずしてほしい

できればしてほしい

田
園



(男女別)ご自分が亡くなった際には、お葬式をしてほしいと思いますか。
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(8)あなたは、

56%(1339人)
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1% 1% 
(10人)(2人)

闇 男計768人

女計206人

0.4% 
( 3人)0%

困

41%(85人)

7% 7% 6% 
3% (14人)(54人)(13人)
(24人) ・・・ 1 うもーー ・・I1 (4人)0%
一 一回

近畿

59% (453人)

45% (92人)

東京・神奈川

富 男計197人

女計82人

9% 
(17人)，7~o/~ 
(6人)
1% 1% 
( 1人)(1人)

50%(99人)

固 NAその他

複数回答

固
固

してほしいとは思、わない

まだわからない

回
国

必ずしてほしい

できればしてほしい

圃
園

23 



(
8
)
|
1
 
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
を
望
み
ま
す
か
。

1
.
僧
侶
を
招
い
た
家
の
宗
旨
で
あ
る
浄
土
宗
の
葬
式

2
.
自
分
の
希
望
す
る
宗
教
に
よ
る
葬
式

3.
宗
教
色
の
な
い
お
別
れ
会

4
.
遺
族
に
ま
か
せ
る

5 

そ
の
他
(
具
体
的
に

60
ま
だ
わ
か
ら
な
い

こ
の
設
問
は
、
お
葬
式
を
「
1

で
き
れ
ば
し

必
ず
し
て
ほ
し
い
」
「
2

て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
人
に
対
す
る
質
問
で
あ
る
の
で
、
自
分
の
お
葬
式
に

明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
回
答
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

全
国
で
は
、
「
1
.
僧
侶
を
招
い
た
家
の
宗
旨
で
あ
る
浄
土
宗
の
葬
式
」
打
%
、

「2
.
自
分
の
希
望
す
る
宗
教
に
よ
る
葬
式
」
1
%
、
「
3.
宗
教
色
の
な
い
お

別
れ
会
」
1
%
、
「
4
.
遺
族
に
ま
か
せ
る
」
回
%
、
「
6

ま
だ
わ
か
ら
な
い
」

0
・
4
%
と
、
約
8
割
が
浄
土
宗
の
お
葬
式
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
中
で
も
地
域
差
が
見
ら
れ
、
近
畿
で
は
「
1
僧
侶
を
招
い
た
家
の
宗
旨
で

あ
る
浄
土
宗
の
葬
式
」
が
加
%
と
高
く
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
ね
%
と
全
国
よ

り
低
く
な
っ
て
い
る
。

東京・神奈川

あなたは、どのような形式のお葬式を望みますか。

近後

四0.2%(2人) 園0.2%(2人)

全国

(8)ー 1

図1% (2人)圃1% (2人)

回 0%¥ (〆図1%
(3人)

24 

その他

まだわからない

複数回答

NA 

固
園
田
園

僧侶を招いた家の宗旨である浄土宗の葬式

自分の希望する宗教による葬式

宗教色のないお別れ会

遺族にまかせる

田
園
回
目



(8)
|
2
 

菩
提
寺

3.
葬
祭
場

あ
な
た
は
、
ど
こ
で
お
葬
式
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

1.
自
宅

2 

4.
集
会
所
・
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
施
設

5 

そ
の
他
(
具
体
的
に

全
国
で
は
「
3
.
葬
祭
場
」
が
4
%
と
最
も
多
く
、

で
「
l

自
宅
」
m
m
%
、
「
2.
菩
提
寺
」
四
%
と
な
っ
て

い
る
。
近
畿
で
は
「

l

自
宅
」
が
必
%
と
高
く
、
「
2

菩
提
寺
」

は
全
国
の
半
分
で
あ
る
叩
%
と
な
っ
て
い
る
。
東

京

・
神
奈
川
で
は
「
3

葬
祭
場
」
が
訂
%
と
高
い
数
字
を

示
し
て
い
る
、

回
答
者
が
喪
主
を
務
め
た
お
葬
式
の
場
所
(
問
5
)
と
比

較
し
て
み
る
。
全
国
で
は
、
「
お
葬
式
を
行
な
っ
た
場
所
」

と
「
お
葬
式
を
行
な
い
た
い
場
所
」
の
違
い
が
ほ
ぼ
見
ら
れ

な
い
。
近
畿
で
は
、
自
分
の
「
自
宅
で
行
な
っ
た
」
人
が

日
%
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
場
合
に
は

9
ポ
イ
ン
ト
減
り

話
%
の
人
が

「自
宅
で
お
葬
式
を
行
い
た
い
」
と
回
答
し
て

お
り
、
「
葬
祭
場
で
行
い
た
い
」
人
が
6
ポ
イ
ン
ト
増
え
て

い
る
。
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
菩
提
寺
が
5
ポ
イ
ン
ト
増
え
、

葬
祭
場
が
5
ポ
イ
ン
ト
減
っ
て
い
る
。

第
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っ
し、

東京・神奈川

園 2%(4人)

園ーと¥ 圃3%(8人)
6% 
(13人)

あなたは、どこでお葬式を行ないたいと思いますか。

全国 近議

図1% (32人) 図 1%(11人)

園____¥ 固3%(97人) 園 ~\ 圃3%(鈎人)
3% ¥ ¥ ¥ 4% 
(87人A.)~ (32人)

(8)ー 2

葬儀を 「行なった場所Jと「行きたい場所Jの比較
全国 岡 4固 1図 1闘3

frなった
場所

行ないたい
場所

自宅

菩提寺

葬祭場

集会所・公民館

などの地域の施設

その他

複数回答

NA 

圃
園
園
田

80 60 20 。
近自慢

行なった
場所

f子ないたい
場所

固
園
田

園 5園 4 園 1圃3

60 

40 20 

東京・神奈川

行なった
場所

行ないたい
場所

25 



(
8
)
|
3
 
あ
な
た
の
お
葬
式
の
会
葬
は
、
ど
の
範
囲
の
人
々
に
来
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
か
。

1
.
家
族
の
み

2
.
家
族

・
親
戚

3.
家
族

・
親
戚
・
友
人

4
.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々

5
.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々

6
.
家
族

・
親
戚
・

友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々

・
遺
族
の
関

係
の
人
々

7 

そ
の
他
(
具
体
的
に

お
葬
式
の
会
葬
に
来
て
ほ
し
い
範
囲
は
、
そ
の
人
が
関
わ

っ
て
い
る
社
会
や

人
間
関
係
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
地
域
社
会」

を
含
ま
な

い
1
1
3
ま
で
の
回
答
の
合
計
が、

全
国
で
は
却
%
、
近
畿
で
は
お
%
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
必
%
で
あ
り
、

全
国
と
比
較
す
る
と
ロ
ポ

イ
ン
ト
も
高
く
、
東
京

・
神
奈
川
は
地
域
社
会
に
対
す
る
関
わ
り
が
低
い
こ
と

が
伺
え
る
。

あなたのお葬式の会葬は、どの範囲の人々に来て欲しいと思いますか。

東京・神奈川近畿

図 0.6%(5人)
回一、 「図3% (28人)

1% 
( 8人)

全国

図 0.4%(10人)
図3%(97人)

固 3%
(74人)

(8)ー 3

26 

家族のみ

家族・親戚

家族・親戚・友人

家族・親戚・友人・地域の人々

家族・親戚・友人・地域の人々・仕事関係の人々

家族・親戚・友人・地域の人々・仕事関係の人々・遺族の関係の人々

その他 国複数回答 固 NA

田
園
回
国
固
園
田



(
8
)
|
4
 
あ
な
た
は
、
自
分
の
お
葬
式
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
か
。

1.
家
族
や
友
人
な
ど
と
の
別
れ

2
.
自
分
の
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う

3
.
遺
族
の
心
を
慰
め
る

4.
極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)

へ
送
っ
て
も
ら
う

5.
家
の
先
祖
に
な
る
儀
式

6.
そ
の
他
(
具
体
的
に

全
国
で
は
「
1
.
家
族
や
友
人
な
ど
と
の
別
れ
」
剖
%
、
「
4.
極
楽
浄
土
(
あ

の
世
)

へ
送
っ
て
も
ら
う
」
お
%
、
「
2.
自
分
の
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う
」

日
%
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

全
国
で
の
「
自
分
の
お
葬
式
の
意
味
」
と
問

(6)
「
家
族
の
お
葬
式
の
意
味
」

を
比
較
し
て
み
る
。

「
自
分
の
お
葬
式
の
意
味
」
を
「
1
.
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
と
捉
え
て

い
る
人
が
必
%
と
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
は
、
家
族
の
お
葬
式
に

お
い
て
は
お
葬
式
の
意
味
を
「
故
人
と
の
別
れ
」
と
捉
え
た
人
が
却
%
で
あ
っ

た
の
と
比
較
す
る
と
、
日
ポ
イ
ン
ト
多
い
。
こ
れ
に
は
、
送
っ
た
側
と
送
ら
れ

る
側
で
の
立
場
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
が
送
ら
れ
る
際

に
は
、
お
葬
式
に
対
し
て
、
浄
土
宗
の
教
義
と
は
離
れ
た
、
「
告
別
(
お
別
れ
)

の
式
」
と
い
う
意
味
合
い
を
強
く
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

(8)
で「
3
、
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
の
み
、

(8)

* 1
5に
回
答
。

あなたは、自分のお葬式にはどのような意味があると思いますか。(8) -4  

東京・神奈川

園1% (2人)

図1% (3人)

近畿全国

圃 0.6%(16人)

1 % (30人)

家の先祖になる儀式

その他

複数回答

NA 

回
固
圃
図

家族や友人などとの別れ

自分の冥福を祈ってもらう

遺族の心を慰める

極楽浄土(あの世)へ送ってもらう

田
園
回
目

27 



「家族の葬儀のもっとも大きな意味Jと
自分の葬儀のもっともおおきな意昧j比較

(
8
)
|
5
 

園3 図2 園 1

E二コ二二二ヨl
図1固1

EE二二二ヨ
回 1園1

1
.
お
葬
式
に
意
味
を
見
出
せ
な
い
か
ら

図 1

家族の
葬儀 1030% 

回1国 5固 3

囚 43%

ω0% ω 

家族や友人との別れ

自分の冥福を祈ってもらう

遺族の心を慰める

極楽(あの世)へ送ってもらう

家の先祖になる儀式

その他
複数回答

NA 

自分の
葬儀

80 70 60 

四
回
団
団
回
国
回
国

50 

故人との別れ

故人の冥福を祈る

残された遺族の心を慰める

故人(霊)を極楽浄土(あの世)ヘ送る

故人を家の先祖にする儀式

故人が自分らしさを表現する最後の機会

そのイ也

複数回答

NA 

40 30 20 10 。
固
四
国
回
目
園
圃
園
固

は
何
で
す
か
。

あ
な
た
は
、
自
分
の
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と
考
え
る
理
由

2.
費
用
が
高
い
か
ら

4.
そ
の
他
(
具
体
的
に

3
.
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら

28 

こ
の
質
問
の
回
答
者
数
は

1
0
6人
で
、

全
体
の
3
%
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か

こ
の
3
%
と
い
う
割
合

し
、
今
回
の
調
査
は
喪
主
を
務
め
た
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
の
で
、
答回数

1

複

M
固
固

は
決
し
て
少
な
い
数
字

で
は
な
い
。

お
葬
式
を
行
っ
て
ほ

し
く
な
い
理
由
と
し
て

最
も
多
か
っ
た
の
は
、

3 

遺
族
の
手
を
煩

わ
せ
た
く
な
い
か
ら
」

で
あ
り
、
全
園
田
%
、

近
畿
で
は
日
%
、
東
京

神
奈
川
で
は
邸
%
で
あ

る
。
「
費
用
が
高
い
か

ら
」
と
回
答
し
た
人
は
、

全
国
、
近
畿
、
東
京
・

神
奈
川
と
も
に
叩
%
未

あなたは、自分の葬式をしてほしくないと考える理由は何ですか。

固 8%(8人)
園4%(4人)

図 2%(2人)

(8)ー 5

1158% (22人)

図54%(20人)

圃 21% 包2人)
国
十
日
以

全

言

川

阻 21% (8人)

近磁
言十

37人

東京・

神奈川
計

23人

図65%(15人)

60 80 

遺族の手を煩わせたくないから

その他
圃
固

o 20 

お葬式に意味を見出せないから

費用が高いから

圃
園



満
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
1.
お
葬
式
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
が
全
国
、

近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
い
ず
れ
に
お
い
て
も
約
2
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。

(9)
あ
な
た
は
、
戒
名
を
希
望
し
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

1
.
戒
名
を
希
望
す
る
↓
(
叩
)
に
お
進
み
下
さ
い

2.
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
↓
(
叩
)
に
お
進
み
下
さ
い

3
.
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
よ
い
↓

(
9
)
|
1
に
回
答
し
て
く

だ
さ
い

4.
ま
だ
分
か
ら
な
い
↓
(
叩
)
に
お
進
み
下
さ
い

全
国
で
は
、
戒
名
を
「
1
.
希
望
す
る
」
日
%
、「
2
.
持
っ
て
い
る
」
日
%
、

「3.
俗
名
の
ま
ま
で
よ
い
」
ロ
%
、
「
4.
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
日
%
と
な
っ

て
い
る
。
本
調
査
の
特
徴
と
し
て
、
「
回
答
者
は
寺
と
の
つ
き
あ
い
が
密
で
あ

る
檀
信
徒
」
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
回
答
し
た
人
が
ロ
%
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
近
畿
に
お
い
て
は
、
「
2.
持
っ
て
い
る
」

が
お
%
と
高
く
、
こ
れ
は
五
重
相
伝
、
授
戒
会
の
実
施
率
の
高
さ
と
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
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「
1.
希
望
す
る
」
「
2
.
持
っ
て
い
る
」
を
足
し
た
数
値
で
見
る
と
、
全
国

が
冗
%
、
近
畿
が
苅
%
で
あ
る
一
方
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
臼
%
と
低
く
な
っ

口
%
「
4.

て
い
る
。
こ
れ
は
東
京
・
神
奈
川
に
お
い
て
は
、
「
3

俗
名
で
よ
い
」
が

ま
だ
分
か
ら
な
い
」
が
日
%
と
戒
名
に
対
し
て
未
確
定
、
ま
た
否

定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。

* 
(9) 
で
「
3
、
生
前

の
名
前
(
俗
名
)

ま
で
よ
い
」
と
回
答
し

た
人
の
み

(
9
)
|
1

に
回
答
。

(9)あなたは、戒名を希望しますか、

それとも生前の名前(俗名)のま

まで良いと思いますか。
の
ま

東京・神奈川

図 4%
(11人)

まだ分からない

複数回答

NA 

回
目
固

戒名を希望する

すでに戒名を持っている

生前の名前 (俗名)のままでよい

回
目
回
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(9
)
|

1

 「
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
よ
い
」
と
思
う
理
由
は
何
で

す
か
。
ひ
と
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い

1
.
名
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら

2
.
戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら

3.
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら

4.
そ
の
他

(具
体
的
に

全
国
で
は
「
1

戒
名
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
却
%
、
「
2
.
戒

名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら
」
時
%
、
「
3
.
生
前
の
名
前
に

思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」
辺
%
で
あ
る
。
世
間
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
金
額
」

の
問
題
よ
り
も
、
「
戒
名
の
意
味
を
見
出
せ
な
い
」
こ
と
に
問
題
の
根
本
が
あ

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
我
々
僧
侶
は
戒
名
の
意
味
を
よ
り
丁
寧
に
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
近
畿
は
ほ
ぼ
全
国
と
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
「
2
.
戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高

額
で
あ
る
か
ら
」
が
却
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

のままでよいJと思う理由は何ですか。ひとつだけお答えくだ「生前の名前 (俗名)(9)ー 1

さい

東京 ・神奈川

園 2%(1人)

近畿

圏 2%(2人)

全国

回1% (4人)
¥ 

固

8% 
(31人)
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その他

複数回答

NA 

回
目
固

戒名の意味を見いだせないから

戒名を綬けてもらうのが高額であるから

生前の名前に思い入れがあるから

回
目
回



(
叩
)
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
後
、
あ
な
た
の
霊
は
ど
こ
に
往
く
と
思
い
ま
す
か
。

1
.
極
楽
浄
土

2.
家
の
近
く
の
山
な
ど

3.
お
墓
・
仏
壇

4.
霊
山
・
霊
場
(
具
体
的
に

5.
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る

6.
そ
の
他

(
具
体
的
に

全
国
で
は
、
「
1.
極
楽
浄
土
」
が
臼
%
と
多
い
。
ま
た
「
3
.
お
墓
・
仏
壇
」

が
ロ
%
で
あ
る
。
本
調
査
は
、
身
内
の
お
葬
式
を
喪
主
と
し
て
体
験
し
た
人
に

対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
5

死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な

る
」
と
回
答
し
た
人
が
ロ
%
も
い
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
地
域
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
「
5
.
何
も
な
く
な
る
」
と
の
回
答
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
回
答
に
は

地
域
に
よ
る
差
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
全
国
の
回
答

(都
人
)
か
ら
詳
し
く
見

て
み
る
。

男
女
別
で
は
男
性
部
%
(
却
人
)
、
女
性
日
%
(
日
人
)
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
l

ト
調
査
回
答
者
の
男
女
比
が
男
性
百
%
女
性
お
%
で
あ
る
の
で
、
「
5
.
何
も

な
く
な
る
」
と
回
答
し
た
人
の
男
性
比
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
回
答
者
の
年

齢
的
特
長
は
見
ら
れ
な
い
。
家
族
の
お
葬
式
の
意
味
を
尋
ね
た
問

(6)
と
掛

け
合
わ
せ
て
見
る
と
、
「
故
人
と
の
別
れ
」
が
必
%
と
最
も
多
く
、
「
冥
福
を
祈

る
」
が
担
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
っ
て
、
「
冥
福
を
祈
る
」

と
い
う
こ
と
の
意
味
の
多
義
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
設
開
設
定
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時
に
、
我
々
は
こ
の
言
葉
は
「
死
者
の
霊
の
た
め
に
死
後
の
幸
福
を
祈
る
」
と

ぃ
、
ユ
一市
教
意
識
と
想
定
し
た
が
、
問
(
叩
)

の
質
問
に
対
し
て
、

霊
の
存
在
を

否
定
す
る
回
答
を
し
た
人
の
な
か
の
泊
%
も
の
人
が
「
冥
福
を
祈
る
」
と
回
答

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
冥
福
を
祈
る
」
と
い
う
言
葉
が
「
死
者
へ
の
哀

が
推
測
さ
れ
る
。

し
み
や
悼
み
を
表
す
」
と
い
う
儀
礼
的
表
現
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

(10)あなたは亡くなった後、あなたの霊はどこに往くと思い

ますか。

東京・神奈川

園1% (3人)
図 2% (6人)

固死んだら何もなくなる

固その他

回複数回答

困 NA

極楽浄土

家の近くの山など

お墓・仏壇

霊山・霊場

圃
園
固
固
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「死んだら何もなくなるJと回答した人に
とっての「葬儀の意味J

全国

園 1%(2人)

故人の自分らしさ

その他

複数回答

NA 

固
圃
園
固

故人との別れ

冥福

遺族の心

極楽浄土

家の先祖

四
回
園
田
園

1
.
僧
侶
の
引
導
・
読
経

2.
焼
香

(
日
)
あ
な
た
は
、
葬
儀
式
の
以
下
の
ど
の
部
分
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

3
.
出
棺
前
の
別
れ
の
花
入
れ

4
.
会
葬
者
へ
の
挨
拶

5 

そ
の
他
(
具
体
的
に

全
国
で
は
、
「
1.
僧
侶
の
引
導
・読
経
」

ω
%、「
2.

出
棺
前
の
別
れ
の
花
入
れ
」

8
%
、「
4

会
葬
者
へ
の
挨
拶
」

5
%
、「
5

焼
香
」

8
%
、「
3.

そ
の
他
」

3
%と
な
っ
て
い
る
。
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
で
も
同
じ
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
全
体
の
約
7
割
が
「
1
.
僧
侶
の
引
導

・
読
経
」
が

一
番
重
要
だ

と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
葬
式
に
僧
侶
は
必
要
」
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

(11 )あなたは、葬儀式の以下のどの部分が一番重要だと思いますか。

東京・神奈川近畿

32 

その他

複数回答

NA 

固
園
田

僧侶の引導・読経

焼香

出棺前の別れの花入れ

会葬者への挨拶

回
目
固
固



ま
と
め

こ
こ
ま
で
、
全
国
で
の
回
答
数
値
を
基
準
と
し
て
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川

と
の
設
問
ご
と
の
比
較
分
析
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
調
査
か
ら
み
え

た
お
葬
式
に
関
す
る
変
化
に
つ
い
て
全
体
を
通
し
て
分
析
す
る
。
な
お
、
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
本
文
中
で
「
お
葬
式
」
と
い
う
場
合
に
は
、

〈枕
経
〉〈
通
夜
〉

〈葬
儀
式
・
告
別
式
〉
な
ど
を
含
む

一
連
の
葬
送
全
体
を
指
し
、
「
葬
儀
」
と
い

う
場
合
に
は
、

〈葬
儀
式
・
告
別
式
〉
を
指
す
こ
と
に
す
る
。

1

・
地
域
共
同
体
と
お
葬
式

ー
地
域
共
同
体
の
衰
退
と
お
葬
式
の
変
化
|

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、
最
も
明
確
に
表
れ
て
い
た
の
は
、
葬
儀

を
行
う
場
所
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
葬
祭
場
で
葬
儀

を
行
っ
た
人
が
全
国
で
は
却
%
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
臼
%
と
過
半
数
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
「
多
く
の
人
が
集
ま

る
こ
と
が
で
き
る
」
「
駐
車
場
が
あ
る
」
と
い
っ
た
施
設
の
問
題
も
大
き
な
要

因
で
あ
る
が
、
「
近
隣
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
回
答
も
多
い
こ
と

か
ら
、
「
お
葬
式
は
地
域
共
同
体
で
執
り
行
う
も
の
」
と
い
う
通
念
が
希
薄
化

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
「
葬
儀
を
行
う
場
所
」
と
し
て
当
た
り
前

の
場
所
で
あ
っ
た
「
自
宅
」
が
、
少
数
派
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
近
畿
で
は

日
%
と
依
然
多
数
派
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
国
で
は
担
%
、
東
京
・
神
奈
川
に
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至
つ
て
は
H
%
の
み
で
あ
る
。
葬
儀
の
場
所
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
、
施
設
の
問

題
や
、
近
隣
・
家
族
の
手
間
の
問
題
が
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
自
宅
で
の
葬
儀
が
減
り
、
葬
祭
場
で
の
葬
儀
が
増
加
し
た
こ
と
は
、

当
然
の
傾
向
と
き
す
ん
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
葬
儀
を
行
う
場
所
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
単

に
場
所
の
変
化
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
お
葬
式
そ
の
も
の
の
持
つ
意
味
合

い
が
変
化
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
畿
で
は
、
自
宅
で

葬
儀
を
行
う
人
(
日
%
)
が
、
東
京
・
神
奈
川
(
日
%
)
と
比
較
す
る
と
圧
倒

的
に
高
い
。
こ
れ
は
、
近
畿
で
の
葬
儀
の
場
所
を
決
め
た
理
由
が
「
昔
か
ら
の

風
習
」
を
挙
げ
た
人
が
他
地
域
に
比
べ
る
と
突
出
し
て
高
く
、
ま
た
、
お
葬
式

の
準
備
・
運
営
に
関
わ
っ
た
人
と
し
て
「
近
隣
地
域
」
も
し
く
は
「
親
戚
」
を

挙
げ
た
人
は
、
合
わ
せ
て
回
%
で
、
東
京
・
神
奈
川
の
数
値
お
%
と
比
較
す
る

と
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
お
葬
式
が
近
隣
地
域
や
親
戚
と
の
関

係
で
行
わ
れ
て
い
る
近
畿
の
ほ
う
が
、
「
昔
か
ら
の
風
習
」
を
重
ん
じ
る
傾
向

が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
葬
儀
の
場
所
も
昔
か
ら
の
「
自
宅
」
で
行
う
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

お
葬
式
に
お
け
る
地
域
の
講
の
関
わ
り
を
見
て
み
る
。
通
夜
を
「
僧
侶
の
読

経
・
地
域
の
講
の
供
養
の
両
方
に
し
て
も
ら
っ
た
」
が、

全
国
日
%
で
あ
っ
た

が
、
近
畿
で
は
あ
%
と
多
く
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
わ
ず
か
5
%
と
大
き
な
相

違
が
見
ら
れ
た
。
講
の
存
在
は
、
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
表
す

一
つ
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の
指
針
と
考
え
る
と
、
近
畿
で
は
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
東
京
・
神

奈
川
で
は
弱
い
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
、
地
域
社
会
の
結
び
つ
き

の
強
弱
は
、
「
葬
儀
の
場
所
を
決
め
た
理
由
」
「
お
葬
式
に
呼
び
た
い
人
の
範
囲
」

に
も
表
れ
て
い
た
。
「
葬
儀
の
場
所
を
決
め
た
理
由
」
を
尋
ね
た
質
問
で
、
「
近

所
の
人
々
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
く
て
す
む
」
と
回
答
し
た
人
は
全
国
で
は

m
%
で
あ
っ
た
が
、
近
畿
で
は
四
%
と
少
な
く
、

一
方
、
東
京
・
神
奈
川
で
は

却
%
と
多
く
、
近
畿
と
東
京
・
神
奈
川
で
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

自
分
の
「
お
葬
式
に
呼
び
た
い
範
囲
」
を
見
る
と
、
「
地
域
社
会
」
を
含
ま
な

い
回
答
の
合
計
が
、
全
国
で
は
却
%
、
近
畿
で
は
あ
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

東
京
・
神
奈
川
で
は
必
%
と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
葬
儀
社
に
よ
る
「
お
葬
式
の
サ
ー
ビ
ス
化
」
が
益
々
進
行
し
て
い
る
。

葬
祭
場
を
所
有
す
る
葬
儀
社
が
増
加
し
、
ま
た
通
夜
・
葬
儀
に
お
い
て
、
多
様

な
演
出
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
生
花
を
使
つ
て
の
祭
壇
、
通
夜

・

葬
儀
の
前
後
で
の
音
楽
の
生
演
奏
、
故
人
の
思
い
出
の
品
の
展
示
な
ど
、
も
は

や
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
お
、
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
と
全
日
本
冠
婚

葬
祭
互
助
協
会
に
よ
っ
て
、
お
葬
式
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
資
格

と
し
て
平
成
7
年

(1
9
9
5
)
か
ら
始
ま
っ
た
「
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
資

格
が
あ
る
が
、
こ
の
資
格
の
所
有
者
が
平
成
お
年
ま
で
に
は
2
万
3
6
0
4
人

と
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

隣
組
・
葬
式
組
と
い

っ
た
、
地
域
共
同
体
の
組
織
が
果
た
す
、
お
葬
式
に
お
け

る
役
割
が
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
お
葬
式
の
主
体
が
葬
儀
社
へ
と
移
行
し
て
い
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る
。
「
お
葬
式
の
準
備

・
運
営
に
誰
が
最
も
深
く
関
わ
っ
た
か
」
と
い
う
質
問

で
は
、

全
国
で
は
、
「
葬
儀
社
」
が
必
%
と
ほ
ぼ
半
数
で
あ
っ
た
。
一

方
、
近

畿
で
は
あ
%
と
低
く
、
東
京
・神
奈
川
で
は
釘
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

東
京
・
神
奈
川
で
は
、
葬
儀
の
場
所
を
決
め
た
の
も
、
「
葬
儀
社
の
勧
め
」
に
よ
っ

た
人
が
ロ
%
を
占
め
、
全
国
3
%
、
近
畿
2
%
に
比
べ
て
、
葬
儀
社
の
影
響
が

強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
互
助
会
制
度
に
よ
る
生
前
か
ら
の
契
約
や
、
葬
祭
場
使

用
が
契
約
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
事
例
も
、
こ
の
数
値
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

2
、
お
葬
式
の
も
つ
意
味
合
い
の
変
化

地
域
共
同
体
の
弱
体
化
と
と
も
に
、
家
族

(世
帯
)
の
小
規
模
化

・
世
帯
類

型
の
変
化
、
ま
た
産
業
形
態
が
変
化
し
た
こ
と
も
、
お
葬
式
を
変
化
さ
せ
た
要

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
平
均
世
帯
人
員
は
昭
和
回
年

(1
9
7
5
)

に
は
3
・
犯
人
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
凶
年

(2
0
0
2
)
に
は
2
・
九
人
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
詳
し
く
見
る
と
、
単
独
世
帯
と
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
割
合
が

増
加
し

(単
独
世
帯
1
1
9
7
5
年
、
時
・
2
%
↓
2
0
0
2
年
、
お
・
5

%
。

夫
婦
の
み
世
帯
|
1
9
7
5
年
、

日
・
8
%
↓
2
0
0
2
年
、

2
・
5

%
)
、

3
世
代
世
帯
が
減
少
(
1
9
7
5
年
、
日
・
9
%
↓
2
0
0
2
年
、
m
-
O
%
)

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
の
小
規
模
化
、
世
帯
類
型
の
変
化
は
、
意



識
面
に
お
い
て
も
家
族
関
係
の
個
人
化
を
進
展
さ
せ
、
例
え
ば
、
親
子
関
係
に

お
い
て
も
、
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
子
供
に
負
担
を

か
け
た
く
な
い
と
す
る
親
の
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
今
回
の
調
査
で

は
、
自
分
の
お
葬
式
は
「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
3
%
と
少
数

で
あ
っ
た
料
(
全
国
数
値
)
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く

な
い
」
と
い
う
回
答
が
6
割
を
占
め
て
い
る
(
全
国
数
値
)
こ
と
は
、
こ
の
意

識
面
に
お
け
る
家
族
関
係
の
変
化
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
昭
和
初
年
以
降
、
農
業
・
林
業
・
漁
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
が
減
少
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
田
畑
、
山
林
、
漁
業
権
な
ど
の
「
家
産
を
継
承
す
る
」
と

い
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
伝
統
的

な
「
家
」
と
い
う
観
念
が
弱
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
死
者
は
「
子
孫
の
杷

り
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
段
々
と
イ
エ
を
守
護
す
る
先
祖
に
な
っ
て
い
く
」

と
い
う
伝
統
的
な
先
祖
観
の
変
化
を
招
き
、
お
葬
式
や
法
事
の
持
つ
意
味
を
変

化
さ
れ
た
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
女
性
回
答
者

(
H
女
性
で
喪
主
を
務
め
た
方
)
が
お
%

で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
夫
が
な
く
な
っ
た
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
「
家
」
制
度
か
ら
は
、
喪
主
は
「
家
」
の
継
承

者
で
あ
る
男
性
が
中
心
的
に
務
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大

き
な
変
化
と
い
え
る
。
伝
統
的
な
「
家
」
の
葬
儀
か
ら
「
家
族
・
個
人
」
の
お

葬
式
へ
と
意
識
が
変
化
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
女
性
の
お
葬
式
へ
の
意

第
1
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識
を
見
る
と
、
女
性
の
ほ
う
が
お
葬
式
に
対
し
て
や
や
消
極
的
な
考
え
を
持
つ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
お
葬
式
を
「
必
ず
し
て
欲
し
い
」
割
合
は
男
性
の
ほ

う
が
女
性
よ
り
高
く
、
「
し
て
欲
し
い
と
思
わ
な
い
」
は
女
性
の
ほ
う
が
高
い

割
合
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
は
、
「
必
ず
し
て
ほ
し
い
」

で
あ
り
、
「
し
て
欲
し
い
と
思
わ

な
い
」
は
日
%
(
男
性
は
6
%
)
と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
「
女
性

が
お
%
と
い
う
低
い
数
字
(
男
性
は
回
%
)

の
ほ
う
が
お
葬
式
に
対
し
て
や
や
消
極
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

こ
と
は
一
概
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
お
葬
式
が
社
会
的
意
味

合
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
と
女
性

の
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
違
い
が
、
お
葬
式
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
表
れ
て

い
る
の
だ
ろ
、
っ
。

「
自
分
の
お
葬
式
の
意
味
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
「
家
族
や
友
人
な
ど
と
の

別
れ
」
と
回
答
し
た
人
が
必
%
(
全
国
)
と
い
う
高
い
数
値
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
お
葬
式
に
対
し
て
、
浄
土
宗
の
教
義
と
は
別
の
「
告
別
(
お
別
れ
)

の
式
」

と
い
う
意
味
合
い
を
強
く
見
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
葬
式
が
、

〈あ
の

世
に
送
る
〉
と

〈告
別

(お
別
れ
)〉

と
い
う
2
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、

〈あ
の
世
に
送
る
〉
よ
り
も
、

〈告
別
(
お
別
れ
)
〉
と
い
う
意

味
が
強
く
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

近
年
、
通
夜
に
多
く
の
人
が
参
列
す
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
く
に

東
京
・
神
奈
川
で
は
「
通
夜
の
方
が
葬
儀
よ
り
参
列
者
が
多
い
」
と
回
答
し
た
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人
は
η
%
に
も
上
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
「
仕
事
の
都
合
上
、
夜
に
お
こ

な
う
通
夜
の
ほ
う
が
参
列
し
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
も
大
き
く
関
係
す
る
だ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、

一
般
参
列
者
に
と
っ
て
は
通
夜
と
葬
儀
の
区

別
が
暖
昧
に
な
っ
た
た
め
、
「
通
夜
と
葬
儀
式
、
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、

都
合
の
良
い
ほ
う
に
行
こ
う
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
こ
こ
ま
で
で
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
る
お
葬
式
の
変
化
と

喪
主
の
意
識
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
最
後
に
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

い
く
つ
か
の
提
言
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
通
夜
に
多
く
の
人
が
参
列
す

る
状
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
通
常
昼
に
行
わ
れ
る
葬

儀
よ
り
も
、
夜
に
行
わ
れ
る
通
夜
の
ほ
う
が
、
参
列
し
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

特
に
東
京
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
で
は
、
通
夜
の
ほ
う
が
葬
儀
よ
り
も
多
く
の

人
が
参
列
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
通
夜
・
葬
儀
を
「
布
教
の
場
」

と
捉
え
る
と
、
人
が
多
く
集
ま
る
通
夜
の
場
は
非
常
に
有
効
な
布
教
の
場
と
考

え
ら
れ
る
。

「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
、
全
国
で
は
ロ
%
、
東
京
・
神
奈

川
に
至
っ
て
は
口
%
も
い
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
戒
名
の
意
味
が
見
出

せ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
夜
や
葬
儀
、

ま
た
普
段
の
教
化
活
動
の
場
で
、
戒
名
の
意
義
に
つ
い
て
地
道
に
説
く
必
要
が
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あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
戒
名
不
要
派
の
中
に
金
額
を
問
題
に
し
て
い
る
人

が
2
割
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
我
々
僧
侶
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

自
分
の
葬
儀
の
意
味
を
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
と
回
答
し
た
人
が
必
%

と
最
も
多
く
、
「
極
楽
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
と
回
答
し
た
人
は
お
%
に
留
ま
っ

た
(
全
国
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗
の
葬
儀
の
本
義
的
意
味
で
あ
る
「
亡

き
人
を
極
楽
に
送
る
」
と
い
う
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
檀
信
徒
が
、
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
僧
侶
を
介
在
さ
せ
な
い
、

無
宗
教
の
「
お
別
れ
の
会
」
が
マ
ス
コ
ミ
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
も

し
も
、

一
般
の
人
び
と
が
葬
儀
に
対
し
て
「
こ
の
世
、
ま
た
、
こ
の
世
に
残
つ

た
人
と
の
別
れ
」
と
い
う
意
味
し
か
見
出
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
僧
侶

と
い
、
ユ
仔
在
が
必
要
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
の
存

在
、
お
念
仏
の
み
教
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
そ
の
う
え
で
お
葬
式
の
意
味
を

伝
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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2 

「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」

分
析

は
じ
め
に

「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
目
的

「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
の
目
的
は
、
住
職
あ
る
い
は
お
葬
式
を
勤
め
て

い
る
教
師
か
ら
見
た
「
お
葬
式
の
実
態
」
と
「
檀
信
徒
の
死
生
観
」
の
変
容
を

分
析
す
る
た
め
で
あ
る
。
先
に
行
っ
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
比
較
し
て
、

檀
信
徒
と
お
葬
式
を
執
行
す
る
僧
侶
と
の
意
識
の
ズ
レ
な
ど
を
分
析
す
る
た
め

に
法
話

・
戒
名
な
ど
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
と
共
通
す
る
項
目
を
い
く
つ
か
設
け

た
。本

ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
幻
年
3
月
に
浄
土
宗
全
寺
院
7
0
4
5
ヶ
寺
(
無
住

職
寺
院
等
を
除
く
)
の
住
職
、
も
し
く
は
お
葬
式
を
執
行
し
て
い
る
教
師
を
対

象
に
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
方
法
は
、

回
答
者
が
直
接
郵
送
す
る
形
式
を
採
用
し
た
。
回
答
数
は
2
8
1
8票

(回
収

率
制
%
、
有
効
票
2
7
9
0票
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
収
率
は
従
来
の
ア
ン
ケ
l

ト
調
査
で
は
見
ら
れ
な
い
高
い
数
値
で
寺
院
住
職
・
教
師
が
葬
祭
の
問
題
に
高

い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
回
答
率
か
ら
も
伺
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
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ま
た
、
お
葬
式
に
関
す
る
問
題
点
と
そ
の
対
応
策
を
記
述
す
る
項
目
を
設
け

た
と
こ
ろ
、
回
答
者
の
約
半
数
の

1
5
1
6
人
か
ら
の
貴
重
な
デ
l
タ
が
収
集

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
な
お
、
デ
ー
タ
の
分
析
に
関
し
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る

た
め
小
数
点
以
下
第

一
位
を
四
捨
五
入
で
表
記
す
る
。

本
文
中
で
「
お
葬
式
」
と
い
う
場
合
に
は
、
「
枕
経
」
「
通
夜
」
「
葬
儀
式

・

告
別
式
」
な
ど
を
含
む
一
連
の
葬
送
儀
礼
全
体
を
指
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
回

答
結
果
と
第

一
次
分
析
結
果
は
平
成
お
年
9
月
1
日
発
行
の

「教
化
研
究
』
剖

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
第
1
次
分
析
を
、
つ
け
て
、
教
区
別
に

分
析
、
ク
ロ
ス
分
析
、
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
の
比
較
分
析
を
加
え
た
結
果
を
「
寺

院
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」
と
し
て
掲
載
す
る
。

(1)
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
.
男

-・:・・
:・

2
6
7
8

2
.
女

-・
:
・:・・
4
，t
，っ
ι

※
計

っι
7
'
Q
J
v
n
u

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
当
該
寺
院
に
お
い
て
「
お
葬
式
」
を
勤
め
る

こ
と
が
多
い
教
師
の
方
を
対
象
と
し
て
回
答
を
お
願
い
し
た
。
男
女
比
は
、
男



性
が
全
有
効
回
答
の
%
・
0
%
、
女
性
が
4
・
0
%
で
あ
る
。
浄
土
宗
教
師
全

体
の
男
女
比
(
平
成
担
年

4
月
1
日
現
在
)
は
全
教
師
1
0
、
8
1
7
名
の

う
ち
9
9
0
0
名
(
引
・
5
%
)
が
男
性
で
あ
り
、

9
1
7
名

(
8
・
5
%
)

が
女
性
で
あ
る
。
浄
土
宗
全
体
で
女
性
教
師
は
8
%
で
あ
る
の
に
、
今
回
の
女

性
回
答
者
の
比
率
は
半
数
に
止
ま

っ
て
い
る
。
お
葬
式
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る

女
性
教
師
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
伺
え
る
。

圃
96% 
(2678人)

直E

男

女
田
園

(2)
あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
.
m歳
代

2
.
羽
歳
代

3
.
判
歳
代

4
.
日
歳
代

5
.
印
歳
代

6
.
m歳
代

7
.
m歳
以
上

「
お
葬
式
」
を
勤
め
る
こ
と
が
多
い
教
師
の
年
齢
分
布
は
、
「

ω歳
代
」
が

訂
%
と
最
も
多
く
、
次
に
「
日
歳
代
」
の
お
%
と
続
く
。
3
位
の
「
拘
歳
代
」
(
口
%
)

以
下
を
大
き
く
離
し
た
。
「
ω歳
代
」
と
「
叩
歳
代
」
の
二
世
代
を
合
わ
せ
る

と
全
体
の
日
%
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

直司3 

あ
な

ら旦
議 (146人)
は
何
で
す
か

1
.
住
職

2.
兼
務
住
職

3
.
副
住
職

4
.
そ
の
他

20歳代
30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

圃
園
圃
回
目
固
圃

最
も
多
い
の
は
「
住
職
」
で
、
全
有
効
回
答
の
釘
%
を
占
め
る
。
次
い
で
「
兼

に
は
「
前
住
職
」
・
「
職
員
」
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

務
住
職
」
の
8
%
、
「
副
住
職
」
の
4
%
、

「そ
の
他
」
と
回
答
し
た
却
人
の
中

直言ヨ

固

図 1%
箇 4% (40人)
(104人)

8% 
(21 

住職

兼務住職

副住職

その他

39 

回
目
回
国



が
経
過
し
て
い
ま
す
か
。

(4)
あ
な
た
が
貴
寺
院
の
お
葬
式
を
執
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
何
年

1
.
5年
以
内

2
.
6年
j
叩
年

3.
什
年
j
初
年

4
.
幻
年

1
初
年

5
.
引
年
j
初
年

制
年
以
上

お
葬
式
の
執
行
歴
で
は
、
「
辺
年

1
却
年
」
が
お
%
、
「
日
年

i
m年
」
も

6 

ロ
%
で
あ
る
。
-
位
・

2
位
が
近
接
し
て
い
る
。
次
い
で

3
位
は
「
担
年

1
却
年
」

お
%
と
、

担
年
以
上
お
葬
式
を
執
行
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
全
体
の
日
%

を
占
め
て
い
る

o
m年
以
下
の
人
た
ち
が
必
%
と
半
分
近
く
に
な
る
。
前
回
の

「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
目
的
は
、

こ
こ
初
年

の
意
識
の
変
化
を
知
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
回
答
者
が
、

年
以
上
前
か
ら
お
葬
式
を
執
行
し
、
そ
の
変
化
を
直
接
実
感
し
て
い
る
人
た
ち

で
あ
る
こ
と
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と

っ
て
有
益
で
あ
っ
た
。

|お葬式執行歴 |

5年以内
6 年~10 年

11 年~20 年

21 年~30 年

31 年~40 年

41年以上

田
園
園
田
園
固

(5)
貴
寺
院
の
都
道
府
県
・
教
区
・
組
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

40 

※
県
名
と
教
区
名
の
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

母
数
2
7
9
0

(
1
)
j
(
6
)
ま
で
の
有
効
回
答

20 

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
番
万'" 

新 山 神 千 東 t奇 次++ー
栃木
群 福 宮 山 秋 石島ム4 青 北 北

j易 梨 1刃又" 葉 京 玉 城 ，馬 島 城 形 田 手 本升木時= 海 海 教
}II 道 道

第 第 区

回

38 19 106 47 183 64 49 27 28 69 28 36 15 17 56 30 40 答
数

38 19 106 47 183 64 49 27 28 69 28 36 15 17 56 30 39 
有効

ァE，冨、c

教

80 91 264 146 436 149 101 79 75 166 56 119 48 34 113 66 75 
寺区

院
数

有

47 20 40 32 42 43 48 34 37 41 50 30 31 50 49 45 52 

票効

/ 
5 9 2 2 。。5 2 3 6 。3 3 。6 5 。教
% % % % % % % % % % % % % % % % % 寺区

院
数



39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 

山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大 和 奈良 京 滋 福 石 岐 伊
伊 尾 静 長 富

口 島 山 見 雲 取 庫 阪 歌 都 賀 井 JII 阜 賀 勢 張 i可 岡 野 山
山

47 34 12 15 25 20 107 214 89 103 233 223 37 20 28 22 99 59 80 88 81 22 

46 34 11 15 25 20 105 214 89 100 231 219 36 20 28 22 98 58 76 88 81 22 

140 75 28 51 56 42 240 485 197 316 598 472 86 41 89 49 253 216 319 162 236 68 

32 45 39 29 44 47 43 44 45 31 38 46 41 48 31 44 38 26 23 54 34 32 

9 3 3 4 6 6 8 1 2 6 6 4 9 8 5 9 7 9 8 3 3 4 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

総 48 47 46 45 44 43 42 41 40 計

空 大 ff~ 長 佐賀 福 愛媛 南
白 州 分 本 崎 岡 海 l

2818 17 25 21 30 21 40 109 28 17 

2790 12 24 21 30 21 40 108 28 17 I 

44 57 89 67 90 260 69 52 

54 36 33 31 44 41 40 32 

5 8 7 3 4 5 6 7 
% % % % % % % % 

各
教
区
全
て
に
わ
た

っ
て
ご
回
答
を
頂
い
た
。
相
%
と
い
う
回
収
率
は
、
浄

土
宗
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
は
異
例
な
ほ
ど
高
率
で
あ
っ
た
。
な
お
、
役
職
無

記
入
、
設
問
無
回
答
な
ど
の
お
票
を
無
効
票
と
し
、
有
効
票
を
2
、
7
9
0票

と
し
た
。

*
お
葬
式
全
体
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

(6)
貴
寺
院
で
最
も
多
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
お
葬
式
で
す
か
。

(
1
つ
だ
け

お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
枕
経
・
通
夜
・
葬
儀
式
と
も
に
行
な
う

2.
通
夜
・
葬
儀
式
を
行
な
う

3.
通
夜
の
み
行
な
う

41 



4
.
葬
儀
式
の
み
行
な
う

5
.
そ
の
他
(

6.
従
来
か
ら
お
葬
式
は
行
な
っ
て
い
な
い

「
1.
枕
経
・
通
夜
・
葬
儀
式
と
も
に
行
う
」
と
回
答
し
た
人
は
百
%
で
、

多
く
の
寺
院
が
枕
経
・
通
夜

・
葬
儀
式
と
も
に
行
な

っ
て
い
る
。
「
2
.
通
夜
・

葬
儀
式
を
行
う
」
と
い
う
回
答
が
回
%
で
あ
り
、
枕
経
を
行
わ
な
い
寺
院
が
2

割
近
く
あ
る
が
、
合
計
幻
%
の
寺
院
は
、
通
夜
・
葬
儀
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

数
は
少
な
い
が
、
葬
儀
は
行
な
わ
ず
「
3
.

通
夜
の
み
行
な
う
」
、
あ
る
い
は

通
夜
は
行
な
わ
ず
「
4.
葬
儀
式
の
み
行
な
う
」
と
の
回
答
も
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
歴
史
的
な
本
寺
と
末
寺
と
の
関
係
や
、
通
夜
を
地
域
の
「
講
」
等
が
行
な
っ

て
い
る
ケ
l
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
「
6.
従
来
か
ら
お
葬
式
は
行
な
っ
て
い
な
い
」

と
の
回
答
も
3
%
(
卯
人
)
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
来
檀
家
を
持
た
な
い
寺
院
、

伝
統
的
に
お
葬
式
を
行
わ
な
い
寺
院
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、っか
。

回枕経・通夜・葬儀式ともに

行なう

通夜・葬儀式を行なう

通夜のみ行なう

葬儀式のみ行なう

その他

従来からお葬式は行なって

いない

|鰻も多いお葬式 | 

圃

75% 
(2096人)

園

固 2% 図

1 % (56人) 3% 

園 (40人)1，(90人)
0.0% 
(1人)

園
園
田
園
固

な
お
、
次
の
間
(7
)以
下
の
設
問
は
、
こ
の
卯
人
を
差
し
引
き
、
お
葬
式
を

42 

行
っ
て
い
る
2
7
0
0
票
を
も
と
に
分
析
す
る
。

(7)
貴
寺
院
で
最
も
多
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
方
の
お
葬
式
で
す
か
。
(
1
つ

だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
檀
信
徒

2.
他
寺
院
(
本
寺
・
末
寺
等
)
の
檀
信
徒

3
.
葬
祭
業
者
等
の
紹
介

4
.
そ
の
他
(

但
四
%
と
、

ほ
と
ん
ど
の
寺
院
は
「
1
.
檀
信
徒
」
の
お
葬
式
が
最
も
多
い
と

回
答
し
て
い
る
。
「
も
っ
と
も
多
い
の
は
」
と
い
う
尋
ね
方
な
の
で
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
檀
信
徒
の
葬
儀
が

一
番
多
い
と
い
え
る
。

一
方
、
「
3
.
葬
祭
業
者
の
紹
介
」
に
よ
る
お
葬
式
が
最
も
多
い
寺
院
が
臼

(2

%
)あ
る
。
こ
こ
に
は
現
在
の
菩
提
寺
を
持
た
な
い
人
た
ち
ゃ
、
郷
里
を
離

| どのようなお葬式|

E 
96% 
(2587人)

値信徒

他寺院(本寺・末寺等)の

檀信徒

葬祭業者等の紹介

その他

回

2% 
阻 (52人)
1% 
(37人)

回
目

園

田



れ
た
檀
信
徒
な
ど
の
お
葬
式
の
実
態
が
伺
え
る
。
「3
.葬
儀
業
者
か
ら
の
紹
介
」

は
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
見
ら
れ
る
。
特
に
、

三

州
教
区
沖
縄
組
も
有
効
回
答
8
の
う
ち
7
が
「
3
.
葬
儀
業
者
か
ら
の
紹
介
」

で
特
徴
的
で
あ
る
。

*
枕
経
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

(
8
)
貴
寺
院
で
は
枕
経
を
勤
め
て
い
ま
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.

必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
勤
め
る

2
.
勤
め
る
こ
と
が
多
い

3
.
勤
め
る
こ
と
が
少
な
い

4
.
ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い

5
.
全
く
勤
め
な
い

6
.
そ
の
他

(

ー-，

1 

必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
勤
め
る
」
が
九
%
と
最
も
多
く、

「
2

勤
め
る
こ
と
が
多
い
」
の
7
%
含
め
る
と
、
8
割
が
枕
経
を
勤
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

し
か
し
、
「
3
.
勤
め
る
こ
と
が
少
な
い
」
が

8
%
、「
4.
ほ
と
ん
ど
勤
め

な
い
」
が
8
%
、「
5.
全
く
勤
め
な
い
」
が

3
%
と
、
少
数
な
が
ら
枕
経
を

勤
め
る
こ
と
が
少
な
い
寺
院
が
あ
る
。
主
に
関
東
圏
に
集
中
し
て
お
り
、
東
京
・

埼
玉
で
は
枕
経
を
勤
め
る
こ
と
が
少
な
い
の
は
8
割
以
上
で
あ
り
、
群
馬

・
栃

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

木

・
茨
城
は
7
割
前
後
で
あ
る
。
た
だ
し
、
関
東
圏
で
も
千
葉

・
神
奈
川
は
お

よ
そ
5
割
の
寺
院
で
勤
め
て
い
る
。

NA 
0.1% 
( 3人)

圃
74% 
ω∞2人)

必ず、もしくはほとんど勤める

勤めることが多い

勤めることが少ない

ほとんど勤めない

全く勤めない

その他

直言ヨ

園

7% 
(175人)

圃
四
回
目
圃
回

枕
経
勤
め
る
は
H
「1
・」+「
2
・」

枕
経
勤
め
な
い
派
H
「3.
」
+「
4
.
」+「
5
.
」

福島 自
山 秋

石手 青
オヒ 北

教城 形 回 キオ本ミZ
海道 海道

第 第 区

66 100 100 100 73 89 100 100 る枕
派経

7 。。。3 1 。。勤
% % % % % % % % め

33 。。。26 10 。。
派いな枕経勤

3 。。。7 9 。。
% % % % % % % % め

大 和 メ良万三ミ )j'， i益 福 石 岐
教阪 歌 者日 賀 井 )11 阜

山
区

94 77 100 99 99 100 94 95 る枕

4 。。1 5 。7 5 派 経勤
% % % % % % % % め

5 23 。。。。5 4 な枕
l 。。4 。。3 5 い経派勤
% % % % % % % % め

43 



伊 伊 尾 静 長 富 新 山
神大刀ミ
千 東 埼 茨 栃 群

賀 勢 張 i可 岡 野 山 潟 梨 葉 京 玉 城 木 馬
)11 

100 98 100 98 75 80 95 92 84 51 48 15 14 29 25 28 。9 。4 。8 2 1 2 9 9 2 2 9 6 
% % % % % % % % % % % % % % % % 

。 。 25 15 。7 15 48 48 84 85 70 74 67 。 。6 。l 。9 8 l 9 8 9 8 1 9 
% % % % % % % % % % % % % % % % 

ヅ二巳巳 大 n~ 長 佐賀 福 愛 南 山 広 岡 石 出
，鳥 兵

白 ナIi 分 本 山奇 岡 媛 海 口 島 山 見 雲 取 庫

60 50 95 93 100 100 98 50 75 97 93 100 100 95 55 。。2 3 。。1 。。8 8 。。8 。
% % % % % % % % % % % % % % % %1 

40 45 。3 。。l 46 25 2 6 。。4 45 。8 。3 。。9 4 。2 3 。。2 。9 
% % % % % % % % % % % % % % % % 

(
8
)
l
1
 
そ
れ
は
い
つ
噴
か
ら
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
従
来
(
初
年
以
上
前
)
か
り

2.
初
年
ほ
ど
前
か
ら

3
.
叩
年
ほ
ど
前
か
ら

4
.
そ
の
他
(

「1
.
従
来
(
加
年
以
上
前
)
か
ら
」
が
叩
%
と
大
半
を
占
め
て
い
る
。
逆
に
、

44 

近
年
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
は
「
2

初
年
ほ
ど
前
か
ら
」
が
4
%
、
「
3

m年
ほ
ど
前
か
ら
」
が
3
%
と
少
な
い
。

「
枕
経
を
勤
め
る
こ
と
が
多
い
寺
院
」
の
%
%
が
「
従
来
か
ら
」
と
回
答
し

て
お
り
、
枕
経
は
伝
統
的
に
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

|枕経いつ頃からですか |

回

90% 
(2431人)

従来 (20年以上前)から
20年ほど前から
10年ほど前から

その他

園田
3% 2% 

園 ωo人)(57人)
4% 
(1 

圃
園
園
田

教

7 6 5 4 3 2 1 番区

号

宮 山 秋
石手
青 北 北

城 形 回 森 海道 道海 教

第 第 区

25 36 13 6 46 30 38 計集

るは 1
』ま

全と必
28 36 15 6 46 30 38 体んず

ども
勤し
めく

めく集

89 100 86 100 100 100 100 
るは計
ほ/

3 。7 。。。。全と必
% % % % % % % 体んどずも

勤し



29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 

京
滋賀
福 石 阜岐 伊賀 伊勢 尾

静 長 富
新潟
山
神奈 千葉 東J?- 埼玉 城茨 栃木

群
福島

都 井治 }II 張 j可 岡 野 LlJ 梨 馬
}II 

205 206 36 16 20 22 88 40 54 53 46 20 30 9 21 12 7 1 3 5 4 41 

212 210 36 16 20 22 93 42 57 56 51 20 32 14 28 13 9 2 7 5 5 43 

96 98 100 100 100 100 94 95 94 94 90 100 93 64 75 92 77 50 42 100 80 95 

7 l 。。。。6 2 7 6 2 。8 3 。3 8 。9 。。3 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
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総
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 計

ク二Ebニ 大 貫主 長 佐賀
福
愛媛 南

山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大 和
奈良

白 ナト| 分 本 崎 岡 海 口 島 山 見 雲 取 庫 阪 歌
山

1924 6 11 19 23 20 39 97 9 12 43 27 8 14 22 8 96 183 63 91 

2002 6 11 20 25 21 39 98 10 12 44 27 10 15 23 9 99 183 64 94 

96 100 1∞ 95 92 95 100 99 90 100 97 100 80 93 95 88 97 100 98 96 
1 。。。。2 。。。。7 。。3 7 9 。。4 8 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
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(
8
)
|
2
 
枕
経
の
件
数
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

増
え
た

2 

減
っ
た

3
.
変
化
は
な
い

(
※
枕
経
を
勤
め
て
い
な
い
場
合
も
含
む
)

|枕経の件数の変化 |(
8
)
|
2
枕
経
増
え
た
×

(
8
)
|
1

な

た

た

は

え

つ

化

増

減

変

回
目
固

「
初
年
ほ
ど
前
か
ら
」
の
表

(8)
「
必
ず
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
務
め
る
」

× 

(
8
)
|
1
 「
初
年
前
か
ら
」

教

17 16 14 11 8 7 5 番区

号

新 山 千 茨 福 宮 秋
潟 梨 葉 城 島 城 田 教

区

2 2 1 2 1 2 1 集
計

全ほ 1
体と
ん必

32 14 13 7 43 28 15 勤どずも

めし
るく
lま

全 は/集計体ほ

6 14 7 28 2 7 6 と
ん必

3 3 7 6 3 l 7 
勤どずも% % % % % % % 
めし
るく

総 46 45 44 42 37 35 29 28 23 22 21 20 19 計

大 買員 長 福 岡 出 尽 滋 伊 尾 静 長
分 本 崎 岡 山 雪コZ雪'< 都 賀 勢 張 i可 岡 野

29 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 3 

2002 20 25 21 98 10 23 212 210 93 42 57 56 51 

5 8 4 I 10 4 。。2 2 1 3 5 
4 。。8 。。3 5 5 2 4 8 6 9 
% % % % % % % % % % % % % % 
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(
8
)
|
2
枕
経
増
え
た
×

(
8
)
|
1
「
叩
年
ほ
ど
前
か
ら
」
の
表

教

11 9 8 7 番区

号

茨 群 福 宮
城 ，馬 島 城 教

区

1 1 1 1 
集

全ほ 1
体と
ん必

7 5 43 28 どず
勤も
めし
るく
は

全 は集計
体ほ

14 20 2 3 と/
ん必

3 。3 6 
勤どずも% % % % 
めし
るく



総 41 39 37 36 30 29 28 22 21 20 19 16 15 13 
計

愛 山 岡 石
奈良 ~ 滋賀 尾 静 長 山

神奈 東京
媛 口 山 見 者E 張 i可 岡 野 梨

}II 

25 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 4 1 

2002 10 44 10 15 94 212 210 42 57 56 51 14 28 9 

l 10 2 10 6 2 。1 2 l 1 3 7 14 11 
2 。3 。7 l 9 。4 8 8 9 1 3 
% % % % % % % % % % % % % % % 

「3.
変
化
は
な
い
(
※
枕
経
を
勤
め
て
い
な
い
場
合
も
含
む
)
」
が
お
%
と

多
い
。
そ
の
中
に
は
、
も
と
も
と
勤
め
て
い
て
変
化
が
な
い
地
域
と
、
勤
め
て

い
な
く
て
変
化
が
な
い
地
域
な
ど
、
地
域
性
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「
1
.
増
え
た
」
が
6
%
、
「
2
.
減
っ
た
」
が
叩
%

と
1
割
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、
枕
経
に
関
し
て
は
変
化
が
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
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長
野
で
ロ
%
、
福
岡
で
9
%
が
増
え
た
と
回
答
し
て
お
り
、
首
都
圏
で
も
東

京
で
7
%
、
神
奈
川
で
8
%
と
、
枕
経
を
行
、
?
寺
院
が
近
年
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「
問

(8
)|

1
」
の
「
4.
そ
の
他
」
に
あ
っ
た
コ

メ
ン
ト
で
は
、
自
分
が
住
職
に
な
っ
て
か
ら
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
の
記
述
も

あ
り
住
職
の
交
代
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
例
も
見
ら
れ
る
。

(
8
)
|
2
で
1
.
増
え
た

と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

(
8
)
|
3
 
そ
の
最
大
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ

し、

1
.
依
頼
が
増
え
た
か
ら

2
.
僧
侶
の
人
手
・
時
間
な
ど
の
条
件
が
整
っ
た
か
ら

3
.
積
極
的
教
化
策
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
か
ら

4
.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら

5.
そ
の
他
(

(8
)
|
2
で
「
増
え
た
」
と
答
え
た
1
6
6
人
の
う
ち
「
1
.
依
頼
が
増

え
た
か
ら
」
が
叩
%
で
半
数
を
占
め
、

檀
信
徒
の
自
然
増
に
よ
る
増
加
や
、
檀

信
徒
か
ら
の
依
頼
の
増
加
が
わ
か
る
。
ま
た

「
3.
積
極
的
教
化
策
と
し
て
行

な
っ
て
い
る
か
ら
」
が
お
%
あ
り
、

3
分
の
1
の
寺
院
が
枕
経
を
教
化
策
と
し

て
進
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
2
.
僧
侶
の
人
手
時
間
な
ど
の
条
件
が
整
つ

た
か
ら
」
は
7
%
、
「
4
.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
」
は
2
%

47 



と
、
人
的
条
件
や
近
隣
寺
院
の
活
動
の
影
響
は
少
な
い
。

|枕経の増えた理由 |

E 
50% 
ω3人)

(
8
)
|
2
で
2
.
減
っ
た

依頼が増えたから

僧侶の人手・時間などの条件

が整ったから

園積極的教化策として行なって
し、るから

園周りの寺院がそのようにして

し、るから

固その他

と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

田
園

(
8
)
1
4
 

し、 そ
の
最
大
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ

1
.
依
頼
が
減
っ
た
か
ら

2
.
依
頼
が
無
く
な
っ
た
か
ら

3
.
僧
侶
の
人
手
・
時
間
な
ど
の
事
情

4
.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら

5
.
そ
の
他
(

た
か
ら
」
が
臼
%
で
最
も
多
く
、

つ
い
で
「
2

(8
)
|
2
で

「
減
っ
た
」
と
答
え
た
2
6
1件
の
中
「
1.
依
頼
が
減
つ

依
頼
が
無
く
な
っ
た
か
ら
」

は
M
H
%
と
、
合
わ
せ
て
百
%
が
寺
院
側
の
理
由
で
は
な
く
、
依
頼
の
減
少
で
あ

る
と
答
え
て
い
る
。
設
問
「
(8)
|
3」
の
増
え
た
理
由
と
同
様
、
双
方
と

も
檀
信
徒
か
ら
の
依
頼
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

枕
経
が
減
っ
た
「
5

そ
の
他
」

の
理
由
と
し
て

一
番
多
か

っ
た
の
は
「
病

48 

院
か
ら
自
宅
に
戻
ら
ず
斎
場
に
遺
体
を
安
置
す
る
習
慣
」
と
い
っ
た
回
答
で
あ

り
、
葬
祭
場
が
完
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
枕
経
が
出
来
な
い
状
況
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
檀
信
徒
の
居
住
地
が
広
範
囲
に
な
っ

う
か
が
え
る
。

た
」
と
の
記
述
も
あ
り
、
人
口
の
流
動
が
枕
経
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

|枕経の減った理由 |

闘

61% 
れ58人)

*
通
夜
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

依頼が減ったから

依頼が無くなったから

僧侶の入手・時間などの事情

周りの寺院がそのようにしてい

るから

その他

田
園
園
田

固

1
.
必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
勤
め
る

(9)
貴
寺
院
で
は
通
夜
を
勤
め
て
い
ま
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

2.
勤
め
る
こ
と
が
多
い

3
.
勤
め
る
こ
と
が
少
な
い

4
.
ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い



5
.
全
く
勤
め
な
い

6
.
そ
の
他
(

必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
勤
め
る
」
が
釘
%
で
最
も
多
く
、
「
2
.

勤
め
る
こ
と
が
多
い
」
が
3
%
と
、
合
計
で
9
割
以
上
が
通
夜
を
勤
め
て
お
り
、

こ
れ
が
浄
土
宗
寺
院
の
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、
「
4

ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い
」
が
2
%
、

つ
い
で
「
3
.
勤
め
る

こ
と
が
少
な
い
」
が
1
%
、
「
5
.
全
く
勤
め
な
い
」

が

1
%
と
、
少
数
な
が

ら
通
夜
を
勤
め
な
い
寺
院
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
6

そ
の
他
」
は
1
%

で
あ
る
が
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
は
山
形
教
区
の
よ
う
に
、
一
般
に
言
う
「
通

夜
」
よ
り
も
、
入
棺
式
(
納
棺
)
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
通

夜
に
僧
侶
を
呼
ぶ
習
慣
が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
夜
を
や
っ
て

い
な
い
地
域
で
特
徴
的
な
の
は
、

三
州
教
区
沖
縄
組
、
福
島
教
区
会
津
組
、

山

形
教
区
な
ど
で
あ
る
。
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の

NA 
6% 
62人)

固

87% 
(2342人)

必ず、もしくはほとんど勤める

勤めることが‘多い

勤めることが少ない

ほとんど勤めない

全く勤めない

その他

図

3% 
(79人)

固
四
回
目
固
固

第

1
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デ
ー
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析
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講
に
供
養
を
し
て
も
ら
っ
た
」
の
回
答
3
件
は
い
ず
れ
も
福
島
の
会
津
地
域
で

あ
っ
た
。
ま
た
枕
経
と
葬
儀
式
の
み
行
う
地
域
も
あ
り
、
お
葬
式
の
な
か
で
通

夜
を
勤
め
る
か
勤
め
な
い
か
は
地
域
の
伝
統
や
習
慣
に
よ
る
こ
と
が
多
ょ
う
で

あ
る
。

通
夜
勤
め
る
派

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
番教
号区

東 埼 茨
栃木 群 福

F呂，...".. 山 秋
石手 青
1ヒ 1ヒ

教
京 玉 城 馬 島 城 形 田 森

海道筋 海道第

区

勤ほも 1

161 59 37 26 24 40 24 23 6 7 49 27 36 
めとし
るんく必
どはず

多る 2

9 4 6 。2 1 。2 5 4 1 。。いこ
と勤
がめ

勤

170 63 43 26 26 41 24 25 11 11 50 27 36 
め
る
派

178 64 48 27 28 69 28 36 15 15 55 30 39 
有効教

回区

答内

95 98 89 96 92 59 85 69 73 73 叩 90 92 回区計集
答内

5 4 6 3 9 4 7 4 3 3 9 。3 有/
% % % % % % % % % % % % % 効教
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35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

出 ，鳥 兵 大 和 奈良 都京 滋
福 石 岐 伊 伊 尾 静 長 富

新潟
山
神メ刃ぇミ 千葉雲 取 庫 阪 歌 賀 井 )11 阜 賀 勢 張 :可 岡 野 山 梨

山 )11 

19 17 86 200 82 89 202 194 34 17 19 19 82 40 55 75 54 20 31 19 97 43 

。2 3 2 1 。2 2 。。。。1 。1 1 7 I 1 。1 1 

19 19 89 202 83 89 204 196 34 17 19 19 83 40 56 76 61 21 32 19 98 44 

24 20 104 214 87 94 225 215 36 19 22 22 95 44 61 84 73 21 38 19 106 47 

79 95 85 94 95 94 90 91 94 89 86 86 87 90 91 90 83 100 84 100 92 93 

2 。6 4 4 7 7 2 4 5 4 4 4 9 8 5 6 。2 。5 6 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

3 2 1 番号教区

青森
1ヒ
オt道第毎ヒi 教道海

第 区

と勤 3

1 。。少めなる通
いこ夜

勤ほ 4。。。めと
なん通
いど夜

な全 5。。。い勤く通
め夜

い勤
1 。。派め

な

55 30 39 
有効教

答回区内

。。
固答事反内長集計

8 。。
% % % 

通
夜
勤
め
な
い
派

総 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 言十

ニクEbL 一 大 貫長 長 佐賀 福 媛愛 南 山 広 岡 石白 州 分 本 崎 岡 海 口 島 山 見

2342 8 13 18 28 13 32 94 24 11 38 29 9 12 

79 2 1 。。2 2 4 3 I 4 。。。

2421 10 14 18 28 15 34 98 27 12 42 29 9 12 

2700 10 24 21 30 21 40 104 28 16 46 32 11 15 

89 100 58 85 93 71 85 94 96 75 91 90 81 80 

7 。3 7 3 4 。2 4 。3 6 8 。
% % % % % % % % % % % % % % 
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25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 

阜岐 伊賀 伊勢
尾 静 長 富

新潟
山
神奈
千
東尽
t奇 4次~・

栃木
群
福島 宮城

山 秋
岩手

張 i可 岡 野 山 梨 葉 玉 城 馬 形 田
JlI 

。1 1 。1 1 2 。。。。。。。2 。1 4 。3 1 1 
。1 3 。。1 1 。2 。。。。。。。。11 。1 1 2 

1 。1 l 。l 1 。1 。。。。。。。。8 。。2 。

1 2 5 I 1 3 4 。3 。。。。。2 。1 23 。4 4 3 

22 22 95 44 61 84 73 21 38 19 106 47 178 64 48 27 28 69 28 36 15 15 

4 9 5 2 l 3 5 。7 。。。。。4 。3 33 。11 26 20 
5 3 3 6 6 5 。9 。。。。。2 。6 3 。l 7 。
% % % % % % % % % L旦 % % % % % % % % % % % % 
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47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 

一 大 究員 長 佐 福 愛 南 山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大 和 メ刀率ミ二 京 滋 福 石
ナli 分 本 自奇 賀 岡 援 海 口 島 山 見 雪τ'"雪z 取 康 阪 歌 良 都 賀 井 )11 

山

。1 。。1 1 。1 。。。。。1 5 。。。1 2 。1 

6 。。3 。。。1 1 。。。2 。4 1 。。2 1 。。

1 1 。1 。2 。。。。1 。1 。2 。1 。。1 。。

7 2 。4 1 3 。2 1 。1 。3 1 11 1 l 。3 4 。1 

24 21 30 21 40 104 28 16 46 32 11 15 24 20 104 214 87 94 225 215 36 19 

29 9 。19 2 2 。12 2 。9 。12 5 10 。l 。1 I 。5 
2 5 。。5 9 。5 2 。l 。5 。6 5 。3 9 。3 
% % % % % % % % % % % %ロu笠 % % % % % % % % 
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(
9
)
|
1
 
そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。
(1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
従
来
(
却
年
以
上
前
)
か
b 

2
.
m年
ほ
ど
前
か
ら

3
.
叩
年
ほ
ど
前
か
ら

4
.
そ
の
他
(

「
1.
従
来
(初
年
以
上
前
)
か
ら
」
が
∞
∞
%
と
高
率
で
、
通
夜
を
勤
め
る
、

勤
め
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
多
数
の
寺
院
が
変
化
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
「
2
.

初
年
ほ
ど
前
か
ら
」
が
3
%
、
「
3
.

叩
年
ほ
ど
前
か
ら
」
が
2
%
と
、
最
近
却
年
間
で
変
化
が
生
じ
て
い
る
地
域
が

あ
る
。
「従
来
勤
め
て
い
た
通
夜
を
勤
め
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
回
答
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
は
「
従
来
勤
め
て
い
な
か
っ
た
通
夜

を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
で
あ
る
。
ま
た
、
勤
め
る
よ
う
に
な
る
場
合
に
は

「
必
ず
勤
め
る
」
に
変
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
明
ら
か
に
は
で

き
な
い
が
、
従
来
通
夜
を
勤
め
て
い
た
講
が
衰
退
し
て
き
た
こ
と
や
、
葬
儀
社

が
介
在
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
僧
侶
の
勤
め
る
通
夜
が

一
般
化
し
て
き
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

いつ頃からですか | 

岡
88% 
(2387人)

52 

従来(20年以上前)から

20年ほど前から

10年ほど前から

その他

回
目
園
田

3 

変
化
は
な
い

(※
通
夜
を
勤
め
て
い
な
い
場
合
も
含
む
)

固 凡
2%， (34人)

園 (49人)

3% 
(72人)

(※
通
夜
を
勤
め
て
い
な
い
場
合
も
含
む
)
」
が
位
%
で

最
も
多
く
、
大
半
の
場
合
変
化
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
変
化
が
生

通夜(
9
)|

2

 通
夜
の
件
数
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

1
.
増
え
た

2
.
減
っ
た

3
.
変
化
は
な
い

じ
た
場
合
は
、

「
1.
増
え
た
」
が
8
%
で
、

「2
.
減
っ
た
」
4
%
の
倍
で
あ

繕えた

i成った
変化はない

田
園
固



り
、
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
従
来

勤
め
な
か
っ
た
通
夜
を
勤
め
る
地
域
が
増
え
た
た
め
の
増
加
、
ま
た
高
齢
者
人

口
の
増
加
に
伴
い
死
亡
者
数
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

1
.
増
え
た

と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

(
9
)
|
3
 
そ
の
最
大
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ

し、

1
.
依
頼
が
増
え
た
か
ら

2
.
僧
侶
の
人
手
・
時
間
な
ど
の
条
件
が
整
っ
た
か
ら

3.
積
極
的
教
化
策
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
か
ら

4
.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら

5
.
従
来
週
夜
を
勤
め
て
い
た
地
域
の
講
な
ど
が
な
く
な
っ
た
か
ら

6
.
従
来
通
夜
を
勤
め
て
い
た
末
寺
や
庵
(
主
)
が
な
く
な
っ
た
か
ら

7
.
そ
の
他
(

(
9
)
|
2
で
「
増
え
た
」
と
答
え
た

m件
の
う
ち
「
1
.
依
頼
が
増
え
た

か
ら
」
が
日
%
と
半
数
を
占
め
て
い
る
。
つ
い
で
「
3
.
積
極
的
教
化
策
と
し

て
行
な
っ
て
い
る
か
ら
」
が
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
通
夜
を
教
化
の
た
め
に
従

来
よ
り
も
積
極
的
、
も
し
く
は
今
ま
で
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
に
行
な
う
よ

う
に
な
っ
た
寺
院
が
、
「
増
え
た
」
寺
院
の
約
2
割
を
占
め
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
2
.
僧
侶
の
人
出

・
時
間
な
ど
の
条
件
が
整
っ
た
か
ら
」
と
「
5
.
従
来
通

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

夜
を
勤
め
て
い
た
地
域
の
講
な
ど
が
な
く
な
っ
た
か
ら
」
が
そ
れ
ぞ
れ
3
%
で
、

寺
院
側
ま
た
は
地
域
の
事
情
に
よ
る
増
加
で
あ
る
。

「
地
域
の
講
な
ど
が
な
く
な
っ
た
か
ら
」
の
3
%
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
近
年

の
地
域
社
会
の
弱
体
化
、
あ
る
い
は
講
自
体
の
衰
退
や
消
滅
が
進
行
し
、
通
夜

の
執
行
者
が
僧
侶
に
移
行
し
た
こ
と
が
増
加
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
選
択
し
た
回
答
が
多
い
の
は
、
茨
城
教
区
絹
組
、
福
岡
教
区

粕
屋
組
、
山
口
教
区
周
央
組
、
兵
庫
教
区
摂
陽
東
組
、
青
森
教
区
三
人
組
な
ど

で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
は
講
な
ど
の
あ
り
方
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
推
測
さ

れ
る
。

な
お
、
「
4.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
」
が
2
%
、
「
6.

従
来
通
夜
を
勤
め
て
い
た
末
寺
や
庵
(
主
)
が
な
く
な
っ
た
か
ら
」
が
2
%
で
あ

る
。「
6.
従
来
通
夜
を
勤
め
て
い
た
末
寺
や
庵

(
主
)
が
な
く
な
っ
た
か
ら
」

の
回
答
が
3
件
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
青
森
教
区
の
東
青
組
で
あ
る
。

依頼が増えたから
僧侶の人手・時間などの条件が
整ったから
固 積極的教化策として行なってい
るから
園周りの寺院がそのようにしてい
るから
固従来通夜を勤めていた地域の講
などがなくなったから
固従来通夜を勤めていた末寺や庵
(主)がなくなったから
圃その他

53 

|通夜の増えた理由 |

田

54% 
(110人)

NA 
10% 
(21人)

回

3% 
(5人)

圃
固



2
.
減
っ
た

と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

(
9
)
|
4
 
そ
の
最
大
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。

し、
、........ 

1
.
依
頼
が
減
っ
た
か
ら

2.
依
頼
が
無
く
な
っ
た
か
ら

3.
僧
侶
の
人
手
・
時
間
な
ど
の
事
情

4
.
周
り
の
寺
院
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら

5.
そ
の
他
(

一由
一

一理
一

一た
一

一つ一
一滅
一

一の
一

一夜
一

一通
一

'
%
人

E踊
れ

U
P
D

r
D
r
D
 

園
市

川
，‘、

nu

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ

依頼が減ったから

依頼が無くなったから

僧侶の入手・時間などの事情

周りの寺院がそのようにしてい

るから

その他

回

目

回

回

目

「
依
頼
が
減
っ
た
」
地
域
の
通
夜
の
執
行
状
況

(
9
)
1
4
×
 
(9) 

5 3 番教
号区

秋 青 教
田 不フ民本

区

勤ほも 1

4 めとし山川、
るんくず
どは

多る 2

1 
し、こ
と勤
がめ

1 
dなPるこ 3 

いと勤
がめ

なん 4
し、ど
勤ほ
めと

勤 5
め
な全
し、く

6 

そ
σコ
イ也

総
48 46 43 40 39 36 33 32 31 30 29 28 26 23 21 20 19 17 15 14 13 12 11 
計
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「
減
っ
た
」
と
答
え
た

1
0
0件
の
中
「
依
頼
が
減
っ
た
か
ら
」
が
日
%
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
そ
の
他
」
却
%
、
「
依
頼
が
無
く
な
っ
た
か
ら」

日
%



と
な
っ
て
お
り
、
「
そ
の
他
」
の
数
が
多
い
。
「
僧
侶
の
人
手
・
時
間
な
ど
の
事

情
」
は
3
%
と
少
数
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
過
疎
化
や
、
檀
家
数
の
減
少
と
は

別
に
、
葬
儀
だ
け
行
な
い
通
夜
は
行
わ
な
い
な
ど
の
お
葬
式
の
簡
略
化
が
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
、
檀
家
も
減
少
し
て
依
頼
が
減
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
、
ま
た
自
由
記
述
に
は
「
お
金
」
「
生
活
保
護
水
準

の
家
庭
が
増
え
た
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

一
方
都
市
で
は
簡
略
化
の
傾
向
が
考
え
ら
れ
る
。
全
国
で
通
夜
が
減
っ
た
と

回
答
し
て
い
る
の
は
聞
で
あ
る
が
特
に
東
京
で
は
初
、
大
阪
で
は
叩
で
通
夜
の

減
少
が
多
く
見
ら
れ
る
。

大
都
市
で
通
夜
を
勤
め
な
い
こ
と
が
増
え
始
め
て
い
る
が
、
お
葬
式
の
簡
略

化、

葬
儀
社
主
導
で
始
め
ら
れ
た
通
夜
を
行
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン
デ
l
セ

レ
モ
ニ
l
」
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
大
都
市
で
の
通
夜
の
滅

少
は
、
今
後
全
国
へ
も
波
及
す
る
可
能
性
を
含
ん
だ
重
要
な
調
査
結
果
だ
と
い

え
る
。

(
叩
)
貴
寺
院
で
最
も
多
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
初
七
日
法
要
で
す
か
。

(
1
つ

だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
正
当
日
に
行
な
う
(
逮
夜
参
り
を
含
む
)

2.
繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
と
同
日
中
に
行
な
う
(
葬
儀
式
と
は
時
間
的
に
間

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

を
お
い
て
行
な
う
)

3
.
繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
に
引
き
続
い
て
(
葬
儀
中
に
)
行
な
う

4
.
初
七
日
法
要
は
行
な
わ
な
い

5
.
そ
の
他
(

い
つ
初
七
日
法
要
を
行
う
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
全
体
で
は
、
「
1
.

正

当
日
に
行
な
う
」
が
辺
%
、
「
2.
繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
と
同
日
中
に
行
う
」

が
町
%
、
「
3
.

繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
に
引
き
続
き
行
う
」
が
ロ
%
、
「
4.
初

七
日
は
行
わ
な
い
」
が
1
%
で
あ
っ
た
。
「
2.
」
と
「
3
.
」
を
合
わ
せ
た
約

7
割
が
葬
儀
当
日
に
初
七
日
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
「
1
.

正
当
日
に
行
な
う
」
と
回

答
し
た
の
が
高
い
地
域
は
、
北
海
道
第
二
(
剖
%
)
佐
賀
(
初

%
)
長
崎
(
%
%
)

北
海
道
第

(
η
%
)
と
北
海
道
と
九
州
が
多
く
、
そ
の
他
の
比
較
的
数
値
が

高
い
と
こ
ろ
は
、
青
森
、
秋
田
、
山
形
な
ど
の
東
北
地
方
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

「
2.
繰
り
上
げ
て
同
日
中
に
行
う
」
と
の
回
答
が
高
い
地
域
は
、

大
阪
(
引
%
)
三
河
(
釘
%
)
富
山
(
部
%
)
尾
張
(
但
%
)

で
あ
り
、
全
国

的
に
も
町
%
と
半
数
を
超
え
る
寺
院
が
同
日
中
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
こ

m
l
初
年
の
間
に
、
繰
り
上
げ
て
同
日
中
に
行
な
う
地
域
が
増
え

て
お
り
、
本
来
正
当
日
で
あ
っ
た
も
の
が
、
檀
信
徒
の
要
望
に
よ
り
同
日
中
へ

の
変
化
が
見
え
る
。

「
3
.
繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
に
引
き
続
い
て
行
う
」
と
い
う
回
答
数
が
高
い

55 



地
域
は
、
長
野
(
打
%
)
茨
城
(
ω
%
)
埼
玉
(
印
%
)
千
葉
(
却
%
)
で
あ
っ

た
。
特
に
長
野
の
場
合
は
、
火
葬
後
の
葬
儀
式
と
な
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
後

の
お
斉
で
、
参
列
頂
い
た
方
に
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、

と
思
わ
れ
る
。

式
中
に
繰
り
込
む
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
配
慮
か
ら
か

次
に
「
4
.
初
七
日
法
要
は
行
な
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
い
地
域
は
鳥

取
(
日
%
)
伊
賀
(
H
%
)
福
島
(
ロ
%
)
で
あ
る
が
、
鳥
取
・
伊
賀
は
有
効

票
そ
の
も
の
も
少
な
い
た
め
詳
細
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
福
島
に

関
し
て
は
、
会
津
地
方
で
の
数
値
が
特
に
高
く
、
初
七
日
法
要
は
行
な
わ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
地
域
的
な
習
慣
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

|初七日法要について |(叩
)
|
1

圃正当日に行なう (逮夜参り
を含む)

園繰り上げて葬儀式と同日中
に行なう(葬儀式とは時間

( 的に聞をおいて行なう)

大国繰り上げて葬儀式に引き続
啓 いて(葬儀中に)行なう
警固初七日法要は行なわない
3 固その他

し、
、旬_.，. そ
の
最
大
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ

1
.
地
域
の
習
慣

2
.
住
職
の
判
断

56 

3
.
檀
信
徒
の
希
望

4
.
葬
儀
社
の
要
望

5
.
そ
の
他
(

そ
の
最
大
の
理
由
と
し
て
は
、
「
地
域
の
習
慣
」
が
却
%
と
最
も
多
い
。
つ

い
で
「
檀
信
徒
の
希
望
」
が
訂
%
と
多
く
、
地
域
の
習
慣
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、

檀
信
徒
の
希
望
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た

「
住
職
の
判

断
」
は
叩
%
、
「
葬
儀
社
の
要
望
」
も
3
%
と
少
数
で
あ
り
、
地
域
の
習
慣
と

檀
信
徒
の
希
望
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
い
つ
行
な
う
か
」
と
、
「
そ
の
最
大
の
理
由
」
の
ク
ロ
ス
集
計
を
し
た
と
こ

ろ
、
「
1.
正
当
日
に
行
な
う
」
と
回
答
し
た
内
の
臼
%
が
地
域
の
習
慣
と
答

え
て
お
り
、
次
い
で
、

お
%
が
住
職
の
判
断
と
し
て
い
る
。
「
2
.
繰
り
上
げ

て
同
日
中
に
行
う
」
と
の
回
答
で
は
、
檀
信
徒
の
希
望
が
臼
%
で
あ
り
、
次
い

で
地
域
の
習
慣
が
お
%
と
な
っ
て
い
る
。
「
3
.
繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
に
引
き

続
い
て
行
う
」
で
は
、
檀
信
徒
の
希
望
が
叫
%
で
あ
り
、
次
い
で
地
域
の
習
慣

が
お
%
と
「
2
・
」
と
同
様
に
檀
信
徒
の
希
望
が
強
く
反
映
さ
れ
る
形
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
「
4
.
初
七
日
法
要
は
行
な
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
中
で
は
、

地
域
の
習
慣
が
臼
%
、
次
い
で
住
職
の
判
断
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
初
七
日
法
要
の
理
由
は
、
地
域
の
習
慣
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
繰
り
上
げ
て
行
う
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
檀
信
徒
の
希
望
が
強
く
反
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|初七日法要の行い方最大の理由|

NA 
園 9% 

固 2% (299人)
30/0 (44人)
(72人)

園地域の習慣

園住職の判断

園櫨信徒の希望

国 葬儀社の要望

固 その他

圃

40% 
(1073人)

映
さ
れ
て
しミ

る
も
の
と
言
え

よ

つ。



1.正当日に行う 5鈍票教区%表示

理 由 いつからですか?

教番号区 教 区 1.地域の 2 住職の 3 檀信徒 4.葬儀社 5 その 1. 上従前来)(20 2. 20年ほ 3. 10年ほ
習慣 判断 の希望 の要望 他2 年以 から ど前から ど前から

北海道第一 85.7% 3.6% 3.6% 0.0% 0.0% 96.4% 0.0% 0.0% 

2 北海道第一 79.2% 12.5% 8目3% 0.0% 0.0% 95.8% 4.2% 0.0% 

3 青森 65.5% 13.8% 13.8% 0.0% 0.0% 89.7% 。目0% 0.0% 

4 岩手 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

5 秋田 66.7% 0.0% 11.1 % 0.0% 11.1% 77.8% 0.0% 0.0% 

6 山形 75.0% 20.0% 5.0% 0.0% 0.0% l∞.0% 0.0% 0.0% 
7 宮城 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1∞.0% 0.0% 0.0% 
8 福島 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

11 茨城 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

13 東京 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 

14 千葉 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

16 山梨 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

17 新潟 72.2% 27.8% 0.0% 0.0% 0.0% 94.4% 5.6% 0.0% 
19 長野 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

20 静岡 42.9% 50.0% 7.1% 0.0% 0.0% 92.9% 0.0% 7.1% 

21 ニj可 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

22 尾張 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% l∞.0% 0.0% 0.0% 
23 伊勢 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 87.5% 0.0% 0.0% 

24 伊賀 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

25 岐阜 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

26 石川 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 

27 福井 72.7% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% l∞.0% 0.0% 0.0% 
28 滋賀 73目9% 19.6% 2.2% 0.0% 3.3% 91.3% 1.1% 0.0% 

29 尽都 43.8% 33.3% 16.7% 0.0% 2.1 % 87.5% 4.2% 2.1% 

30 奈良 42.9% 46.4% 7.1% 0.0% 0.0% 89.3% 0.0% 7.1% 

31 和歌山 70.3% 21.6% 5.4% 0.0% 0.0% 94.6% 0.0% 2.7% 

32 大阪 28.6% 57.1 % 14.3% 0.0% 0.0% 85.7% 0.0% 14.3% 

33 兵庫 68.2% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 95.5% 0.0% 0.0% 

34 鳥取 50.0% 16.7% 25.0% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 8.3% 

35 出雲 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

36 石見 75.0% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

37 岡山 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

38 広島 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

39 山口 61.9% 28.6% 4.8% 0.0% 0.0% 90.5% 0.0% 0.0% 

40 南海 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

41 愛媛 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

42 福岡 42.9% 47.6% 4.8% 4.8% 0.0% 90.5% 4.8% 4.8% 

43 佐賀 68.8% 18.8% 6.3% 0.0% 0.0% 93.8% 0.0% 0.0% 

44 長崎 50.0% 37.5% 6.3% 0.0% 6.3% 93.8% 0.0% 0.0% 

45 熊本 41.2% 29.4% 17.6% 0.0% 0.0% 88.2% 0.0% 0.0% 

46 大分 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 88.9% 11.1% 0.0% 

47 ニ州 63.6% 18.2% 18.2% 0.0% 0.0% 81.8% 0.0% 9.1% 

48 空白 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

総計 62.8% 25.5% 7.6% 0.2% 1.0% 91.1 % 1.7% 1.7% 
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教区%表示

理 由 いつからですか?

教番号区 教区 1.地域の 2.住職の 3 植信徒 4. 望葬儀社 5.その I 上従前来)(20 2. 20年ほ 3. 10年ほ
習慣 判断 の希望 の要 他2 年以 から ど前から ど前から

2 北海道第一 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

3 青森 83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 16.7% 16.7% 

4 岩手 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

5 秋田 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 

6 山万三 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

7 宮城 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

8 福島 61.1 % 5.6% 27.8% 5.6% 0.0% 83.3% 5.6% 5.6% 

9 群馬 30.0% 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 50.0% 

10 栃木 16.7% 16.7% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 50.0% 

11 茨城 24.1 % 10.3% 58.6% 0.0% 0.0% 44.8% 24.1% 17.2% 

12 埼玉 28.1% 9.4% 50.0% 3.1 % 9.4% 46.9% 12.5% 34.4% 

l3 東京 15.0% 25.0% 42.5% 7.5% 5.0% 20.0% 12.5% 47.5% 

14 千葉 34.8% 17.4% 39.1% 4.3% 0.0% 60.9% 13.0% 21.7% 
15 神奈川 29.2% 12.5% 33.3% 20.8% 0.0% 33.3% 25.0% 12.5% 

16 山梨 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

17 新潟 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

18 富山 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

19 長野 51.8% 3.6% 37.5% 1.8% 1.8% 58.9% 23.2% 12.5% 

20 静岡 17.4% 4.3% 60.9% 4.3% 0.0% 30.4% 4.3% 52.2% 
21 ニ河 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

22 尾張 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

23 伊勢 20.0% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% 

24 伊賀 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

25 岐阜 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

26 石川 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

27 福井 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

28 滋賀 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

29 京都 1∞.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
30 奈良 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 

32 大阪 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

34 鳥取 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

35 出雲 60.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 60.0% 20.0% 20.0% 

37 岡山 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

38 広島 60.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 60.0% 20.0% 20.0% 

39 山口 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 

40 南海 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

41 愛媛 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

42 福岡 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

45 熊本 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

48 空白 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 

総計 35.7% 9.1% 43.6% 5.2% 1.8% 46.3% 16.2% 26.5% 
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教

21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 番区

号

静 長 富
新潟
山
神奈
千 東 埼 茨 栃 群 福 宮 山 秋

石手
青 北

i可 岡 野 山 梨 葉 .JT，. 玉 城 木 a馬 島 城 形 田 森 海 教
}II 道

第 区

2 23 56 2 2 1 24 23 40 32 29 6 10 18 2 2 4 3 6 1 計集

有教
効

61 84 73 21 38 19 106 47 178 64 48 27 28 69 28 36 15 15 55 30 回区
答
数内

有集

3 27 76 9 5 5 22 48 22 50 60 22 35 26 7 5 26 20 10 3 効計
回/

3 4 7 5 3 3 6 9 5 。4 2 7 6 7 。9 3 
答数教% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
区内

総
48 45 42 41 40 39 38 37 35 34 32 30 29 28 27 26 25 24 23 22 計

f二乙E 貫長 福 愛 南 山 広 岡 出 ，鳥 大
奈良
京 滋 福 石 岐 伊 伊 尾

白 本 岡 媛 海 口 島 山 =雪Zき罵C 取 阪 都 賀 井 JlI 阜 賀 勢 張

328 3 1 1 1 2 3 5 1 5 1 1 2 2 2 2 2 1 5 1 

2700 10 30 104 28 16 46 32 11 24 20 214 94 225 215 36 19 22 22 95 44 

12 30 3 3 12 6 15 9 20 5 。2 。。5 10 9 4 5 2 。3 。6 5 5 6 l 8 。5 1 4 9 6 5 5 3 3 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

3
.
葬
儀
式
に
引
き
続
き
お
こ
な
う
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(叩
)
|
2

そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
従
来
(
却
年
以
上
前
)
か
り

2 

初
年
ほ
ど
前
か
ら

3
.
叩
年
ほ
ど
前
か
ら

4
.
そ
の
他
(

「
従
来
(
却
年
以
上
前
)
か
ら
」
が
町
%
と
多
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
初
年

ほ
ど
前
か
ら
」
が
日
%
、

「
叩
年
ほ
ど
前
か
ら
」
が
四
%
と
、
合
計
担
%
が
こ

の

m
l
m年
前
か
ら
の
こ
と
だ
と
答
え
て
い
る
。
枕
経
や
通
夜
と
異
な
り
、
お

葬
式
全
体
の
中
で
の
初
七
日
法
要
の
位
置
が
近
年
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
実
施
は
い
つ
頃
か
ら
か
の
問
い
で
は
、
「
1
.

正
当
日

に
行
な
う
」
と
い
う
回
答
中
で
は
、

引
%
が
従
来
(
初
年
以
上
前
)
か
ら
と
回

答
し
て
お
り
、
そ
の
伝
統
性
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
。

一
方
「
2
.
繰
り
上
げ

て
同
日
中
に
行
な
う
」
と
回
答
し
た
中
で
は
、

柏
崎
%
が
従
来
(
却
年
以
上
前
)

か
ら
で
あ
り
、
お
%
が
叩
年
程
前
か
ら
、
時
%
が
初
年
程
前
か
ら
で
あ
り
、
「
3
.

繰
り
上
げ
て
葬
儀
式
に
引
き
続
い
て
行
な
う
」
で
は
、
従
来

(初
年
以
上
前
)

か
ら
が
必
%
、

叩
年
程
前
か
ら
が
幻
%
、

加
年
程
前
か
ら
が
日
%
と
な
っ
て
い

る
。
「
4.
初
七
日
法
要
は
行
な
わ
な
い
」
で
は
、
従
来

(初
年
以
上
前
)
か

ら
が
百
%
、

加
年
ほ
ど
前
と
凶
年
程
前
か
ら
が
8
%
ず
っ
と
な
っ
て
い
る
。

「
2.
」「
3.
」
に
関
し
て
は
、
半
数
近
く
が
初
年
以
上
前
か
ら
と
し
つ
つ
も
、

第
1
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デ
ー
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分
析
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初
年
前
か
ら
の
変
化
に
比
べ、

叩
年
前
か
ら
の
変
化
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

|初七日法要 いつ頃からですか |

圃

57% 
(1528人)

従来(20年以上前)から

20年ほど前から

10年ほど前から

その他

(
刊
)
貴
寺
院
で
は
現
在
、

葬
儀
式
は
何
人
の
僧
侶
で
行
な
う
こ
と
が
多
い
で

圃
園
園
田

す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

人

2
.
2
人

3 

3 
人

4 

4 
人

5 

5 
人

6 

6 
人

7 

7
人
以
上

|お葬式僧侶の人数|

四回

目 2刈 2%
5% (56人)

(138人)

園
6% 
(1 

1人

2人

3人
4人

5人
6人
7人以上

田
園
園
田
園
固
圃

圃
41% 
(1094人)
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-
表
(
B
)
|
1

(
刊
)
僧
侶
の
人
数
に
つ
い
て
(
実
数
)

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

長 富 新 山 神 千
東jJ; 
埼 一次骨+ー・

栃木 群 福 宮
山 秋 石ιょ」 青

1道海第ヒ 1道海第ヒ
教

野 山 潟 梨 奈 葉 玉 城 馬 島 城 形 田 手 不元本C 

}II 区

5 。4 1 81 38 134 51 39 23 23 52 13 3 3 6 22 7 9 1 1 人
13 6 20 5 19 5 34 12 6 4 5 13 10 25 10 5 20 18 22 

2 2 
人

36 12 12 12 1 1 2 。。。。1 1 8 2 3 9 2 5 3 3 人
7 1 。1 。。。。。。。。。。。。。。。4 4 人
2 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。5 5 

人

4 。。。。。。。。。。。。。。。。。。6 6 
人

7 7 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。人
以
上

のN

67 21 36 19 101 44 170 63 45 27 28 66 24 36 15 14 51 27 36 
回A
答 以
数外

41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 I 

愛 南 山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大
和歌 奈良 都京

滋 福 石 岐
伊賀
伊 尾

媛 海 口 島 山 見 雲 取 庫 阪 賀 井 }II 阜 勢 張 i可
山

19 6 26 13 8 1 7 10 48 120 28 4 138 12 。1 。。15 3 2 15 
5 3 13 8 2 7 6 9 19 41 4 10 27 17 1 10 6 3 16 4 6 22 

3 5 3 8 。6 4 1 19 29 53 19 33 63 10 7 5 11 27 16 7 14 
。。1 。。。5 。9 9 。4 8 31 6 。7 6 7 14 17 28 
。。。。。。。。4 2 。4 5 67 13 。2 1 16 4 13 2 
。。。。。。。。1 2 。27 。8 。。。。3 。9 。

。。。。。。。。I 1 。19 。4 5 。。。7 1 4 。

27 14 43 29 10 14 22 20 101 204 85 87 211 202 35 18 20 21 91 42 58 81 
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総 48 47 46 45 44 43 42 

二グ工Uニ 大 貫長 長
佐賀
福

計
白 州 分 本 山奇 岡

1094 5 21 4 7 7 10 50 

595 2 1 15 12 9 20 45 

472 。。1 9 4 5 3 
162 。。。1 。。。
138 1 。。。。。。
56 2 。。。。。。

42 。。。。。。。

10 22 20 29 20 35 98 

「
1
人
」
が
4
%
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
2
人
」
が
辺
%
、
「
3
人
」
が

口
%
と
な
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
8
割
の
寺
院
が
3
人
以
内
で
葬
儀
式
を
勤
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
4
人
」
は
6
%
、
「
5
人
」
は
5
%
、
「
6
人
」
は
2
%
、

「
7
人
以
上
」
が
2
%
で
あ
り
、

4
人
以
上
に
な
る
と
そ
の
数
値
は
か
な
り
少

数
に
な
る
。
「
三
仏
」
、
「
五
仏
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
脇
導
師
を
つ
け
る
伝
統
的

な
形
式
は
か
な
り
の
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

全
国
的
に
は
3
人
で
勤
め
る
比
率
は
比
較
的
高
く
、
こ
れ
は
鎖
骨
組

・
起
寵
の

儀
礼
が
伝
承
・
実
行
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
山
梨
を
除
く
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
福
島
で
は
、
-
人
で
勤
め
る
こ

と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
詳
細
に
は
栃
木
(
部
%
)
、
群
馬
(
位
%
)
、
茨
城
(
担
%
)
、

千
葉
と
埼
玉
(
初
%
)
、
神
奈
川
(
苅
%
)
、
東
京
(
百
%
)
、
福
島
(
刀
%
)
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と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
2
人
以
上
の
複
数
で
勤
め
る
こ
と
よ
り
も
、

む
し
ろ
1
人
で
勤
め
る
こ
と
の
方
が
多
い
地
域
と
し
て
、
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
、

鳥
取
、
愛
媛
、
三
州
な
ど
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
浄
土
宗
法
要
集
」
上
等
で
は

-
人
で
葬
儀
を
勤
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
が
、

い
つ
頃
か
ら
1
人
で
勤

め
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の
理
由
に
関
し
て
は
、
さ
ら

に
詳
細
な
調
査
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

逆
に
奈
良
で
は
、
6
人
も
し
く
は
7
人
以
上
と
回
答
し
た
数
が
却
%
と
高
く
、

次
い
で
3
人
が
却
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
僧
侶
の
数
が
多
い
奈
良
、
滋
賀
、

福
井
、
静
岡
、

三
河
な
ど
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
寺
院
同
士
の
相
互
扶
助
的
な

意
味
合
い
も
強
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を

境
に
北
日
本
で
は
、

4
人
以
上
で
勤
め
る
地
域
は
な
く
、
東
海
・
近
畿
地
方
は

4
人
以
上
の
地
域
も
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
中
国
・
四
国
・
九
州
に
な
る
と

出
雲
を
除
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
3
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

浄
土
刀之

総
式為
口

研
究
所
編

浄
土
刀言

法
要

差

。。

(
世
)
貴
寺
院
で
は
近
年
、
葬
儀
式
の
僧
侶
の
人
数
に
変
化
が
あ
り
ま
す
か
。
(
1

つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
増
え
て
い
る

2.
減
っ
て
い
る

3
.
変
化
は
な
い

63 



-表(8)ー 2

(11 )僧侶の人数について(%)

※ 上記%は分子:回答数

分母:各教区内NA以外の回答数 64 



一由
一

一理一
一た一
一
つ
一

一減
一

一の
一

一夜
一

一通
一

僧
侶
の
人
数
に
「
変
化
は
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
必
%
で
あ
る
。
「
減
つ

て
い
る
」
が
叫
%
、
「
増
え
て
い
る
」
が
2
%
し
か
い
な
い
。
つ
ま
り
、
半
数

近
く
の
寺
院
に
お
い
て
、
僧
侶
の
人
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

葬
儀
式
で
の
僧
侶
の
人
数
の
変
化
で
あ
る
が
、
増
加
し
た
と
の
回
答
は
全
体

と
し
て
非
常
に
少
な
い
が
、
比
較
的
高
い
地
域
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
秋

田

(日
%
)
、
熊
本

(叩
%
)
、
埼
玉
(
9
%
)
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
も

と
も
と
住
職
1
人
で
勤
め
て
い
た
寺
院
が
、

子
弟
の
資
格
取
得
な
ど
の
理
由
で

2
人
へ
と
増
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
減
少
し
た
と
の
回
答
が
多
い
地
域
は
、
山
梨

(但
%
)
、
富
山

(剖
%
)、

大
阪
(
紛
%
)、
奈
良

(乃

%
)、
和
歌
山
(
九
%
)
、
兵
庫
(
刀
%
)
で
、
も

と
も
と
伝
統
的
に
大
人
数
で
行
な
う
地
域
で
の
減
少
率
が
高
い
こ
と
が
い
え

る
。
ま
た
、
京
都
・
大
阪
な
ど
近
畿
の
都
市
部
で
も
大
幅
な
減
少
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
れ
は

3
人
か
ら
1
人
へ
と
の
減
少
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

山
梨
で
は
従
来
3
人
で
勤
め
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

近
年
急
速
に
2
人
へ
、
そ
し
て
1
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
全
国
的
に
急
速
に
広
ま
り
を
み
せ
る
減
少
傾
向
の
理
由
と
し
て
は
、
昨

今
の
経
済
情
勢
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ
る
が
、
都
市
部
を
中
心
に
1
人
で
も
葬
儀

が
勤
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
認
知
度
の
高
ま
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
理

由
で
の
減
少
傾
向
を
食
い
止
め
る
に
は
、
な
ぜ
僧
侶
が
複
数
で
な
け
れ
ば
な
ら

第
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章

デ
ー
タ
分
析
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な
い
か
の
し
っ
か
り
と
し
た
意
味
づ
け
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
理
由
を

し
っ
か
り
と
檀
信
徒
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

|お葬式僧侶の人数の変化 |

園

44% 
(1189人)

1
.
増
え
て
い
る

2
.
減
っ
て
い
る

も
し
く
は

答
え
く
だ
さ
い
。

(ロ
)
|
1

る

る

い

し

し

な

て
で
は

え

つ

化

増

減

変

回
目
園

と
回
答
し
た
人
の
み
お

1
.
檀
信
徒
か
ら
の
要
望

そ
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

2
.
寺
院
側
か
ら
の
要
望

3
.
僧
侶
の
手
配
の
都
合

4
.
そ
の
他
(

「i師雨量主~っ元函1

圃
91% 
(1ωo人)

図固
4% 

2% (46入
園 (21人)

2% 

橿信徒からの要望

寺院側からの要望

僧侶の手配の都合

そのイ也

65 

田
園
園
田



僧
侶
の
人
数
が
「
減
っ
て
い
る
」
理
由
を
見
る
と
、
「
檀
信
徒
か
ら
の
要
望
」

が
引
%
、
「
寺
院
側
か
ら
の
要
望
」
が
2
%
、
「
僧
侶
の
手
配
の
都
合
」
が
2
%

で
あ
り
、
「
檀
信
徒
か
ら
要
望
に
よ
っ
て
葬
儀
式
で
の
僧
侶
の
人
数
が
減
っ
て

う
か
が
え
る
。

い
る
」
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
お
葬
式
の
縮
小
化
が

一
方
、
僧
侶
の
人
数
が
「
増
え
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
は
2
%

と
少
数
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
み
る
と
「
檀
信
徒
か
ら
の
要
望
」
が
必
%
、
「
寺

院
側
か
ら
の
要
望
」
が
時
%
、
「
僧
侶
の
手
配
の
都
合
」
が
日
%
で
あ
っ
た
。

僧
侶
の
人
数
が
減
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
全
国
的
に
「
1.
檀
信
徒
か

ら
の
要
望
」
か
ら
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
寺
院
側
か
ら
の
要
望
と
し
て
宮

城
、
東
京
、
神
奈
川
、
新
潟
、
大
阪
で
複
数
票
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
檀
信
徒
の
要
望
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

僧
侶
の
人
数
が
増
え
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
東
京
や
埼
玉
な
ど
で
僧
侶
の

|僧侶の人数増えている理由 | 手
配
の
都
合
に
よ
る
と
す
る
も
の
が
わ
ず
か
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。

B 
45% 
(28人)

橿信徒からの要望

寺院側からの要望

僧侶の手配の都合

その他

回
四
回
目

(
悶
)
貴
寺
院
で
は
近
年
、
お
葬
式
を
縮
小
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
葬
」
(
参

66 

列
者
を
家
族
+
親
族
+
数
人
の
友
人
な
ど
に
限
定
し
た
お
葬
式
)
が
増

え
て
い
ま
す
か
。

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

ー、

4
，

ト

H
『
bw

2 

、、
}

M

L
L
.
ス

参
列
者
の
少
な
い
「
家
族
葬
」
が
「
増
え
て
い
る
」
と
い
う
回
答
は
叫
%
と

約
半
分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
、
お
葬
式
の
今
後
の
あ
り
方
を
見
極
め

る
た
め
に
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

家
族
葬
は
増
え
た
の
か
の
設
問
で
あ
る
が
、
東
京
(
苅
%
)
、
大
阪
(
η
%
)
、

神
奈
川
(
侃
%
)
、
兵
庫
(
臼
%
)
と
大
都
市
部
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
家
族
・
生
活
の
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
顕
著
な
例
と
し
て
は
叩
年
程
前
か
ら
会
社
関
係
は
呼
ば
な

い
等
の
理
由
で
葬
儀
が
よ
り
小
規
模
化
し
個
人
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
離
れ
て

住
ん
で
い
る
子
供
世
代
が
年
老
い
た
親
を
呼
び
寄
せ
る
ケ
l
ス
も
増
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
高
齢
者
は
、
転
地
で
の
生
活
時
間
が
少
な
け

れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
そ
の
地
域
や
社
会
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ
り
、
よ
っ
て

そ
の
葬
儀
な
ど
は
、
比
較
的
小
規
模
化
や
家
族
葬
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
秋
田
な
ど
で
も
必
%
か
ら
臼
%
と
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
過
疎
や
高
齢
化
な
ど
が
深
く



家族葬の割合
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関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
全
国
的
に
見
て
も
単
独
世
帯
の
増
加
な
ど

の
理
由
か
ら
、
家
族
葬
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

近
年
、
経
済
や
社
会
構
造
の
変
化
が
こ
の
家
族
葬
の
増
加
へ
と
向
か
わ
せ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
葬
儀
の
小
規
模
化
で
あ
り
、
ま
た
僧
侶
が
介
在
す

る
葬
儀
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今
「
直
葬
」
な
る
ま
っ
た
く
僧
侶
が
介

在
し
な
い
、
も
し
く
は
葬
儀
を
行
な
わ
ず
火
葬
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
明
確
な
区
別
と
「
直
葬
」
を
行
な
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
、
そ
の
増
加
が
少
な
い
教
区
は
、
長
崎
と
鳥
取
叩
%
、
佐
賀
と
石
見

日
%
、
出
雲
げ
%
、
滋
賀
回
%
、
伊
勢
四
%
と
叩
%
台
の
教
区
も
存
在
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
教
区
は
山
陰
と
九
州
北
部
が
中
心
的
で
あ
り
、
依
然
強
固
な
伝

統
的
な
共
同
体
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
今
後
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
待

っ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
和
田
典
善
)

|家族葬の増加について |

回

44% 
(1177人)

NA 
6% 
(162人)

はし、

いいえ

67 

回

目



(
叫
)
貴
寺
院
で
は
近
年
、
従
来
の
よ
う
な
通
夜
・
葬
儀
を
行
わ
ず
、
炉
前
で

勤
め
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

-

t

、

4
，

ト

k
g
u
v

2 

、、
L

し
aw-
冗

「
は
い
」
と
い
う
回
答
が
4
%
と
少
数
で
あ
っ
た
。

一
部
マ
ス
コ
ミ
等
で
「
東

京
で
は
約
3
割
程
度
が
お
通
夜
・
お
葬
式
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
数
字
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
東
京
と
い
う
一
部
地
域
で
の
数
値
と
全
国
で
の
数
値
と
い
う
違
い
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寺
院
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
回

答
者
で
あ
る
浄
土
宗
教
師
は
主
に
檀
信
徒
の
お
葬
式
を
勤
め
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
こ
の
数
字
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
よ
う
な
数
値
は
出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
僧
侶
の
介
在
す
る
儀
式
を
行
な
わ
ず
火
葬
の
み
を
行
う
い
わ
ゆ
る

「
直
葬
」
と
は
異
な
る
形
態
で
あ
る
。
た
だ
し
儀
式
は
炉
前
の
み
で
勤
め
、
従

来
の
通
夜
・
葬
儀
式
は
勤
め
な
い
と
い
う
、
僧
侶
が
介
在
す
る
最
小
の
形
を
指

し
て
い
る
。
喪
主
ま
た
は
喪
家
が
こ
の
形
を
取
る
理
由
と
し
て
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
な
ど
の
経
済
的
な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
檀
家
で
あ
れ
ば
日

頃
か
ら
寺
と
疎
遠
で
「
お
葬
式
」
そ
の
も
の
に
意
味
を
見
出
せ
て
い
な
い
方
、

あ
る
い
は
他
県
か
ら
移
住
し
た
離
郷
里
信
徒
か
ら
の
依
頼
な
ど
だ
ろ
う
か
。
他

に
独
居
者
の
お
葬
式
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
従
来
の
よ
う
な
通
夜
・
葬
儀
を
行
わ
ず
、
炉
前
で
勤

68 

め
る
形
態
が
増
え
て
い
る
と
の
回
答
は
全
回
答
の
う
ち
4
%
と
少
数
で
あ
っ

た
教
区
別
で
見
る
と
東
京
が
圧
倒
的
に
多
い
。
「
は
い
」
と
回
答
し
た
全
有
効

回
答
山
票
中
剖
票
が
東
京
教
区
で
あ
り
、
教
区
内
の
有
効
回
答
の
中
で
も

m票

中
の
引
票
(
お
%
)
が
「
は
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
県
の
神
奈

川
教
区
は
附
票
中
の
5
票
(
5
%
)
、
千
葉
教
区
は
訂
票
中
の
1
票
(
2
%
)
、

埼
玉
教
区
は
白
票
中
の
6
票
(
9
%
)
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
東
京
の
近
隣
県

が
同
じ
よ
う
な
増
加
傾
向
と
は
言
え
な
い
。
大
阪
教
区
も
2
1
4
票
中
の

8
票

(
4
%
)
と
多
い
訳
で
は
な
く
、
大
都
市
に
限
っ
た
特
徴
と
も
言
い
き
れ
な
い
。

教
区
ご
と
の
有
効
回
答
の
中
で
「
炉
前
で
勤
め
る
こ
と
が
増
え
た
」
の
割
合

が
高
い
教
区
と
し
て
茨
城
教
区
の
日
%
、
愛
媛
教
区
の
凶
%
、
山
梨
教
区
と
石

川
教
区
の
日
%
が
あ
る
が
、
分
母
と
な
る
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
た
め
、
教
区

と
し
て
傾
向
と
は
判
断
で
き
な
い
。

一て一i
 

-
aLv-

一つ一--B-
i
 

一加
一

一増
一

一の
一

一義一
一族
一

一家一

圃 はい

固いいえ

回
4% 
(111人)

NA 
6% 
(157人)



(
同
)

炉
前
で
の
葬
儀
増
え
た

教

29 28 26 24 23 22 20 19 16 15 14 13 12 11 10 9 8 6 3 1 番号区

都Jj!. 滋賀
石
伊賀 伊勢

尾 静 長 山
神奈
千 東 埼 茨 栃 群 福 山 青 北

JII 張 岡 野 梨 葉 京 玉 城 木 馬 島 形 森 海 教
)11 道

第 区

1 6 2 1 2 2 1 2 2 5 1 41 6 7 2 2 1 1 2 2 

225 215 19 22 95 44 84 73 19 106 47 178 64 48 27 28 69 36 55 39 
事教|
回区l

答内

。2 10 4 2 4 2 10 4 2 23 9 14 7 7 I 2 3 5 
4 8 5 5 l 5 2 7 5 7 l 。4 6 4 1 4 8 6 1 答教
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 区

内
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デ
ー
タ
分
析
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総
48 47 45 44 43 41 33 32 31 30 言十

二グE回二 貴島 長
佐賀
愛 兵 大 和 奈

白 ナli 本 崎 媛 庫 阪 歌 良
山

111 1 1 1 1 1 4 1 8 2 2 

2145 10 24 30 21 40 28 104 214 87 94 

5 10 4 3 4 2 14 3 2 2 

2 。2 3 8 5 3 。7 3 
% % % % % % % % % % % 

(
日
)
貴
寺
院
で
は
、
お
葬
式
の
お
布
施
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
ほ
と
ん
ど
相
談
を
受
け
る

2
.
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い

3.
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
い

4
.
ほ
と
ん
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

5
.
全
く
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

6
.
そ
の
他
(

「3
.
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
い
」
勾
%
、
「
4
ほ
と
ん
ど
相
談
を
受
け
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な
い
」
日
%
、
「
5

全
く
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
」
3
%
と
、

お
%
の

寺
院
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
か
、
相
談
を
受
け
て
い
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
「
2.
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
」
お
%
、
「
1.
ほ
と
ん
ど
相
談

を
受
け
る
」
却
%
で
、
全
体
の

6
割
の
寺
院
で
お
布
施
に
関
し
て
相
談
を
受
け

て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会
や
親
族
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
、
布
施
の
金
額

に
対
す
る
共
通
認
識
が
な
く
な
っ
て
、
分
ら
な
い
か
ら
僧
侶
に
相
談
せ
ざ
る
を

対
価
と
捉
え
る
人
々
の
意
識
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

得
な
い
状
況
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
布
施
を
喜
捨
で
は
な
く
、

設
問
中
の
「
お
葬
式
の
お
布
施
に
つ
い
て
相
談
」
に
は
「
金
額
の
目
安
を
知

り
た
い
」
「
金
額
を
安
く
し
て
欲
し
い
が
応
じ
て
も
ら
え
る
の
か
?
」
「
こ
の
金

額
で
失
礼
は
な
い
か
?
」
「
前
回
と
同
額
で
良
い
の
か
?
」
な
ど
様
々
な
意
味

合
い
で
の
相
談
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
仕
す
る
僧
侶
の
人
数
の
確
認
な
ど

も
含
ま
れ
て
来
る
が
、
「
お
布
施
に
つ
い
て
」
の
相
談
の
多
く
は
「
布
施
と
は

|お布施の相駁について |

ほとんど相談を受ける

相談を受けることが多い

相談を受けることは少ない

ほとんど相談を受けることはない

全く相談を受けることはない

その他

田
園
園
田
園
園

何
か
」
と
い
っ
た
意
義
を
訊
ね
る
も
の
で
は
な
く
、
金
額
の
多
寡
に
関
す
る
も

70 

の
で
あ
ろ
、
っ
。

こ
こ
で
は
、
お
葬
式
全
般
に
お
い
て
お
布
施
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
場
合

が
多
い
の
か
、
少
な
い
の
か
を
尋
ね
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
相
談
受
け
る
j
相
談
受
け
る
こ
と
多
い

相
談
受
け
る
派

東尽
埼 茨

栃木
群 福 宮 山 秋 手主王 青 ヰヒ jじ 教玉 城 ，馬 島 城 形 田 本井木" 

海道 海道

第 第
区

一

36 31 15 14 16 7 10 19 6 1 5 5 9 

三喜-木ほ1 

けと
るん
ど
相

る2
、，
、ーー

94 19 17 4 7 28 8 11 7 9 12 10 11 
多主喜喜

し、

け

1 
130 50 32 18 23 35 18 30 13 10 17 15 20 + 

2 
内(

73 78 66 66 82 50 64 83 86 66 30 50 51 
有効 + 1 

。l 7 7 l 7 3 3 7 7 9 。3 回)2 
% % % % % % % % % % % % % 答/

% 教区



出 ，鳥
庫兵
大 和 奈良 尽

滋 福 石 岐
伊賀
伊
尾張

静 長 富 新 山
神奈 千葉雲 取 阪 歌 都 賀 井 )11 阜 勢 河 岡 野 山 潟 梨

山 )11 

5 4 17 33 5 11 43 34 14 4 3 6 17 17 17 39 22 2 8 10 19 11 

5 12 62 117 29 17 101 73 15 7 7 6 24 16 23 28 28 9 12 4 55 25 

10 16 79 150 34 28 144 107 29 11 10 12 41 33 40 67 50 11 20 14 74 36 

41 80 76 70 39 29 64 49 80 57 45 54 43 75 65 79 68 52 52 73 69 76 

7 。。 l 8 。8 6 9 5 5 2 。6 8 5 4 6 7 8 6 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
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総 二ク工b二 大 RE 長 佐賀 福 愛媛 南 山 広 岡 石
計 白 m 分 本 崎 岡 海 口 島 山 見

538 2 3 2 1 1 5 1 4 3 l 

1022 6 5 11 8 3 13 19 15 5 5 12 7 1 

1560 8 8 13 9 4 18 20 19 8 5 13 7 1 

57 80 33 61 30 19 45 19 67 50 10 40 63 6 

8 。3 9 。。。2 9 。9 6 6 7 
% % % % % % % % % % % % % % 

相
談
う
け
る
こ
と
少
な
い
j
ほ
と
ん
ど
相
談
受
け
な
い

ネ青井本ミ
北 北

教
海道 海道

第 第
区一
る 3、，
、ー

22 8 9 
思なと相警畳
いけ
は談 4
なを

8 4 5 
い受けほと

るん
こど
と相

3 
30 12 14 + 

4 

54 40 35 
有効内1+ 7 

5 。9 回)4 
% % % 答/

教
%区
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岐 伊 伊 尾 静 長 富 新 山 神 千 東 埼 茨 栃 群 福 宮 山 秋 石I-U 

阜 賀 勢 張 河 岡 野 山 潟 梨 メ刀ぇミ 葉 尽 玉 城 木 馬 島 城 形 田 手
}II 

8 5 18 5 10 8 10 6 9 3 16 6 25 6 9 7 1 20 4 3 1 2 

2 2 25 4 2 5 4 2 5 8 1 12 4 2 3 10 2 3 1 

10 7 43 9 12 13 14 8 14 3 24 7 37 10 9 9 4 30 6 6 1 3 

45 31 45 20 19 15 19 38 36 15 22 14 20 15 18 33 14 43 21 16 6 20 

5 8 3 5 7 5 2 8 8 6 9 8 6 8 3 3 5 4 7 7 。
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

大 貫長 長
佐賀 福 愛媛 南

山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大 平日 差小壬 京 滋 福 石
ナト| 分 本 崎 岡 海 口 島 山 見 =雪Z雪翼C 取 庫 阪 歌 良 都 賀 井 }II 

山

8 3 11 12 14 54 8 6 21 9 1 5 3 2 14 35 32 35 36 54 3 3 

2 2 7 3 2 20 11 6 1 5 4 1 6 9 16 19 16 36 3 2 

10 5 18 15 16 74 8 6 32 15 2 10 7 3 20 44 48 54 52 90 6 5 

41 23 60 71 40 71 28 37 69 46 18 66 29 15 19 20 55 57 23 41 16 26 

7 8 。4 。2 6 5 6 9 2 7 2 。2 6 2 4 1 9 7 3 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
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2 

初・

0
%

590 

287 

立・

5
%

選
択
肢
の
「
1
.
ほ
と
ん
ど
相
談
を
受
け
る
」
と
「
2.
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
多
い
」
は
相
談
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
と
い
う
回
答
、
「
3
.
相
談
を

受
け
る
こ
と
は
少
な
い
」
「
4.
ほ
と
ん
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
」
は

相
談
さ
れ
な
い
場
合
の
方
が
多
い
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
「
5.
全
く
相
談
を

受
け
る
こ
と
は
な
い
」
は
「
相
談
」
自
体
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
場
合
の
選
択

肢
で
あ
る
。

「5
.
」
と
の
回
答
は
全
体
の
3
%
に
満
た
な
い
。

選
択
肢
の
「
1
.
」
と
「
2
.
」
の
相
談
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
と
い
う
回

答
は
合
わ
せ
て
招
%
、
逆
に
相
談
さ
れ
な
い
場
合
の
方
が
多
い
と
い
う
「
3
.
」

「4.
」
は
合
わ
せ
て
お
%
で
あ
り
、
ほ
ぼ
6
割
の
寺
院
が
「
お
葬
式
の
お
布
施
」

に
つ
い
て
喪
家
か
ら
何
ら
か
の
相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

大
別
し
て
「
1.
」「
2.
」
の
合
計
「
相
談
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
」
と

い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
地
域
の
1
位
は
教
化
セ
ン
タ
ー
別
で
み
る
と
、

関
東
(
苅
%
)
、

2
位
が
東
海
(
白
%
)
、
3
位
が
近
畿
(
臼
%
)
の
各
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
関
東
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
最
も
低
い
セ
ン
タ
ー
は
九
州
(
明
記
%
)

で
あ
っ
た
。

教
区
別
で
見
る
と
秋
田
(
釘
%
)
、
山
形
(
邸
%
)
、
福
井
(
剖
%
)
、
群
馬
(
但
%
)

鳥
取
と
静
岡
(
鈎
%
)
が
高
い
。
大
都
市
や
産
業
拠
点
を
抱
え
、
他
県
か
ら
の

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

流
入
人
口
が
多
い
と
思
わ
れ
る
教
区
が
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
訳
で
は
な

し、。
逆
に
「
3
.
」
「
4.
」
の
合
計
、
「
相
談
さ
れ
る
場
合
の
方
が
少
な
い
」
と
い

う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
教
区
を
見
て
み
る
と
、
長
崎
と
福
岡
(
冗
%
)
、

山
口
(
初
%
)
、
石
見

(
町
%
)
が
と
り
わ
け
高
く
、
そ
の
他
熊
本
(
ω
%
)

を
除
い
て
6
割
を
超
す
教
区
は
な
い
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
教
区
が
「
お
布
施
の

額
な
ど
尋
ね
る
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
る
人
が
多
い
の
か
、
ま
た
は
具
体
的

な
金
額
を
指
導
し
て
く
れ
る
親
族
関
係
や
地
域
の
関
係
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
設
問
は
、
地
域
社
会
や
親
族
関
係
の
変
化
に
よ
る
布
施
の
金
額
の
共
通

認
識
の
崩
壊
が
背
景
に
あ
る
と
の
前
提
で
問
題
設
定
し
た
部
分
も
あ
る
の
だ

が
、
単
に
都
市
部
と
地
方
の
差
と
い
う
理
由
で
は
割
り
切
る
事
が
出
来
な
い
。

例
え
ば
同
じ
地
域
で
も
石
見
教
区
が
U
%
と
高
い
の
に
対
し
て
、
近
隣
の
鳥
取

教
区
で
は
日
%
と
極
端
な
数
値
の
差
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
(
市
)
布
施
の
相
談
に
つ
い
て
」
と
「
(
引
)
戒
名
の
位
号
の
高
低
」
と
の
関
係

に
つ
い
て

こ
こ
で
問
(
剖
)
「
貴
寺
院
で
は
近
年
、
戒
名
の
院
号
や
位
号
(
居
士
・
大
姉
、

信
士
・
信
女
な
ど
)
に
対
す
る
檀
信
徒
の
希
望
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
か
。」

の
回
答
と
の
関
連
性
を
見
て
お
き
た
い

(
問
(
担
)
の
結
果
は
後
述
)
。
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位 位 油タζt 問

?高王 低号
化 ( 

21 lま ) 

希く 希く なし、
望 望 ( 

位
号
同
じ
で
問

良 ( 

し、 15 
) ) 

相
τ配;::'K疋

56 81 59 を
% % % ~ι 

け
る

相

37 11 29 談β3ζ • 

% % % け
な
し、

上
の
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
位
号
を
低
く
し
た
い
と
希
望
す
る
檀

な
し、
信
徒
の
相
談
を
受
け
る
割
合
が
、

8
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
変
化
は

(
位
号
同
じ
で
良
い
)、
位
号
を
高
く
し
た
い
と
希
望
す
る
場
合
も
6
割

近
い
人
が
相
談
し
て
い
る
。

け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

(
時
)
貴
寺
院
で
は
、
お
葬
式
の
お
布
施
に
変
化
は
み
ら
れ
ま
す
か
。
(
1
つ
だ

1
.
増
え
て
い
る

2
.
減
っ
て
い
る

4
.
そ
の
他
(

|お布施の変化について |

3
.
変
化
は
な
い

増えている

j成っている

変化はない

その他

田
園
回
国

(
市
)
布
施
減
っ
て
い
る

74 
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番教
号区

静 長 富 新 山 神 千
東京
I奇 一次ゐ+ー

栃木 群 福 宮
山 秋 石'-'-' 青 北 北
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道海第 海道 教JlI 
第

一 一 区

集
20 10 8 4 6 28 7 63 12 11 3 7 17 9 4 3 7 12 11 16 

計

84 73 21 38 19 106 47 178 64 48 27 28 69 28 36 15 15 55 30 39 固有答効

23 13 38 10 31 26 14 35 18 22 11 25 24 32 11 20 46 21 36 41 

8 7 1 5 6 4 9 4 8 9 l 。6 1 l 。7 8 7 。% 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 
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42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 

福
愛媛
南 山 広 岡 石 出 ，鳥 兵 大 和 メ良刀えミ

者尽E 賀滋
福 石 阜岐 伊賀

伊 尾
岡 海 口 島 山 見 雲 取 庫 阪 歌 井 JII 勢 張 i可

山

30 4 2 17 5 2 1 3 8 25 58 14 18 47 24 2 8 5 。11 11 11 

104 28 16 46 32 11 15 24 20 104 214 87 94 225 215 36 19 22 22 95 44 61 

28 14 12 37 15 18 6 12 40 24 27 16 19 20 11 5 42 22 。11 25 18 
8 3 5 。6 2 7 5 。。l I l 9 2 6 1 7 。6 。。
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

総
48 47 46 45 44 

計

クニZbニ 大 1I~ 長 佐賀
白 州 分 本 自奇

598 3 4 7 8 3 9 

2700 10 24 21 30 21 40 

22 30 16 33 26 14 22 

1 。7 3 7 3 5 
% % % % % % % 

(
時
)
布
施
増
え
て
い
る

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
番教
号区

茨
栃木
群 福 宮 山 秋 ~玉4 

不青井本c 
北 北

城 ，馬 島 城 形 田 手 道海
海
教道

第 第

区

集
4 2 1 2 4 2 4 。4 1 2 

計

48 27 28 69 28 36 15 15 55 30 39 
有効

回
答

8 7 3 2 14 5 26 。7 3 5 
3 4 6 9 3 6 7 。3 3 % 
% % % % % % % % % % % 
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33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 

庫兵
大 手日

奈良 都京 滋賀
福 石

阜岐 伊賀
伊
尾張

静 長 富
新潟
山
神奈
千
東尽
埼

阪 歌 井 JII 勢 j可 岡 野 山 梨 葉 玉
山 JII 

10 7 4 1 15 17 4 3 。4 15 6 6 1 7 1 5 1 10 4 9 4 

104 214 87 94 225 215 36 19 22 22 95 44 61 84 73 21 38 19 106 47 178 64 

9 3 4 l 6 7 11 15 。18 15 13 9 I 9 4 13 5 9 8 5 6 
6 3 6 l 7 9 1 8 。2 8 6 8 2 6 8 2 3 4 5 1 3 
% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % 

総
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 言十

ク二工b二 大 月長 長
佐賀
福
媛愛
南 山 広 岡 石 出 ，鳥

白 州 分 本 曲奇 岡 海 口 島 山 見 雪τ""量ξ 取

191 。3 1 2 2 1 5 1 3 3 1 1 1 5 2 

2700 10 24 21 30 21 40 104 28 16 46 32 11 15 24 20 

7 。12 4 6 9 2 4 3 18 6 3 9 6 20 10 
l 。5 8 7 5 5 8 6 8 5 I I 7 8 。
% % % % % % % % % % % % % % % % 

76 

「
3.
変
化
は
な
い
」
が
臼
%
、
「
2
.
減
っ
て
い
る
」
が
辺
%
、
「
1.
増

え
て
い
る
」
が
7
%
と
、
圧
倒
的
に
変
化
が
な
い
と
回
答
し
た
寺
院
が
多
い
。

し
か
し
、
「
増
え
て
い
る
」
に
対
し
、
「
減
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
寺
院

が
3
倍
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
百
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
昨
今
の

経
済
情
勢
の
影
響
も
否
定
で
き
な
い
が
、
お
葬
式
に
対
す
る
費
用
が
高
額
過
ぎ



る
と
い
う
よ
う
な
風
潮
や
小
規
模
化
す
る
お
葬
式
の
影
響
等
、
金
銭
的
な
要
因

だ
け
で
は
な
く
、
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
寺
院
の
運
営
を
鑑
み
る
と
「
2.
減
っ
て
い
る
」
の

辺
%
と
い
う
数
字
は
軽
視
で
き
な
い
。

「
変
化
は
な
い
」
が
臼
%
で
は
あ
る
が
、
「
減
っ
て
い
る
」
が
「
増
え
て
い
る
」

の
3
倍
の
数
値
で
あ
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。

「
減
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
多
い
の
は
、
岩
手
(
抑
制
%
)
、
石
川
(
位
%
)
、

北
海
道
第

(
4
%
)
、
鳥
取
(
却
%
)
、

の
各
教
区
で
あ
る
。
逆
に
伊
賀
教
区

で
は
「
減
っ
て
い
る
」
が
0
%
で
あ
る
。

一
方
、
「
増
え
て
い
る
」
と
の
回
答
が
多
い
の
は
、
秋
田
(
幻
%
)
出
雲
(
幻
%
)
、

南
海
(
四
%
)
、
伊
賀
(
日
%
)
、
伊
勢
と
石
川
(
日
%
)

の
各
教
区
で
あ
る
。

岩
手
と
岐
阜
は
「
増
え
て
い
る
」
が
0
%
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

(
日
)
の
「
布
施
の
相
談
の
有
無
」
と
、
「
お
布
施
の
増
減
」
の
ク
ロ
ス
集
計

も
試
み
た
が
、
両
者
の
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

*
法
話
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

(
げ
)
お
葬
式
(
枕
経
・
通
夜
・
葬
儀
式
・
出
棺
式
)
、
初
七
日
の
な
か
で
法
話

を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

4

・.+晶、，
l
l
 

2
.
い
い
-
え

第
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8
割
以
上
の
教
師
が
法
話
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
行
な
わ
な
い
と
い
う
回
答

が
日
%
存
在
す
る
。
「
い
い
え
」
が
却
%
を
超
え
る
教
区
は
以
下
の
教
区
で
あ
る
。

月長 メ良河又ミ 京 大 福 伊 尾 和
本 都 阪 岡 勢 州 張 歌
教 教 教 教 教 教 教 教 山
区 区 区 区 区 区 区 区 教

，邑」ー・
区

自奇

鹿
児
島

縄沖

20 20 21 22 22 23 25 34 35 。2 8 。l 2 。l 6 
% % % % % % % % % 

こ
こ
に
は
五
重
相
伝
の
開
娃
率
が
高
い
近
畿
セ
ン
タ
ー
の
6
教
区
の
中
、
滋

賀
教
区
(
日
%
)
と
兵
庫
教
区
(
8
%
)
を
除
く
4
教
区
が
含
ま
れ
て
い
る
。

九
州
地
方
で
も
五
重
相
伝
の
開
娃
率
は
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、

三
州
、
福
岡
、

熊
本
の

3
教
区
に
高
い
数
値
が
出
て
い
る
事
が
分
か
る
。
す
で
に
教
化
が
行
き

届
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
お
葬
式
で
は
法
話
を
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え

る
地
域
的
特
徴
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
お
葬
式
の
際
の

5
1
m分

程
度
の
お
話
は
「
法
話
」
の
範
障
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と

も
類
推
さ
れ
る
。

し
か
し
、

平
成
四
年
目
月
1
平
成
初
年
3
月
末
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
第
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6
回
宗
勢
調
査
に
お
い
て
、
「
住
職
は
法
話

・
説
教
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
」

の
質
問
に
対
し
て、

ロ
・
ロ
%
の
ご
住
職
が
「
法
話

・
説
教
は
行
な
わ
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。
ま
た
所
属
教
師
に
対
す
る
同
じ
質
問
で
は
お

・
%
%
が
「
法

話

・
説
教
は
行
な
わ
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
質
問
は
お
葬
式
で
の
法
話

に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
日
常
の
教
化
と
し
て

法
話
を
行
な
わ
な
い
住
職
が
こ
れ
だ
け
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ー一
合
M

一
一す
一

一ま
一:
 

一
'
L
W

町

一て
一

一
つ
一

一日行
一

王
宮
一

正
E
-

一
・
吉
岡
-

一法
一

自

84% 
(2280人)

NA 
1% 
(17人)

官
・

.

4

品、-
i
L
 と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
し、
。固 はい

固 いいえ

法
話
の
な
か
で
、
お
葬
式
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
ま
す

か
。
重
点
を
置
く
順
番
に
三
つ
以
内
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

8
.
を
お
選
び
の
場
合
は
第
1
位
の
枠
に
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
故
人
と
の
別
れ

2
.
故
人
の
冥
福
を
い
の
る

3
.
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る

4
.
故
人
を
引
導
し
極
楽
往
生
を
薦
め
る

5
.
故
人
が
家
の
先
祖
に
な
る
た
め
の
初
め
の
儀
式

6
.
故
人
が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
最
後
の
機
会

7
.
そ
の
他
(

8.
法
話
は
し
て
い
る
が
、
お
葬
式
の
意
味
は
説
明
し
て
い
な
い

N 8 7 6 5 4 3 2 1 
A 

いな葬式話法 そ 現す放人 めた故人 薦を故人 める残さ 故 故σコ 人 人
し、σコは; 他 るカf のが めを れ の と

意味てし 最後分自
初家 る引導 遺族

福冥を
。コ

めの 日リ
はい のら の祖先 し の れ

説明がる 機会さし 要柱
'をし、
し、

儀式に の
し 表を な 慰 る
てお る

19 297 83 20 22 800 191 370 466 
l 
位

10 39 26 73 300 586 611 258 2 位

83 7l 59 104 322 569 294 237 3 位

994 398 17l 316 3322 2314 2626 2151 ℃ O ロp-aト-

こ
の
結
果
を
み
る
と
「
故
人
を
引
導
し
極
楽
往
生
を
薦
め
る
」

(
3
3
2
2
p
)

以
下
、
「
故
人
の
冥
福
を
い
の
る
」

(2
6
2
6
P
)
、
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を

慰
め
る
」

(
2
3
1
4
P
)
、「故
人
と
の
別
れ」

(2
1
5
1
p
)
と
続
く
。
「
極

楽
往
生
」
「
冥
福
を
い
の
る
」
と
い
っ
た
宗
教
的
意
味
の
方
が
、
「
故
人
と
の
別
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れ
」
と
い
う
告
別
の
意
味
よ
り
も
上
位
と
な
っ
た
結
果
は
、
順
当
と
言
え
よ
う
。

こ
の
設
問
は
「
お
葬
式
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
」
説
い
て
い
る
か
だ
っ
た
が
、

「
お
葬
式
の
意
味
」
に
つ
い
て
は
説
い
て
い
な
い
と
い
う
回
答
が
9
9
4
P
あ

る
こ
と
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
は
3

位
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
喪
主
の
立
場
で
わ
ず

か
1
%、
自
分
の
場
合
で
も
3
%と
極
め
て
低
い
事
で
あ
る
。
教
師
の
思
い
と

裏
腹
に
、
檀
信
徒
は
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど

意
味
を
置
い
て
い
な
い
。

(げ

)
|
2

亡
く
な
っ
た
方
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す

か
。
重
点
を
置
く
順
番
に
3
つ
以
内
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

7
.
を
お
選
び
の
場
合
は
第
1
位
の
枠
に
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
極
楽
で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
し
て
い
る

2
.
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
る

3
.
家
族
な
ど
を
見
守
っ
て
い
る

4
.
家
の
先
祖
と
な
り
子
孫
・
家
を
守
る

5
.
死
ん
だ
ら
何
も
無
く
な
る

6
.
そ
の
他
(

7
.
特
に
説
明
し
て
い
な
い

第

1
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N 7 6 5 4 3 2 1 
A 
特 そ 死 家を家の る家族な 安ら 修行し極楽での ん

説明
他 だ

見守る祖先と
台、

ら ど
てい仏と

し
何も を 眠

て な
見τ .... 丁『・
-つ るな

u、
なく
子孫り

て る
な -っ し、 た
u、 な て る め

る "、

22 121 71 2 155 352 103 1447 
1 
位

6 24 3 409 1150 154 180 2 {立

11 59 2 826 290 119 197 3 位

386 320 14 2109 3臼6 736 4898 宮ロ

亡
く
な

っ
た
方
の
存
在
に
つ
い
て
総
合
ポ
イ
ン
ト
で
見
る
と
、

「
1.
極
楽

で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
し
て
い
る
」

(4
8
9
8
p
)、
次
い
で

「
3
.
家
族

な
ど
を
見
守
っ
て
い
る
」

(3
6
4
6
p
)、「
4.
家
の
先
祖
と
な
り
子
孫

家
を
守
る
」

(
2
1
0
9
p
)
と
な
っ
て
い
る
。

(口
)
|
ー
の
お
葬
式
の
意
味
で
は
低
い
数
値
し
か
な
か

っ
た

「故
人
が
家

の
先
祖
に
な
る
た
め
の
初
め
の
儀
式
」
だ
が
、
故
人
の
存
在
を
問
う
こ
の
質
問

で
は
、

「
家
の
先
祖
と
な
り
子
孫
・

家
を
見
守
る
」
が
意
外
に
も
高
い
位
置
に

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

1
位
と
し
た
教
師
の
回
答
は

1
5
5
ポ
イ
ン
ト
と
多

く
は
な
い
。
し
か
し

2
位
と
な
る
と

4
0
9
ポ
イ
ン
ト
、

3
位
に
な
る
と
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8
2
6
ポ
イ
ン
ト
と
高
く
な
る
。
こ
の
質
問
で
「
極
楽
で
仏
と
な
る
た
め
に
修

行
し
て
い
る
」
を
1
位
と
し
て
選
ん
だ
回
答
者
が
、

2
位
、

3
位
に
何
を
選
択

し
た
か
を
見
て
み
る
と
選
択
肢
「
1
.
極
楽
で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
し
て
い

る
」
「
3.
家
族
な
ど
を
見
守
っ
て
い
る
」
「
4.
家
の
先
祖
と
な
り
子
孫
・
家

を
守
る
」
の
組
み
合
わ
せ
が
断
然
多
い
。
想
像
す
る
に
、

ひ
と
つ
の
法
話
の
中

で
「
極
楽
修
行
」
り
「
家
族
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
り
「
や
が
て
は
家

の
先
祖
と
な
り
、
子
孫
ま
で
見
守
る
」
と
い
っ
た
流
れ
で
話
を
組
み
立
て
、
そ

れ
ぞ
れ
を
説
い
て
い
る
と
い
ろ
事
・
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宗
義
の
上
か
ら
は
、
「
極
楽
で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
し
て
い
る
」
が
1
位

に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
遺
族
や
子
孫
を
見
守
る
存

在
で
あ
る
と
、
多
く
の
教
師
が
説
い
て
い
る
よ
う
だ
。
「
家
族
な
ど
を
見
守
つ

て
い
る
」
「
家
の
先
祖
と
な
り
子
孫
・
家
を
見
守
る
」
の
2
つ
を
ど
ち
ら
も
「
見

守
る
存
在
」
と
い
う
意
味
で
合
わ
せ
れ
ば
総
ポ
イ
ン
ト
数
5
7
5
5
ポ
イ
ン
ト

と
「
極
楽
で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
し
て
い
る
」
を
上
回
る
数
値
と
な
る
。
「檀

信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
故
人
の
存
在
を
問
う
質
問
に
お
%
の
檀
信
徒
が
「
見
守
つ

て
く
れ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
た
の
も
こ
こ
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(
八
木
英
哉
)

(
市
)
戒
名
の
意
義
や
授
け
た
戒
名
の
意
味
(
選
字
)
を
説
明
し
て
い
ま
す
か
。

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
説
明
し
て
い
る

2
.
尋
ね
ら
れ
た
場
合
は
説
明
し
て
い
る

3
.
ほ
と
ん
ど
説
明
し
て
い
な
い

80 

4
.
説
明
す
る
も
の
で
な
い
と
思
う
か
ら
説
明
し
て
い
な
い

1 

必
ず
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
説
明
し
て
い
る
」
が
臼
%、

ほ
と

尋
ね
ら
れ
た
場
合
は
説
明
し
て
い
る
」
が
却
%
、
「
3
.

次
い
で
「
2
.

て
い
る
。

ん
ど
説
明
し
て
い
な
い
」
が
6
%
と
、

9
割
の
寺
院
で
戒
名
に
つ
い
て
説
明
し

一
方
「
4.
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
説
明
し
て
い
な

い
」
と
の
回
答
も
1
%
あ
っ
た
。
な
お
、
教
区
に
よ
る
回
答
の
傾
向
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
平
成
口
年
に
実
施
し
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
戒
名
を

希
望
せ
ず
俗
名
で
良
い
と
す
る
人
が
ロ
%
い
た
。
こ
の
戒
名
を
希
望
し
な
い
理

由
を
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
「
戒
名
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
(
却
%
)

で
あ
り
、
「
戒
名
を
つ
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら
」
(
時
%
)
と
い
う
、

金
銭
的
理
由
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
戒
名
の
意
味
(
選
字
)
に

関
し
て
は
、
説
明
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

口亘豆函E

自

53% 
(1439人)

圃必ず、もしくはほとんどの

場合は説明している

園尋ねられた場合は説明して
し、る

ほとんど説明していない

説明するものでないと思う

から説明していない

回
国



が、

仏
弟
子
と
し
て
授
戒
を
す
る
と
い
う
戒
名
の
意
義
に
関
し
て
、
広
く
説
明

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
貴
寺
院
で
は
近
年
、
五
童
相
伝
・
授
戒
会
以
外
の
生
前
戒
名
授
与
(
逆
修
)

に
変
化
は
み
ら
れ
ま
す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
増
え
て
い
る

2
.
減
っ
て
い
る

3.
変
化
は
な
い

4
.
五
童
相
伝
・
授
戒
会
以
外
で
の
生
前
戒
名
授
与
は
行
な
わ
な
い

5
.
生
前
に
戒
名
授
与
は
行
な
わ
な
い

-
位
は
「
3.
変
化
は
な
い
」
の
臼
%
、
次
い
で
「
4.
五
重
相
伝

・
授
戒

会
以
外
で
の
生
前
戒
名
授
与
は
行
わ
な
い
」
が
凶
%
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
1.

増
え
て
い
る
」

7
%
、
「
2.
減
っ
て
い
る
」
5
%
と
、
増
減
に
関
し
て
は
ほ

と
ん
ど
差
が
な
い
。

一
方
、
「
5

生
前
に
戒
名
授
与
は
行
わ
な
い
」
が
叩
%

で
あ
っ
た
。

「
1.
増
え
て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
教
区
ご
と
に
分
け
て
見
る
と
、
岡
山

(幻
%
)
、
岩
手
と
秋
田
(
加
%
)、
東
京

(四

%
)
が
高
い
数
値
を
示
し
て
い
た
。

次
の

(却
)

の
質
問
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
教
区
は
い
ず
れ
も
「
生
前
戒
名
の

重
要
性
を
説
い
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
生

前
戒
名
授
与
の
必
要
性
を
積
極
的
に
説
い
て
い
る
こ
と
が
生
前
授
戒
の
増
加
に

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
東
京
に
お
い
て
は
、

都
市
部
の
傾
向
と
し
て
見
ら
れ
る
「
自
分
が
死
ん
だ
時
に
、
子
供
に
迷
惑
を
掛

け
た
く
な
い
」
と
い
う
親
子
間
で
の
遠
慮
の
意
識
が
理
由
で
、
生
前
に
戒
名
を

受
け
て
お
く
こ
と
が
増
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

「
4
.
五
重
相
伝
・
授
戒
会
以
外
で
の
生
前
戒
名
授
与
は
行
わ
な
い
」

と
い

う
回
答
は
、
滋
賀

(却

%
)、
奈
良
(
訂
%
)

で
高
い
数
値
を
示
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
五
重
相
伝
会
の
開
鑑
率
が
両
教
区
に
お
い
て
高
い
と
い
う
こ
と
を
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
5
.
生
前
に
戒
名
授
与
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
消
極
的
な
回
答
が

叩
%
あ
っ
た
。
生
前
に
戒
名
を
頂
き
仏
弟
子
と
し
て
日
々
を
過
ご
す
こ
と
こ
そ

念
仏
者
の
模
範
的
な
あ
り
方
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て

1
割
に
も
及
ぶ
否
定

的
な
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
な
結
果
と
い
え
よ
う
。

一与
一

一授
一

一名
一

一戒
一

一品別
一

一生
一20 

貴
寺
院
で
は

生
前
戒
名

の
重
要
性
を
説
l、
tr圃 増えている
い園 減っている

ま回 変化はない

す園五童相伝・ 綬戒会以外での

4; 生前戒名授与は行なわない
(園 生前に戒名擦与は行なわな

つ
だ

け
お
答
え
く
だ
さ
い
)
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「
1.
は
い
」
が
お
%
、
「
2

い
い
え
」
が
侃
%
で
あ
っ
た
。
教
区
別
に
見

る
と
、
「
は
い
」
が
高
い
教
区
は
、
青
森
(
日
%
)
、
秋
田
(
訂
%
)
、
岡
山
(
必
%
)
、

栃
木

(制
%
)
、
兵
庫
(
必
%
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
い
い
え
」
が
高
い

教
区
は
、
山
梨
(
卯
%
)
、
岐
阜
(
筋
%
)
、
鳥
取
(
お
%
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
年
代
別
に
み
て
も
、
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
項
に
お
い
て
も
述
べ

た
が
、
念
仏
者
と
し
て
生
前
に
戒
名
を
頂
く
こ
と
は
、
信
仰
生
活
に
お
い
て
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
を
積
極
的
に
説
き
、
理
解
さ
せ
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
、
檀
信
徒
の
信
仰
を
深
め
る
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
各
寺
院

は
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

|:生前戒名の重要性の鋭朗 |

NA 
1% 

(32人)

-え

ま

い
回
目

(
幻
)
貴
寺
院
で
は
近
年
、
戒
名
の
院
号
や
位
号
(
居
士
・
大
姉
、
信
士
・
信

女
な
ど
)
に
対
す
る
檀
信
徒
の
希
望
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
か
。

(1
つ

だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.

こ
れ
ま
で
の
位
号
よ
り
高
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
檀
信
徒
が
増
え
て
い

82 

る

2
.
こ
れ
ま
で
の
位
号
よ
り
低
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
櫨
信
徒
が
増
え
て
い

る

3
.
変
化
は
な
い

4
.
そ
の
他
(

こ
の
設
問
も
、
戒
名
に
対
す
る
檀
信
徒
の
意
識
の
変
化
を
見
る
も
の
で
あ
る
。

菩
提
寺
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
る
戒
名
は
、
こ
れ
ま
で
菩
提
寺
と
の
関
わ
り
ゃ
地

域
社
会
に
お
け
る
地
位
や
貢
献
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
近
年
、
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
が
希
薄
化
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
な

地
位
や
金
銭
的
な
要
因
に
よ
っ
て
位
号
を
高
く
、
あ
る
い
は
低
く
し
て
ほ
し
い

と
い
う
希
望
が
寺
院
に
寄
せ
ら
れ
る
と
い
、
っ
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
剖
%
と
い
う
多
く
の
回
答
者
が
希
望
の
変
化
が

な
い
と
回
答
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
祖
父
母
・
父
母
と
同
じ
位
号
を

求
め
る
人
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
位
号
を
変
え
て
ほ
し
い
と
希
望

す
る
檀
信
徒
の
割
合
を
見
る
と
、
「
低
く
し
て
ほ
し
い
」
は
8
%
、
「
高
く
し
て

欲
し
い
」
は
5
%
で
あ
り
、
「
低
く
し
て
ほ
し
い
」
が
や
や
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
「高
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
回
答
の
比
率
が
高
い
教
区
は
、
秋
田

(幻
%
)
、

山
口
と
出
雲

(
口

%
)
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
低
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
回



答
の
比
率
が
高
い
教
区
は
、
群
馬
(
沼
%
)
、
静
岡
(
担
%
)

れ
ら
檀
信
徒
か
ら
の
希
望
は
、
経
済
的
状
況
や
社
会
的
な
意
識
の
変
化
の
ほ
か

で
あ
っ
た
。
こ

に
、
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
伝
統
的
に
戒
名

授
与
に
対
す
る
布
施
の
習
慣
が
な
い
地
域
や
、
地
域
の
人
々
ほ
ぼ
す
べ
て
に
院

号
を
授
与
す
る
地
域
が
あ
る
な
ど
、
戒
名
に
関
す
る
慣
習
や
意
識
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

|位号の希望の変化 |

これまでの位号より高くし
てほしいという檀信徒が培
えている
これまでの位号より低くし
てほしいという値信徒が増
えている
変化はない
その他

圃

固

回
目

NA 
0.7% 
(18人) 圃

5% 
(147人)
園8%
人)

(
泣
)

貴
寺
院
で
は
近
年
、

俗
名
の
ま
ま
で
の
お
葬
式
の
希
望
は
増
え
て
い
ま

す
か
。
(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

は
別
と
し
ま
す
。)

(
※
俗
名
で
の
お
葬
式
の
是
非

は
し、

2 

い
い
・
え

は
い
」
、
つ
ま
り
「
俗
名
の
ま
ま
で
の
お
葬
式
の
希
望
が
増
え
て
い
る
」

1 

と
い
う
回
答
が
3
%
と
少
な
か
っ
た
。
少
な
い
な
が
ら
も
こ
の
数
値
が
比
較
的

高
い
教
区
は
、
茨
城
叩
%
、
東
京
9
%
、
神
奈
川
8
%
、
埼
玉
と
千
葉
が
6
%

と
関
東
首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
檀
信
徒
ア
ン

第

1
章

デ
ー
タ
分
析
編

(9)あなたは、戒名を希望しますか (檀信徒アンケートより)

東京・神奈川

|俗名でのお葬式の希望の増加 |

まだ分からない

複数回答

NA 

回
目
固

戒名を希望する

すでに戒名を持っている

生前の名前 (俗名)のままでよい

田
園
固

圃はい

固いいえ
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ケ
l
ト
」
で
は
、
自
分
の
お
葬
式
の
際
に
は
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
人

が
ロ
%
で
あ
り
、
と
く
に
こ
の
数
値
を
東
京
教
区
・
神
奈
川
教
区
に
限
っ
て
み

る
と
口
%
に
も
上
昇
す
る
。
つ
ま
り
、
全
国
平
均
に
比
べ
る
と
関
東
首
都
圏
で

は
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
人
が
多
く
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
こ
の

よ
う
な
檀
信
徒
の
意
識
が
裏
付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

1
・
ま
い

と
回
答
し
た
人
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

(泣

)
|
1

そ
の
理
由
は
以
下
の
う
ち
の
ど
れ
が
最
も
多
い
と
思
い
ま
す
か
。

(
1
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

1
.
戒
名
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら

2
.
戒
名
を
捜
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら

3
.
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら

4
.
後
に
書
提
寺
で
戒
名
を
つ
け
て
も
ら
う
予
定
で
い
る
か
ら

5.
そ
の
他
(

そ
の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
、

「俗
名
の
ま
ま
で
の
お
葬
式
の
希
望
は
増
加

し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
は
全
体
で

ω票
と
少
数
で
あ
り
分
析
す
る
数
値
と
し

て
は
問
題
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
参
考
数
値
と
し
て
報
告
す
る
。「
1.
戒
名

の
意
味
が
見
出
せ
な
い
か
ら
」
と
考
え
る
人
が
お
%
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
2

戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
価
で
あ
る
か
ら
」
が
四
%
、
「
4.
後
に
菩
提

寺
で
戒
名
を
つ
け
て
も
ら
う
予
定
が
あ
る
か
ら
」
が
四
%
「
3

生
前
の
名
前

い
て
も
、
や
は
り
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」

に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」
が
口
%
で
あ
る
。
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お

一
番
の
理
由
は
「
戒
名
の
意
味
が
見

84 

出
せ
な
い
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
檀
信
徒
に
対
し
て
、
戒
名

の
意
義
を
説
く
重
要
き
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

|俗名を希望する理由|お
わ
り
に

(
名
和
清
隆
)

圃戒名の意味を見いだせない

から

園戒名を授けてもらうのが高

額であるから

園生前の名前に思い入れがあ

るから

国後に菩提寺で戒名をつけて

もらう予定でいるから

固その他

「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
お
葬
式
の
実
態
」

と
し
て
は
、
枕
経
と
通
夜
の
実
施
に
関
し
て
は
、
大
き
な
変
化
を
見
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
葬
儀
に
あ
た
っ
て
の
出
仕
僧
侶
の
人
数
が
、
全
国
的
に
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
檀
信
徒
側
か
ら
の
要
望

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
お
葬
式
を
縮
小

化
し
た
「
家
族
葬
」
に
関
し
て
も
、
大
都
市
圏
だ
け
で
な
く
地
方
の
過
疎
や
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
な
地
域
で
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
よ



う
な
通
夜
、
葬
儀
を
行
わ
な
い
、
炉
前
で
の
回
向
に
関
し
て
は
、
全
国
的
に
は

わ
ず
か
で
あ
る
が
、
特
に
東
京
に
お
い
て
は
、
こ
の
数
値
が
急
激
に
増
加
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
戒
名
に
関
し
て
は
、
そ
の
位
号
を

低
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
回
答
や
俗
名
の
ま
ま
の
お
葬
式
を
希
望
す
る
回
答
も

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
金
銭
的
な
問
題
以
上
に
、
戒
名

の
意
味
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
今
回
明
確
と
な
っ
た
。

次
に
「
お
葬
式
か
ら
見
え
る
死
生
観
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
檀
信
徒
ア

ン
ケ

l
ト
」
か
ら
も
お
葬
式
の
意
味
に
つ
い
て
告
別
の
意
識
が
非
常
に
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
を
説
か
な
い
と
い
う
数
値
が
9
9
4
P
と
高
く
、
僧

(6
)
 

侶
側
が
十
分
な
対
応
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
法
話
に

お
い
て
も
お
葬
式
を
「
故
人
と
の
別
れ
」
と
説
く
数
値
も
高
く
、
こ
の
こ
と
が

檀
信
徒
が
葬
儀
式
を
告
別
式
と
混
同
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
僧
侶
が
執
り
行
う
葬
儀
式
と
告
別
式
と
の
意
味
付
け
を
僧
侶
自
身

が
も
う

一
度
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
死
後
の
故
人
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
、
「
安
ら
か
に
眠

っ
て
い
る
」
や
、
少
数
で
は
あ
る
が
「
死
ん
だ

ら
何
も
な
く
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
法
話
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
招
く
よ
う
な
法
話
を
す
る
こ
と
が
、
よ
り

一
層
檀

信
徒
の
お
葬
式
や
僧
侶
不
要
論
を
加
速
さ
せ
る

一
因
と
な
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
我
々
僧
侶
は
、
檀
信
徒
に
正
し
く
お
葬
式
の
意
味
を
伝

ぇ
、
さ
ら
に
は
浄
土
宗
の
檀
信
徒
と
し
て
故
人
の
死
後
の
あ
り
方
に
関
し
て
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
法
話
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、

僧
侶
は
宗
義
の
正
し
い
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る

(
和
田
典
善
)

共
同
執
筆
者
/
大
蔵
健
司
・
名
和
清
隆
・
八
木
英
哉
・
和
田
典
善

(1
)
設
問
(8
)か
ら

(9
)

(2
)
設
問
(U
)か
ら
(ロ
)

(3
)
設
問
(日

(4
)
設
問
(凶
)

(5
)
設
問
(凶
)か
ら
(
辺
)

(6
)
設
問
(口
)1
1
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檀
信
徒
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識

は
じ
め
に
当
研
究
班
以
外
の
機
関
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
。

読
売
新
聞
社
が
平
成
初
年
5
月
口
日
か
ら
凶
日
に
行
な
っ
た
「
年
関
連
続
世

日
本
人
」
の
「
宗
教
観
」
に
関
す
る
調
五
に
よ
れ
ば
、
何
か
の
宗
教

論
調
査

を
信
じ
て
い
る
人
は
全
体
の
お
・
1
%
で
、
逆
に
信
じ
て
い
な
い
人
は
冗
・
9
%

に
及
ぶ
と
一言尽つ
。
「
あ
な
た
は
死
ん
だ
人
の
魂
は
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。」

と
の
質
問
で
の
回
答
は
、

「消
滅
す
る
」
が
口
・
6
%
、
「
魂
は
存
在
し
な
い
」

が
9
・
0
%
で
、
合
わ
せ
て
お
・
6
%
が
、
死
者
が
何
ら
か
の
形
で
存
続
す
る

事
を
否
定
す
る
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。
回
答
者
自
身
の
葬
式
に
つ
い
て
「
葬
式

は
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
、
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
と
も
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。」

の
質
問
に
は
8
・
1
%
が
「
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
」
と
答
え
、
「
形
式
に
と
ら

わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
は
実
に
お
・
1
%
に
及

ん
で
い
る
。
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ま
た
朝
日
新
聞
社
が
平
成
辺
年
9
月
か
ら
叩
月
に
か
け
て
行
な
っ
た
「
死
生

観
」
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
に
も
同
様
の
質
問
が
あ
る
。
「
あ
な
た
は
、
こ
の

世
と
は
違
う
死
後
の
世
界
や
「
あ
の
世
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
「
あ
の
世
」

は
な
い
と
思
い
ま
す
か
。」
と
の
質
問
に
必
%
が
「
な
い
と
思
う
」
と
答
え
、
「
あ

る
と
思
う
」
の
却
%
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
死
後
に
霊
魂
が
残
る
と
思
う
か

と
の
質
問
で
も
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
が
必
%
、
「
霊
魂
が
残
る
」
が
必
%
と
、

死
者
の
霊
魂
が
死
後
も
存
続
す
る
事
を
否
定
す
る
回
答
の
比
率
は
相
当
に
高

ぃ
。
回
答
者
自
身
の
葬
儀
に
つ
い
て
も
当
然
こ
の
影
響
が
顕
れ
る
。
自
分
の
葬

儀
を

「し
な
く
て
も
よ
い
」
と
お
%
が
答
え
、
そ
の
形
式
に
つ
い
て
の
質
問
で

も
「
宗
教
色
を
抜
い
た
形
式
に
し
て
ほ
し
い
」
が
制
%
と
、
「
な
ん
ら
か
の
宗

教
に
基
づ
い
た
形
式
に
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
た
回
答
の
4
%
を
遂
に
上
回
つ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
宗
教
者
と
し
て
は
危
機
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
数
値
で

あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
調
査
で
は
「
あ
な
た
に
は
、
家
族
の
葬
儀
や
追
悼
行
事

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
宗
教
者
(
僧
侶
・
牧
師
・
神
父
な
ど
)
が
い
ま
す
か
。」



と
の
質
問
が
あ
る
が
、

い
る
と
答
え
た
人
は
お
%
に
過
ぎ
な
い
。
6
割
以
上
の

方
は
、
葬
儀
や
追
悼
行
事
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ
う
な
宗
教
者
と
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
浄
土
宗
の
檀
信
徒
は
現
在
「
お
葬
式
」
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
捉
え
、

ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
平
成
口
年
9
月
に
当
研
究
班
が
実
施

し
た
檀
信
徒
対
象
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
(
以
下
、
「
檀
信
徒
ア

ン
ケ
l
ト
」
と
略
す
)
と
、
平
成
幻
年
3
月
に
実
施
し
た
「
お
葬
式
に
関
す
る

寺
院
対
象
(
以
下
、
「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
略
す
)
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
て
来
た
「
檀
信
徒
の
お
葬
式
に
対
す
る

意
識
」
に
関
す
る
事
柄
を
報
告
し
た
い
。
な
お
紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
こ
で
は
、

全
教
区
の
結
果
を
中
心
と
す
る
。
教
区
や
地
域
に
よ
る
特
性
は
第

一
章
を
ご
覧

頂
き
た
い
。
ま
た
年
代
差
や
性
差
に
よ
る
檀
信
徒
の
意
識
の
違
い
な
ど
は
事
項

以
降
に
譲
る
。

{
自
分
の
お
葬
式
は
し
て
ほ
し
い
か
】

冒
頭
の
読
売
新
聞
の
調
査
に
あ
る
、
自
分
の
お
葬
式
を
「
葬
式
は
形
式
に
と

ら
わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
、

そ
う
は
思
い
ま

せ
ん
か
、
そ
れ
と
も
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問

へ
の
回
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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-
位
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

必
・
5

%

2
位
「
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
」
お

・
1

%

3
位
「
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
」

8
・
1
%

4
位
「
答
え
な
い
」

4
・
3
%

浄
土
宗
の
檀
信
徒
は
ど
う
か
。
以
下
が
当
研
究
班
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

-
位
「
必
ず
し
て
ほ
し
い
」

54 
% 

2
位
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」

34 
% 

3
位
「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」

7 
% 

4
位
「
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」

3 
% 

5
位
「
無
回
答
」

1 
% 

5
位
「
そ
の
他
」

1 
% 

「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
者
は
、
平
成
元
年
以
降
に
喪
主
を
努
め
た

浄
土
宗
の
檀
信
徒
で
、
ご
住
職
を
通
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ

る
程
度
菩
提
寺
と
近
し
い
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
方
々
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方

読
売
新
聞
の
調
査
対
象
は
性
別
年
齢
を
問
わ
な
い
不
特
定
多
数
を
対
象
と
し
て

い
ヲ
心
。

読
売
新
聞
の
調
査
で
は
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
必

・
5
%
が
無
宗
教
で
な

い
葬
式
を
望
む
意
見
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
檀
信
徒
は
1
位
と
2
位
を
合
わ
せ
て
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∞
∞
%
が
「
必
ず
」
も
し
く
は
「
で
き
れ
ば
」
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
。

読
売
新
聞
の
調
査
で
「
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
」
と
明
確
に
否
定
し
た
回
答

が
幻
%
な
の
に
対
し
て
、
檀
信
徒
の
全
教
区
平
均
は
3
%
で
あ
る
。
し
か
し
、

特
に
東
京
・
神
奈
川
の

2
教
区
で
は
明
確
な
否
定
意
見
が
8
%
と
、
読
売
新
聞

の
調
査
と
ほ
ぼ
同
数
値
が
出
た
。
近
年
喪
主
を
務
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
う

し
た
結
果
が
顕
れ
る
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
身
が
経
験

し
た
お
葬
式
に
価
値
を
見
出
せ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
不
満
を
持
つ

て
い
る
意
識
の
顕
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
ま
だ
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
不
確
定
的
な
意
見
も
7
%
あ
る
。

【
お
葬
式
を
望
ま
な
い
理
由
】

浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
中
で
、
自
分
の
お
葬
式
を
「
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な

い
」
そ
の
理
由
上
位
3
位
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
位
「
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら
」

58 
% 

2
位
「
お
葬
式
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」

21 
% 

3
位
「
費
用
が
高
い
か
ら
」

8 
% 

金
銭
的
な
理
由
が
高
い
位
置
に
上
る
か
と
予
想
さ
れ
た
が
、
実
際
は
3
位
で

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
「
お
葬
式
に
意
味
を
見
い
だ

せ
な
い
か
ら
」
も
ま
た
高
い
比
率
を
占
め
そ
う
だ
が
、
意
外
に
も
第
1
位
は
「
遺

族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら
」
で
6
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
東
京
・
神

奈
川
で
は
白
%
と
更
に
高
い
。
自
ら
が
喪
主
を
務
め
た
経
験
か
ら
、
遺
族
の
身

88 

心
の
負
担
を
軽
減
し
て
や
り
た
い
と
い
う
「
思
い
や
り
」
か
ら
か
、
あ
る
い
は

家
族
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
て
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、
悪
く
言
え
ば
「
世

話
に
な
り
た
く
な
い
」
間
柄
で
あ
る
か
な
ど
が
具
体
的
な
理
由
だ
ろ
う
か
。

2
位
の
「
お
葬
式
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
が
2
割
を
超
え
て
い
る

事
も
見
逃
せ
な
い
。
儀
式
の
執
行
や
法
話
の
内
容
な
ど
、
僧
侶
の
職
分
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
理
由
は
僧
侶
の
努
力
次

第
で
は
、
今
か
ら
取
り
除
く
事
の
出
来
得
る
部
分
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
「自

分
の
時
も
あ
の
人
に
引
導
を
渡
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
感
じ
て
頂
け
る
お
葬
式

を
、
ど
な
た
の
お
葬
式
で
も
執
行
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
、
今
一
度
問
い
直
す

時
が
来
て
い
る
。

【
ど
ん
な
お
葬
式
を
望
む
か
}

自
分
の
お
葬
式
を
「
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
答

え
た
方
へ
の
質
問
「
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
を
望
み
ま
す
か
。」

の
結
果
で
あ
る
。

-
位
「
僧
侶
を
招
い
た
家
の
宗
旨
で
あ
る
浄
土
宗
の
葬
式
」

打

%
(
2
1
7
0
人
)

2
位
「
遺
族
に
ま
か
せ
る
」

回
%
(

5
1
2
人
)

3
位
「
自
分
の
希
望
す
る
宗
教
に
よ
る
葬
式
」

1
%
(
 

3
7
人
)



4
位
「
無
回
答
」

1
%
(
 

2
8
人
)

5
位
「
宗
教
色
の
な
い
お
別
れ
会
」

1
%
(
 

2
1
人
)

6
位
「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」

M
%
(
 
1

1
人
)

5
位
「
そ
の
他
」

ω
%
(
 

6
人
)

檀
信
徒
の
8
割
近
く
は
、
近
年
家
族
を
送
っ
た
時
と
同
じ
く
、
浄
土
宗
の
僧

侶
を
招
い
て
の
お
葬
式
を
希
望
し
て
い
る
。
地
域
的
に
は
「
五
重
相
伝
」
「
授

戒
会
」
の
開
娃
率
の
高
い
近
畿
セ
ン
タ
ー
で
は
担
%
と
更
に
高
く
、
東
京
、
神

奈
川
の
2
教
区
で
は
刀
%
と
全
教
区
よ
り
若
干
低
か
っ
た
。

ま
た
2
割
近
い
檀
信
徒
が
自
分
の
お
葬
式
の
形
を
「
遺
族
に
ま
か
せ
る
」
と

回
答
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
解
決
策
は
遺
族
へ
の
「
信
仰
の
継
承
」
を
図
る
事

で
あ
ろ
う
。
お
葬
式
の
際
の
教
化
の
あ
り
方
は
、
次
世
代
の
浄
土
宗
檀
信
徒
の

お
葬
式
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
と
心
得
て
、
真
剣
に
取
り
組
む
事
が
望
ま
れ
る
。

【
お
葬
式
の
意
味
】

回
答
者
が
喪
主
と
し
て
家
族
を
送
り
出
し
た
お
葬
式
で
の
、
最
も
大
き
な
意

味
を
尋
ね
た
質
問
の
上
位
3
位
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

-
位
「
故
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
」

33 
% 

2
位
「
故
人
と
の
別
れ
」

却
% 

3
位
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」

28 
% 
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上
位
3
位
は
ほ
ぼ
括
抗
し
た
結
果
で
あ
る
。
「
故
人
を
家
の
先
祖
に
す
る
儀

式
」
「
故
人
が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
最
後
の
機
会
」
と
い
っ
た
他
の
選
択

肢
は
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な
数
値
で
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
の
回
答

は
1
%
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
回
答
者
自
身
の
お
葬
式
の
意
味
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
以
下
の

よ
う
に
順
位
に
差
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

-
位
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」

43 
% 

2
位
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」

35 
% 

3
位
「
自
分
の
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う
」

11 
% 

家
族
を
送
る
場
合
に
対
し
て
、
自
分
が
送
ら
れ
る
側
の
場
合
は
、
言
わ
ば
「
告

別
式
」
的
意
味
合
い
に
重
き
を
置
く
人
が
増
え
て
い
る
事
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

「
極
楽
往
生
」
と
い
う
宗
教
的
意
味
よ
り
人
間
関
係
上
の
別
れ
の
儀
礼
の
意
味

が
優
先
さ
れ
る
と
い
ろ
事
・
で
あ
る
。

で
は
教
師
の
側
は
お
葬
式
の
意
味
を
ど
の
よ
う
な
重
点
順
位
で
伝
え
て
い
る

か
を
、
「
寺
院
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
回
答
は
第
1
位
か
ら

3
位
ま
で
を
重
点
を
置
く
順
に
選
択
す
る
方
法
を
取
っ
た
為
、
第
1
位
に
3
ポ

イ
ン
ト
、
第
2
位
に
2
ポ
イ
ン
ト
、
第
3
位
に
1
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、
総
合
ポ

イ
ン
ト
数
で
の
比
較
と
す
る
。
(
以
下
ポ
イ
ン
ト
は
P
で
表
示
す
る
)
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-
位
「
故
人
を
引
導
し
、
極
楽
往
生
を
薦
め
る
」

つd
q
J
q
L
q
L
D
l

2
位
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」

つ臼
F
o
q
L
n
b
P
A

3
位
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」

2
3
1
4
P
 

4
位
「
故
人
と
の
別
れ
」

2
1
5
1
p
 

教
師
は
上
の
よ
う
な
順
で
比
重
を
置
い
て
お
葬
式
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
。

檀
信
徒
の
意
識
と
比
べ
て
、
「
残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
に
重
き
を
置

い
て
い
る
の
が
特
徴
と
言
え
る
。
し
か
し
、
檀
信
徒
が
家
族
の
お
葬
式
の
意
味

と
し
て
、
こ
れ
を
選
択
し
た
の
は
わ
ず
か
1
%
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
遺
族
に

と
っ
て
お
葬
式
の
中
心
は
、
故
人
そ
の
人
で
あ
り
、
自
分
の
為
の
儀
式
と
は
思
つ

て
い
な
い
と
い
、
ユ
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

{
死
後
の
存
在
}
家
族
の
場
合

「
故
人
の
霊
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す

か
。
」
の
質
問
に
は
、
檀
信
徒
の
お
%
と
圧
倒
的
多
数
が
「
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
」
、

言
わ
ば
守
護
的
存
在
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
前
述
の
読
売
新
聞
の

調
査
で
は
、
「
消
滅
す
る
」
「
魂
は
存
在
し
・
な
い
」
と
い
っ
た
故
人
の
死
後
の
存

続
や
、
魂
の
存
在
を
否
定
す
る
人
が
4
分
の
1
以
上
あ
り
、
朝
日
新
聞
の
調
査

で
は
、
魂
が
残
る
事
を
否
定
し
た
回
答
が
位
%
と
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
浄
土

宗
の
檀
信
徒
で
「
霊
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
答
え
た
人
は
全
教
区
で
は
1
%
で
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あ
り
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
中
四
国
の
5
教
化
セ
ン
タ
ー
で
は
O
%

で
あ
る
。
「
霊
」
と
か
「
魂
」
と
い
っ
た
形
で
は
な
い
に
し
て
も
、
遺
族
を
見

守
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
回
答
が
多
く
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
「
困
っ
た
時
に
助

け
て
く
れ
る
」
1
%
、
「
供
養
し
な
い
と
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
2
%
と
、

能
動
的
に
働
き
か
け
て
く
る
存
在
と
し
た
回
答
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
る
と

浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
約
9
割
は
、
亡
き
人
を
死
後
も
何
ら
か
の
形
で
遺
族
と
の

関
係
を
保
ち
続
け
ら
れ
る
存
在
と
認
識
し
て
い
る
。

【
死
後
の
存
在
}
自
分
の
場
合

で
は
自
分
の
場
合
は
ど
う
か
。
「
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
後
、
あ
な
た
の
霊
は
、

ど
こ
に
往
く
と
思
い
ま
す
か
。」
の
回
答
で
は
、
全
教
区
で
臼
%
が
「
極
楽
浄
土
」

を
選
ん
で
い
る
。
「
極
楽
浄
土
」
を
選
ん
だ
回
答
は
関
東
・
東
海
の
各
セ
ン
タ
ー

で
日
1
ω
%
と
若
干
低
い
も
の
の
、
北
海
道
や
九
州
で
は
7
割
を
超
え
る
。
こ

れ
は
教
師
が
説
い
た
通
り
受
け
取
っ
て
く
れ
た
檀
信
徒
の
層
と
見
て
良
い
。

し
か
し
、
故
人
(
家
族
)
の
存
在
を
問
う
た
時
「
霊
な
ど
存
在
し
な
い
」
は

1
%
と
ご
く
少
数
だ
っ
た
が
、
自
分
自
身
の
死
後
の
質
問
で
は
「
死
ん
だ
ら
何

も
な
く
な
る
」
が
ロ
%
と
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
ご
く
近
い
親
族
の
お
葬
式
で

喪
主
を
務
め
た
方
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
1
割
以
上
が
存
在
否
定
の
回
答
を
寄

せ
た
事
に
は
危
機
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。



【
葬
儀
式
の
ど
こ
が
重
要
か
}

檀
信
徒
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
の
次
の
質
問
「
あ
な
た
は
葬
儀
式
の
以
下
の
ど
の

部
分
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
」
で
は
、
ほ
ぼ

7
割
の
檀
信
徒
が
「
僧

侶
の
引
導

・
読
経
」
を
選
択
し
、
以
下
は
「
焼
香
」
8
%
、
「
出
棺
前
の
別
れ

の
花
入
れ
」
8
%
、
「
会
葬
者
へ
の
挨
拶
」
5
%
、
「
そ
の
他
」
3
%
と
、

2
位

以
下
が
皆
少
数
と
い
う
の
が
、
全
教
区
で
の
結
果
で
あ
る
。
近
畿
セ
ン
タ
ー
や

東
京
・
神
奈
川
の
よ
う
な
、
特
徴
の
出
や
す
い
エ
リ
ア
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果

s-
コ
:
。

手

/

て

手
J

【
戒
名
に
つ
い
て
}

「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
戒
名
を
希
望
す
る
か
を
問
う
質
問
で
は
、
全
教

区
で
は
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
日
%
、
「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
」
日
%
と
、

合
わ
せ
て
7
割
を
超
え
る
檀
信
徒
が
、
戒
名
肯
定
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
「ま

だ
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
未
確
定
層
も
日
%
あ
る
が
、
戒
名
授
与
に
対
し
て
理

解
を
示
し
て
い
る
層
は
ま
だ
厚
い
。
「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
」
人
は
五

重
相
伝
や
授
戒
会
に
参
J

加
し
て
い
る
ケ
1
ス
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。
最
も
高

い
の
は
近
畿
の
お
%
、
次
に
高
い
の
が
北
陸
の
回
%
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
教
化
の
進
ん
だ
地
域
に
お
い
て
も
他
の
セ
ン
タ
ー
同
様
「
生
前
の
名
前
の

ま
ま
で
良
い
」
と
の
回
答
が
約
1
割
存
在
す
る
。
東
京
・
神
奈
川
に
お
い
て
は
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ロ
%
に
上
る
。
で
は
そ
の
理
由
は
何
か
。
授
与
戒
名
が
高
額
だ
と
い
う
回
答
が

比
率
と
し
て
高
い
か
と
予
想
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
、
こ
れ
を
理
由
と
し
た
檀
信

徒
は
全
教
区
で
回
%
、
近
畿
セ
ン
タ
ー
で
四
%
、
東
京

・
神
奈
川
だ
け
が
却
%

と
高
い
数
値
だ
が
、
最
も
多
い
理
由
で
は
な
か
っ
た
。
最
も
回
答
が
多
か
っ
た

の
は
「
戒
名
の
意
味
を
見
出
せ
な
い
か
ら
」
の
却
%
な
の
で
あ
る
。
又
、
「
生

前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」
も
沼
%
と
高
い
。
こ
れ
も
、
生
前
の
名

前
以
上
の
思
い
入
れ
を
戒
名
に
は
見
出
せ
な
い
と
い
う
意
識
の
顕
れ
で
あ
ろ

λ
j

。や
は
り
僧
侶
の
側
と
し
て
は
、
選
字
の
意
味
も
含
め
た
戒
名
授
与
の
意
味
は

積
極
的
に
伝
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
時
間
に
制
限
の
あ
る
お
葬

式
の
時
だ
け
で
全
て
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
は
無
理
が
あ
る
。
お
葬
式

以
外
の
普
段
の
教
化
を
怠
れ
ば
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
中
で
も
「
お
葬
式
に
意

味
を
見
い
だ
せ
な
い
」
方
や
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
良
い
」
と
い
う
方
が
、

今
後
増
え
て
行
く
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。

{
法
話
に
つ
い
て
}

ま
た
法
話
に
つ
い
て
も
、
こ
ち
ら
が
意
図
し
た
ほ
ど
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
当
研
究
所
の
現
代
布
教
班
が
、
平
成
初
年
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
東
京
・
神
奈
川

・
埼
玉
・
千
葉
の
葬
儀
社
の
職
員
の
方
を
対
象
に
行
な
っ

た
「
葬
儀
に
お
け
る
法
話
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
で
は
、
「
客
観
的
に
み
て
、
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心
に
響
く
法
話
は
何
%
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
の
設
聞
を
し
た
。
そ
の
結

果
は
、
浄
土
宗
の
葬
儀
に
限
っ
た
事
で
は
な
い
が
、
「
剖
i
m
%
」
と
の
回
答

は
わ
ず
か
1
%
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の
訂
%
と
約
半
数
が
、
心
に
響
い
た
法
話

は
「
o
l
m
%
」
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
葬
儀
社
の
目
か
ら
見

た
感
想
で
は
あ
る
が
、
「
m
l
却
%
」
が
心
に
響
く
法
話
だ
っ
た
と
答
え
た
方

も
お
%
と
高
く
、
合
わ
せ
て

8
割
以
上
が
、
心
に
響
い
た
法
話
は
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
お
葬
式
全
体
の

4
割
に
満
た
な
い
と
回
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

僧
侶
は
儀
式
の
執
行
も
勿
論
な
が
ら
、
お
葬
式
の
意
味
を
理
解
し
て
頂
く
為

の
法
話
に
も
法
式
同
様
の
準
備
を
し
て
望
む
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の

よ
う
に
お
葬
式
の
現
場
だ
け
で
は
時
間
的
に
も
不
十
分
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
そ

の
下
地
と
な
る
教
化
を
行
き
渡
ら
せ
て
お
か
ね
ば
、
今
後
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒

の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
も
、
読
売
新
聞
社
や
朝
日
新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
示
す
よ
う
な
危
機
的
時
流
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
せ
め
て
浄
土
宗
に

縁
の
あ
る
檀
信
徒
が
こ
う
し
た
危
機
的
な
時
流
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ

う
、
積
極
的
に
お
葬
式
を
勤
め
る
事
の
意
義
や
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世

の
因
果
を
踏
ま
え
た
上
で
の
念
仏
往
生
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

し、。

(1) 
読
売
新
聞

率
臼
・

2
%
)

(2
)
 朝
日
新
聞

(3
)
 本
誌

(
4
)
 
本
誌
「教
化
研
究
」

h
a参
照

(
執
筆
者

(5) 

平
成
初
年
5
月
初
日
朝
刊
掲
載
(
個
別
訪
問
面
接
聴
取
法
、
回
収

平
成
辺
年
日
月
4
日
朝
刊
掲
載

(郵
送
法
、
回
収
率
何

%
)

第
1
章
第
1
節、

「教
化
研
究
」
恥
口
、

h
日
参
照

第
1
章
第
2
節、

「教
化
研
究
」
尚
幻
参
照
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2 

檀
信
徒
の
性
差
に
よ
る
お
葬
式
に

関
す
る
意
識
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
ら
れ
る
性
差
に
よ
る
お
葬
式
に
関

す
る
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
平
成
お
年
7
月
に
(
株
)
く
ら
し
の
友
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
以
下
、
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト
と
称
す
。)
を
活
用
し
、

そ
の
中
で
檀
信
徒
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
様
の
設
問
に
関
し
て
比
較
対
象

と
し
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
葬
式
を
必
ず
し
て
欲
し
い
か
の
問
い
で
は
、

「
必
ず
し
て
欲
し
い
」
、
「
で
き
れ
ば
し
て
欲
し
い
」
と
回
答
し
た
数
値
の
合
計
は
、

全
国
で
は
男
性
∞
∞
%
、
女
性
部
%
で
あ
り
、
男
女
と
も
に
多
く
の
方
は
、
お
葬

式
を
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
の
回
答
は
、

男
性
3
%
、
女
性
5
%
で
あ
り
、
こ
の
両
者
で
は
性
差
に
よ
る
、
あ
ま
り
大
き

な
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
「
し
て
ほ
し
く

な
い
」
と
の
回
答
が
男
性
6
%
に
対
し
、
女
性
日
%
と
そ
の
差
が
大
き
く
な
っ

た(1
)
被
災
地
の
葬
儀
に
あ
っ
て
ほ
し
い
「
火
葬
場
」
、
「
棺
」
、
「
遺
影
」
と
題
し
、
団
塊

世
代
の
葬
儀
観
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
よ
る
意
識
の
変
化
や
男
女
の

意
識
差
を
調
査
。
調
査
方
法
は

2
0
1
1
年

7
月
U
日
か
ら
日
日
首
都
圏

(1
都

6
県
)
在
住
の
男
女
で
、
団
塊
世
代

〈
1
9
4
7
(昭
和
沼
)
年
1
1
9
4
9
(
昭

和

M
)
年
生
ま
れ
〉

の
方
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
査
。
有
効

サ
ン
プ
ル
数
は

8
0
0
。
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。%
皇1%

肌'3%
ι0% _ ，---: 
~1% 恒必ずしてほしい
~1% 国できればしてほしい

皇1%Iロしてほしくない
% 同まだわからない
0，'-/0 I・その他
一一。1%I・複数回答
肌"0%同NA
~1 % ~一一一一
「一1%

~O% 

(男性)

E五出
..~ ..，'.; 院

調車】p 、、

~ 凹

トー

l%ー。
1包出。
l弘ー

、-、

自分のお葬式をしてほしいですか?

全教区

北海道

東北

関東

東海

北陸

近織

中四国

九州

東・神

ω0% 

自分のお葬式をしてほしいですか っ (女性) 1% 

全教区 。~2%

北海道 。%
。弘、 O~

東北 ~O% ロ必ずしてほしい2%， 
日~3%関東 -できればしてほしい

東海 1% 一1%ロしてほし くない
0'も1
!!"&3% 
ロまだわからない

北陸
D%i -そのイ也

近自陸 ~1% -複数回答
中四国 記" 0ち1%・NA

10/" rl 
1'b3% 九州

東・神 。%一日%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

80% 60% 40% 20% 0% 
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次
に
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
あ
な
た
の
希
望
す
る
お
葬
式
の
か
た
ち
を
問

う
た
と
こ
ろ
、
「
僧
侶
を
呼
ん
だ
浄
土
宗
の
か
た
ち
」
と
回
答
が
、
男
性
乃
%
、

女
性
ね
%
と
な
っ
て
い
る
。
「
遺
族
に
任
せ
る
」
と
回
答
は
、
男
性
口
%
、
女

性
辺
%
と
な
り
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
男
性
凶
%
、
女
性
却
%
と
都
市
部
の

女
性
で
は
、
「
遺
族
に
任
せ
る
」
と
の
回
答
が
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
あ
な
た
の
葬
儀
は
ど
う
い
う
も
の

で
す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
自
分
の
葬
儀
だ
か
ら
、
自
分
の
意
思
を
反
映
さ

せ
た
も
の
に
し
た
い
」
と
の
回
答
は
男
性
部
%、

女
性
問
%
で
あ
っ
た
。
ま
た

「
遺
族
の
意
思
を
反
映
し
た
も
の
で
よ
い
」
と
の
回
答
は
、
男
性
却
%
、
女
性

泣
%
、
さ
ら
に
は
「
深
く
考
え
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
男
性
辺
%
、
女
性

時
%
で
あ
り
、
同
社
の
コ
メ
ン
ト
で
は
葬
儀
は
「
遺
族
の
も
の
」
と
考
え
る
男

性
と
「
自
分
の
も
の
」
と
考
え
る
女
性
と
い
う
よ
う
に
ク
ッ
キ
リ
と
分
か
れ
た

と
し
て
い
る
。

両
ア
ン
ケ
ー
ト
を
比
較
す
る
と
、

檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
遺
族
に
任

せ
る
」
と
回
答
す
る
数
値
は
全
国
の
女
性
で
辺
%
と
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト

の
「
遺
族
の
意
思
を
反
映
し
た
も
の
で
よ
い
」
と
の
回
答
の
女
性
辺
%
と
同
数

値
で
あ
っ
た
が
、
男
性
の
数
値
は
逆
に
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
低
い
。
さ
ら

に
は
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
男
性
の
乃
%
が
浄
土
宗
で
の
形
の
葬
儀
を

希
望
し
て
い
る
が
、
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
分
の
意
思
を
反
映
さ

せ
た
い
と
し
た
男
性
は
却
%
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に

ロ僧侶を呼んだ浄土宗

図自分の宗教

・宗教色なし

ロ遺族にお任せ

ロその他
・まだわからない

・複数回答・NA

(男性)

l弘

2淵

2~も

。
12~も

1% 

2% 
ヨ弘 ... 14拡 • 

希望するお葬式のかたち

全教区

北海道

東北

関東

東海

北陸

近桜

中四国

九州

東・神

叩0%80% 60% 40% 20% 0% 

口僧侶を呼んだ浄土宗

|図 自分の宗教

・宗教色なし

口遺族にお任せ

ロその他

・まだわからない

園複数回答・NA

(女性)希望するお葬式のかたち

全教区

北海道

東北

関東

東海

北陸

近織

中四国

九州

東・神
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男
性
に
お
い
て
は
、
浄
土
宗
へ
の
帰
属
意
識
の
差
が
明
確
に
表
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
故
人
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在

か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
」
と
回
答
が
、
男
性
お
%
、

女
性
的
%
と
な
り
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
、
故
人
に
守
護
さ
れ
て
い
た
い

と
い
う
意
識
が
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
男
性
は
「
困
っ
た
時
に
助
け
て
く

れ
る
」
「
供
養
し
な
い
と
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
い
う
回
答
が
女
性
よ

り
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
高
い
。
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1% 

1% 

1% 

1% 

(男性)
川-， 1加「川「刊

86% 112~ 
1%， ，2% ，1明

86% 
明，h20/..， ，-2% ...3% 

1% &!% 4覧
0%， ...2% 

86% _2% 
n恥.，0旬、，..00，

明 回圃・園 6% 
1%...， ，1% r2弘。

故人はあなたにと ってどのような存在

東・神

九州

近畿

関東

北海道

全国
L一一
日%

3% 

% 
二コ
100% 60% 80% 

図2.困った時には助けてくれる・4特になにもしない・6わからない
口9.NA

20% 40% 

ロ1.見守ってくれている
口3.供養をしないと良くないことが起こる・5霊など存在しない・7.その他 ロ8複数回答

% 

% 

% 

(女性)

90% て王軍司 1明
。% ...1淵。 1% 

盤D雪もO弘00;. rl% 
日2% 3覧-1%寸

89% 1% 
Qj 。% 0明

84% 4% 4% 
。% 。

a.l 量~

故人はあなたにと ってどのような存在

東・神

九州

近畿

関東

北海道

全国
L_  

75% 
コ
叩

95 

90% 95% 

2困った時には助けてくれる・4特になにもしない・6.わからない
ロ9.NA

80% 85% 

口1見守ってくれている
ロ3.供養をしないと良くないことが起こる・5霊など存在しない・7.その他 ロ8.複数回答



次
に
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ
行
く
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
極
楽
浄
土
」
と
の
回
答
が
男
性
白
%
、
女
性
ω
%
で
あ
っ
た
が
、
「
死
ん
だ
ら

何
も
な
く
な
る
」
と
回
答
が
男
性
比
%
、
女
性
7
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
全

国
的
に
ど
の
地
域
を
見
て
も
同
様
の
数
値
が
で
て
お
り
、
お
寺
へ
参
る
比
率
が

女
性
の
方
が
高
い
と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
る
中
、
今
後
男
性
へ
の
教
化
活
動

に
重
点
を
置
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Y』な山

も

の

壇

場

何

土

く

仏

霊

ら

る

浄

近

・

・

だ

な

他

答

楽

の

墓

山

ん

く

の

回

極

家

お

霊

死

な

そ

数

h

1

Z

3

4

5

6

複

U
川

口

園

口

・

ロ

・

・

・

も

%

%

。

。

%

。

0

0

0

'

t

川
川

q

u

q

u

q

u

q

u

丹

u

q

u

巾
リ

叫
圃
刈
圏
例

制

量

制

川

(男性)死んだらどこへ

66% 

61% 

鐙2主

62% 東・神

九州

近~

62% 関東

北海道

62% 全国

80% 60% 40% 20% 0% 

どな山

も

の

壇

場

何

土

く

仏

霊

ら

る

浄

近

・

・

だ

な

他

答

楽

の

墓

山

ん

く

の

回

極

家

お

量

死

な

そ

激

A

I

Z

1

4

5

6

相

N

ロ

園

口

・

ロ

・

・

・

a
o
%
%
出

%

%

%

%

'

o

m

2

3
引
は

1

4

t

z

m

川

内

品

羽

叩

(女性)死んだらどこへ

71% 

56% 東 ・神

九州

近~

58% 関東

北海道
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次
に
お
葬
式
に
来
て
ほ
し
い
の
は
ど
の
範
囲
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
家
族
」
、

「
家
族
・
親
戚
」
ま
で
と
し
た
回
答
は
男
性
9
%
、
女
性
口
%
、
「
家
族
・
親
戚
・

友
人
」
ま
で
と
し
た
回
答
は
男
性
日
%
、
女
性
お
%
、
「
家
族
・
親
戚
・
友
人
・

地
域
」
ま
で
と
し
た
回
答
は
男
性
お
%
、
女
性
犯
%
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
家

族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
・
仕
事
」
ま
で
と
し
た
回
答
は
男
性
口
%
、
女
性
6
%
、

「
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
・
仕
事
・
遺
族
の
仕
事
」
ま
で
と
し
た
回
答
は

男
性
部
%
、
女
性
日
%
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性
は
「
家
族
」
「
親
戚
」

「
友
人
」
「
地
域
」
ま
で
の
範
囲
と
し
た
合
計
が
打
%
に
対
し
男
性
は
日
%
で
あ
っ

た
。

一
方
男
性
は
「
家
族
か
ら
仕
事
」
「
家
族
か
ら
遺
族
の
仕
事
」
ま
で
と
の

回
答
が
必
%
で
、
女
性
の
口
%
と
比
べ
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
現
在
の
女
性
の
生
活
範
囲
が
男
性
の
生
活
範
囲
に
比
べ
狭
い
ケ
l
ス
が
多

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
あ
な
た
が
ご
自
身
の
葬
儀
に
望
む

形
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
と
の
問
い
に
、
従
来
型

(家
族
、
親
類
、
友

人
、
近
所
、
会
社
関
係
)
と
回
答
が
男
性
口
%
、
女
性
7
%
、
家
族
葬

(家
族、

親
類
、
友
人
)
と
回
答
が
男
性
白
%
、
女
性
日
%
、
身
内
葬

(配
偶
者
や
子
供

だ
け
)
と
回
答
が
男
性
犯
%
、
女
性
的
悩
%
と
な
り
、
全
体
の
9
割
近
く
が
比
較

的
小
規
模
な
葬
儀
を
希
望
し
て
い
る
よ
う
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し

て
は
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
特
に
女
性
に
関
し
て
は

8
割
近
く
が

「
家
族

か
ら
地
域
」
ま
で
の
範
囲
と
回
答
し
て
お
り
、
く
ら
し
の
友
ア
ン
ケ
ー
ト
同
様

に
比
較
的
小
規
模
な
葬
儀
を
希
望
し
て
い
る
。

(執
筆
者

和
田
典
善
)
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お葬式に来てほしいのは、どの範囲つ (男性)

全教区 0-% 3% 
f% 。%-，〆0'斑

北海道
。

4% 
，2明 1私.irO弘 -家族

東北 5% 自家族観戚2% 1恥「' O%2% 
関東 口家族親戚友

% .?&a.d-1% 
ロ家族~地域東海

弘「'O%22% % 1% -家族~仕事北陸
。

3% 1%一 1%1% ロ家族~遺族の仕事
近量産 12% -その他4% 
中四国 。 5% -複数回答

4雪色 _ NA 

九州 5% 

東・神
2明 %" 0% 1% 

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

お葬式に来てほしいのは、どの範囲つ (女性)

全教区
。%
4% 

， 5~ 。% 15%， O~ 
北海道 。

14% 
;.3% 0%.......口弘 -家族

東北 5% 国家族親戚6% ~02 関東
lqι % 口家族親戚友r 5~も

ロ家族~地域東海 7% 
.3弘 0'弘 O%。% -家族~仕事北陸
4% 1% ロ家族~遺族の仕事

近畿 3% -その{也4明 明

中四国
2% 

07，b 8% ・複数回答
1%寸 Fー

九州 4% 1-NA 
l"'9% 口県「

0% -2% 東・神 45弘

0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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3 

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
浄
土
宗
の
葬
式

浄
土
宗
に
お
け
る
「
葬
儀
式
」
は
『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

差
定
(
次
第
)
は
、
迎
接
式
(
出
棺
式
)
、
密
葬
式
(
迎
接
式
に
同
じ
)
と
表

葬
式
の
堂
内
式
、
露
地
式
、

三
昧
式
(
露
地
式
に
同
じ
)
、
自
宅
式
(
露
地
式

に
同
じ
て
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
導
師
脇
導
師
式
衆
の
作
法
で
あ
る
合
銀
、

鎖
高
、
起
高
、
実
湯
、
実
茶
、
下
矩
等
は
各
式
に
記
載
さ
れ
て
お
り
基
本
的
に

複
数
の
僧
侶
に
よ
る
葬
儀
式
を
想
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
の
現
場
で
は
、
僧
侶
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

(
什
)
賓
寺
院
で
は
現
在
、
葬
儀
式
は
何
人
の
僧
侶
で
行
う
こ
と
が
多
い
で
す

か
。
(
一
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
)

人

人

3
.
三
人

4
.
四
人

5
.
五
人

6
.
六
人

2 

7
.

七
人
以
上

全
国
で
は
「
1
人
」
が
4
%
と
最
も
多
く
、
次
い
で
2
人
が

「
辺
%
」
、
「
3

人
」
が
回
%
と
な

っ
て
い
る
。
お
よ
そ
8
割
の
寺
院
が
3
人
以
内
で
葬
儀
式
を

勤
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
4
人
」
は
6
%
、
「
5
人
」
は
5
%
、
「
6
人」

は
2
%
「
7
人
以
上
」
は
2
%
で
あ
り
、
脇
導
師
を
つ
け
た

「浄
土
宗
法
要
集
』

98 

に
記
載
さ
れ
て
い
る
形
式
は
か
な
り
少
数
派
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
「
全
国
」
の
数
値
を
見
る
と
8
割
の
寺
院
が
3
人
以
内
で
あ
る
か
ら
脇

導
師
を
つ
け
た
伝
統
的
な
形
式
が
「
標
準
的
」
な
葬
儀
で
な
無
く
な
っ
て
い
る

事
が
分
か
る
。

|お葬式僧侶の人数|

固

41% 
(1094人)

四回

目 20/0 2 % 
5% (56人 )(~2人)
(138人)

固
6% 
(162人

圃 1人
園 2人
固 3人

目 4人
目 5人
固 6人
圃 7人以上

各
教
区
別
で
見
て
み
る
と
か
な
り
差
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
回
答
が
0
%
の
部
分
が
グ
レ

l
の
網
掛
け
。

あ
る
。

黒
地
で
文
字
白
抜
き
部
分
が
そ
の
教
区
で
行
わ
れ
て
い
る
葬
儀
の
最
大
人
数
で

-
人
か
2
人
で
行
っ
て
い
る
数
が
多
い
が
1
人
で
行
う
と
の
回
答
が
剖
%
前



(実数)

2. 3 4. 5. 6 7. 
NA以外

教区
l人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

の回答

数

l 北海道第一 9 22 5 。 。 。 。 36 
2 北海道第一 7 18 2 。 。 。 。 27 
3 青森 22 却 9 。 。 。 。 51 

4 岩手 6 5 3 。 。 。 。 14 

5 秋田 3 10 2 。 。 。 。 15 
6 山形 3 25 8 。 。 。 。 36 
7 宮城 13 10 1 。 。 。 。 24 
8 福島 52 13 1 。 。 。 。 66 
9 群馬 23 5 。 。 。 。 。 28 
10 栃木 お 4 。 。 。 。 。 27 
11 茨城 39 6 。 。 。 。 。 45 

12 埼玉 51 12 。 。 。 。 。 臼

13 東J]t 134 34 2 。 。 。 。 170 
14 千葉 38 5 。 。 。 。 44 
15 神奈川 81 19 1 。 。 。 。 101 
16 山梨 1 5 12 。 。 。 19 

17 新潟 4 却 12 。 。 。 。 36 

18 富山 。 6 12 2 。 。 21 

19 長野 5 13 36 7 2 4 。 67 
20 静岡 15 22 14 28 2 。 。 81 
21 二河 2 6 7 17 13 9 4 日

22 尾張 3 4 16 14 4 。 l 42 

23 伊勢 15 16 27 7 16 3 7 91 

24 伊賀 。 3 11 6 。 。 21 

25 岐阜 。 6 5 7 2 。 。 20 
26 石川 1 10 7 。 。 。 。 18 
27 福井 。 I 10 6 13 。 5 35 
28 滋賀 12 17 63 31 67 8 4 202 

29 京都 138 27 33 8 5 。 。 211 

30 奈良 4 10 19 4 4 27 19 87 

31 和歌山 28 4 日 。 。 。 。 85 
32 大阪 120 41 29 9 2 2 I 加4
33 兵庫 48 19 19 9 4 l 1 101 
34 鳥取 10 9 1 。 。 。 。 却

35 出雲 7 6 4 5 。 。 。 22 

36 石見 7 6 。 。 。 。 14 

37 岡山 8 2 。 。 。 。 。 10 
38 広島 13 8 8 。 。 。 。 29 
39 山口 26 13 3 。 。 。 43 
40 南海 6 3 5 。 。 。 。 14 
41 愛媛 19 5 3 。 。 。 。 27 
42 福岡 日 45 3 。 。 。 。 98 

43 佐賀 10 加 5 。 。 。 。 35 
44 長崎 7 9 4 。 。 。 。 20 
45 熊本 7 12 9 1 。 。 。 29 
46 大分 4 15 l 。 。 。 。 20 
47 ニ州 21 1 。 。 。 。 。 22 

48 空白 5 2 。 。 1 2 。 10 
総計 lω4 595 472 162 138 56 42 
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僧侶の人数について(%)

※ 上記%は分子'回答数

分母:各教区内NA以外の回答数
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後
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
、
そ
の
教
区
は
福
島
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
、

東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
、
岡
山
、
三
州
の
各
教
区
で
あ
る
。

3
人
以
上
で
修
す
る
こ
と
が
な
い

1
人
と

2
人
の
み
の
回
答
の
教
区
は
、
群

馬
、
栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
、
岡
山
で
あ
る
。
逆
に

1
人
で
行
う
の
と
の
回
答
が

無
い
教
区
が
富
山
、
伊
賀
、
岐
阜
、
福
井
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
地
区

教
化
セ
ン
タ
ー
単
位
で
見
て
み
る
と

北
海
道
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

第
二
地
区

第
三
地
区

第
四
地
区

第
五
地
区

第
六
地
区

第
七
地
区

第
八
地
区

東
北
地
区
教
化
セ
ン
タ
ー

関
東
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

最
も
多
い
人
数
は

2
人
2
教
区

-
人
4
教
区

2
人
2
教
区

-
人

7
教
区

3
人
2
教
区

こ
の
う
ち
1
都
6
県
の
関
東
地
方
は
す
べ
て

1
人
で
甲
信
越
、

東
海
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

の
山
梨
、
長
野
両
教
区
は
3
人
が
最
も
多
い
。4

人
3
教
区

北
陸
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

中
・
四
国
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

九
州
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

3
人
3
教
区

2
人
2
教
区

-
人
3
教
区

3
人
1
教
区

5
人
1
教
区

6
人
1
教
区

-
人
7
教
区

2
人
1
教
区

2
人
4
教
区

-
人
2
教
区

多
人
数
で
葬
儀
を
行
う
地
域
は
中
部
と
近
畿
が
中
心
で
特
に
静
岡
、

三
河、

し、。 岐
阜
で
は

4
人
で
行
う
こ
と
が
最
も
多
く
、
福
井
、
滋
賀
で
は

5
人
が
最
も
多

第

2
章
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奈
良
で
は

6
人
で
行
う
が
担
%
、

7
人
以
上
が
辺
%
と
全
体
の

5
割
以
上
が

6
人
以
上
で
葬
儀
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

他
の
地
域
は

1
人
も
し
く
は
多
く
て
も
3
人
で
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
葬
儀
の
形
は
教
区
ご
と
に
か
な
り
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
出

来
る
。

「浄
土
宗
法
要
集
』
で
は
少
人
数
で
修
す
る
の
差
定
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
作
法
で
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
確

認
で
き
な
い
。

総
合
研
究
所
が
平
成
日
年
に
静
岡
教
区
を
対
象
に
予
備
調
査
と
し
て
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
(
*
教
化
研
究

第
日
号

浄
土
宗
総
合
研
究
所
)

葬
儀
式
で
行
う
(
唱
え
る
)
も
の
の
結
果
が
下
記
の
通
り
で
あ
る
の
で
、
諦
経

以
外
の
作
法
で
は
必
修
の
引
導
作
法
以
外
で
は
合
銭
が
最
も
多
く
こ
の
結
果
か

ら
類
推
す
る
と
下
矩
、
諦
経
、
合
銭
等
が
多
く
行
わ
れ
鎖
骨
組
、
起
高
、
念
諦
等

の
脇
導
師
作
法
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(9)
次
の
中
か
ら
普
通
の
規
模
の
葬
儀
式
で
行
う

(唱
え
る
)
も
の
を
す
べ

て
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

1 

A 
ロ
銭

5 

実
茶

起
高

実
湯

鎖
禽

2 

3 

4 

6 

霊
供

念
諦

9 

下
鎮
・
引
導

下
矩

・
引
導

7 

8 

10 

そ
の
他
の
引
導
作
法

11 

授
与
三
帰
三
寛

12 

101 

日
中
礼
讃

13 

14 

そ
の
他
の
礼
讃

三
尊
礼



15 

声
明
(
讃
・
唄
等
)

16 

歎
仏
偏

17 

広
開
偶

102 

18 

敬
礼
偶

19 

阿
弥
陀
経

20 

図
書
偶

21 

歎
仏
領

22 

光
明
歎
徳
章

23 

讃
重
偏

24 

真
身
観
文

26 

諒
唱

27 

そ
の
他
(

質
問
6
1
9

日 授 そ 下 下 4a巳』d、 宅SEE 
実茶 実湯 起 室員

i口』

礼尊
中 与 の 撰 矩 五局 供 禽 盆 銭

干讃し イ也
帰 の 導ヲ| 導ヲ| 

作導ヲl 寛

法

9 。27 3 9 94 29 30 5 5 3 3 86 
そ 言氷

真観身
讃 光 歎 四 阿 敬 広 歎 声 そ

の 唱 重 明 仏 誓 弥 礼 開 仏 明 の
他 {昂 歎 領 f易 ~t f昂 {昂 {昂 ( 他

文 徳章、 経 讃 の

干讃し
等唄
) 

7 8 79 2 I 6 34 16 28 14 50 。2 

ま
た

「図
と
写
真
で
見
る

知
っ
て
お
き
た
い
基
本
的
な
法
式
作
法

〈上〉

追
善
法
要

・
葬
儀
式
篇
』
熊
井
康
雄
著

浄
土
宗
総
合
研
究
所
監
修

に
は
導

師
と
維
那
の

2
名
で
の
葬
儀
の
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
現
状
の
葬
儀
で
は
同
様

に
脇
導
師
の
作
法
が
省
略
さ
れ
て
い
る
実
態
が
類
推
さ
れ
る
。

(
執
筆
者

大
蔵
健
司
)



4 

寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
か

5
見
た
お
葬
式
の
問
題

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
自
由
回
答
設
問
で
あ
る
設
問
(
お
)
「
現

在
、
お
葬
式
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
ご
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
」
の
回

答
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
僧
侶
方
は
、
現
在
、
お
葬
式
に
ど
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
と
思
う
か
、
ま
た
実
際
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
は
「
こ
の
意
見
に
つ
い
て
何
票
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
数

量
的
な
基
準
で
、
問
題
の
深
刻
さ
の
重
軽
を
量
る
も
の
で
は
な
い
。
お
葬
式
に

見
ら
れ
る
諸
問
題
は
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
都
市
部
だ
け
、

あ
る
い
は
地
方
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
巨
視
的

に
み
て
、
「
僧
侶
方
は
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
も

の
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

分
析
に
用
い
る
デ
l
タ
は
、
(
お
)
に
記
述
の
あ
っ
た

1
5
2
9
票
の
う
ち

第
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2
0
0票
を
無
作
為
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
と
し
た
2
0
0票

の
デ
l
タ
の
抽
出
方
法
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
返
信
さ
れ
た
順
に
ナ
ン
バ
ー

リ
ン
グ
し
、
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
恥

1
1
5
0
0か
ら
設
問
(
お
)
に
記
述
の
あ

h
l
o
o
l
-
-
5
0
0
か
ら
お
票
、

る
も
の
を
無
作
為
に
お
票
を
抽
出
、
ま
た
恥

5
0
1
1
1
0
0
0
か
ら
お
票
、

ぬ
1
5
0
1
1
2
0
0
0
か
ら
お
票
、

尚

2
o
o
-
-
2
5
0
0
か
ら
お

票
、
防

2
5
0
1
以
降
か
ら
お
票

を
抽
出
す
る
層
化
抽
出
法
を
と
っ

た
。
な
お
、
今
回
サ
ン
プ
リ
ン
グ

し
た

2
0
0票
を
教
区
別
に
分
け

た
比
率
は
、
(
お
)
に
記
述
の
あ
っ

た
票
を
教
区
別
に
分
け
、
そ
の
教

区
ご
と
の
票
数
が
全
体
に
占
め
る

割
合
と
概
ね

一
致
し
て
お
り
、
サ

ン
プ
リ
ン
グ
が
適
切
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。

14.0% 

12.0% 

10.0% 

8.0% 

6.0% 

4.0% 

2.0% 
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僧
侶
方
が
感
じ
る
お
葬
式
の
変
化
と
問
題
点
、
そ
の
理
由

こ
こ
で
は
、
僧
侶
方
が
感
じ
る
お
葬
式
の
変
化
と
問
題
点
、
お
よ
び
そ
の
理

由
を
、

①
地
域
の
変
化
と
そ
の
影
響

②
葬
祭
場
で
の
お
葬
式
の
増
大
と
そ
の

影
響

③
葬
儀
社
の
影
響
の
増
大

⑤
檀

④
お
葬
式
・
法
要
の
形
態
の
変
化

信
徒
の
意
識
の
変
化

⑥
僧
侶
の
問
題

と
に
分
け
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
参
考
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
後
に
は
回
答
者
の
教
区
を
記
す
。

た
だ
し
、
多
数
の
回
答
が
あ
り
、
そ
れ
が
全
国
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
回
答

に
関
し
て
は
、
回
答
者
の
教
区
は
省
略
す
る
。

①
地
域
の
変
化
と
そ
の
影
響

特
に
高
度
成
長
期
を
境
に
し
て
、
人
口
の
移
動
現
象
、
産
業
構
造
の
変
化
が

全
国
的
に
起
こ
り
、
地
域
社
会
が
大
き
く
変
化
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
お
葬

式
に
変
化
が
生
じ
た
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
で
葬
式
を
担
え
な
い

葬
列
が
組
め
な
く
な
っ
て
き
た
(
静
岡
)

過
疎
化
の
進
行
に
よ
り
、
地
域
で
葬
儀
を
担
え
な
く
な
っ
た

(
福
島
)

葬
式
組
に
よ
る
葬
式
準
備
の
簡
素
化
(
京
都
)

葬
儀
社
ま
か
せ
に
な
っ
た

地
域
の
伝
統
が
な
く
な
っ
た

過
疎
化
に
よ
っ
て
葬
儀
数

が
減
少
し
た

(伊
賀
)
(
山

形
)
(
伊
勢
)
(
新
潟
)

過
疎
地
な
の
で
、
年
老
い

た
夫
婦
が
子
供
に
引
き
取

ら
れ
都
会
で
死
に
お
葬
式

を
あ
げ
、
納
骨
だ
け
依
頼

し
に
く
る
こ
と
が
増
え
た

(
北
海
道
第
二

l 儀全土まかせl
_.+¥ / 
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②
葬
祭
場
で
の
お
葬
式
の
増
大
と
そ
の
影
響

葬
祭
場
で
の
通
夜
・
葬
儀
が
増
え
た
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
(
誕

ケ
l
ト

票
/
2
0
0
票
)
。
こ
れ
は
平
成
げ
年
に
実
施
し
た
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン

檀
信
徒
対
象
編
」
に
お
い
て
も
、
葬
祭
場
で
の
通
夜
・
葬
儀
の
実
施

率
が
高
い

(
通
夜
担
%
、
葬
儀
式
却
%
)
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

住
職
の
意
識
か
ら
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
僧
侶
方
は
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

儀
式
に
荘
厳
さ
が
欠
け
る
よ
う
に
な
っ
た
(
伊
勢
)

地
域
の
伝
統
が
な
く
な
り
相
互
扶
助
が
な
く
な
っ
た
(
茨
城
)
(
山
梨
)

-
(寺
で
葬
式
を
行
う
事
が
少
な
く
な
り
、
寺
に
来
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に



よ
り
)
寺
に
関
心
の
な
い
檀
家
が
増
え
た
(
群

馬
③
葬
儀
社
の
影
響
の
増
大

葬
祭
場
で
の
お
葬
式
が
増
え
て
き
た
と
と
も

'」、
』

一
連
の
お
葬
式
、
お
よ
び
喪
家
に
対
し
て

葬
儀
社
の
影
響
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

地
域
社
会
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た

る
の
で
は
(
大
阪
)
(
奈
良
)

た
め
、
近
所
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
き
て
い

-
病
院
で
亡
く
な
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
葬
儀
社
が
病
院
か
ら
介
入
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
た
め
(
滋
賀
)
(
京
都
)

親
族
間
の
交
流
が
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
(
兵
庫
)

(
福
島
)

過
疎
化
の
進
行
に
よ
り
、
地
域
で
葬
儀
を
担
え
な
く
な
っ
た
た
め

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
来
、
地
域
や
親
戚
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
き
た
役
割
を
葬
儀
社
が
代
わ
り
に
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
、
と

の
認
識
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
葬
儀
社
の
影
響
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

喪
主
が
相
談
す
る
の
は
葬
儀
社

お
葬
式
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
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お
葬
式
の
仕
方
を
葬
儀
社
と
の
間
で
生
前
に
決
め
る
人
が
増
え
て
き
た

(
京
都
)

葬
儀
社
主
導
で
葬
儀
の
時
間
な
ど
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
(
三
河
)
(
滋
賀
)

葬
儀
社
に
よ
る
過
剰
な
演
出
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

葬
儀
社
主
導
で
過
剰
な
演
出
(
岐
車
)
(
尾
張
)
(
京
都
)

お
別
れ
会
の
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
ー
化
(
伊
勢
)

過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
て
い
る

(
山
口
)
(
三
州
)

お
葬
式
が
均
一
化
し
て
き
た
(
滋
賀
)
(
三
河
)

従
来
の
習
慣
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
(
福
島
)
(
滋
賀
)
(
栃
木
)

僧
侶
が
付
け
た
し
の
よ
う

遺
族
が
「
お
客
様
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に

葬
儀
社
任
せ
の
た
め
、
遺
族
親
族
が
「
お
客
様
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
な
っ

て
、
「
私
た
ち
が
責
任
を
も
っ
て
送
り
出
す
」
と
い
う
意
識
が
低
下
し
て

き
て
い
る
(
伊
勢
)

葬
儀
社
が
間
違
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
も

葬
儀
社
が
檀
家
に
間
違
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
(
山
梨
)

寺
離
れ

葬
儀
社
ま
か
せ
が
寺
離
れ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
(
長
野
)

-
葬
儀
社
派
遣
僧
侶
の
問
題

葬
儀
社
か
ら
派
遣
僧
侶
を
手
配
し
て
お
葬
式
を
行
い
、
後
日
問
題
が
生
じ
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る
こ
と
も
あ
る
(
大
阪
)
(
一一一河
)

派
遣
僧
侶
に
よ
る
葬
儀
で
、
葬
儀

や
戒
名
の
意
義
が
軽
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
(
埼
玉
)

こ
れ
ら
葬
儀
社
の
影
響
に
対
し
て
、

僧
侶
方
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
否
定
的
に
捉
え
、
改
善

を
す
べ
き
と
す
る
意
見
が
あ
る

一
方、

葬
儀
社
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
、
僧

侶
も
学
ぶ
べ
き
と
す
る
意
見
も
見
ら
れ

た
。

-
葬
儀
社
主
導
と
い
う
現
状
に
対
し
て
否
定
的
に
捉
え
、
改
善
を
す
べ
き

べ
き
(
福
島
)

葬
儀
社
が
主
導
す
る
の
で
な
く
、
手
伝
い
程
度
に
と
ど
め
る
よ
う
に
す
る

葬
儀
の
主
導
を
に
ぎ
る
た
め
、
宗
・
仏
教
会
全
体
で
運
動
す
べ
き
(
滋
賀
)

葬
儀
社
へ
の
教
育
が
必
要
(
鳥
取
)

住
職
が
お
葬
式
に
関
し
て
相
談
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
べ
き
(
京
都
)
(
伊
勢
)

葬
儀
社
の
役
割
を
認
め
た
う
え
で
、
僧
侶
も
学
ぶ
べ
き

葬
儀
社
が
い
な
け
れ
ば
、
お
葬
式
が
成
り
立
た
な
い
現
状
(
千
葉
)
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葬
儀
社
と
僧
侶
と
の
勉
強
会
を
開
く
べ
き
(
京
都
)

葬
儀
社
が
お
こ
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
遺
族
の
心
を
慰
め
る
う
え
で
大
切

な
部
分
が
多
い

(
広
島
)

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
な
僧
侶
の
マ
ナ
l
ア
ッ
プ
を
図
る

べ
き
(
京
都
)

④
お
葬
式
・
法
要
の
形
態
の
変
化

お
葬
式
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
追
善
供
養
の
形
態
に
関
し
て
、
様
々
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
と
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。
僧
侶
の
人
数
の
変
化
、
参
列
者
の
減
少
、

初
七
日
・
中
陰
法
要
で
の
変
化
、
飲
食
、
そ
の
他
に
お
い
て
で
あ
る
。

④ 

僧
侶
の
人
数
の
変
化

ま
ず
、
葬
儀
式
に
お
い
て
儀
礼
を
執
行
す
る
僧
侶
の
人
数
が
変
化
し
て
き
た

と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、

5
人
や
7
人
と
い
っ
た
多
く
の

僧
侶
に
よ
る
お
葬
式
に
お
い
て
僧
侶
の
人
数
が
減
っ
て
き
た
と
い
う
場
合
、

2 

1
3人
の
僧
侶
に
よ
る
お
葬
式
が

1
人
の
僧
侶
に
よ
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
場

合
、
あ
る
い
は
、
地
域
に
あ
る
他
宗
派
寺
院
の
僧
侶
を
招
き
葬
儀
を
執
行
す
る

伝
統
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
寺
院
と

し
て
は
お
葬
式
に
関
わ
る
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
収
入
の
減
少



に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
意
見
が
み
ら
れ
た
。

僧
侶
の
人
数
の
減
少
(
尾
張
)
(
兵
庫
)
(
三
河
)

(
滋
賀
)
(
静
岡
)
(
伊
勢
)
(
北
海
道
第

こ

ほ
か

一
人
で
葬
儀
式
を
勤
め
る
機
会
が
増
加

(山

口
)
(
京
都
)
(
福
岡
)
(
滋
賀
)

(
和
歌
山
)

ほ
か

地
域
に
い
る
他
宗
派
の
僧
侶
を
呼
ぶ
習
慣
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
(
京
都
)
(
和
歌
山
)

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
伴
い
収
入
が

減
っ
た
と
い
う
意
見
が
み
ら
れ
た
。

④
1
2
 参
列
者
の
減
少

近
年
、
お
葬
式
に
参
列
す
る
人
数
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

参
列
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

銅経僧依頼の減少

僧侶の人数の変化

独僧での.会が刻加

入が川cク------

家
族
葬
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る (
兵
庫
)
(
佐
賀
)
(
栃
木
)
(
岡
山
)

ほ

か

(
大
阪
)
(
静
岡
)
(
京
都
)
(
東
京
)

京
)
(
岐
阜
)

-
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会
的
に
引
退
し
た
ひ
と
の
お
葬
式
が
増
え
て
い
る
(
東

地
域
で
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
し
て
い
る

(
東
京
)
(
岐
阜
)

地
元
に
親
戚
が
少
な
く
、
付
き
合
い
が
薄
れ
て
き
て
い
る

(
岡
山
)

と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

④ 

3 

初
七
日
・
中
陰
法
要
で
の
変
化

初
七
日
、
中
陰
法
要
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。

葬
儀
式
当
日
の
初
七
日
が
増
え
て
い
る

葬
儀
式
と
同
日
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た

葬
儀
式
当
日
の
骨
あ
げ
後
に
行
っ
て
い
た
が
、
葬
儀
式
直
後
に
行
う
よ
う

中
陰
法
要
を
正
当
日
以
外
に
も

に
な
っ
た
(
式
中
初
七
日
、
繰
り
込
み
初
七
日
と
も
い
う
)

中
陰
法
要
を
土
日
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ

た
(
佐
賀
)

逮
夜
ま
い
り
を
正
当
日
に
行
え
な
い
よ
う
に

な
っ
て
き
た

(
尾
張
)

と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

第
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-
中
陰
法
要
の
省
略

中
陰
法
要
を
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
(
京

者日回
数
を
減
ら
し
て
く
れ
と
い
う
依
頼
が
増
え

た
(
京
都
)
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④ 

4 

飲
食

飲
食
が
華
美
に
な
っ
て
き
て
い
る

(
福
井
)
(
青

オミ
キ木
、、ー〆

-
諸
法
要
後
の
会
食
を
自
宅
で
な
く
、
飲
食
庖
で

行
う
よ
う
に
な
っ
た
(
福
井
)

火
葬
場
で
茶
見
に
付
し
て
い
る
聞
に
「
お
清
め
」

の
食
事
を
と
る
場
合
が
増
え
て
い
る

(
埼
玉
)

④ 

5 

そ
の
他

通
夜
主
体
で
、
葬
儀
式
が
付
け
足
し
の
よ
う
(
青
森
)

通
夜
の
時
聞
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
北
海
道
第
二
)

葬
儀
式
と
告
別
式
の
混
同
(
尾
張
)

-
会
葬
者
よ
り
香
典
を
受
け
取
ら
な
い
お
葬
式
が
増
え
た
(
京
都
)
(
滋
賀
)

た
(
長
崎
)

-
近
年
の
お
葬
式
は
き
れ
い
で
あ
る
が
、
生
死
を
見
つ
め
る
大
切
な
場
を
失
つ

-
葬
儀
式
の
時
聞
が
火
葬
場
の
都
合
で
決
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
(
大
阪
)

⑤
檀
信
徒
の
意
識
の
変
化

檀
信
徒
の
意
識
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
の
意
見
が

見
ら
れ
た
。

108 

お
葬
式
全
体
に
関
し
て

お
葬
式
を
「
お
金
の
か
か
る
厄
介
な
風
習
」
と
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る

(埼

玉
)
(
奈
良
)

お
葬
式
を
宗
教
で
な
く
、
た
だ
の
風
習
と
し
て
捉
え
る
人
が
増
え
た

派
手
な
葬
式
を
望
む
人
が
減
っ
て
き
た

(宮
城
)

家
の
先
祖
の
一
員
に
な
る
と
い
う
意
識
よ
り
、
個
人
的
な
意
識
を
重
視
し

た
お
葬
式
が
多
く
な
っ
て
い
る
(
大
阪
)

お
葬
式
後
、
兄
弟
・子
供
が
い
て
も
骨
を
寺
に
預
け
る
人
が
い
る
(
三
河
)

布
施
に
関
し
て

布
施
が
高
い
と
い
わ
れ
る
(
群
馬
)

布
施
を
料
金
と
捉
え
る
人
が
増
え
た
(
京
都
)

戒
名
に
関
し
て

戒
名
に
興
味
が
な
い
人
が
い
る

(滋
賀
)

-
檀
信
徒
問
で
の
意
識
の
相
違

ω歳
代
よ
り
若
い
世
代
の
意
識
が
、
そ
の
前
の
世
代
と
違
う
(
京
都
)

旧
檀
家
と
新
檀
家
に
意
識
の
違
い
が
あ
る

(大
阪
)

⑥
僧
侶
の
問
題

説
明
不
足
、
教
化
不
足



お
葬
式
や
戒
名
に
関
す
る
僧
侶
の
説
明
不
足
(
大
阪
)

僧
侶
の
教
化
不
足
(
大
阪
)

-
勉
強
不
足

教
師
の
勉
強
不
足
(
尾
張
)

僧
侶
自
身
が
葬
儀
の
意
味
を
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
(
滋
賀
)

-
お
葬
式
の
際
の
態
度

僧
侶
の
モ
ラ
ル
の
欠
知
し
た
態
度
(
京
都
)

お
葬
式
の
と
き
、
経
だ
け
あ
げ
て
き
っ
と
帰
る
よ
う
な
僧
侶
が
い
る
(
伊

勢

2
.
ど
う
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
か
。

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

自
由
記
述
の
な
か
に
は
、
現
在
の
お
葬
式
の
変
化
や
問
題
点
に
対
し
て
、

「ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
と
思
う
か
」
「
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
」

と
い
う
意
見
も
多
く
見
ら
れ
た
。

①
通
夜
・
葬
儀
の
場
所
の
問
題
、

②
葬
儀
、
諸
法
要
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て

の
工
夫
、
③
法
話
に
関
し
て
、

④
信
仰
心
の
掴
養
に
努
め
る
、

⑤
布
施
に
関
し

て、

⑥
平
素
か
ら
の
檀
信
徒
と
の
関
係
、

⑦
地
域
と
寺
院
、

⑧
僧
侶
の
教
育
、

⑨
そ
の
他

と
に
分
け
て
、
以
下
に
ま
と
め
る
。

な
お
、
葬
儀
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
意
見
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
関
し

第
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て
は
先
の
項
で
挙
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

①
通
夜
・
葬
儀
の
場
所
の
問
題

通
夜
・
葬
儀
を
寺
院
で
行
う
よ
う
に
指
導

葬
儀
を
自
宅
で
行
う
よ
う
に
指
導
(
福
島
)
(
京
都
)

追
善
回
向
は
寺
で
お
こ
な
う
よ
う
に
指
導
(
千
葉
)

葬
祭
場
で
行
っ
て
も
、
主
導
権
は
し
っ
か
り
と
握
る
べ
き
(
長
野
)

⑦
葬
儀
、

諸
法
要
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て
の
工
夫

丁
寧
に
葬
儀
を
行
う

-
な
る
べ
く
独
葬
を
断
る
よ
う
に
す
る

(
伊
勢
)

初
七
日
を
正
当
日
に
行
う
よ
う
に
す
る
(
京
都
)

儀
式
に
新
た
な
工
夫
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
(
東
京
)

-
参
列
者
全
員
が
式
に
参
加
し
供
養
で
き
る
よ
う
に
、
全
員
で
念
仏
を
称
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
(
群
馬
)

往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
本
人
と
残
さ
れ
た
見
送
る
縁
者
と
の
共
生
を
演
出
す

る
方
向
が
大
切
(
滋
賀
)

詠
唱
を
取
り
入
れ
、
お
葬
式
次
第
を
工
夫

(福
島
)
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③
法
話
に
関
し
て

枕
経
は
布
教
の
大
切
な
機
会

(北
海
道
第

一)

-
通
夜
で
法
話
を
す
る

(岡
山
)

葬
儀
は
念
仏
を
勧
め
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
(
京
都
)

心
を
打
つ
法
話
(
群
馬
)

枕
経
、
通
夜
、
葬
儀
、
中
陰
で
し
っ
か
り
法
話
を
す
る

(三
河
)

-
枕
経
、
通
夜
、
葬
儀
、
中
陰
、
追
善
供
養
と
い
う

一
連
の
な
か
で
、
浄
土
宗

の
教
え
と
儀
礼
、
日
常
の
杷
り
方
な
ど
を
し

っ
か
り
と
伝
え
る

(兵
庫
)

-
葬
儀
の
意
味
を
伝
え
る

(鳥
取
)
(
三
河
)
(
滋
賀
)

③
信
仰
心
の
渦
養
に
努
め
る

-
信
仰
を
深
め
る
努
力

(滋
賀
)
(埼
玉
)
(群
馬
)

死
後
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
く

(神
奈
川
)

-
「天
国
に
行
く
」
と
い
う

一
般
的
な
用
語
を
あ
ら
た
め
、

「極
楽
浄
土
」
と
い

う
他
界
観
を
し
っ
か
り
と
説
く

(埼
玉
)

誰
も
み
な
浄
土
へ
行
く
と
僧
が
確
信
し
、
強
く
伝
え
る

(東
京
)

-
念
仏
信
者
で
な
い
檀
家
に
「
死
ね
ば
極
楽
往
生
す
る
」
と
説
く
僧
侶
が
多
い
。

念
仏
申
さ
ぬ
者
は
極
楽
へ
行
け
な
い
と
説
く
べ
き

(新
潟
)

-
死
に
対
す
る
世
界
観
や
精
神
性
を
共
有
で
き
る
機
会
を
普
段
か
ら
持
つ

(滋

賀

戒
名
と
法
名
の
区
別
を
し
っ
か
り
と
す
る
。
(岐
阜
)
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-
先
祖
祭
杷
の
大
切
さ
を
説
く

(長
野
)

①
希
施
に
関
し
て

布
施
は
檀
家
が
決
め
る

(東
京
)

布
施
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と

(青
森
)

-
お
葬
式
布
施

(戒
名
料
)
に
つ
い
て
の
宗
の
指
針
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

(東
京
)

-
地
域
に
浄
土
宗
寺
院
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
布
施
が
か
な
り
異
な
る
状
況

に
あ
る
。
地
域
の
寺
で
調
節
す
る
必
要
が
あ
る

(三
河
)

⑥
平
繁
か
ら
の
檀
信
徒
と
の
関
係

-
普
段
か
ら
の
檀
家
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
、
接
点
を
増
や
す

(京
都
)
(東

京
)
(
宮
城
)
(
大
阪
)

寺
に
来
る
よ
う
に
指
導

(
伊
勢
)

-
寺
は
檀
家
の
グ
リ
l
フ
ケ
ア
の
役
割
を
果
た
す
と
自
覚
す
る
(
神
奈
川
)

⑦
地
域
と
寺
院

-
寺
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
す
る
(
京
都
)
(
福
島
)

-
寺
を
念
仏
道
場
と
し
て
生
活
の

一
部
と
な
る
よ
う
薦
め
る

(福
岡
)



檀
家
制
度
の
再
興
(
佐
賀
)

⑨
僧
侶
の
教
育

-
宗
が
も
っ
と
実
用
的
な
書
籍
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
僧
侶
の
力
量
の
底
上
げ

を
す
る
必
要
(
京
都
)

-
業
者
ま
か
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
宗
や
宗
公
認
の
団
体
に
よ
る
指
導
が
必
要

(
伊
勢
)

僧
侶
が
プ
ロ
意
識
を
持
つ
(
千
葉
)

意
識
の
低
い
僧
侶
へ
の
教
育

(京
都
)

家
族
へ
い
か
に
安
心
を
持
た
せ
る
か
考
え
る
(
京
都
)

-
他
寺
院
の
檀
家
の
葬
儀
を
行
う
場
合
に
は
、
勝
手
に
戒
名
を
授
与
し
た
り
す

る
こ
と
は
慎
む

(長
野
)

⑨
そ
の
他

-
葬
式
仏
教
か
ら
脱
却
し
た
寺
院
の
あ
り
か
た
を
模
索
す
る
良
い
時
期
と
捉
え

る
べ
き
(
大
阪
)
(
福
島
)
(
東
京
)

(一一一
河
)

能
化
が
葬
式
な
ど
す
べ
き
で
は
な
い

(京
都
)

ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う
に
4
月
8
日
を
強
調
し
た
い

(大
阪
)

-
寺
院
墓
地
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
浄
土
宗
の
儀
式
を
行
う
よ
う
な
制
約
を

し
っ
か
り
と
す
る
必
要
が
あ
る

(福
岡
)

第

2
章

分
析
研
究
編

結
語こ

こ
で
は
、
僧
侶
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答
を
も
と
に
、
僧
侶
が
考
え
る
お

葬
式
の
変
化
と
問
題
、
ま
た
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
か
、
と
い
う
意
見
を
ま
と
め
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
お
葬
式
が
大
き
く
変
化

し
、
多
様
化
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
た
、
僧
侶
が
こ

れ
ら
お
葬
式
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
工
夫
も
多
く
見
ら

れ
、
非
常
に
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
変
化
や
多
様
化
の
全
て
が
「
負
的
意
味
あ
い
」
、

つ
ま

り
歴
史
的
に
お
葬
式
の
執
行
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
僧
侶
や
寺
院

に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
変
化

の
な
か
の
「
お
葬
式
に
お
け
る
宗
教
性
の
希
薄
化
」
、
「
簡
略
化
」
と
い
う
変
化

は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
お
葬
式
に
お
い
て
宗
教
性
が
希
薄
化
し

て
き
た
こ
と
と
は
、
僧
侶
の
儀
礼
執
行
の
内
容
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
場
所
の
変
化
、
葬
儀
社
に
よ
る
演
出
な
ど
に
よ

っ
て
お
葬
式
に
「
別
れ
」

の
要
素
が
強
く
な
り
、
相
対
的
に
葬
式
の
持
つ
宗
教
的
意
味
会
い
を
感
じ
、
理

解
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
葬
列
や

念
仏
講
な
ど
の
葬
送
習
俗
が
消
滅
し
た
こ
と
も
関
係
し
よ
う
。

現
在
、
「
お
葬
式
に
僧
侶
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
主
張
が

一
部
書
籍
に
見
ら
れ
、

人
々
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
仏
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教
式
の
お
葬
式
を
批
判
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
「
お
経
、
ま
た
儀
式
の
意
味
が

分
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
お
葬
式
の
現
代
的
変
化
に
よ
っ

て
人
々
に
お
葬
式
の
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し

ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
し
っ
か
り
と
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
の
存
在
を

伝
え
、
そ
の
上
で
浄
土
宗
の
お
葬
式
の
意
味
・
意
義
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
お
葬
式
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
お
葬
式
の
「
簡

略
化
」
で
あ
る
。
葬
儀
式
に
お
い
て
僧
侶
の
人
数
を
減
ら
す
、
初
七
日
を
葬
儀

式
と
同
日
あ
る
い
は
葬
儀
式
に
引
き
続
い
て
行
う
、
地
域
の
人
々
を
呼
ば
な
い

な
ど
、
全
国
的
傾
向
と
し
て
こ
の
「
簡
略
化
」
は
広
が
っ
て
い
る
。

一
部
の
都

市
部
で
は
、
通
夜
を
行
わ
ず
1
日
で
済
ま
せ
る
「
ワ
ン
デ
l
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と

い
う
形
式
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
簡
略
化
は
社
会
的
変
化
に
伴
い
必
然

的
に
起
こ

っ
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
き
な
問
題
な
の
は
、
檀
家
を
含

め
た
一
般
の
人
々
が
「
お
葬
式
の
持
つ
大
切
な
意
味
」
を
忘
れ
、
安
易
に
こ
の

流
れ
に
便
乗
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
侶
側
に
も
安
易

に
こ
の
傾
向
を
「
良
し
」
と
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
般
的
に
お
葬
式
の
持
つ
機
能
に
は
、①
死
体
の
処
理

②
霊
魂
の
処
理
(
浄

土
宗
の
場
合
で
は
弥
陀
の
来
迎
を
願
い
往
生
を
薦
め
る
)

③
死
の
社
会
的
認

長日

④
共
同
体
に
生
じ
た
危
機
を
克
服
す
る
、
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
機
能
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
悲
嘆
の
癒
し
(
遺
族
の
悲
し

み
が
癒
さ
れ
る
)
と
い
う
結
果
も
生
じ
る
。
安
易
な
簡
略
化
は
こ
れ
ら
の
機
能
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を
欠
く
こ
と
に
?
な
が
る
。
僧
侶
は
し
っ
か
り
と
こ
の
よ
う
な
お
葬
式
が
持
つ

機
能
を
理
解
し
た
う
え
で
人
々
に
伝
え
、
安
易
な
「
簡
略
化
」
の
流
れ
を
防
ぐ

責
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

僧
侶
自
身
も
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
、
お
葬
式
は
大
き
く
変
化
し

問
題
も
生
じ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
で
、
「
仏
教
式
の
お
葬
式
は
い
ら
な
い
」

と
い
う
批
判
的
な
意
見
も
出
て
き
て
い
る
。
我
々
僧
侶
は
よ
り
一
層
の
危
機
感

を
も
っ
て
こ
の
問
題
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
浄
土
宗
の
お
葬
式
が
大
き
な

意
味

・
意
義
を
持
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
檀
信
徒
、
ま
た

一
般
の
人
々
の
意
見

や
批
判
を
総
合
的
に
捉
え
た
う
え
で
、
各
僧
侶
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
工
夫
を

皆
で
共
有
し
「
よ
り
良
い
」
お
葬
式
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(
執
筆
者

名
和
清
隆
)



5 

ま
と
め

平
成
担
年
に
行
な
っ
た
寺
院
対
象
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

は
、
檀
信
徒
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(
平
成
口
年
実
施
)

の
分
析
結
果
に
基
づ

い
て
、
僧
侶
と
檀
信
徒
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

寺
院
対
象
の
調
査
で
は
、
儀
式
の
実
施
方
法

や
変
化
に
関
す
る
設
聞
が
全
体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
た
た
め
、
意
識
と
し
て

比
較
で
き
た
点
は
、

①
お
葬
式
の
意
味
に
つ
い
て
②
亡
き
人
の
存
在
に
つ
い
て

③
戒
名
の
意
義
に
つ
い
て
の
三
点
で
あ
る
。
個
別
の
分
析
は
第
1
項
と
第
2
項

に
詳
述
し
た
が
、
上
記
三
点
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
ら
れ
る
両

者
の
意
識
に
つ
い
て
記
し
、
本
章
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

①
お
葬
式
の
意
味
に
つ
い
て

こ
れ
に
関
連
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
は
、

(
ア
)
お
葬
式
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
ま
す
か
(
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト

。ヵ

1 

(イ
)
お
葬
式
の
も
っ
と
も
大
き
な
意
味
は
何
で
し
た
か
(
檀
信
徒
ア
ン
ケ
1

ト
(6) 

(
ウ
)
あ
な
た
は
自
分
の
お
葬
式
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す

第

2
章

分
析
研
究
編

か
(
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
附
1
4
)

の
3
間
で
あ
る
。
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
の

(
ア
)
は
8
つ
の
選
択
肢
の
中
か
ら
順

位
を
つ
け
て
3
項
目
以
内
を
選
ぶ
回
答
法
で
あ
っ
た
が
、
お
葬
式
の
第
一
義
で

あ
る
「
故
人
を
引
導
し
極
楽
往
生
を
薦
め
る
」
が
第
一
順
位
を
占
め
た
の
は
、

浄
土
宗
の
教
師
と
し
て
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
効
回
答

2
6
8
1
の
う
ち
、
第
1
位
か
ら
第
3
位
ま
で
に
「
極
楽
往
生
」
を
選
択
し
た

の
は

1
4
2
2
名
で
、
「
お
葬
式
の
意
味
は
説
明
し
て
い
な
い
」

の
合
計

3
9
0
名
を
除
い
て
も
、

8
6
9
名
即
ち
回
答
者
の
明
記
%
余
り
は
極
楽
往
生
に

全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
(
イ
)
回
答
者
が
喪
主
を
務
め
た
お
葬
式
と

(ウ
)

回
答
者
自
身
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
の
お
葬
式
の
意
味
を
択
一

方
式
で
尋
ね
て
み
た
。
(
イ
)

で
は
お
%
(
ウ
)

で
は
あ
%
が
「
極
楽
浄
土
へ

送
る
(
送
っ
て
も
ら
う
)
」
と
答
え
て
い
る
も
の
の
、
(
ウ
)
で
は
「
家
族
友
人

な
ど
と
の
別
れ
」
が
担
%
で
第
1
位
、
(
イ
)
も
「
故
人
と
の
別
れ
」
が
却
%

で
第
2
位
で
あ
る
。
こ
れ
を
(
イ
)
で
は
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
と
「
冥
福
を

祈
る
」
を
合
わ
せ
て
宗
教
的
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
回
答
と
分
析
し
、
(
ウ
)
の

第
1
次
分
析
で
は
葬
儀
の
告
別
式
化
の
反
映
と
し
た
。
し
か
し
浄
土
宗
の
お
葬
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式
で
喪
主
を
務
め
た
後
に
、
自
分
の
お
葬
式
は
別
れ
の
儀
式
と
考
え
る
人
が
増

加
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
お
葬
式
を
執
行
し
た
教
師

の
お
%
が
法
話
で
「
極
楽
浄
土
」
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
問
題
で
あ
ろ

ぅ
。
浄
土
宗
教
師
で
あ
る
以
上
「
お
葬
式
は
極
楽
浄
土
へ
引
導
す
る
儀
式
」
で

あ
る
旨
を
必
ず
説
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
亡
き
人
の
存
在
に
つ
い
て

(a
)
亡
く
な

っ
た
方
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
か

(寺

院
ア
ン
ケ
ー
ト
間
l

2
)

(b)
故
人
の
霊
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
か
(檀

信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
附
)

(
C
)

亡
く
な

っ
た
後
、
あ
な
た
の
霊
は
ど
こ
に
往
く
と
思
い
ま
す
か

(檀
信

徒
ア
ン
ケ
ー
ト
側
)

の
3
聞
が
、
亡
き
人
の
存
在
に
関
す
る
設
問
で
あ
る
。
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
の

(a
)

は
①
の

(ア
)
同
様
、
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
3
項
目
以
内
を
選
ぶ
回
答
法

で
、
当
然
な
が
ら
「
極
楽
浄
土
で
仏
と
な
る
た
め
に
修
行
を
し
て
い
る
」
が
第

-
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
「
家
族
な
ど
を
見
守
っ
て
い
る
」「
家
の
先
祖

と
な
り
子
孫

・
家
族
を
見
守
る
」
が
続
く
の
は
、
極
楽
往
生
し
て
か
ら
成
仏
す

る
ま
で
の
経
過
を
説
く
法
話
と
捉
え
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
の
流
れ
と
い

え
よ
、
っ
。

檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の

(b
)
は
、
亡
き
人
の
存
在
で
は
な
く
、
喪
主
と
亡
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き
人
と
の
繋
が
り
を
尋
ね
た
設
問
で
あ
っ
た
た
め
、
(

a

)

と
は
質
問
内
容
に

異
な
り
が
あ
り
、

一
概
に
比
較
は
で
き
な
い
が
「
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と

答
え
た
人
が
お
%
に
上

っ
て
い
る
。
(a
)
で
「
極
楽
修
行
、
見
守
り
」
の
3

項
目
を
選
択
し
た
回
答
が
鈎
%
(ポ
イ
ン
ト
換
算
)
で
あ
る
か
ら
、
寺
院
側
の

説
明
と
檀
信
徒
の
意
識
は
比
較
的
近
い
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

(b
)

に
「
極
楽
浄
土
で
:
:
:
」
と
い
う
選
択
肢
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
れ
程
の
人
が
こ

れ
を
選
ぶ
か
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
C
)

は
自
分
の
死
後
の
存
在
に
関
す
る
質
問
で
、
「
極
楽
浄
土
」
が
臼
%
と

三
分
の
二
近
く
を
占
め
て
い
る
。
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
①
の

(ア
)
で
「
極
楽
往

生」、

(a
)
で
「
極
楽
浄
土
」
に
触
れ
る
と
回
答
し
た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
%

と
侃
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
妥
当
な
数
字
と
も
言
え
る
。
し
か
し

「死

ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
が
ロ
%
も
あ
る
の
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
寺
院
対

象
の
法
話
に
関
す
る
質
問
(

a

)

で

「死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
答
え
た

の
は
さ
す
が
に
ω
%
弱
で
あ
る
が
、

〈死
ん
だ
ら
安
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で

何
も
し
て
い
な
い
〉
と
も
受
け
取
れ
る

「安
ら
か
に
眠
っ
て
い
る
」
と
い
う
回

答
が

M
%
あ
っ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

般
の

人
で
あ
れ
ば

「安
ら
か
に
眠
っ
て
い
る
」
の
は
心
地
良
い
表
現
で
あ
ろ
う
が
、

浄
土
宗
教
師
が
用
い
る
言
葉
と
し
て
は
あ
ま
り
適
切
と
は
一言
守
え
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
①

・
②
の
回
答
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
や
は
り
極
楽
往



生
を
説
く
必
要
性
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
戒
名
(
法
名
)

の
意
義
に
つ
い
て

戒
名
の
意
義
に
関
連
す
る
設
問
と
し
て
は
、

(
あ
)
戒
名
の
意
義
や
意
味
を
説
明
し
て
い
ま
す
か
(
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
側
)

あ
な
た
は
戒
名
を
希
-t;n 

し
ま
す
か

檀
信
徒
ア
ン
ケ

ト
(9) 

(
う
)
俗
名
に
よ
る
お
葬
式
を
希
望
す
る
理
由
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
(
寺
院

ア
ン
ケ
ー
ト
凶
l

1
)

(
え
)
俗
名
の
ま
ま
で
よ
い
と
思
う
理
由
は
何
で
す
か
(
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

(9) 

1 

な
ど
が
該
当
す
る
。
(
あ
)
で
「
説
明
し
て
い
る
」
「
尋
ね
ら
れ
た
ら
説
明
す
る
」

と
答
え
た
寺
院
は
位
%
強
で
あ
り
、
か
な
り
の
高
率
で
戒
名
の
意
義
や
意
味
が

説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
戒
名
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
寺
院
側
に
対
し
て
、
(
い
)

の
檀
信
徒
回
答
で
「
希
望
す
る
」
は
臼
%
と
、

今

一
つ
認
識
は
す
れ
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
寺
院
の
回
答
の
う
ち
「
ほ
と

ん
ど
説
明
し
な
い
」
「
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
」
が
7
%
、
「
尋
ね
ら
れ
た
ら
」

と
い
う
消
極
派
の
却
%
を
含
め
れ
ば
、
必
%
が
進
ん
で
説
明
は
し
て
い
な
い
こ

と
に
な
り
、
檀
信
徒
の
戒
名
希
望
者
と
反
比
例
し
て
い
る
傾
向
も
う
か
が
え
る
。

俗
名
希
望
の
理
由
に
つ
い
て
は
「
戒
名
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
と
す

る
回
答
が
最
も
多
く
、
寺
院
お
%
、
檀
信
徒
却
%
、

一
方
「
戒
名
料
が
高
額
」

第

2
章

分
析
研
究
編

と
い
う
回
答
は
、
寺
院
が

2
位
の
四
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
檀
信
徒
は

3
位

の
回
%
で
あ
る
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
大
差
な
い
が
、
檀
信
徒
は
「
俗
名
へ
の

思
い
入
れ
」
が

2
位
を
占
め
認
%
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
分
析
に
は
表
れ
て

い
な
い
が
、
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
が
菩
提
寺
経
由
で
あ
る
こ
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
以
後
に
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
戒
名
料
を
批
判
す
る
論
評
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
配
布
方
式
を
変
え
て
改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
場
合
に
は
、
逆
転
す
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
戒
名
の
意
義
の
説

明
と
戒
名
料
の
問
題
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
戒
名
は
授
与
す

る
も
の
で
あ
り
説
明
の
必
要
は
な
い
と
い
う
見
識
も
理
解
は
で
き
る
が
、
何
事

に
も
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
時
勢
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
積
極
的
な
意

義
や
意
味
の
説
明
が
「
戒
名
離
れ
」
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
お
葬
式
の
変
容
は
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
第
1

回
目
で
あ
る
が
、
お
葬
式
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に
こ
の
種

の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
作

成
に
当
っ
て
比
較
し
や
す
い
内
容
に
設
問
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
回

答
選
択
肢
の

一
部
に
研
究
班
の
思
い
込
み
に
よ
る
回
答
例
が
あ
っ
た
た
め
再
検

討
を
要
す
る
こ
と
、
分
析
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど
が
、
今
後
の
検

討
課
題
と
な
ろ
う
。

(熊
井
康
雄
)
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危
機
を
迎
え
る
仏
教
葬
儀

は
じ
め
に

都
市
部
に
お
け
る
仏
教
葬
儀
の
減
少
と
変
化

わ
が
国
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
お
葬
式
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
約
8
割
が
仏

教
式
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
数
値
は
地
域
差
が
大
き
い
。
農
村
部
な
ど
地
域
共
同
体
が
緊

密
で
、
寺
請
制
度
な
ど
に
よ
り
歴
史
的
に
寺
院
が
各
地
域
に
配
置
さ
れ
て
き
た

地
方
か
ら
見
る
と
、
こ
の
数
字
は
あ
ま
り
に
低
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
都
市
部
を
中
心
に
、
寺
院
と
の
関
わ
り

を
あ
ま
り
強
く
持
ち
た
く
な
い
人
た
ち
に
よ
る
、
葬
儀
の
み
の
僧
侶
依
頼
や
無

宗
教
葬
な
ど
仏
教
葬
儀
離
れ
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

仏
教
葬
儀
は
ど
の
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
き
た
か

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
人
が
仏
教
葬
儀
を
選
択
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
は
、
菩
提
寺
と
檀
信
徒
関
係
を
結
ん
で
い
る
世
帯
で
あ
る
。
第
二
は
、

次
男
や
三
男
な
ど
独
立
し
た
世
帯
で
は
あ
る
が
、
親
戚
や
兄
弟
、
ま
た
は
喪
家

自
身
に
「
家
」
の
宗
派
と
い
う
伝
統
的
な
束
縛
が
、
葬
儀
を
行
う
と
き
の
形
態

や
宗
派
や
寺
院
の
選
択
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
選
択

の
形
が
、
近
年
ま
で
極
め
て
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
が
、
こ
の
ケ
l
ス
は

現
在
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
第
三
は
、
と
に
か
く
仏
教
葬
儀
な
ら
ば
親
戚
も

納
得
し
て
く
れ
る
か
ら
何
宗
で
も
良
い
と
葬
儀
社
に
依
頼
す
る
場
合
で
あ
る
。

第
二
、
第
三
の
ケ
l
ス
と
も
宗
派
の
教
義
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
場
合
は

少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
族
の
拘
束
力
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
、
近
年
の
大
き
な
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

「
家
」
制
度
の
衰
退
と
葬
儀
無
用
論
の
関
係

田
畑
、
山
林
や
家
産
や
財
産
の
維
持
継
承
を
前
提
と
し
た
「
家
制
度
」
が
衰

退
し
、
住
職
が
檀
信
徒
に
語
り
か
け
る
「
ご
先
祖
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
が
、
実



感
の
こ
も
っ
た
言
葉
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
体
験
を
持
つ
人
た

ち
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。
死
者
は
遺
族
の
供
養
に
よ
っ
て
「
先
祖
」
に

な
っ
て
、
「
家
」
の
繁
栄
、

一
族
の
安
寧
を
守
護
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
生
活
実
感
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
多
く
の
地
域

で
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
仏
教
葬
儀
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ど
う
し
て
別
れ
の

場
に
は
、
仏
式
葬
儀
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

長
年
に
わ
た
っ
て
親
族
共
同
体
や
「
家
」
の
維
持
に
有
効
な
「
子
孫
に
よ
る

供
養
と
先
祖
の
加
護
」
と
い
、
ユ
示
教
的
関
係
に
よ
っ
て
教
化
を
行
っ
て
き
た
仏

教
で
お
葬
式
を
行
う
こ
と
は
、
親
族
関
係
や
共
同
体
に
あ
る
種
の
共
感
感
情
と

一
体
感
、
安
心
感
を
与
え
て
き
た
こ
と
が
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
流
入
民
に
よ

っ
て
急
激
に
拡
大
し
た
現
代
の
都
市
は
、
特
に
高

度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
そ
の
構
成
員
の
意
識
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
日
本

の
戦
後
復
興
の
第
一
期
で
あ
る
朝
鮮
特
需
、
そ
の
後
の
昭
和
却
年
か
ら
泣
年
に

か
け
て
の
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
神
武
景
気
、
昭
和
お
年
か

ら
お
年
の
岩
戸
景
気
、
昭
和
制
年
か
ら
必
年
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
時
代
に
、
「
金

の
卵
」
と
し
て
地
方
か
ら
都
市
部
に
賃
金
労
働
者
と
し
て
集
団
就
職
し
た
多
く

の
人
た
ち
は
、
地
域
社
会
か
ら
離
れ
た
人
数
が
極
め
て
高
く
、
転
勤
が
多
く
、

社
宅
・
共
同
住
宅
か
ら
戸
建
て
住
宅
へ
の
定
住
化
が
遅
か
っ
た
為
、
地
域
共
同

体
意
識
が
薄
く
、
伝
統
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
個
人
主
義
指
向
が
強
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
世
代
の
死
生
観
や
お
葬
式
へ
の
意
識

第

3
章

お
葬
式
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化

を
大
き
く
変
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
意
識
の
変
化
は
、
第
1
章
の
檀

信
徒
の
意
識
調
査
に
も
分
析
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
お
葬
式

は
別
離
の
た
め
の
儀
式
と
い
う
意
識
が
中
心
で
、
葬
儀
社
の
進
行
も
そ
う
し
た

流
れ
に
乗
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
浄
土
宗
の
教
義
に
根
ざ
し
た
宗
教
的
意
味
は

あ
ま
り
強
く
う
か
が
え
な
い
。

1
.
変
化
す
る
お
葬
式
と
檀
家
制
度
の
危
機

ー
家
族
葬
・
直
葬
・
無
宗
教
葬
の
増
加
|

家
族
葬
の
増
加

家
族
葬
と
は
、
会
葬
者
な
ど
の
範
囲
を
意
図
的
に
喪
家
が
縮
小
し
た
お
葬
式

の
形
態
を
指
す
。

一
般
的
に
は
、
お
葬
式
の
会
葬
者
な
ど
の
規
模
か
ら
見
た
形

態
で
、
通
夜
・
葬
儀
を
行
う
パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
最
近
の
都
市
部

の
葬
祭
場
は
、
私
営
・
公
営
も
含
め
て
家
族
葬
用
の
小
さ
な
式
場
を
用
意
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
家
族
葬
と
同
様
な
用
語
と
し
て
身
内
葬
と
表
現
す
る
業

者
も
あ
る
が
、
内
容
に
関
し
て
は
違
い
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
家
族
葬
は
、

一
般
に
家
族
と
ご
く
近
い
親
族
ゃ
あ
る
い
は
少
数
の
親
し
い
友
人
ま
で
を
含
め

た
意
味
で
あ
る
が
、
固
定
さ
れ
た
範
囲
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
家
族
葬
は
、

都
市
部
で
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
四
十
九
日
法
要
や
そ
の
後
の
年
団
法
要

の
参
列
者
の
規
模
も
同
様
で
、
子
供
家
族
の
み
と
い
う
こ
と
も
多
い
。
近
年
ま

で
は
、
出
席
者
が
少
な
い
こ
と
を
、
申
し
訳
な
き
そ
う
に
告
げ
る
喪
主
が
多
か
っ
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た
が
、
最
近
は
「
家
族
だ
け
で
し
ま
す
」
と
は
っ
き
り
と
言
う
人
が
増
え
て
き

て
い
る
。

ま
た
、
遺
族
が
都
市
流
入
第

一
世
代
で
あ
る
場
合
、
高
齢
化
し
て
独
居
生
活

を
し
て
い
る
親
を
都
市
に
引
き
取
り
、
高
齢
者
施
設
に
入
居
さ
せ
る
場
合
も
多

ぃ
。
こ
の
場
合
に
は
遺
族
の
住
む
地
域
に
ほ
と
ん
ど
生
活
し
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
亡
く
な
っ
た
親
は
地
域
住
民
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
遺

族
が
地
域
近
隣
住
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
会
葬
を
希
望
し
な
い
例

が
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
近
隣
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
直
接
葬
祭
場
に
遺
体
を
移
送
す
る
こ

と
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
近
隣
か
ら
隔
離
し
て
お
葬
式
を
行
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
密
葬
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
た

め
、
故
人
の
生
前
の
交
友
関
係
が
遺
族
に
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
よ

っ
て
、
家
族
葬
は
急
激
に
数
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。

直
葬
の
増
加

近
年
新
聞
等
で
、
通
夜
、
葬
儀
な
ど
を
行
わ
ず
に
直
接
に
火
葬
を
し
て
し
ま

う
こ
と
を
「
直
葬
」
と
呼
び
、
そ
の
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
直
葬
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
「
ち
よ
く
そ
う
」
が

一
般
的

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
次
の

『産
経
新
聞
」
で
は
、

ル
ピ
が
ふ
ら
れ
て
い
た
。

平
成
二
十
年
秋
彼
岸
期
間
中
に
、

「産
経
新
聞
』
が
取
り
上
げ
た
「
直
葬
」
特

集
へ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
家
族
の
葬
儀
を
、
宗
教
儀
礼
を
伴
っ
た
お
葬
式
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で
行
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
自
分
の
時
は
「
無
宗
教
の
直
葬
に
し
た
い
」
と
い
う

意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
多
く
は
、
費
用
が
高
額
で
、
お
葬
式

の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
遺
族
に
経
済
的
ば
か
り
で
な
く
人
的
に

も
負
担
が
大
き
く
、
ゆ
っ
く
り
家
族
で
お
別
れ
も
出
来
な
い
と
い
っ
た
お
葬
式

(2
)
 

へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
直
葬
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

無
宗
教
葬
の
増
加

「
無
宗
教
葬
」
と
は
、
宗
教
者
に
よ
る
儀
礼
を
伴
わ
な
い
か
た
ち
で
の
お
葬

式
を
指
す
が
、
近
年
こ
の
無
宗
教
葬
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
男
以
下

の
独
立
所
帯
で
は
、
自
分
た
ち
は
菩
提
寺
を
持
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
人
た
ち

が
増
え
、

寺
檀
関
係
を
煩
わ
し
く
思
う
人
た
ち
が
出
て
き
て
い
る
の
は
、

寺
墓

地
よ
り
も
霊
園
を
選
ぶ
比
率
の
高
さ
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
寺
の
行
事
に
縛
ら

れ
ず
、
年
回
法
要
も
自
分
た
ち
が
し
た
い
と
き
の
み
選
択
的
に
寺
と
関
わ
る
こ

と
を
望
む
人
た
ち
が
近
年
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
層
を
中
心
に
、

無
宗
教
葬
は
増
加
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
親
が
葬
儀
は
し
な
く
て
良
い
/
質
素
に
し
て
、
お
ま
え
た
ち
に
迷
惑
掛
け

た
く
な
い
か
ら
と
言
っ

て
い
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
家
族
葬

や
無
宗
教
葬
を
選
択
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
親
の
思
い
の
真
意
が
わ
か
っ
て



い
な
い
の
か
、
わ
か
っ
て
い
て
こ
れ
幸
い
と
言
っ
て
い
る
の
か
は
判
断
の
し
ょ

う
が
な
い
。
し
か
し
、
「
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
を
返
す
」
と
い
う
表
現
に
見
ら

れ
る
日
本
の
伝
統
的
な
美
風
は
も
は
や
死
語
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
単
に
、
経
済
状
況
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
、

ま
り
社
会
や
家
族
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
が
培
っ
て
き
た
「
お
葬

式
の
こ
こ
ろ
」
が
欠
如
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
と
し
て
現
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

無
宗
教
式
の
直
葬
は
、
こ
れ
ま
で
寺
院
と
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
人
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
檀
家
の
な
か
か
ら
も
起
こ
っ
て
き
て
い
る
。
都
内
の
あ
る
住
職

の
話
で
は
、
お
葬
式
の
布
施
を
惜
し
む
た
め
か
ど
う
か
、
四
十
九
日
に
納
骨
し

た
い
と
遺
骨
を
突
然
持
っ
て
く
る
檀
家
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
当
然
、
お
葬

式
も
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
家
族
葬
、
直
葬
、
無
宗
教
葬
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
き
た
が
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
場
合
、
お
葬
式
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識

を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

2 

檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
意
識
変
化

こ
こ
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
か
ら
葬
儀
の
変
化
を
「
無
宗
教
葬
へ
の

流
れ
」
と
い
う
視
点
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。
第

1
章

1
節
、
ま
た

2
章

1
節

で
も
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
全
教
区
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川
と
い
う
3

第

3
章

お
葬
式
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化

つ
の
地
域
を
比
較
し
て
分
析
し
て
い
る
が
、
「
無
宗
教
葬
へ
の
流
れ
」
が
見
え

る
の
は
、
東
京
・
神
奈
川
で
あ
る
。

東
京
・
神
奈
川
で
は
、
「
自
分
の
代
か
ら
」
「
親
の
代
」
か
ら
檀
家
と
な
っ
た

つ

人
が
多
い
。
つ
ま
り
移
住
流
入
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
移
住
流
入
者

の
居
住
地
の
特
徴
は
、
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
や
公
営
住
宅
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
、
伝
統
文
化
と
切
り
離
さ
れ
て
人
工
的
に
作
ら
れ
た
都
市
で
あ
る
。
当
然
そ

う
し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、
お
葬
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
地
域
の
協

力
も
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
地
域
の
お
葬
式
の
す
す
め
方
や
伝
統
も
分
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
地
域
よ
り
も
葬
儀
社
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
お
葬
式
の
準
備
・
運
営
に
最

も
深
く
関
わ
っ
た
の
は
葬
儀
社
で
あ
る
と
の
回
答
が
高
く
、
お
葬
式
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
近
隣
と
親
戚
が
無
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
地
域
伝
統
や
親
戚
の
意
見
は
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
お
葬
式
の
形
式

は
喪
主
家
族
が
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
大
都
市
の
お
葬
式
の
特
徴
を

よ
く
表
し
て
い
る
。

ま
た
通
夜
・
葬
儀
の
場
所
と
し
て
葬
祭
場
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
れ
る
こ
と
、
家
族
の

手
聞
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
近
隣
の
手
を
煩
わ
せ
な
く
て
済
む
か
ら
、
が
上
位

を
占
め
る
。
「
家
族
と
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
」
と
い
う
都
市
住
民
の

気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
移
入
し
た
都
市
住
民
の
意
識
は
、
「
無
宗
教
葬
へ
の
流
れ
」
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
自
分
の
葬
儀
を
望
む
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
東
京

・
神
奈
川
は
、
「
必
ず

し
て
欲
し
い
」
と
の
回
答
は
叫
%
と
全
教
区
よ
り
叩
ポ
イ
ン
ト
低
く
、
「
し
て

欲
し
く
な
い
」
と
い
う
明
確
な
否
定
は
8
%
も
あ
り
、
全
教
区
の
3
%
と
比
べ

る
と
、
そ
の
差
は
非
常
に
大
き
い
。
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
8
%

と
高
率
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
深
刻
な
数
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
未
定

8
%
と
「
出
来
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
消
極
的
希
望
を
含
め
れ
ば
、

55 
% 

と
い
う
驚
く
べ
き
高
率
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
東
京
・
神
奈
川
の
数
値
を
男
女
別
で
み
る
と
、
女
性
の
「
必
ず
」

は
、
男
性
印
%
に
対
し
て
お
%
と
低
く
、
逆
に
「
し
て
欲
し
く
な
い
」
は
男
性

6
%
に
対
し
て
日
%
と
倍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
女
性
の
お
葬
式
に
対
す
る

消
極
的
な
意
識
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
数
値
の
背
景
は
、
お
葬
式
で
負
担

を
強
い
ら
れ
る
の
は
主
に
女
性
で
あ
る
こ
と
や
家
族
内
の
女
性
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
考
え
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

理
由
で

一
番
高
い
の
は
、
全
教
区
共
通
し
て
い
て
、
「
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た

く
な
い
」
で
、
次
い
で
「
葬
儀
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
」
、
次
が
「
費

用
が
高
い
か
ら
」
と
な
る
。
こ
の
回
答
は
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
葬
儀
不
要
論
に
関
し
て
、

一
般
的
に
い
わ
れ

て
い
る
「
高
額
で
あ
る
こ
と
」
は
葬
儀
不
要
の
第
一
理
由
で
は
な
い
。
「
遺
族
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の
煩
わ
し
き
」
は
規
模
の
小
さ
な
家
族
葬
へ
、
「
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
」
は

無
宗
教
葬
・
直
葬
へ
と
流
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

お
葬
式
に
宗
教
的
意
味
を
見
い
だ
せ
ず
、
お
別
れ
会
を
望
む
者
が
い
れ
ば
、

当
然
俗
名
希
望
者
も
出
て
く
る
。
「
俗
名
で
よ
い
」
と
の
回
答
は
、
全
教
区
の

ロ
%
に
比
べ
東
京
・
神
奈
川
は
口
%
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
「
ま
だ
分

ら
な
い
」
と
い
う
未
確
定
者
は
東
京

・
神
奈
川
で
日
%
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東

京

・
神
奈
川
で
は
「
俗
名
で
よ
い
」
と
「
ま
だ
分
ら
な
い
」
を
足
す
と
3
割
を

超
え
る
。
回
答
者
が
浄
土
宗
寺
院
の
檀
信
徒
で
平
成
以
降
行
っ
た
お
葬
式
の
喪

主
で
、
以
後
の
年
回
法
要
も
た
び
た
び
行
っ
て
い
る
人
た
ち
の
回
答
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
「
な
ぜ
戒
名
が
必
要
な
の
か
」
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
寺
院

側
の
実
態
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
俗
名
で
よ
い
」
と
回
答
し
た

人
に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
、
「
戒
名
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
」
が

最
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
浄
土
宗
で
は
、
生
前
に
誉
号
や
戒
名
を
受
け
る
「
五
重
相
伝
会
」
「
授

戒
会
」
を
伝
統
的
に
積
極
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
の
は
関
西
以
西
で
、
戒
名
を

「
既
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
近
畿
に
多
い
の
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。

3
.
葬
儀
の
行
方



以
上
の
よ
う
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
、
直
葬
や
無
宗
教
葬
へ
移
り
ゆ
く

現
状
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
戒
名
や
お
葬
式
不
要
の
兆
し
が
浄
土
宗
の
檀
信

徒
に
も
現
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
浄
土
宗
の

お
葬
式
の
意
義
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
現
状
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
地
方
と
都
市
の
過
疎
過
密
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
両
極
化
し
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
と
共
に
、
大
都
市
に
流
入
し
て
き
て
定
住
化
し
た
人
々
は
、
高

齢
化
を
迎
え
、
自
身
あ
る
い
は
親
の
お
葬
式
の
担
い
手
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

「
都
市
初
代
や
二
代
目
」
に
は
、
連
綿
と
続
く
農
地
な
ど
を
土
台
と
し
た
文
化

は
な
く
、
当
然
そ
こ
に
は
「
先
祖
の
加
護
と
祈
り
」
な
ど
も
な
い
。
ま
た
移
動

の
結
果
と
し
て
親
族
も
近
隣
に
少
な
く
、
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
定
住
ま
で
、

何
回
と
な
く
転
居
を
繰
り
返
し
地
域
に
根
付
く
こ
と
も
難
し
い
。
地
域
社
会
と

し
て
新
し
い
都
市
が
成
熟
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
に
未
だ
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
連
帯
や
互
助
も
少
な
い
。
現
代
社
会
の
人
間
関
係
は
、
近
隣
親
族
関
係

に
お
い
て
ま
す
ま
す
弱
体
化
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
人
は
、
親
族
、
地
域
、
会
社
な
ど
の
共
同
体
の

一
員
か
ら

家
族
共
同
体
の

一
員
へ
、
そ
の
人
の
死
は
、
地
縁
血
縁
共
同
体
の
一
員
と
し
て

の
死
か
ら
、
個
人
・
家
族
の

一
員
の
死
へ
と
大
き
く
変
化
し
縮
小
化
し
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
応
が
今
、
我
々
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(執
筆
者

武
田
道
生
)
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と
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(1
)
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所

一一寸

2 

人
間
関
係
1
場
に
よ

っ
て
変
化
の
方
向

が
変
わ

っ
た
」
「現
代
日
本
人
の
意
識
構
造
』
第
七
版

ワ
L
n
U
司

i
n
u

2 
月

1
9
6
1
1
9
7
頁
。
こ
の
な
か
で
、
親
戚
と
の
関
係
が
1
9
7
3
年
の

第
1
固
か
ら
、

「な
に
か
に
付
け
相
談
し
た
り
、
助
け
合
う
」

全
面
的
っ
き

あ
い
は
、

日
%
か
ら
2
0
0
8
年
の
第
7
回
の
お
%
へ
と
減
少
し
て
き
て
い

る
。「
気
軽
に
行
き
来
す
る
」
部
分
的
つ
き
あ
い
は
、
判
%
か
ら
必
%
と
ほ

ぽ
変
わ
ら
な
い
が
、
「一

応
の
礼
儀
を
尽
く
す
程
度
」
の
形
式
的
つ
き
あ
い
は
、

8
%
か
ら
辺
%
へ
と
4
倍
近
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
遠
く
の
親

戚
」
に
は
、
頼
ら
な
い
と
い
う
近
年
の
傾
向
を
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
が
で

き
C

ス
v

。

(2
)
「
直
葬

『産
経
新
聞
』

消
え
る
弔
い
」
上
、
中
、
下

2
0
0
9
年
9
月

辺
、
お
、
泊
目
、
「
反
響
」
叩
月
6
日
、
8
日
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2 

浄
土
宗
の
お
葬
式
の
現
代
的
な
意
義

最
後
に
、
お
葬
式
か
ら
年
団
法
要
ま
で
を
含
め
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
お
葬
式
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
目
的
で
行
わ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
、
っ
か
。

第
ー
に
は
、
「
遺
体
を
処
理
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
儀
式
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
い
つ
の
時
代
で
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
2
に
は
、
「
社
会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
式
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
は
生
涯
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
社
会
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
故
人
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
お
葬

式
は
故
人
と
の
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
再
確
認
す
る
儀
式
で
も
あ
る
。
こ
の
機
能

は
、
社
会
が
複
雑
化
し
て
来
る
に
つ
れ
、

一
部
地
域
の
共
同
体
の
お
葬
式
か
ら

大
規
模
な
葬
儀
や
社
葬
な
ど
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。

第
3
に
は
、
「
共
同
体
で
危
機
を
克
服
す
る
儀
式
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意

味
で
の
お
葬
式
は
、
近
年
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
伝
統
的
な
地

域
社
会
で
は
、
近
隣
や
親
族
な
ど
地
縁
血
縁
の
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
遺

族
の
悲
し
み
ゃ
今
後
の
生
活
上
の
不
安
な
ど
の
精
神
的
物
質
的
な
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
共
同
儀
式
で
あ
っ
た
。
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第
4
に
は
、
「
死
者
を
先
祖
に
す
る
儀
式
」
で
あ
る
。
農
業
・
林
業

・
漁
業

な
ど
の
第

一
次
産
業
を
主
と
す
る
地
域
社
会
で
は
、
豊
作

・
豊
漁
や
家
業
の
繁

栄
、
子
孫
の
安
寧
な
ど
を
先
祖
に
祈
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
き
ち

ん
と
し
た
お
葬
式
を
行
う
こ
と
で
、
故
人
が
や
が
て
先
祖
と
な
り
、
あ
の
世
か

ら
子
孫
た
ち
を
守
護
し
て
く
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
お
葬
式
は
、
死
者
を
先
祖
に
す
る
た
め
の
始
め
の
儀
式
で
も
あ
っ
た
。

ー、

往
生
の
目
的
を
考
え
る

浄
土
宗
の
お
葬
式
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
来
迎
引
接
を
仰
ぎ
、
故
人
を
仏
教
信

者
に
し
て
極
楽
往
生
を
願
う
儀
式
で
あ
る
。

浄
土
宗
の
教
え
を
信
じ
る
者
の
生
き
る
目
的
は
、
法
然
上
人
の
教
え
に
従
い
、

日
々
の
な
か
で
念
仏
に
励
み
、
臨
終
に
際
し
て
阿
弥
陀
知
来
の
来
迎
を
得
て
極

楽
に
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
浄
土
宗
の
お
葬
式
は
、

遺
族
・
親
族
・
近
隣
な
ど
故
人
と
生
前
に
縁
の
あ
っ
た
会
葬
者
が
、
故
人
の
往

生
浄
土
と
い
う
目
的
を
視
覚
的
・感
覚
的
に
実
感
し
理
解
す
る
機
会
で
も
あ
る
。

そ
し
て
往
生
の
後
は
、
菩
薩
と
し
て
、
さ
ら
に
は
悟
り
を
え
て
、
苦
し
み
の
日
々

の
な
か
で
救
い
を
求
め
て
い
る
有
縁
無
縁
の

一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
還
相
回



向
を
果
た
す
こ
と
が
究
極
の
目
的
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
え
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
肉
体
的
な
死
を
迎
え
て
営

ま
れ
る
お
葬
式
は
、
真
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
往
生
す
る
と
い
う
「
新
た
な

生
ま
れ
変
わ
り
の
儀
式
」
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
遺
族
や
友
人
な
ど
お

葬
式
の
参
列
者
は
、
故
人
が
新
た
に
浄
土
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
往
く
こ
と
を
実

感
し
、
今
後
遣
さ
れ
た
私
た
ち
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
確
信
す
る
儀
式
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
社
会
に
生
き
る
多
く
の
人
々
が
、
肉
体
的
な
死
は
人
生
の
終

末
だ
と
考
え
て
い
て
、
生
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、

お
葬
式
は
前
に
述
べ
た
「
遺
体
を
処
理
す
る
た
め
の
儀
式
」
で
あ
り
、
ま
た
「
社

会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め
の
別
れ
の
儀
式
」
で
し
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ま
で
家
族
と
過
ご
し
た
日
々
や
友
人
と
の
交
流
の
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
は
避

け
よ
う
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
お
葬
式
は
「
生
者
必
滅
、
会
者

定
離
」
と
い
う
仏
教
の
真
理
の
ひ
と
つ
を
遣
さ
れ
た
人
た
ち
に
感
得
さ
せ
る
「
別

離
」
の
重
要
な
場
で
も
あ
る
。
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
自
分
の
お
葬

式
の
意
味
に
つ
い
て
、
「極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
儀
式
」
と
い
う
回
答
よ
り
、

「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
が
高
率
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
報
告
し
た
。
喪
主

を
務
め
た
ば
か
り
の
檀
信
徒
の
回
答
が
こ
の
よ
う
な
結
果
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
浄
土
宗
の
教
え
を
正
し
く
説
い
て
き
た
か
、
改
め
て
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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と
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お
葬
式
が
浄
土
宗
と
の
初
め
て
の
出
会
い
と
な
る
遺
族
や
、
日
頃
か
ら
寺
と

の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
家
の
遺
族
に
対
し
て
も
、
折
に
触
れ
、
法
然
上
人

の
説
か
れ
た
教
え
を
懇
切
丁
寧
に
説
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

2
、
お
葬
式
の
社
会
的
意
味

現
代
社
会
は
、
死
が
縮
小
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
家
の
職
業
を
継
承
す

る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
職
業
は
多
様
化
し
、
農
業
な
ど
地
域
で
共
通
の
職
業

を
行
い
、
助
け
合
っ
て
共
同
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
人
は
や
む
を
得
ず
移
動
転
居
を
生
涯
繰
り
返
す
人
は
多
い
。
現
代
社
会

で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
や
近
隣
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
を
切

り
保
て
ず
に
生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
高
齢
者
は
故
郷
に
取
り
残

さ
れ
た
り
、
知
り
合
い
の
な
い
都
市
の
住
宅
地
に
引
き
取
ら
れ
た
り
、
施
設
で

長
期
間
暮
ら
す
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
友
人
と
の
交
友
関
係
や
社
会
的
関
係
な

ど
は
ま
す
ま
す
縮
小
化
し
、
家
族
で
す
ら
故
人
の
生
涯
で
の
人
間
関
係
を
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
近
年
の
お
葬
式
の
縮
小
や
「
直
葬
」
化
が

急
激
に
進
ん
で
い
る
背
景
に
は
こ
う
し
た
社
会
状
況
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

「社
会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
式
」
と
し
て
の
お
葬
式
の

機
能
は
、
故
人
の
存
在
、
尊
厳
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人

生
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
喜
び
を
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
の
な
か
で
分
か
ち

合
っ
て
き
た
人
の
死
は
、
決
し
て
家
族
や
故
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
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あ
る
。
故
人
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
人
生
の

一
部
な
の

で
あ
る
。
私
た
ち
は
有
縁
無
縁
の
す
べ
て
の
縁
の
な
か
で
、
生
前
も
死
後
も
関

わ
り
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
た
め
に
も
お
葬
式
に
参
列
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
、
家
族
の
真
の
癒
し
と
し
て
の
お
葬
式

お
葬
式
の
重
要
な
機
能
の
ひ
と
つ
に
、
遺
族
や
親
類
縁
者
、
友
人
知
人
ら
の

別
離
の
悲
し
み
ゃ
苦
し
み
、
あ
る
い
は
今
後
の
不
安
な
ど
を
癒
す
と
い
う
役
割

も
あ
る
。
お
葬
式
は
、
亡
き
人
を
極
楽
往
生
に
導
く
た
め
の
儀
式
で
あ
る
と
始

め
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
こ
の
癒
し
の
機
能
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
悲
し
み
と
不
安
の
な
か
に
い
る
遺
族
は
、
近
隣
・
親
類
縁
者
・
友

人
ら
の
会
葬
と
励
ま
し
の
な
か
で
勤
め
ら
れ
て
い
く
お
葬
式
に
よ
っ
て
癒
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
僧
侶
に
は
、
傷
つ
き
ゃ
す
い
情
況
に
い
る
遺
族

を
思
い
や
っ
た
誠
実
な
儀
礼
の
執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
誰
よ
り
も
遺
族
に
「
極
楽
往
生
の
た
め
の
儀
式
」
と
い
う
意
味
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
真
の
癒
し
な
の
で
あ
る
。

浄
土
宗
の
お
葬
式
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
へ
の
別
離
と
極
楽
へ
の
往
生
の
儀
式

な
の
で
あ
る
。
亡
き
人
と
生
き
る
世
界
は
異
な
っ
て
も
、
「
家
族
」
と
し
て
共

に
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遺
族
に
と
っ

て
は
、
「
新
し
い
家
族
の
始
ま
り
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
極
楽
で
の
再
会
と
い

う
「
未
来
の
希
望
」
と
と
も
に
、
極
楽
で
見
守
り
続
け
て
く
れ
て
い
る
亡
き
人
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と
共
に
日
々
生
き
て
い
く
と
い
う
「
現
在
の
希
望
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
教

え
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
社
会
の
孤
独
と
悲
し
み
と
不
安
の
な
か
に
い

る
遺
族
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
教
え
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か4
、
お
葬
式
と
年
間
法
要
の
現
代
的
意
義

近
年
、
急
激
に
地
域
共
同
体
や
親
族
関
係
が
解
体
し
変
化
し
て
い
る
。
そ
の

最
も
大
き
な
変
化
は
人
間
関
係
の
希
薄
化
で
あ
る
。
人
の
移
動
現
象
と
、
生
活

圏
の
広
範
囲
化
に
よ
っ
て
、
親
族
な
ど
の
血
縁
、
居
住
者
同
士
の
地
縁
が
薄
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
会
社
で
の
「
社
縁
」
や
趣
味
で
繋
が
る
友
人
と

の
「
友
縁
」
に
加
え
、
共
同
墓
の
使
用
者
同
士
の
「
墓
縁
」
な
ど
の
新
た
な
人

間
関
係
も
誕
生
し
、
改
め
て
紳
や
縁
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

現
代
社
会
に
生
き
る
地
縁
や
血
縁
な
ど
の
縁
が
薄
く
な
っ
た
家
族
や
孤
独
な

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
世
と
極
楽
と
い
う
異
な
る
世
界
で
共
に
鮮
を
保
ち

な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
浄
土
宗
の
考
え
方
や
生
き
方
こ
そ
意
義
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
代
で
も
、
人
は
、
亡
き
人
の
存
在
を
、
死
ん
だ
ら
自
分
と
無
関
係
と
は
考

え
て
は
い
な
い
、

い
つ
ま
で
も
自
分
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
心
の
奥
底
で
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら



も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
教
え
で
は
、
亡
き
人
へ
の
追
善
回
向
は
阿
弥
陀
如
来
へ
の
念
仏
に

よ
っ
て
ふ
り
向
け
ら
れ
る
。
遺
族
が
自
ら
積
極
的
に
、
日
々
の
念
仏
や
、
仏
果

増
進
の
願
い
を
込
め
て
法
要
を
行
う
こ
と
こ
そ
、
阿
弥
陀
知
来
と
結
縁
し
、
亡

き
人
と
の
粋
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
お
葬
式
が
新
た
な

家
族
の
粋
の
始
ま
り
だ
と
す
れ
ば
、
年
国
法
要
は
亡
き
人
と
の
紳
を
強
め
、
年
々

亡
き
人
と
共
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な

機
会
な
の
で
あ
る
。

人
と
人
の
紳
や
縁
が
薄
く
な
っ
た
現
代
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
浄
土
宗
の
お
葬

式
と
年
団
法
要
は
、

一
層
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

(
執
筆
者

武
田
道
生
)
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第

3
章

お
葬
式
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化



シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

第
1
回

「
お
葬
式
と
そ
の
意
識
」

変
わ
る

近
年
、
急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
お
葬
式
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
意
識

が
著
し
く
変
化

・
多
様
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
お
葬
式
」
の
場
所
が
自
宅

か
ら
葬
祭
場
へ
と
移
行
し
て
き
た
、
ま
た
家
族
の
み
で
行
う
「
家
族
葬
」
が
増

加
し
て
き
た
、
お
葬
式
が
簡
略
化
し
て
き
た
な
ど
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
総
合
研
究
所
は
こ
れ
ら
の
実
態
と
意
識
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
、

平
成
口
年
9
月
に
檀
信
徒
対
象
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
(
以
下
、
「
檀

信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
)
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
た
る

目
的
は
、
喪
主
を
務
め
た
人
が
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
、
ど
の
よ
う
な
お
葬
式

を
行
っ
た
か
を
知
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
上
で
、
自
分
自
身
の
場
合
に
は
ど
の
よ

う
な
お
葬
式
を
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
『
教
化
研
究
』
第
回
号
の
研
究
成
果
報
告
「
全
国
葬
祭
ア
ン
ケ
l

ト
第
2
次
集
計
分
析
」
(
平
成
四
年
9
月
1
日
発
行
)
で
既
報
し
た
通
り
、
全
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

現
代
葬
祭
仏
教
研
究
班

教
区
と
近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

(以
下
、
近
畿
と
略
称
)
と
東
京
教
区
、
神

奈
川
教
区
(
以
下
、
東
京
・
神
奈
川
と
略
称
)
と
の

3
地
域
を
比
較
分
析
し
て

き
た
。
こ
の
結
果
、
重
要
な
テ
l
マ
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
連
載

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
l
マ
を
各
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
の
比
較
を
交
え
な
が
ら

分
析
し
、
報
告
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
文
中
で
用
い
る
「
お
葬
式
」
は
「
枕
経
」
「
通
夜
」
「
葬
儀
式
・
告

別
式
」
な
ど
を
含
む

一
連
の
葬
送
儀
礼
全
体
を
指
し
、
「
葬
儀
」
と
い
う
場
合
は
、

「
葬
儀
式

・
告
別
式
」
を
指
す
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
左
記
の
数
値
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

Q

1
、
あ
な
た
は
、
ご
自
分
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
か
。

Q
2
、
あ
な
た
は
、
戒
名
を
希
望
し
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
か
。



Q1 東京・神奈川近儀

固必ずしてほしい

固 できればしてほしい

Q2  

圃未図書

固績数回答

悶未回答

閤 4%
(11人)

園生前の名前 (俗名)のままでよい

回まだ分からない

/ 

園球名を希望する

回すでに威名を持っている

3
地
域
と
も
に
約
8
割
と
い
う
多
く
の
人
が
「
お
葬
式
を
必
ず
し
て
ほ
し
い
」

固その他

園概数回答

回してほしいとは思わない

図まだわからない

ま
た
は
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
お
葬
式

固3軸
(106人}

回

55% 
(1748人)

を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
ま
た
は
「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
、
自
分
自
身
の

「
お
葬
式
」
に
対
し
て
否
定
ま
た
は
未
決
定
の
回
答
者
が
約
l
割
も
い
る
。
東
京
・

神
奈
川
に
い
た
っ
て
は
、
否
定
ま
た
は
未
決
定
者
が
日
%
も
い
る
。
こ
の
ア
ン

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

ケ
l
ト
は
、
平
成
以
降
に
喪
主
と
し
て
「
お
葬
式
」
を
務
め
た
檀
信
徒
が
対
象

で
あ
る
。
ま
た
、

菩
提
寺
か
ら

3
名
の
檀
信
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
渡
し
た
と

い
う
配
布
方
法
か
ら
鑑
み
る
と
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
は
、
「
よ
く
寺

院
に
お
参
り
に
来
ら
れ
、
菩
提
寺
に
協
力
的
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
こ
の
数
値
は
深
刻
な
問

題
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
戒
名
に
つ
い
て
も
き
早
え
る
。
約
7
割
が
「
既
に
戒
名
を
持
つ

て
い
る
」
ま
た
は
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
・

神
奈
川
で
は
「
俗
名
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
口
%
も
い
る
。
ま
た
、
近
畿
で
は
五

重
相
伝
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
-
割
が
戒
名
で
は

な
く
俗
名
の
ま
ま
で
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
お
葬
式
・
戒
名
を
否
定
す
る
」

と
い
う
回
答
か
ら
は
、
我
々
僧
侶
が
檀
信
徒
か
ら
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
本

音
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

次
号
よ
り
報
告
し
て
い
く
テ
1
マ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

新
し
い

「
お
葬
式
」
の

「
か
た
ち
」

現
在
、
「
お
葬
式
」
に
起
き
て
い
る
変
化
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
「
お
葬
式
」

の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
の
変
化
の
背
景
を
述
べ
る
。
具
体
的
に
は
急
増

す
る
「
家
族
葬
」
と
「
直
葬
」
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の
状
況
、
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ノ

l
ト
」
な
ど



に
代
表
さ
れ
る
「
お
葬
式
」
の
自
己
決
定
、
「
手
元
供
養
」
と
い
う
遺
骨
の
一

部
を
手
元
に
安
置
し
て
追
慕
す
る
新
た
な
る
供
養
形
態
な
ど
に
触
れ
る
。

人
口
変
動
と
「
お
葬
式
」
の
変
化

人
口
の
変
動
に
よ
る
急
激
な
都
市
化
と
過
疎
化
が
地
域
共
同
体
を
弱
体
化
し

た
。
人
口
動
態
の
変
化
か
ら
見
た

「
お
葬
式
」
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

葬
儀
社
と
「
お
葬
式
」
の
場
の
変
化

葬
祭
場
で
の
「
お
葬
式
」
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
運
営

は
地
域
共
同
体
か
ら
葬
儀
社
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
地

域
社
会
の
役
割
の
変
化
と
葬
儀
社
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

-
「
お
葬
式
」
の
実
態

喪
主
と
し
て
行
っ
た
「
お
葬
式
」
の
実
態
を
考
究
す
る
。
女
性
と
高
齢
者
の

喪
主
の
存
在
、
「
お
葬
式
」
の
運
営
者
の
実
体
、
通
夜
の
参
列
者
数
な
ど
に
つ

い
て
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
別
に
比
較
す
る
。

-
自
分
が
亡
く
な
っ
た
際
の
「
お
葬
式
」

「
喪
主
と
し
て
行
っ
た
お
葬
式
」
と
「
自
分
自
身
の
お
葬
式
」

と
の
意
識
の

ズ
レ
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
「
お
葬
式
」
を
し
て
ほ
し
く
な
い
理
由
な
ど
を
考

究
す
る
。
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-
「
お
葬
式
」
の
意
味

l
実
体
と
宗
義

「
お
葬
式
」
に
対
し
て
浄
土
宗
義
が
有
す
る
意
味
合
い
と
、
檀
信
徒
が
有
し

て
い
る
意
味
合
い
の
ズ
レ
に
注
目
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る

の
か
を
言
及
す
る
。

-
戒
名
と
「
お
葬
式
」

「
生
前
の
名
前
で
よ
い
」
と
考
え
る
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
理

由
を
考
察
し
、
そ
の
男
女
別
、
年
齢
別
、
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
別
を
は
じ
め
、

五
重
相
伝
実
施
率
と
の
関
係
な
ど
か
ら
分
析
す
る
。

女
性
に
と
っ
て
の
「
お
葬
式
」

男
性
の
喪
主
と
女
性
の
喪
主
と
で
は
、
「
お
葬
式
」
に
対
す
る
意
識
に
差
異

が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
か
を
考
察
す
る
。

お
葬
式

の
意
味

来
世
観
と
死
者
と
の
関
わ

死
後
「
私
は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
か
」
「
大
切
な
あ
の
人
は
ど
こ
に
行
く

の
だ
ろ
う
か
」
。
こ
の
素
朴
で
根
本
的
な
問
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
考
察

十
ヲ
ヲ
心
。



こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
激
変
し
て
い
る
「
お
葬
式
の
実
態
」
と
「
お
葬
式
か
ら
見
え
る
宗
教
観
」

を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
僧
侶
自
身
の
意
識
変
革
と
そ
の
対
応
が
迫
ま
ら
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
今
後
の
葬
祭
に
お
け
る
檀
信
徒
教
化

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
念
じ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
文
責
は
執
筆
者
に
あ
る
が
、
そ
の
研
究
責
任
は
現
代
葬
祭
仏
教

研
究
班
に
あ
る
。

(
西
城
宗
隆
)

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

口一ソク会社が提案している新しい形の祭壇
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第
2
回

新
し
い
「
お
葬
式
」
の
〈
か
た
ち
〉

ー
「
個
性
化
」
「
個
別
化
」
す
る
「
お
葬
式
」
|

現
在
、
「
お
葬
式
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
特
に
平
成
以

降
に
起
こ
っ
て
い
る
変
化
は
、
私
た
ち
僧
侶
が
実
際
に
通
夜
や
葬
儀
を
勤
め
る

な
か
で
、
切
に
感
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
我
々
浄
土
宗
僧
侶
は
、
そ
の
変
化
を

捉
え
、
対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
在
、
「
お
葬
式
」
に
関
し
て
起
き
て
い
る
変
化
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
変
化
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
そ
の
後
、
そ
の
変
化

の
背
景
に
つ
い
て
も
、
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
報
告
す
る
変
化
は
、

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
動
向
で
あ
り
、
全
国
に
均
等
に
起
き
て
い
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

「
お
葬
式
」

に
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

現
在
、
起
き
て
い
る
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
つ
い
て
5

点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

①
葬
祭
場
利
用
の
増
加

②

「
家
族
葬
」

ゃ
「
直
葬
」
の
増
加

③
葬
儀
社
に
よ
る
「
お
葬
式
の
サ
ー
ビ
ス
化
」
「
商
品
化
」

④

「
お
葬
式
」
の
自
己
決
定

⑤
遺
骨
処
理
の
多
様
化
(
偲
び
方
の
変
化
)
で

あ
る
。

①
葬
祭
場
利
用
の
増
加
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近
年
、
特
に
都
市
部
を
中
心
と
し
て
通
夜
、
葬
儀
を
葬
祭
場
で
行
う
こ
と
が

増
え
て
き
た
。特
に
首
都
圏
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
全
教
区
で
は
、
通
夜
お
%、

葬
儀
却
%
(
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
)
と
多
く
の
人
が
葬
祭
場
で
お
葬

式
を
行
っ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
東
京
・
神
奈

川
で
は
、
通
夜
日
%
、
葬
儀
臼
%
の
人
が
葬
祭
場
で
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

な
お
、
近
畿
で
は
通
夜
却
%
、
葬
儀
訂
%
で
あ
り
、
東
京
・
神
奈
川
と
は
大
き

な
聞
き
が
み
ら
れ
、
葬
祭
場
の
利
用
状
況
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

②

「
家
族
葬
」
や
「
直
葬
」
の
増
加

次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
Q
8
1
3
)
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

Q
自
分
の
お
葬
式
に
は
、
ど
の
範
囲
の
人
に
来
て
欲
し
い
か
。

1
.
家
族
の
み

2.
家
族

・
親
戚

3.
家
族
・
親
戚

・
友
人

4 

家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々

5.
家
族
・
親
戚
・友
人
・
地
域
の
人
々

仕
事
関
係
の
人
々

6.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の

人
々

・
遺
族
の
関
係
の
人
々

7.
そ
の
他

1
1
3
ま
で
の
回
答
が

「地
域
社
会
」
を
含
ま
な
い
回
答
で
あ
る
。
こ
の
1



あなたのお葬式の会葬は、どの範囲の人々に来て欲しいと思いますか。(8) -3 

東京・神奈川近画陸全教区

図 0.4%(10人)

回二......_，_ í 図 3 ~も (97人)

1% "ミ'-.¥ I一ー圃3%
(27人) ~岨・・.-... (74人)

1
3
の
合
計
が
、
全
教
区
で
は
却
%
と
な
っ
て
い
る
。

園家族・親戚・友人・ 1世繊の人4 ・仕事関係の人々

図家族・親戚・友人・地域の人々・仕事関係の人々・遺族の関係の人々

回その他

図複数回答

圃家族のみ

園家族・親戚

園家族・親戚・友人

図家族・親戚・友人・地域の人々 園来回答

つ
ま
り
、
却
%
の
人
が

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

地
域
の
人
々
や
仕
事
関
係
の
人
々
を
含
ま
な
い
「
狭
い
範
囲
で
の
お
葬
式
」
を

シ
リ
ー
ズ

望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
必
%
で
あ
り
、
全

教
区
と
比
較
す
る
と
ロ
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
半
数
に
迫
る
人
た
ち
が
「
狭
い
範

聞
で
の
お
葬
式
」
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
、
参
列
者
が
少
な
い
通
夜
や
葬
儀
が
増
加
し
て
い
る
。
家
族
や
親
族
、

ま
た
少
数
の
友
人
の
み
が
参
ノ
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
参
列
者
が
少
な
い

お

葬
式
」
を
葬
祭
業
界
で
は
、
「
家
族
葬
」
や
「
身
内
葬
」
な
ど
と
称
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
参
列
者
が
少
な
い

「
お
葬
式
」
を
新
聞
等
で
は
「
密
葬
」
と
表
現

す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
我
々
僧
侶
が
こ
れ
ま
で
「
密
葬
」
と
い
う
言
葉
を
、

「
表
葬
に
対
し
て
の

『
密
葬
』
」

と
い
う
意
味
で
用
い
て
き
た
が
、
こ
れ
と
は
異

な
る
意
味
で
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
通
夜
・
葬
儀
を
行
わ
ず
に
火
葬
し
て
終
わ
り
に

し
て
し
ま
う
「
直
葬
」
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
火
葬
を
す
る
際

に
、
火
葬
炉
の
前
で
僧
侶
が
読
経
す
る
場
合
も
多
い
と
い
う
。

僧
侶
に
儀
式
を
依
頼
し
な
い
「
お
別
れ
会
」
も
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
し
ば
し
取
り
上
げ
ら
れ
る
有
名
人
の
「
お
別
れ
会
」
は
、

家
族
葬
を
行
っ
た
後
に
、
「
お
別
れ
会
」
を
行
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

東
洋
大
学
の
井
上
治
代
氏
が
、
東
京
の
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
東
京
都
世

田
谷
区
の
葬
祭
業
者
A
杜
で
2
0
0
5年
1
月
か
ら

8
月
の
聞
に
請
け
負
っ
た

「
お
葬
式
」
で
は
、
直
葬
は
日
%
、
家
族
葬
(
身
内
葬
)

M
%
、
家
族
+
親
し

い
友
人
叩
名
以
内
ロ
%
で
あ
り
、
ご
く
少
数
で
の
お
葬
式
が
約
5
割
で
あ
っ
た

131 



もっとも深く関わった人

全教区

近畿

東・神

し、。

100% 80% 60% 40% 20% 0% 

|園 1近隣の人々・ 2親戚ロ 3寺院口 4葬儀社・ 5その他 ・複数回答・未回答|

と
い
う
。
ま
た
、
東
京
都
世
田

谷
区
B
社

(2
0
0
5
年
1
月

よ
り
9
月
)
で
は
、
直
葬
は

却
・
7
%
、
家
族
葬

(身
内
葬
)

ロ

・
3
%
、
そ
の
他
の
お
葬
式

で
も
会
葬
者
間
名
未
満
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
最
近
で
は
、
通
夜
式
を

省
略
し
、

1
日
で
す
べ
て
を
済

ま
す
様
式
の
「
お
葬
式
」
を
売

り
出
し
て
い
る
葬
祭
業
者
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
会
葬
者
の
減
少

を
そ
の
背
景
に
持
っ
て
い
る
と

ぃ、っ
。

③
葬
儀
社
に
よ
る
「
お
葬
式
の

サ
ー
ビ
ス
化
」
「
商
品
化
」

再
び
、
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
l

ト
」
結
果
を
見
て
い
た
だ
き
た

-zEJF-4・.品J-fE
-ぜ減l

F同

(写真①)(写真②)(写真①)

Q
お
葬
式
の
準
備

・
運
営
に
最
も
深
く
関
わ

っ
た
人
は
誰
で
す
か
。
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(写真⑥)(写真⑤)(写真④)

こ
の
結
果
か
ら
、
葬
儀
社
が
如
何
に
お
葬
式
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

(全
教



区
必
%
)
か
が
分
か
る
。
特
に
、
東
京
・
神
奈
川
に
お
い
て
は
圧
倒
的
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
(
町
%
)
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
儀

社
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
通
夜
・
葬
儀
が
葬
祭
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
増
え
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
「
お
葬
式
」
に
多
様
な
演
出
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
洋
花
を
使
つ
て
の
花
祭
壇
、
通
夜
や
葬
儀
の
場
に
お
け

る
音
楽
で
の
演
出
、
故
人
の
思
い
出
の
品
の
展
示
な
ど
を
普
通
に
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

2
0
0
8年
6
月
、
「
お
葬
式
」
に
関
連
す
る
業
者
が
集
ま
り
、
自
社
の
商

品
を
紹
介
す
る
「
フ
ュ

l
ネ
ラ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
l
」
が
横
浜

(於
一
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
)
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
撮
影
し
て
き
た
写
真
に
よ
り
、
「
新

し
い
お
葬
式
」
の
形
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
葬
儀
業
界
が
商
品
拡
販
を
狙
い

出
展
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、

「現
在
の
お
葬
式
」
を
表
す
も
の
で
は
な
い
が
、

進
み
つ
つ
あ
る
方
向
線
上
に
あ
る
「
お
葬
式
の
近
い
将
来
の
姿
」
を
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

写
真
①
は
、
故
人
の
思
い
出
の
写
真
を
飾
る
パ
ネ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現

在
し
ば
し
ば
目
に
す
る
ほ
ど
普
及
し
て
い
る
。
写
真
②
は
、
祭
壇
に
飾
ら
れ
る

遺
影
で
あ
る
が
、
数
枚
の
遺
影
が
時
間
ご
と
に
切
り
替
わ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で

あ
る
。
写
真
②
は
ち
ょ
う
ど
遺
影
が
切
り
替
わ
る
瞬
間
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
故
人
の
思
い
出
を
共
有
す
る
場
と
し
て
の
通
夜
・
葬
儀
と

い
う
意
味
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

写
真
③
は
、
あ
る
ロ
l
ソ
ク
会
社
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
祭
壇
で
、
数

多
く
の
ロ
l
ソ
ク
が
祭
壇
の
装
飾
品
と
し
て
飾
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
写

真
命
⑤
は
有
名
な
華
道
家
で
あ
る
仮
屋
崎
省
吾
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
花
祭
壇
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
祭
壇
に
し
て
も
業
者
に
よ
る
過
度
の
演
出
が
な
さ
れ
、

他
の
業
者
と
の
「
独
自
化
」
を
図
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
写
真
⑥
は
、
「
葬

祭
業
者
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
」
と
い
う
講
師
に
よ
る
広
告
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
演
出
文
化
」
「
家
族
葬
の
時
代
」
「
喪
家
と
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン
」
「
感
動
葬
儀
・
高
額
葬
儀
・
リ
ピ
ー
ト
葬
儀
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
葬
祭
業
界
で
の
競
争
の
激
化
し
て
い
る
状
況
、
ま
た
参
列
者
が
少
な
く

げ
る
か
と
い
う
姿
勢
が
見
え
る
。

な
り
、
お
葬
式
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
た
状
況
に
、
如
何
に
対
応
し
利
益
を
挙
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(写真⑧)

④
自
分
で
決
め
る
お
葬
式

自
分
の
お
葬
式
を
、
自
分
が
生
き

て
い
る
聞
に
自
分
自
身
で
決
め
て

お
く
と
い
う
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
生
き
て
い
る
聞
に
、
葬
祭
業

(写真⑦)

者
が
主
催
す
る
勉
強
会
(セ
ミ
ナ
ー
)

に
参
加
し
た
、
?
え
で
、
ど
の
よ
、
つ
な

お
葬
式
に
し
た
い
か
を
決
め
、
葬
祭
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業
者
と
契
約
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
ど
の
よ
う
な
お
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
か
を
記
し
て
お
き
、
残
し
て

お
く
」
と
い
う
ノ
l
ト
も
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ノ
l
ト
は
現
在
、
数
多

く
販
売
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

一
般
的
に
は
「
エ

ン
デ
イ
ン
グ
・
ノ

l
ト
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ノ
ー
ト
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
、

N
P
O
法
人
市
民

葬
送
情
報
セ
ン
タ
ー
が
出
し
て
い
る
「
私
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

よ
ろ
し

く
ノ

1
ト

も
し
も
の
と
き
、
あ
な
た
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
の
人
に
:
:
:
」
を

見
て
み
よ
う
。
(
写
真
的
③
参
照
)

こ
の
ノ
l
ト
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て
「
私
の
こ
と
」
(
私
の
履
歴
、
私

の
思
い
出
、
証
明
書
、
保
険
、
財
産
)、
「
私
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
」

(介
護

の
希
望
、
終
末
期
医
療
に
つ
い
て
の
希
望
)
、
「
私
が
も
し
も
の
と
き
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
「
私
が
も
し
も
の
と
き
」
と
は
、
自
分
の
お
葬
式
の
や
り
方
や

埋
葬
に
つ
い
て
の
希
望
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
「
お
葬

式
を
し
て
ほ
し
い
か
」
「
葬
儀
の
と
き
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
人
」
「
参
列
者
の
範

囲
」
「
祭
壇
の
様
式
」
「
戒
名
に
つ
い
て
」
「
遺
影
写
真
の
希
望
」
「
香
典
に
つ
い

て
」
な
ど
仔
細
に
わ
た
る
希
望
を
記
し
て
お
き
、
ま
た
、
そ
の
希
望
を
伝
え
た

い
人
を
指
定
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

こ
の
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ノ

i
ト
」
は
、
「
お
葬
式
を
自
分
で
決
め
た
い
」

と
い
う
本
人
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
「
親
と
子
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
か
ら
、
親
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
子
供
が
親
の
交
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友
関
係
や
、
墓
の
こ
と
な
ど
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
「
家
族
関
係
の
変
化
」

と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
ノ

i
ト
が
用
い
ら
れ
る
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑤
遺
骨
処
理
の
多
様
化
(
偲
び
方
の
変
化
)

「
散
骨
」
「
樹
木
葬
」
「
宇
宙
葬
」
「
手
元
供
養
」
。
こ
れ
ら
は
、
し
ば
し
ば
マ

及
し
て
い
る
か
は
判
然
と
し
て
い
な
い
が
、

ス
コ
ミ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
実
際
ど
の
程
度
普

一
つ
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
遺
骨
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
と
い
う

深
く
関
係
し
て
い
る
。

こ
と
で
あ
る
が
、
「
亡
く
な
っ
た
人
を
ど
の
よ
う
に
偲
ぶ
か
」
と
い
う
こ
と
と

こ
こ
で
、
「
手
元
供
養
」
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。
手
元
供
養
と
は
、
故

(写真③)

(写真⑩)



人
の
遺
骨
の
す
べ
て
、
ま
た
は
一
部
を
家
な
ど
の
手
元
に
安
置
し
、
供
養
・
追

慕
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
遺
骨
を
容
器
に
入
れ
て
置
い
て
お

く
タ
イ
プ
、
遺
骨
を
加
工
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
遺
骨
を
お
地
蔵
さ
ん
の
置
物

に
入
れ
て
安
置
す
る
(
写
真
⑨
)
、
遺
骨
を
写
真
付
き
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
い
れ

て
身
に
つ
け
て
お
く
(
写
真
⑩
)
、
さ
ら
に
は
、
遺
骨
を
加
工
し
て
合
成
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
に
し
、
身
に
つ
け
て
お
く
と
い
う
も
の

(
写
真
⑪
)
ま
で
あ
る
。

2
0
0
5年
に
N
P
O
法
人
「
手
元
供
養
協
会
」
が
発
足
し
、
そ
の
普
及
に
努

め
て
い
る
が
、
こ
の
協
会
が
葬
祭
関
連
業
者
に
謡
っ
て
い
る
「
手
元
供
養
を
扱

う
効
果
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
(
写
真
⑫
)
。

-
葬
儀
単
価
の
減
少
や
、
仏
壇
、
お
墓
の
購
入
者
の
量
的
減
少

・
単
価
の
減

少
を
手
元
供
養
の
販
売
で
補
う
。

-
少
子
化
の
影
響
で
、
継
続
を
前
提
と
す
る
お
墓
を
持
て
な
い
層
や
、
お
墓

.、
一一
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シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
僅
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

を
持
た
な
い
と
す
る
層
に
対
す
る
故
人
を
偲
ぶ
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
提

供
で
き
る
。

今
後
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
「
直
葬
」
や
「
樹
木
葬
」
「
散
骨
」
を
希
望

さ
れ
る
お
客
様
に
対
し
て
、

一
部
を
手
元
に
残
す
供
養
商
品
と
し
て
最
適

な
商
材
と
な
る
。

-
連
れ
あ
い
を
亡
く
さ
れ
た
り
、
逆
縁
の
お
客
様
に
と
っ
て
は
、
お
骨
を
手

放
せ
な
い
人
が
多
く
、
そ
う
い
う
人
に
と
っ
て
は
、
手
元
供
養
は
大
き
な

癒
し
の
対
象
と
な
り
喜
ば
れ
る
。

な
お
、
こ
の
「
手
元
供
養
」
関
連
商
品
に
は
、
お
墓
代
わ
り
に
使
用
す
る
も

の
と
、
墓
に
納
骨
、
ま
た
は
散
骨
し
て
一
部
を
手
元
に
置
い
て
お
く
も
の
の
両

方
が
あ
る
。
残
っ
た
遺
族
が
遺
骨
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
供
養
す
る
た
め
に

用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

お
葬
式
の
変
化
の
背
景

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
よ
う
に
、
「
お
葬
式
」
が
変
化
し
、
ま
た
「
お
葬
式
」

に
新
し
い
形
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由

と
し
て
、
「
平
均
寿
命
の
延
び
(
後
期
高
齢
で
の
死
の
増
加
)
」
「
お
葬
式
の
主

体
が
葬
儀
社
へ
と
移
行
」
、
そ
し
て
「
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化
」
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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①
平
均
寿
命
の
延
び
(
後
期
高
齢
で
の
死
の
増
加
)

ま
ず
、
「
平
均
寿
命
の
延
び
(
後
期
高
齢
で
の
死
の
増
加
)
」
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
特
に
「
家
族
葬
」
や
「
直
葬
」
が
増
加
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
平
成
時
年
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
乃

・
∞
歳
、
女
性
部

・
剖
歳
と
、

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
高
齢
で
の
死
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
結
び
つ
く
。
高
齢
で
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
す
で

に
故
人
の
職
場
な
ど
の
縁
が
切
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
多
く
、
「
お
葬
式
」

に
呼
ぶ
範
囲
と
し
て
、
遺
族

・
親
族

・
友
人
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
関
係

の
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

②
お
葬
式
の
主
体
が
葬
儀
社
へ
と
移
行

隣
組

・
葬
式
組
と
い
っ
た
、
地
域
共
同
体
の
組
織
が
果
た
す
「
お
葬
式
」
に

お
け
る
役
割
が
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
「
お
葬
式
」
の
主
体
が
葬
儀
社
へ
と
移

行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
お
葬
式
の
商
品
化
」

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
通
夜

・
葬
儀
の
場
所
が
葬
祭
場
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化

人
々
の
「
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化
」
が
、
お
葬
式
の
変
化
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
な
「
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
の
変
化
」
は
、
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト」

136 

結
果
を
も
と
に
、
次
の
回
で
詳
述
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
人
々
の
「
意
識
の

変
化
」
の
背
景
を
、

2
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
A
「産
業
構
造
の
変

化
」
と
B
「
家
族
の
変
化
」
で
あ
る
。

A

「
産
業
構
造
の
変
化
」

昭
和
初
年
代
以
降
、
農
業
・
林
業
・
漁
業
な
ど
の
第

一
次
産
業
が
減
少
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
田
畑
、
山
林
、
漁
業
権
な
ど
の
「
家
産
を
継
承
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
統
的
な
「
家
」
と
い

う
観
念
を
弱
く
し
、
ま
た
「
死
者
は
子
孫
の
杷
り
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
だ
い
に
家
を
守
護
す
る
先
祖
に
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
伝
統
的
な
先
祖
観
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

B
「
家
族
の
変
化
」

戦
後
日
本
に
は
、

2
回
の
大
き
な
家
族
変
動
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

-
回
目
の
変
化
は
、
高
度
成
長
期

(
1
9
5
0l
ω
年
代
)
に
見
ら
れ
た
急
激

な
核
家
族
化
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
3
世
代
以
上
が
同
じ
家
に
生
活
す
る
「
大
家

族
」
が
主
で
あ
っ
た
の
が
、
夫
婦
と
そ
の
子
供
の
み
が
同
居
す
る
と
い
う
核
家

族

(夫
婦
家
族
制
)
が
定
着
し
て
き
た
。

2
回
目
の
変
化
は、

1
9
8
0年
代
、
夫
婦
制
家
族
の
内
部
に
起
こ

っ
た
規

範

・
価
値
観
の
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
規
範

・
価
値
観
の
変
化
と
は
、
離
婚
率

の
上
昇
、
晩
婚
化
、
未
婚
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
家
族
内
の
「
個
人
化
」
と
し



て
表
れ
た
。
家
族
の
「
個
人
化
」
と
は
、
生
活
を
共
に
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

が
、
個
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
領
域
、
人
間
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
己
実
現
を
目
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
父
、
母
、

子
供
が
、
同
じ
家
に
住
み
同
じ
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
家
に
住
み
な

が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
職
業
、
趣
味
の
活
動
、
そ
し
て
そ
れ
に
ま
つ
わ
る

人
間
関
係
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
の
な
か
で
共
通
す
る
人
間
関
係
が
少
な
く
な
り
、
「
お
葬
式
」
の
際
に
は
、

故
人
の
人
間
関
係
な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
家
族
内
で
「
個
人
化
」
が
進
む
に
従
っ
て
、
お
葬
式
に
お

い
て
は
、
悲
し
み
を
共
有
す
る
家
族
、
親
族
や
友
人
だ
け
で
「
お
葬
式
」
を
行

い
、
会
社
関
係
者
や
近
隣
の
人
々
な
ど
お
葬
式
を
知
ら
せ
な
い
傾
向
が
で
て
く

る

こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
産
業
構
造
が
変
化
し
、
「
家
族
」
が
変
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
家
」
と
い
う
観
念
が
希
薄
化
し
て
き
た
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
っ
て
「
家
の
先
祖
」
と
い
う
観
念
が
薄
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
つ

ま
り
、
「
死
者
は
子
孫
の
杷
り
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
段
々
と
家
を
守
護

す
る
先
祖
に
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
先
祖
代
々
」
と
い
う
伝
統

的
な
先
祖
観
が
分
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
父
や
母
と
い
っ
た
、
親
愛
の
情
で
結
び
つ
く
近
し
い
「
追
憶
的
死
者
」
へ

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

の
供
養
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
挙

げ
た
「
手
元
供
養
」
や
、
写
真
付
き
の

位
牌
(
写
真
⑬
)
な
ど
に
そ
の
傾
向
が

見
て
取
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
民
俗
レ
ベ
ル
で
は
、
「
お

葬
式
」
と
そ
れ
に
続
く
却
日
、

1
周
忌
、

「
家
を
守
護
す
る
先
祖
」
に
す
る
意
味
を
担
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し

3
回
忌
と
い
う
追
善
供
養
が
、
死
者
を

か
し
、
「
家
を
守
護
す
る
先
祖
」
と
い
う
観
念
が
薄
く
な
り
、
父
や
母
と
い
っ
た
、

親
愛
の
情
で
結
び
つ
く
人
へ
の
追
慕
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
お
葬

式
」
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
い
て
繰
り
返
し
行
う
法
事
に
対
し
、
「
何
の
た
め
に
行

な
う
の
か
」
と
い
う
意
味
を
見
出
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
「
お
葬
式
」
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。
我
々

浄
土
宗
僧
侶
は
、
そ
の
変
化
を
捉
え
、
対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
持

土
宗
檀
信
徒
の
、
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
変
化
を
捉
え

る
上
で
大
き
な
意
味
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

(
名
和
清
隆
)
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第
3
回
希
薄
化
す
る
人
間
関
係

ー
な
く
な
る
世
代
差
・
地
域
差
と
お
葬
式
の
変
化

は
じ
め
に

現
在
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
筆
者
が
行
っ
て
い
る
研
究
に
、

全
国
の
各
地
域

社
会
の
変
化
予
測
が
あ
る
。
そ
の
な
か
の

一
つ
は
人
口
の
変
化
に
伴
う
、
地
域

の
過
疎
化
・
過
密
化
と
寺
院
の
布
教
活
動
の
関
連
で
あ
る
。

二
つ
め
は
地
域
社
会
の
産
業
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
構
成

の
変
化
が
、
地
域
社
会
そ
の
も
の
や
そ
こ
に
生
き
る
人
た
ち
の
生
活
や
考
え
方
、

ま
た
宗
教
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
そ
う
し
た

変
化
は
、
今
回
の
テ

i
マ
に
沿
っ
て
い
え
ば
、
日
本
人
の
葬
祭
意
識
や
霊
魂
観

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
研
究
で
あ
る
。

人
口
問
題
に
関
す
る
研
究
で
は
、
浄
土
宗
開
教
振
興
協
会
が
刊
行
し
て
い
る

機
関
誌

『開
教
』
の
第
お
号

(平
成
却
年

3
月
1
日
発
行
)
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
る
。
詳
細
は
同
誌
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
全
市
町
村
の
人
口
と
そ
の
地
域
の
寺
院
数
の
か
か
わ
り

を
中
心
に
、

2
0
3
0年
ま
で
に
ど
れ
ぐ
ら
い
人
口
が
増
減
し
て
い
く
か
を
未

来
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
単
純
に
人
口
数
ば
か
り
か
、

5
歳
ご
と
の
階
層
別

増
減
数
を
予
測
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
増
減
の
中
で
、
ど
の
地
域
で
ど
の

よ
う
に
高
齢
化
や
少
子
化
が
進
ん
で
い
く
か
を
予
測
し
、
地
域
の
特
性
を
探
り
、
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当
該
地
域
寺
院
へ
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
布
教
教
化
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

三
つ
め
は
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
研
究
で
、
現
代
人
が
死
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か

と
い
っ
た
問
題
を
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
今
回
は
、
日
本
中
の
多

く
の
地
域
で
農
耕
社
会
か
ら
産
業
構
造
が
劇
的
に
変
化
し
、
新
た
な
職
業
を
求

め
て
人
々
が
都
市
近
郊
へ
大
量
に
移
住
し
、
新
し
い
都
市
住
民
と
し
て
定
住
化

す
る
な
か
で
、
都
市
の
規
模
や
世
代
差
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
や
世
代
の

人
の
意
識
、
特
に
今
後
の
寺
院
活
動
や
「
お
葬
式
」
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
対
人
関
係
意
識
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た

し、。
具
体
的
に
い
え
ば
、

「高
齢
者
に
な
れ
ば
寺
院
に
必
ず
帰
っ
て
く
る
」
「
高
齢

者
の
人
た
ち
は
地
域
や
親
戚
と
の
人
間
関
係
を
非
常
に
濃
く
求
め
て
い
て
、
温

か
く
て
強
い
鮮
や
っ
き
あ
い
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
。
そ
う
し
た
考
え

方
は
大
都
市
で
は
と
て
も
弱
く
て
、
都
市
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
従
っ
て
人

と
の
関
係
は
濃
密
に
な

っ
て
く
る
。
ま
た
そ
の
考
え
方
は
生
ま
れ
た
年
代
に
影

響
を
受
け
て
い
て
、
社
会
の
変
化
に
は
あ
ま
り
影
響
を
受
け
な
い
」
と
い
う
、

わ
れ
わ
れ
僧
侶
が
抱
き
が
ち
な
考
え
方
は
、
本
当
に
あ
た

っ
て
い
る
の
か
。
現

在
の
高
齢
者
や
町
村
部
の
人
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ



う
か
と
い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
と
そ
れ
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。

〈
全
面
的
つ
き
あ
い
〉
か
ら
〈
形
式
的
つ
き
あ
い
〉

ー
職
場
・
近
隣
・
親
戚
l
~ 

「
地
域
社
会
は
本
当
に
固
定
的
で
、
人
が
生
き
る
基
盤
と
な
る
関
係
が
う
ま

く
作
れ
て
い
る
の
か
。
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
は
、

伝
統
仏
教
に
と
っ
て
は
根
本
的
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
「
お
葬
式
」
を
助
け

合
う
地
域
社
会
や
親
戚

・
職
場
の
同
僚
の
受
付
な
ど
、
先
祖
と
子
孫
、
地
縁
と

血
縁
、
最
近
の
言
葉
で
は
社
縁
な
ど
、
人
と
人
を
結
び
、
そ
こ
に
生
き
る
意
味

を
与
え
る
仏
教
に
と
っ
て
重
要
な
対
人
関
係
観
は
本
当
に
揺
ら
い
で
い
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
疑
問
へ
の
答
え
と
な
る
の
が

「日
本
人
の
意
識
構
造

第
六
版
」

(N
H
K
出
版

2
0
0
4
年
)
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
望
ま
し

い
人
間
関
係
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
が
あ
る
。
以
下
そ
こ
で
使
わ
れ

て
い
る
図
表
を
用
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
分
析
で
は
、
基
本
と
な
る
「
望
ま
し
い
人
間
関
係
」
を
、
職
場
・
近
隣
・

親
戚
と
い
う
3
種
類
に
分
け
て
い
る
。
職
場
に
関
し
て
は
、

1
.
何
か
に
つ
け

相
談
し
た
り
、
助
け
合
え
る
よ
う
な
つ
き
あ
い

〈全
面
的
〉、
2
.
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
も
、
話
し
合
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
つ
き
あ
い

〈部
分
的
〉、
3
.

事
に
直
接
関
係
す
る
範
囲
内
の
つ
き
あ
い

〈形
式
的
〉、
と
い
う
分
け
方
で
あ
る
。

近
隣
の
場
合
は
、

1.
何
か
に
つ
け
相
談
し
た
り
、
助
け
合
え
る
よ
う
な
っ
き

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

あ
し、

〈
全
面
的
〉、
2
.
あ
ま
り
堅
苦
し
く
な
く
話
し
合
え
る
よ
う
な
つ
き
あ

し、

〈部
分
的
〉、
3.
会
っ
た
と
き
に
、
あ
い
さ
っ
す
る
程
度
の
つ
き
あ
い

〈形

1.
な
に
か
に
つ
け
相
談

式
的
〉
と
い
う
分
け
方
。
親
戚
の
場
合
も
同
様
で
、

〈全
面
的
〉、

し
た
り
、
助
け
合
え
る
よ
う
な
つ
き
あ
い

2.
気
軽
に
行
き
来

つ
き
あ
い

で
き
る
よ
う
な
つ
き
あ
い

〈形
式
的
〉

〈
部
分
的
〉
、

3

で
あ
る
。

一
応
の
礼
儀
を
尽
く
す
程
度
の

ま
ず
、
職
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
望
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

考
え
て
い
こ
う
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
第
1
回
目
が

1
9
7
3
(昭
和

2
0
0
3
(平
成
日
)
年
の
7
回

必
)
年
で
、
以
後
5
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
、

ま
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
却
年
間
の
日
本
人
の
意
識
変
化
を

企ーく形式的〉ベ:>-<部分的〉

仕

，骨髄喝

59 

45 

18 15 '; 
企 '

20 
4-- -- 22 

努

40 

20 
14 
一企 ーー11 10 

企 ーや e企

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

'03年'98 

【職
場
}

'93 

上
の
図
は
、
男
女
・年
齢
を
問
わ
ず
、

'88 

全
回
答
者
の

「職
場
で
の
人
間
関
係
」

に
関
す
る
回
答
結
果
で
あ
る
。
却
年
前

'83 

の

η
年
で
は
〈
全
面
的
な
つ
き
あ
い
〉

78 

を
望
む
と
い
う
数
値
は
約
6
割
も
あ
っ

73 

た
。
上
司
は
部
下
の
面
倒
を
見
て
仲
人

139 

。

を
し
た
り
、
社
員
旅
行
や
社
員
運
動
会



を
行
っ
た
り
と
、
会
社
は
「

一
つ
の
家
族
」
と
い
う
表
現
で
例
え
ら
れ
る
よ
う

面
的
〉

な
強
い
人
間
関
係
が
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。〈
部
分
的
〉は
お
%
と
〈全

と
こ
ろ
が
、
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。

て
お
%
ま
で
下
降
し
、
明
年
を
見
る
と
、

〈全
面
的
〉
は
、
約
加
ポ
イ
ン
ト
も
減
少
し

一
方

〈部
分
的
〉
は
徐
々
に
上
昇
し
、
「
全
面
的
」
と

侃
年
の
次
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で

同
数
値
に
並
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

は
、
逆
転
し
て
「
部
分
的
な
つ
き
あ
い
」
が
1
位
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

〈形
式
的
〉
は
初
年
間
で
倍
増
し
、

辺
%
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
伸
び
率
は

劇
的
と
言
っ
て
い
い
。〈
形
式
的
〉
が
第
1
位
に
な
る
日
も
遠
く
な
い
か
も
知

由 ー〈形式的〉

54 

4・ー〈全面的〉 ベ〉ー 〈部分的〉

54 

*近隊
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% 
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企
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20 

れ
な
い
。

'03年

{近
隣
】

'98 

上
に
左
の
図
の

「近
隣
」
に
つ
い
て

'93 

見
る
と
、

〈部
分
的
な
つ
き
あ
い
〉

'88 

日
%
か
ら
日
%
へ
と
若
干
の
増
加
が
見

ら
れ
る
が
、
却
年
間
あ
ま
り
変
化
な
く
、

'83 

依
然
と
し
て
第
1
位
で
あ
る
。
し
か
し
、

'78 

冗
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
直
前
は

〈全

面
的
〉
が
お
%
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
目

'73 
。

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
は
風
呂

や
味
噌
・米
の
貸
し
借
り
と
い

っ
た
近
隣
と
の
、
文
字
通
り
「
裸
の
つ
き
あ
い
」

140 

と
い
う
全
面
的
な
関
係
が
こ
の
数
値
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
あ

っ
た
の
に
対
し

分
的
〉

て、

〈形
式
的
〉
は
日
%
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
年
に
は

〈部

〈全
面
的
〉
は
日
ポ
イ
ン
ト
も
減
少
し
て

は
ほ
と
ん
ど
変
化
な
い
が
、

い
た

一
方
で
、

〈形
式
的
〉
が
叩
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、

〈形

の
で
あ
る
。

式
的
・
部
分
的
な
つ
き
あ
い
〉
が
「
近
隣
関
係
」
で
も
多
数
派
と
な
っ
て
い
る

【親
戚
}

「
親
戚
関
係
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
近
隣
と
親
戚
は
寺
に
と

っ
て
は
、
お
葬

式
の
と
き
に
助
け
合
う
重
要
な
基
盤

Iま

日企 〈形式的〉-0-<部分的〉ー・ー〈全面的〉

*親戚

51 

60 
% 

40 

32 

17 企
..• ... .. 20 日間企日

企
山
川

企
9 
企

S 
A 

20 

'03年

だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
左
図
か
ら
見
る
と

'98 

お
葬
式
を
仕
切

っ
た
り
甥
や
姪
の
仲

。93

人
を
す
る
と
い

っ
た

〈全
面
的
な
っ
き

'88 

あ
い
〉
は
、
初
年
間
に
日
%
か
ら
沼
%

'83 

ま
で
、
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
親
戚
で
も
〈部

分
的
〉
が
却
%
か
ら
訂
%
と
第
1
位
に

。78

上
昇
し
て
い
る
。
初
年
前
に
は
8
%
し

'73 

か
な
か

っ
た

〈形
式
的
〉
は
、
初
%
ま

。

で
上
昇
し
た
。
血
縁
関
の
つ
き
あ
い
関



係
の
希
薄
化
は
今
後
一
層
進
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
戚
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
つ
き
あ
い
関
係
で
、
形
式
的
な

関
係
を
志
向
す
る
傾
向
が
急
激
に
増
加
し
、
全
面
的
つ
き
あ
い
は
減
少
し
、
大

多
数
が
部
分
的
な
つ
き
あ
い
を
望
む
傾
向
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
は
こ
の
よ
う
な
人
の
意
識
の
変
化
は
、
「
世
代
」
、

つ
ま
り
生
ま
れ
た
年
代
に

よ
っ
て
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
戦
前
生
ま
れ
は
伝
統
的
全
面
的
な
関
係
志
向

が
そ
れ
以
降
の
世
代
よ
り
強
く
、
そ
れ
は
時
代
の
変
化
に
影
響
さ
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

希
薄
化
す
る
人
間
関
係
と
な
く
な
る
世
代
差

.，0.・0..'73<部分的〉
0.''''' ー・".

0 

0.....0 

• '73<全面的> . ..•• 

'03年〈部分的〉

60 
% 

40 

シ
リ
ー
ズ

'03年〈全面的〉20 

左
図
は
「
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
」
に

07a7、'83内'78‘'73- ・68‘・63‘・58陶 53拘 '48・・43、'38- '33均
生

関
す
る
生
ま
れ
年
別
の

〈全
面
的
〉〈
部

分
的
〉
関
係
志
向
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
首

(昭
和
8
)
年
以
前
生
ま

れ
は
初
歳
以
上
の
回
答
者
、

初
年
生
ま

れ
は
日
歳
の
最
年
少
回
答
者
で
あ
る
。

川
知
年
と
羽
年
の
聞
の
百
年
が
昭
和
初
年

で
、
終
戦
の
年
で
あ
る
。
こ
の
年
が
戦

前
戦
中
派
と
戦
後
派
を
分
け
る
基
準
年

と
な
っ
て
い
る
。

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

こ
れ
を
見
る
と
、

η
年

(点
線
)
と
明
年
(
折
れ
線
)
の
両
調
査
共
、
グ
ラ

フ
の
形
態
が
類
似
し
て
い
て
、
百
年
以
前
に
生
ま
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
戦
前
戦
中

派
世
代
で
は
、
全
体
的
に
数
値
が
高
い
だ
け
で
な
く
、

〈部
分
的
〉
と

〈全
面
的
〉

の
数
値
が
接
近
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戦
後
派
の
世
代
で
は
こ
の
二
つ
の

差
は
若
い
世
代
ほ
ど
拡
大
し
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
前
戦
中
派
の
同
じ
生
ま
れ
世
代
で
あ
っ
て
も
、
初
年
間
に

〈全

面
的
〉
も

〈部
分
的
〉
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

〈全
面
的
〉

の
減
少
の
幅
は
約
1
割
と
大
き
い
。〈
部
分
的
〉も
数
ポ
イ
ン
ト
下
落
し
て
い
る
。

同
じ
世
代
の
回
答
な
ら
ば
、
初
年
後
で
も
グ
ラ
フ
が
重
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
却
年
前
の
戦
前
戦
中
派
の
意
識
と
却
年

後
の
意
識
が
こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

〈全
面
的
〉
と

〈部

分
的
〉
の
減
少
分
は

〈形
式
的
〉
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
世
代
の

〈全
面
的
〉
と

〈部
分
的
〉
の
減
少
傾
向
は
、

生
ま
れ
世
代
に

関
係
な
く
、
こ
の
初
年
間
の
社
会
の
変
化
や
人
間
関
係
の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
に
よ

っ
て
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
世
代
に
わ
た

っ
て、

つ
き
あ
い
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
き
た
原
因
は
生
ま
れ
世
代
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
変
化

が
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

141 



'03年〈部分的〉60 
% 

40 

'03年〈全面的〉20 

{
親
戚
}

日 '87- '時。7ト'73均時時'除骨時・時・3ト 3

次
の
「
親
戚
」
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
い
え
る
。
次
図
に
よ
れ
ば
親

戚
関
係
で
も
、

初
年
前
に
は
、
戦
前

戦
中
派
は
約
6
割
が
圧
倒
的
に

〈全

面
的
〉
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
に
対
し
て
侃
年
に
は
そ
の

世
代
で
さ
え
、
約
却
%
し
か
支
持
し

て
い
な
い
。
現
在
で
は
希
薄
な
っ
き

中
派
で
す
ら
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
戦
中
世
代
に
対
す

あ
い
関
係
を
望
む
人
た
ち
が
戦
前
戦

る
わ
れ
わ
れ
の
固
定
観
念
は
、
極
端
に
言
え
ば
、
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
戦
後
派
世
代
に
関
し
て
言
え
ば
、
〈全
面
的
〉
も
〈部

分
的
〉
も
共
通
し
て
、
ど
の
世
代
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
数
値
に
な
り
、
折
れ
線
グ

ラ
フ
は
水
平
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
域
や
遠
い
親
戚
を
呼
ば
な
い
家

族
葬
な
ど
の
増
加
は
、
若
い
喪
主
た
ち
だ
け
の
考
え
方
と
は
限
ら
ず
、
高
齢
者

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
聞
に
も
そ
う
し
た
葬
儀
を
求
め
る
意
識
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
十
分
考
え

希
薄
化
す
る
人
間
関
係
の
な
か
で
な
く
な
る
地
域
差
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次
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
都
市
の
規
模
と
つ
き
あ
い
関
係
の
か
か
わ

り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
考
え
で
は
、
小
都
市
の
つ
き
あ
い
関
係
は

強
く
、
大
都
市
ほ
ど
地
域
と
の
粋
が
弱
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

際
に
は
ど
の
よ
う
な
意
識
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
「
近
隣
」
と
「
親
戚
」
に

{
近
隣
】

左
図
の
左
側
の
近
隣
グ
ラ
フ
か
ら
、
人
口
問
万
人
以
上
の
政
令
指
定
都
市
、
m万
人

*親戚

r???4 
且~忌ニ司

女近隣

60 
% 

40 

20 

〈郵分的〉・ 0..'73年 -0-'03 

〈全面的〉 ・'73年 ー・一'03

町

申サ

叩
万
未
満
町
市

叩
万
以
上
の
市

加
万
以
上
の
市

政
令
指
定
都
聞

町

村

叩
万
未
満
町
市

叩
万
以
よ
田
市

包
n以
上
町
市

政
令
指
定
郡
市

。

却
万
人
以
上
の
都
市
、

以
上
、

m万
人
未
満
、
そ
し
て

町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る

「
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
」
の
関

係
を
見
る
と
、
「
都
市
規
模
が

小
さ
い
ほ
ど
近
隣
と
の
つ
き
あ

い
関
係
が
強
い
」
と
い
う
現
在

も
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
固
定

観
念
は
、

万
年
当
時
は
当
た
つ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
町
村
で



は
近
隣
と
の

〈全
面
的
〉
が
却
%
を
超
え
て
い
た
。
そ
れ
が
大
都
市
に
な
る
ほ

ど
下
が
っ
て
、
お
%
と
約
半
減
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
年
の
調
査
で
は
、
下

落
傾
向
は
ど
こ
も
み
な
同
様
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
大
都
市
よ
り
も
町
村
部
の

ほ
う
が
下
落
幅
が
大
き
い
な
こ
と
と
、
都
市
の
規
模
ご
と
の
数
値
に
ほ
と
ん
ど

差
が
な
く
な
っ
て
、
線
が
水
平
化
し
て
き
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
年
で
は
〈全

面
的
〉
を
望
む
の
は
、
町
村
部
で
や
っ
と
2
割
、
大
都
市
部
で
約
1
割
で
、
逆

に

〈部
分
的
〉
が
増
加
し
て
い
る
。〈
部
分
的
〉

'73 
年

の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

の
町
村
部
は

〈部
分
的
〉
が
大
都
市
に
比
べ
て
叩
%
以
上
も
下
が
っ
て
必
%
ほ

ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、
初
年
後
で
は
、
ど
の
規
模
の
都
市
も
上
昇
し
て
ほ
と
ん

ど
同
じ
数
値
に
な
っ
て
水
平
化
し
て
い
る
。
特
に
町
村
部
の
上
昇
幅
は
都
市
部

よ
り
大
き
い
。
こ
こ
初
年
の
間
に
都
市
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
の
つ
き

あ
い
関
係
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
変
化
の
背
景
と
な
る
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
望
む
か

と
い
う
意
識
は
、
都
市
の
規
模
と
は
か
か
わ
り
が
な
く
な
り
、
別
の
要
因
か
ら

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
う
ち
の
寺
は
村
に
あ
る
か
ら
変
わ

っ

て
い
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
楽
観
的
で
表
面
的
な
考
え
が
も
は
や
通
用
し
な
い

時
代
が
来
た
の
で
あ
る
。

{親
戚
】

前
ペ

l
ジ
の
図
の
右
側
の
グ
ラ
フ
の
示
し
て
い
る
「
親
戚
と
の
つ
き
あ
い
」

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
均
年
当
時
は
、

〈全
面
的
〉
は
大
都
市
で

5
割、

町
村
部
で
は
6
割
近
く
と
、
都
市
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
と
い
う
、

わ
れ
わ
れ
の
既
成
概
念
に
合
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
年
の

特
徴
は
、
す
べ
て
の
規
模
の
都
市
で
却
ポ
イ
ン
ト
近
く
下
が
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
大
都
市
よ
り
も
町
村
部
の
ほ
う
が
劇
的
に
下
が
っ
て
い
て
、
大

都
市
部
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
数
値
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
「
親
戚
づ
き
あ
い
」
も

〈部
分
的
〉
が
都
市
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
ほ
5
割
と
い
う
高
率
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
「
大
都
市
の
人
の
親
戚
付
き
合

い
は
、
希
薄
だ
」
と
い
っ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
町
村
部
も
変
わ
ら
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
実
状
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
、
戦
前
戦
中
派
は
〈全

面
的
〉
な
親
戚
関
係
を
志
向
し
て
、
戦
後
派
の
世
代
は

〈部
分
的
〉
志
向
が
強

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
今
後
、
す
べ
て
の
世
代
で
人
間
関
係
が
希
薄
化

し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

全
世
代
に
共
通
し
て

〈部
分
的
〉〈
形
式
的
〉

志
向
が
一
層
加
速
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
が
示
し
て
い
る
の
は
、
大
都
市
よ

り
も
規
模
の
小
さ
い
都
市
、
特
に
町
村
部
の
方
が
日
本
社
会
の
劇
的
な
変
化
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
す
べ
て
の
世
代
に

わ
た

っ
て
社
会
の
影
響
を
受
け
て
、
世
代
聞
の
差
が
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
生
ま
れ
世
代
が
人
の
意
識
形
成
の
決
定
的
要
素
で
は
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
の
世
代
で
も
、
現
状
の
ま
ま
社
会
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が
進
行
し
て
い
く
な
ら
ば
、
職
場
・
近
隣
・
親
戚
に
代
表
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
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間
関
係
に
お
い
て
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
の
な
い
希
薄
な
関
係
を
志
向
し
て
い
く
傾

向
は

一
層
強
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

家
族
の
間
で
さ
え
も
、
「
子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
お
葬

式
を
や
ら
な
く
て
い
い
」
と
い
う
人
た
ち
が
、
わ
れ
わ
れ
浄
土
宗
総
合
研
究
所

で
行
っ
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
か
な
り
の
数
が
見
ら
れ
た
。
職
場

は
当
然
と
し
て
、
近
隣
・
親
戚
関
係
ば
か
り
か
、
家
族
の
な
か
で
も

〈遠
慮
・

迷
惑
〉
と
い
う
空
虚
な
心
配
り
が
感
じ
ら
れ
る
希
薄
な
人
間
関
係
を
志
向
す
る

傾
向
が
こ
れ
か
ら
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
伝
統
仏

教
は
、
生
と
死
の
存
在
論
的
意
味
付
け
を
個
人
と
広
く
社
会
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
行
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
お
葬
式
は
最
も
重
要
な
教
化
活
動
で
あ
る
こ
と

は
論
を
ま
た
な
い
。

人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
く
現
代
社
会
の
中
で
、
「
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
が

い
ま
、
崩
れ
は
じ
め
て
い
る
。

(武
田
道
生
)



第
4
回

通
夜
・
葬
儀
の

も
た

5
す
影
響

葬
祭
場
で
の
通
夜
・
葬
儀

「
場
所
」

の
変
化
が

従
来
よ
り
自
宅
や
寺
院
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
「
お
葬
式
」
は
、
民
間
お
よ

び
公
営
な
ど
の
葬
祭
場
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
民
間
の
葬
祭
場

は
2
0
0
0年
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
急
増
し
、
現
在
で
は
「
お
葬
式
」

葬儀はどこで行ないましたか。お通夜はどこで行ないましたか。シ
リ
ー
ズ

、、、、、

圃
31% ¥ 
(1000人)i

全教区

fj 1 % (21人)

図0.2%
(6人)

、ー句、、、、、
一、

富 ¥

48% '-
(1533人)

全教区

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

の
場

園その他

園 複数回答

圃 無回答

圃 自宅

園 菩提寺

崎 葬祭場

国 集会所公民館

圃その他

園通夜は行わなかった

圃 複数回答

園 無回答

由 自宅

園 菩提寺

園 葬祭場

国 集会所・公民館

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

所
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

す
で
に

『教
化
研
究
」
時
号
の
研
究
成
果
報
告
「
全
国
葬
祭
ア
ン
ケ
ー
ト
第

2
次
集
計
分
析
」

(平
成
四
年
9
月
1
日
発
行
)

で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

地
域
共
同
体
の
衰
退
に
よ
り
「
お
葬
式
」

の
変
化
が
顕
著
に
現
れ
た
の
は
「
お

葬
式
」

の
場
所
の
変
化
で
あ
る
。
は
じ
め
に
教
化
セ
ン
タ
ー
別
の
デ
l
タ
を
示

し
て
そ
の
比
較
を
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
(
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施

は
平
成
口
年
9
月
)

①
通
夜
・
葬
儀
の
場
所

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
た
特
徴

通
夜
の
場
所

全 九 中 近
東海 東関 北陸 東北 北海道

セ
国 州 四 畿 ン
国 タ

48 45 69 57 52 お 25 55 4 宅自% % % % % % % % % 

11 3 9 9 8 15 15 16 32 提菩寺
% % % % % % % % % 

35 49 18 28 37 46 52 19 44 場葬祭
% % % % % % % % % 

4 。3 4 2 3 6 6 18 館公民会場集
% % % % % % % % % 

そ
1 。。l 。2 l l 2 。〉
% % % % % % % % % 他

l 。1 1 。。。3 。かつ行わ夜通
% % % % % % % % % たなは

I 3 。。1 l 。。答回複数
% % % % % % % % % 

2 。。。。。。。。答無
% % % % % % % % % 回

通
夜
の
場
所
は
、
全
教
区
で
は
自
宅
が
必
%
、

菩
提
寺
が
日
%
、
葬
祭
場
が

お
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
通
夜
の
場
所
に
つ
い
て
、
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
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み
る
と
明
ら
か
な
差
が
見
ら
れ
る
。

自
宅
で
行
わ
れ
る
通
夜
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
、
中
四
国
の
ω
%
が
最
も
高

く

つ
い
で
近
畿
町
%
、
東
北
町
%
、
東
海
臼
%
と
8
つ
の
教
化
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
4
カ
所
が
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。
必
%
の
九
州
を
含
め
る
と
、
関
東
・

北
陸
・
北
海
道
以
外
で
は
約
半
数
が
自
宅
で
通
夜
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
北
海
道
の
場
合
は
、

全
回
答
数
が
回
件
と
少
数
で
あ
る
が
、
自
宅
が
4
%
と

少
な
く
、
葬
祭
場
制
%
、
菩
提
寺
沼
%
、
集
会
場
・
公
民
館
時
%
と
、
自
宅
以

外
の
施
設
の
合
計
が
悦
%
で
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
以
外
の
施
設
で
の
通
夜
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
北
海
道
の
地
域
性
・
住
宅
事
情
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
通
夜
の
場
所
は
自
宅
で
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の

一
方
、
現
在
で
は
葬
祭
場
の
利
用
も
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の
デ

l
タ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
お
%
が

葬
祭
場
で
通
夜
を
行
っ
て
お
り
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
羽
%
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
必
%
と
約
半
分
が
通
夜
を
葬
祭
場
で
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

葬
儀
の
場
所
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東海 東関 北陸 東北 北道海

29 16 10 14 。宅自
% % % % % 

n 21 22 日 29 提寺菩
% % % % % 

42 53 日 24 認 祭場葬
% % % % % 

3 3 7 5 18 
公民館場集会

% % % % % 

そ

3 I 2 2 の
% % % % % イ也

l 。l 1 11 答回複数
% % % % % 

鑑

2 4 4 1 。答回
% % % % % 

同
様
に
葬
儀
の
場
所
で
あ
る
が
、
全
教
区
で
は
自
宅
が
泊
%
、
菩
提
寺
が

加
%
、
葬
祭
場
が
却
%
で
あ
り
、
通
夜
と
比
べ
る
と
、
「
自
宅
」
の
数
値
が
減

少
し
て
「
菩
提
寺
」
「
葬
祭
場
」

の
数
値
が
増
え
て
い
る
。
通
夜
を
自
宅
で
行

い
翌
日
迎
接
式
を
行
い
出
棺
、
火
葬
場
で
の
茶
毘
式
、
収
骨
式
を
経
て
か
ら
葬

儀
を
菩
提
寺
や
葬
祭
場
で
行
う
い
わ
ゆ
る
「
骨
葬
(
先
火
葬
)
」
が
行
わ
れ
る

場
合
や
、
そ
の
他
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
習
慣
が
自
宅
で
の
通
夜
と
の
数
字
の

変
化
に
表
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

葬
祭
場
に
焦
点
を
合
わ
せ
見
て
み
る
と
、
通
夜
で
は
自
宅
が
必
%
、
葬
祭
場

が
お
%
で
あ
っ
た
が
、
葬
儀
で
は
自
宅
が
担
%
、
葬
祭
場
が
却
%
と
数
値
が
逆

転
し
て
い
る
。
な
お
、
葬
儀
で
の
葬
祭
場
利
用
で
特
徴
的
な
数
字
を
示
し
て
い



る
の
は
九
州
で
あ
り
、

回
%
と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
つ
い
で
北
陸
が

日
%
、
関
東
が
臼
%
と
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

同
様
の
調
査
で
あ
る
全
国
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
の
「
第
7
回
葬
儀
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」
(
平
成
日
年
9
月
)

で
も
、
葬
祭
場

(
H

葬
祭
専
門
の
式
場
)
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
た
が
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
も
葬
祭
場
で
の
実
施
率
は
高
い
数
値
を
示
し
て

い
る
。
全
国
で
は
日
・
1
%
で
、
特
に
九
州
で
は
乃
・
7
%
と
ほ
ぼ

8
割
が
葬

祭
場
で
葬
儀
を
行
っ
た
と
答
え
て
い
る
。

②
葬
祭
場
の
状
況

葬
祭
業
界
の
専
門
誌
「
月
刊
フ
ュ

l
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
出
版
し
て
い
る

総
合
ユ
ニ
コ
ム
株
式
会
社
の
発
行
に
よ
る

『全
国
葬
儀
社
&
葬
祭
会
館
エ
リ
ア

レ
ポ
ー
ト
総
集
』

(
2
0
0
5
年
6
月
加
日
刊
)
に
は
、
各
都
道
府
県
の
葬
祭

場
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
l
タ
を
も
と
に
、
都
道
府
県
ご
と
に

「
一
つ

の
会
館
が
ど
れ
だ
け
の
人
口
を
対
象
と
す
る
の
か
」
を
計
算
し
、
「

一
会
館
が

対
象
と
す
る
人
口
」
が
少
な
い
順
番
に
並
べ
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

こ
の
表
に
一
不
さ
れ
て
い
る
の
は
葬
儀
社
が
経
営
す
る
葬
祭
会
館

(日
自
社
葬

祭
場
)

の
み
の
デ
l
タ
で
、
公
営
や
火
葬
場
付
設
の
葬
祭
場
、
寺
院
の
葬
祭
場

な
ど
は
そ
の
数
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

全
体
的
な
傾
向
は
把
握
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

口一
の館会

少なの

26 お 24 お 22 21 加 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
順位い対象人

千葉県 愛知県
岡山 富山
福井県 城茨県
石
香県川 佐賀県 愛媛県

山
長崎県
群
新県潟 徳県島
長
和歌 山
高知県 福県島 大分県 熊本県

福
宮県崎 栃木県 車量

県川 口
馬県 野県

山
梨県 県岡県 県 県 県

6 7 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 2 1 2 1 1 5 1 2 1 

0 5 0 
2 9 1 8 2 9 1 0 9 1 8 6 9 

4 
5 0 3 
4 。4 8 1 2 0 7 8 8 8 0 2 0 3 1 2 8 5 2 0 6 2 1 0 5 1 6 7 9 人8 1 0 5 1 9 2 7 7 9 3 3 3 4 6 3 1 1 6 1 6 5 7 5 4 1 7 5 口

3 6 9 7 2 9 9 2 4 2 9 
8 4 6 3 6 9 5 4 9 6 0 0 1 3 0 8 

8 
6 8 6 5 5 2 8 5 7 
g 0 9 8 8 8 3 6 3 6 6 9 4 9 。1 4 4 0 5 1 0 7 7 5 1 5 7 1 l 6 7 7 5 7 9 5 2 6 

1 2 1 1 1 
2 3 1 

1 1 4 3 6 0 1 4 1 

i館数i';; 

9 9 6 4 
7 4 4 3 3 4 5 5 

4 4 7 2 7 7 0 8 3 4 6 5 1 5 0 3 3 
7 2 

8 3 4 5 9 2 4 9 1 5 1 9 3 1 5 

2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 0 0 2 0 2 8 1 1 8 1 8 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 3 1 2 1 2 1 
語費

7 6 4 4 1 8 7 7 7 5 5 5 4 
4 4 3 6 3 5 8 1 

2 
3 3 2 
4 
8 0 1 7 0 3 

4 3 1 9 0 0 8 2 6 7 8 
1 
9 9 6 5 7 9 3 3 0 4 8 1 0 6 2 8 4 9 9 3 6 0 0 0 0 2 0 4 4 。8 9 0 6 9 3 9 7 0 4 1 2 9 7 口
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42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 却 29 28 27 

都京府 元県宣三 一静県岡 根県島 北海道 庫兵県 滋賀県
山 神太刀ミ
埼玉 岐 広県島 石手県

宮 ，鳥

重県 形県 }県11 阜県 城県 取県県

2 1 1 3 5 5 1 1 8 7 2 2 1 2 

6 4 4 8 8 7 7 5 9 4 
3 2 7 。1 8 4 3 6 

2 7 。4 8 5 5 7 2 4 6 1 8 。7 。
6 9 。3 5 3 7 8 7 。4 1 9 
6 1 7 2 4 8 7 3 3 0 8 

8 2 3 。9 9 9 4 2 8 9 9 8 3 8 3 5 1 6 3 1 9 
4 4 5 7 6 7 7 5 6 1 8 6 5 2 4 

0 0 1 
1 1 2 

0 4 2 5 9 3 3 4 0 2 5 2 0 5 3 7 4 3 4 6 8 4 3 7 2 4 8 3 6 5 。

4 4 3 4 8 3 3 7 3 7 3 7 3 3 5 3 3 3 3 3 3 3 4 2 7 5 4 3 3 2 1 。
8 5 0 2 3 0 5 7 0 3 5 

4 3 
2 9 5 8 1 9 7 

2 6 4 6 5 6 6 4 9 5 4 2 4 0 7 1 6 1 
7 6 8 2 7 9 。1 6 

47 46 45 44 43 

縄沖県 都東尽 青森県
秋
大府阪田
県

1 2 1 1 1 8 

3 6 0 
5 4 1 8 
3 1 0 5 5 8 4 1 

5 8 8 
7 2 3 

4 9 1 3 1 1 4 9 3 

2 1 
1 0 3 2 7 2 2 8 2 7 

8 0 6 5 3 5 2 4 1 8 

0 3 6 9 3 
7 
6 5 2 5 8 0 

5 2 1 

こ
の
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
人
口
に
対
し
て
一
番
葬
祭
場
の
供
給
が
過
剰

な
の
は
鹿
児
島
県
で
あ
り
、
以
下
栃
木
県
、
宮
崎
県
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
表

の
上
位
山
県
の
う
ち
、
九
州
地
方
が

5
県
と
半
数
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
デ
l

タ
か
ら
は
九
州
地
方
で
は
葬
祭
業
者
の
競
争
が
激
し
く
、
葬
祭
場
と
い
う
ハ

l

ド
ウ
エ
ア
が
人
口
に
対
し
て
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
表
で
の
上
位
の
県
で
は
、
葬
祭
場
は
す
で
に
「
飽
和
状
態
」
に
な
っ
て

い
る
と
推
察
で
き
る
。
全
国
で
一
番
葬
祭
場
の
多
い
福
岡
県
の
例
を
み
る
と
、

政
令
指
定
都
市
が

2
市
あ
り
、
人
口
数
も
九
州
一
番
の
県
で
あ
る
が
、

組
カ
所

の
会
館
が
あ
り
そ
の
多
さ
は
際
だ
っ
て
お
り
、
北
九
州
市
な
ど
で
は
す
で
に
葬

祭
場
は
飽
和
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

逆
に
東
京
・
大
阪
な
ど
で
は
、
確
か
に
葬
祭
場
も
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に
人

口
が
多
い
た
め
、
人
口
に
対
す
る
葬
祭
場
の
比
率
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

特
に
東
京
で
は
、
火
葬
場
の
敷
地
内
に
葬
祭
場
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
も

多
く
、
ま
た

一
つ
の
火
葬
場
に
複
数
の
式
場
が
設
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
総
合
ユ
ニ
コ
ム
の
調
査
で
は
、
「
葬
祭
場
数
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
東
京
の
民
間
火
葬
場
で

最
大
規
模
で
あ
る
町
屋
斎
場
で
は
一
つ
の
施
設
に
叩
の
式
場
が
あ
る
が
、
こ
の

施
設
も
「
l
」
と
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
に
お
い
て
人
口
に
対
す
る
葬
祭
場
の
比
率
は
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
地
価
が
高
い
た
め
に
葬
祭
業
者
が
会
館
を
敷
設
で
き
な
い
状
況
も
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
寺
院
が
葬
祭
場
の
経
営
を
す
る
、
ま

た
本
堂
を
葬
祭
場
と
し
て
貸
し
出
す
と
い
う
ケ
l
ス
も
多
い
と
い
う
状
況
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



③
変
わ
り
つ
つ
あ
る
葬
祭
業
界
と
「
お
客
様
化
」
す
る
喪
主

葬
祭
業
は
元
々
明
治
期
に
葬
具
賃
貸
業
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
で
も
葬
具
で
あ
る
棺
の
調
達
や
祭
壇
の
貸
し
出
し
が
そ
の
業
務
の
重
要
な

部
と
な
っ
て
い
る
が
、
葬
祭
業
者
は
「
葬
具
賃
貸
業
」
か
ら
葬
祭

一
切
を
取
り

仕
切
る
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
も
、
全
教
区
で
は
必
%
と
約
半
数
近
く
の
人
が
「
お
葬
式
の

準
備

・
運
営
に
も
っ
と
も
葬
祭
業
者
が
深
く
関
わ
っ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、

現
在
に
お
い
て
知
何
に
葬
祭
業
社
が
お
葬
式
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
が
分
か

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
葬
祭
業
者
は
葬
祭
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
葬
祭

の
「
場
所
」
を
地
域
社
会
や
自
宅
か
ら
切
り
離
し
、
お
葬
式
の
一
切
の
進
行
を

自
己
の
会
社
内
で
執
り
行
う
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

葬
祭
業
者
は
許
認
可
事
業
で
は
な
く
、
現
在
で
も
そ
の
総
数
は
増
え
続
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
旧
来
か
ら
の
葬
祭
業
者
は
地
域
で
葬
祭
業
組
合
を
結
成
し

て
お
り
、
そ
の
葬
祭
業
組
合
の
全
国
組
織
が
「
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合

会
(
全
葬
連
)
」
で
あ
る
。
そ
の
加
盟
葬
儀
社
は
I
，

4
5
4社
で
あ
り
、
生

前
予
約
制
度
で
あ
る
「
E
共
済
会
」
を
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
月
々
掛
け
金
を
か
け
て
将
来
の
冠
婚
葬
祭
の
金
額
を
積
み
立

て
る
、

い
わ
ゆ
る
「
冠
婚
葬
祭
互
助
会
」
の
全
国
組
織
が
「
社
団
法
人
全
日
本

冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
」
で
あ
り
、
そ
の
加
盟
社
は
揃
社
で
あ
る
。
互
助
会
は
、

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
橿
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

葬
祭
な
ど
の
費
用
を
前
払
い
で
積
み
立
て
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
顧
客
の
獲
得

と
同
時
に
払
い
込
み
さ
れ
た
資
金
の
運
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
預
か
り
金

の
試
算
は
全
国
で

1
兆
7
0
0
0
億
円
と
潤
沢
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
を
基
に

祭
場
を
建
設
す
る
な
ど
の
企
業
規
模
の
大
き
な
業
者
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
、

葬
儀
全
体
の
シ
ェ
ア
約
4
割
を
占
め
る
大
き
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
協

同
組
合
も
近
年
葬
祭
業
界
に
大
き
く
進
出
し
て
お
り
、
単
な
る
葬
儀
の
紹
介
窓

口
か
ら
自
社
施
行
に
移
行
す
る
例
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
碑
文
谷
創
著
『改

訂
葬
儀
概
論
」
(
表
現
文
化
社
、

2
0
0
3年
)
に
よ
れ
ば
農
協
の
葬
儀
は
全

国
の
約
日
%
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
」
と
「
全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
」

が
共
同
し
て
平
成
7
年
に
作
っ
た
葬
祭
の
専
門
家
と
し
て
の
民
間
資
格
が
「
葬

祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
で
あ
る
。
そ
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
よ
る
と
、
平
成
四
年
時

点
で
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は

1
・2
級
あ
わ
せ
て
約
1
6，
6
8
0名
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
葬
祭
業
界
で
は
こ
の
よ
う
な
資
格
制
度
を
つ
く
り
、
葬
儀
社

の
従
業
員
自
身
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
当
然
あ
る
と
い

え
る
が
、
葬
祭
場
と
い
う
箱

(
H
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
)
と
同
時
に
従
業
員
の
質

(
H

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
)
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
旧
来
地
域
社
会
の
相
互
扶
助
で
行
わ
れ
て
い
た
「
お
葬
式
」

は
、
葬
祭
業
が
発
展
す
る
と
と
も
に
、
喪
主
自
身
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
対
象
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と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
お
葬
式
の
煩
噴
な
部
分
は
日
常
生
活
の
場
で
あ
る
家
や
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地
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
喪
主
は
サ
ー
ビ
ス
の
行
き
届
い
た
葬
祭
場
で
の
「
お

客
様
」
と
し
て
の
立
場
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

葬
儀
の
「
場
所
」
が
変
化
し
、
ま
た
葬
祭
業
者
自
身
も
過
当
競
争
の
波
に
飲

み
込
ま
れ
る
現
在
、
葬
祭
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
過
剰
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
「
お

葬
式
」
に
お
け
る
僧
侶
の
存
在
、
宗
教
的
行
為
が
希
薄
化
す
る
状
況
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
今
後
我
々
僧
侶
は
「
お
葬
式
」
に
お
け
る
よ
り
積
極
的
な
教
化
や
檀

信
徒
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ

、「ノ
。

(大
蔵
健
司
)



第
5
回

こ
ん
な
に
も
違
う
P
お
葬
式
の
実
態

は
じ
め
に

「
お
葬
式
」
は
元
来
、
地
域
社
会
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
故
に
地

域
に
よ
る
特
色
が
強
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
度
成
長
期

に
よ
る
人
口
移
動
と
共
同
体
の
衰
退
、
ま
た
葬
祭
業
者
の
拡
大
と
影
響
力
の
増

大
に
よ
り
、
全
国
的
に
お
葬
式
の
形
態
は
均

一
化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
確
か
に
こ
の
指
摘
は
、
あ
る
程
度
、
的
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、

い
ま
だ
お
葬
式
は
地
域
に
よ
る
差
異
が
強
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

我
々
僧
侶
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
「
お
葬
式
」
に
つ
い
て
は
熟
知

し
て
い
る
が
、
他
の
地
域
の
実
態
に
つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
な
い
と
い
う
の
が

実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
る
お
葬
式
の
違
い
に
つ
い
て
知
つ

て
お
く
こ
と
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
は
、
平
成
口
年
9
月
に
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
l

ト
調
査
(
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
)
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
そ
の
単
純
結
果
の

報
告
(
「教
化
研
究
』
げ
号
)
、
全
教
区
と
東
京
・
神
奈
川
と
近
畿
を
比
較
し
そ

の
分
析
を
行
っ
た

(
『
教
化
研
究
」
回
号
)
。

こ
の
回
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
集
計
し
、
「
お

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

葬
式
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
?
」
に
つ
い
て
教
化
セ
ン
タ
ー
間
の
比
較
を
し

て
み
た
い
。
た
だ
し
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
も
そ
の
有
効
回
答
数
に
は
か

な
り
の
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
教
化
セ
ン
タ
ー
内
の
県
に
よ
っ
て
も
、
大
き
く

「
お
葬
式
」
の
勤
め
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
意
味
で
こ
こ
で

の
比
較
は
、
あ
く
ま
で
巨
視
的
で
限
定
的
な
比
較
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。

な
お
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
差
は
な
ぜ
生
じ
て
い
る
の
か
?
」
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
生
活
文
化
の
違
い
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な

が
ら
、
現
時
点
で
は
我
々
は
そ
の
「
な
ぜ
?
」
と
い
う
理
由
を
答
え
る
だ
け
の

材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
の
考
察
に
お
任
せ
し

'-、‘

。

丈
U

喪
主
の
男
女
比
お
よ
び
誰
の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
た
か

全
教
区
で
は
男
性
百
%
、
女
性
お
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
男
性
の
比
率

が
多
い
の
が
東
北
で
、
男
性
部
%
、
女
性
口
%
で
あ
る
。

一
方
、
女
性
の
喪
主

の
比
率
が
多
い
の
が
北
海
道
と
九
州
で
あ
り
、
女
性
の
喪
主
の
比
率
は
と
も
に

告
%
と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
。
「
誰
の
喪
主
を
務
め
た
か
」
と
い
う
質
問

を
見
る
と
、
こ
の
喪
主
の
男
女
比
と
深
く
関
連
し
た
回
答
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
女
性
の
喪
主
の
多
い
北
海
道
、
九
州
で
は
「
妻
が
夫
の
お
葬
式
の
喪
主

を
務
め
た
」
と
い
ろ
事
向
が
多
く
、
男
性
の
喪
主
の
比
率
が
高
い
東
北
、
北
陸
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固

男女比

北陸

近.

中四国

東北

関東

東海

全敏巨

北海道

圃 1夫

・2妻
ロ3実貌
ロ4配偶者観

・5兄弟
圃6こども・7それ以外

誰のお葬式か

近.

東海

北陸

中四国

北海道

東北

関東

全教区

九州

100'‘ 

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

た
が
、
こ
の
通
夜
の
場
所
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ

で
は
「
実
の
親
の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
た
」
と
い
う
事
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
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通
夜
の
場
所

80. 

全
教
区
で
は
自
宅
必
%
、
菩
提
寺
日
%
、
葬
祭
場
活
%
、
集
会
場
4
%
で
あ
っ

80‘ 40' 

自
宅
の
割
合
を
見
る
と
、
中
四
国
ω
%
、
近
畿
日
%
、
東
北
町
%
と
高
い

20. 

方
、
北
海
道
で
は
4
%
と
極
端
に
少
な
い
。
ま
た
、
北
陸
で
は
お
%
、
関
東
で

。，‘

は
お
%
と
少
な
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
北
海
道
で
は
菩
提
寺
で
の
通

九州

夜
が
沼
%
と
多
く
、
他
教
区
セ
ン
タ
ー
と
較
べ
る
と
突
出
し
て
い
る
の
が
特
徴

100% 

通夜の場所

全tll!: 35 T4l ヨ10

当北嵩遭 糾 1 18 f 

東北 i9i6lI ~o fIiI自-宅-

&0・2菩提寺
関車 -46 --____bB 

日3轟事場

草書 37 _=:E 望組口4集金唱
15その他

北陸 包 丁目
16量直なし

-檀量図書

近量 28 140 bQo 四[iiJ~

中四国 1813 由。

九州 49 長型Jo

。官 20% 40% 日高 制 100'1 

80司60首40首20首。首

的
で
あ
る
。

葬
祭
場
で
の

通
夜
の
実
施
率

は
、
北
陸

の

回
%
が
最
も
多

く

つ
い
で
九

州
。
%
、
関
東

必
%
、
北
海
道

品
%
と
高
い
数

値
を
示
し
て
い



る

一
方
、
中
四
国
で
は
四
%
、
東
北
で
は
四
%
と
低
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、

教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

葬
儀
の
場
所

葬
儀
の
場
所
の
全
教
区
値
は
、
自
宅
担
%
、

菩
提
寺
却
%
、
葬
祭
場
却
%
、

集
会
場
4
%
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
夜
で
は
自
宅
が
最
も
多
か
っ
た
が
、

園1自宅・2菩提寺
ロ3葬祭場
ロ4集会場・5その他
圃複数回答

・無回答

葬儀の場所

北海道

東北

東海

北陸

近畿

全教区

関東

中四国

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

九州

葬
儀
で
は
葬

祭
場
が
最
も

100% 

多
く
な
っ
て

い
る
。
特
に

80首

九
州
で
は
葬

祭
場
の
割
合

60% 

が
位
%
と
高

く
、
次
い
で

40% 

レ
ぃ
↑
E
F
b
ao
、

4
イ
除
花
戸

b
o，，，

関
東
日
%
と

20覧

な
っ
て
い

る
。
自
宅
の

0% 

割
合
を
見
る

と
、
近
畿
が

日
%
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
北
海
道
で
は
2
%
、
北
陸

m
%
、
東
北
日
%
、
関
東
日
%
と
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
み
ら

れ
る
。

通
夜
と
葬
儀
で
の
場
所
の
移
動

注
目
す
べ
き
点
は
、
通
夜
と
葬
儀
で
行
う
場
所
を
か
え
る
所
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
自
宅
」
の
数
値
を
通
夜
と
葬
儀
で
比
較
し
て
み
る
と
、

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
つ
ま
り
、
通
夜
は
自
宅
で
行
い
、

葬
儀
は
菩
提
寺
や
葬
祭
場
で
行
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

東
北
で
は
、
通
夜
を
自
宅
で
行
う
の
が
日
%
で
あ
っ
た
が
、
葬
儀
は
H
%
で

あ
る
。

一
方
菩
提
寺
で
の
通
夜
が
時
%
で
あ
る
が
、

菩
提
寺
で
の
葬
儀
は
臼
%

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
北
で
は
、
「
通
夜
を
自
宅
で
行
い
、
葬
儀
は
菩
提
寺
で

行
う
」
パ
タ
ー
ン
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

九
州
は
、
「
通
夜
を
自
宅
で
行
っ
た
が
、
葬
儀
は
葬
祭
場
で
」
と
い
う
人
が

多
く
見
ら
れ
、
東
海
・
中
四
国
は
、
「
通
夜
を
自
宅
で
行
い
、
葬
儀
を
菩
提
寺
、

ま
た
は
葬
祭
場
で
行
っ
た
」
人
が
多
く
い
た
。

な
お
、
関
東
・
北
陸
で
は
、
東
北
・
東
海
・
中
四
国
ほ
ど
通
夜
と
葬
儀
で
場

所
の
移
動
す
る
事
例
は
多
く
な
く
、
北
海
道
・
近
畿
で
は
ほ
と
ん
ど
場
所
を
移

動
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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こ
の
「
通
夜
と
葬
儀
で
場
所
を
移
動
さ
せ
る
」
こ
と
の
理
由
を
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
通
夜
↓
火
葬
↓
葬
儀
」
と
い
う
順
序
で

行
う

(
い
わ
ゆ
る
「
先
火
葬
」
)
地
域
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
「
通
夜
↓
葬
儀

↓
火
葬
」
と
い
う
順
序
で
行
う
(
い
わ
ゆ
る
「
後
火
葬
」
)
地
域
で
あ
る
か
の

違
い
が
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
場
合
に
は
、
必

然
的
に
通
夜
と
葬
儀
の
聞
に
遺
体
(
遺
骨
)
の
移
動
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

教
化
セ
ン
タ
ー
内
で
の
地
域
差

先
に
見
た
よ
う
に
、
通
夜
と
葬
儀
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に

よ
っ
て
差
が
大
き
く
見
ら
れ
た
が
、
実
は
、
そ
の
教
化
セ
ン
タ
ー
内
で
も
各
県

に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
た
め
に
、

9 
都

県
を
抱
え
る
関
東
教
化
セ
ン
タ
ー
を
事
例
と
し
て
、
自
宅
で
の
通
夜

・
葬
儀
の

割
合
を
見
て
み
よ
う
。

「
通
夜
の
場
所
」
を
見
る
と
、
自
宅
の
割
合
が
少
な
い
の
が
、
東
京
叩
%
、

山
梨
ロ
%
、
神
奈
川
四
%
で
あ
る
。
そ
の

一
方
、
長
野
で
は
何
%
と
い
う
圧
倒

的
に
高
い
割
合
で
自
宅
で
通
夜
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
群
馬
必
%
、
茨
城

訂
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
葬
儀
の
場
所
」
を
見
る
と
、
自
宅
で
行
う
割
合
が

一
番
少
な
い

の
が
長
野
7
%
な
の
で
あ
る
。
次
い
で
群
馬
8
%
、
東
京
9
%
、
山
梨
9
%
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
最
も
自
宅
の
割
合
が
高
い
の
は
、
茨
城
却
%
で
、
次
い

で
栃
木
が
却
%
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
通
夜
と
葬
儀
で
の
場
所
の
変
化
」
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
長
野
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で
は
自
宅
で
の
通
夜
何
%
↓
自
宅
で
の
葬
儀
7
%
と
い
う
よ
う
に
、
通
夜
は
自

宅
で
行
い
、
葬
儀
は
場
所
を
変
え
て
菩
提
寺
も
し
く
は
葬
祭
場
で
行
う
と
い
う

こ
と
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
長
野
で
は
、
「
通
夜
↓
火
葬
↓
葬
儀
」

と
い
う
順
序
で
行
っ
て
い
る
。
長
野
に
次
い
で
自
宅
で
の
通
夜
が
多
か
っ
た
群

馬
は
、
自
宅
で
の
通
夜
必
%
↓
自
宅
で
の
葬
儀
8
%
と
、
自
宅
で
通
夜
を
行
う

圃1自宅・2菩鑓寺
口3葬祭場

口4集会場

圃5その他・6通夜なし
・複回

口無回答

関東通夜の場所

群馬

樹木

神奈川

山梨

茨嫌

筒玉

東京

千葉

長野

100目

自
宅
で
の
葬

割
合
は
多
い

が
、
自
宅
で

の
葬
儀
は
少

数
で
あ
り
、

80目

代
わ

っ
て
葬

祭
場
で
行
う

60¥ 

(
市

%
)
、，
、ー

と
が
多
い
。

40¥ 

一
方
、
茨
城

20¥ 

で
は
自
宅
で

の
通
夜
U
%

。目

と
多
い
が
、



長野

100% 

に
、
関
東
教

11 自宅・2菩提寺
口3葬祭場

口4集会場・5その他
聞複回

・無回答

関東葬犠の場所

栃木

茨城

千葉

群馬

崎玉

東京

神奈川

山梨

儀
も
却
%
と

多
く
、
自
宅

と
通
夜
で
は

場
所
を
変
、
ぇ

る
こ
と
は
少

80% 

な
い
。
ま
た
、

60% 

東
京
で
は
、

自
宅
で
の
通

40% 

夜
叩
%
と
少

な
い
が
、
葬

20% 

儀
で
も
9
%

と
少
な
い
。

0% 

こ
の
よ
、
つ

化
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
、
通
夜
と
葬
儀
の
行
わ
れ
る
場
所
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
り
、
ま
た
、
通
夜
と
葬
儀
の
場
所
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
都

県
に
よ
る
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

通
夜
の
一
般
参
列
者

通
夜
に
「

一
般
参
列
者
を
呼
ぶ
か
」
と
「
通
夜
の
一
般
参
列
者
の
人
数
」
に

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
「
通
夜
に

一
般
参
列
者
を
呼
ぶ
習
慣
が
な
い
」
と
い
う

回
答
は
、
東
北
に
お
%
、
中
四
国
に
M
%
、
関
東
に
口
%
と
多
く
見
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
は
グ
ラ
フ
を
載
せ
て
い
な
い
が
、
関
東
の
中
で
「
一
般
参
列
者

を
呼
ば
な
い
」
と
い
う
回
答
を
し
た
人
の
う
ち
長
野
が
訂
%
を
占
め
て
い
る
よ

う
に
、
「
通
夜
に

一
般
参
列
者
を
呼
ぶ
習
慣
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
教
化

セ
ン
タ
ー
内
で
も
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
長
野
で
は
、
「
通
夜
に
は
親

し
い
人
し
か
参
列
し
な
い
」
と
い
う
習
慣
が
あ
り
、
ま
た
参
列
す
る
場
合
に
は

8 

3 

6 

6 

5 

通夜に参列者呼ぶか

ド~I
「ー

匝
。一 . '--U 

F 同
一 I 

よ 一JJ_ 」 . 
「 3 広

1 

よ 」
開-
。」

ヨ.---。
i 」 」--~I 」

斗
「刷

斗 よ

全教区

北海道

東北

関東

東海

北陸

近畿

中四国

九州

100% 

っ
た
」
担
%
、
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平
服
で
参
列

す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

次
に
、
通

80唱

夜
と
葬
儀
で

の
一
般
参
列

60% 

者
の
数
を
較

40弘

べ

て
み
る
と
、

20目

全
教
区
で
は

「
通
夜
の
ほ

0% 

う
が
少
な
か



圃1遍在のほうが11な枇3・2同じくらい
ロ3通亜のほうが多かった
口4わからない

・複量回筈

・構図書

通夜の一般参列者(葬儀と較べて)

~2 

P.l 

P.o 

~2 

。2

全教区

北海道

中四国

関東

東海

北陸

近聾

東北

九州

100% 

況
が
明
ら
か

「
同
じ
く
ら

しミ

L一一

F
h
d

ノ
U

、

q
J
ou
 

「
通
夜
の
ほ

う
が
多
か
っ

た
」
が
お
%

80% 

で
あ
り
、
全

60% 

国
的
に
見
る

と
、
通
夜
に

40% 

も
多
く
の
参

20% 

列
者
が
集
ま

0% 

る
と
い
う
状

と
な
っ
た
。
特
に
、
関
東
・
北
陸
で
は
「
通
夜
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
」
と
い
う

て
い
る
。

回
答
が
約
5
割
を
占
め
、
葬
儀
よ
り
通
夜
の
ほ
う
に
人
が
集
ま
る
状
況
に
な
っ

最
も
特
徴
的
な
数
値
が
見
ら
れ
た
の
が
、
北
海
道
で
あ
る
。
「
通
夜
の
ほ
う

が
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
は
わ
ず
か
2
%
で
「
通
夜
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
」

は
九
%
を
占
め
、
通
夜
の
ほ
う
に
、
参
列
者
が
多
く
集
ま
る
場
合
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
北
海
道
の
一
部
で
は
開
拓
時
代
に
仕
事
が
忙

し
い
た
め
葬
儀
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ

り
、
そ
の
た
め
今
で
も
「
通
夜
に
は
必
ず
行
く
も
の
だ
」
と
い
う
通
念
が
あ
っ
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た
と
も
聞
か
れ
、
こ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
「
通
夜
の
ほ
う
が
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
中
四
国
(
却
%
)

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
北
、
近
畿
、
東
海
、
九
州
で
も
「
通

夜
の
ほ
う
が
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
「
通
夜
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
」
と

い
う
回
答
よ
り
多
く
、
通
夜
よ
り
葬
儀
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
合
が
多
い
こ

と
が
分
か
る
。

準
備
・
運
営
に
最
も
深
く
関
わ
っ
た
人

ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
で
も
「
準
備
・
運
営
に
最
も
深
く
関
わ
っ
た
人
」
は
葬

儀
社
で
あ
り
、
現
在
、
葬
儀
社
が
お
葬
式
に
持
つ
影
響
力
が
如
何
に
大
き
い
か

を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
特
に
関
東
と
九
州
で
こ
の
回
答
値
が
高
い
。

一
方
、
地
域
近
隣
と
い
う
回
答
を
見
る
と
、
も
っ
と
も
高
い
の
は
北
海
道
で

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
北
海
道
を
除
く
他
教
化
セ
ン
タ
ー
の
「
近
隣
地
域
」
と

い
う
値
を
、
葬
儀
を
自
宅
で
行
っ
た
と
い
う
値
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
順

位
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
自
宅
で
葬
儀
を
行
う
こ

と
が
多
い
地
域
ほ
ど
、
準
備
運
営
に
「
近
隣
地
域
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
海
道
で
は
こ
れ
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
葬
儀
の

場
所
に
関
し
て
は
北
海
道
特
有
の
事
情
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。



九州

100覧

-1近隣地白書

・2親戚
口3寺院

ロ4葬儀社・5その他
・複数回答

・無回答

準備・運営に関わった人

北海道

東北

関東

東海

北陸

近畿

全教区

中四国

80覧60% 40覧20% 0% 

今
回
は
、
「
お
葬
式
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

お
わ
り
に

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

特
に
「
場
所
の
問
題
」
、
「
準
備
・
運
営
に
関
わ
っ
た
人
の
問
題
」
、
「
参
列
者
の

問
題
」
に
限
っ
て
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
関
東
教
化
セ
ン
タ
ー
を
見
た
場
合
に
は
、

都
県
に
よ
っ
て
も
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

高
度
成
長
期
以
降
に
お
け
る
人
口
移
動
と
地
域
共
同
体
の
衰
退
、
ま
た
葬
祭

業
者
の
拡
大
と
影
響
力
の
増
大
に
よ
り
、
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
各
地
の
習
慣

が
衰
退
し
、
全
国
的
に
「
お
葬
式
」

の
形
態
は
均

一
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は

事
実
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
も
こ
れ
だ
け
の
地
域
差
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
均

一
化
と
い
う
方
向
に
向
か
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
文
化
を
反
映
し
な
が
ら
、
変
化
し
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
僧
侶
は
、
他
の
地
域
と
の
違

い
を
認
識
し
つ
つ
、
自
分
の
地
域
の
生
活
文
化
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
し

つ

か
り
と

「
浄
土
宗
の
お
葬
式
」

を
勤
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。(名

和
清
隆
)
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第
6
回

私
の
お
葬
式
は
こ
う
し
て
ほ
し
い

は
じ
め
に

浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
大
き
く
分

け
て
「
喪
主
と
し
て
務
め
た
お
葬
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
」
と
い

う
「
お
葬
式
の
実
態
」
と
、
喪
主
と
し
て
お
葬
式
を
体
験
し
た
う
え
で
、
「
自

分
の
お
葬
式
は
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
」
と
い
う
「
お
葬
式
へ
の
意
識
」
の
二

点
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第

5
回
で
は
、
「
お
葬
式
の
実
態
」
に
つ
い
て
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
差
異

に
注
目
し
な
が
ら
報
告
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
お
葬
式
へ
の
意
識
」
に
つ
い
て

教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
比
較
を
し
、
ま
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
ア
ン
ケ
ー
ト
以

外
の
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
報
告
を
し
た

ぃ
。
こ
の
「
自
分
の
お
葬
式
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
現

在
の
「
お
葬
式
」
に
対
す
る
意
識
で
あ
る
と
同
時
に
、

叩
年
後
、
あ
る
い
は
却

年
後
初
年
後
と
い
っ
た
将
来
の
「
お
葬
式
の
姿
」
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
も
あ

る
。
こ
こ
に
「
お
葬
式
へ
の
意
識
」
を
調
査
分
析
す
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
の

で
あ
る
。

お
葬
式
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
9
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2
0
0
8年
5
月
初
日
の
読
売
新
聞
朝
刊
の

一
面
に
、

『宗
教

「信
じ
な
い
」

7
割
」
と
い
う
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
は
読
売
新
聞
が
実
施
し
た
連
続
世
論
調
査
「
日
本
人
」
の
結
果
報
告
に

付
け
ら
れ
た
見
出
し
で
あ
る
が
、
こ
の
読
売
新
聞
の
調
査
の
な
か
に
は
、

「お

葬
式
」
に
関
す
る
設
問
も
あ
っ
た
。

Q 

葬
式
は
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
葬
式
を
し
な
く
て
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。」

形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い

Q
J

・
l
Lノ
b

つd
4

-
」

o-

そ
う
は
思
わ
な
い

必
・

5
%

葬
式
は
し
な
く
て
よ
い

8
・
1
%

答
え
な
い

4
・
3
%

こ
の
結
果
か
ら
は
、
今
ま
で
通
り
の
「
お
葬
式
」
を
望
む
人

(
H

「
そ
う
は

思
わ
な
い
」
と
の
回
答
)
が
5
割
に
満
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
無
宗
教
の
「
お
葬
式
」
を
望
む
人
が
約
4
割
も
い
て
、
ま
た
「
お

葬
式
」
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
人
が

8
%も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査

に
対
し
て
、
宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
氏
は
「
無
宗
教
の
葬
儀
を
望
む
人
が
約
4

割
も
い
る
の
は
、
身
内
だ
け
で
葬
式
を
行
う
な
ど
、
葬
儀
の
簡
素
化
や
多
元
化

が
影
響
し
て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ
、
伝
統
的
な
「
お
葬
式
」
を
望
む
人
が
減
つ



て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
「
自

分
の
お
葬
式
を
行
い
た
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
全
教
区
の
数
値
、
各
教
化
セ
ン
タ
ー
の
数
値
、
お
よ
び
参

考
と
し
て
東
京
・
神
奈
川
教
区
の
数
値
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

Q 

あ
な
た
は
、
ご
自
分
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か
。

全
教
区
で
は
、
「
1
.
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
日
%
、
「
2.
で
き
れ
ば
し
て
ほ

し
い
」
泊
%
で
あ
り
、
あ
わ
せ
る
と
∞
∞
%
の
人
が
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
数

値
が
高
い
の
が
、
東
北
(
但
%
)
、
九
州
(
引
%
)

で
あ
る
。

一
方
や
や
低
い

の
が
、
北
海
道
(
位
%
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
や
や

数
値
に
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
お
よ
そ
9
割
と
い
う
多
く
の
人
が
「
お
葬

式
を
し
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
に
注
目
し
て

み
る
と
、
全
教
区
で
は
3
%
で
あ
る
が
、
北
海
道
、
関
東
で
は
5
%
、
東
京
・

神
奈
川
で
は
8
%
に
も
上
っ
て
い
る
。
こ
の
東
京
・
神
奈
川
の
8
%
と
い
う
数

値
は
、
読
売
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
葬
式
は
し
な
く
て
よ
い
」
と
回
答
し
た

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

1.必ずし
2.できれ 3.してほ

4 まだわ!;fしてほ しいとは 5.その他 複数回答 無回答
てほしい

しい 思わない
からない

北海道 32% 50% 5% 11% 0% 0% 2% 

東北 65% 29% 0% 5% 0% 0% 1% 

北陸 54% 36% 2% 6% 0% 0% 2% 

関東 50% 36% 5% 7% 1% 0% 1% 

東海 48% 39% 3% 7% 1% 1% 1% 

近畿 56% 31 % 4%  7% 1% 0% 1% 

中四国 56% 33% 2% 7% 1% 0% 1% 

九州 59% 32% 2% 4%  0% 1% 2% 

東京 ・
44% 39% 8%  8% 1% 0%  0% 

神奈川

全教区 54% 34% 3% 7% 1% 0.3% 1% 

8
・
1
%
と
ほ
ぼ
同
じ
数

値
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

読
売
新
聞
の
ア
ン
ケ
l

ト
が
不
特
定
多
数
の

般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ

る
の
に
対
し
、
本
調
査

は
「
平
成
に
入
っ
て
か

ら
お
葬
式
の
喪
主
を
務

め
た
浄
土
宗
の
檀
信
徒

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
は
「
住
職
が
手
渡

し
で
配
布
し
た
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と
、

同
じ
8
%
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
数
値
が
持
つ
意
味

に
大
き
な
違
い
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
を
望
み
ま
す
か
9

し
い
」
も
し
く
は
「
2

先
に
見
た
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
か
」
の
質
問
で
、
「
1
.

必
ず
し
て
ほ

で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
人
に
、
「
あ

な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
を
望
み
ま
す
か
」
と
質
問
を
し
た
。

1.僧侶を 2.自分
3.宗教

招いた家 の希望 4.遺族
の宗旨で する宗

色のな
にまか 5.その他

6.まだわ 複数
無回答

ある浄土 教によ
いお別
せる

からない 回答

宗の葬式 る葬式
れ会

北海道 81% 2%  0%  15% 0%  0%  0%  2%  

東北 84% 1%  1%  13% 0%  1%  0% 0%  

北陸 77% 1%  1%  19% 0%  0%  1%  1%  

関東 73% 2%  1%  21% 0%  1%  1%  1%  
東海 73% 0%  0%  24% 0%  1%  1%  1%  
近畿 80% 1%  1%  16% 1%  0%  0% 1%  

中四国 81 % 1%  0%  15% 0%  1%  0%  2%  

九州 78% 1%  1%  18% 0%  0% 0%  2%  

東京・
73% 3%  0%  21% 0%  1%  1%  1%  

神奈川

全教区 77% 1%  1%  18% 0%  0% 1%  1%  

こ
の
回
答
で
は
全
国
的

に
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ

ず
、
ほ
ぽ
8
割
近
く
が
「
僧

侶
を
招
い
た
家
の
宗
旨
で

あ
る
浄
土
宗
の
お
葬
式
」

を
望
ん
で
い
る
。

方

「
自
分
の
希
望
す
る
宗
教

に
よ
る
お
葬
式
」
や
「
宗

教
色
の
な
い
お
別
れ
会
を

希
望
す
る
」
は
1
1
3
%

と
少
数
で
あ
る
。
前
述
の

読
売
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
「
形
式
に
と
ら
わ

れ
な
い
無
宗
教
の
葬
式
に

し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し

た
人
が
約
4
割
い
た
こ
と
と
較
べ
る
と
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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「
3
.
遺
族
に
ま
か
せ
る
」
と
い
う
回
答
は
、
全
教
区
で
は
国
%
と
約
2
割

の
人
が
、
自
分
の
お
葬
式
を
遺
族
に
任
せ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
割
合
が
や

や
高
い
の
が
東
海
(
M
%
)
、
関
東
(
剖
%
)
で
あ
り
、
低
い
の
が
東
北
(
日
%
)

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
自
分
の
お
葬
式
は
遺
族
に
任
せ
る
」
と
考
え
る
理
由
に
つ

い
て
は
一
概
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
お
葬
式
は
亡
く

な
る
人
が
あ
れ
こ
れ
考
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
方
、
ま

た
「
自
分
の
お
葬
式
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
言
う
と
遺
族
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

う
」
と
い
う
家
族
に
対
す
る
遠
慮
、
こ
の
両
方
の
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ど
の
範
囲
の
会
葬
者
を
望
み
ま
す
か
9

近
年
「
家
族
葬
」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
メ
デ
ィ
ア
等
に
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
首
都
圏
で
は
「
家
族
葬
」
専
門
を
標
梼
す
る
葬
儀
社
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
が
で
き
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
る
。
「
家
族
葬
」

と
は
第
2
回
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
家
族
親
族
等
の
血
縁
、
お
よ
び
少
数
の
友

人
と
い
っ
た
小
規
模
の
「
お
葬
式
」
を
指
す
よ
う
で
あ
り
、
「
家
族
葬
」
と
い

う
言
葉
は
お
そ
ら
く
葬
祭
業
者
が
、
営
業
上
作
り
上
げ
た
言
葉
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
家
族
葬
」
が
増
加
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
高
齢
で
の
死

者
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
近
隣
な
ど
で
の
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
た
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。



浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
自
分
の
お
葬
式
に

呼
び
た
い
人
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
。

Q 

あ
な
た
の
お
葬
式
の
会
葬
は
、
ど
の
範
囲
の
人
々
に
来
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
か
。

6.家族・
5家族 ・親戚 ・友

3.家族・
4家族・ 親戚・友 人-地域

l家族 2.家族・
親戚 ・友

親戚・友 人-地域 の人々・
7その他

複数
無回答

のみ 親戚 人-地域 の人々 ・仕事関係 回答
人

の人々 仕事関係 の人キ ・
の人キ 遺族の関

係の人々

北海道 4% 9% 24% 35% 7% 17% 0% 0% 4% 

東北 2% 7% 16% 31% 12% 25% 0% 0% 5% 

北陸 1% 12% 16% 26% 19% 24% 1% 0% 1% 

関東 3% 10% 21% 22% 18% 23% 1% 0% 2% 

東海 1% 8% 20% 30% 12% 24% 1% 1% 3% 

近畿 3% 8% 14% 32% 18% 21% 1% 1% 3% 

中四国 4% 8% 13% 31% 12% 23% 2% 0% 6% 

九州 3% 9% 26% 31% 8% 17% 1% 0% 5% 

東京・
4% 12% 26% 20% 16% 20% 1% 0% 1% 

神奈川

全教区 3% 9% 18% 29% 15% 22% 1% 0% 3% 

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
で
も
、
「
4
.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
」
と

い
う
回
答
が
一
番
多
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
回
答
の
「
1.
家
族
の
み
」
「
2
.

家
族

・
親
戚
」

「
3.
家
族

・
親
戚
・
友
人
」
ま
で
が
、
地
域
の
人
々
、
仕
事

の
関
係
な
ど
を
含
ま
な
い
「
狭
い
範
囲
で
の
参
列
者
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ょ
う
。
こ
の
1
1
3
ま
で
の
合
計
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1~3 の合計

北海道 37% 

東北 25% 

北陸 29% 

関東 34% 

東海 29% 

近畿 25% 

中四国 25% 

九州 38% 

東京・神奈川 42% 

全教区 30% 

全
教
区
で
は

3
割
が
家
族
・
親
戚
・
友
人
ま
で
の

「狭
い
範
囲
で
の
お
葬
式
」

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

「
狭
い
範
囲
で
の
お
葬
式
」
の
数
値
が

高
い
の
が
九
州
(
お
%
)
、
北
海
道
(
訂
%
)
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
・
神
奈

川
も
必
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
東
北
、
近
畿
、
中
四
国
で
は
あ
%
と
低

い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
「
広
い
範
囲
で
の
お
葬
式
」
を
望
む
人
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
。

な
お
、
東
京
都
生
活
文
化
局
の

『葬
儀
に
関
わ
る
費
用
等
調
査
報
告
書
」
(
平

成
凶
年
3
月
)
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で
の
、
「
あ
な
た
は
ご
自
分
の
葬
儀
の
規
模
に
つ
い
て
ど
の
よ



う
に
思
い
ま
す
か
。

一
つ
あ
げ
て
下
さ
い
。
」
と
の
質
問
で
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

考 そ f丁-
親し 多少 金お

え の 'つ
た 他 て 、、 の を
、事ーー ほ 人 お か
と し と 金 け
カf く

、，
lま て、ー

な な ぢ か
iもL ¥ハ し、 ん 台、

家族

ま て〉 派

とり て
も し

だ し 人 て
17 て 並 ほ
で ほ み し
埋 し U、
葬 し、 し
て
ほ
し
"、

8 3 13 59 12 。
叩 30 加 10 ω 却
% % % % % % 

こ
の
質
問
で
は
「
自
分
の
お
葬
式
」
を
「
親
し
い
人
と
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て

ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
人
が
約
6
割
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
東
京
都
生
活
文

化
局
の
質
問
は
、
「
金
銭
的
問
題
で
の
質
問
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
浄
土
宗

総
合
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
は
質
問
内
容
が
異
な
る
も
の
で
は

あ
る
が
、

や
は
り
「
お
葬
式
の
規
模
を
小
さ
く
し
た
い
」
と
い
う
意
識
は
共
通

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
葬
式
の
意
味
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
9

最
後
に
、
「
自
分
の
お
葬
式
」
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

全
教
区
で
は
、
「

1.
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
が
叫
%
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
極
楽
浄
土
に
送
っ
て
も
ら
う
」
が
お
%
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2

つ
の
回
答
が
多
い
こ
と
は
、
ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
北
海

1.家族や
2.自分の

3.遺族の 4.極楽浄 5.家の先
友人など

冥福を祈
心を慰め 土へ送っ 祖になる 6.その他 複数回答 無回答

との別れ
ってもら

る てもらう 儀式
つ

北海道 39% 7% 4% 46% 0% 2% 2% 0% 

東北 41 % 10% 2% 41% 4%  0% 0%  1% 

北陸 47% 11% 5% 33% 1% 1% 0%  2% 

関東 43% 10% 4% 36% 4%  1% 1% 1% 

東海 47% 12% 6% 27% 6% 1% 1% 1% 

近畿 44% 12% 3% 34% 5% 1% 0% 1% 

中四国 37% 9% 2% 41% 7% 3% 0%  1% 

九州 48% 8% 1% 37% 4% 1% 0% 1% 

東京 ・
48% 9% 6%  32% 3% 1% 1% 1% 

神奈川

全教区 44% 11% 3% 35% 5% 1% 0% 1% 
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道
と
中
四
国
で
は
「
家
族
友
人
と
の
別
れ
」
(
告
別
)
よ
り
も
「
極
楽
浄
土
へ
送
つ

て
も
ら
う
」
と
の
数
値
が
若
干
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。



ま
た
、
「
5.
家
の
先
祖
に
な
る
儀
式
」
と
の
回
答
し
た
人
は
、
中
四
国
で

は
7
%
い
る
が
、
北
陸
で
は

1
%
、
北
海
道
で
は

0
%と
な
っ
て
い
る
。

概

に
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
地
域
に
よ
る
宗
教
観
や
先
祖
観
の
違
い
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
「
自
分
の
お
葬
式
」
に
つ
い
て
、
特
に
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い

か
」
「
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
が
よ
い
か
」
「
会
葬
者
の
範
囲
」
「
自
分
の

お
葬
式
の
意
味
」
に
つ
い
て
、
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ

り
考
察
を
し
て
き
た
。
第
5
回
に
掲
載
し
た
よ
う
に
「
喪
主
と
し
て
ど
の
よ
う

な
お
葬
式
を
行
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
回
見
た
よ
う
に
、
「
自
分
の
お
葬
式

を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
地
域
に
よ
る
大
き
な

違
い
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
般
の
調
査
や
新
聞
報
道
な
ど
に
よ
り
、
お
葬
式
を
否
定
す
る
意
見
や
、
「
家

族
葬
」
な
ど
の
小
規
模
の
「
お
葬
式
」
を
望
む
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
、
「
も
は
や
伝
統
的
な
お
葬
式
が
す
べ
て
で
は
な
い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
菩
提

寺
の
住
職
に
お
葬
式
を
依
頼
し
浄
土
宗
の

「お
葬
式
」
を
喪
主
と
し
て
経
験
し

た
人
で
あ
っ
て
も
、

「自
分
の
お
葬
式
」
の
場
合
は
、
「
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と

態
度
を
決
め
か
ね
て
い
る
人
、
ま
た
浄
土
宗
以
外
の
「
お
葬
式
」
を
望
む
人
も

少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
重
く
受
け
と
め
な

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(
大
蔵
健
司
)
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第

7
回

ゐフ、

「
お
葬
式
」
に
必
要
な
こ
と

ー
檀
信
徒
の
意
識
か
う
考
え
る
|

は
じ
め
に

第

6
回
で
も
言
及
し
た
「
宗
教
観
」
を
テ
l
マ
と
し
た
読
売
新
聞
社
の
年
間

連
続
調
査
「
日
本
人
」

(
2
0
0
8年
5
月
却
日
付
掲
載
)

で
は
、
「
あ
な
た
は

何
か
宗
教
を
信
じ
て
い
ま
す
か
?
」
の
問
い
に
対
し
て
、
九
・
9
%
の
人
が
「
信

じ
て
い
な
い
」
と
答
え
、

mm
・
-
%
の
人
が
「
信
じ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
調
査
で
は
、
多
く
の
人
々
は
特
定
の
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
と
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
最
期
に
は
伝
統
仏
教
の
形
式
に
則
っ
た
「
お
葬
式
」

を
行
っ
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

信
仰
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
「
お
葬
式
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
に
お
い
て
も
決
し
て
例
外
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
も
と
に
、
家
族
の
場
合
と

自
身
の
場
合
の
「
お
葬
式
」
の
持
つ
意
味
、
さ
ら
に
は
、
家
族
と
自
身
の
場
合

の
死
後
の
行
方
と
そ
の
存
在
意
識
を
中
心
に
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
浄
土
宗
の

檀
信
徒
は
「
お
葬
式
」
に
ど
の
よ
う
に
意
識
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
捉

え
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
浄
土
宗
に
お
け
る
「
お
葬
式
」
の

本
来
的
な
意
味
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
我
々
浄
土
宗

164 

教
師
に
と
っ
て
、
「
お
葬
式
」
に
必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。

な
お
、
家
族
の
場
合
と
自
身
の
場
合
を
比
較
し
、
ま
た
各
教
化
セ
ン
タ
ー
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
を
し
た
い
。

家
族
の
場
合
の

「
お
葬
式
」

の
意
味

こ
こ
で
は
、
自
身
が
喪
主
と
し
て
家
族
を
送
っ
た
際
の
「
お
葬
式
」
の
意
味

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

「
ご
家
族
の
お
葬
式
を
行
わ
れ
、
お
葬
式

の
最
も
大
き
な
意
味
は
何
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
?
」
の
問
い
で
、
全
教
区
平

均
で
は
、
「
故
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
意
識
が
お
%
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
故

人
と
の
別
れ
」
却
%
、
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」
沼
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

数
値
は
、
多
少
の
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
全
教
区
的
に
ほ
ぼ
相
似
し
た
結
果
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
東
北
に
お
い
て
、
「
故
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
意
識
が

他
地
域
よ
り
も
叩
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
(
話
%
)
、
逆
に
東
海
に
お
い
て
は
、

他
地
域
よ
り
叩
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い

(
お
%
)
点
は
特
質
す
べ
き
事
項
で
あ
る

が
、
そ
の
詳
細
な
理
由
に
関
し
て
は
、
今
後
の
継
続
調
査
が
必
要
な
点
で
あ
る
。

ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
、
「
お
葬
式
」
を
「
故
人
の
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す

る
機
会
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
人
が
若
干
多
い
こ
と
や
、
「
故
人
を
家
の
先
祖

に
す
る
儀
式
」
と
捉
え
て
い
る
人
が
0
・5
%
に
も
満
た
な
い
点
も
注
目
さ
れ



る
。
ま
た
、
「
お
葬
式
」
を
「
遺
族
の
心
を
慰
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
捉
え
て

い
る
値
が
全
教
区
平
均
は
も
ち
ろ
ん
、
各
教
化
セ
ン
タ
ー
で
回
答
項
目
1
1
6

葬儀の意味

3()首 lH百 1¥1 1 33¥ 1 I 3% 2'1%1~1 % 

25事 12覧 0% 1 1 36耳 l 1 Ir首5加納 2% 

24' 23¥ 1¥ 約百 1 2¥1知育n1、
- 醤置|

27% 30% 1覧 I 35首 l I 212覧1%111% 

33¥ 311 2% 1 2郁 :調;29覧 33% 10覧 34唱

33% 25¥ 1 31% 1 13百21011'11%

31¥ 26% 1目 1 34% 1 

望輔::m '2% 2% 1 33耳 |

全教区

北海道

東北

関東

東海

北陸

近畿

中四国

九州

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

100% 

口3残された遺族の心を慰めること

図6故人が自分らしさを表現する最後の機会・9無回答

90首80首70% 60% 50% 

12故人の冥福を祈る・5故人を家の先祖にする儀式
口8複数回答

40% 30首20% 

図1故人との別れ

口4故人を極楽浄土へ送る・7その他

10百0% 
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

中
最
低
値
を
示
し
て
い
る
。

自
身
の
場
合
の

「
お
葬
式
」

の
意
味

次
に
、
自
身
が
送
ら
れ
る
側
と
な
る
場
合
の
「
お
葬
式
」
に
つ
い
て
の
意
識

を
み
て
い
き
た
い
。
「
自
分
自
身
の

『お
葬
式
』
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
の
回
答
は
、
次
頁
の
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。

全
教
区
的
に
見
て
、
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
が
姐
%
、
次
い
で
「
極
楽

浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
が
お
%
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
自
分
の
冥
福

を
祈
っ
て
も
ら
う
」
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
の

2
項
目
は
「
遺
族
の

心
を
慰
め
る
」
3
%
や
「
家
の
先
祖
に
な
る
」
5
%
と
非
常
に
少
数
に
止
ま
つ

て
い
る
。
こ
の
上
位
三
つ
の
要
素
が
全
体
の
9
割
を
占
め
る
点
に
お
い
て
は
、

家
族
の
「
お
葬
式
」
と
自
身
の
「
お
葬
式
」

の
両
者
に
お
い
て
共
通
す
る
点
で

あ
る
。
こ
の
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
九
州
で
は
必
%
、

東
海
で
は
訂
%
、
北
陸
で
も
必
%
と
半
数
近
く
が
、
「
お
葬
式
」
を
別
れ
の
場

で
あ
る
と
捉
え
、
「
お
葬
式
」

H

「
別
れ
の
儀
式
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、
北
海
道
(
必
%
)
と
中
四
国
(
4
%
)
に
お
い
て
は
、
他
の
6
地
域
と

は
逆
に
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
意
識
が
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
の
意
識
よ

り
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
北
海
道
に
お
い
て
は
、
先
程
の
家
族
の
お
葬

式
同
様
、
「
家
の
先
祖
に
な
る
と
い
う
意
識
」
は
0
%
と
共
通
し
て
い
る
。
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中四国
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90¥ 

際
し
、
非
常
に
強
い
意
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

家
族
の
場
合
と
自
身
の
場
合
の
「
お
葬
式
」
の
意
識
の
比
較

166 

80百

ロ4極楽浄土へ送ってもらう

口無回答

の
相
違
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
家
族
の
場
合
と
自
身
の
場
合
の
「
お
葬
式
」

の
意
味
に
関
し
て
、
共
通
す
る
回
答
項
目
を
比
較
し
て
、
両
項
目
間
で
の
意
識

70¥ 

こ
の
デ
l
タ
か
ら
、
家
族
の

の
意
味
合
い
は
、

-
位
が
「
極
楽

「
お
葬
式
」

60¥ 

11家族や友人などとの別れ ・2自分の冥福を祈ってもらうロ3遺族の心を慰める

・5家の先祖になる葬式 圃6その他 ・複数回答

浄
土
へ
送
る
」
、
そ
し
て
「
別
れ
」
と
続
く
。
こ
れ
に
対
し
、
自
身
の
「
お
葬
式
」

の
場
合
の
意
味
合
い
は
、

-
位
「
別
れ
」
、
そ
し
て
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も

50¥ 

ら
う
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
順
位
の
入
れ
替
わ
り
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
「
冥
福
を
祈
る
」
で
は
、
家
族
の
「
お
葬
式
」

の
場
合
は
お
%
と
そ

40唱

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
他
の
二
要
素
と
大
差
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
の
お
葬

30¥ 

式
の
場
合
に
は
日
%
と
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
他
の
二
要
素
と
大
き
な
聞
き
が
生

じ
て
い
る
。
こ
の
口
ポ
イ
ン
ト
の
差
の
大
半
は
、
自
身
の
「
お
葬
式
」
に
際
し

20¥ 

て
、
「
別
れ
」
へ
の
意
識
へ
と
転
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
別

10¥ 

れ
」
の
意
識
は
、
家
族
の
「
お
葬
式
」
と
比
較
し
て
も
自
身
の
「
お
葬
式
」
に

0¥ 



家族と自分のお葬式の意味(共通回答項目のみの教化センター別比較)

家 自 家 自 家 自 家 自 家 自 家 自 家 自 家 自 家 自
お葬味式の 族 分 族 分 族 分 族 分 族 分 族 分 族 分 族 分 族 分
意は?

東海 関東 東北 北海道 全教区九州 中四国 近畿 北陸

1.別れ 25% 48% 31% 37% 33% 44% 29% 46% 33% 47% 27% 43% 24% 41% 25% 39% 30% 44% 

2.冥福を祈る 32% 8% 26% 9% 25% 12% 33% 11% 31% 12% 30% 10% 23% 10% 32% 7% 28% 11% 

3.遺族の心を
2% 1% 1% 2% 1% 3% 0% 5% 2% 6% 1% 4% 1% 2% 0% 4% 1% 3% 慰めること

4.極送楽る浄土へ 33% 37% 34% 41% 31% 34% 34% 33% 26% 28% 35% 36% 45% 41% 36% 46% 33% 35% 

5.家の先祖に
3% 4% 2% 7% 3% 5% 1% 1% 2% 6% 2% 4% 2% 4% 0% 0% 3% 5% 

なる

方
で
、
「
霊
な
ど
は
存
在
し
な
い
」
と
答
え
た
人
は
東
日
本
お
よ
び
中
四
国
で

家
族
の
死
後
の
存
在

こ
こ
で
は
、
故
人
の
死
後
の
存
在
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
読
売
新
聞
の

調
査
で
は
、
「
あ
な
た
は
、
死
ん
だ
人
の
魂
は
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
」

の
問
い
に
、
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
答
え
た
人
が
却
・
8
%
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
別
の
世
界
に
行
く
」
の
お
・
8
%
、
「
消
滅
す
る
」
口
・
6
%
、
「
墓
に

い
る
」
9
・
9
%
、
「
魂
は
存
在
し
な
い
」
9
・
0
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
回

答
を
、

①
死
後
何
等
か
の
形
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
り
、
別
の
世
界
に
い
る
と
考

え
る
人
は
、

日
・
6
%
、
②
消
滅
し
た
り
、
魂
な
ど
の
存
在
に
否
定
的
で
、
死

後
は
何
も
な
い
と
考
え
る
人
は
お
・
6
%
、
③
現
実
に
納
骨
さ
れ
た
遺
骨
そ
の

も
の
が
自
分
で
あ
る
と
い
う
「
お
墓
」
と
答
え
た
人
9
・
9
%
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず

「
故
人
の
霊
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
」
と
い
う
問
い
で

は
、
全
教
区
共
通
し
て
、
「
故
人
は
残
さ
れ
た
親
族
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

存
在
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
割
合
が
加
%
以
上
で
あ
り
、
遺
族
側
の
常
に
見

守
っ
て
く
れ
る
と
い
う

一
方
的
視
点
の
強
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

一

は
0
%
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
故
人
が
ど
こ
か
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
故
人
を
霊
と
い
う
別
の
存
在
に
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
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故人はあなたにとって
九州 中四国 近畿 東海 北陸 関東 東北 北海道 全教区

どのような存在か?

1.見守ってくれている 88% 83% 83% 80% 87% 87% 88% 80% 85% 

2.困った時には助け
1% 0% 1% 2% 2% 2% 1% 4% 1% 

てくれる

3供養をしないと良く
1% 1% 2% 2% 1% 2% 2% 5% 2% 

ないことが起こる

4.特になにもしない 1% 2% 1% 1% 1% 2% 1% 4% 1% 

5.霊など存在しない 1% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 1% 

6.わからない 3% 6% 5% 7% 5% 2% 3% 4% 4% 

7.その他 1% 1% 2% 2% 2% 2% 1% 0% 2% 

複数回答 2% 6% 4% 5% 2% 2% 2% 2% 3% 

NA 1% 0% 1% 0% 1% 1% 2% 2% 1% 

ま
た
、
「
故
人
は
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る
」
1
%
や
、
「
供
養
し
な
い

168 

と
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
2
%
と
い
っ
た
具
合
に
、
具
体
的
に
自
身
に
何

か
善
悪
を
及
ぼ
す
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
全
教
区
的
に
顕
著
に

現
わ
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
「
供
養
し
な
い
と
良
く
な
い
こ
と

が
起
こ
る
」
と
答
え
た
人
が
5
%
、
ま
た
、
「
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る
」

と
答
え
た
人
が
4
%
で
、
他
地
域
よ
り
3
1
4
ポ
イ
ン
ト
高
い
値
が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
「
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ

る
」
「
供
養
し
な
い
と
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
な
ど
、
故
人
と
死
後
も
何

ら
か
の
形
で
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
割
合
が
9
割
程
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

自
身
の
死
後
の
行
方

次
に
、
「
自
分
自
身
は
死
後
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
識

を
見
て
い
く
。
「
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
後
、
あ
な
た
の
霊
は
、
ど
こ
に
往
く

と
思
い
ま
す
か
?
」
の
問
い
で
は
、
全
教
区
的
に
そ
の
大
半
で
あ
る
臼
%
が
、

極
楽
浄
土
へ
行
く
と
回
答
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
東
北
、
北
海
道
、
九
州
の

各
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
河
%
を
越
え
る
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
関

東
、
東
海
と
い
っ
た
大
都
市
部
を
抱
え
る
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

59 

ω
%
と
前
者
と
比
較
す
る
と
叩
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
畿
に
お
い
て
は
、

日
%
と
全
教
区
平
均
と
同
値
で
あ
り
、
同
じ
大
都
市
部
を
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100% 

在
し
な
い
」
と
い
う
回
答
が
お
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
浄
土
宗
総
合
研

90首

ロ4霊山・霊場
ロ無回答

抱
え
る
関
東
、
東
海
と
比
べ
て
も
比
較
的
高
い
値
を
記
録
し
て
い
る
。

一
方
で
、

80目70百60首

ロ3お墓・仏壇
・複数回答

大
方
の
人
が
極
楽
浄
土
へ
行
く
と
答
え
て
い
る
が
、
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る

と
回
答
し
た
人
が
ロ
%
に
の
ぼ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
故
人
と
自
身
で
の
死
後
の
行
方
と
そ
の
存
在
に
つ
い
て
の
意
識
を

検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
故
人
と
自
身
で
の
死
後
の
あ
り
方
で
は
、
故
人
は
残

し
た
家
族
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
と
の
回
答
が
圧
倒
的
で
あ

り
、
自
身
は
極
楽
浄
土
へ
行
く
と
す
る
回
答
が
そ
の
大
半
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
人
は
亡
く
な
る
と
極
楽
浄
土
へ
行
き
、
そ
し
て
家
族
を
見
守
る

存
在
に
な
る
と
い
う
意
識
が
大
半
の
人
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
は
、
故
人
に
対
し
て
は
、
「
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
」
で
あ
っ
た
り
、

「供
養
し
な
い
と
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
な
ど
、
死
後
も
そ
の
存
在
を
何

ら
か
の
形
で
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
回
答
を
9
割
の
人
が
示
し
て
い
る

一

方
で
、
自
身
に
お
い
て
は
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
と
い
う
回
答
が
ロ
%
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
6
回
冒
頭
で
挙
げ
た
読
売
新
聞
調
査
と
比
較
し
て

み
る
と
、
読
売
新
聞
調
査
で
は
、
「
死
後
何
等
か
の
形
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」
り
、

「
別
の
世
界
に
い
る
」
と
考
え
る
人
は
日
%
で
あ
り
、
ま
た
「
死
後
は
何
も
存

究
所
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
「
死
後
極
楽
浄
土
へ
行
く
」
と
す
る
回

答
を
し
た
人
が
臼
%
で
あ
り
、
ま
た
、
「
死
後
は
何
も
存
在
し
な
い
」
と
い
う

169 

50% 40目

ロ1極楽浄土 ・2家の近くの山など・5死んだら何もなくなる 図6その他

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

30% 20首10首0首

九州



回
答
は
ロ
%
と
な
り
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
は
、
読
売
新
聞
調
査
に
見
ら
れ
る

一

般
意
識
よ
り
、
死
後
の
世
界
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
人
が
叩
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
に
浄
土
宗
の
檀
信
徒
に
お
い
て
は
、

「
死
後
の
存
在
」
に
関
し
て
も
M
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
対
象
者
は
、
近

年
喪
主
と
し
て
葬
儀
を
務
め
た
檀
信
徒
の
方
で
あ
る
。
そ
の
約
1
割
が
「
死
ん

だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
は
、
危
機
感
を
持
っ
て
注
目
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
こ
こ
ま
で
、
家
族
の
場
合
と
自
身
の
場
合
の
お
葬
式
に
関
す
る
意
識
、

お
よ
び
家
族
と
自
身
に
関
し
て
の
死
後
の
存
在
と
そ
の
行
方
の
意
識
に
つ
い
て

み
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗
檀
信
徒
の
思
う
「
お
葬
式
」
の
意
識
と

は
、
家
族
、
自
身
に
関
わ
ら
ず
、

①
別
れ
、

②
極
楽
浄
土
へ
送
る
、

③
冥
福
を

祈
る
、

の
三
つ
の
要
素
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
我
々
浄
土
宗
で
は
、
こ
の
「
お
葬
式
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
を

『浄
土
宗
大
辞
典
」
で
見
て
み
る
と
、
「
葬
儀
式
」
と
い
う
項
目
の
中
で
「
亡

者
を
導
引
し
て
極
楽
へ
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る
た
め
に
行
な
う
儀
式
で
、
遺
族
の

悲
し
み
を
和
ら
げ
、
世
の
無
常
を
さ
と
し
、
仏
心
へ
の
回
帰
を
得
さ
せ
る
式
。」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
葬
儀
式
」
い
わ
ゆ
る
「
お
葬
式
」
に
は
、

①
死
者
を
導
引
し
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
完
遂
さ
せ
る
。
②
遺
族
の
悲
し
み
を
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和
ら
げ
る
。
③
世
の
無
常
を
さ
と
し
、
仏
心
へ
の
回
帰
を
得
さ
せ
る
と
い
う
三

つ
の
大
き
な
意
味
合
い
を
も
っ
た
儀
式
で
あ
る
と
定
義
付
け
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
檀
信
徒
の
意
識
と
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
が
示
す

と
と
こ
ろ
の
お
葬
式
の
意
味
と
で
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
中

で
も
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

『浄
土
宗
大
辞
典
」
に
お
い
て

は
「
お
葬
式
」
に
は
、
遺
族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
意
識
は
、
家
族
の
場
合
に
は
全
教
区
平
均
で
1
%
で
あ
り
、

自
身
の
場
合
で
も
同
様
に
3
%
と
非
常
に
低
く
、

一
般
的
に
は
、
「
お
葬
式
」

に
そ
う
い
っ
た
意
味
を
見
出
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
お
葬
式
」
に
お
け
る
「
別
れ
」
の
意
識
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
今

回
の

「お
葬
式
」
の
定
義
は
、
あ
く
ま
で

『浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
葬
儀
式
」

の
項
目
に
よ
っ
た
た
め
、
そ
の
意
義
に
「
別
れ
」
の
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
一
般
的
に
「
お
葬
式
」
と
い
わ
れ
る
式
中
に
お

い
て
、
「
葬
儀
式
」
と
「
告
別
式
」
を
合
わ
せ
兼
ね
て
行
う
ケ
l
ス
が
多
い
た
め
、

「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
「
お
葬
式
」
に
「
別

れ
」
の
意
識
が
強
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
「
お
葬
式
」

H

「
別
れ
の

儀
式
」
と
い
う
意
識
が
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本

来
の
「
葬
儀
式
」
が
持
つ
意
味
合
い
を
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
危
険
性
を
大
き



く
苧
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
我
々
僧
侶
も
、
「
お
葬
式
」
の
持
つ
意
味
と
し
て
、

極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
積
極
的
に
説
く
と
同
時
に
、
そ
の
他
の
②
遺
族
の
悲
し

み
を
和
ら
げ
る
。
③
世
の
無
常
を
さ
と
し
、
仏
心
へ
の
回
帰
を
得
さ
せ
る
と
い

う
役
割
を
果
た
す
べ
く
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
浄
土
宗
教
師
の
今

後
の
課
題
と
し
て
、
「
お
葬
式
」
、
ひ
い
て
は
「
葬
儀
式
」
の
持
つ
意
味
合
い
を

し
っ
か
り
理
解
し
、
檀
信
徒
へ
そ
の
意
味
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
第

一
と
思

わ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
そ
の
意
味
を
伝
え
る
中
で
、

真
の
仏
弟
子
と
な
る
本
来
の
目
的

は
、
恵
心
僧
都

(源
信
)
が

『往
生
要
集
』
中
に
、
「
往
生
極
楽
を
華
報
と
な
し
、

証
大
菩
提
を
果
報
と
な
し
、
利
益
衆
生
を
本
懐
と
な
す
。」
と
示
し
、
我
々
が

枕
経
や
通
夜
で
読
ん
で
い
る
善
導
大
師
の
「
発
願
文
」
中
に

「か
の
国
に
い
た

り
お
わ

っ
て
、
六
神
通
を
え
て
、
十
方
界
に
入
っ
て
、
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、
阿
弥
陀
仏
を
見
奉
り
、
六
神
通

を
得
た
後
に
、
廻
り
還
っ
て
裟
婆
世
界
の
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
故
人
が
往
生
す
る
こ
と
は
、
広
義
と
し
て
苦
の
衆
生
の
救
済
を
意

味
す
る
が
、
そ
こ
に
は

「愛
別
離
苦
」
に
苦
し
む
残
さ
れ
た
家
族
・
親
族
を
見

守
り
導
く
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
説
く
こ
と
が

『浄
土
宗
大
辞

典
』
に
一不
さ
れ
る
「
②
遺
族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
る
」
と
い
う
目
的
の
ひ
と
つ

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

を
果
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
何
故
、
私
た
ち
は
死
後
、
西
方
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
か
。
更
に
は
大
切
な
家
族
や
自
身
が
極
楽
浄
土
へ
往
生
し
た
後
に
は
何

を
す
る
の
か
。
「
往
生
の
目
的
」
、
「
往
生
の
意
味
」
、
「
往
生
後
の
故
人
の
役
割
」

を
明
確
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

(
和
田
典
善
)
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第
8
回

戒
名
か
俗
名
か

は
じ
め
に

戒
名
は
「
仏
教
徒
の
証
」
で
あ
り
、
檀
信
徒
が
仏
弟
子
と
な
り
、
「
浄
土
宗

の
信
者
と
な
っ
た
証
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
信
仰
の
証
と
し
て
重
要
か
つ
必
要

な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
重
相
伝
が
盛
ん
な
地
域
を
除
い
て
は
、

多
く
の
檀
信
徒
は
生
前
で
は
な
く
没
後
に
戒
名
を
授
か
っ
て
お
り
、
現
実
に
は

お
葬
式
が
授
与
戒
名
の
儀
礼
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
「
檀
信
徒
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
で
は
、
檀
信
徒
の
な
か
に
「
生

前
の
名
前
(
俗
名
)

で
よ
い
」
と
考
え
て
い
る
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
戒
名
に
対
す
る
金
銭
的
な
問
題
と
と
も
に
、
日
本
仏

教
の
あ
り
方
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
檀
信
徒
の

戒
名
に
対
す
る
意
識
の
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
い
。

檀
信
徒
は
戒
名
を
希
望
し
て
い
る
か
?

①
教
化
セ
ン
タ
ー
別
の
比
較

「
あ
な
た
は
、
戒
名
を
希
望
し
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
し
た
。
始
め
に
こ
の
回
答
を

教
化
セ
ン
タ
ー
別
に
比
較
を
し
て
み
る
。
戒
名
に
対
す
る
意
識
は
地
域
に
よ
っ
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て
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
、
全
教
区
の
数
値
と
各
教
化
セ
ン
タ
ー
の
数

戒名を希 戒名を持つ生前の名前
分からない 複数回答 未回答 回答数

望する ている のままでよい

北海道 60% 11% 11% 11% 2% 5% 56 

東北 67% 9% 11% 11% 0% 2% 231 

関東 63% 4% 15% 14% 0% 4% 666 

東海 57% 9% 13% 18% 0% 3% 445 

北陸 50% 18% 8% 18% 0% 6% 177 

近畿 42% 35% 10% 10% 0% 3% 973 

中四国 64% 8% 12% 14% 0% 2% 290 

九州 60% 9% 15% 12% 0% 4% 337 

全教区 55% 16% 12% 13% 0% 3% 3184 

東京・神奈川 60% 4% 17% 15% 1% 3% 279 

値
と
東
京
・
神
奈
川
の
数
値

を
比
較
し
て
み
た
い
。
な
お
、

こ
の
設
問
は
戒
名
で
は
な
く

「
生
前
の
名
前
(
俗
名
)
の

ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る
檀
信

徒
が
、
ど
の
く
ら
い
存
在
す

る
か
を
知
る
た
め
の
ア
ン

ケ
l
ト
で
あ
っ
て
、
植
信
徒

が
俗
名
の
ま
ま
で
行
う
お
葬

式
を
認
め
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
付
し
て
お
く
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
別
の
数
値

の
他
に
東
京

・
神
奈
川
を
挙

げ
た
理
由
は
、
お
葬
式
に
対

す
る
意
識
に
顕
著
な
変
化
が

起
き
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、

今
後
の
お
葬
式
の
意
識
の
変

化
を
見
る
上
で
重
要
な
地
域



と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
関
東
の
な
か
に
は
東
京
・
神
奈
川
の
数

値
も
含
ま
れ
て
い
る
。

教
化
セ
ン
タ
ー
を
ひ
と
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
区
が

入
り
、
数
値
に
対
し
て
疑
問
を
持
つ
方
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都

道
府
県
別
に
分
析
を
し
た
か
っ
た
が
、
全
く
回
答
が
な
か
っ
た
教
区
や
、
ま
た

分
析
す
る
に
は
回
答
が
少
な
い
教
区
が
あ
っ
た
た
め
に
、
教
化
セ
ン
タ
ー
別
で

分
析
し
た
。

戒
名
を
希
望
す
る
か
9

ま
ず
、

「
戒
名
を
希
望
す
る
か
?
」
と
い
う
設
問
を
分
析
す
る
。
こ
の
回
答

は
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
若
干
の
数
値
の
差
が
あ
る
が
、
「
戒
名
を
希
望
す

る
」
と
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
戒
名
肯
定
者
は

6
1
7割
で
あ
り
、
「
生

前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
う
俗
名
希
望
者
は
約
1
1
2
割
、
「
ま
だ
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
未
確
定
者
は
約
1
1
2
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戒
名
に

対
す
る
意
識
は
、
地
域
差
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
各
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
の
数
値
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
「
戒

名
を
希
望
す
る
」
と
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
人
の
合
計
は
、
全
教
区
九
%
、

近
畿
打
%
、
東
北
河
%
、
中
四
国
η
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
・
神

奈
川
は
臼
%
で
、
全
教
区
よ
り
も
7
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
数
値
で
あ
る
。

次
に
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る
人
は
、
関
東
と
九
州
が
日
%
、

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

東
海
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
陸
が
8
%
、
近
畿
が
叩
%

と
低
い
。
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
と
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
戒
名
肯

定
者
が
少
な
か
っ
た
東
京
・
神
奈
川
は
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と

す
る
人
が
口
%
と
多
い
。

た
だ
し
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
人
は
、
ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
も

約
1
割
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
ま
だ
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
戒
名
の
必
要
性
の
実
感
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
人
も
多
い
と

こ
ろ
で

2
割
弱
も
い
る
。
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
未
確
定
者
は
、

ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
に
も
2
1
3割
が
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
人
は
、
五
重
相
伝
・
授
戒
会
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
、

布
教
教
化
が
盛
ん
と
思
わ
れ
る
地
域
で
あ
り
、
近
畿
は
お
%
と
高
く
、
続
い
て

北
陸
は
時
%
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
重
相
伝
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
近
畿
で
あ
っ

て
も
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
う
人
が
1
割
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
す
る
人
と
「
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
未
確
定
の
人
を
足
す
と
却
%
も
い

る
の
で
あ
る
。

②
世
代
別
の
比
較

次
に
、
世
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
戒
名
に
対
す
る
意
識
の
相
違
が
あ
る
の

か
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
加
代
の
回
答
票
数
(
日
票
)
が
少
な
い
の
で
、

分
析
の
対
象
外
と
す
る
。
グ
ラ
フ
の
通
り
、
戒
名
に
対
す
る
意
識
は
世
代
差
が
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戒名の意識

100% 

<世代別>

80代

70代

60代

50代

40代

30代

80九

.2.すでに戒名を持っている
口4.まだ分からない
・未回答

顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
と
「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
」

人
の
合
計
は
、

初
代
が
泣
%
、

初
代
が
但
%
、

ω代
が
乃
%
、
田
代
が
臼
%
、

60% 40% 

1戒名を希望する
口3.生前の名前のままでよい
・複数回答

20% 0% 

却
代
が
日
%
、
初
代
が
必
%
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
初
代
・
均
代
は
変
わ
ら
な
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、守、、
u.ヵ

初
代
以
下
の
世
代
は
下
が
る
に
し
た
が
い
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
人
が

-
割
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」
人
は
、
初
代
が
6
%
、
初
代
が
5
%
、

ω代
が
叩
%
、
田
代
が
口
%
、
却
代
が
お
%
、
却
代
が
お
%
で
あ
る
。
前
者
と

同
様
に
初
代
・
初
代
は
変
わ
ら
な
い
が
、
初
代
以
下
の
世
代
は
下
が
る
に
し
た

が
い
増
加
し
て
い
る
。
喪
主
と
し
て
家
族
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
若
い
世

代
は
自
身
に
つ
い
て
は
ま
だ
実
感
が
な
い
の
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。

「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
」
を
希
望
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
1
割
で
あ
っ
た
。

世
代
別
で
見
る
と
、

加
・
初
代
が
7
%
で
あ
り
、

日
代
が
日
%
、

ω代
が
日
%
、

却
代
が
H
%
、
初
代
が
日
%
で
あ
る
。

ω代
以
下
の
世
代
は
初
・
初
代
の
約
2

倍
に
な
っ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
檀
信
徒
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
仏
教
徒
の
証
」
で
あ
る
戒

名
で
は
な
く
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る
人
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く

い
る
こ
と
こ
そ
問
題
で
あ
る
。

お
葬
式
の
意
識
と
戒
名
の
関
連
性

自
分
自
身
の
「
お
葬
式
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
か
と
い
う
意
識
と
戒

名
の
希
望
と
の
関
連
を
み
て
い
く
。

ま
ず
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
人
で
、
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
と



100首90首

ロ1戒名を希望する
ロ4まだ分からない

1目

お葬式の意識と戒名の関連性

お葬式を出来ればしてほしい

(1083人)

お葬式をしてほしくない

(106人)

80% 

ロ3生前の名前のままでよい
園未回答

お葬式をして欲しい

(1719人)

70% 60首50首

.2すでに戒名を持っている

・複数回答

40弘30% 20首10百0弛

よ
り
も
沼
ポ
イ
ン
ト
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
出
来
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

い
る
」
と
の
合
計

(お
%
)

「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て

い
る
」
と
の
合
計
は
お
%

と
多
い
。
し
か
し
、

「
お

葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
の
な
か
に

も
、
「
生
前
の
名
前
の
ま

ま
で
よ
い
」
と
す
る
人
が

6
%
も
い
る
。

次
に
、
「
お
葬
式
を
出

来
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
人
で
、
「
戒
名
を
希

望
す
る
」と
「す
で
に
持
つ

て
い
る
」
と
の
合
計
は

臼
%
で
あ
り
、
お
葬
式
を

積
極
的
に
希
望
す
る
人
の

な
か
で
「
戒
名
を
希
望
す

る
」
と
「
す
で
に
持
っ
て

の
な
か
で
、

「生
前
の
名
前
で
よ
い
」
と

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

す
る
人
は
日
%
で
あ
り
、
積
極
的
に
お
葬
式
を
希
望
す
る
人
の
な
か
で
「
生
前

の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る
人
(
6
%
)
よ
り
も
2
倍
強
に
も
増
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
出
来
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」

の
な
か
で

「ま
だ
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
人
は
回
%
で
あ
り
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」
人

(5
%
)
よ
り
も

日
ポ
イ
ン
ト
も
上
が
っ
て
い
る
。
お
葬
式
に
対
し
て
積
極
的
で
は
な
い
人
は
、

戒
名
に
対
し
て
も
積
極
的
で
は
な
く
、
戒
名
と
お
葬
式
と
の
関
連
性
が
強
く
み

ら
れ
る
。

「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」

の
な
か
で
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」

人
は
閃
%
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と
回
答
し
て
い
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
と
「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
」

人
も
却
%
い
る
の
で
あ
る
。

「お
葬
式
は
し
て
ほ
し
い
」
が
戒
名
は
い
ら
な
い
、
ま
た
「
お
葬
式
は
し
て

ほ
し
く
な
い
」
け
れ
ど
も
、
戒
名
は
付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
人
が
少
な

か
ら
ず
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
の
回
答
者
は
お
葬
式
と
戒
名
の
意
義
の

関
連
性
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
理
由

戒
名
を
希
望
し
な
い
理
由
を
考
え
た
い
。
こ
の
設
問
は

「生
前
の
名
前

(俗

名
)
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
回
答
し
た
湖
人
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
回
答
数
が
少

な
い
が
、
教
化
セ
ン
タ
ー
別
に
比
較
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
北
海
道
は
回
答

175 



意味が見 高額で
名前に思
い入れが その他 複数回答 未回答 回答数

出せない ある
ある

北海道 17% 17% 17% 32% 0% 17% 6 

東北 52% 20% 24% 4% 0% 0% 25 

関東 38% 24% 25% 11% 2% 0% 100 

東海 39% 12% 39% 7% 0% 3% 59 

北陸 64% 0% 29% 0% 0% 7% 14 

近畿 42% 19% 28% 7% 2% 2% 99 

中四国 35% 12% 44% 9% 0% 0% 34 

九州 30% 20% 42% 6% 0% 2% 50 

全教区 39% 18% 32% 8% 1% 2% 388 

東京・神奈川 29% 29% 27% 13% 2% 0% 48 

ま
と
め

以
上
、

数
が
少
な
い
の
で
、
分
析
の
対

象
外
と
す
る
。

「
俗
名
で
よ
い
」
と
い
う
理

由
は
、
ど
の
教
化
セ
ン
タ
ー
も

「
意
味
が
見
出
せ
な
い
」
ま
た

は
「
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
」

が
第
1
・2
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
戒
名
を
授
け
て
も
ら
う

の
が
高
額
で
あ
る
か
ら
」
も
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、

そ
の
理
由
は
、
「
意

味
が
見
出
せ
な
い
」
、
「
名
前
に

思
い
入
れ
が
あ
る
」
、
「
高
額
で

あ
る
」
と
い
う
三
つ
に
集
約
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
る
「
戒
名
に
対
す
る
意
識
」
に
つ
い

て
触
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
俗
名
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
い
う
戒
名
否
定
者
が
、
す
べ
て
の
教
化
セ
ン
タ
ー
の
檀
信
徒
の
な
か
に
約
1

176 

割
も
い
て
、
戒
名
は
「
仏
教
徒
の
証
」
で
あ
る
と
い
う
宗
教
的
な
意
義
が
檀
信

徒
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
戒
名
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
若
年
層
だ
け
で
は
な
く
、

各
世
代
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
団
塊
世
代
前
後
の
人
た
ち
で
も

m
-
m年
後
に
は
、
現
在
の
叩
・
初
代
の
数
値
の
よ
う
に
「
戒
名
を
希
望
す
る
」

人
が
多
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
世
代
に
な
れ
ば
、
「
寺
院
に
戻
つ

て
く
る
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
「
常
識
」
が
必
ず
し
も
通
用
す
る
と
は
思
え
な

1ハ。
「
お
葬
式
」
を
望
む
多
く
の
人
は
戒
名
も
希
望
す
る
よ
う
に
、
「
お
葬
式
」
と

戒
名
と
の
関
連
性
が
強
い
。
「
お
葬
式
」
は
授
与
戒
名
の
儀
礼
の
場
で
あ
り
、
「
お

葬
式
」
の
式
前
後
に
「
布
教
の
場
」
と
し
て
お
葬
式
や
戒
名
の
意
味
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

一
方
檀
信
徒
の
な
か
に
、
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く

な
い
」
と
い
う
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
一
部
で
は
「
葬
祭
の
こ
こ

ろ
」
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。
浄
土
宗
教
師
は
こ
の
「
檀
信
徒
ア
ン

ケ
l
ト
」
調
査
の
数
値
を
真
撃
に
受
け
止
め
て
、
現
況
を
鑑
み
る
必
要
が
あ
る
。

す
べ
て
の
檀
信
徒
に
対
し
て
浄
土
宗
の
根
本
の
教
え
を
教
化
し
た
上
で
、
「
お

葬
式
」
の
意
義
を
伝
え
な
い
と
、
「
戒
名
も
い
ら
な
い
」
、
「
お
葬
式
も
し
な
く

て
も
よ
い
」
と
い
う
檀
信
徒
が
多
く
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。(

西
城
宗
隆
)



第
9
回

「
女
性
の
お
葬
式
の
意
識
」

は
じ
め
に

従
来
、
「
お
葬
式
の
喪
主
」
は
、
家
の
戸
主
や
継
承
者
で
あ
る
男
性
が
務
め

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
「
戸
主
」
や
「
継
承
者
」

と
い
う

枠
組
み
が
外
れ
、
女
性
が
喪
主
を
務
め
る
ケ
l
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
の
変
化
、
家
族
形
態
の
変
化
に
と
も
な
い
、
「
お

葬
式
」
の
持
つ
意
味
合
い
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
女
性
の
喪
主
の
回
答
を
中
心
に
「
女
性
の
お
葬

式
の
意
識
」
が
男
性
と
異
な
る
の
か
、
ま
た
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
そ
の
差
は

あ
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。

な
お
今
回
の
比
較
は
、
全
教
区
、
各
教
化
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
参
考
数
値
と
し
て
東
京
・
神
奈
川
の
テ
l
タ
を
比
較
し
て
み
る
。
ま
た
、

関
東
の
デ
l
タ
に
は
東
京
・
神
奈
川
の
数
値
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
く
。

喪
主
の
男
女
比
率

ま
ず
、

実
際
に
喪
主
を
務
め
た
女
性
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
を
占
め
て
い
る

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

の
だ
ろ
う
か
。
全
教
区
で
の
喪
主
の
男
女
比
率
は
、
男
性
百
%
、
女
性
お
%
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
お
葬
式

4
件
に
1
件
は
女
性
が
喪
主
を
務
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
予
想
を
上
回
る
高
い
数
値
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
教

化
セ
ン
タ
ー
別
に
女
性
の
喪
主
の
割
合
を
見
み
て
み
る
と
、
北
海
道
と
九
州
が

品
%
と
過
半
数
近
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、
続
い
て
中
四
国
初
%
、
東
京
・
神

圃

男女比率

7~~抗 量E畠

55% ~、 ~"':f ，~_量

B3'陥

76% 二、，パ 量遁亀

7R'ι ...聾'‘ ，

81'も 十 吋1.ー

7Qq以 、豊富司‘

7m‘ ，.;'.1-'("ーャ.，畠白昼
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喪主

全教区 (3184人)

(231人)

(337人)

(667人〉

(445人 )

(177人)

(974人 )

(290人 )

(56人)北海道

東海

東北

関東

北陸

近畿

中四国

九州

(279入、)東・神

100首
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8m‘ 6mも4m‘ 2m‘ 0% 



奈
川
却
%
で
あ
っ
た
。
北
海
道
、
九
州
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
女
性
の
喪
主
の
割

合
が
高
い
こ
と
の
理
由
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
地
域
の
特
性
を
含
め

究
明
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
全
教
区
平
均
よ
り
も
女
性
の
喪
主
の
割
合
が
低
い
の
は
、

東
北
お
よ
び
北
陸
で
そ
れ
ぞ
れ
却
%
以
下
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
地
域
で
は
伝
統

的
な
価
値
観
が
残
っ
て
い
る
た
め
か
、
女
性
が
喪
主
を
務
め
る
傾
向
が
低
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

喪
主
と
故
人
の
関
係
、

お
よ
び
喪
主
の
年
齢

次
に
、
「
ど
の
よ
う
な
関
係
の
方
の
お
葬
式
の
喪
主
を
つ
と
め
ま
し
た
か
」

と
い
う
設
問
の
回
答
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
、
全
教
区
数
値
で
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

男
性
の
場
合

刀
%
↓
実
父
母

8

%
↓
妻

8
%
↓
配
偶
者
の
父
母

女
性
の
場
合

船
%
↓
夫

時
%
↓
実
父
母

日
%
↓
配
偶
者
の
父
母

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
の
場
合
に
は
「
実
父
母
の
喪
主
」
、
女
性
の
場

合
に
は
「
夫
の
喪
主
」
を
務
め
る
ケ
l
ス
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
喪
主
を
務

2lI 

，. 

喪主と故人の関係

1石Z 玉置圃・・男

全世区 女
2' 

男
三ヒ題遭

4‘' 女

開 ...1lIL 
班北 一女一

田-- I!! .. 
関東一女一

男
JII週 一一
主

男

1皿
北陸一一

女

田
近量一一

2覧~1'女

開

回~1
中四国一ーー

女

開
九州 一一

. 1覧3覧l'女

男
東・神

~I>'‘ 女 50 
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ロ4.li!蝿宥の父または母口5兄弟蹄蜂

・植融 ロ蝿回答

20% 30% 40% 

.3.寓父または寓母.7それ以外
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ロ，婁または夫

..子棋

め
た
年
齢
を
男
女
(
全
教
区
数
値
)
で
比
較
し
て
み
る
と
、
喪
主
の
年
代
の
ピ

l

ク
は
男
性
が

ω歳
代
(
お
%
)
、
女
性
が
拘
歳
代
(
訂
%
)
と
、
女
性
の
ピ
l

ク
の
方
が
ひ
と
ま
わ
り
(
叩
歳
代
)
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

す
る
だ
ろ
う
。

女
性
の
喪
主
の
多
く
が
「
夫
の
お
葬
式
の
喪
主
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
と
関
係

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
四
年
男
女
の
平
均
寿
命
に
よ
る
と
、
男
性



喪主の年代

aFSFS 36ぷP
~ 'J 司、~... 

乃
・
四
歳
、
女
性
部
・

Mm
歳

15.0% 

〆〆
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
夫
が

妻
よ
り
先
に
亡
な
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
伺
え
る
。
こ

の
こ
と
は
女
性
の
喪
主
の
方

が
男
性
に
比
べ
高
齢
傾
向
に

あ
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え

ら
れ
る
。

女
性
が
喪
主
を
務
め
た
お

葬
式
は
全
体
の
4
分
の
l
に

及
、
び
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の

的
%
が
夫
の
「
お
葬
式
」
の

こ
と
は
、
祭
杷
継
承
の
形
態
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
て
い
る
。

喪
主
を
務
め
て
い
る
と
い
う

40.0% 

35.0% 

30.0% 

25.0% 

20.0% 

ま
り
、
「
お
葬
式
」
が
従
来
の

「家
」
の
継
承
者
と
な
る
男
子
が
喪
主
を
務
め

る
「
『
家
」
の
お
葬
式
」
か
ら
、
近
年
で
は
一
番
近
し
い
関
係
の
人
が
喪
主
を

務
め
る
「
家
族
・
個
人
の
お
葬
式
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
喪
主
を
務
め
る
こ
と
に
よ
り
社
会
に
家
の
跡
継
ぎ
を
示
す
と
い
う

「
お
葬
式
」
の
持
っ
て
い
た
「
社
会
的
意
味
」
が
薄
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
家
族

で
の
「
個
人
的
な
愛
慕
」
が
強
く
表
れ
る
場
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
も
い
え

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
女
性
が
実
父
母
の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
る
割
合
は
、
女
性
が
喪
主

を
務
め
た
お
葬
式
の
な
か
で
凶
%
あ
り
、
男
女
あ
わ
せ
た
合
計
の
数
値
か
ら
み

れ
ば
、
全
体
の
お
葬
式
の
約
5
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
夫
や

実
の
父
母
の
お
葬
式
の
喪
主
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
の
父
母
の
喪
主
を
務
め

る
ケ
l
ス
は
、
女
性
喪
主
の
な
か
で
日
%
、
全
体
の
お
葬
式
の
な
か
で
約
3
%

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
夫
や
夫
の
父
母
の
お
葬
式
の
喪
主
だ
け
で
は
な
く
、

実
父
母
の
喪
主
を
務
め
る
ケ
l
ス
も
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
子
化
や
、
女
性

の
子
供
し
か
い
な
い
等
の
理
由
で
喪
主
を
務
め
る
べ
き
男
子
が
い
な
い
と
い
っ

た
、
「
家
族
の
縮
小
化
」
が
そ
の
理
由
と
し
て
伺
え
る
。

自
分
の
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
で
す
か
9

つ

こ
こ
ま
で
、
女
性
が
喪
主
を
務
め
て
い
る
実
態
を
見
て
き
た
が
、
次
に
女
性

自
身
が
自
分
の
お
葬
式
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
み
る
。

「
あ
な
た
は
自
分
の
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
で
す
か
?
」
と
い
う
問
い
に
対
し、

「
1.
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
「
2

で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
「
3

し
て
ほ
し

い
と
思
わ
な
い
」
「
4.
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」
「
5
.

そ
の
他
」
の
選
択
肢
の
中

か
ら
、
「
1.
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
お
葬
式
を
積
極
的
に
希
望
す

る
人
の
割
合
を
、
男
女
お
よ
び
地
域
ご
と
に
比
較
し
て
み
た
。
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聞

お葬式を必ずしてほしい

東・神

70首

全教区

北海道

九州

60首50首40首30也20首10也0% 

全
教
区
の
値
を
比
較
し
て
み
る
と
、
自
分
の
「
お
葬
式
」
に
積
極
的
な
の
は

中四国

東北

関東

東海

北陸

近雌

男
性
同
%
、
女
性
訂
%
と
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
約
1
割
お
葬
式
を
積
極

的
に
希
望
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
北
海
道
は
男
女
共
に

お
葬
式
に
積
極
的
な
人
が
少
な
く
、
ま
た
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
は
「
お
葬
式

を
し
て
ほ
し
い
」
人
が
お
%
と
、
男
性
叩
%
に
比
べ
て

2
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
こ

国

お葬式をしてほしくない

9l‘ 

511 

711 

東・神

1611 

し
て
ほ
し
く
な
い
」
人
の

6'‘ 北海道

東海

全教区

東北

関東

北陸

近儀

中四国

九州

と
が
わ
か
る
。
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次
に
、
回
答
数
は
全
教

区
で
3
%
(
問
票
)
と
少

14% 

な
か
っ
た
が
、
回
答
選
択

12% 

肢
の
な
か
の
「
お
葬
式
を

し
て
ほ
し
く
な
い
」
を
抽

10% 

出
し
て
み
よ
う
。

811 

全
教
区
値
で
は
、
そ
の

割
合
は
男
性
3
%
、
女
性

611 

5
%
と
割
合
は
少
な
い
も

4% 

の
の
、
や
や
女
性
の
方
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

2% 

東
北
、
北
陸
、
中
四
国
、

0% 

九
州
で
は
、
「
お
葬
式
を

割
合
は
低
く
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
、
東
北
で
は
男
女
共
に
0
%
で
あ
っ
た
。

逆
に
、
関
東
や
近
畿
で
は
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
回
答
し
た
割

合
が
7
1
9
%
と
高
く
、
特
に
東
京
・
神
奈
川
で
は
男
性
が
6
%
で
あ
る
の
に

対
し
、
女
性
は
日
%
と
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
全
体
的
に
、
九
州
以

外
は
女
性
の
方
が
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
答
え
る
割
合
が
、
男
性



よ
り
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
「
お
葬
式
」
を
し
て
ほ
し
く
な
い
理
由
と
し
て
は
、
女
性
の
意
見
は
、

遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら
(
臼
%
)
、
「
お
葬
式
」
に
意
味
を
見
出
せ

な
い
か
ら

(日
%
)、
費
用
が
高
い
か
ら
(
5
%
)
で
あ
る
。

一
方
、
男
性
の

意
見
は
、
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら
(
国
%
)
、
「
お
葬
式
」
に
意
味

を
見
出
せ
な
い
か
ら

(お

%
)、
費
用
が
高
い
か
ら

(叩

%
)
で
あ
り
、
男
女

と
も
に
費
用
の
問
題
で
は
な
く
、
「
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
」
が
最
も

大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。

自
分
の
希
望
す
る
お
葬
式
の
形

で
は
、
女
性
の
回
答
者
の
な
か
で
「
お
葬
式
を
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
、
も
し

く
は
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
た
人
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬

式
を
希
望
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?

「
僧
侶
を
呼
ん
だ
浄
土
宗
の
お
葬
式
」
を
希
望
す
る
の
は
、
全
教
区
比
較
で

は
男
性
乃
%
、
女
性
ね
%
と
全
体
的
に
は
男
性
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
九
州
と
中
四
国
に
関
し
て
は
傾
向
が
逆
転
し
て
九
州
男
性
市
%
、
女

性
脳
%
、
中
四
国
男
性
乃
%
、
女
性
∞
∞
%
と
女
性
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
関
東
で
は
男
性
打
%
、
女
性
白
%
と
男
女
の
差
が
き
わ
め
て
大
き
く
、

そ
の
な
か
で
も
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
は
「
僧
侶
を
呼
ん
だ
浄
土
宗
の
お
葬
式
」

を
希
望
す
る
割
合
は
必
%
と
半
数
を
割
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
る

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

必
要
が
あ
る
。

「
自
分
の
宗
教
」
「
宗
教
色
な
し
」
と
回
答
し
た
人
は
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
男
女
の
割
合
は
女
性
の
方
が
わ
ず
か
に
高
か
っ
た
。

一
方
、
「
遺
族
に
任
せ
る
」
の
回
答
で
は
、
男
女
で
顕
著
に
差
が
み
ら
れ
た
。

希望するお葬式のかたち男性

全教区

北海道
1" -僧侶を呼んだ浄土宗

東北 圃自分の宗教

~‘ ロ宗教色なし関東

東海
ロ遺族に任せる

~，‘ 
ーその他

北陸 -まだわからない

“ -纏数回答
近 量睦

ロ無回答
中四国

1l‘ 
:hA判

I ~‘ 東 ー神

0% 20" 40% 60% 80% 100% 

希望するお葬式のかたち女性

全教区

北海道

東 北
-僧侶を呼んだ浄土宗

。~ -自分の宗教
関東 ロ宗教色なし

東海 ロ遺族に任せる

北陸 ーその他

近畿
ーまだわからない

-領数回答
中四国 ロ無回答

ブLffi 。，‘
東・神

日% 20% 40% 60% 80% 100% 
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そ
の
割
合
は
中
四
国
と
九
州
を
除
い
て
女
性
の
方
が
高
く
、
全
教
区
で
男
性

ロ
%
、
女
性
辺
%
で
あ
っ
た
。
特
に
東
京

・
神
奈
川
で
は
男
性
比
%
、
女
性

却
%
と
そ
の
差
が
お
ポ
イ
ン
ト
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
の
「
遺
族
に
ま
か
せ
る
」

と
い
う
回
答
を
選
択
し
た
理
由
に
は
、
幾
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
伝
統
的
な
価
値
観
の
強
い
地
域
で
は
、
同
じ
「
遺
族
に
任
せ
る
」

の
回
答
で
も
、
自
分
の
希
望
す
る
お
葬
式
の
形
式
を
あ
え
て
伝
え
な
く
て
も
、

「
当
然
、
自
分
が
喪
主
を
務
め
た
時
と
同
様
の
形
式
で
、
遺
族
が
お
葬
式
を
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
期
待
を
含
め
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
同
じ
回
答
で
も
、
自
分
の
希
望
す
る
形
式
を
遺
族
に
期
待
し
な
い
、

ま
た
は
、
押
し
つ
け
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
家
族
の
間
に
遠
慮
が
あ
る

場
合
、
あ
る
い
は
家
族
聞
の
遠
慮
や
、
お
葬
式
の
形
式
に
こ
だ
わ
り
を
持
た
な

い
と
い
う
場
合
も
考
え
得
る
。
女
性
の
場
合
に
は
、
先
の
回
で
述
べ
た
「
お
葬

式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
理
由
」

の
部
分
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
喪
主
を

務
め
た
時
の
苦
労
か
ら
、
自
分
の
お
葬
式
で
は
「
遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な

い
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域
特
性
や
男

女
差
な
ど
多
様
な
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

希
望
す
る
会
葬
者
の
範
囲

次
に
、
女
性
が
自
分
の
「
お
葬
式
」
に
ど
の
範
囲
の
人
に
来
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

回
答
選
択
肢
は
、
「
1

家
族
の
み
」
「
2

家
族
・
親
戚
」
「
3

親
戚
・
友
人
」
「
4.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々
」
「
5

家
族
・
親

182 

家
族

戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々
」
「
6.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・

地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々
・
遺
族
の
関
係
の
人
々
」
「

7

で
あ
る
。

どの範囲?男
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こ
の
な
か
の
、
「
1.
家
族
の
み
」
か
ら
「
3.
家
族
・
親
戚
・
友
人
」
ま

で
が
、
地
域
や
仕
事
関
係
を
含
ま
な
い

〈狭
い
関
係
〉
と
い
え
よ
う
。
こ
の

〈狭

い
関
係
〉
の
み
に
来
て
ほ
し
い
と
回
答
し
た
人
の
合
計
を
比
較
す
る
と
、
全
教

区
で
男
性
お
%
で
あ
る
の
に
対
し
女
性
は
必
%
と
な
り
、
半
数
近
い
女
性
回
答

者
は
自
分
の
お
葬
式
に
友
人
ま
で
の
狭
い
交
友
関
係
の
人
の
み
に
来
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。

教
化
セ
ン
タ
ー
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
友
人
ま
で
の
狭
い
関
係
を
希
望
す

る
割
合
が
高
い
の
は
、
東
京
・
神
奈
川
九
%
、
関
東
ω
%
、
北
海
道
が
日
%
で

あ
っ
た
。
逆
に
こ
の
割
合
が
低
い
の
は
東
北
で
お
%
と
全
教
区
数
値
よ
り
も
却

ポ
イ
ン
ト
も
下
回
る
。
そ
し
て
地
域
の
人
々
を
含
む
「
4.
家
族
・
親
戚
・
友

人
・
地
域
の
人
々
」
を
選
択
す
る
人
の
割
合
は
全
教
区
で
は
沼
%
で
あ
る
の
に

対
し
、
東
北
は
却
%
と
口
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

関
東
は
加
%
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
日
%
と
都
市
部
の
女
性
の
地
域
と
の
関
わ

り
の
意
識
が
低
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
数
値
か
ら
伺
え
る
。

男
女
で
差
が
で
る
の
は
「
仕
事
関
係
の
人
々
」
、
「
遺
族
の
仕
事
関
係
の
人
々
」

を
含
む

5
・6
の
回
答
を
す
る
人
の
割
合
で
あ
る
。
5
・6
の
回
答
数
の
合
計
は

男
性
で
必
%
に
対
し
、
女
性
は
口
%
と
、
希
望
す
る
会
葬
者
の
範
囲
に
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
男
性
の
場
合
は
「
多
様
な
社
会
関
係
」
と
の
別
れ
を

望
む
の
に
対
し
て
、
女
性
の
場
合
は
「
家
族
か
ら
友
人
ま
で
」
と
狭
い
こ
と
が

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

わ
か
る
。
こ
れ
は
女
性
の
喪
主
の
年
齢
の
ピ
l
ク
が
初
歳
代
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
彼
女
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
時
代
背
景
に
は
「
女
性
は
家
庭
を
守
る

こ
と
」
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
こ
こ
か
ら
お
葬
式
の
持
つ
意
味
が
男
女
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。

戒
名
に
つ
い
て

第

8
回
で
、
「
戒
名
か
俗
名
か
?
」
と
題
し
、
檀
信
徒
の
持
つ
戒
名
意
識
を

分
析
し
た
。
こ
こ
で
は
、
男
女
お
よ
び
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
戒
名
に
対
す

る
意
識
の
相
違
が
あ
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
次
頁
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
「
戒

名
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
は
、
高
い
順
に
近
畿
、
北
陸
、

東
北
の
女
性
で
あ
り
、
他
の
教
化
セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

全
教
区
の
数
値
を
見
る
と
、
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」

人
の
合
計
は
、
男
女
共
に
約
河
%
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま

で
よ
い
」
と
す
る
人
は
、
男
性
日
%
、
女
性
日
%
で
、
女
性
の
方
が
2
ポ
イ
ン

ト
で
は
あ
る
が
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
戒
名
に
対
す
る
意
識
に
は
、
大
き
な
男

女
差
が
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
京
・
神
奈
川
は
他
の

教
化
セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
、
異
な
っ
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
伺
え
る
。
東
京
・

神
奈
川
で
は
「
戒
名
を
希
望
す
る
」
「
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
男
性
は
U
%
で
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戒名意識

3% 

3% 

2首

也眉
縄

駐・
河

町

苅

q
J
M
q
J
W

，. a・3岡
m 

2% 

3% 

4% 
--' 

100% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

・2すでに戒名を持っているロ3生前の名前のままでよい・5績数回答 ・6無回答
20% 10% 

全教区男

全教区女

北海道男

北海道女

東北男

東北女

関東男

関東女

東海男

東海女

北陸男

北陸女

近儀男

近畿女

中四国男

中四国女

九州男

九州女

東京・神奈川男

東京・神奈川女
」

0% .1戒名を希望する
ロ4まだわからない

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
女
性
は
日
%
と
戒
名
を
希
望
す
る
人
が
少
な
い
。
ま
た

「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
う
男
性
は
日
%
、
女
性
は
剖
%
で
あ
る
。

「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
理
由
は
、
男
性
は
l
位
「
戒
名
の
意
味
を

見
出
せ
な
い
か
ら
」

(羽
%
)、
2
位
「
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」

(
幻
%
)
、

3
位
「
戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら
」
(
却
%
)

で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
女
性
は
、

-
位
「
戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
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か
ら
」

(叫

%
)、
2
位
「
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」

(沼

%
)、

3
位
「
戒
名
の
意
味
を
見
出
せ
な
い
か
ら
」
(
日
%
)
で
あ
っ
た
。
男
女
で
1

位
と

3
位
が
入
れ
替
わ
り
、
男
性
は
「
意
義
」
を
重
視
し
、
女
性
は
「
金
銭
面
」

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東
京
・
神
奈
川
に
お
い
て
は
、
女
性
の

方
が
戒
名
に
対
し
て
非
積
極
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
と
め

従
来
、
「
お
葬
式
」
は
男
性
が
中
心
の
儀
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
喪
主
の
お
%
を
女
性
が
務
め
、
そ
の

6
割
以
上
が
夫

の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

「
お
葬
式
」

の
持
っ
て
い
た
「
社
会
的
意
味
」
が
薄
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
家
族

を
中
心
と
し
た
「
個
人
的
な
愛
慕
と
別
れ
の
意
味
」
が
強
ま

っ
て
き
た
こ
と
を

表
す
。
つ
ま
り
、

「お
葬
式
」
が
伝
統
的
な
「
家
」

の
儀
式
か
ら
、
「
家
族
・
個

人
」
の
儀
式
へ
と
移
り
変
わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
分
析
か
ら
は
、
自
分
の
お
葬
式
に
対
し
て
は
女
性
の
ほ
う
が
や
や
消

極
的
で
あ
る
こ
と
、
女
性
が
自
分
の
「
お
葬
式
」
を
し
て
ほ
し
い
と
望
む
場
合
、

そ
の
約
半
数
が
家
族
か
ら
友
人
ま
で
の

〈狭
い
関
係
〉
の
人
に
来
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
女
性
の
意
識
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
由
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
北
海
道
、
中
四
国
、
九
州
、
東
京
、



神
奈
川
で
大
き
な
差
が
見
ら
れ
、
女
性
と
生
活
圏
と
の
関
わ
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
は
、
他
の
教
化
セ
ン
タ
ー
と
大
き
く
異
な
る

特
徴
を
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
お
葬
式
」
や
戒
名
に
対
し
て

否
定
的
な
意
識
を
持
つ
人
が
他
の
教
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
か
な
り
多
い
。
断
定
は

で
き
な
い
が
、
人
口
流
動
の
多
い
都
市
の
な
か
で
地
域
と
の
し
が
ら
み
が
少
な

い
こ
と
や
、
寺
院
を
含
め
た
お
葬
式
の
費
用
が
全
般
的
に
高
額
だ
と
受
け
と
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
の
持
つ
意
識
に
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

女
性
の
方
が
お
寺
へ
の
お
参
り
や
、
行
事
へ
の
参
〆
加
、
ま
た
家
で
の
仏
壇
の

給
仕
を
す
る
こ
と
が
男
性
に
く
ら
べ
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
「
お
葬
式
」
や
戒
名
を
希
望
す
る
人
の
割
合
は
男
性
よ
り
も
低
い
。
ま
た
、

女
性
の
「
お
葬
式
」
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
て

き
て
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
男
性
の
喪
主
の
持

っ
て
い
る
意
識
と
は
顕
著

に
異
な

っ
て
い
る
。

今
後
、
少
子
化
に
よ
り
男
子
継
承
者
が
減
っ
た
り
、
ま
た
、
男
子
継
承
者
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愛
慕
の
念
か
ら
自
ら
喪
主
を
務
め
る
女
性
が
増
え
る

な
ど
、
女
性
の
喪
主
の
割
合
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
男
性
と
は

異
な

っ
た

「女
性
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識
」
を
念
頭
に
入
れ
た
う
え
で
、
女

性
に
対
し
て
お
葬
式
の
持
つ
意
義
を
し

っ
か
り
と
伝
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

、「ノ
。

(
田
中
和
敬
)
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第

m回
お
葬
式
の
意
昧

|
来
世
観
と
死
者
と
の
か
か
わ
り
|

は
じ
め
に

「
宗
教
観
」
を
テ

l
マ
と
し
た
読
売
新
聞
社
の
年
間
連
続
調
査
「
日
本
人
」

(
2
0
0
8年
5
月
初
日
付
掲
載
)

で
は
、
「
あ
な
た
は
何
か
宗
教
を
信
じ
て
い

ま
す
か
?
」
の
問
い
に
対
し
て
、
九
・

9
%
の
人
が
「
信
じ
て
い
な
い
」
と
答

ぇ
、
お

・
1
%
の
人
が
「
信
じ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先

の
第
6
回
と
第
7
回
で
報
告
し
た
。
そ
の
分
析
の
な
か
で
、

7
割
を
超
え
る
人

た
ち
が
、
特
定
の
宗
教
を
信
じ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
よ
る
「
占
い
」
や
「
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
」
な
ど
が
掲
載
や
放
映

さ
れ
ブ
l
ム
と
な
り
、

却
代
・
却
代
を
中
心
と
し
て
、

「
崇
り
」
や
「
生
ま
れ

変
わ
り
」
と
い
っ
た
死
後
の
世
界
や
、
何
ら
か
の
見
え
な
い
力
の
よ
う
な
も
の

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
回
で
は
近
年
喪
主
を
務
め
た
方
自
身
の
来
世
観
と
死
者
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
世
代
別
・
男
女
別
に
見
て

い
き
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
今
後
私
た

ち
浄
土
宗
教
師
が
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
教
化
活
動
を
行
う
べ
き
な
の
か

を
考
え
る

一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

な
お
、
初
代
に
関
し
て
は
、
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
く
、
数
値
に
偏
り
が
見
ら
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れ
る
の
で
今
回
は
除
外
し
た
。

浄
土
宗
に
お
け
る
来
世
観

ー
往
生
と
そ
の
目
的
|

喪
主
を
務
め
た
方
自
身
の
来
世
観
と
死
者
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を

す
る
上
で
、
ま
ず
、
浄
土
宗
に
お
け
る
往
生
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み

る

7
世
紀
前
半
に
伝
わ
っ
た
浄
土
教
は
源
信

(
9
4
2
1
1
0
1
7
)
に
よ
る

「往
生
要
集
』

の
な
か
で
明
確
な
浄
土
思
想
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
源
信
ら
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
浄
土
は
、
確
か
に
来
世
と
し
て
の

極
楽
浄
土
が
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
万
人
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

ご
く

一
部
の
限
ら
れ
た
人
の
み
が
往
く
こ
と
が
で
き
る
来
世
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
、
源
平
の
争
乱
に
加
え
、
飢
僅
や
疫
病
が
頻
発
し
て
お
り
、
さ

ら
に
は

1
0
5
2年、

い
よ
い
よ
末
法
を
迎
え
る
と
人
々
は
現
世
に
完
全
に
絶

望
し
き
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
お
り
、
浄
土
宗
を
開
い
た
法

然
上
人
が
、
誰
も
が
お
念
仏
さ
え
と
な
え
れ
ば
、
必
ず
西
方
極
楽
浄
土
へ
往
生

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
教
え
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
絶
望
し
き
っ
て
い
た

民
衆
に
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
法
然
上
人
が
「
弥
陀
の
化
身
」

と
称
し
た
善
導
大
師
の
著
し
た
「
発
願
文
」
の
な
か
に
、
「
彼
の
国
に
到
り
巳
っ

て
、
六
神
通
を
得
て
、
十
方
界
に
入
っ
て
、
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
」
と
あ
る



よ
う
に
、
そ
の
来
世
観
と
往
生
お
よ
び
そ
の
目
的
は
、
誰
も
が
厭
離
械
土
・
欣

求
浄
土
し
て
、
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、
阿
弥
陀
仏
を
見
奉
り
、
六
神
通
を

得
た
後
に
、
廻
り
還
っ
て
糠
土
の
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

換
言
す
る
と
、
往
生
の
目
的
は
菩
薩
道
を
積
み
、
さ
と
り
を
目
指
す
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
最
終
目
的
は
「
還
相
廻
向
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
極
楽
浄
土
か
ら

裟
婆
世
界
に
廻
り
還
り
て
、
衆
生
を
教
導
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

お
葬
式
の
持
つ
意
味

ー
家
族
の
場
合
と
自
分
の
場
合

l

こ
こ
で
は
、
「
家
族
の
お
葬
式
」

の
場
合
と
「
自
分
の
お
葬
式
」

の
場
合
の

意
識
に
つ
い
て
、
世
代
間
の
違
い
に
も
注
目
し
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

「
ご
家
族
の
お
葬
式
を
行
わ
れ
、
お
葬
式
の
最
も
大
き
な
意
味
は
何
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
か
?
」
、
ま
た
「
自
分
の
お
葬
式
の
意
味
は
な
ん
で
す
か
?
」
と

い
う
問
い
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

の
喪
主
と
し
て
行
っ
た
「
家
族
の
お
葬
式
」
の
意
味

却
代
で
は
「
故
人
と
の
別
れ
」
と
す
る
人
が
半
数
の
叩
%
を
占
め
、

却
代
が

訂
%
、
田
代
が
担
%
、

ω代
が
却
%
、
初
代
が
幻
%
、
初
代
以
上
で
は
日
%
と
、

世
代
が
上
が
る
ご
と
に

「故
人
と
の
別
れ
」
と
い
う
回
答
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
「故
人
の
冥
福
を
祈
る
」
意
識
が
、
初
代
で
は
日
%
で
あ
る
が
、

各
世
代
で
そ
の
値
は
徐
々
に
増
大
し
、

却
代
以
上
で
は
お
%
と
大
幅
に
増
加
し

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ
故
人
と
の
別
れ
の
意

識
が
弱
ま
り
、
こ
れ
と
逆
に
故
人
の
冥
福
を
祈
る
意
識
が
強
ま
る
と
い
う
傾
向

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
「
故
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
意
識
は
、
先
に
見
た
2
つ
の
回
答
と

比
べ
世
代
間
で
の
大
き
な
差
は
な
く
、

初
%
台
で
あ
る
。
ま
た
、
「
遺
族
の
心

を
慰
め
る
」
「
故
人
を
家
の
先
祖
に
す
る
儀
式
」
と
い
う
回
答
は
、
各
世
代
と

も
少
数
で
あ
っ
た
。

②

「
自
分
の
お
葬
式
」

の
意
味

喪主として行った家族のお葬式の意味(世代別)

平鈎 1%。‘0%
80代以上 日量Q!O%、 4% 

!O%。‘70代
% ~O% 60代

50代 。!O首
40代 ~O%。‘
30代 Q!O%。‘

m‘ 20% 40% 60省 sm、 100% 

ロ1故人との別れ .2故人の冥福を祈る

ロ3残された遺族の心を慰めること ロ4畝人を極楽浄土へ送る

.5故人を家の先祖にする儀式 国6故人が自分らしさを表現する最後の機会

.7その他 ロ8複数回答

.9無回答

自分のお葬式の意味(世代別)

平岡 !!o% 0% 

7.‘ 
!o""o，，" 80代以上

7.‘ 
!!o""o" 70代

5司‘ !!o覧O覧60代

"‘ 50代 2施。!o覧
?ミ“

40代 !!o唱。%
7.‘ 
!m‘o.‘ 30代

0% 10' 20' 30' 40% 50% 60% 70% 80‘ 90% 100% l・ロ. 1一一別れ・2O1stO)l1t耐つ吋らう口3遭陸一める
4極棄浄土へ造ってもらう ・5曹の先祖に怠る現式 ・6その他
複数回書 口集回筈
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ど
の
世
代
も
「
家
族
や
友
人
な
ど
と
の
別
れ
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
儀
式
」
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
を
合
わ

せ
る
と
回
答
の
8
割
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
「
自
分
の
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う
」

と
い
う
回
答
は
1
割
程
度
で
あ
っ
た
。

世
代
別
に
み
る
と
、
田
代
ま
で
は
「
別
れ
の
意
識
」
が
「
極
楽
浄
土
へ
送
つ

て
も
ら
う
意
識
」
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

ω代
以
上
に
な
る
と
こ
の
2
つ
の
意

識
は
桔
抗
し
て
く
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

③

「
家
族
の
お
葬
式
」
の
場
合
と
「
自
分
の
お
葬
式
」
の
場
合

「
極
楽
浄
土
へ
送
る
(
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
い
う
回
答
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が

見
ら
れ
な
い
。

一
方
、
「
別
れ
」
「
冥
福
を
祈
る

(
祈
っ
て
も
ら
う
こ
と
い
う

2
つ
の
回
答
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

「
別
れ
」
と
い
う
「
お
葬
式
」
を
人
間
関
係
か
ら
捉
え
る
回
答
を
見
る
と
、

ど
の
世
代
に
お
い
て
も
「
自
分
の
場
合
」

の
ほ
う
が
「
家
族
の
場
合
」
よ
り
も

大
き
な
数
値
を
示
し
て
い
る
。

一
方
「
冥
福
を
祈
る

(
祈
っ
て
も
ら
う
)
」
と
い
う
宗
教
性
か
ら
捉
え
る
回

答
は
、
ど
の
世
代
に
お
い
て
も
「
家
族
の
場
合
」
と
比
べ
て
「
自
分
の
場
合
」

の
ほ
う
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
(
送
っ
て
も
ら

う
)
」
と
い
う
回
答
に
は
両
者
に
差
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
減
少

し
た
分
は
「
別
れ
」
と
い
う
回
答
に
流
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
両
者
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
自
分
が
家
族
を
送
る
立
場
」
と
「
自
分
が
こ
の
世
か
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ら
別
れ
を
告
げ
て
い
く
立
場
」
と
い
う
「
こ
の
世
に
い
る
自
分
を
中
心
と
し
た

意
識
の
違
い
」
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
と
い
う
回
答
は
、
「
家
族
の
場
合
」
に
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
自
分
の
場
合
」
に
は
平
均
4
%
見
ら
れ
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。

初
代
以
上
の
「
別
れ
」
の
意
識
で
は
、
「
家
族
の
お
葬
式
」
の
場
合
が
凶
%
で
、

「
自
分
の
お
葬
式
」
の
場
合
は
必
%
と
大
き
な
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
差
は
、
加
代
、

ω代
、
日
代
、
却
代
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
「
冥

福
を
祈
る
」
意
識
に
お
い
て
も
、
「
家
族
の
お
葬
式
」
の
場
合
は
世
代
が
下
が

る
に
つ
れ
、
徐
々
に
そ
の
数
値
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
自
分
の
場
合
で
は
、

7 

か
ら
日
%
の
間
で
の
推
移
が
見
ら
れ
る
。

一
方
で
「
極
楽
に
送
る
」
と
し
た
人

は
、
故
人
、
自
分
と
も
に
各
世
代
の
数
値
は
ほ
ぼ
相
似
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら

も
却
代
が
最
も
低
い
数
値
が
出
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
故
人
の
時
は
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
ま
た
「
冥
福
を
祈
る
」

こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
が
、
自
分
の
時
は
自
分
と
こ
の
世
の
「
別
れ
」
を

強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

初
代
は
総
数
と
し
て
白
人
(
全
体
の
2
%
)
と
少
数
で
あ
る
の
で
、

参
考
程
度
に
見
て
み
る
と
、
若
く
し
て
家
族
の
喪
主
を
務
め
た
こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
そ
の
死
に
対
す
る
受
け
止
め
方
が
強
い
分
だ
け
、
「
お
葬
式
」
の
意
味



に
関
し
て
、
送
っ
た
時
も
「
別
れ
」
が
叩
%
と
高
く
、
自
分
が
亡
く
な
る
時
は

「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
が
お
%
と
、

他
の
世
代
と
は
異
な
る
値
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
お
葬
式
」
の
持
つ
意
味

ー
全
教
区
と
東
京
・
神
奈
川
の
男
女
別
|

喪主として行った家族のお葬式の意味(全教区および東京・神奈川男女比)

車神合計

軍神女

軍神男

全教医合計

全教区女

全教区男

シ
リ
ー
ズ

100¥ 

激
変
す
る
僅
信
徒
の
宗
教
観

50¥ 60、 70¥
・2故人の冥福を祈る
04散人を極楽浄土へ送る

固 6故人が自分らしさを表現する量後の償金
口&複数図書

90¥ 80¥ 40、0" 10" 20" 

ロ1融人との別れ
ロ3獲された遺族の心を慰めること
・5故人を家の先祖にする儀式
・7その他・9無図書

30¥ 

催
届帽

街

、

，

U
B層
釦

宮
崎

2

2

2

1

 

自分のお葬式の意味 (全教区および東京・神奈川男女比)

東神合計

東神女

東神男

全教区合計

全教区女

全教区男

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

1% 

1% 

100% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

口1家族や友人などとの別れ・ 2自分の冥福を祈ってもらう口3遺族の心を慰める

ロ4極楽浄土へ送ってもらう ・5家の先祖になる葬式 国6その他

・複数回答 ロ無回答

こ
こ
で
は
、
「
お
葬
式
」

の
持
つ
意
味
に
関
し
て
、
全
教
区
と
東
京
・
神
奈

川
の
男
女
別
の
意
識
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

な
お
、
東
京
・
神
奈
川
を
特
筆
し
た
理
由
は
、
「
お
葬
式
」
に
対
す
る
意
識

に
顕
著
な
変
化
が
起
き
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
今
後
の
「
お
葬
式
」

の
意
識
の

変
化
を
見
る
上
で
重
要
な
地
域
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

全
教
区

の
数
値
に
は
東
京

・
神
奈
川
の
数
値
も
含
ま
れ
て
い
る
。

①
喪
主
と
し
て
行
っ
た
「
家
族
の
お
葬
式
」
の
意
味

全
教
区
の
男
女
別
で
は
、
「
別
れ
」
却
%
、
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
お
%
と
そ

の
意
識
は
、
男
女
と
も
同
値
で
あ
る
。
ま
た
、
「
冥
福
を
祈
る
」
意
識
は
却
%

と
男
性
の
方
が
2
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
項
目
と
も

男
女
の
意
識
の
相
違
を
特
筆
す
る
ほ
ど
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
「
別
れ
」
と
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
意
識
は

女
性
が
3
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
男
性
よ
り
高
い
。
し
か
し
、
「
冥
福
を
祈
る
」
で
は
、

男
性
が
9
ポ
イ
ン
ト
女
性
を
上
回
っ
て
い
る
。

②
自
分
の
お
葬
式
の
意
味

全
教
区
の
男
性
で

「別
れ
」

の
意
識
が
叫
%
と
女
性
の
必
%
に
比
べ
や
や
強

く
、
ま
た
「
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う
」
意
識
も
男
性
が
日
%
、
女
性
が
9
%
と
、

」
れ
も
男
性
の
方
が
や
や
強
い
。
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一
方

「極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
意
識



は
女
性
が
却
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
は
M
%
と
な
っ
て
い
る
。
男
性
は
「
別

れ
」
の
意
識
が

「極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
意
識
よ
り
叩
ポ
イ
ン
ト
高
い

の
に
対
し
、
女
性
は
「
別
れ
」
位
%
と
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
羽
%

と
桔
抗
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
女
性
が
持
つ

「
別
れ
」
へ
の
意
識
は
臼
%
で

あ
り
、
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
お
%
を
圧
倒
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の

「
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」
意
識
は
9
%
と
全
教
区
女
性
3
%
と
比
較
し

て
も
そ
の
値
は
高
い
。

一
方
、
男
性
に
お
い
て
も
全
教
区
と
比
較
す
る
と
「
別

れ
」
の
意
識
が
比
較
的
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
部
ほ
ど
、
お
葬
式
を
「
別

れ
」
の
儀
式
と
し
て
捉
え
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
女
性
は
半
数
以
上
が
そ

う
い
っ
た
意
識
で
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

③
家
族
の
場
合
と
自
分
の
場
合
の
意
識
の
違
い

喪
主
と
し
て
行
っ
た
「
家
族
の
お
葬
式
」
で
は
、

全
教
区
、
東
京

・
神
奈
川

ど
ち
ら
と
も
、

「別
れ
」、「
冥
福
を
祈
る
」、
「
極
楽
浄
土
へ
送
る
」

の
3
つ
の

意
識
が
均
衡
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
自
分
の
場
合
は
「
冥
福
を
祈
っ
て
も

ら
う
」
や
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
」
意
識
よ
り
も
「
別
れ
」

の
意
識
が

強
い
。
特
に
東
京

・
神
奈
川
の
女
性
に
お
い
て
は
「
別
れ
」

の
意
識
が
非
常
に

強
く
、
「
自
分
の
お
葬
式
」
を
告
別
の
意
味
で
捉
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

自
分
の
場
合
は
、
「
お
葬
式
」
に
「
遺
族
の
心
を
慰
め
る
」

意
味
を
少
な
く
と

も
家
族
の
場
合
よ
り
も
多
く
も
っ
て
お
り
、
遺
族
へ
の
配
慮
を
見
る
こ
と
が
で

え』る
。
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故
人
の
存
在
と
自
分
の
死
後
の
行
方
の
意
識

ー
世
代
別
|

次
に
、
故
人
の
存
在
と
自
分
の
死
後
の
行
方
の
意
識
に
つ
い
て
、
世
代
聞
の

違
い
に
注
目
し
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
「
故
人
は
あ
な
た
に
と

っ
て
、
ど
の
よ

う
な
存
在
で
す
か
?
」
と

「あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
行
く
と
思
い
ま

故人はあなたにとって ‘どのような存在かっ

100% 

。'‘

‘
.
‘
‘
‘
‘
‘
 

0

0

0

0

0

0
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島晶

あなたは亡〈なったらどこへ行〈と思いますか.

平均

80代以上

70ft 

60代

50代

40代

30代

100‘ 90' 



す
か
?
」
の
問
い
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

①
故
人
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
か

世
代
聞
に
関
係
な
く
大
半
の
お
%
か
ら
邸
%
の
人
た
ち
が
、
「
故
人
は
見
守
つ

て
い
て
く
れ
る
」
存
在
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
故
人
の
存

在
は
世
代
間
に
関
係
な
く
、

一
様
に
「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
存
在
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
が
平
成
に
入
っ
て
か
ら

喪
主
を
務
め
た
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
故
人
に
伝
統
的
な
先
祖
観
を
見
出
す

よ
り
、
未
だ
故
人
と
の
粋
の
意
識
が
強
い
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
デ
l
タ
を
詳
細
に
見
る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど
、
「
困
っ
た

時
に
は
助
け
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
田
代
で
「
故
人
は
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
存

在
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
割
合
が
最
も
少
な
く
、
ま
た
、
「特
に
な
に
も
し
な
い
」

ゃ
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
割
合
が
最
も
多
い
な
ど
、
他
の
世
代
と
比
較
し

て
も
故
人
に
対
し
て
何
か
を
求
め
た
り
、
逆
に
何
か
さ
れ
た
り
と
い
う
関
係
で

は
な
く
、
故
人
と
の
か
か
わ
り
に

一
種
の
希
薄
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
調
査
時
点
で
は
、
日
代
後
半
の
団
塊
世
代
と
前
半
世
代
で
は
、
そ
の

意
識
に
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
行
く
か

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

す
べ
て
の
世
代
で

6
割
か
ら
7
割
の
人
が
「
極
楽
浄
土
へ
行
く
」
と
答
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
喪
主
を
務
め
た
方
の
回
答
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ

る
程
度
「
お
葬
式
」
や
そ
の
他
の
法
要
な
ど
で
の
教
化
が
行
き
届
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
い
初
代
、
却
代
の
数
値
が

ω代
や
初
代
を
上
回
り
、

日
代
が
最
も
低
い
数
値
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
更
に
、
比
較
的
若
い
世
代
に
お
い
て
の
「
死
」
の
捉
え
方
と
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
の
捉
え
方
と
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
世
代
で
あ
っ
て
も
、

「
家
族
の
お
葬
式
」
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
死
」
や
「
来
世
」
と
い
う

も
の
を
実
感
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ゐ
ま
れ
ん
、

団
代
を
境
に
し
て
、

「お
墓

・
仏
壇
」
と
答
え
た
人
が
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
減
ら
し
、
そ
の
代
わ
り
に
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
答
え
た
人
が

4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
無
神
論
的
、
世
俗
主
義
的
な
意
識

を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
喪
主
を
務
め
た
人
た
ち
の
中
に
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

③
故
人
の
存
在
と
自
分
の
死
後
の
行
方
の
意
識
の
遣
い

ま
ず
、
「故
人
は
あ
な
た
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
か
」
と
い
う
問
い
で
は
、

「
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
「
困
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ
る
」「
供
養
し
な
い
と

良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
を
含
め
、

9
割
の
人
が
故
人
に
対
し
、
そ
の
存
在

を
極
楽
浄
土
を
含
め
た
ど
こ
か
別
の
場
所
に
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
ら
か
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の
影
響
を
自
分
に
及
ぼ
す
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
自
分
の
死
後

の
行
方
で
は
、

初
代
以
上
で
は

9
割
の
人
が
、
そ
れ
以
外
で
は
7
割
の
人
が
主

に
極
楽
浄
土
や
お
墓
や
仏
壇
で
の
存
在
を
認
め
て
い
る
が
、
世
代
が
低
下
す
る

ほ
ど
、
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」

の
回
答
が
増
加
し
、
死
後
の
存
在
性
に

否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
「
故
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
」
で
は
、
全
教
区
で
「
霊
な
ど
存
在
し

な
い
」

の
割
合
が
1
%
と
ご
く
少
数
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
死
後
の

行
方
で
は
、
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
回
答
し
た
人
が
日
%
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
答
え
た
世
代
が
若
く
な
る
に
つ
れ

増
加
し
、
逆
に
「
お
墓

・
仏
壇
」
と
答
え
た
人
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
故
人
の
存
在
に
は
肯
定
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
自
分
の
来
世
に
は

否
定
的
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
な
か

に
は
、
故
人
そ
の
も
の
が
実
態
的
(
固
定
的
)
な
場
所
に
存
在
す
る
と
考
え
る

の
で
は
な
く
、
普
段
の
何
気
な
い
生
活
の
な
か
に
故
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て

い
る
人
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

故
人
の
存
在
と
自
分
の
死
後
の
行
方
の
意
識

ー
全
教
区
お
よ
び
東
京
・
神
奈
川
の
男
女
別
|

こ
こ
で
は
、

「
故
人
は
あ
な
た
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
?
」

と
「
あ
な
た
は
亡
く
な

っ
た
ら
ど
こ
に
行
く
と
思
い
ま
す
か
?
」
の
質
問
の
回

故人はあなたにとってどんな存在かつ{全教区および東京・神奈川男女比)

東神合計
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つ
に
な
っ
た
。

答
を
全
教
区
お
よ
び
東
京

・
神
奈
川
の
男
女
別
に
分
析
し
て
い
く
と
、
次
の
よ

①
故
人
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
か

全
教
区
の
男
女
、
ま
た
東
京
・
神
奈
川
の
男
女
を
共
通
し
て
、
「
見
守
っ
て

く
れ
る
」
存
在
で
あ
る
が
ほ
ぼ
9
割
で
あ
る
が
、
全
教
区
の
男
性
で
は
、
こ
の

値
が
釘
%
と
僅
か
に
9
割
を
切
っ
て
い
る
。



②
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
行
く
か

全
教
区
的
に
は
「
極
楽
浄
土
」
と
回
答
し
た
女
性
が
ω
%
と
男
性
の
臼
%
と

比
較
し
て
も
高
い
値
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京

・
神
奈
川
の
女
性
で
は
、

逆
に
回
%
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
教
区
で
は
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く

な
る
」
と
答
え
た
女
性
が
7
%
で
あ
る
の
対
し
、
男
性
は
日
%
で
あ
り
、
さ
ら

に
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
男
性
比
%
、
女
性
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
都
市
部
や
男
性
に
お
い
て
自
分
の
死
後
の
存
在
に
否
定
的
で
あ
る
。
た
だ

し
、
全
教
区
で
見
る
と
特
に
女
性
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
「
極
楽
浄
土
」
に

見
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

③
故
人
の
存
在
と
自
分
の
死
後
の
行
方
の
意
識
の
遣
い

先
に
述
べ
た
世
代
別
と
同
様
に
、
男
女
と
も
に
、
故
人
の
存
在
に
関
し
て
は
、

「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
「
霊
な
ど
存
在
し
な
い
」

と
回
答
し
て
い
る
人
は
少
数
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
分
の
死
後
の
存
在
に
関
し

て
は
、
東
京

・
神
奈
川
で
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が

H
%
と
高
く
、
世
代
別
の
表
で
見
る
と
却
代
、
日
代
の
数
値
と
相
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
回
答
が
全
教
区
の
女
性
で
7
%
で
あ
る
こ
と
は
世
代
別
で
見
る
と

初
代
以
上
の
数
値
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
の
回
答
率
が
高
い
東
京
・

神
奈
川
に
お
い
て
は
、
考
え
方
が
比
較
的
若
い
世
代
と
相
似
し
て
い
る
。
逆
に
、

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ

全
教
区
で
見
て
、
女
性
は
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
と
め

以
上
、
こ
こ
ま
で
来
世
観
と
死
者
と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
、
世
代
ご
と
、

ま
た
全
教
区
、
東
京
・
神
奈
川
の
男
女
別
で
考
察
し
て
き
た
。

ま
ず
、
死
者
と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
は
、
故
人
を
「
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
」
存
在
で
あ
る
と
す
る
回
答
が
世
代
を
超
え
て
お
%
前
後
で
あ
り
、
ま
た
全

教
区
の
男
女
で
も
同
様
に
∞
∞
%
と
高
い
数
値
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
平

成
以
降
に
喪
主
を
務
め
た
方
々
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

故
人
が
親
等
的
に
も
年
数
的
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
「
家
族
の
お
葬
式
」
の
場
合
で
も
自
分
の
場
合
で
も
「
家

の
先
祖
に
す
る
儀
式
」
と
い
う
回
答
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
お
葬
式
」

に
お
い
て
は
、
故
人
を
「
先
祖
」
と
捉
え
る
感
覚
は
起
こ
り
に
く
く
、
あ
く
ま

で
「
家
族
の

一
員
」
に
対
す
る
儀
式
で
あ
り
、
死
を
境
に
「
新
し
い
家
族
の
形
」
、

つ
ま
り
「
現
世
」
と
「
来
世
」
で
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
た
め
の
儀

式
と
捉
え
、
故
人
と
の
繋
が
り
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
存
在
で
あ
る
と
す
る
回
答
が
高
い
こ
と
は
、

故
人
を
「
先
祖
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
身
近
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な
「
死
者
」
と
し
て
「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
、
こ
れ
が
現
代
人
の
死
者
の
捉
え
方
の
特
徴
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
ま
た
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
と
い
う
歌
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
現
代
人
の
死
者
観
念
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

次
に
、
来
世
観
に
つ
い
て
は
、
各
世
代
、
男
女
を
通
し
て

一
様
に

3
割
か
ら

4
割
の
人
が
自
分
の
死
後
は
極
楽
浄
土
に
往
く
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
来
世
は
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
考
え
る
割
合
が
却
代
で
お
%
、
東
京
・
神

奈
川
の
女
性
で
お
%
と
比
較
的
低
い
意
識
層
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ

た
。ま

た
、
比
較
的
若
い
世
代
と
東
京
・
神
奈
川
の
男
女
で
「
死
ん
だ
ら
何
も
な

く
な
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
若
年
層
と
都
市
部
で
来
世
に
否
定
的
な

傾
向
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
遺
族
は
故
人
を
非
常
に
身
近
な
存
在
と
捉
え
、

「
お
葬
式
」
を
「
新
し
い
家
族
の
形
」
と
し
て
実
感
す
る
た
め
の
儀
式
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
羽
代
、

日
代
、
ま
た
都
市
部
の
特

に
女
性
に
お
い
て
は
、
自
分
の
来
世
の
存
在
や
極
楽
浄
土
に
往
く
こ
と
に
否
定

的
で
あ
っ
た
り
、
懐
疑
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
家
族
を
見
守
る
」

と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
々
が
求
め
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
来

世
に
は
否
定
的
で
あ
る
こ
の
矛
盾
こ
そ
、
今
、
私
た
ち
浄
土
宗
教
師
が
抱
え
る

問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
発
願
文
」
に
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
利
益
の
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本
懐
を
遂
げ
る
た
め
に
往
生
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
人
が
求
め
て
い
る
「
見
守
る
」
と
い

う
意
識
を
超
え
て
、
往
生
を
勧
め
る
「
往
相
廻
向
」
ば
か
り
で
な
く
、
極
楽
浄

土
か
ら
廻
り
還
り
て
、
有
縁
無
縁
の
衆
生
を
教
導
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
還
相
廻

向
」
ま
で
を
も
説
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

(
和
田
典
善
)



第
日
回

団
塊
の

誌
が
変
え
る
葬
傘st

の
ιー
ι. 
ろ

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
本
編
で
は
、
主
に
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
分
析
か
ら
、
「
激

変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観
」
を
多
方
面
か
ら
見
て
き
た
。
今
回
は
、
今
後
「
お

葬
式
」
の
中
心
と
な
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
宗
教
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
世
代
は
、
凶
年
ほ
ど
前
か
ら
親
を
送
り
、
今
後
自
身
が
送
ら
れ
て
い
く
世

代
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
が
急
激
に
進
行
す
る
な
か
で
、
退
職
が
始
ま
っ
た
団
塊
の
世
代

の
定
年
後
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

J
I
C
A
(ジ
ャ
イ
カ
・
国
際
協
力
事
業
団
)
が
新
た

に
退
職
を
迎
え
る
彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

募
集
を
始
め
て
い
る
。
新
聞
各
紙
は
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
後
の
特
集
を
組
ん

で
い
る
。

宗
教
界
で
い
ち
早
く
こ
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
も

常
に
時
代
に
敏
感
に
対
応
し
て
き
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
あ
る
。
御
門
主
自

身
が
団
塊
の
世
代
直
前
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
御
自
身
の

ω回
目
の

誕
生
を
祝
う
「
御
誕
辰
祝
賀
会
」
で
、
「
従
来
の
タ
イ
プ
の
門
信
徒
も
増
え
て

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

い
た
だ
き
た
い
が
、
も
う
少
し
広
い
意
味
で
宗
門
に
関
心
を
持
つ
、
何
か
の
時

に
交
流
で
き
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
門
信
徒
に
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

(「中
外
日
報
』
2
0
0
5年
目
月
日
日
)
と
述
べ
て
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
団

塊
の
世
代
へ
の
新
た
な
関
心
と
対
応
を
宗
門
に
促
し
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
と
は
ど
の
よ
う
な
世
代
か
?

「
団
塊
の
世
代
」
は
、
英
語
で
は
「
ベ
ビ

l
・
ブ
l
マ
l
」
と
呼
ば
れ
る
。

堺
屋
太

一
が
こ
れ
を
「
団
魂
の
世
代
」
と
翻
訳
し
た
本
は
、

1
9
7
6年
に
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た

(1
9
8
8年
に
文
春
文
庫
)
。
団
魂
の
世
代
と
は
昭

和
辺
年
か
ら

M
年
の

3
年
間
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
い
う
。
少
し
古
く

な
る
が
、
総
務
省
の
「
平
成
M
年
目
月
1
日
現
在
推
計
人
口
」
に
よ
れ
ば
、
同

年
に
生
存
し
て
い
る
3
年
間
の
団
塊
の
世
代
の
総
数
は
、
約
錨
万
人
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
辺
年
か
ら
お
年
の
5
年
間
の
総
計
は

1
0
3
7
万
人
に
の
ぼ
る
。

ち
な
み
に
平
成
比
年
の

0
1
4才
の
総
人
口
は
、
期
万
人
だ
か
ら
、
お
よ
そ
2

倍
で
あ
る
。
当
時
の
出
生
数
は
毎
年

m万
人
く
ら
い
で
、
そ
の
前
後
の
年
は
、

6
割
程
度
に
落
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
団
塊
の
世
代
は
い
か
に
大

き
な
塊
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
、
見
事
な
翻
訳
で
あ
る
。

こ
の
団
塊
の
世
代
の
全
体
的
な
世
代
的
特
徴
と
社
会
的
な
背
景
を
う
ま
く

語
っ
て
い
る
資
料
が
あ
る
。
第

一
生
命
経
済
研
究
所
発
行
の

『2
0
0
4
l
白

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
白
書
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「
特
集

団
塊
世
代
」
」
(2
0
0
3
)
と
、
東
京
女



性
財
団
報
告
書

『男
性
の
自
立
と
そ
の
条
件
を
巡
る
研
究
|
団
塊
の
世
代
を
中

心
に
」

(
1
9
9
8
)
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

①
戦
後
民
主
主
義
の
申
し
子
と
し
て
男
女
同
権
の
教
育
を
受
け
、
ま
た
、
戦
争

や
敗
戦
体
験
が
風
化
し
て
い
く
中
で
そ
の
成
長
期
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
。

②
約
制
万
人
と
い
う
人
口
移
動
は
、
た
と
え
ば
「
日
の
春
を
泣
か
せ
る
な
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
当
時
流
行
し
た
よ
う
に
、
高
校
や
大
学
の
増
設
を
促
す
な

ど
、
多
か
れ
少
な
か
れ
日
本
社
会
の
既
存
の
し
く
み
を
ゆ
る
が
せ
、
変
え
て
い

く
力
と
な
っ
た
世
代
で
あ
る
こ
と
。

③
管
理
社
会
や
既
成
の
権
威
を
根
底
的
に
否
定
し
た
学
園
紛
争
と
そ
の
挫
折
、

さ
ら
に
は
均
年
代
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
を
体
験
し
た
世
代
で
あ
り
、
戦
後
の
民
主

主
義
教
育
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
経
験
と
相
ま
っ
て
、
「
観
念
」

の
上
で
は
男
女
平
等
の
理
念
を
理
解
し
て
い
る
「
つ
も
り
」
の
自
称
「
リ
ベ
ラ

リ
ス
ト
」
が
相
対
的
に
多
い
こ
と
。

④
恋
愛
こ
そ
男
女
の
結
び
つ
き
の
究
極
の
理
想
だ
と
考
え
て
、
そ
の
理
想
ど
お

り
結
婚
し
て
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
性
役
割
分
業
型
の
近
代
家
族

を
形
成
し
た
世
代
で
も
あ
る
こ
と
。

⑤
戦
後
の
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
つ
く
り
あ
げ
た
戦
前
・
戦
中
・
焼
け

跡
世
代
の
あ
と
を
受
け
継
ぎ
、
高
度
成
長
末
期
か
ら
安
定
成
長
の
達
成
を
支
え

た
中
心
的
世
代
(
会
社
人
間
)
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
世
代
が
、

い
ま
、
現
実
に

企
業
や
職
場
で
中
枢
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
同
時
に
経
済
成
長
の
限
界
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と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
日
本
企
業
の
基
本
的
な
し
く
み
の
大
き
な
転
換
期
を
ま

と
も
に
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
受
難
」
の
世
代
で
あ
る
こ
と
。

等
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

団
塊
の
世
代
は
ど
こ
に
生
ま
れ
た
か
9

こ
の
よ
う
に
、
団
塊
の
世
代
は
、
保
守
性
と
革
新
性
を
併
せ
持
つ
世
代
で
あ

る
。
三
浦
展

「団
塊
世
代
を
総
括
す
る
」
(
牧
野
出
版
、

2
0
0
5年
)
に
よ

れ
ば
、
こ
の
世
代
は
、

ア
イ
ピ
l
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ジ
ー
ン
ズ
を
は
き
、
ピ
ー

ト
ル
ズ
を
愛
し
、
大
学
紛
争
や
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運
動
な
ど
の
改
革
的
側
面
を
持

E三ヨ
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つ
等
、
非
常
に
先
進
的
、
都
会
的
新
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
家
族

関
係
や
行
動
様
式
に
保
守
的
な
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
相
反
す
る
こ
面

性
こ
そ
が
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
理
由
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
革
新
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
「
団
塊
の
世
代
は
学
歴
が
高
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
学
歴
の
高
い
人
数
が
そ
れ
ま
で
の
世
代
に
比
べ
て
相
対

的
に
多
い
か
ら
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
人
数
の
多
さ
と
思
わ
れ
る
。
文
科
省
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
泊
年
に
高
校
進
学
率
は

7
割
を
超
え
た
。
地
方
都
市
で

は
当
時
中
学
卒
業
生
の

3
分
の
1
は
就
職
だ
っ
た
。
さ
ら
に
大
学
に
行
っ
た
の

は
高
校
へ
進
学
し
た
う
ち
の
3
分
の

l
く
ら
い
だ
っ
た
。
団
塊
の
世
代
で
伸
び

た
の
は
、
大
学
で
は
な
く
て
高
校
進
学
率
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
団
塊
の
世
代
の
多
く
が
、
「
金
の
卵
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
就
職
な

ど
で
地
方
か
ら
大
都
市
に
出
て
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
地
方
で
生
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
グ
ラ
フ
1
は、

三
浦
氏
の
前
掲
書
の
な
か
で
、
総
務
省
国
勢
調
査
数

値
を
も
と
に
図
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
お

(
1
9
5
0
)

年
当
時
、

0
歳
か
ら
4
歳
ま
で
の
合
計
人
口
が
多
い
と
こ
ろ
は
、
破
線
が
急
激

に
高
く
な
っ
て
い
る
東
北
6
県
と
九
州
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
が
成
人
を
迎
え
た
初
年
後
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
千
葉
・
埼
玉
・
神

奈
川
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
は
人
口
が
上
昇
し
、
そ
れ
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

道
県
で
減
少
し
て
い
る
。
特
に
減
少
差
が
激
し
い
の
は
東
北
と
九
州
で
あ
る
。

例
え
ば
、

東
北
は
約
問
万
人
か
ら
初
万
人
に
半
減
し
、

九
州
は

m万
人
か
ら

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
橿
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

間
万
人
に
激
減
し
て
い
る
。
逆
に
、
東
京
は
初
万
人
か
ら

m万
人
に
、
千
葉
・

埼
玉
・
神
奈
川
は
伺
万
人
か
ら
則
万
人
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
団
塊
の
世
代
は
、
高
度
経
済
成
長
の
労
働
力
と
し
て
、
東
京

を
中
心
と
し
た
首
都
圏
や
大
阪
へ
集
中
移
動
し
、
そ
の
後
、
生
地
に
戻
る
こ
と

な
く
、
大
都
市
近
郊
に
定
住
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

団
塊
の
世
代
の
生
活
観

東
京
ガ
ス
・
都
市
生
活
研
究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
書
『
生
活
レ
シ

ピ
」
に
よ
る
と
、
団
塊
の
世
代
の
約

3
分
の

l
が
4
人
暮
ら
し
で
、
そ
の
う
ち

の
百
%
は
夫
婦
と
子
供
2
人
で
あ
る
。
親
と
同
居
し
て
い
る
の
は
約
4
分
の

l

し
か
い
な
い
。
多
く
は
、
故
郷
や
親
元
を
離
れ
、
最
終
的
に
大
都
市
近
郊
に
終

の
棲
家
を
定
め
た
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
多
く
が
賃
金
労
働
者
で
あ
り
、

農
耕
文
化
的
生
活
感
が
薄
い
た
め
に
、
先
祖
や
血
縁
意
識
が
薄
い
。
家
族
に
死

者
が
出
な
い
と
「
先
祖
は
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
人
た
ち
で
あ
る
。
第
3
回
で
報

告
し
た
よ
う
に
、
戦
後
直
後
に
生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代
を
境
に
し
て
、
以
下
の

ど
の
世
代
で
も
、
近
隣
、
親
戚
、
職
場
の
人
間
関
係
の
志
向
は
、
「
全
面
的
つ

き
あ
い
」
か
ら
「
部
分
的
つ
き
あ
い
」
に
、
さ
ら
に
は
「
形
式
的
つ
き
あ
い
」

が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
変
化
は
ど
の
都
市
の
規
模
で
も
同
じ
傾

向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
団
塊
の
世
代
は
男
女
と
も

に
、
前
述
の

『ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
近
隣
と
の
疎
遠
化
が
急
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速
に
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
世
代
と
同
様
、
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
地
域

の
互
助
的
活
動
の
比
率
は
3
割
弱
と
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
比
率
は

l
割
以
下
と
低
く
、
個
人
的
な
趣
味
へ

の
参
加
は
3
割
を
超
え
て
急
増
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
世
代
は
、
地
域
社

会
よ
り
も
、
趣
味
な
ど
を
通
じ
た
友
人
等
の
個
人
的
な
関
係
を
重
視
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
団
塊
の
世
代
の
近
年
の
特
徴
と
し
て
、
地
域

と
の
結
び
つ
き
が
弱
い
脱
伝
統
派
、
孤
立
派
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
家
族
意
識
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
三
浦
氏
は
前
掲
書
で
、
こ
の
世

代
は
恋
愛
結
婚
と
友
達
夫
婦
の
世
代
だ
と
い
う
。
確
か
に
、
恋
愛
結
婚
と
見
合

い
結
婚
の
比
率
は
団
塊
の
世
代
の
結
婚
時
期
に
逆
転
し
、
以
後
そ
の
差
は
開
く

ば
か
り
で
あ
る
。
平
成
7
年
に
は
、
見
合
い
結
婚
は

1
割
を
切
っ
た
(
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
)
。
親
や
「
家
」
制
度
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
で
個

人
主
義
的
な
理
想
の
結
婚
を
求
め
、
人
数
的
に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
同
世
代
を

相
手
に
選
ん
で
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
女
性
は
、
職
場
を
捨
て
結
婚

を
選
ん
だ
の
が
、
団
塊
の
世
代
の
恋
愛
・
友
達
婚
の
姿
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
団
塊
の
世
代
の
女
性
の

意
識
は
、
時
代
の
変
化
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
男
性
の
性
役
割
意
識

は
そ
れ
ま
で
の
世
代
階
層
よ
り
も
高
く
保
守
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
の

方
は
性
役
割
分
業
意
識
は
低
く
、
そ
れ
以
降
の
年
齢
階
層
に
近
く
低
く
な
っ
て

、‘
!、J
O

}
U
V

V
4
4
 

つ
ま
り
、
若
い
頃
は
恋
愛
結
婚
に
よ
る
家
庭
生
活
に
夢
を
抱
い
た
も
の

の
、
現
在
で
は
家
事
労
働
型
の
妻
と
し
て
の
あ
り
方
に
対
す
る
反
発
的
な
傾
向
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が
出
て
き
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
の
お
葬
式
に
対
す
る
意
識

以
上
の
よ
う
に
分
析
し
て
き
た
団
塊
の
世
代
で
あ
る
が
、
「
お
葬
式
」
に
関

し
て
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
最
近
行

わ
れ
て
い
る
「
お
葬
式
」
を
通
し
て
団
塊
の
世
代
の
宗
教
観
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

①

「
自
分
の
お
葬
式
」
の
縮
小
傾
向
と
し
て
の
「
家
族
葬
・
身
内
葬
」

「
お
葬
式
」
の
形
式
の
変
化
も
激
し
い
。
「
大
都
市
近
郊
」
に
定
住
し
た
団
塊

の
世
代
は
、
地
縁
や
広
い
意
味
で
の
血
縁
に
含
ま
れ
る
親
族
縁
よ
り
も
友
人
関

係
を
重
視
し
て
い
る
。
会
社

・
近
隣
・
親
戚
等
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
で
は
、
緊
密

な
つ
き
合
い
よ
り
も
部
分
的
、
さ
ら
に
は
形
式
的
な
つ
き
合
い
を
望
む
傾
向
が

一
層
加
速
化
し
て
き
で
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
最
近
の
「
お
葬
式
」
の
縮

小
化
は
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
送
る
べ
き
家
族
ば
か
り
か
、
団
塊
の
世
代
は
「
自
分

の
お
葬
式
」
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

東
京
大
田
区
に
本
部
を
置
く
冠
婚
葬
祭
互
助
会
「
く
ら
し
の
友
」
が
首
都
圏

在
住
の
団
塊
の
世
代
の
男
性
側
人
と
女
性
期
人
を
対
象
に
し
て
行
っ
た
イ
ン

タ

l
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
る
(
女
性
は

2
0
0
5年
3
月
、
男
性
は
9
月
)
。



「
自
分
の
お
葬
式
を
ど
う
し
た
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
女
性
は
「
家

族
葬
」
泊
・

5
%、
「
身
内
葬
」
日
・

4
%
、
「
家
族
、
親
類
、
友
人
、
近
隣
、

会
社
関
係
が
参
列
す
る
従
来
型
」

H
・
1
%だ
っ
た
。

一
方
男
性
は
、
「
家
族
葬
」

お・

6
%
、
「
身
内
葬
」
却
・

4
%
、
「
従
来
型
」
却
・

9
%と
回
答
し
て
い
る
。

女
性
の
方
が
、
会
社
な
ど
の
社
会
的
に
義
理
と
感
じ
る
関
係
に
縛
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
「
女
性
は
近
隣
と
の
つ
き
合
い
が
薄
い
」
(
『
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
白
書
」
)
と
い
う
報
告
や
、
趣
味
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
友
人
や
自

身
の
血
縁
親
族
と
の
つ
な
が
り
意
識
が
強
い
こ
と
か
ら
、
男
性
よ
り
も
「
家
族

葬
」
と
「
身
内
葬
」

の
回
答
が
高
い
数
値
な
の
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
社

会
的
関
係
が
強
い
男
性
で
も
、
「
従
来
型
」
が

3
割
し
か
い
な
い
こ
と
は
、
都

市
部
に
お
け
る
人
間
関
係
が
、
近
隣
や
会
社
関
係
か
ら
家
族
友
人
志
向
へ
劇
的

に
縮
小
・
個
人
化
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
近
い
将
来
、
団
塊
の
世

代
の
「
お
葬
式
」
で
は
「
従
来
型
」
か
ら
「
身
内
葬
」

へ
、
さ
ら
に
「
家
族
葬
」

へ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

②

「
自
分
の
お
葬
式
」
を
希
望
し
な
い
世
代

浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
、
「
自
分
の
お
葬
式

を
望
ま
な
い
」
回
答
を
世
代
別
に
見
て
み
よ
う
。
次
の
グ
ラ
フ
2

「
〈
年
代
別
〉

お
葬
式
を
し
て
欲
し
い
と
は
思
わ
な
い
人
」
を
み
る
と
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
全

回
答
者
の
世
代
分
布
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
棒
グ
ラ
フ
は
「
お
葬
式
」

を
し
て
ほ
し
い
と
思
わ
な
い
人
の
世
代
別
割
合
で
あ
る
。
回
答
者
総
数
か
ら
見

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

お葬式をして欲しいとは思わない
れ
ば
、
全
部
で
防
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

-・お葬式をして欲
しいとは思わない
人の世代別割合

一←全回答者の年代

分布

35.0% 
30.0覧
25.0% 

20.0% 

15.0% 
10.0覧

5.0% 
0.0弘

ω歳
以
上

m代ω代
印
代

伺
代。t24
 

m代

ぐ年代別>E三E
35.0% 
30.0% 
25.0% 

20.0% 
15.0也

10.0弛
5.0見
0.0弛

あ
ま
り
高
い
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
を
見
る
と
、

回
歳
代
だ
け
が
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
平
均
よ
り

ω歳
以
上

加
代ω代

印
代

刊
代
初
代
初
代

3
%
で
し
か
な
い
た
め
に
信
頼
性
は

-・戒名を欲しいと
は思わない人
の世代別割合

一←全回答者の年代

分布

も
飛
び
ぬ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
に

戒名を欲しいとは思わない

40.0首
35.0也
30.0% 
25.0% 
20.0百
15.0首
10.0弛
5.0弛
0.0% 

団
魂
の
世
代
は
日

1
日
歳
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
も
団
塊
の
世
代
だ
け
に
み
ら

れ
る
特
徴
が
う
か
が
え
る
。

<年代別>巨豆ヨ
40.0弘
35.0也
30.0覧
25.0也
20.0覧
15.0目
10.0首
5.0唱。。帖

次
に
「
戒
名
を
希
望
し
な
い
」
と
い
う
回
答
を
世
代
別
に
見
て
み
よ
う
。

右
の
グ
ラ
フ

3
で
も
、
グ
ラ
フ

2
と
全
く
共
通
し
て
い
る
傾
向
が
伺
え
る
。
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総
数
で
は
紡
人
で
、
全
回
答
者
の
ロ
%
で
あ
る
。
第
8
回
「
戒
名
か
俗
名
か
」

で
見
た
よ
う
に
、

回
歳
代
は
日
%
と
最
も
高
い
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、
団
塊

の
世
代
が
他
の
世
代
に
比
べ
て
、
平
均
回
答
か
ら
突
出
し
て
高
い
回
答
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
お
葬
式
」
の
よ
う
な
伝
統
的
な
価
値
観
に
対
し
て
、
少
数

と
は
い
え
、
否
定
的
な
考
え
方
を
持
つ
人
が
他
の
世
代
に
比
べ
多
い
と
い
う
こ

と
が
団
塊
の
世
代
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③
団
塊
の
世
代
の
来
世
観

団
塊
の
世
代
は
死
後
の
世
界
観
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

下
グ
ラ
フ
4
か
ら
は
、
や
は
り
団
塊
の
世
代
に
特
徴
的
な
否
定
的
な
価
値
観

が
伺
え
る
。
「
極
楽
浄
土
」
と
い
う
回
答
は
、
ど
の
世
代
よ
り
も
低
い
。
若
い

世
代
が
印
歳
代
以
上
と
同
様
の
数
値
を
示
し
て
い
る
の
は
、
家
族
の
喪
主
を
務

め
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。
だ
が
閃
歳
代
が
も
っ
と
も
低
い
数
値
を
示

し
て
い
る
こ
と
は
、
団
塊
の
世
代
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
「
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
る
」
の
回
答
が
高
い
の
も
、
こ
の
年
齢
か
ら
下
の

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
数
値
か
ら
だ
け
で
は
即
断
は
で
き
な
い
が
、
団
塊
の
世
代
は
現
世
中

心
で
、
死
に
対
し
て
永
遠
性
を
伴
っ
た
宗
教
的
意
味
を
感
じ
て
い
な
い
人
た
ち

が
他
の
世
代
よ
り
も
多
い
と
い
う
世
代
的
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら

〈年代別〉亡くなったらどこへ行くか?

----'l1l 111'11.日u査n.・..， .. -1" 13恒 凶由也 岨2也岨

自主 131 0lI0 12岨 7'‘E魁'
'"‘。‘ .. ・ .n‘ '‘克司
0lI0 71 0唖 M B" 2担割

白也2‘。也 18'‘ 11‘P‘E包

。‘。岨118‘ 回‘ 15‘目

100% 40% 60弘 80%・2家の近くの山など 口3お墓・仏塩・5死んだら何もなくなる ・6その他
ロ無回答

0%20%  

・1極楽浄土
ロ4霊山・11場
・復数

20代

に
、
そ
う
し
た
傾
向
は
戦

200 

11'5-;ヨ
80歳以上

70代

60代

50代

40代

30代

前
生
ま
れ
の
世
代
よ
り
確

実
に
増
え
て
い
る
。
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
社
会
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
伝
統
的
な

生
命
観
に
触
れ
る
機
会
が

減
っ
た
結
果
や
、
戦
後
の

教
育
や
社
会
的
な
影
響

か
、
こ
の
世
代
の
人
達
は

人
間
関
係
を
会
社
や
地
域

社
会
か
ら
切
り
離
し
、
家

族
と
の
繋
が
り
ま
で
に
縮

小
し
て
き
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。

④
墓
の
私
化
・
個
人
化
傾
向

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
団
塊
の
世
代
の
個
人
主
義
的
傾
向
が

一
番
は
つ

き
り
と
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
結
婚
は
「
友
達
婚
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
故
郷
の
親
元
か
ら
離
れ
、
子
供
は

一
人
か
二
人
の
核
家
族

で
、
そ
の
行
く
末
の
墓
は
単
な
る
遺
骨
の
埋
蔵
地
と
思
う
人
達
が
増
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
第
2
回
「
新
し
い
お
葬
式
の

〈か
た
ち
〉」
で
述
べ
た
よ
う
に
、



そ
こ
に
は
「
先
祖
」
は
い
な
い
。
農
耕
文
化
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
団
塊
の
世
代

の
労
働
の
日
々
に
は
、
先
祖
に
守
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
ヤ
も
必
要
も
祈
り

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
達
が
求
め
る
墓
は
、
故
人
が
こ
の
世
に
存

在
し
た
意
味
を
表
す
個
人
墓
に
な
る
の
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
「
次
の
世
代
と

と
も
に
い
っ
し
ょ
に
入
る
墓
」
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
人
た
ち
が
出
始
め
て
い

る
。
彼
ら
の
個
人
化
と
私
化
傾
向
は
、
散
骨
や
樹
木
葬
な
ど
遺
骨
の
処
理
形
態

に
現
れ
て
き
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
の
生
命
観
と
寺
院
の
危
機

戦
後
の
日
本
社
会
の
構
造
的
な
変
化
が
、
団
塊
の
世
代
に
そ
れ
ま
で
と
異

な
っ
た
意
識
と
行
動
を
、
特
に
宗
教
意
識
を
作
り
出
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

日
本
の
宗
教
が
こ
れ
ま
で
前
提
と
し
て
き
た
農
耕
型
共
同
体
か
ら
生
み
出
し
て

き
た
地
縁
血
縁
の
紐
帯
を
重
視
す
る
生
命
観
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
団
塊
の
世

代
に
は
、
通
用
し
な
い
人
た
ち
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。
現
代
に
は
、
柳
田
国

男
が

『先
祖
の
話
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、

〈先
祖
は
自
ら
が
残
し

た
農
地
や
家
産
を
伝
え
る
子
孫
を
守
り
慈
し
む
守
護
者
で
、
子
孫
は
そ
れ
に
対

し
て
感
謝
と
供
養
を
行
う
〉
と
い
う
農
耕
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
な
世
界
観
に

は
、
も
は
や
団
塊
以
降
の
誰
も
を
十
分
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
力
が
社
会
全
体
の

中
で
消
滅
し
て
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
人
は
何
の
た
め
に
生

シ
り
|
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

き
、
死
ぬ
の
か
、
と
い
う
生
と
死
の
目
的
が
、
明
確
に
誰
も
が
共
有
で
き
、
疑

問
も
悩
み
も
な
か
っ
た
時
代
の
終
罵
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
受
け
継
ぐ
べ

き
家
業
も
「
家
」
も
な
く
、
個
と
し
て
生
ま
れ
、
個
(
孤
)
と
し
て
生
き
死
ん

で
い
く
し
か
な
い
現
代
で
は
、
誰
に
も
共
通
す
る
死
の
目
的
を
見
出
す
の
は
難

し
い
。
特
に
、
近
代
合
理
主
義
の
教
育
や
文
化
環
境
の
な
か
で
成
長
し
、
肉
体

的
死
を
も
っ
て
人
間
存
在
の
終
結
と
す
る
価
値
観
を
埋
め
込
ま
れ
た
団
塊
の
世

代
以
降
の
世
代
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
難
し
い
。

寺
院
住
職
た
ち
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
通
り
の
対

応
で
は
、
と
て
も
手
強
い
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
は
自
己
の
存
在
の
意

味
を
実
感
さ
せ
て
き
た
伝
統
社
会
の
「
ご
先
祖
さ
ま
や
ホ
ト
ケ
さ
ま
」
が
も
は

や
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ま
や
、
生
と
死
の
意
味
を
見
失
つ

て
い
る
世
代
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
叩
回
で
述
べ
た
よ
う
に
、
農
耕
文

化
を
根
底
に
し
た
先
祖
を
中
心
と
し
た
生
死
観
か
ら
、
「
家
族
を
見
守
る
」
新

た
な
死
後
の
生
、
す
な
わ
ち
生
前
か
ら
保
ち
続
け
、
肉
体
的
死
の
後
も
目
指
せ

る
宗
教
的
目
的
を
見
出
し
て
意
味
づ
け
る
個
別
の
生
死
観
と
い
う
目
的
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
寺
院
は
、
人
は
死
後
ど
こ
に
往
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
、
そ
こ
は
実
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
檀
信
徒
か
ら
の
問
い
と
そ
れ
に
答
え
る

こ
と
に
捉
わ
れ
過
ぎ
て
い
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
近
代
合
理
主
義
的
立

脚
点
か
ら
宗
教
的
疑
問
の
答
え
に
汲
々
と
す
る
の
で
は
な
く
、
檀
信
徒
一

人

一
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人
に
、
生
と
死
の
目
的
を
肯
定
的
に
積
極
的
に
問
い
か
け
、
肉
体
的
な
死
の
悲

202 

し
み
を
乗
り
越
え
、
残
さ
れ
た
家
族
と
紳
を
持
ち
続
け
る
た
め
の
往
生
成
仏
の

意
義
を
見
出
す
手
助
け
と
導
き
を
す
る
こ
と
が
団
塊
の
世
代
以
降
の
人
た
ち

に
、
特
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

(
武
田
道
生
)



第
花
園

新
た
な
葬
祭
の
と
こ
ろ
へ
の
取
り
組
み

連
載
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

本
連
載
で
は
、
こ
れ
ま
で

『宗
報
』
平
成
初
年
4
月
号
か
ら
1
年
間
に
わ
た
っ

て
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
、
各
地
で
近
年
、

さ
ら
に
限
定
す
れ
ば
平
成
以
降
急
激
に
変
化
し
て
き
た
「
お
葬
式
の
実
態
」
と

「
お
葬
式
か
ら
見
え
る
宗
教
観
」
の
変
容
の
姿
を
分
析
し
て
き
た
。
は
じ
め
に
、

こ
れ
ま
で
の
内
容
を
振
り
返
り
、
見
え
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

第

1
回
は
、
総
論
と
し
て
、
連
載
趣
旨
と
以
後
の
連
載
概
要
を
紹
介
し
た
。

第

2
回
は
、
「
新
し
い
お
葬
式
の

〈か
た
ち
〉
|

『個
性
化
」『
個
別
化
」
す

る
お
葬
式
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
現
在
起
き
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
起
こ

る
で
あ
ろ
う
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
、
増
加
す
る
葬
祭
場

利
用

・
家
族
葬
や
直
葬
、
過
剰
な
ま
で
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
化
す
る
葬
儀
社
の

展
開
、
増
え
る
遺
族
任
せ
か
ら
自
分
で
決
め
る
お
葬
式
、
死
者
や
遺
族
が
望
む

遺
骨
処
理
の
多
様
化
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
か
ら
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
変
化
が
起
こ
っ
て
く
る
社
会

的
背
景
に
つ
い
て
、
産
業
構
造
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
家
族
の
あ
り
方
と
先
祖

シ
リ
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

観
の
喪
失
を
指
摘
し
た
。

第
3
回
は
、
前
回
を
受
け
て
、
「
希
薄
化
す
る
人
間
関
係
!
な
く
な
る
世
代
差
・

地
域
差
と
お
葬
式
の
変
化
」
と
い
う
テ

l
マ
で
、
「
お
葬
式
」
の
規
模
や
形
式

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
職
場
・地
域
・親
族
間
の
交
流
、
人
間
関
係
の
濃
淡
・

強
弱
に
つ
い
て
、
生
ま
れ
た
世
代
と
居
住
地
域
の
都
市
の
規
模
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
を
、

N
H
K
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
分
析
し

た
。
こ
の
結
果
、
こ
こ
初
年
間
で
、
ほ
ぽ
生
ま
れ
た
世
代
や
都
市
の
規
模
に
関

係
な
く
、
人
間
関
係
へ
の
希
薄
化
が
進
行
し
、
部
分
的
付
き
合
い
と
形
式
的
付

き
合
い
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
「
お
葬
式
」
の
縮
小
化
や
大
都
市
ば
か
り
か
地

方
都
市
へ
の
葬
儀
社
の
進
出
が
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。第

4
回
「
通
夜
・
葬
儀
の

「場
所
」
の
変
化
が
も
た
ら
す
影
響
」
で
は
、
前

回
で
明
ら
か
に
な
っ
た
人
間
関
係
の
縮
小
に
よ

っ
て
弱
体
化
し
た
地
方
に
、
民

間
葬
祭
場
の
急
激
な
展
開
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
実
際
ど

の
地
方
で
も
、
比
率
の
差
こ
そ
あ
っ
て
も
、
葬
祭
業
者
の
「
お
葬
式
」
に
果
た

す
役
割
は
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

通
夜
や
葬
儀
の
執
行
場
所
が
葬
祭
場
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
「
お
葬
式
」
の
意

味
や
内
容
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
う
ち
の
地
方
は
違
う
」
と
感
じ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

第

5
回
「
こ
ん
な
に
も
違
う
P
お
葬
式
の
実
態
」
は
、
そ
の
違
い
を
、
ア
ン
ケ
l
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ト
結
果
の
「
お
葬
式
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
」
と
う
い
う
点
か
ら
、
場
所
・

準
備
運
営
に
関
わ
っ
た
人
・
参
列
者
の
三
点
に
絞
っ
て
分
析
し
た
。
や
は
り
、

こ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
「
お
葬
式
」
の
持
つ
地
域
文
化
に
よ
る
差
異

で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
明
確
な
数
値
で
は
言
え
な
い
も

の
の
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
人
口
の
移
動
と
葬
祭
業
者
の
進
出
に
よ
る
葬

祭
文
化
の
画
一
化
な
ど
の
影
響
で
、
速
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
地
方
で

変
化
が
起
き
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
親
戚
や
地
域
や
寺
院
で
は
な
く
、

葬
儀
社
が
関
わ
っ
た
比
率
が
最
も
高
い
こ
と
は
、
す
べ
て
の
教
区
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

6
回
か
ら
第
叩
固
ま
で
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
「
お
葬
式
か
ら
伺
え

る
宗
教
観
・意
識
」
で
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
核
心
部
分
で
あ
る
と
一言
守
え
る
だ
ろ
う
。

第

6
回
「
私
の
お
葬
式
は
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
は
、
第

2
回
で
若
干
触
れ
た

お
葬
式
の
「
個
性
化
・個
人
化
」
に
つ
い
て
、
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
か
」
「
ど

の
よ
う
な
形
式
を
望
む
か
」
「
会
葬
者
の
範
囲
」
「
自
分
の
お
葬
式
の
意
味
」
に

つ
い
て
、
浄
土
宗
檀
信
徒
の
意
識
を
分
析
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
の
は
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
回
答
で
、
東
京

・
神
奈
川
の

浄
土
宗
檀
信
徒
の
回
答
比
率
が
、
読
売
新
聞
が
行
っ
た
無
宗
教
の
人
や
喪
主
未

経
験
者
を
含
む
一
般
回
答
者
の
結
果
と
同
じ
8
%
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
ち
な
み
に
、
全
国
で
は
3
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
葬
式
を
し
て
ほ

し
い
か
ど
う
か
、
ま
だ
未
定
で
あ
る
と
い
う
回
答
は
、
全
国
は
7
%
で
、

番

低
い
東
北
で
も
5
%
存
在
す
る
。
こ
の
両
者
を
併
せ
た

1
割
が
、
自
分
の
お
葬
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式
に
対
し
て
肯
定
的
と
は
い
え
な
い
結
果
が
出
た
。
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬

式
を
望
む
か
と
い
う
回
答
で
は
、
「
遺
族
に
任
せ
る
」
と
い
う
回
答
の
理
由
を

聞
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
東
京

・
神
奈
川
と
東
海
等

の
高
数
値
に
、
家
族
問
の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
確

か
で
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
や
は
り
家
族
や
「
家
」
制
度
に
縛
ら
れ
な
い
「
個

人
化
」
が
進
行
し
て
い
る
様
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
7
回
「
今
、

「お
葬
式
」
に
必
要
な
こ
と
|
檀
信
徒
の
意
識
か
ら
考
え
る
」

で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
家
族
の
場
合
と
自
分
自
身
の
「
お
葬
式
」
の

持
つ
意
味
、
死
後
の
行
方
と
そ
こ
で
の
意
義
を
考
察
し
、
「
お
葬
式
」
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
回
で
重
要
な
点
は
、
「
お

葬
式
」
の
持
つ
意
味
と
し
て
、
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
と
「
極
楽
浄
土
へ

送
る
/
送
っ
て
も
ら
う
」
が
措
抗
し
て
高
率
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
家
の
先

祖
に
な
る
」
と
い
う
回
答
は
、
数
%
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
祖

に
な
る
と
い
う
意
識
と
極
楽
へ
往
生
す
る
と
い
う
意
識
に
回
答
者
の
中
で
関
連

性
が
伺
え
な
い
。
し
か
し
、
故
人
の
霊
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
と
い
う
回
答
で

は
、
「
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
全
国
す
べ
て
8
割
以
上
と
圧

倒
的
に
高
い
。
自
身
も
、
全
一国
で
、
「
何
も
な
く
な
る
」
と
い
う
回
答
が

1
割

前
後
い
る
も
の
の
、

「極
楽
に
往
生
す
る
」
と
い
う
回
答
が

6
割
以
上
に
上
る
。

こ
の
極
楽
に
往
生
す
る
故
人
と
故
人
を
極
楽
に
送
り
遺
族
を
見
守
っ
て
い
て
く



れ
る
と
回
答
す
る
遣
さ
れ
た
家
族
の
呼
応
の
願
い
に
、
ど
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ

は
答
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
願
い
へ
の
わ
れ
わ
れ

の
回
答
は
、
第
2
回
後
の
第
山
田
「
お
葬
式
の
意
味
|
ム
米
世
観
と
死
者
の
か
か

わ
り
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
浄
土
宗
に
お
け
る
来
世
観
と
し
て
、
往
生
の
意
義

と
そ
の
目
的
を
浄
土
宗
義
か
ら
説
明
し
た
。
さ
ら
に
詳
細
に
地
域
、
男
女
、
年

齢
階
層
で
ク
ロ
ス
集
計
し
分
析
し
た
上
で
、
現
代
の
個
人
化
し
た
遺
族
へ
の
「
お

葬
式
」
の
意
義
を
い
っ
そ
、
?
身
近
に
伝
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

第
8
回
「
戒
名
か
俗
名
か
」
で
は
、
生
前
の
俗
名
に
執
着
が
あ
り
、
戒
名
を

ほ
し
い
と
思
わ
な
い
と
す
る
回
答
は
全
国
で
1
割
を
超
え
て
い
る
。
東
京
・
神

奈
川
は
2
割
近
い
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
を
併
せ
る
と
、
ど
の
教
化
セ

ン
タ
l
も
2
割
か
ら
3
割
に
上
る
。
こ
れ
を
世
代
別
に
見
た
の
が
、
第
H
回
「
団

塊
の
世
代
が
変
え
る
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
戒
名
を
ほ
し

い
と
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
は
、
他
の
世
代
に
比
べ
て
団
塊
の
世
代
だ
け
が

突
出
し
て
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
8
回
で
は
、
さ
ら
に
「
お
葬
式
」

の
希
望
の
有
無
と
戒
名
希
望
の
有
無
を
ク
ロ
ス
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
重
要
な
点
は
、
回
答
者
が
「
お
葬
式
」
と
戒
名
の
意
義

の
関
連
性
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で

ょ
い
と
す
る
理
由
は
、
「
意
味
が
見
出
せ
な
い
」
「
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
」

が
1
位
2
位
と
高
く
、
「
高
額
で
あ
る
」
は
東
京
・
神
奈
川
は
高
い
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
教
化
セ
ン
タ
ー
も
第
3
位
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
金

シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ

銭
的
理
由
は
あ
ま
り
大
き
な
理
由
で
は
な
い
と
考
え
る
傾
向
は
ど
の
教
化
セ
ン

タ
ー
で
も
伺
え
る
。

第
9
回
は
「
女
性
の
お
葬
式
の
意
識
」
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

女
性
が
喪
主
を
務
め
て
い
る
比
率
が
、
全
国
で
は
あ
%
と
高
率
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
平
均
以
上
の
教
化
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
、
九
州
が
ほ
ぼ

5
割
、
次

い
で
中
四
国
、
東
京
・
神
奈
川
が
ほ
ぼ

3
割
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
東
京

・

神
奈
川
が
高
く
な
る
こ
と
は
都
市
化
の
影
響
と
推
測
さ
れ
た
が
、
他
の
高
比
率

の
教
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
な
ど
と
異
な
る
当
該
地
域
の
独
自
の

社
会
文
化
的
背
景
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
興
味
深
い

数
値
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
が
夫
や
夫
の
父
母
の
「
お
葬
式
」
の
喪
主
だ
け
で

な
く
、
実
父
母
の
喪
主
も
務
め
る
ケ
l
ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
少
子
化
、
男
の

後
継
者
の
い
な
い
こ
と
な
ど
「
家
族
の
縮
小
化
」
と
い
う
現
代
社
会
の

一
面
が

伺
え
た
。
そ
し
て
、
女
性
は
「
お
葬
式
」
を
男
性
に
比
べ
積
極
的
に
望
む
比
率

が
全
教
区
で
は
1
割
ほ
ど
低
く
、
東
京
・
神
奈
川
な
ど
は
半
減
す
る
。
さ
ら
に
、

「
お
葬
式
」
を
望
ま
な
い
比
率
は
、
回
答
者
が
少
な
い
も
の
の
、
東
京

・
神
奈

川
は
日
%
と
男
性
の
6
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
同
じ
比
率
の
教
区
セ
ン

タ
l
は
近
畿
と
関
東
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
女
性
の
家
庭
内
で
の
立
場
の
地
域
的

相
違
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
浄
土
宗
の
僧
侶
を
招
い
た
「
お
葬
式
」

を
望
ま
な
い
の
も
、
関
東
、
特
に
東
京
・
神
奈
川
が
高
い
。
こ
の
あ
た
り
に
も

大
都
市
部
の
「
家
」
や
家
族
の

一
体
性
よ
り
も
自
分
の
主
張
を
持
っ
て
い
る
女
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性
の
自
立
性
が
見
え
る
。
戒
名
不
要
の
理
由
に
関
し
て
も
、
全
国
で
見
る
と
、

金
銭
的
な
理
由
に
よ
る
不
要
が
第
l
位
で
、
次
い
で
生
前
の
思
い
入
れ
、
意
義

を
見
出
さ
な
い
と
続
き
、
男
性
と
は

1
位
と

3
位
が
入
れ
替
わ
る
。
こ
こ
も
女

性
の
意
識
の
特
徴
が
伺
え
る
。
今
回
の
「
お
葬
式
」
に
関
す
る
「
檀
信
徒
ア
ン

ケ
l
ト
」
か
ら
だ
か
ら
こ
そ
、

い
っ
そ
う
家
庭
内
で
の
女
性
の
立
場
や
存
在
理

由
が
、
今
や
伝
統
的
な
家
族
の
あ
り
方
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
寺
院
と
の
関
わ
り
今方
を
変
え
て
い
く
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
団
塊
の
世
代
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
第
日
回
「
団
塊
の
世

代
が
変
え
る
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。
こ
の
世
代
は
人
口
が
多
い
だ
け
で
な

く
、
独
特
の
行
動
様
式
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
枠
に
縛
ら
れ
ず
、

逆
に
伝
統
的
な
も
の
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
反
発
さ
え
す
る
人
た
ち
で
あ

る伝
統
的
な
葬
祭
の
こ
こ
ろ
と
は
?

さ
て
、
こ
う
し
て
こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
内
容
を
概
観
し
て
来
た
時
、
総

合
タ
イ
ト
ル
に
あ
げ
た
「
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
に
行
き
着

く
。
こ
れ
ま
で
あ
え
て
本
章
巻
頭
で
説
明
せ
ず
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
現
れ
た
現
状

を
分
析
し
て
、
「
崩
れ
ゆ
く
」
状
況
を
報
告
し
て
き
た
。
こ
こ
で
改
め
て
、
「
葬

祭
の
こ
こ
ろ
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

日
本
の
葬
祭
仏
教
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
と
役
割
を
持
っ
て
こ
れ
ま
で
支
持
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さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
文
化
的
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
第

2
回
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
お
葬
式
」
を
含
め

た
葬
祭
は
、
農
耕
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
の
中
で
、
そ
れ
を
支
え
る
担
い
手

で
あ
る
「
家
」
と
そ
の
家
産
の
維
持
継
承
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
た
側
面

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
農
耕
は
、
家
族
の
多
く
の
労
働
力
と
さ
ら
に
同
族
集
団

や
地
域
社
会
の
成
員
の
共
同
で
営
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
そ
し
て
、
豊
作
の
祈
り
は
、
こ
の
世
に
生
き
て
生
活
す
る
者
た
ち
だ
け
で

な
く
、
そ
の
「
家
」
の
系
譜
に
属
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
「
家
」
の
祖
ま
で

連
な
る
者
た
ち
の
す
べ
て
が
共
有
す
る
願
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
願
い
と
血
縁
や
地
縁
と
い
う
人
と
人
、
子
孫
と
先
祖
を
繋
ぐ
紳
の
強
化
と
確

認
が
、
豊
作
の
祭
や
お
葬
式
や
法
要
の
宗
教
儀
礼
に
込
め
ら
れ
た
重
要
な
意
義

で
あ
っ
た
。
人
は
個
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
の
一
員
で
あ
り
、
労
働

や
家
族
を
持
つ
こ
と
に
は
、
個
人
に
と

っ
て
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
意
味
と
役

割
が
あ
っ
た
。
現
在
で
そ
う
し
た
あ
り
方
は
閉
鎖
的
と
批
判
す
る
こ
と
も
簡
単

だ
が
、
生
き
る
こ
と
へ
の
必
死
さ
と
真
撃
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
も
事

実
で
あ
る
。

先
祖
が
子
孫
や
村
落
共
同
体
の
守
護
者
と
な
る
こ
と
を
祈
ら
れ
て
い

っ
た
過

程
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
仏
教
の
役
割
は
、
個
人
の
往
生
成
仏
を
願
う
死
者

供
養
か
ら
、
死
ん
だ
後
に
、
子
孫
を
守
り
続
け
る
「
ご
先
祖
さ
ま
」
と
な
る
こ



と
を
願
う
先
祖
供
養
へ
と
受
容
さ
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
浄
土

教
は
そ
う
し
た
点
で
は
、
宗
義
的
観
点
と
は
別
に
、
極
め
て
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
農
耕
と
い
う
文
化
的
社
会
的
素
地
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
、

「
お
葬
式
」
は
、
死
者
を
極
楽
に
送
り
、
先
祖
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
遺
族
と
し
て
の
重
要
な
儀
式
的
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
僧
侶
ば
か

り
か
誰
も
が
言
葉
に
表
す
必
要
も
な
く
共
有
し
て
い
る
宗
教
意
識
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
戒
名
は
、
宗
義
と
は
別
に
地
域
社
会
に
と
っ
て
、
共
同

体
の
成
員
の
社
会
的
位
置
関
係
を
表
す
重
要
な
宗
教
的
役
割
も
持
っ
て
い
た
か

ら
、
付
け
る
付
け
な
い
と
い

っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。

個
人
の
判
断
の
っ
け
い
る
余
地
な
ど
は
な
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
意

見
は
画

一
的
で
、
多
く
の
例
外
が
各
地
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
あ
え
て

一
般
論
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
性
の
社
会
的
立
場
や
役
割
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
女
性
の
喪
主
が
当
然
の
地
方
も
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
や

は
り
一
般
的
に
は
、
「
家
」
の
継
承
を
示
す
喪
主
は
男
性
が
務
め
る
地
域
が
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
嫁
い
だ
「
家
」
の
宗
教
的
慣
行
に
従
う
の
が
当

然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

新
た
な
葬
祭
の
こ
こ
ろ
へ
の
対
応

こ
う
し
た
伝
統
的
な
宗
教
的
慣
行
が
、
地
域
に
よ
っ
て
、
変
化
の
速
度
に
遅

速
の
差
は
あ
っ
て
も
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

シ
り
l
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

分
析
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
東
京
・
神
奈
川
と
い
う
地
域
を

一
つ
の
指
標
と
し

て
挙
げ
た
の
も
、
急
激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
を
示
す
こ
と
が
目
的
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
急
激
な
近
代
化
に
よ
る
産
業
形
態
の
変
化
、
特
に
高
度
経
済
成

長
期
以
降
の
劇
的
な
社
会
構
造
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
地
域
社
会

と
農
耕
文
化
を
破
壊
解
体
し
た
。
都
市
近
郊
に
新
た
な
人
口
都
市
が
出
き
て
、

地
域
社
会
と
隔
絶
し
た
孤
立
し
た
家
族
が
大
量
に
出
現
し
て
来
た
。
彼
ら
の
求

め
る
人
間
関
係
は
、
第
3
回
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
現
在
も
な
お
希
薄
化
、
縮

小
化
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
地
域
の
大
小
を
問
わ
な
い
し
、
現
在
で
は

小
都
市
に
な
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
人
口
の
減
少
な

ど
で
地
域
共
同
体
が
弱
体
化
し
た
地
方
こ
そ
、
今
後
変
化
が
激
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
傾
向
の
中
で
何
が
崩
れ
ゆ
く
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
伝
統
的
社
会

で
一
番
重
視
さ
れ
て
き
た
共
同
体
意
識
で
あ
る
。
生
活
の
中
に
地
縁
も
先
祖
意

識
も
な
い
共
同
体
意
識
の
崩
壊
は
、
生
の
意
味
つ
ま
り
誰
の
た
め
、
何
の
た
め

に
生
き
る
の
か
と
い
う
目
的
が
他
者
か
ら
自
己
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
目
的

を
共
有
で
き
る
世
界
は
家
族
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
個
人

化
し
た
現
代
で
は
、

家
族
と
い
う
最
小
の
共
同
体
で
の
生
と
死
の
意
味
付
け
と

目
的
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
遺
族
の
思
い
は
、
第
叩
回
の
「
死
者
と
の
関
わ
り
」
で
明
ら
か
で
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あ
る
。
遣
さ
れ
た
家
族
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
、
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
と

い
う
9
割
に
近
い
、
地
域
を
問
わ
な
い
圧
倒
的
な
喪
主
の
回
答
は
、
先
祖
供
養

か
ら
死
者
供
養
へ
の
再
転
換
へ
の
願
い
と
も
い
え
る
。
先
祖
と
い
う
共
有
で
き

る
世
界
観
を
喪
失
し
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
「
家
」
の
永
続
の
祈

り
か
ら
、
人
は
死
ん
だ
ら
何
も
な
く
な
っ
て
終
わ
り
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
世

と
西
方
極
楽
浄
土
と
場
所
は
変
わ
っ
て
も
、
家
族
が
永
続
し
続
け
て
ほ
し
い
と

い
う
祈
り
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
祖
の

一
員
に
な
っ

て
子
孫
の
守
護
を
祈
る
と
い
う
関
係
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
故
人
が
遣
さ
れ
た
家

族
を
守
り
続
け
て
く
れ
る
と
信
じ
た
い
思
い
と
祈
り
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
に
現
代
の
死
者
と
生
者
の
粋
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
「
新
た
な
葬
祭
の

こ
こ
ろ
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
族
の
死
と
い
う
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
家
族
と
い
う
最
小
の
共
同
体
に
生

き
る
者
た
ち
こ
そ
、
こ
の
祈
り
に
対
し
て
実
感
を
持
っ
て
受
容
で
き
る
宗
教
的

確
信
を
待
ち
望
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
は
誰
も
が
共
通

し
て
持
っ
て
い
た
伝
統
的
先
祖
観
と
は
異
な
り
、
遺
族
の
み
が
受
け
入
れ
た
い

と
願
う
、
「
家
」
か
ら
「
家
族
」

へ
縮
小
し
た
家
族
共
同
体
の
救
済
観
で
あ
る
。

そ
こ
に
こ
そ
私
た
ち
が
今
伝
え
る
葬
儀
の
重
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
第
叩
回
の
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
家
族
を
含
む
多
く
の
衆
生
を
見
守
り

救
済
す
る
た
め
に
、
往
生
成
仏
を
目
指
す
と
い
う
教
義
に
裏
付
け
ら
れ
た
お
葬

式
の
意
義
を
遺
族
に
、
例
え
ば
戒
名
の
意
義
、
意
味
な
ど
を
含
め
て
、
懇
切
に

説
く
こ
と
が
今
こ
そ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
き
る
こ
と
の
意
味
、
死
ぬ
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こ
と
の
意
味
と
目
的
を
、
生
前
か
ら
そ
し
て
お
葬
式
後
も
、
私
た
ち
は
説
き
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
個
人
化
し
て
別
れ
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
現
代
だ
か
ら

こ
そ
、
新
し
い
お
葬
式
の
こ
こ
ろ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(武
田

道
生
)

こ
の
稿
は
、
各
国
の
担
当
者
が
起
草
し
た
内
容
を
、
全
研
究
員
が
読
み
合
わ

せ
、
検
討
を
加
え
、
最
終
的
な
合
意
に
基
づ
い
て
、
担
当
者
が
執
筆
し
た
も
の

で
あ
り
、
内
容
に
関
す
る
最
終
的
な
責
任
は
、
現
代
葬
祭
仏
教
研
究
班
が
負
う

も
の
で
あ
る
。

現
代
葬
祭
仏
教
研
究
班



浄
土
宗
総
合
研
究
所

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

I

ー
い
ま
!
聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
録

第
一
部

基
調
講
演

平
成
担
年
2
月
初
日
に
開
催
し
た
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
い
ま
!
問
い
直
す

『葬
式
仏
教
』
」
の
講
演
録

を
掲
載
し
ま
す
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所
現
代
葬
祭
仏
教
研
究
班
は
、
平
成
口
年

に
実
施
し
た
檀
信
徒
へ
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
分
析
し
、
そ

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
間
題
点
を
抽
出
し
て
「
シ
リ
ー
ズ

激
変
す
る
檀
信
徒

の
宗
教
観

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
題
す
る
報
告
を
一
年
間
に
わ
た
っ

て

「宗
報
」
に
連
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
日
本
に
お
け
る
「
葬
式
仏

教
」
の
現
状
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
新
た
な
る
視
点
か
ら
問
い
直
す
た
め
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

大
好
評
を
博
し
た
こ
と
は
、
既
に
数
社
の
専
門
誌
に
も
報
じ
ら
れ
て
、
ご
承
知

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

連
載
の
第
1
部
は
基
調
講
演
「
葬
式
仏
教
か
ら
死
者
供
養
仏
教
へ
」
池
上
良

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

正
駒
揮
大
学
教
授
、
第
2
部
は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
(
発
表
順
に
、
名
和
清
隆

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
、
竹
内
弘
道
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研

究
員
、
井
上
治
代
東
洋
大
学
准
教
授
、
溝
口
勝
巳
溝
口
祭
典
社
長
)
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
全
体
の
コ
メ
ン
テ
l
タ
l
は
池
上
良
正
教
授
、
コ

l
デ
イ

ネ
l
タ
!
と
司
会
は
武
田
道
生
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
で
す
。

基
調
講
演

「
葬
式
仏
教
か
ら
死
者
供
養
仏
教
へ
」

駒
津
大
学
教
授

池
上
良
正

武
田

司
会
を
務
め
ま
す
武
田
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
、
基
調
講
演
を
い
た
だ
く
池
上
良
正
先
生
の
専
門
は
宗
教
学
で
す
が
、
現

在
、
精
力
的
に
中
国
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
の
実
態
調
査
並
び
に
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
日
お
話
い
た
だ
き
ま
す
「
葬
式
仏
教
か
ら
死
者
供
養

仏
教
へ
」
と
は
ア
ジ
ア
全
域
、
そ
れ
も
、
今
、
巨
大
に
膨
れ
上
が
り
つ
つ
あ
る

上
海
な
ど
の
中
国
の
都
市
部
、
そ
し
て
韓
国
や
日
本
も
視
野
に
入
れ
た
、
東
ア

ジ
ア
全
体
の
現
在
の
仏
教
の
受
容
の
き
れ
方
、
そ
の
総
合
的
な
研
究
を
な
さ
っ
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て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
日
本
な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
葬
式
仏
教
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
仏
教
の
あ
り
方
が
、
現
在
、
死
者
供
養
仏
教
と
し
て
共
通
の

基
盤
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
、
?
太
き
な
枠
組

み
の
中
で
、
大
変
刺
激
的
な
研
究
を
な
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
池
上
先
生
に
、
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
近
代
社
会
全
体

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で
起
こ
っ
て
い
る
一
つ
の
宗
教
事
象
と
し
て
、

我
々
自
身
が
行
っ
て
い
る
葬
式
仏
教
も
含
め
て
、
死
者
供
養
と
い
う
視
点
か
ら

も
う
一
度
見
直
す
と
い
う
ご
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
、
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池
上

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
池
上
と
申
し
ま
す
。

こ
う
い
、
ユ
一市
門
関
係
や
業
界
の
方
々
が
多
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
私
の
よ

う
な
研
究
者
の
話
は
、
ど
う
し
て
も
観
念
的
・
理
念
的
に
な
っ
て
、
現
場
で
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
方
々
の
問
題
意
識
と
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、

一
方
で
は
、
逆
に
そ
う
い
う
人
聞
が
少
し
外
側
か
ら
言
い
た
い
こ
と

を
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
と
現
場
の
問
題
を
突
き
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
展
望
が
開
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
宗
教
学
と
い
う
立
場
か
ら
「
死
者
供
養
」
の
問
題
を
扱
っ
て
き
た

わ
け
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
地
べ
た
を
這

い
つ
く
ば
っ
て
材
料
を
集
め
て
く
る
と
い
う
、
広
い
意
味
で
の
実
証
的
な
研
究
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を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
本
日
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
く
み
上
げ
た
、
全

般
的
な
枠
組
み
の
よ
う
な
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「葬
式
仏
教
」

批
判
と
い
う
不
幸

全
部
で
4
つ
ぐ
ら
い
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
、

一
番
目
の

「
葬
式
仏
教
批
判
と
い
う
不
幸
」
と
い
う
話
か
ら
始
め
ま
す
。

「
本
来
の
仏
教
は

O
Oの
は
ず
な
の
に
、
日
本
の
仏
教
は
た
だ
の
葬
式
仏
教

に
な
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
嘆
き
、
あ
る
い
は
批
判
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
特
に
、
お
坊
さ
ま
の
世
界
を
は
じ
め
、
各
業
界
の
エ
リ
ー
ト
、
知

識
人
を
自
負
な
さ
っ
て
い
る
方
に
多
い
批
判
で
す
。
こ
の

O
Oに
入
る
も
の
は

人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
す
が
、
本
来
の
仏
教
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
に
、

日
本
の
仏
教
は
葬
式
仏
教
に
な
っ
て
い
る
。
何
と
嘆
か
わ
し
い
こ
と
か
。
こ
う

い
う
批
判
で
す
。

私
は
、
こ
の
批
判
を
必
ず
し
も
不
当
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
葬
式
仏
教
が
あ

る
種
の
嘆
か
わ
し
き
を
持
つ
局
面
と
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

考
え
て
み
た
い
の
は
、

こ
の
価
値
判
断
が
良
い
か
悪
い
か
と
い
う
話
の
前
に
、

な
ぜ
こ
う
い
う
言
い
方
が
と
く
に
知
識
人
を
中
心
に
広
く
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。

そ
こ
に
は
大
き
く

2
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第

1
は
、
近
代
以



降
の
翻
訳
概
念
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
「
宗
教
」
観
で
す
。
明
治
維

新
の
こ
ろ
か
ら
西
欧
の
「
話
回
住
吉
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

そ
れ
が
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
あ
っ
て
、
最
初
は
翻
訳
語
も
右
往

左
往
す
る
の
で
す
が
、
結
局
は
「
宗
教
」
と
い
う
訳
語
が
定
着
し
ま
す
。
外
か

ら
入
っ
て
き
た
翻
訳
概
念
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
は
暗
黙
の
前
提
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
「
宗
教
」
と
い
う
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
個
人
の
内
面
の
信
仰
」

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
的
な
「
信
仰
」
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
「
儀

礼
」
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
と
い

い
ま
す
か
、
も
う
少
し
難
し
く
言
う
と
、

一
神
教
の
存
在
論
的
な
信
仰
、

つ
ま

り
、
神
様
が
い
る
か
い
な
い
か
、

そ
れ
を
信
じ
る
か
ど
う
か
が
核
に
な
り
、
個

人
は
そ
う
い
う
信
仰
を
も
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
各
種
の
実
践
が
出
て
く
る
の

だ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
こ
か
ら
、
「
儀
礼
」
と
い
う
の
は
手
段
や
形
式
に
す
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
「
あ
ん
な
の
は
単
な
る
儀
礼
だ
よ
」
と
言
え
ば
、
心
が
な
く
て
、

形
だ
け
追
い
か
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
面

で
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
明
治
維
新
以
後
、
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
が
容
認
さ
れ
る

な
ど
、
仏
教
界
の
世
俗
化
は
大
き
く
進
み
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
浄
土
真

宗
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
島
地
黙
雷
、
清
沢
満
之
を
は
じ
め
、
各
宗
派
の
エ
リ
ー

ト
の
人
た
ち
が
必
死
に
な
っ
て
近
代
的
な
仏
教
改
革
を
進
め
ま
す
。
そ
れ
は
き

わ
め
て
重
要
な
、
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
は
「
信
仰
」

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

が
中
心
に
お
か
れ
ま
し
た
。

坐
禅
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
宗
教
エ
リ
ー
ト
の
修
行
的
実
践
な
ど
は
す
ば

ら
し
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
葬
儀
・
墓
参
・
法
事
の
よ
う
な

一
般
庶
民
の

実
践
と
い
っ
た
も
の
は
、
内
面
の
深
い
信
仰
も
な
い
ま
ま
に
慣
習
の
惰
性
に
流

さ
れ
た
、
た
だ
の
儀
礼
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
言
い
方
で
、
価
値
が
低
い
も
の
と

見
な
さ
れ
て
い
く
。
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
「
儀
礼
」
の
持
っ
て
い
る
価
値
を
十
分
に
認
め
て
い
く
視
点
が
薄
れ
て

い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

葬
式
仏
教
批
判
の
第
2
の
要
因
は
、
第
2
次
世
界
大
戦
後
に
、
戦
前
期
の
国

家
神
道
を
支
え
て
い
た
家
父
長
的
な
イ
エ
制
度
や
、
そ
こ
に
癒
着
し
て
き
た
宗

教
体
制
に
向
け
ら
れ
た
批
判
で
す
。
よ
く
明
治
以
降
に
「
葬
式
仏
教
」
が
批
判

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
大
ざ

っ
ぱ
な
言
い
方
が
な
さ
れ
る
の

で
す
が
、
よ
く
調
べ
て
み
ま
す
と
、
第
2
次
世
界
大
戦
以
前
で
は
、

「葬
式
仏
教
」

と
い
う
言
葉
で
葬
祭
と
仏
教
と
の
結
び
つ
き
を
批
判
す
る
よ
う
な
言
説
と
い
う

の
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
「
葬
式
仏
教
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
頻
繁
に

は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
葬
式
仏
教
批
判
と
い
う
の
は
、
戦
後
の
特
に

1
9
7
0年
代
以
降
で
す
。

た
し
か
に
、
江
戸
時
代
以
来
、
儒
学
者
や
国
学
者
に
よ
る
仏
教
批
判
の
歴
史

は
長
い
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
も
批
判
の
的
に
な
っ
た
の
は
、
僧
侶
が
戒
律
を

守
ら
な
い
で
堕
落
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
あ
る
い
は
出
家
と
か
火
葬
、
剃
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髪
な
ど
の
行
為
は
親
不
孝
で
あ
り
、
「
身
体
髪
膚
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
敢
え

て
致
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
な
り
」
と
い
っ
た
儒
教
道
徳
に
反
す
る
の
だ
と
い
う

よ
う
な
定
番
の
批
判
は
、
中
国
で
も
漢
の
時
代
か
ら
あ
り
ま
す
か
ら
、
非
常
に

古
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
戦
前
期
に
は
、
坊
さ
ん
が
葬
儀
を
や
る
か
ら
け
し

か
ら
ん
、
と
い
っ
た
よ
う
な
言
い
方
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま
さ
に
檀
家
制
度
の
中
に
く
る
ま
れ
た
日
本
の
仏

教
は
、
ご
先
祖
の
菩
提
を
弔
う
、
祖
先
を
大
切
に
す
る
宗
教
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
大
事
な
役
目
だ
と
い
う
言
い
方
が
通
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
批
判

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
の
は
、
戦
後
の
法
改
正
や
家
族
制
度
の
変
化
の
な
か
で
、

イ
エ
制
度
の
よ
う
な
も
の
が
実
は
国
家
神
道
、
あ
る
い
は
軍
国
主
義
を
支
え
て

い
た
の
だ
、
と
い
っ
た
批
判
が
出
て
き
た
と
き
で
す
。
榔
撒
と
非
難
を
含
ん
だ

「
葬
式
仏
教
」
と
い
う
言
葉
は
、
む
し
ろ
戦
後
世
代
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
愛
用

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
以
来
の
「
信
仰
」
を
「
儀
礼
」
の
上
位
に
置
く
宗
教
観
と

い
う
も
の
が
、
「
本
来
の
仏
教
」
は
常
に
「
葬
祭
」
の
上
に
あ
る
と
い
う
思
考

の
枠
組
み
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
葬
祭
と
い
う
の
は
仏
教
を
広
め

る
た
め
の
手
段

・
方
便
に
す
ぎ
ず
、
信
仰
と
し
て
の
「
本
来
の
仏
教
」
は
常
に

そ
の
上
に
あ
る
の
だ
と
い
う
、
思
考
の
枠
組
み
で
す
。

「
葬
式
仏
教
」
と
い
う
言
葉
が
社
会
的
に
広
ま
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く

1
9
6
3年
に
圭
室
諦
成
先
生
が

『葬
式
仏
教
』
と
い
う
本
を
お
書
き
に
な
っ

た
こ
ろ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
本
で
も
、
「
葬
式
仏
教
は
批
判
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
え
て
自
分
は
そ
れ
を
弁
証
す
る
の
だ
」
と
い
う
よ
う
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な
気
負
い
は
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
淡
々
と
仏
教
と
葬
儀
の
関
係
を
叙
述
し
て
い

く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。
こ
の
本
は
民
俗
学
的
な
ベ

l
ス
の
上
に
か
な

り
乗
っ
て
は
い
ま
す
が
、
葬
式
仏
教
批
判
と
い
う
も
の
を
覆
し
て
や
ろ
う
と

い
っ
た
意
気
込
み
の
よ
う
な
も
の
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
葬
式
仏
教
」

と
い
う
一言
葉
が
、
そ
の
こ
ろ
は
あ
る
意
味
で
は
新
鮮
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
今
日
言
わ
れ
る
よ
う
な
批
判
的
な
言
葉

に
な
っ
て
い
く
の
は
、
む
し
ろ

ω年
代
の
終
わ
り
か
ら
均
年
代
あ
た
り
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
い
う
批
判
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
の
不
幸
が
生

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
仏
教
界
の
エ
リ
ー
ト
の
方
々
が
、
こ

れ
は
「
本
来
の
仏
教
」
と
は
違
う
の
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
檀
家
さ
ん
と

の
意
識
の
ず
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
お
寺
に
帰
れ
ば
葬
式
を
や
る
。
し
か
し
、
「
お

れ
は
こ
ん
な
こ
と
は
渋
々
や
っ
て
る
ん
だ
」
み
た
い
な
態
度
に
な
っ
て
、
優
秀

な
エ
リ
ー
ト
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
葬
式
仏
教
の
現
実
か
ら
講
離
す
る
と
い
う

不
幸
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
方
で
は
、
こ
う
い
う
問
題
を
深
く
考
え
ず
に
、
た
だ
収
入
を
得
る
た

め
の
「
家
業
」
と
し
て
無
自
覚
に
葬
儀
だ
け
を
や
る
。
つ
ま
り
、
お
経
さ
え
唱

え
て
い
れ
ば

一
定
の
お
金
が
入
っ
て
く
る
た
め
に
、
現
実
に
安
住
し
て
し
ま
う

不
幸
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
す
べ
て
の
お
坊
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、



部
に
、
ゴ
ル
フ
と
ゲ
l
ム
と
ワ
イ
ン
し
か
話
題
の
な
い
よ
う
な
寺
院
子
弟
な
ど

が
出
て
く
る
と
、

一
般
の
人
た
ち
か
ら
は
、
そ
れ
こ
そ
「
坊
主
丸
も
う
け
」
み

た
い
な
言
い
方
で
批
判
を
受
け
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
不
幸
な
事
態
で
す
ね
。

こ
れ
ら
は
「
葬
式
仏
教
」
と
い
う
も
の
の
も
つ
意
義
、
儀
礼
が
も
っ
て
い
る

意
義
と
い
っ
た
も
の
を
、
じ
っ
く
り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
弊
害
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
不
幸
な
批
判
の
言
葉
は
、
む
し
ろ
「
死
者
供

養
仏
教
」
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
そ
の
意
義
を
問
い
直
す
ベ

き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
下
で
は
、

そ
う
し
た
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
救
済
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
の
死
者
供
養
仏
教

次
の
話
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
「
救
済
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
私
が
最
近
、
学
会
な

ど
で
発
言
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
も
の
を
、
宗

教
史
上
で
も
特
筆
す
べ
き
巧
み
な
救
済
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
て
み
よ

ぅ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
巧
み
な
」
と
い
う
の
は
、
「
非
常
に
よ
く
で
き
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
で
「
死
者
供
養
」
と
い
う
言
葉
で
総
称
さ
れ
て
い

る
実
践
形
態
は
、
ど
う
や
ら
世
界
の
宗
教
史
を
見
渡
し
て
も
、
実
に
よ
く
で
き

た
死
者
の
「
救
済
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
あ
ま
り
自
覚
的
に
と
ら

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

イ
ン
ド
か
ら
中
国
文
明
圏
に
移
入
さ
れ
た
仏
教
は
、
「
追
善
回
向
」
と
い
う

論
理
を
核
に
し
て
、
死
者
供
養
的
な
実
践
形
態
を
発
達
さ
せ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

自
分
が
積
ん
だ
徳
を
死
者
が
良
い
と
こ
ろ
に
行
く
た
め
に
回
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
の
素
朴
な
形
は
、
も
ち

ろ
ん
す
で
に
イ
ン
ド
か
ら
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
が
華
々
し
く
開
花
し
た
の

は
、
や
は
り
中
国
大
陸
で
し
た
。
イ
ン
ド
か
ら
中
国
文
明
圏
に
移
入
さ
れ
た
仏

教
は
、
貌
晋
南
北
朝
期
、
と
く
に
江
南
地
域
で
は
六
朝
時
代
で
す
が
、
そ
こ
か

ら
陪
唐
期
に
か
け
て
、
大
き
く
2
つ
の
も
の
を
吸
収
し
た
と
私
は
見
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
儒
教
的
な
「
孝
」
の
伝
統
。

つ
ま
り
、
自
分
の
徳
を
亡
く
な
っ
た

親
た
ち
に
回
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
や
先
祖
を
良
い
場
所
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
亡
く
な
っ
た
親
た
ち
を
供
養
す
る
の
は
最

大
の
孝
行
で
あ
る
と
い
う
形
で
、
「
孝
」
の
伝
統
を
吸
収
し
ま
す
。

他
方
で
、
苦
し
む
死
者
(
鬼
)
が
、
生
者
の
災
い
の
原
因
に
な
る
と
い
う
民

間
道
教
的
な
信
仰
・
実
践
で
す
。
民
間
亙
俗
的
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
要
す
る
に
、
こ
の
世
に
未
練
を
多
く
残
し
て
苦
し
ん
で
い
る
死
者
で
す
。

こ
の
場
合
、
「
苦
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
の
は
、
特
に
怨
念
と
か
怨
霊
と
い
う

強
い
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
で
あ
っ
て
も
、
人
は
何
か
し
ら
こ
の

世
に
執
着
と
か
気
が
か
り
を
残
し
て
死
ん
で
い
く
。
そ
う
し
た
死
者
た
ち
が
残

し
た
想
い
を
消
し
て
あ
げ
な
い
と
、
そ
の
想
い
が
生
き
て
い
る
遺
族
た
ち
、
残
つ

て
い
る
人
た
ち
に
何
ら
か
の
災
い
を
及
ぼ
す
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、
と
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い
う
考
え
方
。
こ
れ
は
世
界
中
に
根
強
く
広
が
り
、
長
い
歴
史
を
も
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
う
い
う
考
え
方
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
も
あ
る
し
、
古
代
イ
ン
ド
に
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
し
、
世
界
の
各
地
に
み
ら
れ
る
原
始
的
な
信
仰
と
言
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
中
国
で
は
、
こ
れ
が
民
間
道
教
的
な
信
仰
や
実

践
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
民
間
の
亙
硯
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人

た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
今
日
で
も
そ
の
種
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
た
ち
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
る
部
分
の
多
い
、
そ
う
い
う
信
仰
や
実
践
で
す
ね
。

仏
教
的
な
追
善
回
向
の
論
理
な
ど
が
儒
教
と
合
体
し
た
と
い
う
こ
と
は
よ
く

言
わ
れ
る
の
で
す
が
、

2
番
目
の
民
間
道
教
的
・
亙
俗
的
な
要
素
を
吸
収
し
た

こ
と
は
、
比
較
的
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
部

分
が
た
い
へ
ん
重
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
死
者
供
養
的
な
原
型
は
、
こ

の
二
面
性
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
り
、

追
善
回
向
の
論
理
を
核
と
し
な
が
ら
も
、
仏
教
的
な
功
徳
を
積
む
こ
と

は
親
孝
行
や
先
祖
の
孝
養
に
も
な
れ
ば
、
同
時
に
、
何
ら
か
の
未
練
を
残
し
て

亡
く
な
っ
た
諸
霊
の
救
済
に
も
な
る
、
と
い
う
の
で
す
ね
。
先
ほ
ど
「
巧
み
な
」

と
申
し
ま
し
た
が
、
非
常
に
よ
く
で
き
た
「
救
済
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
の
通
念

が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
中
国
大
陸
で
形
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
私
は
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
言
い
方
を
何
気
な

く
使
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
死
者
供
養
と
い
、
ヱ
衣
記
は
、
日
本
で
発
達
し
た

も
の
で
す
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
な
ど
に
供
給
し
資
養
す
る
と
い
う
仏
教
用
語
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の
転
用
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
日
本
語
で

一
般
に
「
死
者
供
養
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
実
践
は
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
な
ど
で
は
「
済
度
」
「
往
生
」
「
施
食
(
施
餓

鬼
)
」
、
あ
る
い
は
「
超
薦
往
生
」
「
超
度
」
「
薦
度
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
広

く
用
い
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
こ
こ
で
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
あ
え
て
言
う
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ

れ
は
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
、
日
本
人
に
は
ほ
と
ん
ど
説
明
し
な
く
て
も
何
と

な
く
意
味
が
伝
わ
っ
て
し
ま
う
「
死
者
供
養
」
と
い
う
死
者
へ
の
対
処
法
で
す
。

こ
れ
が
二
疋
の
構
造
を
そ
な
え
た
死
者
の
救
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

日
本
に
軸
足
を
置
い
て
、
比
較
宗
教
学
的
な
観
点
か
ら
眺
め
て
み
る
こ
と
は
、

学
問
的
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
「
死
者
供
養
仏
教
」

と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
比
較
宗
教
学
的
な
視
点
か
ら
の
便
宜
的
な
学
術
用
語

つ

で
あ
る
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
日
本
人
の
宗
教
学
者
と
し
て
の
私
の
問
題
意
識
で
す
が
、
そ
う
い
う

視
点
か
ら
こ
の
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
く
場
合
で
す
。
で
は
死
者
供
養
は

儀
礼
的
・
実
践
的
な
も
の
が
中
心
だ
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
こ
に
「
信
仰
」
は
な

い
の
か
。
つ
ま
り
、
「
死
者
供
養
」
を
支
え
て
い
る
信
仰
と
い
う
の
は

一
体
何

だ
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
私
は
「
信
仰
」
と
い
う
言
葉
は
決
し

て
悪
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
「
信
仰
」

と
い
う
言
葉
が
明
治
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
存
在
論
的



な
信
仰
、

つ
ま
り
、
神
が
い
る
・
い
な
い
、
神
の
存
在
を
信
じ
る
・
信
じ
な
い
、

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
言
葉
で
あ
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
違
和
感
が

残
る
の
で
す
。

「
死
者
供
養
」
と
い
う
の
は
、
「
霊
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
」
と
い
う
「
信

仰
」
を
も
っ
て
い
る
人
が
や
る
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
多
く
の

知
識
人
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
胸
に
手

を
当
て
て
考
え
て
み
れ
ば
、
実
態
と
は
か
な
り
違
い
ま
す
。
今
日
、
多
く
の
方

が
お
線
香

一
本
立
て
て
、
お
墓
参
り
を
す
る
、
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ

は
本
当
に
霊
魂
の
存
在
と
い
う
も
の
を
信
じ
た
か
ら
そ
の
行
動
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
「
全
く
そ
ん
な
も
の
は
な
い
の
だ
。
死
ん

だ
ら
す
べ
て
お
し
ま
い
だ
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
や
り
に
く
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
言
う
人
も
含
め
て
、
お
墓
参
り
や
仏
壇
で
お
線
香
を
上

げ
て
死
者
と
向
か
い
合
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
「
霊
魂
の
存
在
を
信
じ
る
」

と
い
う
こ
と
と
は
別
に
、
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
実
践
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
こ
で
は
、
何
か
を
信
じ
て
い
る
か
ら
、

つ
ま
り
、
見
え
な
い
霊
的
な
も
の

を
信
じ
て
い
る
か
ら
行
為
が
あ
る
、
と
い
う
思
い
込
み
で
は
、
問
題
が
う
ま
く

解
け
て
こ
な
い
と
考
え
ま
す
。
私
は
「
信
仰
」
と
い
う
一言
葉
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
「
通
念
」
と
か
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
っ
た
言
葉
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
死
者
供
養
的
な
実
践
と
い
う
も
の
を
緩
や
か
に
支
え
て
い
る

一

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

い
ま
l
・
問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

般
的
な
通
念
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
あ
え
て
言
葉
に
し
て
み
ま
す
と
、
こ
ん
な
文

章
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

(l
)
死
者
を
安
ら
か
な
状
態
に
導
く
た
め
に
、
生
者
、

つ
ま
り
、
生
き
て

い
る
人
は
、

二
疋
の
主
体
的
な
実
践
に
よ
っ
て
積
極
的
な
関
与
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

(2)
安
ら
か
な
状
態
に
導
か
れ
た
死
者
は
、
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
(
つ

ま
り
、
供
養
を
し
て
く
れ
た
)
生
き
て
い
る
遺
族
に
対
し
て
、
多
少
と
も
超
越

的
な
力
を
も
っ
て
守
護
・
援
助
し
、
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
場
合
の
利
益
と
い
う
の
は
、
具
体
的
な
ご
利
益
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ

こ
そ
「
見
守
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
も

あ
る
わ
け
で
す
ね
。
静
か
に
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
守
護
、

援
助
し
て
く
れ
る
。
こ
う
い
う
通
念
や
イ
メ
ー
ジ
は
、
多
く
の
人
に
深
く
し
み

通
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
空
気
の
よ
う

に
当
た
り
前
の
通
念
で
、
「
何
だ
、
大
学
の
教
師
ま
で
し
て
当
た
り
前
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
」
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
逆
に
比
較
宗

教
学
的
に
見
ま
す
と
、
決
し
て
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と

も
い
え
る
の
で
す
。

例
え
ば
、

一
神
教
文
化
圏
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
と
か
イ
ス
ラ
l
ム
圏
と

の
比
較
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た

考
え
方
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
基
本
的
な
考
え
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方
と
し
て
は
、
遺
族
に
は
死
者
の
運
命
や
行
く
末
な
ど
を
左
右
す
る
権
限
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
神
様
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
か
ら
な
の
で
す
。
生
き
て
い
る
人
に
許
さ
れ
た
関
わ
り
と
し
て
は
、
あ
く

ま
で
も
、
死
者
を
し
の
ん
で
追
想
す
る
こ
と
、
思
い
出
す
こ
と
、
覚
え
る
こ
と
。

で
す
か
ら
、
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
と
か
、

メ
モ
リ
ア
ル
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た

儀
礼
は
キ
リ
ス
ト
教
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
「
死
者
供
養
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
者
を
し
の
ん
で
、
そ
れ
を
神
の
み
手
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
、
死
者
の
運
命
を
生
き
て
い
る
人
が
個
別
的
に
あ
れ
こ

れ
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
生
き
て
い
る
人
の
積
ん
だ
功
徳
が
死
者

の
運
命
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
供
養
さ
れ
た
死
者
は
遺

族
や
子
孫
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
通
念
と
い
う
も
の
が
発

達
し
に
く
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
煉
獄
と
か
万
霊
節
と
か
、
こ
れ
は

『死
者
の

救
済
史
』
(
角
川
書
庖、

2
0
0
3年
)
に
も
詳
し
く
書
き
ま
し
た
が
、
抜
け

道
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
二

神
教
文
化
圏
で
も
死
者
供
養
的
な
も
の
は
、

実
は
民
間
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
近
代
に
入
り
ま
し

て
、
こ
う
い
う
考
え
方
は

一
神
教
文
化
閏
で
は
非
常
に
弱
く
な

っ
て
い
く
。

そ
れ
に
対
し
て
仏
教
文
化
圏
で
は
、
特
に
東
ア
ジ
ア
の
大
乗
仏
教
圏
で
は
、

死
者
供
養
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
の
が
極
め
て
大
き
な
も
の
と
し
て
展
開
を
し
て

い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

つ
い
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
仏
教
も
理
念
的
な

と
こ
ろ
に
帰
し
て
い
け
ば
、
同
じ
こ
と
は
言
え
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
世
界
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宗
教
と
い
う
の
は
、
非
常
に
単
純
化
し
て
言
え
ば
、
共
同
体
よ
り
も
個
人
を
タ

l

ゲ
ッ
ト
に
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
宗
教
で
す
か
ら
、
個
人
仕
様
の
宗
教
で
す
。

仏
教
も
釈
尊
が
十
四
無
記
の

一
つ
と
し
て
、
死
後
の
こ
と
に
は
関
わ
る
な
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
け
ば
、
個
別

の
生
き
て
い
る
人
聞
が
死
者
に
関
わ
る
こ
と
な
ん
か
や
め
な
さ
い
と
い
う
理
念

は
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
私
の
よ
う
に
、
宗
教
の
現
実
態
や
、
そ
れ
が
歴
史
の
中
で
果
た
し

て
き
た
役
割
、
そ
う
い
う
も
の
に
目
を
向
け
て
い
き
ま
す
と
、
東
ア
ジ
ア
に
展

聞
し
て
い
っ
た
「
死
者
供
養
仏
教
」
は
、
き
わ
め
て
よ
く
で
き
た
救
済
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
決
し
て
仏
教
の
理
念
か
ら
遊
離
し
た
、
全
く
別
の
も
の
と
し
て
で

は
な
く
、
そ
の
精
神
を
生
か
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
う
側
面
も
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
救
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
死
者
供
養
仏
教
」
は
、
仏
教
が

も
つ
普
遍
主
義
的
な
特
性
、

つ
ま
り
、
地
縁
・
血
縁
的
な
共
同
体
の
宗
教
を
超

え
る
個
人
仕
様
の
世
界
宗
教
と
し
て
展
開
し
て
い
く
過
程
で
発
達
さ
せ
た
、
普

遍
主
義
的
・
個
人
主
義
的
な
特
性
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
い
ま
す
。
「
輪
廻
転
生
」

あ
る
い
は

「追
善
回
向
」
と
い
っ
た
考
え
方
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
慈
悲
」
の
思

想
。
こ
う
い
う
も
の
を
生
か
し
な
が
ら
、
「
不
安
定
で
落
ち
着
か
な
い
死
者
イ

メ
l
ジ
」
を
、
「
安
ら
か
で
落
ち
着
い
た
死
者
イ
メ
ー
ジ
」
に
変
換
さ
せ
る
実

践
の
技
法
と
し
て
、
広
い
社
会
層
に
受
容
さ
れ
、
重
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、



と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
あ
え
て
「
信
仰
」
と
い
う

言
葉
を
避
け
て
い
ま
す
。
よ
く
「
死
者
供
養
」
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
か
祖
先
崇
拝

と
い
っ
た
「
信
仰
」
を
核
に
し
て
展
開
し
た
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
私
は
そ

う
い
う
西
欧
的
な
宗
教
理
解
の
枠
組
み
の
言
葉
を
あ
え
て
外
し
た
い
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
発
想
自
体
が
き
わ
め
て
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
だ
か
ら
で

す
。
日
本
人
は
本
当
の
神
を
信
じ
な
い
で
、

霊
魂
や
祖
先
の
存
在
を
信
じ
る
。

だ
か
ら
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
祖
先
崇
持
の
信
者
な
の
だ
、
と
い
う
前
提
で
す
。
こ
こ

で
は
そ
う
い
う
翻
訳
語
を
使
わ
ず
に
、
「
死
者
供
養
」
の
も
っ
て
い
る
通
念
や

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
を
も
う
少
し
丁
寧
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
大
雑
把
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
「
不

安
定
で
落
ち
着
か
な
い
死
者
イ
メ
ー
ジ
」
を
、
「
安
ら
か
で
落
ち
着
い
た
死
者

イ
メ
ー
ジ
」
に
変
換
さ
せ
る
実
践
技
法
こ
そ
が
、
広
い
社
会
層
に
歓
迎
さ
れ
受

容
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
日
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
中
国
の
文

明
圏
で
あ
る
程
度
ま
で
完
成
さ
れ
た
「
死
者
供
養
仏
教
」
の
教
説
や
実
践
様
式

が
、
い
わ
ば
セ
ッ
ト
で
移
入
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
独
自
の
政
治
的
・
歴
史

的
展
開
の
中
で
、
「
死
者
供
養
」
と
総
称
さ
れ
る
救
済
技
法
が
徐
々
に
洗
練
さ

れ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
は
中
世
後
期
の
回
世
紀
頃
を
転
機
と
し
て
、
仏
教
寺

院
や
仏
教
的
宗
教
者
の
関
与
と
堅
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
も
、

「独
自
の
政
治
的
、
歴
史
的
展
開
」
と
い
う
点
を
強
調
し
て
お

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

い
ま
!
聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

き
ま
す
。
私
た
ち
よ
り
も

一
世
代
前
の
先
生
方
は
、
こ
こ
の
部
分
を
「
日
本
独

自
の
固
有
信
仰
」
あ
る
い
は
「
日
本
独
自
の
民
俗
的
な
基
盤

・
基
層
」
と
い
っ

た
言
葉
で
表
現
な
さ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
中
国
や
イ
ン
ド
か
ら
ど
ん
な
も
の

が
入
っ
て
こ
よ
う
が
、
日
本
に
は
日
本
独
自
の
文
化
や
思
想
が
あ
っ
て
、
そ
れ

は
何
か
と
い
う
と
、
さ
っ
き
言
っ
た
「
祖
先
崇
拝
」
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
古
代
か
ら

一
貫
し
た
基
盤
と

し
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
の
仏
教
は
特
殊
な
葬
式
仏
教
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ

う
な
発
想
で
す
。
今
日
で
は
、
こ
う
い
う
前
提
が
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

い
ら
し
て
い
る
藤
井
正
雄
先
生
等
は
、
早
い
時
期
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
柳
田

国
男
的
な
固
有
信
仰
論
に
対
し
て
批
判
的
な
目
を
ず
っ
と
向
け
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
よ
り
も
前
の
世
代
で
、
そ
う
い
う
視
点
を
も
っ
て
い

る
方
は
少
な
か
っ
た
。

最
近
で
は
、
仏
教
学
の
末
木
文
美
士
先
生
等
も
、
日
本
の
固
有
信
仰
の
よ
う

な
民
俗
的
基
盤
は
、
そ
れ
自
体
が
き
わ
め
て
歴
史
的
な
も
の
で
、
各
時
代
の
歴

史
の
中
で
変
貌
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
古
代
か
ら

一
貫
し
た
基
盤
と
い
っ
た

発
想
は
、
そ
れ
こ
そ
近
代
日
本
が
つ
く
り
上
げ
た

一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
の

だ
と
い
っ
た
批
判
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
か
ら
行
き
ま
す
と
、
具
体
的
な
時
代
の
一
つ

一
つ
の
問
題
を
、
歴

史
的
に
丁
寧
に
取
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
か
古
代
か
ら

一

貫
し
て
日
本
人
は
こ
う
だ
、
日
本
は
祖
先
崇
持
の
国
だ
、
そ
う
い
う
言
い
方
で
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は
な
く
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
「
死
者

供
養
仏
教
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
う

い
う
こ
と
を
丹
念
に
掘
り
下
げ
て
い
く
研
究
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
こ
う
な
る
と
も
う
、
私
一
人
の
手
で
は
負
え
ま
せ
ん
。
各
時
代
の
す
ぐ
れ
た

研
究
者
の
方
々
が
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
掘
り
下
げ
て
い
る
成
果
を
借
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
、
古
代
か
ら

一
貫
し
た

国
家
に
よ
る
仏
教
保
護
的
な
政
策
と
、
そ
の
も
と
で
民
衆
布
教
に
携
わ
っ
た
中

下
級
の
僧
職
や
、
半
僧
半
俗
の
宗
教
者
・
芸
能
者
た
ち
の
積
極
的
な
活
動
で
す
。

こ
れ
ら
は
研
究
者
に
よ
っ
て
「
ヒ
ジ
リ
」
「
行
者
」
「
遁
世
僧
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
用
語
に
よ
っ
て
概
括
さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
呼
称
を
挙
げ
て
い
け
ば
、
沙

弥

・
念
仏
者
・
法
師
・
地
神
盲
僧
・
修
験
・
毛
坊
主
・
ミ
コ
・
比
丘
尼
な
ど
で

す
。
要
す
る
に
、
公
の
僧
が
貴
族
や
天
皇
の
葬
儀
し
か
や
ら
な
か
っ
た
時
代
に
、

民
衆
層
に
死
者
供
養
と
い
う
も
の
の
重
要
性
を
説
い
て
い
っ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

た
ち
の
活
動
で
す
。

た
だ
、
そ
の
前
提
と
し
て
重
要
な
の
は
、
日
本
は
古
代
か
ら

一
貫
し
て
仏
教

保
護
的
な
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う
政
治
的
・
歴
史
的
な
状
況
で
す
。
そ
れ
は
、

中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
を
見
れ
ば
、
仏
教
が
丸
ご
と
弾
圧
さ
れ
た
と
い
う
時
代

が
繰
り
返
し
出
て
き
ま
す
。
日
本
の
場
合
に
は
、
明
治
初
年
の
廃
仏
致
釈
ぐ
ら

い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
法
然
上
人
を
初
め
、
あ
る
信
仰
勢
力

が
弾
圧
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
幾
ら
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仏
教
全
体
が
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ず
っ
と
保
護
的
な
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
民
族
に
固
有
な
基
層
信
仰
な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
う
ま
え
に
、
そ
う
い
う

政
治
的

・
歴
史
的
な
状
況
に
着
目
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
死
者
供
養
仏
教
」
が
発
達
し
た
歴
史
的
要
因
を
項
目
と
し
て
羅
列
し
て
い

け
ば
、
『
法
華
経
』
・
「般
若
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
典
の
読
諦
に
よ
る
滅

罪
信
仰
、
西
方
極
楽
浄
土
信
仰
の
流
行
、
十
王
信
仰
と
セ
ッ
ト
で
中
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
年
忌
法
要
の
拡
大
、
高
野
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
名
刺

・
霊
場
へ

の
納
骨
習
俗
の
普
及
、
板
碑
や
五
輪
塔
へ
の
結
縁
に
よ
る
共
同
墓
の
形
成
、
各

種
の
仏
教
説
話
集
に
代
表
さ
れ
る
唱
導
文
学
の
編
纂
、
軍
記
物
・
謡
曲
な
ど
死

者
供
養
を
テ

l
マ
に
し
た
民
衆
芸
能
の
普
及
、
戦
国
大
名
に
よ
る
敵
味
方
供
養

や
大
施
餓
鬼
会
の
慣
行
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
江
戸
幕

府
に
よ
る
寺
請
制
、

い
わ
ゆ
る
檀
家
制
度
で
す
。
よ
く
こ
れ
だ
け
が
特
筆
さ
れ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
長
い
形
成
の
歴
史
が
あ
っ
た
、
と
い
う
視
点
が
大

事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
さ
っ
き
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
明
治
に
入
っ
て

イ
エ
制
度
が
温
存
さ
れ
、
敬
神
崇
祖
が
称
揚
さ
れ
た
と
い
う
政
策
的
な
支
援
で

す
ね
。
イ
エ
制
度
と
い
う
の
は
、
近
年
の
研
究
だ
と
民
衆
層
で
確
立
し
て
い
く

の
は
時
世
紀
か
ら
四
世
紀
ぐ
ら
い
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
イ
エ

が
大
事
だ
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は
、
む
し
ろ
明
治
に
入
っ
て
か
ら
か
な
り
出



て
く
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、

し、

ろ

い
ろ
な
研
究
者
の
論
争
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
終
始

一
貫
し
て
日
本
人
は
こ
う

だ
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
政
策
や
歴
史
性

の
な
か
で
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ

う
い
う
研
究
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
死
者
供
養
仏
教
」

の
構
造
特
性

三
番
目
の
テ
l
マ
は
、
「
死
者
供
養
仏
教
の
構
造
特
性
」
で
す
。
先
ほ
ど
か

ら
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
の
は
実
に
よ
く
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
宗
教
学
の
視
点
か
ら
、
も
う
少
し
救
済
論
の
構
造

と
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
少

し
理
屈
っ
ぽ
い
、
観
念
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

二
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

①
死
者
に
向
き
合
う
個
人
の
主
体
性
を
強
化
す
る
、
と
い
う
特
性
で

す
。
た
と
え
ば
緊
密
な
地
縁
・
血
縁
に
支
え
ら
れ
た
共
同
体
的
な
社
会
で
死
者

を
弔
う
と
き
、

つ
ま
り
亡
く
な
っ
た
仲
間
を
弔
う
と
か
、
何
ら
か
の
崇
り
的
な

も
の
を
鎮
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

っ
た
と
き
に
、
対
処
法
と
し
て
基

本
に
な
る
の
は
、
集
団
の
権
威
を
背
景
と
し
た
祭
り

(杷
り
)
で
す
。
お
祭
り

と
い
う
の
は
、
ふ
つ
う
集
団
的
な
も
の
で
す
。

一
人
の
お
祭
り
と
い
う
の
が
あ

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

る
か
ど
う
か
は
よ
く
議
論
に
な
り
ま
す
が
二
人
で
は
ど
う
も
寂
し
い
わ
け
で
、

お
祭
り
(
祭
把
)
と
い
う
も
の
は
、
や
は
り
祭
主
を
中
心
に
し
た
共
同
体
の
実

践
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
死
者
供
養
」
は
、
も
ち
ろ
ん
共
同
体
に
支
え
ら
れ
る
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
が
、
仏
教
的
な
理
念
を
基
盤
と
す
る
追
善
回
向
で

は
、
個
人
に
よ
る
積
徳
行
為
を
死
者
の
救
済
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
点
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
個
人
が
積
ん
だ
徳
、
例
え
ば
お
経
を
読
む
こ
と
、
あ
る

い
は
、
み
ず
か
ら
が
施
主
と
な
っ
て
読
経
を
お
坊
さ
ん
に
依
頼
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
造
仏
、
写
経
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
個
人
的
な
積
徳
行

為
が
、
死
者
を
よ
い
場
所
に
引
き
上
げ
る
功
徳
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方

で
す
。
先
ほ
ど
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
不
安
定
で
落
ち
着
か
な
い
死
者
」
と
い

う
も
の
を
、
「
安
ら
か
で
落
ち
着
い
た
死
者
」
に
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、

変
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

神
様
に
お
任
せ
し
な
さ
い
と
い

っ
て
、
い

っ
さ
い
を
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
い
は
共
同
体
の
権
威
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
私
に
も
で
き
る
の

だ
、
と
い
う
感
覚
を
育
て
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
、
平
凡
な
庶
民
が
単
独
で
死
者

救
済
に
向
か
う
道
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
個
人
の
主
体
性
を
強
め
、
道
徳

的
な
生
き
方
を
促
進
す
る
も
の
で
し
た
。

先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
な
、
沙
弥
・
行
者
と
か
、
い
わ
ゆ
る
中
下
級
の
私

度
僧
的
な
人
た
ち
が
仏
教
を
民
衆
層
に
普
及
さ
せ
て
い
く
と
き
に
利
用
し
た
唱
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導
文
学
な
ど
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
こ
う
い
う
テ
l
マ
で
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま

す
。
た
と
え
ば
当
時
、
社
会
的
地
位
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た

一
介
の
女
性
が
、

自
分
の
亡
く
な
っ
た
両
親
、
夫
、
子
供
の
た
め
に
お
経
を
上
げ
た
り
、
あ
る
い

は
、
仏
教
的
な
功
徳
を
積
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
た
ち
を
良
い
場
所
に

行
か
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
説
話
で
す
。

こ
こ
に
は
追
善
回
向
と
い
う
論
理
が
も
っ
て
い
た
、
仏
教
の
個
人
主
義
的
と

い
い
ま
す
か
、
世
界
宗
教
と
し
て
の
特
性
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
名
も
な
い
個
人
が
、
集
団
の
権
威
や
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま

で
も
個
人
の
資
格
と
自
主
性
に
よ
っ
て
、
身
近
な
死
者
た
ち
を
「
安
ら
か
」
で

「
高
い
」
地
位
に
押
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
一
部
の
民
衆
層
が
経
済
的
な
基
盤
を
上
昇
さ
せ

て
く
る
時
代
、
中
国
で
は
陪
唐
期
か
ら
宋
代
以
降
、
日
本
で
は
特
に
古
代
末
か

ら
中
世
に
か
け
て
、

い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
時
代
で

す
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
エ
リ
ー
ト
の
教
説
と
し
て
出
て
く
る
側
面
も
あ
る
の
で

す
が
、
も
う

一
方
で
は
、
民
衆
層
へ
「
死
者
供
養
」
が
浸
透
す
る
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
死
者
に
向
き
合
う
個
人
の
主
体
性
が
強
化
さ
れ
て
い
く

時
代
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

「
死
者
供
養
仏
教
」
の
構
造
特
性
と
し
て
も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の

が、

②
関
係
性

(縁
)
を
創
り
出
す
力
を
も
っ
、
と
い
う
点
で
す
。
仏
教
の
専

門
家
の
方
々
を
前
に
、
「
縁
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
安
易
に
持
ち
出
す
と
、

お
ま
え
は
ち
ゃ
ん
と
縁
起
論
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
、
と
い

っ
た
批
判
を
受
け
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そ
う
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
専
門
的
な
縁
起
論
の
論
争
な
ど
私
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
は
関
係
性
と
い
う
言
葉
を、

一
般
庶
民
が
使
う
よ
う
な
意
味
で
の

「
縁
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
か
え
た
の
だ
と
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
「
ご
縁
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
関
係
性
で
す
ね
。
「死

者
供
養
」
と
い
う
実
践
は
こ
れ
を
つ
く
り
出
す
力
を
も
っ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
も
ま
た
、
先
ほ
ど
の

一
神
教
文
化
圏
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
、
「
死
者
供

養
仏
教
」
の
特
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
の
は
、
死
者
に
働
き
か
け
て
冥
助
を
期

侍
す
る
、
そ
う
い
う
身
体
的
な
実
践
と
し
て
儀
礼
化
、
習
俗
化
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
実
践
は
、
遺
族
と
亡
く
な
っ
た
人
と
を
結
ぶ
関
係
性

(ご
縁
)、

あ
る
い
は
、
供
養
の
実
践
を
と
も
に
担
い
合
う
、
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
間
の

関
係
性

(ご
縁
)
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
強
化
す
る
働
き
を
も
っ
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
こ
で
も
、
よ
く
こ
う
い
う
質
問
を
受
け
ま
す
。
「
日
本
人
は
、
お
墓
参
り
や
、

仏
壇
に
毎
朝
手
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
本
人
は
、

ど
う
い
う
他
界
観
、
あ
る
い
は
霊
魂
観
を
信
じ
て
き
た
の
か
」
と
い
う
質
問
で

す
。
さ
っ
き
の
こ
と
と
関
連
し
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
問
い
の
立
て

方
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
「
ど
う
い
う
霊
魂
観
や
他
界
観
を
信
じ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
。
西
欧
の
研
究
者
が
こ
う
い
う
発
想
を
好
む
た
め
に
、
日
本
の
研



究
者
も
そ
れ
に
従
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
こ
う
し
た
問
い
の
立
て
方
こ
そ

が
、
「
儀
礼
」
と
い
う
の
は
「
信
仰
」

の
表
現
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
近
代
人
の

偏
見
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
え
て
言
い
た
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
「
信
仰
」
な
ん
て
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
日
本
人
は
お
盆
に
な
れ
ば
郷
里
に
帰
省
し

て
、
お
墓
の
掃
除
を
し
て
お
参
り
を
す
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
仏
壇
に
お

線
香
を
立
て
て
、
お
茶
と
ご
飯
を
供
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
現
象
を
説
明
す
る

際
に
、
彼
ら
は
ど
う
い
う
他
界
観
や
霊
魂
観
を
信
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い

を
立
て
る
こ
と
が
、
は
た
し
て
有
効
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
し
か
に
私
は
明
確
な
生
ま
れ
変
わ
り
(
輪
廻
)
を
信
じ
て
い
ま
す
と
か
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
は
霊
魂
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
(
ア
ニ
ミ
ズ
ム
)
と
か
、

死
ん
だ
人
は
必
ず
極
楽
浄
土
に
行
き
ま
す
、
極
楽
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
と
こ

ろ
で
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
は
っ
き
り

と
言
う
こ
と
が
で
き
て
、
確
信
し
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

仏
壇
の
位
牌
に
向
か

っ
て
手
を
合
わ
せ
る
日
本
人
の
多
く
は
、
決
し
て
自
覚
化

さ
れ
た
霊
の
存
在
な
ど
を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
儀
礼

を
真
剣
に
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
確
な
「
信
仰
」
な
ど
な
く
て
も
可
能

だ
、
と
い
う
極
論
さ
え
成
り
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
多
く
の
人
が
、
無
為
に
、
何
の
感
慨
も
抱
か

ず
に
位
牌
や
墓
へ
の
礼
拝
を
機
械
的
に
繰
り
返
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
こ

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
!
聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

れ
も
ま
た
違
い
ま
す
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
者
は
も
う
い
な
い
の
だ
、

完
全
に
無
に
帰
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
生
前
の
姿
の
ま
ま

こ
の
世
に
戻
る
こ
と
は
二
度
と
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
、
多
く
の
人
が
実

感
と
し
て
は
納
得
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
前
に
死
者
と
自
分
と
が

何
ら
か
の
関
係
性
、
縁
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
関
係
性

で
結
ぼ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
良
い
縁
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ま
り
良

く
な
い
縁
で
あ
ろ
う
が
、
永
遠
に
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
と
い
っ
た
感

覚
は
、
多
く
の
人
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

死
者
が
生
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
縁
を
取
り
結
ん
で
い
た

と
い
う
事
実
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
縁
そ
の
も
の
が
、
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ

長
い
時
の
流
れ
の
結
び
目
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
感
覚
。
こ
れ
は
通
念

と
言
っ

て
も
い
い
し
、
イ
メ
ー
ジ
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う
縁
は
絶
対
に
消
え
な
い
し
、
だ
れ
に
も
消
せ
な
い
、
と
い
う
感
覚
で
す
。
「死

者
を
供
養
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
、
仏
壇
や
お
墓
の
前
に
お
線
香
一
本
立
て
て

手
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
さ
に
こ
の
消
し
よ
う
の
な
い
死
者
と
の
縁

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
行
為
で
す
。
も
っ
と
い
え
ば
、
供
養
と
い
う
実
践
が
縁

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
言
い
方
も
成
り
立
つ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
死
者
の
霊
魂
が
存
在
す
る
と
か
、
地
獄
や
極
楽
が
実
在
す
る
と

い
っ
た
、
存
在
論
的
な
「
信
仰
」
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。
必
要
な
い

と
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
な
く
て
も
や
っ
て
い
る
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人
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
死
者
供
養
」
と

は
む
し
ろ
「
縁
」
を
再
確
認
し
、
存
続
さ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
良
い
方
向
に

変
え
て
い
こ
う
と
働
き
か
け
る
縁
起
論
的
な
実
践
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
存

在
論
的
な
信
仰
と
い
う
よ
り
も
、
縁
起
論
的
な
実
践
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
供
養
す
る
」
と
い
う
実
践
が
あ
る
限
り
、
亡
く
な
っ
た
人
は
消
え
て
も
、
「
縁
」

が
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
供
養
す
る
と
い
う
実
践
は
、
関
係
性
(
縁
)

が
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
確
認
で
あ
り
、
も
し
そ
の
縁
が
悪
い
も

の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
も
う

一
度
良
く
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
実
践
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。一

所
懸
命
に
死
者
を
供
養
し
て
い
る
一
般
檀
信
徒
の
人
た
ち
は
、

そ
う
い
う
通
念
や
イ
メ
ー
ジ
で
や
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
ど
う
い
う

「
信
仰
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
ふ
う
な
難
し
い
議
論
に
し
て
し
ま
っ

た
の
は
、
む
し
ろ
近
代
の
学
者
や
エ
リ
ー
ト
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
は
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
束
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら

最
後
に
、
第
四
の
話
題
と
し
て
「
現
代
の
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

特
に
二
つ
の
点
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

一
点
目
は
、
近
年
、
中
国
・
韓
国
・
沖
縄
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
地
域
で
「
死

者
供
養
仏
教
」
の
新
た
な
興
隆
が
注
目
さ
れ
る
、
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
よ
う
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な
東
ア
ジ
ア
の
現
況
は
、
「
日
本
の
仏
教
だ
け
が
祖
先
崇
拝
と
過
度
に
結
び
つ

い
た
特
殊
な
仏
教
だ
」
と
い
っ
た
先
入
観
を
、
相
対
化
し
う
る
視
野
を
開
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

よ
く
中
国
や
韓
国
で
は
葬
式
と
仏
教
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
か
ら
、
日
本
と

は
全
然
違
う
の
だ
と
い
う
言
わ
れ
方
が
さ
れ
ま
す
。
た
し
か
に
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
・
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
の

原
型
は
中
国
大
陸
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
特
性
は
東

ア
ジ
ア
の
ど
の
国
で
も
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
葬
式
と
深
く
結
び
つ
い

た
の
は
た
し
か
に
日
本
だ
け
で
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
以
降
の
檀
家

制
度
な
ど
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
根
っ
こ
を
た
ぐ
っ
て
い
く
と
、

「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
共
通
の
太
い
根
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
近
年
の
中
国

沿
岸
部
の
経
済
先
進
地
域
や
韓
国
の
都
市
部
に
見
ら
れ
る
「
死
者
供
養
仏
教
」

の
隆
盛
は
、
そ
う
し
た
潜
在
的
な
文
化
が
開
花
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

さ
ら
に
第
二
の
注
目
点
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
死
者
供
養
仏
教
」
の
盛
況
を

支
え
て
い
る
人
々
の
大
半
は
、
在
家
の
女
性
信
徒
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
、
「
熱
心
な
仏
教
徒
」

と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
男
性
の
僧
侶
や
在
家
信
徒
を
念
頭
に
お
い
て
し
ま
う

と
い
う
先
入
観
が
あ
り
ま
し
た
。
尼
僧
や
一
般
家
庭
の
女
性
の
活
動
な
ど
は
、



男
性
中
心
の
教
団
史
や
仏
教
思
想
研
究
の
視
座
か
ら
は
盲
点
に
な
り
や
す
か
っ

た
と
い
え
ま
す
。
従
来
の
仏
教
研
究
が
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
の
熱
心
な
信
徒

は
女
性
で
あ
る
と
い
う
現
実
に
、
あ
ま
り
に
も
無
自
覚
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
省

さ
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私
が
こ
こ

7
1
8年
や
っ
て
お

り
ま
す
中
国
の
経
済
先
進
地
域
で
の
調
査
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
[
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
当
日
紹
介
さ
れ
た
多
く
の
写
真
か
ら
、
以
下
で

は
5
枚
の
み
を
掲
載
す
る
]

ま
ず
、
水
陸
法
会
で
す
。
中
国
に
詳
し
い
方
な
ら
よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す

が
、
中
国
の
お
寺
で

一
番
大
き
な
法
会
と
い
え
ば
水
陸
法
会
で
す
。
大
々
的
に

7
日
間
に
わ
た

っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
、

い
わ
ゆ
る

施
餓
鬼
的
な
も
の
で
、
す
で
に
宋
の
時
代
に
は
水
陸
会
と
い
う
言
い
方
で
、
か

な
り
ま
と
ま
っ
た
形
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
形
態
は
基
本
的
に
清
時
代

の

『水
陸
儀
軌
会
本
』
に
依
っ
て
い
ま
す
が
、
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
陸
法
会
の
精
神
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
今
日
お
話
し
た
「
死
者
供
養

仏
教
」
の
特
性
そ
の
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ご
先
祖
も
含
め
て
、
自
分
の
身
内

の
霊
を
弔
う
と
同
時
に
、
水
に
棲
む
も
の
、
陸
に
棲
む
も
の
、

三
界
の
万
霊
、

す
べ
て
の
衆
生
に
功
徳
を
回
向
し
て
、
こ
れ
を
救
済
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
生

き
て
い
る
人
の
幸
せ
に
結
び
つ
き
ま
す
よ
、
と
い
う
趣
旨
で
行
な
わ
れ
る
も
の

で
す
。
現
在
の
中
国
で
は
、
水
陸
会
は
だ
い
た
い
冬
至
の
時
期
と
、
春
分
か
ら

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

な
っ
て
い
ま
す
。

日
日
目
の
清
明
と
い
う
、

2
つ
の
時
期
に
集
中
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

れ
ま
す
。

寺
院
内
の
各
堂
に
は
壇
が
構
え
ら
れ
、
会
首
(
施
主
)
た
ち
の
席
が
設
け
ら

一
般
の
人
で
も
小
額
の
費
用
で
参
加
で
き
ま
す
が
、
多
額
の
お
金
を

払
っ
た
人
た
ち
は
、
会
首
と
し
て
、
こ
う
し
た
席
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
上
海
市
の
大
寺
院
で
行
な
わ
れ
る
水
陸
法
会
に
は
、
境
内
に
足
の
踏
み
場

も
な
い
ほ
ど
の
市
民
が
集
ま
り
ま
す
。
中
規
模
の
寺
院
の
場
合
は
、
見
て
い
た

だ
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、
参
加
者
の
中
心
は
、

黒
い
着
物
を
着
た
居
士
と
呼
ば

れ
る
熱
心
な
信
徒
の
人
た
ち
で
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
(
写
真
1
)
。

こ
の
水
陸
法
会
で
は
「
冥
陽
両
利
」
と
い
う
標
語
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
こ
の
儀
礼
の
趣
旨
を
う

ま
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
冥
界
(
あ
の
世
)
に
も

ム宮法
陽
界

(こ
の
世
)
に
も
利
益
を

陸付
も
た
ら
す
、
と
い
う
こ
と
で
す

桝

ね
。
「現
当
二
世
の
利
益
」
と

林西市h晶岬上

い
う
こ
と
で
す
。
水
陸
の
す
べ

て
の
諸
霊
に
、
自
分
が
積
ん
だ

写真 1

う功
い徳

う玄
、~ I口l

E旬
をヲ
る
やの
つで

エて
げそ
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せ
に
な
る
。
こ
う
い
う
精
神
で
す
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
も
幸
せ
に
な
る
し
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
も
幸

次
に
寺
院
で
毎
日
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
超
度
の
儀
礼
を
紹
介
し
ま
す
。
亡

く
な
っ
た
家
族
の
た
め
の
供
養
、

い
わ
ゆ
る
法
事
で
す
。
上
海
の
大
き
な
お
寺

で
は
、
現
在
で
は
予
約
が
取
れ
な
い
ほ
ど
、
毎
日
何
組
も
の
法
事
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
紙
銭
を
焼
い
て
死
者
に
届
け
る
と
い
う
民
間
道
教
的

な
風
習
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
お
寺
に
も
入
っ
て
い
る
。
法
会
の
終

了
後
に
は
、
紙
銭
を
赤
や
黄
色
の
紙
の
袋
に
入
れ
て
燃
や
し
ま
す
。
寺
院
の
公

式
見
解
と
し
て
、
「
あ
ん
な
の
は
迷
信
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
お
坊
さ
ん
も
い
ま

す
が
、
寺
で
は
ち
ゃ
ん
と
紙
銭
を
焼
く
た
め
の
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
用
意
し
て
い

ま
す

(
写
真
2
)
。
こ
れ
を
や

ら
な
け
れ
ば
遺
族
は
満
足
し

日
な
い
の
で
す
。

徒信ノ、、械

紙

銭
を
「
経
」
と
よ
ぶ
場
合

繊
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
ろ
い

で納

ろ
な
や
り
方
が
あ
っ
て
、
信
徒

駒
た
ち
が
お
経
を
読
み
な
が
ら
、

寺

あ
る
い
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

写真2

と
令?

仏
を
称
え

な
が
ら
紙
銭

を
作
る
。
だ
か
ら
そ
れ
が
経
に
な
る
、
と
い
う
の
で
す
。
あ
る
い
は
紙
銭
に
お

224 

経
が
印
刷
し
て
あ
る
、
だ
か
ら
経
だ
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ

ょ
、
紙
銭
を
焼
く
の
は

「
迷
信
」
だ
け
れ
ど
も
、
お
経
を
死
者
に
送
り
届
け
る

の
は
良
い
事
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
方
便
と
い
え
ば
方
便
で
す
が
、
こ
う
い
う

形
で
寺
院
側
が
紙
銭
と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
8年
の

9
月
に
調
査
し
た
上
海
の
法
善
庵
と
い
う
尼
寺
の
事
例
を
あ

げ
ま
す
と
、
す
で
に
午
前
と
午
後
の
法
会
の
予
定
は
、
数
週
間
先
ま
で
予
約
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
が
死
者
の
た
め
の
供

養
で
、
「
金
剛
経
」
と
「
地
蔵
経
」
の
法
会
が
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
金
剛
経
」
の
法
会
と
い
う
の
は
『
金
剛
般
若
経
』
を
読
む
も
の
で
す
が
、
こ

れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
人
に
力
を
つ
け
る
お
経
だ
と
説
明
さ
れ
ま
す
。
さ
つ

き
言
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
い
う
と
、
や
や
不
安
定
な
死
者
、

つ
ま
り
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
と
か
、
事
故
で
亡
く
な
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
遺
族
が
何
か
死
者

に
不
安
定
さ
を
感
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
場
合
は
「
金
剛
経
」
が
選
ば
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
遺
族
に
も
力
を
つ
け
て
あ
げ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
「
地
蔵
経
」
の
ほ
う
は
、

加
歳
・
卯
歳
で
の
往
生
の
よ
う
に
、
お
年

寄
り
が
安
楽
に
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
で
、
そ
う
い
う
と
き
は
「
地
蔵
経
」
に

よ
っ
て
、
良
い
場
所
に
送
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
自
身
は

2
0
0
6年
に
、
杭
州
の
篇
山
極
楽
寺
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

み
ず

か
ら
施
主
に
な
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
妻
の
た
め
に

一
日
が
か
り
の
法
会
を
や
っ



て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
午
前
が
「
金
剛
経
」
の
法

会
で
、
午
後
が
「
地
蔵
経
」
の
法
会
で
し
た
。
そ
の
模
様
は
ビ
デ
オ
映
像
に
収

録
し
ま
し
た
。
私
の
妻
の
場
合
、

的
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
て
、
だ
い
ぶ
早
過
ぎ

る
か
ら
、
私
自
身
の
力
も
落
ち
て
い
る
。
だ
か
ら
、
午
前
は
ま
ず
「
金
剛
経
」

で
施
主
に
力
を
つ
け
て
あ
げ
よ
う
。
そ
し
て
午
後
の
「
地
蔵
経
」
で
、
奥
様
を

良
い
場
所
に
送
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
説
明
の
仕
方
で
し
た
。

こ
う
し
た
供
養
の
法
会
は
、
寺
の
年
中
行
事
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
主
に
死
者
供
養
の
儀
礼
を
や
る
時
期
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
は
清
明
の
と

き
。
も
う
ひ
と
つ
が
旧
暦
の

7
月
で
す
。
孟
蘭
盆
か
ら
地
蔵
様
の
誕
生
日
と
さ

れ
る

7
月
初
日
に
か
け
て
の
地
蔵
法
会
の
時
期
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と

っ
、
揚
子
江
の
南
の
江
南
地
域
へ
行
き
ま
す
と
、
冬
至
の
時
期
で
す
。

上
海
市
な
ど
で
は
、
冬
至
の
時
期
に
は
大
規
模
な
墓
参
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

私
は
去
る
ロ
月
の
冬
至
に
、
上
海
の
福
寿
国
と
い
う
高
額
所
得
者
向
け
の
大
き

な
共
同
墓
園
で
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

「落
葬
」
と
い

っ
て、

そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
骨
(
遺
骨
と
い

っ
て
も
日
本
の
よ
う
な
骨
で
は

な
く
て
、
骨
灰
に
し
た
も
の
で
す
が
)
を
納
め
た
査
な
り
箱
な
り
を
墓
に
納
め

る
儀
礼
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
共
同
墓
園
に
お
坊
さ
ん
た
ち
が

出
張
し
て
き
ま
し
て
、
家
族
ご
と
に
死
者
の
写
真
を
置
い
て
、
そ
の
前
で
読
経

し
て
、
そ
れ
か
ら
骨
灰
を
墓
へ
納
め
ま
す
。

さ
ら
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
「
浮
か
ば
れ
な
い

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

死
者
」
た
ち
と
、
そ
れ
を
対
象
と
し
た
施
餓
鬼
の
要
素
で
す
。
「
焔
口
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
儀
礼
で
す
。
例
え
ば
中
国
の
寺
院
で
は
、
本
殿
な
ど
の
片
隅
に
面

然
大
士
と
い
う
の
が
よ
く
記
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
観
音
様
の
化
身
な
ど
と

説
明
さ
れ
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
餓
鬼
の
姿
を
し
て
お
り
、
民
間
で
「
孤
魂
野
鬼
」

3
)
。

と
か
「
無
杷
鬼
神
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
形
象
化
し
た
も
の
で
す
(
写
真

つ
ま
り
杷
り
手
の
い
な
い
無
縁
の
死
者
や
、
餓
鬼
の
姿
を
か
た
ど
っ
た

も
の
を
杷
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

上
海
市
の
大
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
龍
華
寺
の
地
蔵
法
会
で
も
、

一
族
の
ご

先
祖
の
菩
提
を
弔
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
本
尊
の
対
面
に
無
杷
鬼
神
に
供
養
す

る
壇
と
い
う
の
を
、
必
ず
設
け

る
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
ま
ず

こ
う
い
う
浮
か
ば
れ
な
い
霊
か

士
ら
先
に
礼
拝
し
ま
す
。
日
本
的

大献

に
言
え
ば
三
界
万
霊
と
い
い
ま

の寺
し
よ
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
か

堂草
ら
先
に
供
養
す
る
と
い
う
作
法

姉
が
確
立
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

西3

れ
ら
の
位
牌
の
文
字
で
す
が
、

報
龍
華
寺
の
場
合
に
は

「普
利
十
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方
法
界
四
生
六
道

一
切
無
杷
孤
魂
等
衆
」
「
南
無
鉄
園
山
観
音
権
現
面
然
大
士

之
宝
座
」
、
玉
仏
禅
寺
の
場
合
に
は
「
無
杷
孤
魂
等
衆
」
「
十
方
法
界
四
生
六
道
」

と
な
っ
て
い
て
、
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
文
言
で
す
が
、
「
死
者
供
養
」
を
考

え
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
は
た
い
へ
ん
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
注
目
し
た
い
の
が
、
死
者
の
位
牌
を
寺
院
に
奉
安
す
る
慣
習
で
す
。
現

在
で
は
こ
れ
が
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
上
海
市
で
最
も
大

き
な
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
玉
仏
禅
寺
で
も
、
最
近
、
新
位
牌
堂
を
増
築
し
て
、

新
し
い
位
牌
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
旧
来
の
位
牌
に
比
べ
る
と
デ
ザ
イ
ン
も
モ

ダ
ン
な
感
じ
で
、
さ
ら
に
こ
の
位
牌
堂
で
は
死
者
の
写
真
、

つ
ま
り
遺
影
が
前

面
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
新
し
い
特
色
で
す
。

位
牌
の
形
は
、
寺
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
よ
う
に
檀
家
制

度
は
な
い
で
す
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
自
由
競
争
で
す
。
だ
か
ら
寺
ご
と
に
、
魅
力

的
な
位
牌
と
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
開
発
し
て

信
者
を
集
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
み
ら
れ
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
遺
影

を
納
め
る
場
所
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
幡

龍
庵
と
い
う
尼
僧
寺
の
位
牌
は
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
で
、
ピ
ン
ク
の
豆
電
球
が
一

つ
ず
つ
付
い
て
い
ま
す
。

真
如
寺
と
い
、
?
寺
は
仏
塔
が
有
名
で
す
。
そ
こ
で
、
位
牌
も
塔
の
形
に
し
て

い
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
位
牌
が
塔
の
形
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
格
納
し
た
ケ
l

ス
も
塔
の
形
に
な
っ
て
い
る
(
写
真
4
)
。
こ
う
し
た
塔
の
ケ
l
ス
が
、
堂
の

真如寺の位牌を納めた仏塔形容器

中
に

4
基
あ
り
ま
し
て
、
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一
つ
の
位
牌
を
納
め
る
の

に
幾
ら
と
い
う
金
額
が
分

か
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
数

を
数
え
ま
す
と
、
こ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
寺
の
収
入
も

計
算
で
き
ま
す
。
4
基
あ

写真4

れ
ば
、
こ
の
お
堂
が
2
つ

か
と
い
う
よ
う
な
収
入
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
位
牌
堂
が
、
今
、
各

く
ら
い
建
つ
の
で
は
な
い

地
で
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
参
り
ま
し
た
杭
州
の
法
鏡
寺
と
い

?
寺
で
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
建
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
蓮
池
法
会
な
ど
と
い
う
言
い
方
で
、
恒
久
的
な
位
牌
を
つ
く
ら

な
い
人
の
た
め
に
、

1
年
間
だ
け
安
価
な
紙
の
位
牌
を
張
り
出
し
て
あ
げ
る
、

と
い
う
供
養
の
仕
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
人
気
で
す
。
広
い
専

用
の
堂
内
の
壁
に
、
黄
色
の
紙
位
牌
が
何
百
枚
と
貼
ら
れ
て
い
ま
す
(
写
真
5
)
。

亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
な
ど
の
名
前
が
書
か
れ
、
脇
に
施
主
の
名

前
が
書
い
て
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
「
普
利
十
方
」

と
書
か
れ
た
紙
位
牌
も
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
無
縁
の
供
養
で
す
。



方
」
の
位
牌
を
奉
納
す
る
わ
け
で
す
。

牌位紙の期4

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
ど
う
も

たれ
家
で
良
く
な
い
こ
と
が
続
く
と

kc 
鞍
か
、
何
か
居
心
地
が
悪
い
と
か

離
い
う
場
合
、
こ
れ
は
や
は
り
何

醐
か
の
「
た
た
り
」
と
ま
で
は
い

姉
か
な
く
て
も
、
何
か
救
済
を
必

上

要
と
し
て
い
る
死
霊
が
い
る
の

RJV 
現
だ
と
い
う
こ
と
で
、
「
普
利
十

こ
れ
は
ど
う
い
う
人
が
納
め

よ
う
な
言
い
方
で
、
こ
れ
を
納
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
心
が
落
ち
着
い
て
い
く
わ

つ
ま
り
三
界
万
霊
に
供
養
す
る
と
い
う

ま
す
。

け
で
す
ね
。
そ
う
し
た
「
普
利
十
方
」
の
位
牌
も
全
体
の

2
割
ぐ
ら
い
ご
ざ
い

こ
れ
ら
の
位
牌
に
書
か
れ
た
文
字
に
注
目
し
ま
す
と
、
亡
く
な

っ
た
人
や
施

主
の
名
前
の
ほ
か
に
、
「
仏
力
接
引
」
「
仏
力
超
度
」
な
ど
の
文
字
が
目
立
ち
ま

す
。
仏
力
接
引
と
は
、
ま
さ
に
仏
の
力
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ

る
い
は
「
仏
光
接
引
」
、
仏
の
光
で
引
き
上
げ
る
と
か
。
表
現
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
に
仏
法
の
力
で
、
死
者
を
よ
り
良
い
場
所
に
送
っ
て
あ
げ
る

ん
だ
、
と
い

っ
た
考
え
方
が
い
か
に
根
強
く
人
を
集
め
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

が
で
き
ま
す
。

中
国
の
お
寺
は
、
こ
れ
ま
で
、
お
墓
の
よ
う
な
、
死
者
の
遺
骸
を
納
め
る
施

設
と
は
無
縁
だ
、
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
し
か
に
そ
う
な
の
で
す
が
、
こ

の
常
識
が
、
最
近
崩
れ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
お
寺
で
納
骨
堂
と
い
い
ま
す
か
、

中
国
の
場
合
は
遺
灰
堂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
火
葬
さ
れ
た
骨
灰
を
納

め
る
堂
な
ど
を
寺
院
内
に
建
て
る
と
こ
ろ
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
火
葬
政
策
の
影
響
で
す
ね
。
中
国
で
は
共
産
党
政
権
下
で

火
葬
政
策
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
現
実
に
は

1
9
9
0年
代
こ
ろ
か
ら
、

都
市
部
を
中
心
に
火
葬
が

一
気
に
進
み
ま
し
た
。
上
海
市
な
ど
で
は
、
ほ
ほ

間
%
に
近
い
火
葬
率
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

ロ
ッ
カ
ー
式
の
遺

灰
堂
な
ど
も
徐
々
に
出
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
仏
教
寺
院
が
引
き
受

け
る
と
い
う
例
が
出
始
め
て
お
り
ま
す
。
上
海
市
郊
外
の
報
国
寺
に
あ
る
玉
仏

功
徳
楼
な
ど
は
、
そ
の
先
駆
的
な
も
の
で
す
。

2
0
0
7年
の
秋
に
は
、
松
陰
禅
寺
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
遺
灰
を
安
置
す
る

堂
を
新
た
に
作
り
ま
し
た
。
こ
の
松
隠
禅
寺
に
は
、
松
隠
山
荘
と
呼
ば
れ
る
共

同
墓
園
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
中
国

の
お
寺
は
お
墓
と
は
関
係
な
か

っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
墓
園
が
隣
接

す
る
よ
う
な
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

実
は
こ
こ
は
国
営
の
墓
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
す
が
、
松
隠
禅
寺
の
居

士
の

一
人
に
お
金
持
ち
の
女
性
実
業
家
が
い
て
、
彼
女
が
株
を
買
い
取
っ
て
、
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社
長
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
圏
内
に
仏
教
式
の
お
堂
な
ど
も
建
て
て
、

お
坊
さ
ん
を
呼
ん
で
儀
礼
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
松
隠
禅
寺

は
、
松
隠
山
荘
の
落
葬
儀
礼
や
超
度
の
法
会
と
結
び
つ
い
て
、
経
済
的
に
も
繁

栄
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
女
性
社
長
さ
ん
は
、
自
分
が
熱
心
な
仏

教
信
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
さ
か
ん
に
強
調
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
話
の
つ
い
で
に
、
き
ょ
う
の
テ
l
マ
と
は
少
し
違
、
つ
の
で
す
が
、
私
が

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
上
海
市
の
公
営
墓
地
に
行
き
ま
し
た
ら
、
「
二
十
四
孝
図
」

の
パ
ネ
ル
が
堂
々
と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
文
化
大
革
命
は
ど
こ
へ
行
つ

た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
や
中
国
は
、
公
営
墓
地
に
「
親
孝
行
を
し
ま

し
よ
う
」
と
い
う
パ
ネ
ル
を
掲
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ

れ
だ
け
倫
理
問
題
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
十
四
孝

図
と
い
う
日
本
の
若
者
で
も
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
が
、
中
国
の
公
営
墓
地
に

堂
々
と
張
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
現
実
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

つ
い
で
に
韓
国
の
映
像
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
韓
国
の

ソ
ウ
ル
の
寺
院
で
は
、
近
年
、
四
十
九
斎
と
い
う
も
の
が
盛
ん
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
死
後
却
日
目
の
法
事
で
す
。
韓
国
で
も
仏
教
と
葬
祭
と
の
結

び
つ
き
は
弱
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
死
者
供
養
儀
礼

が
ず
い
ぶ
ん
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
葬
式
そ
の
も
の
で
は
な
く

て
、
四
十
九
斎
を
寺
で
や
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
や
っ
た
人

た
ち
が
、
そ
の
後
の
年
忌
法
要
な
ど
を
頼
む
と
い
う
例
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

奉
恩
寺
と
い
う
と
こ
ろ
の
孟
蘭
盆
節
で
は
、
「
極
楽
往
生
」
と
書
か
れ
た
提
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灯
が
、
た
く
さ
ん
奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
孟
蘭
盆
節
に
は
焼
紙
の
儀
礼
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
韓
国
の
場
合
、
紙
銭
を
焼
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

孟
蘭
盆
で
使
わ
れ
た
お
札
と
か
を
焼
き
ま
す
。

一
種
の
お
炊
き
上
げ
で
す
。

さ
ら
に
能
仁
禅
院
と
い
う
、

ソ
ウ
ル
市
の
新
興
地
域
で
今
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
っ
て
い
る
曹
渓
宗
の
寺
院
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
も
「
死
者
供
養
」
が

寺
院
経
済
の
大
き
な
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
位
牌
の
奉
納
も
盛
ん
で
、
も

の
す
ご
い
数
の

l
年
単
位
の
紙
位
牌
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
寺
院

の
死
者
供
養
儀
礼
で
は
、
や
は
り
中
心
的
な
担
い
手
は
女
性
た
ち
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
で
き
ま
す
。

つ
い
で
に
言

っ
て
お
き
ま
す
と
、
火
葬
は
仏
教
に
追
い
風
な
の
で
す
ね
。
つ

ま
り
、
韓
国
で
も
火
葬
政
策
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
火
葬

政
策
と
い
う
の
は
、
旧
来
の
儒
教
式
葬
儀
の
基
盤
を
弱
く
す
る
の
で
す
。
そ
の

反
面
、
火
葬
が
広
が
っ
て
い
く
と
、
仏
教
寺
院
が
行
う
死
者
供
養
的
な
実
践
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
急
速
に
広
が

っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
側
面
が
、
た
し
か
に
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
と
め

い
ろ
い
ろ
な
具
体
的
な
事
例
を
、
写
真
を
交
じ
え
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

最
後
に
簡
単
な
「
ま
と
め
」
を
し
て
お
き
ま
す
。



日
本
以
外
の
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
政
治
権
力
に
よ
っ
て
儒
教
が
支
配
原
理

と
し
て
称
揚
さ
れ
る

一
方
で
、
仏
教
が
抑
圧
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
的

・
集
団
的

・
男
性
中
心
的
な
先
祖
祭
杷
や
葬
儀
が
儒

礼
と
結
び
つ
き
ゃ
す
く
、
仏
教
徒
に
よ
る
「
死
者
供
養
」
は
私
的
・
個
人
的
・

女
性
中
心
的
な
民
間
宗
教
者
(
し
ば
し
ば
亙
者
的
な
性
格
を
も
ち
ま
す
が
)
、

そ
う
い
う
も
の
と
同

一
の
範
轄
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と

い
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
檀
家
制
度
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で
共
同
体
の
葬
祭
を
ほ
ぼ

独
占
し
て
き
た
日
本
本
土
の
仏
教
で
は
、
追
善
回
向
に
よ
る
死
者
の
済
度
が
イ

エ
の
先
祖
祭
杷
と
直
結
し
や
す
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
ほ
ど

言
っ

た
よ
う
に
、
近
代
で
は
、
こ
う
い
う
癒
着
の
特
性
こ
そ
が
、
「
葬
式
仏
教
」

の
存
在
意
義
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
も
強
調
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
「
地
縁
・
血
縁
的
な
共
同
体
が
弱
ま

っ
て
、
檀
家
制
度
の
基
盤
が
揺
ら

い
で
し
ま
え
ば
、
葬
式
と
結
び
つ
い
た
仏
教
も
必
然
的
に
衰
退
す
る
」
と
い
う

思
い
込
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
中
国
沿
岸
部
や
韓
国
の
都
市
部
、
そ
れ
か
ら
、
き
ょ
う
は

お
話
し
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
正
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
調
査
な
さ
っ
た
沖
縄

県
な
ど
に
お
け
る
「
死
者
供
養
仏
教
」
の
活
性
化
と
い
っ
た
現
状
は
、
む
し
ろ

逆
の
展
開
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
檀
家
制
度
な
ど
が
存
在

し
な
い
中
国
沿
岸
部
や
韓
国
都
市
部
や
沖
縄
県
で
、
地
縁
・
血
縁
的
な
共
同
体

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

い
ま
!
問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

が
衰
退
し
て
個
人
主
義
的
に
な
っ
て
い
く
時
代
に
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
が
新

た
に
活
性
化
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
、
共

同
体
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
れ
ば
死
者
供
養
も
衰
退
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
上

で
言
っ
た
思
い
込
み
と
は
逆
転
し
た
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
む
し
ろ
、
必
ず
し
も
家
父
長
的
な
共
同
体
な
ど
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

「
核
家
族
」
と
か
「
個
人
」
と
か
「
女
性
系
譜
」
な
ど
に
聞
か
れ
た
「
死
者
供
養
」

の
可
能
性
と
い
う
も
の
も
指
摘
で
き
る
わ
け
で
す
。

「
死
者
供
養
」
が
共
同
体
を
維
持

・
強
化
す
る
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
ご
先
祖
を
大
切
に
す
る
と
か
、
親
孝
行
と
結
び
つ
い

て
い
る
。
そ
の
側
面
を
私
は
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
死
者
供
養
仏
教
」
は
、
個
人
を

主
体
と
し
た
追
善
回
向
の
実
践
を
通
し
て
、
身
近
な
死
者
を
救
済
で
き
る
と
す

る
論
理
に
よ
っ
て
、
共
同
体
を
維
持
・
強
化
す
る
側
面
だ
け
で
な
く
、
個
人
救

済
へ
の
道
を
聞
き
、
個
人
的
な
ご
縁
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
い
で
い
く

と
い
う
、

二
重
の
機
能
を
併
存
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

現
代
日
本
の
多
く
の
僧
侶
の
方
が
、
江
戸
時
代
以
来
、
し
か
も
、
江
戸
の
後

期
以
降
と
も
い
わ
れ
る
体
制
に
す
ぎ
な
い
イ
エ
制
度
に
固
執
し
て
、
父
系
中
心

の
「
先
祖
供
養
」
が
な
け
れ
ば
「
死
者
供
養
」
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
に
、
む
し
ろ
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
の

第

4
の
話
題
で
取
り
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
「
死
者
供
養
仏
教
」
と
い
う
の
は
、
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き
わ
め
て
よ
く
で
き
た
構
造
特
性
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
特
性
を
も
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う
少
し
活
用
し
て
い
け
ば
、
「
個
人
」
に
も
聞
か
れ
、
「
縁
」
に
働
き
か
け
る
力

を
も
っ
、
そ
う
い
う
潜
在
力
が
生
か
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
部
分
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
最
初
に

申
し
上
げ
た
と
お
り
、
学
者
の
無
責
任
な
外
側
か
ら
の
発
言
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
日
の
問
題
提
起
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)



-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
録

第
二
部

パ
ネ
リ
ス
ト
発
題

パ、
不
ル可
ア
イ
ス
カ
ツ
、
ン
ヨ
ン

第
一
発
表

浄
土
宗
檀
信
徒
の
葬
祭
意
識
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」

よ
り

名
和
清
隆

武
田

た
だ
い
ま
よ
り
、
午
後
の
部
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
初
は
、
私
ど
も
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
浄
土
宗
の
檀
信
徒
で
、
喪
主
を
務
め
た
方
の
意
識
調
査
の
結
果

の
分
析
を
通
し
て
、
現
代
の
浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
葬
祭
に
関
す
る
意
識
が
現
代

の
ど
う
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
か
。
葬
祭
を
通
じ
て
問
題
提
起
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は

浄
土
刀t

総
ぷ込

研
'プ回
7し

所
研
ifc 
7し

員

淑
徳
短
期
大
= 寸〕
兼
任
講
師
の
名

和
清
隆
研
究
員
の
発
表
に
な
り
ま
す
。
名
和
研
究
員
は
、
埼
玉
教
区
浄
念
寺
の

副
住
職
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
専
門
は
宗
教
学
、
「
生
者
と
死
者
の
関
係
性
が

現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
」
と
い
う
テ
l
マ
を
中
心
に
研

究
し
て
お
り
ま
す
。
で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

名
和

た
だ
い
ま
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
名
和
で
す
。
今
回
の
発
表
で
は
、

平
成
口

(
2
0
0
5
)
年

9
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
l

ト
」
か
ら
見
え
た
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
浄
土
宗
檀
信
徒
の
お
葬

式
の
実
態
と
意
識
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
浄
土
宗
総
合
研
究
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

調
査
の
目
的
は
、
浄
土
宗
檀
信
徒
の
通
夜
、
葬
儀
、
戒
名
に
つ
い
て
の
実
態

と
意
識
、
ま
た
死
者
観
と
他
界
観
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
す
。
お
葬
式
を
喪
主

と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
と
い
う
「
実
態
」
、
そ
の
う
え
で
自
分
は
ど
の

よ
う
に
行
い
た
い
か
と
い
う
「
意
識
」
の
両
方
を
見
る
た
め
の
設
問
を
設
け
ま

し
た
。

配
布
方
法
は
、
浄
土
宗
正
住
職
寺
院

5
6
5
3カ
寺
に
対
し
て
質
問
用
紙
3

通
を
郵
送
し
、
各
寺
院
の
住
職
が
平
成
元
年
以
降
に
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
た

檀
信
徒

3
名
に
対
し
配
布
す
る
と
い
う
方
法
を
採
り
ま
し
た
。
回
収
方
法
は
、

回
答
者
が
直
接
に
総
合
研
究
所
に
郵
送
す
る
方
法
で
す
。
配
布
数

1
6
9
5
9

票
、
有
効
回
答
数

3
1
8
4票
(
回
収
数

3
2
6
0票
、
回
収
率
四
%
)
。
性

別
比
は
、
男
一
女
川

3
一
1
。
年
齢
構
成
は
叩
歳
代
お
%
、

ω歳
代
担
%
、
初

歳
代
M
%
で
し
た
。
な
お
、
本
調
査
の
配
布
方
法

(
寺
院
住
職
が
檀
信
徒

3
名

に
配
布
)
か
ら
、
寺
院
に
対
し
て
好
意
的
、
ま
た
お
葬
式
に
対
し
て
伝
統
的
な

観
念
を
持
っ
た
人
が
多
く
回
答
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
研
究
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
発
表
を
簡
単
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

『教
化
研
究
」
げ
号
に
、
単
純
集
計
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
年
、
『
教
化
研
究
』

国
号
で
は
、
全
国
の
平
均
値
、
近
畿
、
東
京
・
神
奈
川

と
い
う
3
つ
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

2
0
0
8
年
4
月
か
ら

2
0
0
9
年
3
月
号
ま
で
の
聞
に

「宗
報
』
に
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」

と
い
う
題
名
で
ロ
回
に
わ
た
っ
て
連
載
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、

「宗
報
」
連
載
で
取
り
上
げ
た
中
で
の
幾
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
発
表
で
は
、
北
海
道
や
東
北
、
関
東

と
い
う
よ
う
な
用
語
が
比
較
の
中
で
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
指
し
て
用
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
特
に
、
お
葬
式
の
実
態
と
意
識
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
東
京
教
区
と
神
奈
川
教
区
を
足
し
た
数
値
も
比
較
の

一
つ
の
基
準
と

し
て
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今
発
表
で
「
お
葬
式
」
と
い
う

用
語
は
、
枕
経
、
通
夜
、
葬
儀
式
、
出
棺
式
な
ど
の
一
連
の
流
れ
と
し
て
、
お

葬
式
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
お
葬
式
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
か

全
国
平
均
値
で
は
、
お
よ
そ
9
割
の
人
が
「
し
て
ほ
し
い
」
(
必
ず
し
て
ほ

し
い
+
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
)
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
地
域
に
よ
り
そ
の
数
値
に
は
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
東
北
、
九
州
が
高
く
、
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関
東
、
北
海
道
が
や
や
低
く
、
そ
の
差
は
叩
%
あ
り
地
域
に
よ
る
差
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
考
え
る
人
は
、
全
国
地
で
は
3
%
で
す
が
、
関
東
、

北
海
道
で
は
そ
の
数
値
が
高
く
(
5
%
)
、
特
に
東
京

・
神
奈
川
に
限
っ
て
み

る
と
8
%
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
理

由
と
し
て
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
「
遺
族
に
面
倒
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い
う

も
の
で
、
特
に
東
京

・
神
奈
川
で
は
こ
の
数
値
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

幸
AF--
v

れ~
。

「
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
人
に
「
ど
の
よ
う
な
お
葬
式
に
し
た
い
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
浄
土
宗
に
よ
る
お
葬
式
」
を
望
む
人
は
、
東
北
が
高
く

(
倒
%
)
、
関
東
、
東
海
が
低
く
(
沼
%
)
、
両
者
に
は
叩
%
以
上
の
差
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

③
お
葬
式
の
意
味
と
故
人
の
存
在
に
つ
い
て

お
葬
式
の
意
味
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
「
故
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
」
(
お
%
)

が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
故
人
と
の
別
れ
」
(
却
%
)
、
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」

(
お
%
)
で
あ
り
、
こ
の
3
つ
の
回
答
が
ほ
ぼ
括
抗
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
「
家

の
先
祖
に
な
る
た
め
の
儀
式
」
と
い
う
回
答
は
3
%
で
あ
り
、
非
常
に
低
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。



ま
た
、
「
故
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
の
質
問
か

ら
は
、
「
霊
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
い
う
回
答
は
1
%
と
わ
ず
か
で
あ
り
、
「
人

は
死
ん
だ
後
も
何
ら
か
の
形
で
存
在
す
る
」
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
す
。
そ
し
て
死
者
は
、
困
っ
た
と
き
に
具
体
的
に
助
け
て
く
れ
る
、

あ
る
い
は
生
き
て
い
る
者
に
良
く
な
い
こ
と
を
及
ぼ
す
と
い
っ
た
、
具
体
的
に

力
を
及
ぼ
す
と
い
う
存
在
で
は
な
く
、
生
き
て
い
る
も
の
を
「
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
」
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
(
部
%
)
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

④
お
葬
式
と
戒
名
の
関
係
性
に
つ
い
て

「
戒
名
を
希
望
す
る
」
日
%
、

お
よ
び
「
す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
」

日
%
で
あ
り
、
戒
名
を
必
要
と
せ
ず
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
回

答
し
た
人
は
ロ
%
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
年
代
別
に
見
る
と
、
年
代
が
上
が

る
ほ
ど
「
戒
名
が
ほ
し
い
」
「
戒
名
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
比
率
は

上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
の
回
答
は
初
代

か
ら

ω代
ま
で
日
%
l
M
%
と
類
似
し
た
数
値
を
示
し
、

初
代
・
初
代
の
7
%

と
い
う
数
値
と
大
き
な
隔
た
り
を
見
せ
ま
す
。

ω代
、
回
代
の
人
々
が
今
後
叩

年
、
加
年
と
年
を
重
ね
た
時
、
こ
の
「
生
前
の
名
前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
う

数
値
が
減
っ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
ま
ま
の
数
値
を
保
つ
の
か
、
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
戒
名
を
希
望
す
る
か
」
と
い
う
設
問
と
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
か
」

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

と
い
う
設
問
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
お
葬
式
の
意
識
と
戒
名
の
意
識
と

に
は
、
大
き
な
関
連
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

「
お
葬
式
を
し
た
く
な
い
」
と
考
え
る
人
の
ほ
う
が
、
「
お
葬
式
を
行
い
た
い
」

と
考
え
て
い
る
人
に
比
べ
圧
倒
的
に
戒
名
を
望
ん
で
い
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

「
お
葬
式
を
し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
中
で
も
、
「
戒
名
を
希
望
す
る
」

(
ロ
%
)
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」
(
日
%
)
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
「
没
後
に
仏
弟
子
と
な
る
授
与
戒
名
」
と
い
う
浄
土
宗

の
お
葬
式
が
持
つ
意
味
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き

る
で
し
ょ
、
っ
。

⑤
女
性
の
意
識
に
つ
い
て

女
性
の
回
答
者
は
全
体
の
4
分
の
l

(
お
%
)

で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
そ

の
数
値
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
北
海
道
、
九
州
で
は
女
性
の
割
合
が
必
%
と

全
体
の
半
分
近
く
を
し
め
る
一
方
、
東
北
で
は
げ
%
、
北
陸
で
は
四
%
と
2
割

を
切
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
女
性
の
回
答
者
率
の
相
違
は
、
女
性
の
喪
主
の
比
率

を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
よ
る
相
違

は
地
域
特
性
と
関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ

こ
の
理
由
を
判
断
す
る
材
料
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

女
性
の
喪
主
で
、
誰
の
喪
主
を
務
め
た
か
を
見
る
と
、
男
性
の
場
合
に
は
「
実

父
母
の
喪
主
」
(
刀
%
)
(
「
妻
の
喪
主
」
8
%
、
「
配
偶
者
の
父
母
の
喪
主
」
8
%
)
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が
多
か
っ
た
が
、
女
性
の
場
合
に
は
「
夫
の
喪
主
」

(船
%
)
(
「
実
父
母
の
喪
主
」

時
%
、
「
配
偶
者
の
父
母
の
喪
主
」
日
%
)
を
務
め
る
ケ
l
ス
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
女
性
が
喪
主
を
務
め
た
お
葬
式
は
全
体
の

4
分
の
l
に
及
び
、

さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
船
%
が
夫
の
お
葬
式
の
喪
主
を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
祭
杷
継
承
の
形
態
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
つ
ま
り
、

お
葬
式
が
従
来
の
「
家
」
の
継
承
者
と
な
る
男
子
が
喪
主
を
務
め
る
「
家
」
の

お
葬
式
」
か
ら
、
近
年
で
は

一
番
近
し
い
関
係
の
人
が
喪
主
を
務
め
る
「
家
族
・

個
人
の
お
葬
式
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
喪

主
を
務
め
る
こ
と
に
よ
り
社
会
に
家
の
跡
継
ぎ
を
示
す
と
い
う
お
葬
式
の
持
つ

て
い
た
「
社
会
的
意
味
」
が
薄
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
家
族
で
の
「
個
人
的
な
愛

慕
」
が
強
く
表
れ
る
場
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
葬
式
に
対
し
て
女
性
は
男
性
と
異
な
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

「お
葬
式
を
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
の
回
答
値
を
比
べ
る
と
、
男
性
が
叩
%
で

あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
お
%
で
す
。
ま
た
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」

を
見
る
と
、
東
京
・
神
奈
川
の
男
性
は
6
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
日
%

と
い
う
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
男
性
に
比
べ
女
性
は
お
葬
式
に
対

し
て
や
や
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
東
京

・
神
奈
川
の
女
性

に
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
女
性
は
「
お
葬
式
を
し
て
ほ
し
い
」
と
望
む
場
合
で
も
、
家
族
か
ら

友
人
ま
で
の
「
狭
い
関
係
」
の
人
に
来
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
人
が
多
い
こ
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と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
「ど
の
範
囲
の
人
に
、
自
分
の
お
葬
式
に
き
て

ほ
し
い
で
す
か
?
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
選
択
肢
は
、
「
家
族

・
親
戚
・

友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々
・
遺
族
の
関
係
の
人
々
」
と
の
分
類

で
あ
り
、
「
家
族
・
親
戚
・
友
人
」
ま
で
が
地
域
や
仕
事
関
係
を
含
ま
な
い
「
狭

い
関
係
」
の
範
囲
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
狭
い
関
係
の
範
囲
の
み
に
来
て

ほ
し
い
と
回
答
し
た
人
を
み
る
と
、
男
性
お
%
で
あ
る
の
に
対
し
女
性
は
必
%

と
な
り
、
半
数
近
い
女
性
は
お
葬
式
を
友
人
ま
で
の
交
友
関
係
(
狭
い
関
係
)

の
人
だ
け
に
来
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
男
性
と
は
大
き
な

違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
教
化
セ
ン
タ
ー
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
家
族
・
親
戚
・
友
人
ま
で

の
「
狭
い
関
係
」
を
希
望
す
る
割
合
が
高
い

の
は
、
北
海
道
が
日
%
、
関
東

ω
%
で
、
東
京
・
神
奈
川
を
見
る
と
冗
%
に
も
上
り
ま
す
。
逆
に
こ
の
割
合
が

低
い
の
は
東
北
で
お
%
と
全
教
区
数
値
よ
り
却
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
す
。

そ
し
て
「
地
域
の
人
々
」
を
含
む
「
4
.
家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々
」

を
選
択
す
る
人
の
割
合
は
全
教
区
で
は
明
記
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
北
は
却
%

と
ロ
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
関
東
は
却
%
、
東
京

・

神
奈
川
で
は
凶
%
と
都
市
部
の
女
性
の
地
域
共
同
体
へ
の
意
識
が
低
く
な

っ
て

い
る
傾
向
が
数
値
か
ら
伺
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に

関
し
て
は
、
地
域
に
よ

っ
て
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。



定
括

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
お
葬
式
は
、
「
『
家
』
の
お
葬
式
」
か
ら
「
家
族
・

個
人
の
お
葬
式
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
狭

い
範
囲
の
参
列
者
し
か
集
ま
ら
な
い
お
葬
式
、
ま
た
一
番
近
し
い
関
係
の
人
が

喪
主
を
務
め
る
お
葬
式
が
増
加
し
て
い
る
(
特
に
、
東
京
・
神
奈
川
と
い
っ
た

都
市
部
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
東
京
・
神
奈
川
の
女
性
)
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
亡
く
な
っ
た
人
は

「
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
」
と
回
答
し
た
人
が
大
多

数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
も
、
亡
く
な
っ
た
人
は
家
の
先
祖
の
一
員
と
な
り
子
孫

の
守
護
を
す
る
と
い
う
「
家
」
を
基
盤
と
し
た
関
係
か
ら
、
生
前
の
家
族
関
係

を
保
ち
な
が
ら
「
遺
し
て
き
た
家
族
を
見
守
り
続
け
る
」
と
い
う
家
族
・
個
人

を
基
盤
と
し
た
関
係
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
、
巨
視
的
に
で
は
あ
る
が
見
て
取

れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
同
時
に
、
地
域
に
よ
り
お
葬
式
の
実
態
や
そ
れ
に
対
す
る
意
識
に
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
こ
の
相
違
は
、
も
と
も
と
各
地
域
が
持
っ
て
い
た
お
葬
式
に
関
す

る
文
化
背
景
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
共
同
体
意
識
や
「
家
」
意
識
の

希
薄
化
の
進
展
具
合
の
差
異
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
容
易
に
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
現
在
、
地
域
に
よ

っ
て
、
お
葬
式
が
持

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
!
聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

つ
意
味
や
役
割
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

パ
、
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
発
表

曹
洞
宗
の
立
場
か
ら

竹
内
弘
道

武
田

た
だ
い
ま
の
名
和
研
究
員
の
発
表
は
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
ア
ン
ケ
l

ト
だ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
葬
祭

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
そ
の
分
析
、
報
告
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

成
果
を
踏
ま
え
ま
し
て
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
竹
内
弘
道

先
生
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
現
在
、
駒
津
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
傍
ら
、
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
の
現
代
教
学
研
究
部
門
の
主
任
研
究
員
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

竹
内

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
の
発
表
は
、
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
、

言
葉
を
補
い
な
が
ら
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
ご
紹
介
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
曹
洞
宗
は
「
葬
祭
|
現
代
的
意
義
と

課
題
l
』

(
2
0
0
3年
)
と
い
う
研
究
成
果
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

刊
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
冒
頭
に
石
上
所
長
先
生
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
、

浄
土
宗
様
の
研
究
成
果

『葬
祭
仏
教
ー
そ
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
|
』
を
意
識
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し
て
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
研
究
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
こ
の

『葬
祭
|
現
代
的
意
義
と
課
題
|
』

の
内
容
に
沿
っ
た
形
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
多
分
に
そ
の
内
容
は
、
今
回
の

浄
土
宗
様
の
調
査
と
は
異
な
り
、
葬
祭
を
主
宰
す
る
僧
侶
の
側
に
力
点
が
置
か

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
日
本
に
お
い
て
「
葬
式
仏
教
」
が
不
当
に
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ

て
語
ら
れ
る
大
き
な
原
因
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
観
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
基
調
講
演
に
お
い
て
池
上
先
生
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
比
較

宗
教
学
か
ら
の
指
摘
が
、

い
わ
ば
空
間
的
視
野
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
来
の
固
定
観
念
を
相
対
化
し
、
解
体
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
申
し
上
げ
ま
す
新
た
な
歴
史
観
の
獲
得
と
共
有
は
、
時
間
軸
上
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
知
識
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
従
来
の
固
定
観
念
を
相
対
化
、

解
体
す
る
作
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
葬
式
仏
教
」
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
歴
史
観
と
は
、
明
治
以
降
、
営
々
と

築
き
挙
げ
ら
れ
て
き
た
日
本
仏
教
史
観
で
あ
っ
て
、
「
鎌
倉
新
仏
教
」
を
創
出

し
た
法
然
上
人
を
初
め
と
す
る
、
親
驚
・

一
遍

・
栄
西
・
道
元
・
日
蓮
な
ど
の

各
祖
師
の
革
新
性
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
、
「
祖
師
中
心
史
観
」
と
称
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
池
上
先
生
の
基
調
講
演
と
内
容
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
察
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
明
治
以
降
、
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西
洋
文
化
に
触
れ
て
近
代
的
自
我
を
確
立
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
祖
師
た
ち

の
思
想
が
近
代
的
な
「
個
」
の
宗
教
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
再
発
見
さ
れ
た
と

い
う
時
代
的
な
背
景
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
「
鎌
倉
新
仏
教
」

の
民
衆
的
性
格
や
、
国
家
と

一
体
化
し
た
旧
仏
教
か
ら
の
弾
圧
に
屈
し
な
い
姿

勢
な
ど
が
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
祖
師
中
心
史
観
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
南
北
朝
・
室
町
・

戦
国
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
開
祖
の
高
い
宗
教
的
理
念

が
失
わ
れ
て
、
世
俗
化
と
堕
落
が
進
ん
だ
と
と
ら
え
る
傾
向
が
共
通
し
て
強
い

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
、
こ
の
時
期
こ
そ
各
教
団
は
、
人
々
の
宗

教
的
ニ
l
ズ
に
応
え
る
形
で
、
大
き
く
教
団
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

宗
教
活
動
の
中
心
が
、
他
な
ら
ぬ
葬
祭
儀
礼
の
執
行
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

「
葬
式
仏
教
」
に
対
す
る
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
仏
教

史
の
上
で
、
僧
侶
が
葬
祭
儀
礼
に
か
か
わ
る
こ
と
が
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
、
そ
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
こ
う
し
た
固
定
的
な
仏
教
史
観
を
打
ち
破
る
新

し
い
歴
史
観
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
松
尾
剛
次
氏
は
、
鎌
倉

新
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
比
叡
山
な
ど
で
官
僧
と
し
て
、
つ
ま
り
、

国
家
に
認
め
ら
れ
た
公
的
僧
侶
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
、
や
が
て
、
そ
の
地
位

を
捨
て
て
遁
世
僧
と
な
り
、
民
衆
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
仏
教



が
な
し
得
な
か
っ
た
葬
祭
儀
礼
な
ど
の
救
済
行
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を

「
鎌
倉
新
仏
教
」
の
特
徴
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
可
能
に
し
た
の
は
、
彼
ら
が
独
自
の
信
仰
や
修

行
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
精
神
を
支
配
し
て
い
た
「
穣
れ
」
の
観
念
を
超
克

し
、
「
死
犠
」
を
厭
わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

浄
土
宗
を
例
に
と
れ
ば
「
往
生
人
に
織
れ
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
は
念
仏
僧
の
自
負
の
念
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
、
自
ら
の
歴
史
に
、
新
た
な
歴
史
観
を
獲
得
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
「
葬
式
仏
教
」
は
、
鎌
倉
新
仏
教
が
民
衆
の
宗
教
的
ニ

l

ズ
に
応
え
た
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
は
広
く
民
衆
に
浸

透
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、
積
極
的
な
意
義
づ
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
り
ま
す
。

冒
頭
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
の
は
、
歴
史
観
と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
観
は
時
と
し
て
大
き
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
な
り
、
た
び
た
び
日
本
の
歴

史
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
明
治
維
新
に
し
て
も
そ
う
で
す
し
、
後

醍
醐
天
皇
の
「
建
武
の
中
興
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
し
て
も
そ
う
で
し
た
。
そ

の
背
後
で
、
歴
史
観
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
分
か
る
か
と
存
じ
ま
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

つ
ま
り
、
日
本
の
伝
統
仏
教
教
団
は
、
今
ま
で
自
分
た
ち
を
肯
定
的
に
と
ら

え
る
歴
史
観
を
持
ち
得
て
こ
な
か
っ
た
、
そ
こ
に
不
幸
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
『
葬
祭
|
現
代
的
意
義
と
課
題
|
」
は
2
0
0
3
年
に
曹
洞
宗
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
研
究
成
果
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
背
景
の
問
題
意
識

と
し
て
、
今
日
、
宗
門
僧
侶
が
葬
祭
儀
礼
に
従
事
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
と
い
う
、
そ
の
現
実
を
踏
ま
え
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

私
は
こ
の
書
の
冒
頭
で
、
従
来
の
歴
史
観
か
ら
の
呪
縛
を
解
き
放
つ
べ
く
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
新
た
な
歴
史
学
の
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
ほ
か
に
も
重
要
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

禅
の
宗
旨
か
ら
民
俗
と
し
て
の
葬
祭
儀
礼
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
た
ら
い
い

の
か
、
意
味
づ
け
る
べ
き
か
、

つ
ま
り
、
宗
旨
と
民
俗
の
誰
離
の
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
界
観
ま
た
は
来
世
観
の
問
題
、
お
よ
び
霊
魂
観
の
問
題

で
ご
ざ
い
ま
す
。

禅
は
現
在
・
此
処
で
の
生
の
充
足
、
今
生
で
悟
り
を
得
る
こ
と
を
根
本
と
す

る
教
え
な
の
で
、
実
は
明
確
な
他
界
観
や
葬
送
観
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
面
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
宗
義
と
葬
祭
民
俗
の
架
け
橋
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
づ
け
や
、
葬
祭
の
社
会
機
能
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
お
手
元
に
本
の
目
次
が
届
け
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
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て
こ
の
本
の
大
体
の
内
容
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
第

I
部
の

第
2
章
あ
た
り
が
、
葬
祭
の
宗
義
か
ら
の
意
義
づ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
づ
け
が
な
さ
れ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
例
え

ば
、
葬
儀
を
、
受
戒
し
仏
弟
子
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
る
か
な
仏
道
を
歩
み

始
め
る
儀
式
、
そ
の
よ
う
に
意
義
づ
け
る
「
は
る
か
な
る
仏
道
」
と
い
う
考
え
。

あ
る
い
は
、
授
戒
し
成
仏
さ
せ
、
死
と
い
う
も
の
を
、
無
常
を
悟
っ
て
成
仏
し

た
そ
の
時
点
と
み
な
し
て
、
葬
儀
は
そ
の
後
の
悟
り
の
「
覚
路
」
を
荘
厳
す
る

儀
式
で
あ
る
と
す
る
意
義
づ
け
。
あ
る
い
は
、
遺
族
の
悲
し
み
を
癒
す
た
め
の

「
悲
の
同
事
行
」
、
同
事
行
と
い
う
の
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
相
手
と

一
体

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
悲
し
み
を
癒
す
た
め
の
同
事
行
と
位

置
づ
け
る
。
こ
う
い
っ
た
い
く
つ
か
の
意
義
づ
け
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

他
界
観
に
つ
い
て
も
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
曹
洞
宗
の
葬
儀
法
は

『禅
苑
清

規
』
と
い
う
中
国
宋
代
の
禅
寺
の
規
矩
・
儀
礼
が
記
さ
れ
た
書
物
に
よ
っ
て
お

り
、
こ
の
中
の
「
亡
僧
」
の
葬
儀
法
を
転
用
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
他
界
観

は
、
禅
浄
双
修
思
想
が
反
映
し
た
中
国
の
回
向
文
の
借
り
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
も
、
回
向
文
か
ら
浄
土
の
語
句
を
不
徹
底
に
消
去
し
た
だ
け
の
も
の
で
す
。

こ
の
点
、
臨
済
宗
は
気
に
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
こ
う
し
た
回
向
文
を
使
っ
て
お
り

ま
す
。

私
た
ち
の
葬
送
儀
礼
は
「
没
後
作
僧
」
の
儀
礼
と
申
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
死

後
授
戒
」
を
行
い
、
成
仏
さ
せ
て
送
り
出
す
儀
式
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
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が
ら
、
今
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
回
向
文
の
中
か
ら
、
行
き
先
で
あ
る
浄

土
は
消
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。
す
で
に
成
仏
さ
せ
た
の
だ
か
ら
浄
土
は
必
要
な

ぃ
、
と
い
う
理
屈
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

で
は
、
成
仏
し
た
人
は
ど
こ

に
行
く
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
点
が
実
は
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
行
き
先
な
き
魂
は
ど
こ
に
行
く
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
点
に
関
し
ま
し
て
、
今
回
の
浄
土
宗
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

読
む
と
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
、
私
は
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
「あ

な
た
は
亡
く
な
っ
た
ら
ど
こ
か
行
く
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
調
査
し
た
す

べ
て
の
世
帯
の

6
割
か
ら
7
割
の
人
が
「
極
楽
浄
土
へ
行
く
」
と
回
答
し
て
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
太
刀
打
ち
で
き
な
い
な
、
と
い
う

感
が
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
オ
パ
マ
大
統
領
の
支
持
率
が
臼
%
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

に
匹
敵
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
麻
生
政
権
の
指
示
率
が
却
%
以
下

で
す
の
で
、
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
い
か
に
6
割、

7
割
と
い
う
の
が
高
い
か
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
ま
し
て
、
曹
洞
宗
の
調
査
で
は
ど
う
い
う
結
果
が
出
て
い
る

か
と
申
し
ま
す
と
、
複
数
回
答
可
能
な
調
査
で
す
の
で
同
列
に
は
比
較
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
に
挙
げ
て
ご
ざ
い
ま
す
。



「
死
後
の
世
界
が
あ
る
」
と
答
え
た
方
が
、
曹
洞
宗
で
は
明
確
さ
を
欠
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
必
%
強
な
の
で
す
。
そ
の
程
度
で
す
。

つ
ぎ
に
、
死
後
ど
こ
に
行
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
多
い
順
に
挙
げ

て
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
の
世
界
日
・
1
%
、
極
楽
浄
土
と
い
う
の
が

6
・
9
%
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
宗
旨
に
は
な
い
の
で
す
が
、
ち
ゃ
っ
か
り
お
浄
土
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
の
世
が
お
・
3
%
、
お
墓
・
仏
壇
却
・
3
%
、
天
国
が
幻
・

6
%
、
お
寺
時
・
5
%
、
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
見
ま
し
て
、
改
め
て
日
本
文
化
の
中
に
、

い
か
に
強
固
に
浄

土
教
の
来
世
観
が
定
着
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

一
方
で
、
見
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
調
査
結
果
は
別
な
解
釈

も
で
き
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
か
な
り
強
引
な
解
釈
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
曹
洞
宗
で
は
、
明
確
な
来
世
観
を
提
示
し
て
い
る
と
は
い
え
な

く
て
も
、
無
回
答
で
来
世
観
を
持
た
な
い
と
い
う
の
は
5
・
3
%
で
、
残
り
の

檀
信
徒
は
何
ら
か
の
他
界
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
可
能
だ
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
教
団
の
宗
旨
に
関
わ
り
な
く
、
人
々
の

心
か
ら
死
後
世
界
の
観
念
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
曹
洞
宗
は
む
し
ろ
、

『禅
苑
清
規
』
の
回
向
文
か
ら
極
楽
浄
土
を

削
除
し
て
、
魂
の
行
き
場
を
陵
昧
に
し
、
宗
旨
と
葬
祭
儀
礼
の
連
関
を
欠
い
て

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

い
た
が
ゆ
え
に
、
逆
に
人
々
の
多
様
な
宗
教
的
ニ

l
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
柔
軟
に
提
示
し
続
け
る

こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
が
、
私
た
ち
の
今
の
と
こ

ろ
の
結
論
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
、
私
ど
も
の
名
和
研
究
員
の

発
表
を
受
け
ま
し
て
、
逆
説
的
に
曹
洞
宗
の
立
場
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
、
ネ
ル
}
ア
イ
ス
カ
ツ
、
ン
ヨ
ン

第
三
発
表

社
会
学
そ
し
て
非
僧
侶
の
立
場
か
ら

井
上
治
代

武
田

先
ほ
ど
名
和
研
究
員
か
ら
女
性
と
葬
祭
の
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
の
基
調
講
演
の
な
か
で
池
上
先
生
が
新
た
な
担
い
手
と
し
て
の
女
性
の
重
要

性
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
新
し
い

葬
墓
制
か
ら
「
い
ま
葬
送
分
野
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
井
上
先

生
の
ご
発
表
で
す
。

先
生
は
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

生
死
の
社
会
学
、
家
族
社
会
学
を
教
え
る
と
と
も
に
、
尊
厳
あ
る
死
と
葬
送
を

め
ざ
し
た

N
P
O法
人
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
を
務
め
て
、
市
民
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団
体
の
活
動
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
主
な
著
に

『墓
を
め
ぐ
る
家
族

論
』
、
『
新
・
遺
言
ノ

l
ト
』、
『墓
と
家
族
の
変
容
』
、
『子
の
世
話
に
な
ら
ず
に

死
に
た
い
|
変
貌
す
る
親
子
関
係
』
な
ど
の
著
書
が
ご
ざ
い
ま
す
。

現
代
の
家
制
度
か
ら
離
れ
た
新
た
な
家
族
が
求
め
る
も
の
、
そ
し
て
、
そ
の

家
族
の
中
で
の
新
し
い
葬
儀
や
墓
制
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

井
上

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
井
上
治
代
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
少
子
高
齢

社
会
に
あ
っ
て
日
本
仏
教
が
葬
祭
お
よ
び
死
に
関
与
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と

考
え
、
そ
う
願
う
者
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
さ
い
「
基
盤
の
転

換
」
な
く
し
て
よ
り
よ
い
方
向
へ
の
各
自
唱
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
。

日
本
仏
教
は
家
を
基
盤
に
し
た
寺
檀
制
度
に
よ
っ
て
家
の
先
祖
の
祭
を
介
し

て
存
続
し
て
き
ま
し
た
。
「
家
」
「
先
祖
祭
杷
」
「
仏
教
」
の
三
者
は
、
相
互
補

完
的
な
関
係
に
あ
っ
て
存
続
し
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
う
ち
の

一つ
で
あ
る
「
家
」
が
変
化
す
れ
ば
、
他
の
二
つ
も
随
伴

し
て
変
化
す
る
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
わ
け
で
す
。
僧
侶
の
み
な
さ
ん
は
「
家

族
」
の
変
化
は
意
識
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
し
か
し
、
今
後
も
脈
々
と
「
家
」

の
「
先
祖
」
の
祭
を
仏
教
が
担
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
と
思
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ

る
方
が
多
い
。
家
族
が
変
化
し
て
、
他
の
二
つ
が
変
化
し
な
い
わ
け
は
な
い
と

い
う
立
場
で
、
今
日
は
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
聞
き
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
お
葬
式
で
は
家
族
葬
、
お

墓
で
は
樹
木
葬
、
そ
し
て
仏
壇
で
は
な
く
、
手
元
供
養
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
が
意
味
す
る
現
代
人
の
ニ

l
ズ
と
は
何
な
の
か
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
葬
祭
仏
教
と
し
て
の
方
向
性
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
葬
送
問
題
の
背
景

戦
後
主
流
に
な
っ
た
核
家
族
は
、
子
ど
も
が
巣
立
て
ば
「
夫
婦
だ
け
」
、
そ

の
一
方
が
亡
く
な
れ
ば
「
独
居
」
。
結
婚
し
家
族
を
形
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て

最
後
は
一
人
に
な
る
。
つ
ま
り
「
家
族
」
と
い
う
集
団
を
単
位
に
考
え
る
の
で

は
な
く
、
何
事
も
「
個
」
を
単
位
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
の
到
来
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
家
族
が
担
っ
て
き
た

介
護
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
機
能
が
、
家
族
だ
け
で
は
担
え
き
れ
ず
家
族
外
部

化
し
、
社
会
化
の
方
向
へ
向
か
い
ま
し
た
。

当
然
こ
の
構
図
は
死
お
よ
び
葬
祭
に
つ
い
て
も
例
外
な
く
及
ん
で
い
ま
す
。

核
家
族
が
一
代
限
り
で
消
滅
す
る
不
連
続
の
家
族
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
代
々
継
い

で
い
く
と
い
う
継
承
制
で
成
り
立
っ
て
い
る
寺
檀
制
度
や
墓
制
は
、
問
題
化
す

る
構
図
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
「
家
」
の
本
質
的
な
特
徴
と
、

核
家
族
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
「
永
続
」
対
「
一
代
限
り
」
、
「
単
系
性
」
対
「
双



方
性
」
(
夫
方
と
妻
方
の
、
双
方
の
親
を
親
と
み
な
す
)
と
い
っ
た
よ
う
に
二

つ
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
墓
の
継
承
問
題
発
生
に
つ
な
が
る

構
造
的
な
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

1
9
8
0年
代
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
、
家
族
の
第

2
段
の
変
化
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
配
偶
者
や
子
ど
も
を
持
た
な
い
ラ
イ
フ
コ
l
ス
を
選
ぶ
人
々
、

す
な
わ
ち
結
婚
し
な
い
、
産
ま
な
い
人
の
増
加
。
こ
れ
は
墓
か
ら
見
れ
ば
、
跡

継
ぎ
を
持
た
な
い
人
の
増
加
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
は
、
長
男
長
女
同
士
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
夫
方
、
妻
方
、
双
方
の
墓
の
継
承
を
期
待
さ
れ
て
い
る
夫
婦
が
増
え
て
、

妻
方
の
墓
の
継
承
困
難
は
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
立
的

に
生
き
よ
う
と
す
る
妻
の
中
に
は
、
墓
を
通
じ
て
夫
側
の
家
へ
の
所
属
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
る
人
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
戦
後
の
民
法
で
は
、

結
婚
し
た
か
ら
と
い

っ
て
夫
の
「
家
の
嫁
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
夫

婦
が
単
位
の
家
族
理
念
や
男
女
平
等
意
識
が
根
づ
い
た
社
会
に
な
る
と
、
父
系

男
子
で
継
が
れ
て
き
た
墓
祭
杷
が
疑
問
視
さ
れ
て
も
当
然
な
流
れ
で
し
ょ
う
。

②
1
9
9
0年
代
に
登
場
し
た
傾
向

1
9
9
0年
前
後
か
ら
死
者
祭
杷
に
状
況
適
合
的
な
変
化
が
起
こ
り
、
代
替

シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
ま
し
た
。
私
は
、

1
9
9
0
年
代
に
登
場
し
た
墓
を
め
ぐ

る
傾
向
を
次
の

4
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
①
継
承
を
前
提
と
し
な
い
お
墓
が

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
と
ろ
I

ー
い
ま
!
問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

登
場
し
て
「
脱
継
承
」
、
②
遺
骨
を
海
や
山
に
撒
い
て
自
然
に
還
る
と
い
う
「
自

然
志
向
」
、
③
家
と
い
う
集
団
が
単
位
の
葬
送
か
ら
個
人
が
選
ぶ
と
い
っ
た
「
個

人
化
」
の
傾
向
、
さ
ら
に
は
④
夫
方
妻
方
、
双
方
の
親
を
一
緒
の
墓
に
杷
る
と

い
う
両
家
墓
な
ど
が
増
え
て
、
現
代
で
は
墓
に
も
「
双
方
化
」
の
傾
向
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

③
息
子
が
い
て
も
墓
は
継
承
困
難

新
潟
県
の
妙
光
寺
の
跡
継
ぎ
を
必
要
と
し
な
い
お
墓
「
安
穏
廟
」
の
申
込
者

数字は2003年1月15日現在

申込理由 件数 % 

①子どもが娘だけ 116 25.7 

②息子がいる 100 22.2 

③子どもがいない 89 19.7 

④単身者 43 9.5 

⑤夫と別墓を希望 40 8.9 

⑥離婚者 25 5.6 

⑦再婚者 20 4.4 

⑥その他 18 4.0 
t口h 計 451 100.0 

「安穏廟J申込理由別件数表1

の
属
性
を
見
ま
す
と
、
興
味
深

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
跡
継
ぎ
を
必
要
と
し
な

い
永
代
供
養
墓
を
・
申
し
込
む
人

は
、
ど
の
よ
う
な
方
た
ち
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
?

一
般
的
に

は
「
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
」

「
単
身
者
」
と
い

っ
た
答
が
返
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
実
態
は

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

番

は
、
子
ど
も
が
「
娘
だ
け
」
、

2
番
目
は
「
息
子
が
い
る
」
ケ
l
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ス
で
す
。
つ
づ
い
て
「
子
ど
も
が
い
な
い
夫
婦
」
「
単
身
者
」
と
な
り
ま
す
。

そ
の
あ
と
は
「
夫
の
家
墓
を
拒
む
人
」
「
離
婚
者
」
「
再
婚
者
」
の
順
で
す
。
上

位
2
位
と
も
、
「
子
ど
も
が
い
る
」
人
た
ち
で
す
。
「
息
子
が
い
る
」
人
は
、
こ

れ
ま
で
墓
の
継
承
で
い
え
ば
何
ら
問
題
の
な
い
ケ
l
ス
で
す
が
、
そ
う
い

っ
た

人
た
ち
が
買
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
継
承
制
が
制
度
疲
労
を
起
こ

し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
息
子
が
四
十

幾
つ
で
ま
だ
独
身
と
か
、
息
子
が
結
婚
し
た
け
れ
ど
も
子
ど
も
が
い
な
い
と
か
、

息
子
が
結
婚
し
子
ど
も
が
い
る
け
れ
ど
も
、
生
ま
れ
て
き
た
息
子
の
子
u
孫
が

全
部
女
の
子
と
か
、
息
子
が
海
外
に
住
ん
で
い
る
と
か
、
息
子
が
「
嫁
さ
ん
側

に
つ
い
ち
ゃ
つ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
多
々
起
こ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
長
寿
社
会
で
す
か
ら
、
朗
、
関
代
の
親
よ
り
、

ω代、
初
代
の
息
子
の
方
が

先
亡
く
な
っ
た
な
ど
と
い
う
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
す
。

④
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
遷

子
ど
も
の
い
な
い
高
齢
者
世
帯
が
、
約
叩
年
前
の

1
9
9
8年
で
四
万
世
帯

(
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
か
ら
推
計
)
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、

葬
儀
の
担
い
手
や
さ
ら
に
は
死
後
の
供
養
を
し
て
く
れ
る
人
を
持
た
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
た
が
っ
て
「
喪
主
」
や
「
死
者
供
養
」
の
家
族
外
部
化

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
永
代
供
養
墓
を
持
っ
て
い
る
寺
院
が
合
同

祭
杷
を
行
っ
た
り
、
遺
族
に
代
わ
っ
て
故
人
の
供
養
を
行
う
行
為
も
こ
れ
に
当

た
り
ま
す
。
私
は
N
P
O法
人
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
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が
、
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
い
な
い
会
員
の
方
が
亡
く
な
っ
た
後
、
喪
主
と
な
っ

て
、
納
骨
や
死
後
の
事
務
処
理
、
部
屋
の
後
片
付
け
ま
で
代
行
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
中
心
と
し
た
社
会
で
は
、
家
族
・
親
族
・
地
域
共
同
体
が
強
固
に
機

能
し
て
い
ま
し
た
。
「
村
八
分
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
葬
儀
は
火
事

と
と
も
に
共
同
体
が
担
う
も
の
と
し
て
保
証
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て
近
代
化
し
た
社
会
で
は
、
家
族
は
核
家
族

化
し
て
小
集
団
と
な
り
、
都
会
を
中
心
に
共
同
体
は
希
薄
化
し
て
会
社
関
係
者

が
葬
儀
を
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
社
縁
」
で
す
。

そ
し
て

1
9
9
0年
以
降
、
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
り
、
近
代
化
を
な
し
遂

げ
た
ポ
ス
ト
近
代
社
会
に
出
て
き
た
も
の
の

一
つ
に
、
墓
を
核
と
し
て
集
ま
つ

た
人
々
の
結
縁
に
よ
る
「
ゆ
る
や
か
な
共
同
性
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
家
族

も
含
み
つ
つ
、
家
族
だ
け
で
は
担
っ
て
い
け
な
い
も
の
を
、
宗
教
者
を
中
心
に

(
家
族
を
含
む
が
)
家
族
を
超
え
た
人
々
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

家
族
・
親
族
・
地
域
共
同
体
と
い
っ
た
他
者
と
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
た
大

集
団
が
消
失
し
、
さ
ら
に
家
族
と
い
う
小
集
団
と
し
て
の
共
同
体
が
弱
体
化
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
代
替
の
形
態
と
し
て
個
人
が
選
択
的
に
結
ん
だ
網
の
目
の

よ
う
な
関
係
性
が
捉
え
ら
れ
、
境
界
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
共
同
体
と
は
違
つ

た
、
「
ゆ
る
や
か
な
共
同
性
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
す
。



⑤
樹
木
葬
墓
地

樹
木
葬
墓
地
は
、

1
9
9
0年
代
に
出
て
き
た
お
墓
の
傾
向
の
中
で
、
脱
継

承
、
自
然
志
向
、
個
人
化
と
い
っ
た
特
徴
を
全
部
あ
わ
せ
持
っ
た
お
墓
で
す
。

私
が
行
っ
た
「
樹
木
葬
墓
地
申
込
者
の
意
識
調
査
」

(2
0
0
2年
、
有
効
回

答
間
人
)
の
結
果
を
見
る
と
、
樹
木
葬
墓
地
を
申
込
む
と
き
、
墓
が
「
な
か
っ

た
」
(
お
・

6
%
)
が
最
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
継
ぐ
立
場
に
あ
る
家
の
お

墓
が
あ
っ
た
」
(
口
・
5
%
)
と
「
自
分
の
代
で
買
っ
た
お
墓
が
あ
っ
た
」

(
9
・

8
%
)
を
合
わ
せ
る
と
3
割
弱
の
人
が
既
に
墓
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
墓
を
も
っ
て
い
な
い
人
ば
か
り
か
、
既
に
墓
を
所
有
し
て

い
る
人
が
あ
え
て
樹
木
葬
を
選
び
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
葬
墓
地
を
選
ん
だ
理
由
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
(
同
調
査
、

三

つ
ま
で
複
数
回
答
可
)
、
「
自
然
に
還
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
(
沌

・
5
%
)

で
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
二
番
目
に

「
継
承
者
が
い
な
く
て
も
い
い
か
ら
」

(必

・
7
%
)
と
い
う
継
承
制
を
と
ら
な
い
点
が
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

三
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
木
を
植
え
、
そ
の
下
に
眠
る
こ
と
が
い
い
」

(4
・
5
%
)
で
、
散
骨
の
よ
う
に
特
定
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ
ル

が
あ
る
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
回
答
で
し
た
。
同
じ
自
然
に
還
る

葬
法
で
も
散
骨
で
は
な
く
、
樹
木
葬
を
選
ん
だ
理
由
を
尋
ね
る
と
(
同
調
査
、

三
つ
以
内
の
複
数
回
答
可
)
、
「
墓
地
と
し
て
許
可
を
得
た
場
所
な
の
で
、
安
心

で
あ
る
」
日
・

0
%、
「
死
ん
だ
ら
木

(花
)
に
な
る
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
」

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

叫・

8
%
、「
墓
標
が
全
く
何
も
な
い
散
骨
よ
り
、
遺
骨
を
埋
め
た
と
こ
ろ
に

標
が
あ
っ
て
特
定
さ
れ
る
方
が
よ
い
」
倒
的

・
6
%
の
順
で
多
く
、
「
木
」
と
い
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う
「
標
」
に
そ
の
良
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

⑥
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
あ
と
の
社
会
に
出
現
し
た
墓

日
本
で
言
え
ば
1
9
9
0年
以
降
の
近
代
化
を
達
成
し
た
後
に
や
っ
て
き
た

ポ
ス
ト
近
代
社
会
で
は
、
い
く
つ
か
の
国
で
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
安
ら
ぎ
の
正
」
と
、
日
本
の

N
P
O法
人
エ
ン
デ
イ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
「
桜
葬
墓
地
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
ほ
ほ
同
じ
よ
う
な
も
の

が
で
き
て
お
り
ま
す
。

桜
葬
墓
地
は
、
樹
木
葬
の

一
種
で
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
木
を
桜
に
し
た
も
の

で
す
が
、
個
別
区
画
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
が
隣
接
す
る
形
で
一
つ
の
墓
地
を

形
成
し
て
い
る
集
合
墓
で
す
。
た
だ
し
住
宅
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
集
合
住
宅
」

の
よ
う
な
形
態
で
す
。
個
別
区
画
は
あ
る
が
、
外
柵
な
ど
で
囲
ん
で
は
い
ま
せ

ん
。
芝
生
を
囲
む
縁
石
に
番
号
が
記
し
で
あ
っ
て
、
縦
と
横
軸
に
紐
を
張
る
と

個
別
の
埋
葬
場
所
が
特
定
さ
れ
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
埋
葬
者

の
生
没
年
月
日
が
書
か
れ
た
銘
板
が
あ
り
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
リ
l
デ
イ
ン
ゴ
市
の
「
安
ら
ぎ
の
丘
〈
ロ
ow己
-g」
も
、

日
本
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
桜
葬
」
墓
地
と
同
じ
よ
う
に
、
芝
生
の
下

に
個
別
区
画
が
あ
り
、
特
定
す
る
外
柵
な
ど
な
い
で
す
が
、
芝
生
を
囲
む
縁
石

に
番
号
が
記
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
そ
ば
に
同
様
な
銘
板
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
外
柵
の
な
い
個
別
区
画
が
隣
接
し
て

一
つ
の
墓
を
つ
く
り
、
埋
葬
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場
所
に
は
墓
標
が
な
い
が
、
近
く
に
銘
板
が
あ
る
よ
う
な
形
態
の
特
徴
を
「
半

匿
名
性
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

N
P
O法
人
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
桜
葬
墓
地
「
木
立
」
で
は
、

2
0
0
8年
1
月
時
点
で

m区
画
が
売
れ
て
い
る
中
、

5
人
ま
で
入
れ
る
家
族

用
訂
、

2
人
用
4
、
-
人
用
日
区
画
で
、
家
族
用
が
一
番
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
家
族
用
と
い
っ
て
も
夫
婦
で
申
込
む
ケ
l
ス
が
多
く
、
申
し
込
ん
だ

人
々
は
「
子
ど
も
た
ち
が
入
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
将
来
一
緒
に
入
り

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
入
れ
る
よ
う
に
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
墓
の

管
理
を
負
わ
す
こ
と
な
く
、
し
か
し
一
緒
に
入
り
た
け
れ
ば
入
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
現
代
の
核
家
族
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
手
元
供
養

次
に
、
私
が
手
元
供
養
品
購
入
者
を
対
象
に
行
っ
た
「
家
庭
内
死
者
祭
杷
の

変
化
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

じ
め
に
、
仏
教
寺
院
に
と
っ
て
「
蚊
帳
の
外
の
話
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
回
答
者
の
う
ち
6
割
が
「
寺

の
檀
家
」
で
、
「
仏
壇
が
あ
る
」
人
が

8
割
も
い
る
の
で
す
。
「
仏
壇
(
位
牌
)

と
墓
、
ど
ち
ら
も
あ
る
」
が
臼
%
、
「
仏
壇
(
位
牌
)
だ
け
あ
る
」
が
日
%
、
「
お



墓
だ
け
あ
る
」
が
5
%
、
「
ど
ち
ら
も
な
い
」
日
%
で
し
た
。

そ
こ
で
、
「
手
元
供
養
」
を
選
ん
だ
理
由
(
上
位
3
つ
以
内
)
を
見
る
と
、
「
故

手元供養品に入っている故人(遺骨)に対して、日常で:'11'っていること(%)

無回答 ほぼ毎日 2-3日に1回 週に1回 月1-2回 命日・彼岸

特に何もしない 6 

2 話しかける 。 54 8 5 。
3 飲食物を供える 43 6 2 2 

4 手を合わせる 56 9 4 2 

5 手に取る、持ち歩く 2 17 4 4 2 5 

6 経を読む 。 11 2 。 。 8 

7 宗教的な祈り 。 10 2 。 4 

8 その他 。 4 2 。
9 無回答 2 

表2

人
の
一
部
で
あ
る
遺
骨
は
、

仏
壇
や
位
牌
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
」
回
%
、
「
そ
ば

に
置
い
て
あ
げ
た
か
っ
た
」

日
%
、
「
持
ち
歩
く
こ
と
が

で
き
て
、

い
つ
も
一
緒
に
い

る
感
じ
が
い
い
」
却
%
の
順

で
し
た
。

8
割
も
の
人
が
仏
壇
を
も
っ

て
い
る
な
ら
、
仏
壇
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
で

き
な
い
現
代
人
の
意
識
が

「
自
由
回
答
」
か
ら
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

「
仏
壇
や
お
墓
に
手
を
あ

わ
せ
て
も
、
実
感
が
わ
か
ず
、

ま
し
て
配
偶
者
の
祖
父
母
や

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
乙
こ
ろ
I

い
ま
ー
・
問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

代
々
の
先
祖
の
顔
も
知
ら
な
い
の
に
、
た
だ
儀
式
的
な
感
覚
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
出
来
れ
ば
、
娘
の
遺
骨
は
、
血
縁
や
家
と
い
う
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
知
ら

な
い
人
た
ち
の
お
墓
に
は
入
れ
た
く
は
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い

き
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
少
し
の
遺
骨
で
も
、
娘
の
一
部
で
あ
り
、
手
元
供
養
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
身
近
に
娘
を
感
じ
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
も
一
緒
に
居
ら

れ
る
こ
と
の
嬉
し
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
娘
も
そ
の
方
が
喜

ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仏
壇
や
お
墓
に
は
な
い
、
常
に
故
人
を
偲
べ
る

と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
何
よ
り
の
喜
び
で
す
」
と
い
う
。

さ
ら
に
集
団
か
ら
個
人
へ
の
価
値
意
識
の
転
換
で
、
「
仏
壇
は
先
祖
、
手
元

供
養
は
親
」
と
し
て
、
個
人
を
杷
る
こ
と
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
「
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
る
の
は
、
今
の
自
分
や
家
族
が
無
事
に

い
ら
れ
る
こ
と
の
先
祖
代
々
へ
の
感
ω
謝
の
気
持
ち
の
表
し
方
で
あ
り
、
手
元
供

養
は
自
分
を
生
み
育
て
て
く
れ
た
母
故
人
へ
の
い
つ
ま
で
も

一
緒
に
い
た
い

(
近
く
で
見
守
っ
て
い
て
欲
し
い
)
と
の
気
持
ち
の
表
れ
で
す
」
「
仏
壇
は
宗
教

心
の
対
象
。
手
元
供
養
は
自
分
に
近
し
い
人
物
を
偲
ぶ
」
と
い
う
よ
う
に
、

R.

ス
ミ
ス
の
い
う
メ
モ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
家
庭
内
の
遺
骨
祭
杷
と
い
う
形
態
で
表

出
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

説
明
は
省
き
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
手
元
供
養
に
は
「
伴
侶
性
」
「
個
別
性
」
「
分

配
性
」
「
携
帯
性
」
「
継
承
性
」
「
墓
を
つ
く
ら
な
い
散
骨
者
と
生
者
と
の
接
点
」

と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
し
た
(
詳
細
は

『生
き
が
い
研
究
』
第
叩
号
(
財
)長
寿
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社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
参
照
)
。

手
元
供
養
品
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

「
特
に
何
も
し
な
い
」
は
た
っ
た
の
6
%
だ
け
で
、
毎
日
行
っ
て
い
る
こ
と
は
「話

し
か
け
て
い
る
」
が
日
%
、
「
食
べ
物
、
飲
み
物
を
あ
げ
て
い
る
」
が
必
%
と
か
、

「
手
を
合
わ
せ
る
」
が
日
%
と
か
、
「
経
を
読
む
」
が
日
%
で
「
宗
教
的
祈
り
」

が
日
%
で
し
た
。
こ
の
人
た
ち
の

8
割
は
仏
壇
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
が
、

手
元
供
養
品
で
全
く
仏
壇
の
前
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や

っ
て
い
る
の
で
す
。

伝
統
的
な
他
界
観
や
霊
魂
観
が
現
代
人
に
は
意
味
を
持
た
な
く
な
り
、
故
人

の
一
部
で
あ
る
「
遺
骨
」
が
、
そ
の
人
が
確
か
に
存
在
し
た
証
と
な
っ
て
祭
杷

の
対
象
に
選
ぶ
人
が
出
現
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

⑥
家
族
葬
に

家
族
葬
に
関
し
て
は
、
時
間
の
関
係
で
簡
単
に
ま
と
め
ま
す
と
、
会
社
関
係

者
や
近
隣
の
人
々
な
ど
、
義
理
の
関
係
者
の
、
葬
儀
へ
の
参
列
を
拒
み
、
悲
し

み
を
共
有
す
る
家
族
だ
け
で
、
あ
る
い
は
加
え
て
も
親
族
や
ご
く
親
し
か
っ
た

友
人
だ
け
で
儀
礼
を
行
う
よ
う
な
葬
儀
の
私
化
・
個
人
化
の
傾
向
で
す
。
V
-

ジ
ヤ
ン
ケ
レ
ヴ
イ
ツ
チ
の
分
類
で
言
え
ば
(
『死
』
仲
沢
紀
雄
訳
、
み
す
ず
書
房
、

1
9
7
8
)
故
人
を
知
ら
な
い
人
の
「
三
人
称
の
死
」
を
排
し
、
死
者
本
人
で

あ
る
「

一
人
称
の
死
」
と
、
家
族
や
親
類
、
恋
人
な
ど
故
人
と
深
い
関
係
に
あ

る
「
二
人
称
の
死
」
と
い
う
立
場
の
も
の
で
行
う
こ
と
を
志
向
す
る
傾
向
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
長
寿
化
に
よ
る
高
齢
者
の
死
、
喪
主
世
代
の
き
ょ
う
だ
い
数
の
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減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑨
お
わ
り
に

現
代
は
「
集
団
か
ら
個
人
へ
」
価
値
意
識
の
転
換
が
起
こ
り
、
仏
教
寺
院
も

集
団
で
は
な
く
「
個
人
を
単
位
と
し
た
枠
組
み
」
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
私
は
、
檀
家
制
度
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
檀
家
制
度
も
保
険
と
し
て
残
し
つ
つ
、
そ
の
う
え
で
個
人
を
単
位
と
し
た

「
会
員
制
」
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は
一
事
例

と
し
て
、
家
族
だ
け
を
単
位
と
し
な
い
「
継
承
を
前
提
と
し
な
い
墓
」
が
有
効

で
す
。
そ
の
試
み
が
既
に
仏
教
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
永
代
供
養
墓
」

を
核
と
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
に
よ
る
会
員
制
を
と
っ
て
活
動
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
会
員
は
自
己
決
定
し
て
選
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
モ
チ

ベ
l
シ
ヨ
ン
も
高
く
、
宗
教
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
寺
院
に
お
け
る
檀

家
と
会
員
の
、
葬
式
や
法
事
件
数
と
そ
の
収
入
を
比
較
し
ま
し
た
が
、
最
初
は

檀
家
の
法
事
や
葬
式
の
収
入
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
逆
転
し
ま
し
て
、

会
員
か
ら
の
収
入
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
豊
富
な
資
料
と
、
説
得
力
の
あ
る

内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



後
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
受
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
の

井
上
先
生
の
お
話
に
も
、
前
半
の
基
調
講
演
に
あ
っ
た
、
人
と
人
と
の
結
び
つ

く
新
し
い
形
と
か
、
社
会
通
念
の
変
化
、
そ
の
変
化
が
墓
の
形
態
や
儀
礼
と
し

て
現
れ
て
新
し
い
要
素
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
大
変
興
味

深
い
内
容
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パ
、
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
、
ン
ヨ
ン

第
三
発
表

「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
を
構
築
し
直
す
た
め
の

葬

祭

現

場

か

ら

の

提

案

溝

口

勝

巳

武
田

最
後
に
、
東
京
西
部
の
八
王
子
市
で
、

三
代
に
わ
た
っ
て
葬
祭
業
溝
口

祭
典
を
経
営
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
溝
口
勝
巳
社
長
に
現
場
か
ら
お
葬
式
の

変
化
、
見
え
る
姿
、
そ
し
て
、
現
在
の
寺
院
葬
儀
に
関
す
る
率
直
な
提
言
を
ご

発
表
い
た
だ
き
ま
す
。
八
王
子
市
は
人
口
が
叩
万
人
を
超
え
る
都
市
で
す
が
、

半
数
が
流
入
民
と
い
う
、
旧
市
街
地
と
新
市
街
地
が
く

っ
き
り
ド
ー
ナ
ツ
型
に

分
か
れ
て
い
る
都
市
で
、
保
守
的
な
従
来
の
住
民
と
革
新
的
な
小
家
族
の
近
年

の
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
複
雑
な
現
代
の
状
況
に
直
面
し
て
い
る
都

市
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

溝
口

自
社
の
今
後
の
経
営
を
考
え
る
中
で
、
八
王
子
も
次
第
に
直
葬
(
ち
ょ

く
そ
う
)

(病
院
な
ど
か
ら
直
接
火
葬
場
に
行
き
、
通
夜
・
葬
儀
を
行
わ
な
い

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

こ
と
・
読
経
の
有
無
は
問
わ
な
い
)
や
無
宗
教
葬
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
焦

点
を
当
て
た
結
果
、
こ
の
ま
ま
で
行
く
と
葬
儀
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
死
活
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
葬
儀
の
減
少

を
食
い
止
め
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
考
え
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は

唯
一
ご
僧
侶
で
あ
る
と
思
い
、
昨
年
提
案
書
を
作
り
、
八
王
子
市
仏
教
協
会
の

理
事
長
を
始
め
、
数
カ
寺
の
ご
僧
侶
に
送
付
提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
ま
た
地
元
で
信
頼
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
武
田
先
生
に
も
ご
意
見
を
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た

ま
た
ま
先
生
も
同
様
な
問
題
に
対
し
て
大
い
に
危
倶
さ
れ
、
調
査
し
て
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ご
縁
で
こ
の
よ
う
に
意
見
を
申
し
述
べ
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
次
第
で
す
。

①
ご
僧
侶
は
ご
存
知
な
い
?

本
日
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
の
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
|
|
|
、
ご
考

案
者
の
意
図
は
不
明
で
す
が
、
さ
て
、
誰
の
葬
祭
の
こ
こ
ろ
が
崩
れ
つ
つ
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
ご
僧
侶
も
含
め
た
大
衆
の
」
葬
祭

の
こ
こ
ろ
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
衆
の
意
識
の
変
化
も
原
因
で
す

が
、
結
果
と
し
て
葬
儀
を
行
わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
葬
儀
自
体
に
価
値
と

魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
責
任
の
一
端
は
、
ご
僧
侶
で

あ
り
葬
儀
社
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
遺
族
は
祭
壇
料
や
お
布
施
の
仕
組
を
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し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
な
く
葬
儀
を
終
え
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
実
質
的
な

価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
問
題
の
所
在
は
「
高

額
」
に
で
は
な
く
、
ま
さ
に
お
布
施
な
ど
の
明
解
な
説
明
不
足
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
先
程
の
名
和
先
生
の
発
表
の
中
で
、
「
浄
土
宗
で
過
去
十
年
内
に
葬
儀

を
さ
れ
た
お
檀
家
な
の
に
、
約
一
割
の
方
が
菩
提
寺
で
の
葬
儀
も
戒
名
授
与
も

希
望
し
な
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
住
職
か
ら
す
れ
ば
と
ん
で
も
な

い
話
で
し
ょ
う
が
、
実
は
葬
儀
の
現
場
で
は
決
し
て
驚
く
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
菩
提
寺
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
渋
々
そ
こ
に
依
頼
せ
ざ
る
を
え
な
い
檀
家

さ
ん
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
ご
僧
侶
は
通
夜
・
葬
儀
に
遅
刻
し
て
も
通
常
叱
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご

遺
族
は
心
の
中
で
、
グ
ッ
グ
ツ
と
思
っ
て
も
口
に
出
し
て
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
葬
儀
社
は
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
、
遅
刻
を
す
る
と
烈
火
の
知
く
叱
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
象
徴
的
な
例
で
す
が
、
ご
僧
侶
は
檀
家
の
真
意
の
多
く
を
ご
存

知
な
い
の
が
実
態
で
す
。

②
説
明
責
任
の
必
要
性
・
本
来
の
お
布
施
に
つ
い
て

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、
信
心

・
信
仰

・
信
頼
の
場
で
あ
る
は
ず
の
道
場
す
べ

て
が
商
業
化
し
、
だ
ん
だ
ん
菩
提
寺
と
檀
家
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
ゆ
く
気

が
し
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
ま
ず
少
し
で
も
つ
な
が
り
の
し

っ
か

り
し
て
い
る
、
菩
提
寺
と
檀
家
の
関
係
を
強
化
し
て
確
実
な
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ご
僧
侶
は
そ
の
基
盤
で
も
あ
る
「
お
布
施
」
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に
つ
い
て
の
明
解
な
説
明
と
、
そ
の
実
践
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

『お
布
施
つ
て
な
に
?
』
(
藤
本
晃
著
)
に
は
、
「
お
布
施
」
は
見
返
り
を
求

め
な
い
で
善
い
何
か
を
し
て
さ
し
あ
げ
る
こ
と
と
あ
り
、
例
え
ば
電
車
の
中
で

席
を
譲
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
布
施
波
羅
蜜
と
い
っ
て
、
悟
り
を
開
く

た
め
の
重
要
な
徳
目
の
ひ
と
つ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
普
い
こ
と
を
す
る
と

気
持
ち
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
心
に
蓄
積
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

葬
儀
に
お
い
て
、
ご
僧
侶
は
ご
遺
族
か
ら
依
頼
を
受
け
、
故
人
の
供
養
の
た

め
に
読
経
と
法
話
な
ど
の
法
施
を
し
ま
す
。
ご
遺
族
は
そ
の
よ
う
に
お
導
き
い

た
だ
け
る
仏
教
に
対
し
て
感
謝
し
、
仏
法
を
守
り
伝
え
広
め
る
た
め
に
財
施
を

し
ま
す
。
お
互
い
が
「
見
返
り
を
求
め
な
い
で
善
い

こ
と
」
を
す
る
の
で
す
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
が
、
同
時
に
同
じ
場
所
で
行
わ
れ
る
の
で
、
あ
た
か
も
読
経
や

戒
名
の
報
酬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
別
の
行
為
で
す
。
あ
く
ま
で
も
お
布
施
は
「
報
酬
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
「
報
酬
」
で
捉
え
ら
れ
た
場
合
に
、
読
経
や
戒
名
が
商
品
に
な
り
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
し
ま
す
。
ご
僧

侶
だ
け
で
な
く
、
社
会
も
大
衆
も
協
力
し
合
い
、
心
か
ら
お
布
施
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
仕
組
み
と
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
日
本
仏
教
会
の

課
題
の
ひ
と
つ
、
「
戒
名
」
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
解
決
す
る
手
段
は
、



ま
さ
に
「
お
布
施
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
」
し
か
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

③

一
般
の
方
々
の
姿
勢

葬
儀
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
菩
提
寺
か
ら
高
額
な
お
布
施
を
要
求
さ
れ
て

困
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
平
成
却
年
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
意
識
調

査
の
中
で
、

「信
仰
す
る
宗
教
は
な
い
」
が
河
%
以
上
な
の
に
、

い
ま
だ
葬
儀

を
仏
式
で
さ
れ
る
方
が
大
多
数
で
す
。
ご
僧
侶
に
も
問
題
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
批
判
的
な
方
の
大
多
数
は
俄
か
仏
教
信
者
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
的
に
ご
僧
侶
を
批
判
す
る
の
で
な
く
、

一
般
の
方
々
の
信
仰
そ
の
も
の
も

同
時
に
問
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
毎
週
教
会
に
献
金
を
す

る
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
方
が
、
通
常
は
仏
教
信
者
よ
り
も
信
仰
に
掛
け
る
費
用

が
断
然
多
い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
お
布
施
の
高
額
感
を
な
く
す
対
策
の
ひ
と

つ
は
、
ご
僧
侶
が
俄
か
信
者
の
信
仰
心
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
信
仰
の
篤
い
、
ま
た
謙
虚
な
仏
教
徒
は
、
き
っ
と
心
か
ら
球
請
を
し
な

が
ら
お
布
施
を
す
る
は
ず
で
す
。

話
を
戻
し
ま
す
が
、
「
お
布
施
」
は
仏
教
界
全
体
の
問
題
で
す
の
で
、

全
日

本
仏
教
会
が
中
心
に
な

っ
て
、
少
な
く
と
も
浄
土
宗
が
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
個
々
の
寺
院
で
は
な
か
な
か
対
応
し
き
れ
ず
、

広
が
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
こ
れ
を
し
て
か
ら
、
檀
信
徒
の
意
義
や
戒
名
の
意
味、

葬
儀
や
法
事
の
目
的
な
ど
を
し

っ
か
り
と
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
I

ー
い
ま
1

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

す
。
そ
の
際
に
、
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
事
柄
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と

の
で
き
る
姿
勢
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

葬
儀
社
も
、
大
衆
が
納
得
の
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
せ
ず
に
、

い
ま
だ
に
時

代
遅
れ
の
受
注
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
私
は
自
分
に
も
責
任
の

一
端
が
あ
る

の
で
、
率
先
し
て
改
善
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
「
祭
壇
」
も
「
お
布

施
」
共
々
、
分
か
り
に
く
い
も
の
の
双
壁
で
す
の
で
、
葬
儀
社
は
同
様
に
説
明

責
任
を
果
た
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
価
値
の
あ
る
葬
儀

二
年
前
で
す
が
、
妻
の
友
人
で
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
聖
公
会
の
信
者
同
士
の

結
婚
式
に
夫
婦
で
招
待
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
の
で
、

心
が
無
防
備
な
空

っ
ぽ
の
状
態
で
参
列
を
し
ま
し
た
。
そ
の
式
は
司
祭
の
巧
み

な
お
導
き
で
、
新
郎
新
婦
と
参
列
者
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
祝
福
で
き
た
、
予

想
を
し
て
も
み
な
か

っ
た
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
儀
式
で
し
た
。
こ
れ
は
結
婚
式

で
の
体
験
で
し
た
が
、
私
は
二
十
数
年
間
葬
儀
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
て
、
あ

ら
た
め
て
対
象
者
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
そ
し
て
熟
考
を
し
た
ご
導
師
が
、
皆

を
巻
き
込
み
、
共
に
祈
り
、
心
を
込
め
て
送
る
儀
式
の
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
私
は
、
ご
導
師
の
も
と
、
皆
が

一
体
に
な

っ
て
故
人
を
送
る
よ
う

な
葬
儀
を
強
く
望
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
ご
僧
侶
の
お

一
人
は
、
葬
儀
で
読
む
お
経
の
目
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指
す
と
こ
ろ
や
、
大
意
を
事
前
に
ご
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
読
経

を
聞
き
な
が
ら
、

一
同
が

一
緒
に
な
っ
て
式
に
臨
み
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。
よ
く
「
感
動
葬
儀
」
な
ど
と
耳
に
し
ま
す
が
、
葬
儀
が
、
葬
儀
社
の
演

出
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
ご
導
師
に
よ
る
感
動
的
な
お
導
き
で
あ
り
た
い
と
願

い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
私
の
理
想
と
す
る
葬
儀
で
す
。

す
で
に
ご
賢
察
の
よ
う
に
、
冒
頭
の
直
葬
や
無
宗
教
葬
を
さ
れ
る
方
で
あ
っ

て
も
、
と
て
も
真
撃
な
想
い
で
送
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
々
は
、
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
の
仏
式
葬
儀
に
失
望
し
、
価
値
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

是
非
と
も
、
ご
導
師
の
も
と
で
、
価
値
の
あ
る
感
動
的
な
葬
儀
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗

り
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

や
は
り
、
こ
れ
ら
を
お
導
き
で
き
る
の
は
、
ご
僧
侶
し
か
い
ら

っ

し
や
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
思
う
の
で
す
。
ご
僧
侶
の
更
な
る
ご
尽
力
を
期

待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

{武田】
第
二
部
の
全
体
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
全

体
の
流
れ
で
す
が
、
初
め
に
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
池

上
先
生
に
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
で
質
問
、
意
見
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

250 

に
答
え
る
と
い
う
形
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

フ
ロ
ア
の
方
々
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
池
上
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

{
池
上
】

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
い
て
共
通
し
て
い
た
と
感
じ
た
の
は
、
家
的
継
承
制

度
と
い
う
も
の
が
大
き
く
崩
れ
て
、
個
人
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
を
前

に
し
て
、
仏
教
界
全
体
の
何
ら
か
の
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
私
の

や
や
抽
象
的
な
議
論
で
言
っ
た
こ
と
を
、
も
う
少
し
具
体
的
に
、
ど
う
い
う
具

体
策
が
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
返
す
よ
う
な
形
で
、

3
点
ほ

ど
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
も
の
の
持
つ
危
険
性

た
だ
、
そ
の
前
に
、

一
つ
だ
け
疑
問
点
と
い
い
ま
す
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
い
う
も
の
の
性
格
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
浄
土

宗
や
曹
洞
宗
が
宗
門
で
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
や
り
に
な
る
こ
と

自
体
、
私
は
大
い
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
た
だ
、
数
字
と
い
う

も
の
が
出
て
き
ま
す
と
、
こ
れ
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
こ
と



だ
け
は
一
言
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
の
で
す
。
再
三
出
て
き
た
よ
う
に
、
回
収

率
が
四
%
と
い
う
こ
と
で
、
伝
統
的
、
保
守
的
で
、
寺
に
近
し
い
檀
信
徒
に
限

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
最
低
限
踏
ま
え
ず
に
、
何
が
何
%
、
何
が
何
%

と
い
う
こ
と
が
全
体
の
数
字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
、

そ
れ
は
ま
た
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
こ
と
に
も
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
し
か

し
同
時
に
、
極
め
て
寺
に
近
し
い
檀
信
徒
で
あ
り
な
が
ら
、
先
祖
と
い
う
感
覚

を
持
つ
人
が
少
な
い
と
か
、
そ
の
あ
た
り
の
と
こ
ろ
は
大
い
に
注
目
す
べ
き
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

②
日
本
人
の
抱
く
他
界
の
イ
メ
ー
ジ

そ
れ
と
、
も
う

一
つ
、
前
半
の
私
の
話
と
の
関
連
で
気
に
な
っ
た
の
が
、
他

界
観
、
霊
魂
観
の
話
で
す
。
ど
こ
へ
行
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
浄
土
宗

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
死
後
ど
こ
に
行
く
と
思
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
極
楽
浄
土
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
浄
土
宗
の
方
々
に
は
極

楽
と
か
浄
土
と
い
う
も
の
が
非
常
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、

一
般
的
に
言
っ
て
、
今
、
若
い
人
も
含
め
て
、
極
楽
浄
土
と
い

う
言
い
方
が
そ
れ
ほ
ど
他
界
観
と
し
て
日
本
人
に
定
着
し
て
い
る
と
は
一
百

い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
あ
の
世
と
か
、
天

固
と
か
、
浄
土
と
か
、
よ
い
場
所
と
か
、
あ
の
世
で
安
ら
か
に
な
る
と
い
う
よ

う
な
言
い
方
を
、
そ
れ
ほ
ど
違
う
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
固
定
的
な
観
念
、
あ
る
い
は
そ
れ
へ
の
信
仰
と
い
う

こ
と
を
余
り
に
固
定
化
し
て
し
ま
う
と
、
大
切
な
も
の
が
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
儀
礼
の
持
つ
力

そ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
お
盆
に
は
帰
省
を
し
て
お
墓
参
り
を
す
る
と
か
、

あ
る
い
は
、
人
が
亡
く
な
っ
て

7
日
目
に
こ
う
い
う
所
作
を
し
て
儀
礼
を
す
る

と
か
、
そ
う
い
う
実
践
と
い
う
の
は
、
非
常
に
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
。
儀
礼

の
持
っ
て
い
る
形
の
重
要
性
と
い
う
こ
と
を
私
は
少
し
強
調
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
観
念
や
信
仰
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
。
た
だ
、

観
念
や
信
仰
と
い
う
も
の
に
余
り
に
も
日
が
向
き
過
ぎ
る
と
、
死
者
供
養
、
あ

る
い
は
、
葬
祭
と
い
う
も
の
が
、
信
仰
が
あ
る
か
ら
儀
礼
を
や
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
先
入
観
に
捉
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

一つ
だ
け
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
ま
す
と
、

青
森
県
に
は

「カ
ミ
サ

マ
」
と
呼
ば
れ
る
死
者
を
お
ろ
す
霊
能
者
が
い
ま
す
。
私
は
昔
、
そ
の
霊
能
者

や
信
者
さ
ん
と

一
緒
に
、
岩
木
山
の
赤
倉
と
い
う
と
こ
ろ
で
行
の
登
山
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
同
行
し
た
の
は
、
何
名
か
の
中
高
年
の
ご
婦

人
の
方
々
だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち
は
、
山
の
あ
る
場
所
、
八
十
八
箇
所

と
い
う
場
所
で
す
が
、
そ
こ
へ
行
く
と
死
者
が
お
り
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
皆
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知
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
も
う
お
約
束
な
の
で
す
ね
。
そ
こ
に
「
カ
ミ

サ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
霊
能
者
と

一
緒
に
行
く
と
、
そ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
い
た
の
が
、
急
に
そ
の
霊
能
者
に
霊
が
お
り
て
き
て
、
「
こ
れ
は
誰
だ
、

あ
ん
た
の
と
こ
ろ
の
日
一那
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
と
い
っ
て
、
そ
こ
で
は
み
ん
な

泣
い
て
、
本
当
に
リ
ア
ル
な
死
者
の
口
寄
せ
が
行
わ
れ
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
皆
が
ま
た
元
ど
お
り
に
歩
き
出
す
。
そ
の
時
に
、
リ
l

ダ
l
格
の
女
性
の
人
に
、
「
さ
っ
き
旦
那
さ
ん
と
か
、
子
供
さ
ん
と
か
い
っ
ぱ

い
お
り
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
の
人
た
ち
は
一
体
ど
こ
に
い
る
ん
で
す
か
」

と
聞
い
た
の
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
お
ば
さ
ん
は
、
「
お
め
ェ
、
そ
ん

な
こ
と
、
死
ん
で
み
な
き
や
わ
か
ん
ね
え
ベ
エ
」
(
笑
)
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

も
し
そ
の
時
に
、
そ
の
女
性
が
「
あ
の
霊
は
こ
の
山
に
い
る
ん
で
す
よ
」
と

言
っ
た
ら
、
こ
れ
は
柳
田
国
男
の
「
山
中
他
界
観
」
が
こ
こ
で
も
証
明
さ
れ
た

と
い
う
よ
う
な
話
に
な

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
「
お
め
ェ
、
そ
ん
な

こ
と
、
死
ん
で
み
な
き
や
わ
か
ん
ね
え
ベ
エ
」
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
そ
れ

が
庶
民
の
感
先
見
な
の
で
す
。

口
寄
せ
を
し
て
、
そ
こ
で
泣
く
よ
う
な
女
性
た
ち
な
ら
、
は

っ
き
り
し
た
他

界
観
や
霊
魂
観
を
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
、
ま
ず
お
か
し
い
。

ど
こ
に
い
る
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
で
は
な
く
て
、
あ
る
所
作

を
し
、
あ
る
場
所
に
行
き
、
あ
る
決
ま
り
ご
と
の
中
で
、
私
た
ち
は
亡
く
な
っ

た
人
と
交
流
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
約
束
事
が
そ
こ
で
実
践
と
し
て
保
た
れ
て

い
れ
ば
、

つ
ま
り
そ
う
い
う
ル
l
ル
が
で
き
て
い
れ
ば
、
幾
ら
で
も
で
き
る
の
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で
す
。
霊
魂
観
と
か
他
界
観
と
い
う
の
は
、
少
し
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
、

私
は
そ
の
程
度
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
は
多
く
の
人
が
、

「
天
国
か
ら
見
守
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
表
現
は
、

「
天
国
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
」
だ
と
か
、
「
天
と
言
っ
た
か
ら
儒
教
で
は
な
い
か
」

と
か
、
そ
う
い
う
話
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
現
代
的
変
化
の
な
か
で
、

一
番
恐
ろ
し
い
と
い
い
ま
す
か
、
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
仏
壇
の
前
に
お
線
香
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
や
、

お
墓
の
前
で
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
し
た
と
き
、
「
何
そ
れ
?
」
と
言
わ
れ
る

と
き
、
つ
ま
り
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
見
た
こ
と
も
な
い
し
、

聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
は
大
変
大
き
な

変
化
だ
と
思
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、

実
践
と
い
う
も
の
が
持
つ
意
味
の
大
き
さ
を
考
え
た
と
き
に
、

霊

魂
観
や
他
界
観
が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
が
ど
れ
ほ
ど
の
有
効
性
を
持
つ

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
少
し
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

④
こ
れ
か
ら
の
供
養
の
あ
る
べ
き
姿

ー
先
祖
供
養
か
ら
三
界
万
霊
供
養
へ
|

こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
に
関
連
さ
せ
て
、

3
点
程
「
こ
れ
か
ら
の
葬
儀
は
こ



う
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

一
つ
は
や
は
り
、
檀
家
制
度
。
こ
れ
は
井
上
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し

た
が
、
檀
家
制
度
は
非
常
に
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
決
し
て
否
定
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
で
す
。
中
国
や
韓
国
の
仏
教
に
は
檀
家
制
度
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
仏
教
界
に
と
っ
て
は
、
檀
家
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
大
き
な
強
み
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
檀
家
制
度
と
い
う
も
の

を
大
い
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
「
ご

先
祖
」
と
い
う
も
の
だ
け
に
固
執
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
は
限
界
が
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
女
性
た
ち
、
特
に
都
市
の
女
性
た
ち
が
伝
統
的
な
葬
儀
を
拒
否
す
る

と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
女
性
が
喜
ぶ
葬
儀
と

い
う
も
の
に
な
り
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
因
の

一つ

に
は
、
仏
教
界
が
先
祖
供
養
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
私
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
の
は
、
先
ほ
ど
私
が

お
話
し
し
た
、
「
三
界
万
霊
供
養
」
と
い
う
精
神
で
す
。
中
国
で
も
そ
う
で
す
が
、

「
先
祖
を
供
養
す
る
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
や
水
陸
に
い
る
霊
魂
を
救
済

で
き
る
、
こ
れ
が
仏
法
の
力
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
仏
教
の
「
死
者
供
養」

は
強
く
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
者
と
の
関
係
、

つ
ま
り
縁
の
強
調
で

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
I

ー
い
ま
1

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

す
。
そ
う
い
う
も
の
と
の
悪
い
関
係
を
良
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
幸
せ

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
家
の
先
祖
を
守
る
こ
と
も
大
事
だ
け
れ
ど
も
、

仏
教
的
な
功
徳
は
衆
生
す
べ
て
の
救
済
を
果
た
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ

を
も
う
少
し
儀
礼
に
生
か
し
て
い
く
道
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
「
三
界
万
霊
」
と
か
「
お
施
餓
鬼
」
と
か
、
そ
う
い
う
言
葉
や
風
習

は
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
を
も
う
少
し
個
々
の
葬
儀
や
法
事
の
中
に

も
生
か
す
よ
う
な
手
だ
て
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。

⑤
布
施
の
功
徳
を
積
極
的
に
説
く
大
切
さ

先
ほ
ど
の
、

一
般
檀
信
徒
の
人
た
ち
の
参
加
意
識
を
高
め
る
と
い
う
溝
口
さ

ん
の
お
話
を
、
私
は
共
感
を
持
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
私
が
2
点
目
と
し
て
挙
げ

た
い
の
は
、
布
施
の
意
味
と
い
う
こ
と
で
す
。
布
施
は
無
償
の
布
施
だ
と
い
う

言
い
方
で
も
い
い
の
で
す
が
、
私
は
も
う
少
し
功
利
的
に
言
っ

て
も
い
い
と
思

う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
布
施
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
何
か
の
役
に
立
つ
、
そ
れ

は
死
者
を
良
い
場
所
に
送

っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と
の
関
係
を
結
び
直
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
ま
で
は
言
う
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
お
経
を
読
む
僧
侶
と
、
そ
れ
を
聞
い
て
た
だ
焼
香
す
る
在
家
」

と
い
う
形
で
は
な
く
て
、
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一
緒
に
お
経
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
参
列
者
の
人
た



ち
自
ら
が
功
徳
を
積
ん
で
、
そ
の
功
徳
が
、
自
分
の
大
事
な
人
た
ち
が
あ
の
世

へ
行
く
、
そ
し
て
安
ら
か
に
な
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
そ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
は
、
お
布
施
の
意
味
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
通
じ
る
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
功
徳
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。
自
分
は
功
徳
を
積
ん
で
い
る
ん
だ
。

法
事
に
参
〆
加
す
る
の
は
、
単
に
坊
さ
ん
の
訳
の
わ
か
ら
ん
お
経
を
聞
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
お
経
を
一
緒
に
読
む
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
声
を
そ

ろ
え
て
、
称
え
て
、
そ
こ
に
参
加
す
る
こ
と
が
自
分
の
功
徳
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
が
死
者
を
助
け
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
翻
っ
て
言
え
ば
、
自
分
た
ち
が
幸
福

に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
追
善
回
向
と
い

う
こ
と
の
意
味
を
も
う
少
し
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
な
儀
礼
形
態
な
り
努
力
、

こ
れ
が
大
事
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

⑥
縁
の
大
切
さ
、
新
し
い
供
養
の
共
同
体
の
創
造

3
番
目
は
、
関
係
性
、
縁
の
強
調
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
輪
廻
と
か
、
解
脱
と
か
、
極
楽
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
宗
派
そ
れ

ぞ
れ
に
説
く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
仏
教
的
世
界
観
を
今
、

若
い
人
た
ち
に
た
た
き
込
も
う
と
思
っ
て
も
、
や
は
り
な
か
な
か
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

で
は
、
葬
式
な
ん
か
嫌
だ
と
言
っ
て
い
る
一
般
の
人
に
、
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
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も
ち
ろ
ん
仏
教
的
な
理
念
と
い
う
も
の
を
お
坊
さ
ん
た
ち
が
お
持
ち
に
な
る
こ

と
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
人
は
消
え
て
も
、
縁
は
消
え
な

い
の
だ
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
も
の
と
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
葬
儀
の
非
常
に
大

き
な
意
義
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
そ
う
い
う
説
法
だ
け
で
は
な
く
て
、
檀
家
を
ベ

l
ス
に
し

な
が
ら
も
、
そ
こ
に
安
住
す
る
の
で
は
な
く
て
、
檀
家
を
拡
大
し
て
い
く
よ
う

な
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

死
者
を
中
心
に
し
て
、
新
し
い
死
者
を
弔
う
人
た
ち
の
共
同
体
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
も
観
念
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、
私
が
調
査

で
関
わ
っ
て
い
る
仏
教
的
な
講
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
は
民
間
の
拝
み
屋
さ
ん

的
な
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
非
常
に
仏
教
的
な
供
養
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
人
た
ち
が
そ
こ
に
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

家
で
い
た
だ
い
た
戒
名
を
、
そ
こ
で
も
う

一
図
書
い
て
も
ら
っ
て
供
養
す
る
の

で
す
。
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
戒
名
が
並
ぶ
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に

来
て
い
る
人
た
ち
の
共
同
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
派
が
違
う
け
れ
ど
も
、
尼
さ
ん

を
中
心
に
供
養
を
す
る
。
檀
家
制
度
を
決
し
て
奪
つ
て
は
い
な
い
し
、
邪
魔
し

て
も
い
な
い
。

で
は
、
人
々
が
何
故
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行
く
か
と
い
う
と
、
自
分
の
お
寺



だ
け
の
供
養
が
何
と
な
く
物
足
り
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
集
ま
っ
て
、
供
養
の
共
同
体
を
作
っ
て
、
講
を
作
っ
て
、
そ
し
て
、

死
者
た
ち
を
杷
る
。
民
間
の
宗
教
者
、
シ
ャ

I
マ
ン
的
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
宗

教
者
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
や
っ
て
い
る
人
が
か
な
り
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
う
い
う
も
の
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
供
養
の
共
同
体
、
ま
さ
に
死
者
を
中

心
に
し
て
供
養
を
し
て
い
く
共
同
体
と
い
う
も
の
、
こ
れ
こ
そ
が
む
し
ろ
大
切

で、

一
般
の
寺
院
の
お
坊
さ
ん
も
も
う
少
し
努
力
な
さ
れ
ば
、
そ
れ
に
近
い
も

の
が
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
縁
を
檀
家
か
ら
も
う

少
し
拡
大
し
た
共
同
体
を
作
ろ
う
と
す
る
努
力
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
の
井
上
さ
ん
の
お
話
な
ど
は
、
そ
う
い
う
新
し
い
共
同
体
形
成
と
い

う
も
の
へ
の
ヒ
ン
ト
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
な
が
ら
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
武
田
}

こ
の
研
究
所
が
、
こ
う
し
た
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
、
「
い
ま
!
問
い

直
す
」
と
い
う
形
で
取
り
上
げ
た
「
崩
れ
ゆ
く
」
と
い
う
表
現
が
、
今
回
の
隠

れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
う
か
主
題
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
い
ま
池
上
先
生
か
ら
、

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

血
縁
を
越
え
た
地
縁
の
人
々
の
集
ま
り
ゃ
、
血
縁
で
、
も
っ
と
遠
い
親
戚
ま
で

も
含
め
た
、
同
族
集
団
の
「
マ
キ
」
や
、
村
落
の
連
合
の
「
惣
」
で
あ
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
が
、
ま
た
通
念
と
し
て
の
葬
儀
、
死
者
が
ど
こ
に
行
く
か

と
い
う
共
通
観
念
も
含
め
て
、
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
先
生

の
言
葉
で
言
え
ば
核
家
族
、
そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
だ
個
の
家
族
、
ひ
と
り

世
帯
が
、
周
り
か
ら
、
地
域
か
ら
、
親
族
、
血
縁
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
た
家
族

が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
ご
先
祖
で
あ
っ

た
り
、
地
域
だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
形
の
葬
儀
だ
と
か
、
死
者
は
ど
こ
に
行
く
と

か
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
僧
侶
自
身
が
当
然
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、

人
々
に
は
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的

な
葬
祭
に
か
か
わ
る
通
念
が
失
わ
れ
て
い
く
、
崩
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
し
い
形
の
葬
祭
の
こ
こ
ろ
を
つ
く
り
直
す
必
要
が

我
々
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
そ
の
前
提
と
し
て
、
我
々
自
身
が
、
日

の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

一
般
の
人
に
変
わ
れ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
我
々
が
気
づ
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
先
ほ
ど
の
却
分
と
い
う
時
間
で
は
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
ま

し
て
、
発
表
順
に
補
足
や
、
池
上
先
生
に
対
す
る
リ
プ
ラ
イ
な
ど
を
含
め
て
お

話
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【名和】
先
ほ
ど
、
池
上
先
生
か
ら
、
極
楽
浄
土
と
あ
の
世
と
は
少
し
違
う
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
「
亡
く
な
っ
た
ら
ど
こ
に
行
く
と

思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
つ
く
っ
た
経
緯
を
ま
ず
話
し
ま
す
。
我
々
が
教

義
で
言
う
極
楽
浄
土
と
、

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
あ
の
世
と
は
違
う
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
設
問
を
作
成
す
る
際
に
議
論
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
、
質
問
の
意
図
と
し
て
は
、
亡
く
な
っ
た
ら
、
近
く
の
山
に

行
く
の
か
、
あ
る
い
は
全
く
何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
あ
る
い
は
広
い

イ
メ
ー
ジ
で
の
違
う
世
界
へ
渡
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
人
々
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

我
々
の
行
な
う
お
葬
式
と
い
う
も
の
が
、

一
体
、
そ
の
世
界
観
、
他
界
観
の
中

で
ど
う
い
っ
た
関
わ
り
を
持
つ
の
か
と
い
う
よ
う
な
設
問
意
図
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
檀
家
を
拡
大
す
る
よ
う
な
共
同
体
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
ま
さ
に
今
、
既
存
の
檀
家
の
中
で
、
そ
の
地
域
を
越
え
て
ど
こ
か

に
住
所
を
変
え
る
、
そ
う
い
っ
た
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
寺
院
を
基
盤
と
す
る
組
織
自
体
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
て
、
そ
れ
を
と
め

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
新
し
い
共
同
体
の
作
成
は
、

も
ち
ろ
ん
既
存
の
檀
家
か
ら
す
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
も
出
ょ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
、
我
々
が
真
撃
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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{
竹
内
】

曹
洞
宗
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に

一
番
よ
く
寄
せ
ら
れ
て
く
る
質
問
が
、
地
方
か

ら
都
会
に
出
て
き
て
、
そ
し
て
、
身
内
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
葬
祭
、
法

事
に
関
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
質
問
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宗
門
と
し
て
は
、
第
一
に
、
実
家
の
菩
提
寺
さ
ん
に
ま
ず

相
談
し
て
、
し
か
る
べ
き
っ
て
を
そ
ち
ら
の
ほ
う
で
探
す
よ
う
に
と
答
え
る
し

か
で
き
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
代
の
社
会
に
対
応
し
た
檀
家
さ
ん
に
対
す

る
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
と
い
う
も
の
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、

ほ
か
の
教
団
で
も
同
じ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
、
先
ほ
ど
の
、
家
族
形
態
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
で
な
い
こ
と
が
知
実
に
現
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
他
界
観
に
関
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
最

近
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
私
た
ち
僧
侶
側
の
宗
教
の

力
、
信
仰
の
力
と
い
う
も
の
が
衰
え
て
き
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
研
究
の
中
で
も
、
明
治
期
の
高
名
な
禅
僧
は
、
禅
定
を
基
本
に

し
て
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
パ
ワ
l
で
自
在
に
葬
儀
に
対
応
し
て
い
た
と
い
う

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
み
ず
か
ら
の
宗
旨
、
宗
教
の
衰
退
に
よ
っ

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
理
論
づ
け
と
い
う
も
の
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か



と
考
え
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

一
方
で
単
な
る
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
に
終

わ
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
。
根
本
の
と
こ
ろ
は
、
葬
儀
を
主
催
す
る
僧
侶

の
宗
教
者
と
し
て
の
力
量
に
か
か
わ
っ
て
く
る
部
分
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、

宗
門
と
し
て
は
そ
の
部
分
も
あ
わ
せ
て
、

い
か
に
僧
侶
の
質
を
高
め
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
意
識
を
強
く
持
っ
て
お
り
ま
す
。

{井上】
杜
会
が
今
ど
う
い
う
方
向
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
傾
向
を
読
み

取
っ
て
、
現
状
を
把
握
し
、
宗
門
で
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
い

う
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
世
襲
に
よ

っ
て
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
が
低
下
し
て

い
る
僧
侶
た
ち
が
、
本
当
に
親
族
を
亡
く
し
て
い
る
人
た
ち
に
対
峠
で
き
る
か

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
行
く
の
だ
ろ
う
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
、
浄
土
宗
の
名
和
さ
ん
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
し
て
、

5
番
目
に
、
女
性
の
意
識
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
、
「
女
性
は
な
ぜ
お
葬
式
に
関

し
て
消
極
的
な
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
、
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
は
逆
だ

と
思
い
ま
す
。
消
極
的
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
、
風

当
た
り
を
受
け
な
が
ら
も
主
張
し
て
い
る
の
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
し
、
積
極

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

一
つ
は
女
性
の
方
が
平
均
寿
命
が
長
い
と

い
う
こ
と
。
男
性
は
自
分
の
看
取
り
ゃ
葬
儀
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
親
族
に

固
ま
れ
て
逝
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
は
夫
を

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
i

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

送
っ
た
後
、
自
分
の
時
は
人
手
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
簡
単
に
し
て
あ
げ

た
い
と
い
う
配
慮
も
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
微
妙
な
と
こ
ろ
ま
で
読
み
込
ん

で
い
く
と
、
こ
の
回
答
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
「
檀
家
を
拡
大
し
て
共
同
体
を
」
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
で
す
が
、

檀
家
制
は
、
家
族
・
家
を
単
位
と
し
て
継
承
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
会
員
制

は
、
個
人
の
自
己
決
定
に
よ
り
ま
す
。
檀
家
は
、
自
分
の
代
で
そ
の
寺
、
そ
の

宗
派
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
、
だ
か
ら
受
動
的
で
慣
習
化
し
て
い
き
ま
す
が
、

会
員
制
は
能
動
的
に
選
び
取
っ
て
い
る
の
で
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
が
高
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
制
の
つ
く
り
方
で
す
が
、
例
え
ば
、
跡
継
ぎ
を
必
要
と
し
な
い
お
墓
を

提
供
し
て
い
る
寺
院
で
は
、
檀
家
制
と
は
別
に
、
そ
の
お
墓
の
使
用
者
を
会
員

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
死
ね
ば
そ
れ
で
終
わ

り
と
い
う
よ
う
な
形
態
で
す
。
し
か
し
実
際
は
、
そ
れ
を
見
て
い
た
子
供
た
ち

が
「
そ
れ
は
い
い
ね
」
と
思
っ
て
、
そ
う
い

っ
た
お
墓
の
あ
り
方
を
支
持
し
、

法
事
な
ど
も
積
極
的
に
行
う
ケ
l
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
檀
家
制
度
で
縛
っ
て、

「
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
で
は
な
く
て
、
「
選
択
の
自
由
」
が
あ
る

こ
と
が
、
か
え

っ
て
人
を
寺
に
引
き
付
け
て
い
る
の
で
す
。
ど
ん
ど
ん
宗
教
性

が
高
ま
っ
て
い
く
し
、
自
由
な
な
か
で
「
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
」
と
い
う
意
識

が
い
ろ
い
ろ
な
行
動
や
お
布
施
に
反
映
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
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で
す
か
ら
、
檀
家
に
な
っ
た
ら
、
ず
っ
と
自
分
の
子
供
ま
で
檀
家
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
足
か
せ
よ
り
は
、
檀
家
に
な
ら
な
く
て
い
い
よ

と
い
う
自
由
度
は
、
と
て
も
宗
教
性
を
高
め
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

人
た
ち
で
で
き
上
が
っ
て
い
っ
た
、
墓
を
核
と
し
た
緩
や
か
な
共
同
性
と
い
う

も
の
を
持
っ
た
お
寺
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

{武田】
今
、
井
上
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
制
と
い
う
の
は
非
常
に

緊
張
感
が
あ
る
。

い
つ
で
も
自
由
に
退
会
で
き
る
。
そ
の
段
階
か
ら
、
選
ば
れ

る
わ
け
で
す
ね
。
選
ん
で
も
ら
っ
て
入
っ
て
い
た
だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
常
の
宗
教
行
為
の
、
我
々
の
堕
落
で
あ

っ
た
り
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
、

め
ま
す
と
い
う
人
が
ボ
ロ
ボ
ロ
出
て
来
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
起
き
て
、

我
々
自
身
が
試
さ
れ
て
い
る
時
代
が
明
ら
か
に
出
て
き
て
い
る
。

最
近
、

N
H
Kな
ど
で
も
、
檀
家
の
や
め
方
み
た
い
な
特
集
が
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
か
ら
、
お
墓
を
移
す
と
か
。
そ
う
い
う
話
し
を
公
共
放
送
が
や
る
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
そ
ん
な
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
わ
け
で

す
そ
う
い
う
中
で
、
実
際
の
現
場
で
溝
口
さ
ん
は
見
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
わ
け
で

す
が
、
人
間
関
係
や
寺
院
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
、
縁
、
関
係
性
が

う
ま
く
で
き
て
い
る
と
思
う
ケ

l
ス
と
か
、
批
判
的
に
見
ら
れ
る
ケ

l
ス
は
あ

り
ま
す
か
。

258 

{溝
口
}

今
、
武
田
先
生
か
ら
の
質
問
で
す
が
、

一
番
大
き
い
の
は
、
お
布
施
の
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
最
低
初
万
円
か
ら
で
な
い
と
受
け
な
い
と
い
う
寺
院
も
あ
っ

た
り
。
言
い
方
も
言
い
方
で
す
ね
。
遺
族
の
方
が
非
常
に
悲
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
、
打
算
的
に
、
そ
ん
な
言
い
方
を
し

た
り
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
通
夜
、
葬
儀
が
お
わ
り
、

祭
壇
に
置
い
て
あ
る
写
真
と
位
牌
の
戒
名
が
違
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
だ
れ
が

や
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
、

つ
ま
り
、
形
式
的
と
い
う
の
で

や

し
よ
う
か
、
本
当
に
う
ち
の
家
族
の
た
め
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
想
い
、

お
経
を
あ
げ
て
、
お
導
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
故

人
が
お
浄
土
に
往
っ
た
の
か
見
え
な
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
ど
う
や
ら
そ
の
辺
の

と
こ
ろ
が
不
信
で
あ
る
と
い
う
話
は
、
よ
く
耳
に
、
よ
く
じ
ゃ
な
い
で
す
、
た

ま
に
耳
に
す
る
わ
け
で
す
(
笑
)
。

今
、
お
布
施
も
、
報
酬
と
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
感

謝
を
し
て
包
む
の
も
、
非
常
に
い
い
関
係
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も

一
つ
の
文
化
か

と
も
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
踏
ま
え
な
が
ら
本
来
の
お
布
施
の
意

味
を
説
明
し
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
の
が

一
番
い
い
の

で
し
ょ
う
か
、
池
上
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



【
池
上
】

死
者
供
養
仏
教
と
い
う
も
の
を
歴
史
的
に
と
ら
え
て
い
け
ば
、
寺
へ
の
寄
進

な
り
、
写
経
、
造
仏
、
そ
し
て
読
経
と
い
う
の
は
す
べ
て
功
徳
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
徳
を
積
む
、
そ
れ
が
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
を
よ
り
解
脱
さ
せ
る

と
言
っ
て
み
た
り
、
よ
り
高
い
場
所
に
送
る
と
言
っ
て
み
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な

言
い
方
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
ら
か
に
し
て
い
く
。
死
者
の
た
め
に
な
る

の
だ
と
い
う
。
み
ず
か
ら
積
ん
だ
徳
を
、
自
分
の
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
て
、

死
者
に
回
し
て
あ
げ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
布
施
も
多
分
と
ら
え
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
寺
を
繁
栄
さ
せ
、
寺
に
寄
進
を
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
行
為
と
い
う
の
は
、
仏
徳
を
積
む
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

お
坊
さ
ん
に
上
げ
て
い
た
だ
い
た
お
経
が
力
を
持
つ
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
寄

進
の
額
が
多
け
れ
ば
力
が
増
す
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

こ
う
い
う
感
覚
、
通
念
、
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
消
え
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
こ
そ

本
当
に
、
何
の
た
め
に
葬
式
な
ん
か
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
な
り
通
念
が
生
き
て
い
る
聞
が
私
は
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
ご
住
職
は
説
明
を
し
て
い
く
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

一
般
檀
信
徒
の
人
た
ち
が
納
得
す
れ
ば
、
お
布

施
を
出
す
し
、
こ
ん
な
に
良
い
お
葬
式
を
や
っ
た
の
だ
か
ら
死
者
も
喜
ん
で
い

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
I

い
ま
!
問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」
|

る
だ
ろ
う
、
安
ら
か
に
な
っ
て
く
れ
た
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
い
う
通
念
と
い
う

も
の
を
育
て
て
い
け
ば
、
布
施
と
い
う
の
は
十
分
に
功
徳
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

【
武
田
}

溝
口
先
生
の
お
話
は
、
葬
儀
を
僧
侶
側
が
ど
れ
だ
け
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
の
受
け
と
め
方
に
も
大
き
く
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
場
の
方
は
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
布
施
を
出
さ
せ

ら
れ
た
」
と
か
、
「
取
ら
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が
今

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
差
し
上
げ
た
」
と
か
、
「
お
出
し
し
た
」
で
は
な
い
の
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、

こ
れ
は
心
の
込
め
ら
れ
て
い
な
い
お
葬
式
を
さ
れ
た
と
い
う
批
判
と
同
じ
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
。
要
は
、
お
檀
家
の
方
の
状
況
を
き
ち
ん
と
わ
か
っ
て
い
な

い
ケ
l
ス
が
と
て
も
多
い
で
す
。
そ
れ
こ
そ
最
大
の
問
題
で
す
よ
ね
。
檀
信
徒

関
係
は
も
う
崩
壊
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
か
ら
互
い
に
関
す
る
質
問
な
り

ご
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
い
た
だ
け
ま
す
か
。
ど
な

た
か
ら
で
も
結
構
で
す
。

【
名
和
}

や
は
り
僧
侶
の
説
明
責
任
、
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
と
か
、
お
葬
式
は
何
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の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
責
任
は
非
常
に
重
い
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
お
葬
式
や
法
事
の
場
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
お
葬
式
を
や
る
の
か
、

何
の
た
め
に
戒
名
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
非
常
に
重
要
な
、
大
き

な
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
さ
せ

る
た
め
に
は
、
た
だ
知
識
と
し
て
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
信
に
変
え
る
、
確
か

に
自
分
は
そ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

そ
う
な

っ
て
く
る
と
、
や
は
り
お
葬
式
や
追
善
供
養
だ
け
で
は
な
い
、
信
を

高
め
る
よ
う
な
機
会
が
浄
土
宗
全
体
と
し
て
減
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
問
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
武
田
}

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。
「
葬
式

を
し
な
い
と
成
仏
で
き
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
が
来
て
い
る
の
で
す
が
。

ど
う
で
す
か
、
曹
洞
宗
と
し
て
は
。

{竹内】
今
、
浄
土
宗
さ
ん
の
ほ
う
で
は
、
明
確
な
他
界
観
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
曹
洞
宗
は
そ
こ
は
あ
い
ま
い
な
の
で
、
非
常
に
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
相
手
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
応
じ
た
説
き
方
が
許
さ
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れ
る
の
だ
と
い
う
話
を
先
ほ
ど
い
た
し
ま
し
た
。
曹
洞
宗
は
葬
儀
の
説
明
に
つ

い
て
、
か
な
り
自
由
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
武
田
】

な
か
な
か
微
妙
な
問
題
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
遺
族
を
中
心
と

し
た
人
々
に
、
宗
教
生
活
へ
の
き
っ
か
け
と
し
て
葬
儀
そ
の
も
の
を
意
味
づ
け

て
い
く
と
い
う
こ
と
が

一
番
の
根
幹
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

池
上
先
生
に
は
、
違
っ
た
視
点
で
、

「講
演
で
の

「現
代
の
東
ア
ジ
ア
の
視

点
か
ら
』
で
述
べ
ら
れ
た
、
在
家
の
死
者
供
養
仏
教
の
熱
心
な
担
い
手
が
女
性

で
あ
る
と
い
う
現
実
は、

一
体
い
か
な
る
理
由
な
い
し
背
景
、
社
会
的
、
文
化

的
変
化
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
こ
と
の
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

{
池
上
}

中
国
、
韓
国
な
ど
の
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
、
儒
礼
の
先
祖
祭
杷
と
い
う
も

の
が
男
性
中
心
に
か
な
り
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
歴
史
が
あ
っ
て
、

女
性
た
ち
は
公
的
な
祭
把
か
ら
ど
う
し
て
も
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
で
す

か
ら
、
現
在
で
も
、
韓
国
で
は
お
寺
に
行
く
女
性
た
ち
は
、

い
わ
ゆ
る
イ
エ
の

ご
先
祖
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
夫
方
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
分
の
実
家
の
死
者

も
供
養
す
る
。
ど
う
し
て
も
儒
教
式
の

一
族
祭
杷
で
は
で
き
に
く
い
。
そ
れ
が
、



仏
教
だ
と
個
人
が
か
か
わ
れ
ま
す
か
ら
、
個
人
的
に
身
近
な
死
者
を
供
養
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
お
寺
が
女
性
た
ち
に
特
に
好
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
も
、

い
わ
ゆ
る
村
落
祭
杷
と
か
、
公
的
な
も
の
で
は
、
ど
う
し

て
も
男
性
が
中
心
に
な
る
。
し
か
し
、
家
庭
で
お
仏
壇
に
毎
日
世
話
を
し
た
り
、

お
茶
や
お
水
を
か
え
た
り
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
当
主
が
な
さ
る
家
も
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
主
婦
の
役
割
と
か
、
女
性
の
役
割
と
い
う
こ
と
が
長
く
続
い

て
き
た
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

私
が
こ
こ
で
指
摘
し
た
か
っ
た
の
は
、
仏
教
徒
と
い
う
言
葉
で
す
。
熱
心
な

仏
教
徒
。
ど
ん
な
本
を
見
て
も
、
仏
教
徒
の
代
表
と
い
う
と
、
男
性
の
名
前
が

ず
っ
と
出
て
く
る
の
で
す
。
お
坊
さ
ん
が
出
て
く
る
か
ら
仕
方
が
な
い
の
で
す

が
。
た
だ
、
私
の
よ
う
に
、
民
衆
仏
教
の
ほ
う
を
見
て
い
く
と
、
特
に
「
死
者

供
養
」
と
い
う
実
践
を
担
っ
て
き
た
の
は
、
男
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
女
性
が
非

常
に
多
い
。
中
世
あ
た
り
か
ら
の
古
い
時
代
を
見
て
も
や
は
り
女
性
が
中
心

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

貴
族
や
公
的
な
制
度
の
中
で
は
、
例
え
ば
お
寺
で
も
、
檀
家
総
代
会
と
か
、

そ
う
い
う
の
は
男
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
実
際
に
日
々
の
供
養
儀
礼
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
に
熱
心
に
か
か
わ
る
と
い
う
の
は
、

む
し
ろ
女
性
が
多
い
と
い

つ

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
や
は
り
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
I

ー
い
ま
l

聞
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」

{
武
田
}

井
上
先
生
に
は
、
「
家
制
度
の
変
化
に
よ
る
脱
継
承
や
個
人
化
、
家
族
を
含

む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
寺
院
は
い

ま
だ
に
家
制
度
の
中
に
あ
る
た
め
に
、
寺
院
内
で
の
継
承
そ
の
も
の
が
現
在
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
お
寺
が
永
代
供
養
墓
等
の
担
い
手
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
ど
う
考
え
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
す
が
。

【
井
上
】

「
永
代
供
養
し
ま
す
」
と
う
た
っ
て
い
る
お
寺
自
体
が
、
男
子
が
い
な
く
て

継
承
難
。
こ
ん
な
皮
肉
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
妻
帯
し
て
家
族
を
形
成
し
、

寺
が
世
襲
で
継
が
れ
て
い
け
ば
、

一
般
社
会
と
同
様
な
波
を
か
ぶ
る
こ
と
は
当

然
で
す
。
い
や
、

一
般
社
会
で
は
継
が
な
く
て
い
い
も
の
を
、
寺
で
は
継
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
天
皇
家
と
同
様
、
も
っ
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
わ
け
で
す
。
お
寺
の
継
承
も
含
め
、
「
家
族
に
よ
る
継
承
」
に
限
界
が
あ
る

と
い
、
ユ
事
実
を
原
点
に
し
て
出
発
し
な
い
と
、
解
決
策
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す【
武
田
}

現
在
、
伝
統
的
な
共
同
体
が
、
家
制
度
も
含
め
て
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
私

た
ち
は
、
「
新
し
い
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
い
う
も
の
の
試
み
を
し
ま
し
た
。
そ

261 



れ
は
、
「
人
は
何
の
た
め
に
亡
く
な
る
の
か
」
と
い
う
、
亡
く
な
る
目
的
を
遺

族
に
明
確
に
示
す
浄
土
宗
の
教
義
を
無
謀
に
も
提
示
し
て
み
た
の
で
す
。

名
和
研
究
員
、
そ
の
点
ち
ょ
っ
と
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
名
和
】

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
浄
土
宗
で
は
、
死
者
は
極
楽
浄
土
へ
往
き
、

仏
に
な
る
た
め
の
修
行
を
す
る
と
考
え
て
お
り
、
我
々
浄
土
宗
の
僧
侶
も
こ
の

点
に
つ
い
て
は
十
分
に
説
い
て
い
る
訳
で
す
。
し
か
し

一
方
、
「
遣
さ
れ
た
家

族
に
と
っ
て
死
者
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に

は
説
い
て
い
な
い
の
で
は
?
と
思
う
わ
け
で
す
。

浄
土
宗
の
お
葬
式
、
特
に
通
夜
の
場
で
よ
く
読
み
ま
す
が
、
「
発
願
文
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
発
願
文
」
の

一
節
に
、
「
か
の
国
に
至
り
終
わ
っ

て
六
神
通
を
得
て
、
十
方
界
に
入
っ
て
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
亡
く
な
っ
た
人
は
、
西
方
極
楽
浄
土
に
ま
ず
往
き
、
そ
し
て
、
阿
弥

陀
仏
に
会
い
、
六
神
通
を
得
る
。
そ
の
後
、
こ
の
世
界
に
戻
っ
て
き
て
、
こ
の

世
界
に
生
活
し
て
い
る
人
々
を
救
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
ま

す

こ
の
文
か
ら
考
え
ま
す
と
、

つ
ま
り
、
人
が
極
楽
の
世
界
に
往
っ
て
修
行
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
修
行
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
目
的
と

し
て
は
、
こ
ち
ら
に
い
る
人
々
を
救
う
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
わ
け

で
す
。
こ
こ
に
い
る
人
々
と
い
う
の
は
誰
か
と
い
う
と
、
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
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族
と
い
う
の
も
当
然
含
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
遺
族
に
と
っ
て
は
、
亡
く
な
っ
て
、

ど
こ
か
に
行
っ
た
家
族
、
我
々
は
極
楽
浄
土
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
亡
く
な
っ

た
家
族
が
今
そ
の
世
界
に
い
る
の
は
、
実
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
救
っ
て
く
れ

る
た
め
に
、
守
っ
て
く
れ
る
た
め
に
い
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
成
り

立
つ
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
死
者
が
極
楽
に
い
る
こ
と
が
自
分
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う

意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
実
は
、
今
生
き
て
い
る
人
々
を
守
つ

て
く
れ
る
た
め
に
極
楽
の
世
界
に
い
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
し
て
説
く

」
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

{
武
田
}

少
な
く
と
も
、
肉
体
的
な
死
と
い
う
の
は
決
し
て
永
遠
の
別
れ
で
は
な
く
て
、

新
し
い
形
で
の
始
ま
り
と
い
う
か
、
家
族
と
し
て
の
死
者
が
、
家
族
の
形
を
変

え
て
生
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
の
池
上
先
生

の
最
後
の
言
葉
に
ま
さ
に
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「供

養
す
る
と
い
う
実
践
が
あ
る
限
り
、
故
人
は
消
え
て
も
縁
は
消
え
る
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
、
こ
の
縁
が
ま
さ
に
現
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
家
族

の
粋
に
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
家
族
と
い
う
縁
の
強
化
、
解
体
を
防
ぐ
、



そ
う
い
う
よ
う
な
役
割
と
し
て
、
教
学
的
に
も
、
葬
儀
そ
の
も
の
を
別
れ
の
儀

式
で
は
な
く
、
新
し
い
家
族
の
形
の
始
ま
り
だ
と
い
う
よ
う
な
説
き
方
は
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
体
型
の
先
祖
と
子
孫
と
い

う
形
で
は
な
く
て
、
家
族
の
新
し
い
形
を
つ
く
り
上
げ
る
儀
式
と
し
て
の
葬
儀

と
い
う
意
味
、
そ
れ
が
残
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て
新
し
い
生
き
る
力
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
実
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
論
の
よ
う
な
も
の
は
出
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
を
結

論
と
い
う
よ
り
も
、
意
識
改
革
が
必
要
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
今
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
我
々
自
身
が
見
つ
め
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

本
日
は
本
当
に
長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
o

(
拍
手
)
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崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
I

ー
い
ま
l

問
い
直
す
「
葬
式
仏
教
」



崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
H

|
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
!

浄
土
宗
総
合
研
究
所

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②

-vシンポ
ジ
ウ
ム
講
演
録

平
成
お
年
2
月
お
日
に
開
催
し
た
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

「
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
1

E 

浄
土
宗
の
葬
儀

年
団
法
要
|
」
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
題

す
る
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
平
成
初
年
4
月
号
か
ら
1
年
間

『宗
報
」

へ
掲
載
し
て
き
た
。
そ
し
て
昨
年
、
里
見
宗
務
総
長
の
要
請
に
よ
り
、
現
代
に

対
応
し
た
浄
土
宗
の
「
葬
儀
と
年
回
法
要
の
意
味
」
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
『浄

土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
に
つ
い
て
』
(
平
成
辺
年
目
月
)
を
刊
行
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
葬
儀
・
年
回
法
要
の
意
味
と
本
質
を
問
い
直
す
と
と
も
に
、
浄

土
宗
教
師
が
「
な
ぜ
葬
儀
と
年
団
法
要
を
す
る
の
か
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持

ち
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
社
会
へ
の
対
応
を
考
え
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
た
。
2
3
0名
以
上
と
い
う
多
く
の
方
に
参
J

加
を
い
た
だ
き
、
前
回
以
上
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浄
土
宗
の
葬
儀

• 

年
回
法
要
i

に
好
評
を
博
し
た
こ
と
は
、
数
社
の
専
門
誌
に
も
報
じ
ら
れ
た
。

こ
の
項
で
は
、
武
田
道
生
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
が
「
浄
土
宗
の
葬
儀

と
年
団
法
要
|
改
め
て
現
代
社
会
で
の
重
要
性
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
浄

土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て
現
代
的
視
点
か
ら
捉
え
直
し
て
発
題
を

行
っ
た
も
の
を
掲
載
す
る
。
つ
づ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
奈
良
康
明
駒
揮

大
学
名
誉
教
授
の
発
表
「
仏
教
と
葬
儀
の
関
係
」
、
「
寺
門
興
隆
』
編
集
発
行
人

で
あ
る
矢
津
澄
道
師
に
よ
る
発
表
「
も
う

一
度
や
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
葬

儀
の
た
め
に
」
、
そ
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
す
る
。

奈
良
師
は
葬
儀
と
仏
教
の
関
係
を
述
べ
、
葬
儀
は
日
本
文
化
の
中
で
必
要
で
あ

る
と
結
論
さ
れ
、
矢
津
師
は
葬
儀
が
寺
院
経
営
の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
喪
家
へ
の
説
明
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ

ン
で
は
、
今
岡
達
雄
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

を
務
め
、
武
田
・
奈
良
・
矢
津
三
氏
の
ほ
か
に
熊
井
康
雄
浄
土
宗
総
合
研
究
所

主
任
研
究
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
加
わ
り
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
4

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
応
答
を
し
た
。



av発
題

A'

「
浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
四
法
要

ー
改
め
て
現
代
社
会
で
の
重
要
性
を
考
え
る
|
」

武
田
道
生
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

発
題
の
経
緯

た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
武
田
で
す
。
長
い
間
、
こ
の
問
題
に
か

か
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
回
の
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ

ー
」
と
い

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
浄
土
宗
の
お
葬
式
を
行
っ
た
檀
信
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
基
づ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
現
在
、
浄
土
宗
寺
院
が
檀

信
徒
に
行
っ
て
い
る
葬
儀
の
意
味
が
ど
れ
ほ
ど
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
意
識
で
葬
儀
を
行
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
回
答
者
が
自
分
の
と
き
に
は
、

自
身
が
喪
主
を
務
め
た
時
の
よ
う
な
葬
儀
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
と
い
う
ア
ン

ケ
l
ト
の
回
答
分
析
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
か
な
り
衝
撃
的
な
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
「
自
分
の
時
に
は
浄
土
宗
で
は
な
く
や
り
た
い
」
と
か
、
「
戒

名
(
法
名
)
は
要
ら
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
意
見
が
出
る
状

況
や
背
景
を
分
析
す
る
に
つ
け
、
浄
土
宗
の
葬
儀
の
意
味
や
目
的
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
人
た
ち
が
多
い
と
い
う
問
題
を
ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
宗
務
総
長
か
ら
研
究
所
に
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
て
、
ま
と
め
た

も
の
が

『宗
報
』
(
平
成
辺
年
ロ
月
号
)
と
と
も
に
各
寺
院
に
配
布
さ
れ
た
、

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要 今

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
あ
る

『浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て
』
と
い

う
小
冊
子
で
す

(本
書
第
4
章
に
掲
載
)
。

こ
の
冊
子
は
、
現
代
の
浄
土
宗
の
、
特
に
葬
儀
と
年
団
法
要
の
意
味
と
意
義

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
全
体
の
構
成
は
、
第
1
部
は
法

式
の
立
場
か
ら
、
熊
井
主
任
研
究
員
が
葬
儀
年
団
法
要
を
行
う
儀
礼
的
意
味
と

意
義
に
つ
い
て
、
第
2
部
は
武
田
が
浄
土
宗
の
葬
儀
の
現
代
に
お
け
る
意
義
に

つ
い
て
、
第
3
部
は
今
岡
主
任
研
究
員
が
葬
儀
に
関
す
る
今
日
的
問
題
の
対
応

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
、
最
後
に

3
人
で
意
見
を
交
換
し
修
正
い
た
し

ま
し
て
、
完
成
し
た
も
の
で
す
。

本
日
の
私
の
発
題
は
、
第
2
部
を
中
心
と
し
て
、
「
葬
儀
の
現
代
的
な
意
味

に
つ
い
て
」
と
い
う
冊
子
の
凶
頁
か
ら
凹
頁
に
か
け
て
の
部
分
を
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
手
元
の
パ
ワ
1
ポ
イ
ン
ト
画
面
を
印
刷
し
た
配
布
資
料
を
中
心
に
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
に
私
が
お
話
し
し
た
い
の
は
、
私
が
言
、
つ
ま
で
も
な
く
皆
様
が
当
然
の

こ
と
と
し
て
理
解
し
て
い
る
は
ず
の
浄
土
宗
の
生
命
観
に
つ
い
て
で
す
。
生
命

観
と
い
う
の
は
、

一
言
で
言
え
ば
、
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
か
、
何
の
た
め

に
死
ぬ
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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つ
ま
り
、
浄
土
宗
の
教
え
に
出
会
っ
た
人
は
、
教
師
も
檀
信
徒
も
皆
、
人
と

し
て
生
き
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
が
生
き
る
目
的
な
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
我
々
が
「
生
き
る
」
と
い
う
と
き
に
、
我
々
の
一
生
と
い
う
の
は
ど
こ

ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
今、

一
般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
や
れ
ば
、
人
間

は
心
臓
が
と
ま
っ
た
ら
一
生
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
い
う
の
が
圧
倒
的
多
数
で

す
。
肉
体
的
な
死
後
も
人
の

一
生
は
続
く
と
い
う
答
え
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま

せ
ん
。

つ
ま
り
、
現
代
人
の
生
命
観
あ
る
い
は
死
生
観
と
言
っ
て
も
い
い
の
で

す
が
、
科
学
的
生
命
観
と
申
し
ま
す
か
、
命
の
終
わ
り
と
い
う
の
は
肉
体
的
な

終
わ
り
を
主
に
指
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
の

一
生
は
ど
こ
ま
で
と
聞
い
た

と
き
に
、
檀
家
の
方
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
「
そ
れ
は
も
う
病
院
で
死
ん

だ
と
き
で
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

で
は
、
浄
土
宗
の
生
命
観
は
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
浄

土
宗
の
生
命
観
が
現
代
の
そ
れ
と
違
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
生
命

観
は
、
日
本
の
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
今
ど
う
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
自
己
反
省
も
含
め
て
言
え
ば
、
布
教
が
足
り
な
い
と
言
う
こ
と
に

っ
き
る
と
思
い
ま
す
。
浄
土
宗
の
本
儀
が
き
ち
ん
と
説
け
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、
葬
儀
と
年
団
法
要
の
意
味
を
も
う

一
度
考

え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身
も
、
我
々
自
身
と
い
う
よ
り
、
私
が
自
分

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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日
本
に
入
っ
て
来
て
い
る
仏
教
の
ほ
と
ん
ど
が
大
乗
仏
教
で
す
。
大
乗
仏
教

の
生
き
方
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
え
ば
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
行

う
べ
き
行
は
、
当
然
の
よ
う
に
、
菩
薩
の
行
で
あ
る
慈
悲
行
で
す
。
そ
れ
は
抜

苦
与
楽
、

つ
ま
り
人
々
の
悲
し
み
、
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
喜
び
、
平
安
を
与

え
る
こ
と
で
あ
り
、
利
他
行
と
し
て
の
慈
悲
行
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩

と
し
て
の
行
を
積
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
我
々
が
浄
土
宗
の
教
え
に
目
覚
め
た
と
き
か
ら
当
然
勤
め

る
べ
き
行
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
我
々
が
生
き
て
い
く
な
か
で
ず
っ
と
行
っ
て
い

く
べ
き
行
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
利
他
行
、
慈
悲
行
が
完
結
す
る
の
で
は
な
く

て
、
限
り
あ
る
生
の
後
、

つ
ま
り
我
々
が
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
と
き
だ
け
で

終
わ
り
な
の
で
は
な
く
て
、
亡
く
な
っ
た
後
も
さ
ら
に
、
究
極
の
救
い
、
利
他

行
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
究
極
の
救
い
と
い
う
言
葉
自
体
は

宗
教
学
的
な
言
い
方
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

つ
ま
り
往
生
を
果
た
し
て
成
仏
を

目
指
す
、
そ
の
行
そ
の
も
の
で
す
。
菩
薩
の
行
を
極
楽
で
積
む
な
か
で
、
さ
ら

に
救
い
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
浄
土
教
者
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
浄
土
宗
で
は
我
々
は
凡
夫
だ
と
い
う
ふ

う
に
と
ら
え
ま
す
。
こ
の
限
界
が
あ
る
な
か
、
こ
の
世
で
ひ
た
す
ら
行
を
積
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
有
無
両
縁
へ
の
慈
悲
行
を
完
成
す
る
こ
と
は
難



し
い
の
で
、
そ
れ
を
完
成
す
る
た
め
に
、
我
々
は
極
楽
に
行
く
わ
け
で
す
。
肉

体
的
な
死
が
あ
る
か
ら
極
楽
に
行
く
の
で
は
な
く
て
、
極
楽
に
行
く
た
め
に
こ

の
世
で
の
生
を
終
え
る
。
現
代
の
科
学
合
理
主
義
と
は
対
極
の
発
想
が
こ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
出
て
く
る
の
が
浄
土
宗
の
救
い
で
す
。
こ
の
世
で
の
行
が
完
成
で
き

な
い
た
め
に
、
阿
弥
陀
如
来
に
よ
る
来
迎
引
接
を
得
て
、
凡
夫
の
慈
悲
行
を
完

成
さ
せ
る
た
め
に
往
生
し
、
さ
ら
に
菩
薩
行
を
積
み
、
成
仏
を
果
た
す
。
そ
の

道
筋
が
浄
土
教
者
と
し
て
の
生
き
方
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
大
乗
仏
教
の
、

特
に
浄
土
教
の
我
々
の
信
仰
か
ら
い
え
ば
、
現
世
と
来
世
は
人
の
生
き
る
目
的

か
ら
見
れ
ば

一
直
線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
道
筋
の
転
換
点
に

肉
体
的
な
死
が
あ
る
の
で
す
。
人
が
生
き
る
目
的
に
完
成
と
終
わ
り
は
な
い
と

い
う
の
が
、
私
な
り
の
考
え
方
で
す
。
ま
と
め
ま
す
と
、
大
乗
仏
教
の
生
き
る

目
的
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
で
果
た
せ
な
か

っ
た
慈
悲
行
を
行
う
た
め
に
極
楽

に
往
生
し
、
遂
に
は
悟
り
を
ひ
ら
き
、
こ
の
世
に
還
相
し
、
有
縁
無
縁
の
す
べ

て
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
究
極
的
な

一
生
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
世
か
ら
極
楽
へ
の
往
生
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
き
た
目

的
を
果
た
す
た
め
の
「
積
極
的
な
生
ま
れ
変
わ
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
よ
く
葬
儀
の
と
き
に
我
々
が
使
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
、
「
お

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
E

よ
ヲ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l
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別
れ
で
す
」
と
か
、
「
、
水
久
の
別
れ
で
す
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
第
一
に
語

る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
世
俗
的
な
意
味
で
あ

り
、
家
族
の
中
か
ら
重
要
な
一
員
が
亡
く
な
る
と
い
う
意
味
で
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
本
来
の
教
え
を
明
確
に
伝
え
る
べ
き
時
に
、
伝

わ
っ
て
い
な
い
葬
儀
の
あ
り
方
は
、
宗
教
性
を
失
っ
た
お
別
れ
会
で
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
近
代
の
日
本
人
が
持
っ
て
し
ま
っ
て
今
に
至
つ

て
い
る
生
命
観
や
人
間
観
が
つ
く
り
出
し
た
現
世
主
義
で
す
。
こ
れ
を
基
本
的

に
は
葬
儀
屋
さ
ん
が
徹
底
的
に
今
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。
感
動
の
あ
る
お
葬
式

と
は
、
別
れ
を
演
出
す
る
葬
儀
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
そ
れ
に

我
々
自
身
も
乗
っ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
そ
う
し
た
意
味
で
い
え
ば
、
死
は
、
肉
体
的
な
別
れ
で
あ
っ
て
も
、
本
来
の

人
の
存
在
と
し
て
の
あ
り
方
、
そ
の
方
と
の
永
遠
の
別
れ
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
は
後
ほ
ど
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

後
ほ
ど
の
奈
良
先
生
の
お
話
と
も
少
し
重
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
も
と
も
と
、

遺
体
の
処
理
で
あ

っ
た
り
、
会
葬
者
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
、
今
か
ら
初
年
ぐ
ら

い
前
ま
で
の
お
葬
式
に
よ
く
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
社
会
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ

り
の
あ
る
人
た
ち
を
招
い
て
、
そ
の
方
々
に
お
別
れ
を
し
て
も
ら
う
、
死
を
確

認
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
沖
縄
な
ど
へ
参
り
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ま
す
と
、
平
均
的
な
お
葬
式
で
も
会
葬
者
が

5
0
0
人
ぐ
ら
い
、
多
い
と

ー、

0
0
0
人
ぐ
ら
い
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
そ
う
で
す
。
本
土
で
も
都
会
な

ど
で
は
近
年
想
像
も
で
き
な
い
規
模
の
人
々
の
結
び
つ
き
の
強
か
っ
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ
う
い
う
地
域
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
地
域
で
は
当
然
の
よ
う
に
人
々
が
助
け
合
い
、
そ
し
て
人
々
が
会
葬

し
、
別
れ
を
告
げ
て
い
き
ま
す
。

長
寿
化
社
会
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
は
「
亡
く
な
っ

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
知
り
合
い
が
い
な
い
か
ら
、
私
た
ち
だ
け
で
送
り
ま

し
よ
う
」
と
い
う
よ
う
な
、
地
域
社
会
の
粋
が
弱
ま
り
、
家
族
中
心
の
葬
儀
が

と
て
も
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

緋
と
号一
ヲ
ん
ば
、
農
耕
社
会
で
は
、
地
域

・
親
族
社
会
の
中
で
、
親
族
の
中
で

本
家
の
当
主
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
親
族
、
血
縁
共
同
体
に
と
っ
て
は
大
き
な

危
機
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
構
成
員
同
士
が
助
け
合
っ
て
生
き
て
ゆ
く
農
耕

文
化
の
中
で
は
、
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
全
体
の

危
機
に
陥
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
遺
族
の
方
た
ち
を
も
り
立
て
、

継
承
者
を
中
心
と
し
て
新
し
く

一
族
を
出
発
さ
せ
る
と
い
う
「
〈イ
エ

〉
家
族

の
再
生
の
儀
式
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
現
実
的
な
意
味
で
、

人
々
が
香
典
を
持
ち
寄
り
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
そ
し
て
、
新
し
い

イ

エ
〉
の
出
発
を
み
ん
な
で
応
援
す
る
と
い
う
よ
う
な
葬
儀
の
意
味
も
現
在
で
は

小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
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そ
し
て
、
よ
く
我
々
教
師
が
使
う
言
葉
で
言
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
都
市
で
は
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
先
祖
」
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
施
餓

鬼
会
と
か
彼
岸
会
な
ど
で
は
、
「
ご
先
祖
様
の
お
塔
婆
を
お
建
て
に
な
り
ま
す

か
」
と
か
、
先
祖
供
養
で
あ
っ
た
り
と
か
、
先
祖
代
々
の
追
善
の
お
塔
婆
を
建

て
た
り
と
、
「
先
祖
」
と
い
う
言
葉
を
我
々
は
当
然
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

「
先
祖
」
と
は
、
農
耕
文
化
、
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
文
化
の
な
か
で
、

人
々
が
助
け
合
い
、
財
産
や
土
地
、
畑
や
水
田
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
。
そ
し
て
「
先
祖
」
に
対
し
て
子
孫
は
、
豊
作
や
家
の
繁
栄
へ
の
祈
り
と

感
謝
を
持
つ
と
い
、
ユ
仔
在
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
亡
く
な
っ
た
先
祖
は
子
孫
の
子
供
た
ち
の
無
事
の
成
長

を
祈
り
、
そ
し
て
ま
た
さ
ら
に
子
孫
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
守
っ
て
く
れ
る
の
だ

と
い
う
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
、
「
死
者
は
没
個
性
的
な
先
祖
と
し
て
あ
の
世
か

ら
子
孫
を
守
護
す
る
」
と
い
う
意
識
は
非
常
に
薄
く
、
我
々
が
行
っ
た
研
究
所

の
檀
信
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
お
葬
式
は
、
先
祖
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の
儀
式
だ
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
数
%
し
か
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
に
、
現
在
の
産
業
構
造
の
変
化
の
な
か
で
は
、
核
家
族
化
が
進
み
、
家

の
中
に
仏
壇
が
な
い
と
い
う
人
が
当
然
の
ご
と
く
増
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、



い
わ
ゆ
る
本
家
と
呼
ば
れ
て
仏
壇
を
継
承
す
る
家
が
あ
る
も
の
の
、
分
家
化
は

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
墓
地
や
仏
壇
の
継
承
に
つ
い
て
も
、
最
近
は
長
男

ば
か
り
で
は
な
く
て
、
娘
さ
ん
が
継
承
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
長
男
が
仏
壇
を
継
承
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
ほ
か
の
兄
弟
た
ち
は
独

立
し
た
家
を
構
え
て
独
立
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
に
仏
壇
が

な
い
の
が
当
た
り
前
で
、
仏
壇
の
な
い
家
が
今
と
て
も
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

神
棚
も
当
然
同
じ
で
す
。
神
や
仏
に
な
っ
た
先
祖
が
宿
る
場
が
な
い
と
い
う
状

況
は
、
神
道
の
世
界
で
も
今
、
悩
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
は
、
先
祖
や
家
の
神
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
、
ユ
一
示
教
意
識
、

継
続
し
た
先
祖
観
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
、
儀
式
の
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
来
て
い
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
浄
土

宗
の
葬
儀
の
意
味
を
考
え
た
と
き
に
は
、
と
て
も
重
要
な
考
え
方
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

坪
井
洋
文
氏
の
論
文
「
日
本
人
の
生
死
観
」
を
宮
家
準
氏
が

『生
活
の
な
か

の
宗
教
』

(N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
・

一
九
八

O
)
の
中
で
、
円
環
図
に
書
き
直
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
伝
統
社
会
に
お
け
る
人
の

一
生
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

ま
す
。
円
環
の
右
の
横
の
と
こ
ろ
に
誕
生
と
あ
り
ま
す
。
誕
生
し
て
か
ら
、
お

七
夜
、

ウ
ブ
ア
キ
(
お
宮
参
り
、

三
十
日
目
)
、
食
い
は
じ
め

(百
日
目
)、
初

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l
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節
句
、
初
誕
生
、

三
、
五
、
七
歳
と
い
う
よ
う
に
、
無
事
の
成
長
を
祈
る
儀
式
を

行
う
。
ど
こ
で
と
言
え
ば
、
産
土
様
つ
ま
り
地
域
の
神
様
に
無
事
の
成
長
を
願
つ

て
、
成
長
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
は
、
産
土
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
の
神
社
の
神
様
は
、
亡
く
な
っ
て
あ

の
世
に
行
っ
て
三
十
三
回
忌
や
五
十
回
忌
を
過
ぎ
た
後
の
人
た
ち
の
こ
と
で
、

氏
神
様
や
産
土
様
と
し
て
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
神
様
の
加

護
に
よ
っ
て
無
事
の
成
長
を
果
た
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
伝
統
的
に

あ
っ
た
と
い
う
図
表
で
す
。

そ
し
て
、
無
事
成
長
を
果
た
す
と
、
結
婚
し
て
、
子
供
を
産
み
育
て
る
。
てコ

ま
り
、
親
と
な
り
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
図
表
の

矢
印
の
意
味
は
、
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
さ
ら
に
、

そ
の
先
の
日
年
以
上
前
に
亡
く
な
っ
た
方
々
が
、
神
と
し
て
守
り
ま
す
。

つ
ま

り
、
こ
の
世
で
は
両
親
が
子
供
た
ち
の
成
長
を
守
り
、
そ
し
て
、
あ
の
世
か
ら

は
、
神
に
な
っ
た
先
祖
が
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
霊
の
成
長
を
守
っ
て
く
れ
る

の
で
す
。
先
祖
た
ち
が
子
孫
の
無
事
の
成
長
を
祈
る
と
い
う
緋
が
こ
こ
に
は
あ

り
ま
す
。

成
長
し
、
家
を
持
ち
子
を
育
て
る
と
、
次
に
は
自
分
の
親
を
あ
の
世
に
送
る

お
葬
式
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
初
七
日
、
四
十
九
日
、

百
カ
日
、

一
周
忌
と

い
う
順
で
三
十
三
回
忌
ま
で
行
う
わ
け
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
亡
く
な
っ
た
ば

か
り
の
死
者
を
無
事
に
成
長
さ
せ
、
祖
霊

(
先
祖
の
霊
)
に
す
る
た
め
に
、
遺
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族
た
ち
が
法
要
を
行
う
の
だ
と
い
う
図
表
で
す
。

そ
し
て
、
図
表
を
見
ま
す
と
、
こ
の
世
と
あ
の
世
と
い
う
中
心
を
境
に
し
て
、

こ
の
世
へ
の
誕
生
は
あ
の
世
へ
の
葬
式
、
お
七
夜
と
初
七
日
、
ウ
ブ
ア
ケ
と

四
十
九
日
、
食
い
は
じ
め
と
百
カ
日
、
初
誕
生
と

一
周
忌
、
七
五
三
が
三
回
忌
・

七
回
忌
、
成
人
式
が
十
三
回
忌
、
結
婚
式
が
三
十
三
回
忌
の
弔
い
あ
げ
と
い
う

よ
う
に
、
誕
生
か
ら
成
長
す
る
過
程
と
亡
く
な
っ
た
人
が
あ
の
世
に
生
ま
れ
か

わ
っ
て
成
長
す
る
過
程
が
、
時
間
的
間
隔
を
ほ
ぼ
同
じ
に
し
て
、
親
が
育
て
、

遣
さ
れ
た
者
た
ち
が
祭
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
を
成
長
さ
せ
る
儀
式
が
、
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
も
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
出
て
き
て
、
親
の
手
に

よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
た
者
も
、
遣
さ
れ
た
者
た
ち
の
供

養
に
よ
っ
て
成
長
し
て
行
く
と
い
う
、
先
祖
と
子
孫
間
の
紳
や
関
係
性
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
成
長
し
終
わ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
先
祖
の
霊
魂
・

祖
霊
に
な
り
ま
す
。
先
祖
に
な
る
あ
る
い
は

〈ホ
ト
ケ
サ
マ
〉
に
な
る
と
い
う

よ
う
な
言
葉
、
ま
た
は
、

〈カ
ミ
サ
マ
〉
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
、

人
々
は
常
に
、
遣
さ
れ
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
そ
し
て
、
先
に
亡
く

な
っ
た
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
無
事
に
先
祖
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
循
環
を
示

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
先
祖
に
な
る
に
し
て
も
、
亡
く
な

っ
た
ら
す
ぐ
な
る

わ
け
で
は
な
く
て
、
常
に
遣
さ
れ
た
者
た
ち
の
供
養
に
よ

っ
て
成
長
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
こ
こ
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
し
て
生
ま
れ
出
て
き
た
と
き
は
、
親
に

守
ら
れ
て
成
長
し
、
親
に
な
る
と
子
供
を
守
り
、
亡
く
な
っ
た
自
分
の
親
を
供
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養
し
守
る
。
そ
し
て
、
自
身
が
亡
く
な
る
と
今
度
は
、
自
分
が
子
孫
に
供
養
さ

れ
、
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、

三
十
三
回
忌
や
五
十
回
忌
か
ら
そ
れ
以
後
の
段
階
に
至
っ
て
初
め

て
、
人
の
役
割
と
し
て
、
残
さ
れ
た
子
孫
た
ち
す
べ
て
を
守
る
と
い
う
役
割
を

果
た
し
、
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
初
め
て
人
の

一
生
が
完
結
す
る
。
あ
る
い
は
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
。
人
の
役
割
、
目
的
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、

実
際
に
自
覚
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
の
風
習
だ
と
か
意
味
づ
け
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の

一
生、

生
死
観
が
あ
る
こ
と
が
坪
井
氏
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
も
や
は
り
、
人
間
の

一
生
は
、
こ
の
世
で
の
命
と
い
う
の
は
上

半
分
な
の
で
す
。
こ
れ
で
は
ま
だ
人
の

一
生
と
し
て
は
完
結
し
て
い
な
い
。
完

結
す
る
の
は
、

3
6
0度
ぐ
る
り
と
回

っ
た
と
き
な
の
だ
と
い
う
よ
う
な
考
え

方
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
い
う
と
、
こ
の
日
本
人
の
伝
統
的
な
生
命
観
と
言
わ
れ
て

い
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
現
在
、
ま
さ

に
こ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
や
は
り
、
農
耕
文
化
を
背

景
と
し
た

〈イ
エ
〉
の
永
続
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
半
生
の
役
割
は
、

結
婚
し
て
子
を
育
て
、
親
を
あ
の
世
に
送
る
。
後
半
生
の
最
も
重
要
な
役
割
と

い
う
の
は
、
子
孫
の
無
事
の
成
長
と
家
の
繁
栄
を
守
護
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
人



の
一
生
の
究
極
の
目
的
で
、
到
達
点
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
(
こ
の
円
環
図

は
あ
く
ま
で
も
理
念
型
で
す
が
)
。

こ
う
し
た
考
え
方
で
は
、
肉
体
的
な
死
は
そ
こ
で
終
わ
り
だ
と
考
え
る
の
で

は
な
く
て
、
肉
体
的
な
死
か
ら
霊
的
な
生
、
霊
魂
と
言
う
の
は
ど
う
い
、
ユ
仔
在

か
と
い
う
こ
と
と
は
別
と
し
て
、
人
間
は
肉
体
的
に
は
亡
く
な
っ
て
も
、
先
祖

と
し
て
生
き
続
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
即
ち
、
霊
魂
と
言
う
よ
り
も
、
先
祖

と
い
、
ユ
仔
在
で
す
。
先
祖
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
う

し
た
意
味
で
言
う
と
、
肉
体
的
な
死
は
先
祖
に
な
っ
て
生
き
続
け
る
た
め
の
転

換
点
で
す
。
つ
ま
り
、
葬
儀
と
い
う
の
は
、
参
列
者
す
べ
て
が
、
人
が
生
き
る

目
的
を
明
確
化
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、

「こ
れ
か
ら
は
先
祖
と
し
て
守
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
ね
。」
と
誰
も

が
共
通
し
て
持
っ
て
い
た
死
者
に
対
す
る
感
情
と
か
地
域
文
化
と
い
う
も
の

が
、
こ
の
伝
統
的
な
葬
儀
の
形
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
死
者
と
残
さ
れ
た
生
者
と
い
う
の
は
強
い

《緋
》
で
結

ば
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
で
も
成
長
し
続
け
て
私
た
ち

を
守
り
続
け
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
す
。
強
い
粋
、
そ
う
し
た
も
の

が
果
た
し
て
現
在
、
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
N
H
K
が

言
っ

て
い
る

「無
縁
社
会
」
の
原
点
の
よ
う
な
考
え
方
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
話
を
纏
め
ま
す
と
、
こ
の
画
面
の
よ
う
な

6
点
に
な
る
の
で

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
①
農
耕
に
生
き
て
き
た
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
、

安
定
し
た
継
続
の
た
め
に
は
「
イ
エ
」
が
永
続
し
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

た
。
②
そ
の
た
め
に
は
、
人
の
生
き
る
目
的
を
考
え
る
と
、
無
事
成
長
し
、
結

婚
し
後
継
者
を
育
て
上
げ
、
親
を
あ
の
世
に
送
り
、
自
分
の
死
を
迎
え
る
と
い

う
だ
け
で
は
一
生
の
前
半
生
で
し
か
な
い
。
③
後
半
生
の
最
も
重
要
で
長
い
役

割
は
、
子
孫
の
無
事
成
長
を
守
り
、
豊
作
や
「
イ
エ
」
の
繁
栄
を
守
護
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
④
そ
う
で
あ
れ
ば
、
死
は

〈肉
体
的
な
死
か
ら
霊
的
な
生
〉
ノ¥

の
「
転
換
点
」
で
あ
り
、
単
な
る
終
わ
り
で
は
な
い
。
葬
儀
は
人
が
生
き
る
意

味
を
視
覚
化
し
、
明
確
化
す
る
た
め
の
儀
式
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
⑤

あ
の
世
に
生
ま
れ
た
死
者
は
、
先
祖
に
成
長
す
る
中
途
の
存
在
で
、
遺
族
や
縁

者
が
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
存
在
。
⑥
死
者
と
生
者
は
あ
の
世
と

こ
の
世
に
分
か
れ
て
も
、
互
い
に
成
長
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

し
て
、
強
い

〈紳
〉
で
結
ぼ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
文
化
的
な
背
景
の
中
で
、
各
宗
派
の
葬
儀
も
受
け
入
れ
ら
れ

行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
理
由
も
お
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

⑤
に
「
極
楽
往
生
の
た
め
の
儀
式
」
と
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の
浄
土
宗
の
葬

儀
の
意
味
を
宗
学
的
に
見
ま
す
と
、
こ
の
世
で
の
生
を
終
え
た
後
は
、
衆
生
救
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済
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
阿
弥
陀
様
の
来
迎
引
接
を
仰
ぎ
、
故
人
の
仏
教

信
者
と
し
て
の
極
楽
往
生
を
願
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
仏
教
信
者
と
し
て
」
と
い
う
の
は
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
い
わ
ゆ
る
三
帰

戒
を
授
け
、
仏
弟
子
と
し
て
極
楽
に
往
生
し
て
い
た
だ
く
、
現
在
我
々
が
行
つ

て
い
る
作
法
を
意
味
し
ま
す
。
人
は
こ
の
世
で
も
極
楽
で
も
有
縁
無
縁
一
切
の

人
々
を
救
う
た
め
に
生
き
る
の
で
あ
っ
て
、
参
列
し
た
縁
者
す
べ
て
が
そ
れ
を

明
確
に
認
識
す
る
た
め
の
儀
式
と
い
う
の
が
浄
土
宗
の
葬
儀
で
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
遺
族
・
親
族
・
近
隣
な
ど
、
多
く
の
故
人
に
か
か
わ
り
の

あ
っ
た
、
縁
の
あ
っ
た
会
葬
者
が
、
葬
儀
を
通
し
て
故
人
が
往
生
し
、
今
後
、

会
葬
に
立
ち
会
っ
た
自
分
を
含
む
多
く
の
人
々
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
祈

り
、
見
送
る
、
そ
う
い
う
儀
式
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
葬
儀
そ
の
も
の
は
、
そ
の
こ
と
を
視
覚
的
に
、
感
覚
的
に
実
感
し

理
解
す
る
儀
式
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
葬
儀
と
い
う
の
は
、

「
亡
く
な
っ
た
方
が
こ
れ
か
ら
私
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
る
た
め
に
、
極
楽
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
行
か
れ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
法
話
や
読
経
や
さ
ま
ざ

ま
な
作
法
、
お
葬
儀
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
、
祭
壇
も
含
め
て
、
そ
う
し
た
も
の

を
通
し
て
感
じ
取
る
た
め
の
場
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
前
半
の
最
後
に
お
話
し
し
た
伝
統
的
な
日
本
人
の
民

俗
的
死
生
観
が
、
亡
き
人
が
先
祖
と
な
っ
て
子
孫
を
守
護
し
て
く
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
も
、
浄
土
宗
の
葬
儀
の
本
旨
と
非
常
に
近
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
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か
り
ま
す
。

元
来
、
先
祖
と
い
う
観
念
は
儒
教
か
ら
発
し
た
考
え
方
で
す
か
ら
、
仏
教
と

は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
が
、
江
戸
期
以
来
、
先
祖
と
死
者
と
い
う
の
は
非
常
に
近

い
存
在
と
し
て
、
仏
教
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
国
で
は

三
代
の
先
祖
の
観
念
が
あ
り
、
日
本
に
入
っ
て
く
る
と
七
世
の
父
母
が
子
孫
を

守
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
祖
を
た
ど
る
と
い
う
形
で
、

先
祖
と
い
う
観
念
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

苦
の
衆
生
を
守
る
、
有
縁
無
縁
の
衆
生
を
救
う
た
め
に
極
楽
に
行
く
と
い
う

浄
土
教
の
考
え
方
と
、
亡
く
な
っ
た
人
は
先
祖
と
な
っ
て
、
あ
の
世
か
ら
子
孫

を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
民
俗
的
な
先
祖
観
と
は
、
「
人
々
を
守
る
」
と
い
う

考
え
方
と
し
て
非
常
に
重
な
る
部
分
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
然
、
浄
土
教
の
考
え
方
は
、
有
縁
無
縁

一
切
の
衆
生
で
す
か
ら
、
そ
れ
こ

そ
苦
し
む
人
々
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
人
々
を
包
含
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自

分
の
子
供
た
ち
、
孫
た
ち
、
そ
う
し
た
遣
さ
れ
た
家
族
、
遺
族
は
、
有
縁
と
し

て
当
然
そ
の
な
か
に
入
る
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
い
う
と
、
日
本
の
伝
統
的
な
先
祖
観
は
、
子
孫
だ
け
を

守
る
と
い
う
意
味
で
は
非
常
に
狭
い
わ
け
で
す
が
、
浄
土
教
は
も
っ
と
幅
広
い

で
す
。
有
縁
、
無
縁
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救
う
の
で
す
が
、
ま
ず
第

一
に
遺
族

の
人
た
ち
を
救
い
た
い
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
願
う
の
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
当



然
の
心
情
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
先
祖
観
の
な
か
で
、
浄
土
教
的
な
考
え
方
と
、
日
本
に
入
っ
て

き
た
儒
教
的
な
先
祖
と
い
う
観
念
が
重
な
る
な
か
で
、
我
々
僧
侶
も
当
然
の
よ

う
に
先
祖
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
人
は
先
祖
に
な
る

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
そ
う
し
た
意
味
で

の
、
先
祖
と
い
う
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
死
語
で
す
。
あ
と
数
年
で
も
う
こ
の
言

葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、
お
寺
の
世
界

の
な
か
だ
け
で
使
わ
れ
る
用
語
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
、
現
代
人
の
宗
教
意
識
の
変
化
を
考
え
、
そ
こ
に
潜
む
危
機
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
望
ま
し
い
人
間
関
係
」
と
い
う
図
表
は
、

N
H
K
が
5
年
ご
と
に
行
つ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

『日
本
人
の
意
識
構
造
』
第

7
版
(
日
本

放
送
出
版
協
会
)
に
載
っ
て
い
る
も
の
を
借
用
し
ま
し
た
(
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭

の
こ
こ
ろ
」
第
3
回
を
参
照
)
。

1
9
7
3年
か
ら

2
0
0
8年
の
お
年
間
に

わ
た
っ
て

8
回
の
調
査
の
デ

i
タ
を
も
と
に
し
て
そ
の
間
の
日
本
人
の
意
識
の

変
化
を
分
析
追
跡
調
査
し
た
も
の
を
図
に
表
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
「
望
ま
し
い
人
間
関
係
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ

っ

て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
め
は
職
場
で
の
人
間
関
係

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

で
す
。
お
年
前
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
前
の

1
9
7
3年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係
は
上
司
や
部
長
さ
ん
に
仲
人
を
頼
む
と
か
、
友
達

の
家
に
お
正
月
に
挨
拶
に
行
っ
た
り
、
飲
み
に
行
っ
た
り
と
い
っ
た
「
全
面
的

な
お
つ
き
合
い
が
い
い
」
と
い
う
人
が
ω
%
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

2
0
0
8年
に
は
担
%
に
減
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
代
わ
り
に
増
加
し
て
き

た
の
は
、
「
形
式
的
な
つ
き
合
い
」
で
、

日
%
か
ら
M
%
と
倍
以
上
の
伸
び
率

で
す
。
現
代
社
会
で
は
、
窓
際
に
な
っ
た
り
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
り
と
、
会
社

そ
の
も
の
が
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
非
常
に
弱
く
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
こ
の
数
値
の
変
化
か
ら
歴
然
と
わ
か
る
わ
け
で

す
最
近
私
も
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
お
葬
式
の
受
付
で
、
会
社
関
係
の
人

が
受
付
を
す
る
と
い
う
の
は
減
っ
て
い
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
生
花
を
出
す
だ
け
で

す
。
会
社
関
係
の
人
は
呼
ば
な
い
、
知
ら
せ
な
い
。
家
族
だ
け
で
行
い
ま
す
と

い
う
の
が
と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
か
ら
凶
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
結
構
、
会

社
の
人
が
休
ん
で
受
付
を
し
て
い
た
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
、

会
社
に
私
事
は
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
状
況
が
と
て
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
次
に
近
隣
と
の
関
係
で
す
。
隣
近
所
に
関
し
ま
し
て
は
、
お
年
前
か
ら
も
、
「
部

分
的
な
つ
き
合
い
で
い
い
の
だ
」
と
い
う
の
が
叩
%
を
超
え
て
、
ず
っ
と
同
じ

273 



く
ら
い
続
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
お
年
前
に
は
ま
だ
、
全
面
的
な
つ
き
合
い
が
し
た
い
と
い
う
人

は
お
%
も
い
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
最
近
本
当
に
無
い
な
と
思
う
の
は
、
昔
は

「
お
米
が
急
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」
と
お
米
を
借
り
に
来
る
人
が
い
た

り
、
「
お
味
噌
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
食
べ
物
の
貸
し
借
り
で
す
。

今
は
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
そ
ん
な
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
お
%
か
ら
四
%
へ
と
い
う
の
は
、
半
減
で
す
ね
。
隣

近
所
と
は
部
分
的
な
つ
き
合
い
で
い
い
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
形
式
的
な
っ
き

合
い
で
い
い
の
だ
と
い
う
人
が
日
%
か
ら
お
%
と
ほ
ぼ
倍
増
し
、
隣
近
所
も
形

式
的
な
つ
き
合
い
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
あ
そ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
病
院
に
入
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

と
か
「
顔
見
た
こ
と
な
い
わ
ね
」
と
い
う
現
状
が
わ
か
ら
な
い
希
薄
な
人
間
関

係
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
か
え
っ
て
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
呼
ば
な
い
。

つ
ま
り
、
隣
近
所
に
家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
迷
惑
を

か
け
る
。
だ
か
ら
病
院
か
ら
直
接
斎
場
に
と
い
う
、
他
人
に
見
え
な
い
見
せ
な

い
お
葬
式
「
直
葬
」
が
大
変
増
え
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
見
て
も

わ
か
り
ま
す
。

結
局
は
、
「
自
分
が
呼
ば
れ
て
迷
惑
だ
っ
た
な
」
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が

と
て
も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の
時
に
も
呼
ば
な
い

と
い
う
ふ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
形
式
的
な
近
所
づ
き
合
い
が
増
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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親
戚
も
実
は
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
昔
は
「
遠
い
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と
頼
り
に
な
る
順
を
言
い
ま
し
た
が
、
近
く
の
他
人
も
形
式
的
に
な
っ
た
ら
、

人
は
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
ど
こ
に
も
な
い
。
葬
儀
の
相
談
は
葬
儀
屋
さ
ん
だ
け

と
い
う
の
が
今
の
状
況
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

親
戚
と
の
全
面
的
な
つ
き
合
い
を
望
む
人
が
、

お
年
前
は

5
割
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
、
お
%
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
部
分
的
な
つ
き
合
い
で

い
い
の
だ
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
却
%
か
ら
必
%
で
す
。
た
だ
し
、

親
戚
で
す
ら
も
「
形
式
的
な
つ
き
合
い
で
い
い
の
だ
。
結
婚
式
の
と
き
に
呼
ん

で
、
年
賀
状
の
や
り
と
り
を
す
る
ぐ
ら
い
だ
」
と
い
う
人
が
8
%
か
ら
辺
%
と
、

3
倍
近
く
に
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
関
係
も
形
式
的
な
人
の

つ
き
合
い
と
い
う
の
は
今
と
て
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
が

現
実
に
、
親
戚
も
お
葬
式
に
呼
ば
な
い
葬
儀
の
縮
小
化
、
家
族
葬
の
増
加
と
い

う
現
象
に
な
っ
て
現
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
大
体
、
喪
主
が
団
塊
の
世
代
で

す
か
ら
、
そ
う
す
る
と
、
親
が
初
歳
か
∞
∞
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
親
の
兄
弟
、
お
じ

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
で
す
。
遠
く
て
、
田
舎
に
い
る
し
、

来
て
も
ら
う
の
も
大
変
だ
か
ら
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
、
葬
儀
に
呼
ば
な
い
と

い
う
の
が
、
今
と
て
も
増
え
て
い
る
の
は
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。



次
に
都
市
の
大
き
さ
で
つ
き
合
い
関
係
が
変
わ
っ
て
き
た
か
ど
う
か
を
み
て

み
ま
す
。
こ
の
分
析
は
、

2
0
0
3年
度
の
調
査
を
分
析
し
た

『日
本
人
の
意

識
構
造
』
第
6
版
か
ら
の
も
の
で
す
。
左
側
の
線
グ
ラ
フ
は
都
市
の
規
模
と
近

隣
の
つ
き
合
い
関
係
を
政
令
指
定
都
市
の
よ
う
な
巨
大
都
市
の
場
合
と
、
町
村

部
の
場
合
と
を
比
べ
た
も
の
で
、
点
線
が
却
年
前
に
な
り
ま
す
。

近
隣
と
の
つ
き
合
い
を
見
て
み
る
と
、
全
面
的
な
つ
き
合
い
は
、

2
0
0
3
 

年
現
在
に
な
る
と
、
ど
の
都
市
の
規
模
で
も
ど
ん
と
下
が
っ
て
い
ま
す
。
政
令

指
定
都
市
か
ら
叩
万
人
以
上
の
市
で
は
、

初
年
前
に
は
あ
%
ぐ
ら
い
あ
っ
た
も

の
が
、
羽
%
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

2
0
0
3年
の

点
線
を
見
て
み
る
と
、
極
端
に
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
は
実
は
町
村
部
な
の
で

す
。
1
9
7
3年
に
は
町
村
部
は
全
面
的
な
つ
き
合
い
が
却
%
だ
っ
た
の
で
す

が
、
犯
年
後
に
は
大
都
市
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
下
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
大
都
市
も
小
都
市
も
、
人
の
つ
き
合
い
関
係
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
っ
ち
の
ほ
う
は
田

舎
だ
か
ら
ま
だ
大
丈
夫
」
と
い
う
の
は
、
非
常
に
危
険
な
考
え
方
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
大
き
な
町
に
あ
る
お
寺
さ
ん
も
、
小
さ
な
町
に
あ
る
お
寺
さ
ん
も
、
檀

家
の
人
た
ち
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
自

覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

部
分
的
な
つ
き
合
い
の
ほ
う
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。
ほ
と
ん
ど
平
ら

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
部
分
的
な
つ
き
合
い
が
大
事
な
の
だ
」
と
言
つ

た
人
が
、
こ
れ
を
見
て
み
る
と
、
初
年
前
は
町
村
の
ほ
う
が
低
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

親
戚
の
つ
き
合
い
も
同
じ
で
す
。
親
戚
の
つ
き
合
い
と
い
う
の
は
町
村
部
の

ほ
う
が
や
は
り
強
い
だ
ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

平
ら
で
す
。
初
年
前
は
、
ど
こ
も
却
%
ほ
ど
高
か
っ
た
。
こ
れ
が
ど
こ
も
ぐ
ん

と
下
が
っ
て
、
特
に
町
村
部
の
落
ち
込
み
方
が
激
し
い
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
数
値
の
変
化
を
見
て
み
る
と
、
現
在
、
人
の
つ
き
合
い
関
係
の
意

識
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、
小
さ
い
町
ほ
ど
激
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
大
都
市
部
は
ほ
と
ん
ど
却
年
間
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
現
在
葬
儀
の
喪
主
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
団
塊
の

世
代
の
人
た
ち
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の
意
識
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
の
グ
ラ
フ
は
そ
の
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
現
在
ど
こ
に
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
、

三
浦
展
氏
の

『大
い
な
る
迷

走』

(
P
A
R
C
O
出
版
)
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
、
昭
和

2
1お
年
の
聞
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
の
、
生
ま

れ
た
地
域
と
却
年
後
に
居
住
す
る
地
域
の
差
で
す
。
終
戦
直
後
で
す
か
ら
当
然
、

そ
の

3
・
4
年
間
は
、
地
方
で
生
ま
れ
て
い
る
人
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。
例

え
ば
、
東
北
6
県
を
見
て
み
ま
す
と
、
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回
年
の
と
き
に

1
2
5
万
人
ぐ
ら
い
い



た
の
が
、
初
年
後
、

1
9
7
0年
、
ち
ょ
う
ど
高
度
成
長
期
の
真
っ
盛
り
に
は
、

金
の
卵
と
呼
ば
れ
て
、
都
市
部
へ
集
団
就
職
す
る
。
大
学
の
進
学
率
も
急
に
上

が
っ
て
き
た
。
こ
う
い
う
状
況
の
な
か
、
東
北
6
県
は
、

1
2
5
万
人
か
ら

初
万
人
弱
ぐ
ら
い
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
中
部
4
県
も
同
じ
で
す
。

一
番
変
化
が
劇
的
な
の
は
九
州
で
す
。

1
7
0万
人
が
、
卯
万
人
ぐ
ら
い
ま
で
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
は
故
郷

を
出
て
行
っ
た
人
た
ち
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
千
葉
、
埼
玉
、
神

奈
川
、
東
京
、
そ
し
て
大
阪
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
大
都
市
部
に
若
い
人
た
ち

が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
そ
の
後
、
そ
の
人
た
ち
は
通
勤
可
能
な
大
都
市
部
の
周
辺
に
居
を
構

え
た
。
現
在
そ
の
人
た
ち
の
多
く
は

U
タ
ー
ン
し
な
い
で
、
そ
こ
に
定
住
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
た
ち
は
、
自
分
が
生
ま
れ
た

と
き
の
文
化
伝
統
と
か
人
間
関
係
、
親
戚
と
離
れ
て
出
て
き
て
、
現
在
に
至

つ

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
も
住
宅
政
策
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
巨
大
な

ニュ
l
タ
ウ
ン
や
団
地
、
分
譲
地
な
ど
の
人
工
都
市
に
、
出
身
の
全
く
異
な
る

人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
。

で
す
か
ら
、
現
在
都
市
部
の
葬
儀
が
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
自
分
の
宗
派
が
わ
か
ら
な
い
。
宗
派
が
わ
か
っ
て
い
て
も
お
寺
を
知
ら

な
い
、
見
つ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
葬
儀
屋
さ
ん
に
全
部
頼
む
と
い
う
状
況
が
起

こ
っ
て
い
る

一
番
の
大
元
は
こ
う
し
た
こ
と
で
す
。

地
域
社
会
も
成
熟
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ま
だ
そ
の
地
域
に
来
て
叩
年
し
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か
経
過
し
て
い
な
い
か
ら
、
親
が
病
院
で
亡
く
な
っ
て
、
地
域
で
お
葬
式
を
出

す
に
も
、
「
地
域
の
隣
人
は
う
ち
の
母
親
の
こ
と
を
み
ん
な
知
ら
な
い
。
だ
か

ら
家
族
だ
け
で
や
ろ
う
よ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
す
。

最
近
で
は
さ
ら
に
、
地
域
の
人
に
知
ら
せ
る
と
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
、
ど
こ
に

も
知
ら
せ
ず
に
直
接
斎
場
で
葬
儀
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
。
直
葬
で
す
ね
。
地
域

と
離
れ
、
親
戚
と
も
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
こ
う
い
う
葬
儀
を
行
う
傾
向

が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
職
業
も
こ
れ
ま
で
と
違
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
す
。

一
代
で
職
業
も
居
住
地
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
親
子
で
考
え
方

が
全
く
違
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
は
、
先
祖
と
い
う
観
念
を
持
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
仏
壇
も
な
い
。
こ
う
い
う
状
況
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
宗
教
的
な
文
化

背
景
と
い
う
も
の
が
、
都
市
部
を
中
心
と
し
た
多
く
の
地
域
の
人
に
は
現
在
無

い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
葬
儀
屋
さ
ん
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
極
端
な
例
が
イ
オ
ン
の
ケ
l
ス
な
ど
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
現
在
、
地
域
社
会
が

一
番
劇
的
に
壊
れ
て
い
る
の
は

小
都
市
で
す
。
小
都
市
と
大
都
市
の
文
化
的
な
背
景
の
な
い
人
た
ち
で
す
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
行
っ
た
、
喪
主
を
務
め
た
人
の
お
葬
式
に
関
す
る
意

識
を
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
(
檀
信
徒
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
)
で
す
が
、
そ
の
な
か



で
、
「
あ
な
た
に
と
っ
て
、
故
人
、
亡
く
な
っ
た
家
族
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ

と
思
い
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
の

が
全
国
平
均
で
お
%
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
京
・
神
奈
川
は
釘
%
で
し

た
。
2
%
の
差
で
し
か
な
い
の
で
す
が
、
実
は
ど
こ
の
教
区
も
ほ
と
ん
ど
が

出
%
前
後
で
、

一
番
高
か
っ
た
の
が
釘
%
の
東
京

・
神
奈
川
で
し
た
。

こ
の
2
%
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
は
別
の
論
に
な
り
ま
す
が
、
大
都
市

部
の
遺
族
の
人
ほ
ど
、
亡
く
な
っ
た
人
が
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
「
亡
く
な
っ
た
人
と
の
関
係
は
、
死
ん
で
終
わ
り
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
信

じ
て
い
る
、
ま
た
は
、
信
じ
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
「
困
っ
た
と
き
に
は
助
け
て
く
れ
る
」
と
か
、
「
供
養
し
な
い
と
よ

く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
い
う
よ
う
な
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
l
ク
と
い
う
か
、

た
た
り
型
と
い
う
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を
思
う
人
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
見
て
み
る
と
、
家
族
が
い
か
に
現
代
の
人
間
関
係
の
中
心
に
あ

る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は
家
族

し
か
い
な
く
て
、
そ
の
家
族
か
ら
死
者
が
出
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
緊
張
の

な
か
で
、
故
人
が
家
族
の
一
員
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
意
識
こ
そ
が
、
我
々
が
檀
信
徒
の
方
々
に
対
し
て

一
番
手
を
差
し

伸
べ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
宗
教
的
役
割
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家

族
の
な
か
に
亡
く
な
っ
た
方
が
で
き
た
と
き
初
め
て
わ
か
る
家
族
の
重
さ
や
大

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!
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切
さ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

我
々
が
応
え
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
伝
統
的
な
生
死
観
は

農
耕
文
化
の
な
か
で
、
豊
作
や
家
の
繁
栄
を
先
祖
や
死
者
が
約
束
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
が
、
現
代
の
よ
う
に
産
業
構
造
が
変
化
し
た
り
、
人
が
移
動
し
た

り
し
て
、
地
域
社
会
と
か
け
離
れ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
現
在
の

生
死
観
で
は
、
最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
親
戚
や
地
域
社
会
で
は
な
く
、
亡
く
な
っ

て
も
見
守
り
続
け
て
く
れ
る
家
族
し
か
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
結
婚
し
な
い
男
性
や
女
性
も
増
え
て
い
ま
す
。
N
H
K
が

盛
ん
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
る
の
と
同
じ
、
。
無
縁
化
。
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
現
代
し
か
な
い
新
し
い
形
の
縁
と
い
う
の
も
当
然
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
と
か
け
離
れ
た
縁
と
し
て
、
最
近
で
き
て
き
て
い
る
の
が
墓
の

縁
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
独
身
の
ま
ま
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
生
前
契

約
し
て
い
る
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
す
。
新
宿
の
東
慶
寺
で
は
、
「
水
の
縁
」
と
い

う
組
織
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
月
に

一
度
、
合
同
慰
霊
祭
を
行
う
と
き

'」、
ー

一
緒
に
契
約
し
た
仲
間
の
人
た
ち
が
亡
く
な

っ
た
か
た
の
法
要
に
参
/
加
す

る
と
い
う
よ
う
な
縁
な
ど
も
で
き
て
い
ま
す
。
京
都
の
常
寂
光
寺
な
ど
に
も
同

様
の
組
織
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
の
か
た
ち
が
で
き
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

ど
の
縁
も
皆
、
大
切
で
す
が
、
我
々
が
ま
ず
基
本
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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の
は
家
族
と
の
縁
で
す
。
こ
れ
は
現
在
と
て
も
大
き
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
幹
の
喪
失
と
い
う
か
、
人
は
「
個
で
孤
」
な
の
だ
と
い

う
考
え
方
や
、
子
孫
は
必
要
な
い
、
先
祖
は
い
な
い
、
家
族
は
必
要
な
い
と
思
つ

て
い
る
よ
う
な
人
、
ま
た
人
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
だ
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
救
い
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

家
族
や
人
は
亡
く
な
っ
て
も
終
わ
り
で
は
な
い
の
だ
、
家
族
は
生
き
続
け
る
、

形
は
変
わ
っ
て
も
家
族
で
あ
り
続
け
る
の
だ
と
い
う
伝
統
的
な
霊
魂
観
、
我
々

で
い
え
ば
浄
土
教
的
な
考
え
方
に
と
っ
て
、
葬
儀
、
年
団
法
要
と
い
う
の
は
本

当
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
生
き
続
け
、
そ
し
て
、
そ
の
関
係
は

肉
体
的
な
死
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
く
の
だ
と
い
う
生
命
観
を
根
づ
か
せ
、

我
々
が
現
代
社
会
の
な
か
で
、
先
祖
と
い
う
観
念
は
別
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

残
さ
れ
た
新
し
い
家
族
を
支
え
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
人
の
紳
の
弱
く
な
っ
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
葬
儀
ほ
ど
重
要
な

も
の
は
な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
人
が
生
き
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
遣
さ
れ
た
家
族
の
人
た
ち

に
説
得
で
き
る
、
意
味
づ
け
で
き
る
機
会
だ
か
ら
で
す
。

葬
儀
は
、
遣
さ
れ
た
方
た
ち
の
た
め
の
儀
式
で
も
あ
り
、
仏
教
徒
と
し
て
、

人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
事

な
場
で
す
。
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つ
ま
り
、
葬
儀
だ
け
行
っ
て
い
る
仏
教
は
間
違
っ
て
い
る
と
言
っ

た
り
、
恥

ず
か
し
い
と
い
う
、
我
々
自
身
の
中
に
あ
る
考
え
方
を
振
り
捨
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
来
仏
教
で
や
る
べ
き

一
番
重
要
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
考
え
方
へ
の
変
化
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
い
う
と
、
伝
統
的
な
先
祖
と
い
う
観
念
は
消
え
て
も
、

死
者
は
家
族
と
し
て
生
き
続
け
る
。
そ
う
い
う
関
係
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
意

味
づ
け
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、
現
代
の
よ
う
に
共
同
体
が
崩
れ
て
い
く

な
か
で
こ
そ
、
家
族
関
係
、
人
と
人
と
が
結
び
つ
い
て
い
け
る
最
後
の
よ
り
ど

こ
ろ
を
強
化
、
自
覚
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
葬
儀
と
い

う
場
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

亡
き
人
は
個
人
的
に
、
家
族
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
同

体
の
死
者
と
い
う
よ
り
も
、
家
族
の
死
者
で
す
ね
。
即
ち
、
家
族
と
し
て
の
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
な
か
に
人
は
生
き
続
け
る
わ

け
で
す
。

こ
れ
は
批
判
す
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
「
千
の
風
」
の
あ
の
歌
も
、

実
は
、
家
族
を
失
っ
た
遺
族
の
願
い
で
あ
り
、
存
在
し
続
け
て
い
て
欲
し
い
と

い
う
強
い
思
い
が
あ
の
歌
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
形
で
還
相
し
、
亡
く
な
っ
た
方
と
生
き
て
い
る
方
が
出
会
え
る
か
と
い

う
感
じ
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
各
個
人
の
思
い
出
の



中
に
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
風
の
中
に
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
が
い
る
と

感
じ
る
人
が
い
て
も
、
そ
れ
は
全
く
お
か
し
く
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。
遺
族

の
方
々
の
立
場
に
な
っ
て
そ
う
し
た
意
味
や
思
い
を
、
我
々
自
身
が
受
け
と
め

て
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
浄
土
宗
の
葬
儀
の
意
味
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
す
と
、
私
た

ち
の
生
き
る
意
味
、

真
の
人
生
の
目
的
と
い
う
の
は
、
法
然
上
人
の
教
え
に
従

ぃ
、
日
々
の
中
で
念
仏
に
励
み
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
菩
薩
と
し
て
、
有
縁
無
縁

の
人
々
の
苦
し
み
、
悲
し
み
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
の
浄
土
宗
が
、
他
の
宗
派
の
方
か
ら
、
「
浄
土
宗
は
何
で
あ
ん
な
に

社
会
福
祉
に
熱
心
な
ん
で
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
他
の
宗
派
に

比
べ
て
浄
土
宗
は
福
祉
活
動
を
盛
ん
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
苦
の
衆
生

に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
教
団
と
し
て
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
い
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
す
べ
て
の
行
い

は
、
こ
う
し
た
法
然
上
人
の
教
え
に
も
か
な

っ
て
い
る
と
私
自
身
は
考
え
て
い

ま
す
。

生
き
て
い
る
と
き
に
そ
の
慈
悲
行
が
全
う
で
き
な
い
の
で
、
臨
終
に
際
し
て

阿
弥
陀
様
の
来
迎
を
得
て
、
極
楽
に
往
生
し
、
そ
こ
で
菩
薩
と
し
て
利
他
行
を

積
み
、
さ
ら
に
は
悟
り
を
得
て
成
仏
を
果
た
し
、
苦
し
み
の
人
々
を
救
う
、
そ

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
H

ー
今
あ
う
た
め
て
意
味
を
問
う
1
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れ
も
有
縁
無
縁
の
一
切
の
衆
生
を
で
す
。
こ
の
浄
土
宗
の
教
え
の
有
縁
の
衆
生

と
は
、
遣
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
で
っ
ち
の
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
が
私

た
ち
を
救
っ
て
下
さ
る
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
教
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
葬
儀
と
は
、
肉
体
的

な
死
を
迎
え
て
営
ま
れ
る
葬
儀
の
場
で
三
帰
戒
を
受
け
て
、
仏
教
信
者
と
し
て
、

衆
生
救
済
と
い
う
目
的
を
果
た
す
た
め
に
往
生
す
る
と
い
う
新
た
な
生
ま
れ
変

わ
り
の
儀
式
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、

一
般
に
戒
名
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
、
法
名
は
要
ら
な
い
と

い
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
法
名
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
遺
族
の
人
た
ち
は
、
「
お

父
さ
ん
は
菩
薩
と
し
て
仏
に
な
る
方
と
し
て
の
名
前
を
持

っ
て
、
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
方
に
な
っ
た
の
だ
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
菩
薩
と
そ
の
使
命
を
明
確
に
意
識
さ
せ
る
の
は
、
法
名
で
あ
り
位
牌
だ
と

思
い
ま
す
。

俗
名
と
い
う
の
は
、
人
生
の
前
半
生
の
現
世
で
の
名
前
で
す
。
で
す
か
ら
「
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ら
、
新
し
い
目
的
を
持
っ
た
名
前
を
お
授
け
す
る
の
だ
、
だ
か

ら
必
要
な
の
だ
」
と
、
こ
れ
は
絶
対
に
伝
え
納
得
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
ど
も
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
一
致
し

た
意
見
で
あ
り
ま
す
。
葬
儀
も
含
め
て
、
何
で
戒
名
が
必
要
な
の
か
と
問
わ
れ

た
ら
、
そ
れ
は
「
あ
な
た
た
ち
遺
族
を
守
る
方
の
新
し
い
目
的
の
た
め
の
名
前

な
の
だ
か
ら
」
と
説
明
す
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
「
そ
れ
が
亡
く
な

っ
た
方
の
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生
ま
れ
変
わ
っ
た
目
的
で
あ
り
、
私
た
ち
が
感
謝
を
す
る
た
め
の
お
名
前
な
の

だ
」
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
葬
儀
の
参
列
者
も
、
故
人
が
新
た
な
浄
土
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
実
感
し
、
今
後
、
遣
さ
れ
た
会
葬
者

一
人

一
人
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
、

救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
す
る
場
で
あ
り
、
確
信
さ
せ
な
く
て
は

い
け
な
い
場
だ
と
思
う
の
で
す
。
私
た
ち
僧
侶
も
そ
の
場
限
り
の
お
別
れ
の
た

め
の
儀
式
の
執
行
役
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
役
割
で
あ
っ
て
は
い
け

な
い
。
「
こ
れ
か
ら
も
生
き
続
け
て
い
く
方
に
守
ら
れ
て
生
き
る
、
そ
の
方
の

た
め
に
私
は
来
た
の
だ
。
来
て
よ
か
っ
た
」
と
、
そ
の
場
に
参
列
し
た
方
に
実

感
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
仏
教
の
真
理
と
し
て
、
無
常
を
感
じ
る
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
、
浄
土
教
の
場
合

で
す
と
、
さ
ら
な
る
出
会
い
が
こ
れ
か
ら
も
あ
る
わ
け
で
す
。
肉
体
と
し
て
の

終
わ
り
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
な
る
目
的
が
あ
っ
て
、
浄
土
に
往
か
れ
た
方

と
の
応
答
が
こ
れ
か
ら
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
無
常
だ
け
で
は
葬
儀
の
重
要
な
点
を
き
ち
ん
と

伝
え
切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
い
う
と
、
縮
小
す
る
人
間
関
係
の
縁
の
な
か
で
、
葬
儀
こ
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そ
が
家
族
に
と
っ
て
唯

一
の
救
い
に
な
る
場
だ
と
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
故
人
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
葬
儀
は
遺
族
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
故
人
の
人
生
に
か
か
わ
っ
た
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
今

の
家
族
は
、
自
分
以
外
の
家
族
の
こ
と
を
知
ら
な
さ
過
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
長

寿
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
友
達
が
誰
も
い
な
い
、
だ
か
ら
、

誰
に
も
伝
え
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
家
族

が
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
無
知
や
無
関
心
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
せ
い
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
「
簡
単
で
、
さ
さ
や
か
で
い
い
よ
」
「
だ
れ
も
呼
ば
な
い
で
い
い
」
と
言
つ

た
か
ら
と
、
お
年
寄
り
の
、
「
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
思
う
気
持
ち

を
そ
の
ま
ま
真
に
受
け
る
遺
族
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
そ
の
こ
と

を
思
い
返
す
機
会
を
つ
く
っ
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
「
本
当
に
そ
う
な

ん
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
人
問
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
だ
れ

も
知
り
合
い
が
い
な
か
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
幾
つ
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

粋
が
あ
り
ま
す
。
来
て
も
ら
い
た
い
人
も
行
き
た
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
意
味
で
い
う
と
、
浄
土
宗
は
、
死
者
と
生
者
が
共
生

(と
も
い
き
)

す
る
仏
教
で
す
。
共
に
生
き
続
け
る
宗
教
で
す
。
浄
土
宗
の
野
頭
宣
言
の
中
で



も
、
「
愚
者
の
自
覚
を
、
家
庭
に
み
仏
の
光
を
、
社
会
に
慈
し
み
を
、
世
界
に

共
生
(
と
も
い
き
)
を
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
生
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の

大
前
提
と
し
て
、
阿
弥
陀
様
と
私
た
ち
の
共
生
が
あ
り
、
そ
し
て
、
極
楽
に
往
つ

た
故
人
と
残
さ
れ
た
者
た
ち
の
共
生
が
あ
り
ま
す
。

日
々
生
き
る
な
か
で
、
先
に
往
か
れ
た
方
々
に
守
ら
れ
、
そ
れ
に
報
い
よ
う

と
生
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
々
が
成
仏
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
供
養
し
、

日
々
、
念
仏
回
向
を
行
う
。
そ
れ
が
「
浄
土
宗
に
お
け
る
人
が
生
き
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。
浄
土
宗
で
は
、
こ
の
世
で
生
き
て
い
る
人
間
た
ち
だ
け
の
社
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
楽
と
こ
の
世
も

一
つ
の
社
会
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

次
に
、
な
ぜ
年
回
法
要
を
行
う
こ
と
が
大
事
な
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

遺
族
の
方
々
が
、
阿
弥
陀
様
に
亡
く
な
っ
た
人
の
菩
提
を
増
上
す
る
よ
う
に

供
養
の
心
を
捧
げ
ま
す
。
お
念
仏
を
と
な
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
阿
弥
陀

様
が
亡
き
人
の
菩
提
を
増
上
し
て
下
さ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
亡
き
人
は
私
た
ち

に
還
相
さ
れ
る
。
こ
の
三
者
の
関
係
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
浄
土
宗
で
す
。

我
々
が
亡
く
な
っ
た
方
の
菩
提
を
増
上
さ
せ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僧
侶

や
遺
族
は
阿
弥
陀
様
に
願
い
を
か
け
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀

様
が
亡
く
な
っ
た
方
へ
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
働
き
を

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要 受

け
た
亡
く
な
っ
た
方
が
私
た
ち
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
る
。
回
向
は
こ
の
よ

う
に
ぐ
る
り
と
一
回
り
し
ま
す
。
遺
族
の
方
た
ち
が
お
寺
さ
ん
に
法
要
を
お
願

い
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
遺
族
の
方
た
ち
に
は
、
「
私
た
ち
が
法
要
す

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
」
と
い
う
ふ
う
に
積
極
的
に
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
浄
土
宗
の
心
だ
と
思
う
の
で
す
。
遺
族
の
方
た
ち
が
主
体
的
に
喜
ん
で
法
要

に
、
施
餓
鬼
会
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
の
で
は
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
亡
く
な
っ
た
方
の
た
め
で
あ
り
、
遣
さ
れ
た
家
族

の
た
め
な
の
で
す
。

今
の
社
会
で
一
番
必
要
な
の
が
、
そ
う
い
う
、
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
?
」
と
い
う
思
い
で
す
。
そ
れ
は
、
お
坊
さ
ん
に
、
お
寺
さ
ん
に
お
経
を

上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
か
。
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
遺
族
の
方
た
ち
が
、
自

分
た
ち
の
思
い
を
亡
く
な
っ
た
方
に
届
け
よ
う
と
い
う
心
で
法
要
を
行
う
こ
と

で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
手
助
け
を
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
現
代
の
社
会
の
な

か
で
、

一
人

一
人
に
、
「
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
法
要
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
年
回
法
要
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て
の
浄
土
宗
の
教
え
の
根
拠
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は

「発
願
文
」
の
中
に
出
て
く
る
善
導
大
師
の
法
語
を
私
な
り
に
読
み

解
い
た
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に
、
法
然
上
人
の
御
消
息
に
も
当
然
、
「
人
は
何
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の
た
め
に
生
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

一
つ
目
は
津
戸
の
三
郎
へ
っ
か
わ
す
御
返
事
で
す
が
、
「
か
か
る
不
信
の
衆

生
の
た
め
に
、
慈
悲
を
お
こ
し
て
、
利
益
せ
ん
と
思
う
に
つ
け
て
も
、
と
く
極

楽
へ
ま
い
り
て
、
き
と
り
を
ひ
ら
き
て
、
生
死
に
か
え
り
て
誹
誇
不
信
の
も
の

を
わ
た
し
て
、

一
切
衆
生
を
あ
ま
ね
く
利
益
せ
ん
と
お
も
う
べ
き
」
で
あ
る
と

諭
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
に
も
「
慈
悲
を
お
こ
し
て
、

念
仏
申
し
て
、
極
楽
の
上
品
上
生
に
ま
い
り
て
、
さ
と
り
を
ひ
ら
き
、
生
死
に

か
え
り
て
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
次
の
大
胡
の
太
郎
へ
の
御
返
事
も
そ
う
で

す
。
「
よ
く
よ
く
往
生
を
も
ね
が
い
、
念
仏
を
も
励
ま
せ
た
ま
い
て
、
位
高
く

往
生
し
て
、

い
そ
ぎ
か
え
り
き
た
り
て
、
人
を
も
み
ち
び
か
ん
と
お
ぼ
し
め
す

ベ
く
候
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
法
然
上
人
が
、
「
我
々
が
念
仏
者
と
し
て
生
き

る
究
極
の
目
的
は
還
相
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
お
言
葉
こ
そ
、
我
々
現
代
社
会
が

一
番
必
要
と
し
て
い
る
人
と
人
と
の
紳

の
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

即
ち
、
亡
く
な
る
方
も
そ
う
で
す
し
、
家
族
の
方
も
、
亡
く
な

っ
た
方
が
あ

な
た
た
ち
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
の
か
。

つ
ま
り
「
亡

く
な
っ
た
か
ら
終
わ
り
」
で
は
な
く
て
、
亡
く
な
っ
た
方
が
生
き
て
い
る
我
々
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の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
思
い
を
常
に
め
ぐ
ら
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
「
こ
の
世
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
阿
弥
陀
様
と
と
も

に
極
楽
で
苦
の
衆
生
を
救
済
し
て
い
る
死
者
(
先
祖
)
に
見
守
ら
れ
鮮
を
保
ち

続
け
て
い
る
」
と
い
う
新
し
い
家
族
観
が
で
き
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
生
き

て
い
る
我
々
も
、
大
乗
の
仏
教
徒
と
し
て
菩
薩
行
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
の
と

い
う
こ
と
で
す
。
社
会
に
か
か
わ
る
仏
教
で
す
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
苦
の
衆
生

を
救
う
慈
悲
行
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
先
に
往
生
浄
土
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
、
こ
の
剖
世
紀
の
浄
土
宗
の
野
頭
宣
言
の
考
え
方
が
、
今
、
こ

の
よ
う
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す

N
H
K
の
「
無
縁
社
会
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

3
年
前
に
企
画
と
取

材
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
時
に
我
々
が
、
「
無
縁
」
と
い
う
一言
葉
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
思
う
と
、
我
々
の
至
ら
な
さ
を

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
檀
家
の
後
継
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
無
縁
だ
と
思
つ

て
い
た
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
言
葉
が

一
般
化
さ
れ
た
後
で
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
も
非
常
に
恥
ず

か
し
い
思
い
も
す
る
わ
け
で
す
が
、
今
こ
そ
我
々
自
身
が
、
葬
儀
・
年
団
法
要



を
通
し
て
、
我
々
が
果
た
す
べ
き
、
新
し
い
家
族
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
と
い
う
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
考
え
直
す
べ

き
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
年
回
法
要
を
通
し
て
新
し
い
家
族
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

に
手
を
貸
し
て
い
る
と
い
う
、
強
い
誇
り
と
宗
教
的
な
信
念
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、

今
の
状
況
に
対
し
て
我
々
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
浄
土
宗
が
こ
れ
か

ら
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
、

一
番
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
以
上
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(
拍
手
)

講
題

「
仏
教
と
葬
祭
の
関
係
」

曹
洞
宗
僧
侶
・
駒
津
大
学
名
誉
教
授

奈
良
康
明

1
.
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
奈
良

で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
武
田
先
生
の
お
話
を
伺
い
ま
し
て
、
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
曹
洞
宗
の
人
間
で
あ
り
ま
す
が
、
重
な
る
と
こ
ろ
と
重
な

ら
な
い
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
葬
祭
に
関
心
を
持
つ

て
い
る
人
間
と
し
て
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

曹
洞
宗
の
立
場
を
申
し
ま
す
が
、
決
し
て
曹
洞
宗
の
宗
義
を
言
う
わ
け
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
私
個
人
の
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

つ
い
う
ふ
う
に
お
聞
き
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
表
の
た
め
の
レ
ジ
ュ
メ
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
ご

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
1
・

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

覧
に
な
り
な
が
ら
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
仏
教
と
葬
祭
の

関
係
」
と
い
う
形
で
、
幾
分
理
念
的
な
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
な
視
点
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
葬
祭
は
メ
デ
ィ
ア
が
問
題
視
し
て
い

る
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

ひ
ど
い
事
例
が
あ
る
の
も
事

実
な
の
で
す
。
あ
え
て
い
え
ば
、
少
数
の
心
な
い
事
例
が
、
教
団
全
般
の
評
価

に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
面
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、

一
般
的
傾
向
と
し
て
、
私
ど
も
僧
侶
の
、

い
わ
ば
葬
祭
に
関
す
る

職
業
(
化
的
な
も
の
)
の
行
き
過
ぎ
た
姿
勢
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
従
来
の

葬
祭
の
意
義
と
意
味
が
失
わ
れ
て
も
お
り
ま
す
。

何
か
大
き
な
き
っ
か
け
が
あ
る
と
、
仏
教
葬
祭
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
険
性
を
感
じ
て
お
り
ま
し
て
、
僧
侶
個
人
と
し
て
も
教
団
と

し
て
も
緊
急
に
対
応
す
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
日
本
仏

教
教
団
に
と
り
ま
し
て
、
葬
祭
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
o

ク
直
葬
。
な
ど
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
象
徴
的
な
問
題
で
し
ょ

λ
l

。今
日
の
葬
祭
の
問
題
点
と
し
て
、
レ
ジ
ュ
メ
に

(1)
と
書
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
は
読
む
だ
け
に
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
葬
祭
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
無
視
、
軽
視
、
あ
る
い
は
形
式
化
さ
れ
て
い
る
伝
統
を
数
え
上
げ
ま

す
と
、
先
ほ
ど
武
田
先
生
の
お
話
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
社
会
的
認
知

と
い
う
機
能
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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地
域
共
同
体
の
人
間
関
係
の
崩
壊
、
あ
る
い
は
秩
序
の
回
復
も
で
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
社
会
的
連
帯
感
も
薄
い
。
死
者
へ
の
敬
意
、
死
者
と
の
親
し
い

関
係
の
喪
失
。
そ
れ
か
ら
、
死
者
霊
と
の
関
係
の
二
面
性
、

霊
魂
を
認
め
る
と

認
め
な
い
。
そ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
度
は
お
盆
と
か
お
彼
岸
の
と
き
の
、
墓

参
り
と
い
う
習
俗
は
霊
魂
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
な
ど
と
い
う
問
題
を
超

ぇ
、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
葬
祭
と
い
う
も
の
を
、
生
き
て
い
る
人
の
心
の
癒
し
と
い
う
重

要
な
機
能
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
う
も
薄
く
な

っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
と
深
く
関
連
し
て
、
葬
祭
儀
礼
の
形
式
化
と
い
う
も

の
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
仏
教
者
側
の
葬
祭
へ
の
意
識
の
あ
い
ま
い
さ
な

ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
日
は
問
題
点
と
し
て
、
仏
教
と
葬
祭
の
関

係
、
そ
れ
か
ら
生
者
と
死
者
の
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2.
ま
ず
、
仏
教
と
葬
祭
の
関
係
で
す
。
先
ほ
ど
武
田
先
生
の
お
話
の
中
に
も
、

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
仏
教
僧
侶
が
葬
祭
を
行
つ

て
悪
い
理
由
は
全
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
も
葬
祭
と
仏
教
教
団

は
ど
こ
で
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
仏
教
教
団
は
す
べ
て
葬
祭
を

信
者
の
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に
問
題
が
出
て
く
る
と
、
僧
侶
が
葬
祭
を
行
う
の
は

筋
が
違
う
と
か
、
行
う
べ
き
で
な
い
と
か
言
わ
れ
ま
す
し
、
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一
方
、
僧
侶
の
側

で
も
紐
促
た
る
思
い
で
葬
祭
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
先
ほ
ど
武
田
先
生
の
お
話
の
中
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
浄
土
宗
の

総
合
研
究
所
が
前
に
出
さ
れ
た

「葬
祭
仏
教
』
(
ノ
ン
ブ
ル
社
・

1
9
9
7
年
)

と
い
う
本
の
中
に
も
、
僧
侶
が
世
促
た
る
思
い
で
葬
祭
を
行
っ
て
い
る
面
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
は
曹
洞
宗
で
も
同
じ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
が
匠
慌
た
る
思
い
を
持
っ
て
葬
祭
を
行
っ
て
い
て

は
、
社
会
の
人
々
に
満
足
を
与
え
る
儀
礼
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
仏
教
と
い
う
の
は
、
宗
教
的
に
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
信
仰
で
あ
り
、
実
存
的
な
信
仰
で
あ
り
ま
す
。

一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
悟
り
、

往
生
を
求
め
る
信
仰
で
あ
り
ま
す
。
自
己
と
い
う
も
の
を
見
詰
め
、
宗
教
的
「安

心
」
を
求
め
る
宗
教
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
私
は
仏
教
を
、
「
自
己
凝
視
」
す

る
こ
と
を
本
分
と
す
る
宗
教
と
見
て
お
り
ま
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
自
己
の
内
部
を
凝
視
し
、
自
我
的
な
は
か
ら

い
を
否
定
し
て
、
自
己
、
人
間
の
究
極
の
価
値
を
追
求
し
て
い
く
、
こ
れ
は
仏

教
の
用
語
を
使
っ
て
言
え
ば
出
世
間
レ
ベ
ル
の
教
え
だ
と
思
い
ま
す
。
仏
教
の

教
理
の
大
部
分
は
こ
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
信
仰
と
い
う
も
の
が
な
か

っ
た
ら
、
仏
教
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
教
え
が
「
仏
教
の
本

質
」
だ
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。



し
か
し
、

一
方
、
葬
祭
は
民
俗
儀
礼
で
す
。
私
ど
も
の
社
会
生
活
に
も
、
例

え
ば
通
過
儀
礼
と
か
農
耕
儀
礼
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
的
な
観
念
と
儀
礼
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
な
く
し
て
は
社
会
生
活
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
い
ろ
い
ろ
な
民
俗
的
な
儀
礼
と
相
並
ん
で
葬
祭
と
い
う
も
の
は
、

「
社
会
生
活
に
必
須
の
宗
教
的
要
請
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

仏
教
の
本
質
が
悟
り
、
往
生
に
あ
り
、
そ
し
て
「
自
己
凝
視
」
の
レ
ベ
ル
だ

と
い
う
な
ら
、
葬
祭
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
信
仰
は
、
社
会
生
活
に
必
須
の
宗

教
的
要
請
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
自
我
充
足
」
だ
と
い
っ
て
い
い
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
自
己
以
外
の
何
ら
か
の
超
越
的
な
存
在
、
例
え
ば
神
と
か
精
霊
と
か

鬼
霊
と
か
霊
魂
と
か
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
観
念
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
自

我
の
充
足
を
図
り
、
心
理
的
・
精
神
的
安
定
を
求
め
る
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い
か

と
思
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
本
質
的
な
仏
教
信
仰
と
葬
祭
と
い
う
も
の
は
、
宗
教
的

な
レ
ベ
ル
も
違
い
ま
す
し
、
機
能
も
違
い
ま
す
し
、
構
造
も
違
い
ま
す
し
、
意

味
も
違
い
ま
す
。
発
生
の
経
緯
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
釈
尊
も
比
丘
た
ち
も
信
者
さ
ん
の
葬
祭
に
か
か
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
仏
教
信
仰
は
成
り
立
ち
、
教
え
が
説
か
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
つ
い
で
に
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
き
ま
し
て
、

信
者
さ
ん
方
の
葬
祭
は
バ
ラ
モ
ン
僧
が
や
っ
て
来
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
葬
祭
と
仏
教
信
仰
は
直
接
の
関
係
は
な
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
現

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
l

実
の
歴
史
の
中
で
は
仏
教
教
団
は
葬
祭
を
手
が
け
、
そ
れ
に
よ

っ
て
教
団
が
定

着
し
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
南
方
上
座
部
に
お
き
ま
し
で
も
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
乗
仏
教
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
し
て
日

本
の
仏
教
に
お
き
ま
し
で
も
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
室
町
期
以
降
、
各
教
団
が
葬
祭
を
手
が
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
津
々
浦
々
ま
で
教
団
が
発
展
し
て
き
た
と
い
う
事
実
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
特
に
、
私
ど
も
禅
宗
の
ほ
う
で
言
う
な
ら
ば
、
圭
室
諦
成
先
生
の
名
著
と
い

わ
れ
ま
す
『
葬
式
仏
教
」
(
大
法
輪
閣
・

1
9
6
3年
)
と
い
う
本
に
よ
っ
て

論
証
さ
れ
て
い
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
仏
教
信
仰
は
葬
祭
が
な
く
て
も
成
り
立
つ
が
、
教
団
が
社
会
に
定

着
す
る
た
め
に
は
葬
祭
が
な
い
と
維
持
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
葬
祭
と
仏

教
教
理
は
理
論
と
し
て
は
整
合
し
な
い
の
で
す
。
木
に
竹
を
接
ぐ
よ
う
な
も
の

だ
か
ら
で
す
。
葬
祭
そ
の
も
の
は
仏
教
の
教
理
に
完
全
に
は
の
り
ま
せ
ん
。
端

的
な

一
例
が
、
霊
魂
と
無
我
説
の
問
題
で
す
。

輪
廻
説
は
古
代
イ
ン
ド
の
民
俗
信
仰
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
輪
廻
の
主
体

は
霊
魂
で
す
が
、
仏
教
の
無
我
説
と
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
釈
尊
は
通
俗
的
倫
理
と
し
て
功
徳
を
積
み
、
良
き
後
生
を
願
う
輪

廻
説
を

(少
な
く
と
も
当
初
は
)
在
俗
信
者
に
容
認
し
て
い
ま
す
。
次
第
に
仏

教
教
団
は
霊
魂
と
無
我
説
と
の
矛
盾
に
苦
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
で
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
、
唯
識
説
の
阿
頼
耶
識
こ
そ
が
実
態
で
な
く
し
て
業
を
担
つ
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て
輪
廻
し
て
い
く
主
体
で
あ
り
霊
魂
で
あ
る
と
ま
で
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。た

だ
、
こ
れ
は
教
理
学
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、

一
般
の
教
団
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
は
全
く
理
解
さ
れ
な
い
問
題
で
、
依
然
と
し
て
未
解
決
だ
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
現
に
日
本
で
も
、
こ
の
疑
問
に
対
し
て
仏
教
側
か
ら
は
ほ
と
ん

ど
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
た
り
前
な
ん
で
す
。
仏
教
教
理
は
民
俗
的
な
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
構
成

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
教
団
が
葬
祭
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
仏
教
の
世
界
観

と
の
種
々
の
関
係
づ
け
は
当
然
出
て
き
ま
す
し
、
ま
た
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
仏
教
葬
祭
の
意
味
づ
け
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
実
は
イ
ン
ド
以
来
の
仏
教
指
導
者
の
特
色
が
あ
り
ま
し
て
、

。
倍
り

一
点
主
義
。
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
悟
り
、
往
生
以
外
は
「
仏
教
」

で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
強
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
葬
祭
の
意
義
づ
け
は

す
る
の
で
す
が
、
禅
宗
系
で
は
せ
い
ぜ
い
教
化
布
教
の
場
で
あ
る
、
な
ど
と
意

義
づ
け
ま
す
。
し
か
し
「
仏
教
」
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
葬
祭
は
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で

す
。
し
か
し
、
仏
教
教
団
が
公
認
し
、
僧
侶
全
員
が
そ
れ
を
行
い
、
経
済
的
基

盤
と
も
な
っ
て
い
る
葬
祭
が
、
な
ぜ
、
「
仏
教
」
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
民

俗
と
し
て
の
葬
祭
は
そ
れ
な
り
の
遺
族
の
心
を
安
ん
じ
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
し
、
現
代
で
は
と
に
か
く
仏
教
的
意
味
づ
け
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
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何
で
仏
教
で
は
な
い
と
拒
否
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
を
教
理
と
し
て
の
み
で
と
ら
え
る
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

民
衆
の
聞
に
定
着
し
て
い
る
仏
教
、
教
団
が
か
か
わ

っ
て
い
る
仏
教
を
広
く
と

ら
え
る
な
ら
ば
、
仏
教
で
な
い
と
切
り
捨
て
る
方
が
お
か
し
い
の
で
す

(私
は

そ
れ
を
「
仏
教
文
化
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
す
が
、
本
日
は
こ
れ
に
深
入

り
し
な
い
こ
と
に
し
ま
す
)
。

3.
も
ち
ろ
ん
、
民
族
儀
礼
の
救
済
と
仏
教
と
実
存
的
な
救
済
の
内
容
が
違
う

こ
と
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
民
俗
が
心
を
安
ん
じ
、
癒
し
の
儀
礼
と
し
て
伝

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、
民
俗
の
中
に
は
迷
信
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
別
と
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
民
俗
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
教

団
は
社
会
に
定
着
し
得
た
も
の
で
す
。
純
粋
培
養
さ
れ
た
よ
う
な
教
理
の
み
で

社
会
生
活
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

そ
う
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
、
葬
祭
に
か
か
わ
る
観
念
と
儀
礼
の
仏
教
化
が

大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。
教
理
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
味
づ
け
で
す
。
各
宗

派
の
教
理
、
世
界
観
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
曹
洞
宗
で
は
、
葬
祭
は

「悟
り
の
実
践
」
で
あ
る
と
説
く
方
も
い

ま
す
。
悟
り
の
生
活
の
普
遍
性
と
い
う
視
点
か
ら
の
意
見
で
す
が
、
さ
す
が
に

有
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
普
通
に
、
私
ど
も
が
教
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の



は
、
葬
祭
は
教
化
の
手
段
、
教
化
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
葬
式
は
死
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
さ
せ
る
か
ら
、
そ
こ
で
無
常
を

説
く
。
無
常
の
人
生
を
知
ら
し
め
、
加
盟
…
常
を
生
き
る
「
安
心
」
を
説
き
、
信
仰

へ
と
導
入
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
通
夜
説
教
は
大
事

だ
な
ど
と
説
か
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
何
も
葬
祭
だ
け
で
や
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
普
段

か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
や
っ
て
い
な
く
て
は
い

け
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
曹
洞
宗
の
人
間
と
し
て
敢
え
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
く

な
ら
ば
、
普
段
何
に
も
し
な
い
で
い
て
、
葬
祭
の
と
き
だ
け
無
常
を
説
く
と
い

う
の
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
を
、
私
は
持
つ
ん
で
す
。

葬
祭
は
、
手
段
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
葬
祭
儀
礼
は
葬
祭
儀
礼
自
体
と
し

て
意
味
の
あ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
葬
祭
儀
礼
と
い
う
の
が
本
来
ど
う
い
う

も
の
か
と
い
う
と
、
家
族
が
亡
く
な
り
ま
す
。
膝
が
が
く
が
く
す
る
ぐ
ら
い
不

安
で
悲
し
い
。
そ
こ
に
、
近
所
の
人
や
親
戚
、
友
入
な
ど
が
来
て
励
ま
し
て
く

れ
る
。
慰
め
て
く
れ
、

い
ろ
い
ろ
助
け
て
く
れ
て
仲
間
意
識
が
出
て
く
る
わ
け

で
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
顔
の
知
っ
た
お
坊
さ
ん
、
檀
那
寺
の
ご
住
職
が
来
て
お
経

を
読
ん
で
く
れ
る
。
そ
れ
が
、
何
か
は
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
な
り
に
、
こ
う
や

る
も
の
だ
と
決
ま
っ
て
い
る

一
つ
の
形
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
て
成
立
し
て

で
き
た
、
家
族
を
失
っ
た
人
間
の
悲
し
み
を
癒
し
て
い
く

一
つ
の
形
な
ん
で
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
年
回
法
要

そ
し
て
、
そ
う
い
う
形
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
悲
し
み
の

心
が
少
し
ず
つ
慰
め
ら
れ
、
癒
さ
れ
て
い
く
、
そ
う
い
う
葬
祭
儀
礼
そ
の
も
の

の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
儀
礼
の
本
来
的
な
機
能
を
無
視
、
あ
る
い
は
軽
視
し

て
教
化
の
手
段
で
あ
る
と
か
、
い
や
悟
り
に
導
く
も
の
だ
と
か
い
っ
た
よ
う
な

意
味
づ
け
よ
り
先
に
、
儀
礼
自
体
の
意
味
を
重
視
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
信
仰

を
鼓
吹
す
る
と
か
、
教
化
が
先
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
も
つ

と
遺
族
の
心
に
寄
り
添
っ
た
形
で
、
僧
侶
の
慈
悲
の
発
露
と
し
て
、
葬
祭
儀
礼

を
心
か
ら
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
し
、
そ
れ
が
実
は
、
教
化
に
つ
な
が
る
も
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

葬
祭
は
教
化
の
手
段
で
は
な
く
て
、
結
果
な
の
で
、
あ
ま
り
に
教
義
的
、
あ

る
い
は
教
化
面
で
の
建
前
を
主
張
す
る
と
、
葬
祭
の
実
が
な
い
も
の
に
な
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
す
。
葬
祭
儀
礼
そ
の
も
の
は
心
の
癒
し
の
儀
礼
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
こ
そ
仏
教
的
世
界
観
と
か
か
わ
る
面
が
あ
る
の
で
す
が
、
形
式

化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
慈
悲
の
心
を
持
っ
て

一
所
懸
命
に
儀
礼

を
や
っ
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
多
く
の
僧
侶
が
そ
れ
を
意
識
し
て

や
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
葬
祭
の
あ
る
べ
き
姿
が
教
団
全
般

と
し
て
は
や
は
り
薄
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
が
教
団
全
般
の
葬

祭
の
形
式
化
に
?
な
が
り
、
仏
教
葬
祭
の
評
価
を
下
げ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
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ま
と
め
て
言
う
な
ら
ば
、
葬
祭
は
仏
教
の
本
義
と
は
宗
教
的
機
能
、
レ
ベ
ル
、

意
味
、
成
立
の
経
緯
等
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
悟
り
や
成
仏
を
目
指
す
「
修

行
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
行
事
と
し
て
意
味
づ
け
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

必
ず
し
も
仏
教
教
理
と
整
合
性
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

整
合
性
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
仏
教
で
は
な
い
、
仏
教
僧
侶
と
し
て
や
る
べ
き

で
な
い
な
ど
と
考
え
る
必
要
は
な
い
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、

遺
族
の
悲
し
み
の
心
を
癒
す
儀
礼
と
し
て
、
慈
悲
の
行
為
と
し
て
行
う
べ
き
も

の
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
意
味
で
、
儀
礼
そ
の
も
の
の
意
味
を
重
視
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

心
温
ま
る
、
そ
し
て
檀
信
徒
の
方
が
納
得
で
き
る
葬
祭
儀
礼
と
い
う
も
の
を
、

現
在
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
形
(
儀
礼
の
形
式
)
に
内
実
の
心
を
吹
き
込
ん
で
い
く

作
業
が
欠
け
て
い
る
面
を
反
省
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
今

日
の
仏
教
葬
祭
が
魅
力
を
失
っ
て
い
る
最
大
の
理
由
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

4.
次
の
問
題
で
す
が
、
葬
祭
の
中
心
テ
l
マ
は
、
霊
魂
を
も
含
む
生
者
と
死

者
と
の
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。

回
向
と
い
う
と
、
こ
れ
は
仏
教
の
教
理
の
ほ
う
で
そ
れ
な
り
の
定
義
が
ご
ざ

い
ま
す
。
自
分
の
積
ん
だ
善
根
功
徳
を
自
己
お
よ
び
他
者
の
惜
り
に
対
し
て
回

向
す
る
、
回
し
向
け
る
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
具
体
的
実
践
の
面
か
ら
言
、
っ
と
も
う

一
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
私
は
そ
の

意
味
を
広
げ
て
、
葬
祭
儀
礼
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
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つ
ま
り
、
生
き
て
い
る
人
間
の
死
者
を
思
う
心
を
、
故
人
に
回
し
向
け
て
い

く
、
心
遣
い
を
向
け
て
い
く
と
い
う
、
ご
く
素
直
な
意
味
で
と
っ
て
い
い
と
、

応
用
問
題
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
は
、
こ
う
し
た
例
に
関
し
ま
し
て
、

「寺
門
興
隆
」
の
2
0
1
0年
6
・7

月
号
に
、
私
は
。
直
葬
。
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
い
く
つ
か
の
例
を
書
き
ま
し
た
が
、
例
え
ば
下
町
の
女
性
で
、
父
親

の
法
要
に
際
し
、
「
天
国
に
い
る
に
違
い
な
い
父
親
に
不
自
由
さ
せ
て
は
い
け

な
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ
走
り
回
っ
て
、
父
親
の
好
き
だ
っ
た
刻
み
た
ば
こ
を
買
っ

て
き
て
お
供
物
と
し
て
捧
げ
て
い
る
と
い
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
葬
式
、
あ
る
い
は
法
要
に
際
し
て
亡
き
人
を
思
い
、
会
話
し
、
語
り

か
け
る
こ
と
、
そ
れ
は
生
者
の
立
場
か
ら
死
者
に
心
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
と

同
時
に
、
実
は
そ
う
し
た
死
者
と
の
心
の
交
流
、
会
話
と
い
う
も
の
が
、
今
度

は
生
き
て
い
る
人
間
に
返
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
生
き
て
い
る
人
聞
が
人
生
を
、
毎
日
を
前
向
き
に
生
き
て
い
く
力

に
も
な
っ
て
い
る
、

一
種
の
カ
タ
ル
シ
ス
と
な

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
形
で
回

向
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
葬
祭
と
い
う
も
の
の
意
味
や
意
義
を
認
め
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
に
、
生
者
と
死
者
と
の
親
し
い
人
間
的
な
感
情

の
交
流
を
復
活
し
て
い
く
た
め
の
努
力
と
い
う
か
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を



し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
日
「
無

縁
社
会
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
、
も
っ
と
人
間
的
な
ツ
ナ
ガ
リ
の
あ
る
社
会

に
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
こ
と
を
生
者
と
死
者
、
ご
先
祖
、

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
難
し
い
の
は
霊
魂
の
問
題
で
す
が
、
「
死
者
霊
を
巡
る
考
え
方
(
曹

洞
宗
僧
侶
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
)
」
と
い
う
も
の
を
資
料
と
し
て
提
示
し
て
お
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が

『
葬
祭

現
代
的
意
義
と

課
題
』
と
い
う
書
物
を

2
0
0
3年
に
出
し
ま
し
て
、
そ
の
資
料
編
の
ほ
う
に

載
っ
て
い
る
調
査
で
す
。

お
も
し
ろ
い
統
計
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
に
対
し
て
の
ア
ン

ケ
l
ト
で
す
。
複
数
回
答
で
す
が
、
「
魂
は
存
在
す
る
」
が
訂
・

6
%。
「
魂
は

存
在
し
な
い
」
が

7
・
5
%
。
「
追
憶
の
な
か
に
存
在
す
る
」
が
訂
・
0
%
。
「素

朴
な
感
覚
と
し
て
存
在
す
る
」
が
日
・

8
%と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
ら
か
に
、
こ
こ
に
は
葬
祭
と
い
う
も
の
は
死
者
の
霊
に
対
し
て
行
う
儀
礼

だ
と
い
う

一
般
通
念
が
あ
り
、
同
時
に
仏
教
は
無
我
説
で
あ
っ
て
霊
魂
の
存
在

を
認
め
な
い
と
い
う
知
識
が
あ
り
、
そ
の
中
間
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
い
か

と
迷
っ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
武
田
先
生
が
、
家
族
の
思
い
出
の
中
に
実
感
さ
れ
る
生
者
と
死
者

と
の
紳
と
い
う
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
も
う

一
歩
進
め
て
、

生
者
の
追
憶
に
残
る
死
者
の
人
格
と
い
う
も
の
を
、
葬
祭
に
お
け
る
霊
と
認
め

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
こ
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
年
団
法
要 て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
物
理
的
な
霊
魂
が
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
方
は
、
そ
れ
を
信

じ
て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

一
向
に
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
葬
祭
と
い
う
の
は
教
理
で
は
な
い
の
で
す
。
民
俗

な
の
で
す
。

だ
と
す
る
と
、

一
番
考
え
や
す
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
正
し
く
建
設
的
だ

と
思
わ
れ
る
考
え
方
を
受
け
て

一
向
に
構
わ
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
と
同

時
に
、
無
我
説
と
い
う
も
の
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
個
人

は
「
霊
魂
は
あ
る
の
か
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
「
今
の
と
こ
ろ
あ
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
葬
祭
が
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、

「
十
分
に
で
き
る
」
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
に
合
理
的
思
考
に
「
毒
さ
れ
た
」
親
し
い
友
人
が
お
り
ま
し
て
、
宗
教
も

認
め
な
い
、
人
間
の
死
も
認
め
な
い
、
ま
し
て
や
霊
魂
な
ど
も
認
め
な
い
人
間

で
す
。
そ
の
私
の
友
人
が
、
父
親
の
葬
儀
で
会
葬
さ
れ
た
方
々
に
挨
拶
し
て
「
皆

さ
ん
、
ど
う
も
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
亡
き
父
も
草
葉
の
陰
で

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
で
「
お
前
の
普
段
言
つ

て
い
る
こ
と
と
違
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
批
判
し
た
ら
、
に
や
っ
と
笑
っ
て
「
で

も
、
親
父
の
笑
う
顔
が
出
て
き
た
ん
だ
よ
ね
」
な
ど
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

あ
る
い
は
、
天
国
に
い
る
父
親
に
刻
み
た
ば
こ
を
ご
法
事
の
際
に
お
供
え
し

た
女
性
に
、
別
の
機
会
に
で
す
が
「
霊
魂
は
あ
る
と
思
う
?
」
と
訊
い
た
ら
、
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こ
と
も
な
げ
に
「
霊
魂
で
す
か
。
そ
ん
な
も
の
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と

答
え
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
受
け
止
め
方
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
養
老
孟
司
先
生
と
お
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
先
生
は
脳
死

を
認
め
な
い
方
な
の
で
す
が
、
「
三
人
称
で
呼
び
か
け
た
と
き
に
、
そ
の
故
人

は
死
ん
で
い
る
。二
人
称
で
呼
び
か
け
た
と
き
に
生
き
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
「
ね
え
、
あ
な
た
、
早
く
死
ん
じ
ゃ
っ
た
わ
ね
。
皆
寂
し
い
わ
よ
」

な
ど
と
、
「
あ
な
た
」
と
い
う
二
人
称
で
呼
び
か
け
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
方

に
と
っ
て
ご
主
人
は
生
き
て
い
る
と
一
言
、
つ
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
「
主
人
は

も
う
亡
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
既
に
死
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
人
間
の
死
後
の
存
在
と
い
う
も
の
を
、
単
に
物
理
的
な
霊
魂
の
存

在
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
て
、
も
う
少
し
私
ど
も
生
き
て
い
る
人
間
の

心
の
働
き
の
中
で
認
め
て
い
く
こ
と
が
、
あ

っ
て
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

ま
と
め
ま
す
と
、
人
生
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
の
死
の
重
さ
を
尊
重
す
る
と

い
う
心
情
、
心
根
を
育
て
て
、
死
者
と
生
者
と
の
交
流
の
意
味
を
オ
リ
エ
ン
テ
l

シ
ヨ
ン
し
て
い
く
必
要
が
私
ど
も
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
、
物
理
的
な
霊
魂
の
存
在
を
認
め
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、

認
め
な
く
て
も
葬
祭
は
成
り
立
つ
し
、
仏
教
の
無
我
説
と
の
矛
盾
も
説
明
し
ゃ

290 

す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
現
代
の
葬
祭
儀
礼
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ろ
い
ろ
と
合
理
的
な

説
明
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
し
、
可
能
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
日
省
略

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上
、

2
点
に
つ
い
て
私
見
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
清

聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)

議
題

「も=つ
1
度
や
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
る
葬
儀
の
た
め
に
」

高
野
山
真
言
宗
僧
侶
・
月
刊
『
寺
門
興
隆
』
編
集
発
行
人
矢
津
澄
道

身
に
余
る
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田
先
生
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
奈
良
先
生
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
わ
か
り

や
す
く
調
査
研
究
を
重
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、

小
さ
い
雑
誌
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
手
法
で
見
て
き
た
人
間

で
あ
り
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
は
大
分
違
い
ま
し
て
、

そ
の
日
、
そ
の
日
の
話
題
を
、
そ
の
ま
ま
伝
え
る
と
い
う
手
法
を
と
り
ま
す
。

調
査
は
す
る
け
れ
ど
も
、
比
較
分
析
は
と
も
か
く
も
、
研
究
な
ど
は
し
な
い
で
、

そ
の
生
の
形
の
ま
ま
、
読
者
に
考
え
る
材
料
を
提
供
す
る
と
い
う
立
場
で
す
。



で
す
か
ら
、

い
く
ら
積
み
重
ね
て
み
て
も
、
そ
れ
は
質
的
に
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
研
究
に
は
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
き
ょ
う
発
表
す
る
こ
と

も
、
研
究
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
日
、
そ
の
日
に
考
え

て
き
た
こ
と
の
一
端
を
、
時
間
を
い
た
だ
け
る
範
囲
で
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
二
人
の
先
生
方
の
発
表
は
本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
捕
捉
す
る
よ
う
な
内
容
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
私
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
は
、
常
に
寺
院
に
あ
り
ま
し
て
、
寺

院
か
ら
も
の
を
見
て
い
く
と
い
う
立
場
だ
け
で
す
。
そ
れ
が
唯
一
の
視
座
で
あ

り
ま
す
の
で
、
多
少
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
ご
発
表
と
は
違
う
表
現
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
表
現
が
違
う
だ
け
で
、
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
は
同
じ

で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
私
が
寺
院
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
に
、

い
つ
も
念
頭
に

置
い
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
社
会
学
者
の
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ
l

と
い
う
人
の
言
葉
で
す
。

「
世
界
宗
教
の
中
で
、
仏
教
の
み
が
宗
教
税
を
制
度
化
せ
ず
に
教
団
を
維
持

し
よ
う
と
し
た
不
思
議
な
宗
教
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
い
う
仏

教
と
い
う
の
は
、
日
本
の
仏
教
を
か
な
り
視
野
に
入
れ
た
言
葉
で
す
。

宗
教
税
と
い
う
も
の
を
制
度
化
し
て
い
な
い
宗
教
は
、
仏
教
だ
け
で
、
ほ
か

の
宗
教
は
全
部
宗
教
税
と
い
う
も
の
を
、
名
前
は
違
っ
て
も
信
徒
に
課
し
て
い

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ょ
っ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
仏
教
は
、
税
金
と
い
う
形
で
徴
収
す
る
と
い
う

こ
と
が
な
い
宗
教
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
宗
教
を
維
持
す
る
の
に
は
お
金
が
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の
宗
教
と
い
う
の
は
、
哲
学
的
・
倫
理
的
、

あ
る
い
は
学
問
的
宗
教
で
は
な
い
の
で
す
。
教
会
で
す
。
教
会
を
維
持
す
る
制

度
に
は
宗
教
税
が
要
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
寺
院
を
維
持
す
る

の
に
は
お
金
が
要
る
わ
け
で
す
。
き
ょ
う
は
そ
こ
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

寺
院
が
供
給
す
る
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
仏
教
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
核
は
仏
教
で
す
。
そ
の
仏
教
を
生
か
す
も
の
は
、
絵
画

で
あ
っ
た
り
、
文
学
で
あ
っ
た
り
、
美
術
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
習
俗
で
あ
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
第

一
に
は
そ
こ
に
僧
侶
と
い
う
も
の
が

い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
僧
侶
と
い
う
立
場
か
ら
、
今
回
与
え
ら
れ
た
葬
儀
の
問
題
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
僧
侶
が
何
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん
も
既
に

ご
存
じ
の
よ
う
に
庭
を
耕
し
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た

何
か
物
を
売
っ
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
確
実
に

お
布
施
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
、
乞
食
(
こ
つ
じ
き
)
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で
生
き
て
い
る
と
言
い
換
え
て
も
い
い
と
思



い
ま
す
。
原
始
仏
教
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
僧
侶
は
生
産
を
し
て
は
い
け
な
い

の
で
、
と
に
か
く
皆
の
思
し
召
し
を
得
て
、
僧
侶
は
生
き
て
い
る
ん
で
す
。
そ

れ
以
外
で
生
き
て
い
る
僧
侶
が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
余
分
な
こ
と
な
ん
で

す
僧
侶
は
、
お
布
施
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
自
ら
認
め
た
の

が
僧
侶
な
ん
で
す
。
で
す
の
で
、
お
布
施
を
得
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
お
布
施
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
僧
侶
は
僧
侶
と
し
て
立
ち
行
か
な
く

な
る
と
い
う
の
が
原
則
な
ん
で
す
。
今
、
私
は
僧
侶
を
個
人
の
よ
う
に
言
い
ま

し
た
が
、
も
と
も
と
僧
侶
教
団
と
言
い
換
え
て
も
い
い
し
、
寺
院
と
言
い
換
え

て
も
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
今
持
っ
て
い
る
、
こ
の
寺
院
を
守
る
人
は
誰
か
と
い
え

ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
僧
侶
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
僧
侶
だ
け
で
守
っ
て
い

け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
支
え
て
護
持
す
る
人
た
ち
、
そ
れ
を
本

日
で
は
檀
家
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
の
日
本
仏
教
は
、
そ
の
檀
家
が
国
家
で
し
た
。
国
家
に
よ
っ
て
仏
教

は
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
家
の
統

一
性
が
な
く
な

っ
て
破
綻
し
ま
す
と
、

今
度
は
武
士
階
級
と
か
勢
力
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
法
然
上
人
、
親
驚
聖
人
、
日
蓮
聖
人
な
ど
の
人
々
に
よ
っ
て
、

気
に
寺
院
と
い
う
も
の
が
民
衆
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
寺
院
と
い

う
も
の
は
革
命
的
に
そ
の
性
格
を
異
に
し
ま
し
た
。

寺
院
と
い
う
の
は
、
僧
侶
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
し
、
国
家
だ
け
の
も
の
で
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も
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
国
家
の
も
の
で
あ
っ
た
と
き
に
、
仏
教
は
ど
う
い

う
役
割
を
し
た
か
と
い
う
と
、
た
た
り
や
災
い
、
そ
し
て
け
が
れ
を
清
め
る
た

め
に
制
度
化
し
た
と
、

一
面
で
は
き
守
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
思
想
で
す
。
そ
う
い
う
思
想
が
、
平
安
前
期

ま
で
蔓
延
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
戦
争
や
飢
鑑
、

大
災
害
な
ど
が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
の
理
由
を
為
政
者
は
あ
る
程
度
理
由
づ
け

た
り
、
管
理
で
き
な
け
れ
ば
権
威
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

仏
教
を
使
っ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
道

も
利
用
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
時
代
の
変
選
と
共
に
、
仏
教
は
国
の
も
の
か
ら
庶
民
の
も
の
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
、
説
く
対
象
が
庶
民
化
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い

っ
た
わ
け
で

す
そ
の
中
で
、
先
ほ
ど
武
田
先
生
が
説
か
れ
た
よ
う
に
、
人
間
の
中
で
最
も
苛

酷
な
現
実
は
死
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
死

一
点
に
布
教
の
焦
点
を
当
て
て
、

そ
れ
を
往
生
と
い
う
形
で
、
布
教
の
方
便
と
し
て
、
仏
教
を
、
教
団
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
制
度
化
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
そ
れ
は
今
日
ま
で
や
は
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
檀
家
制
度
に
よ
っ
て
よ
り
強
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。



し
た
が
っ
て
、
も
し
「
葬
儀
は
誰
の
た
め
に
あ
る
か
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
僧

侶
の
た
め
に
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、

仏
教
の
た
め
に
あ
る
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
神
道
で
あ
っ
て
も
い
い
し
、
葬
儀
を
し
な
く
て
も
い
い
わ
け
で

す
。
か
つ
て
は

一
遍
上
人
の
絵
図
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
外
に
遺
棄
す
る
と

い
う
時
代
も
長
く
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
と
て
も
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

実
は
、
こ
の

3
月
に
井
原
今
朝
男
さ
ん
と
い
う
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
教

授
が

『史
実
中
世
仏
教
」
(
興
山
舎

2
0
1
1年
)
と
い
う
本
を
私
ど
も
の

と
こ
ろ
か
ら
出
版
し
ま
し
て
、
そ
こ
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
肉
親

の
遺
体
を
外
に
放
置
で
き
た
か
と
い
う
、
新
し
い
見
解
を
出
し
て
い
ま
す
。

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
仏
教
と
葬
祭
の
関
係
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん

国
家
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
た
と
き
の
仏
教
は
、
そ
の
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
重

要
視
し
な
く
て
も
、
教
団
の
維
持
は
で
き
ま
し
た
。
庶
民
か
ら
の
税
金
で
は
な

く
て
国
費
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
家
管
理
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
同
時

に
、
ど
こ
か
か
ら
収
入
を
得
な
け
れ
ば
維
持
し
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

国
家
か
ら
離
れ
た
瞬
間
に
、
仏
教
は
も
う
崩
壊
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
。

崩
壊
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
人
々
は
捨
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
捨
て
た
歴
史
も
あ
る
ん
で
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
ヲ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
回
法
要
|

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

1
2
0
3年
に
、
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
ラ
!
と
い

、
ヱ
守
院
が
イ
ス
ラ
ム
教
に
攻
撃
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
お
寺
が
滅
亡
し
た
こ
と
を

も
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
は
滅
び
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
こ
で
終
わ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
民
衆
に
対
し
て
葬
送
儀
礼

を
あ
ま
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
仏
教
が

な
く
な
っ
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
攻
撃
に
や
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、

社
会
的
な
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
の
で
自
ら
崩
壊
し
て
い
っ
た
と
い
う
ふ
う
に

い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
民
衆
に
よ
っ
て
教
団
は
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
事
実
で

あ
る
こ
と
を
、
教
団
は
認
め
て
い
ま
し
た
が
、
民
衆
に
迎
合
す
る
、
民
衆
に
あ

ま
り
に
も
傾
く
こ
と
を
、
求
道
出
家
集
団
で
あ
る
僧
侶
た
ち
は
求
め
な
か
っ
た

ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
は
滅
び
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ふ

う
に
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
と
て
も
教
訓
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
僧
侶
、
さ

ら
に
寺
院
の
目
指
す
も
の
は
求
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
集
団
を
支
え
て
い

く
の
は
民
衆
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

乞
食
で
生
き
て
い
く
し
か
な
い
僧
侶
は
、

い
く
ら
お
金
を
集
め
て
も
大
し
た

額
に
な
り
ま
せ
ん
。
1
日、

1
日
を
暮
ら
す
程
度
の
も
の
し
か
得
な
い
と
い
う

の
が
乞
食
僧
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
外
か
ら
守
る
の
は
民
衆
で
す
。
で
す
か

ら
、
民
衆
に
対
し
て
何
も
し
な
い
仏
教
は
当
然
滅
び
ま
す
。
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や
は
り
、
ま
ず
自
利
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
様
も
、
自
分
が
悟

り
を
得
た
と
き
に
、
こ
れ
で
自
分
の
城
へ
帰
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
党
天
に
「
あ
な
た
の
教
え
は
他
に
と
っ
て
も
有
効
だ
か
ら
」
と
請

わ
れ
て
、
立
ち
上
が
っ
て

5
人
の
仲
間
に
法
を
説
い
た
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
だ
け
の
行
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

や
は
り
、
他
を
生
か
す
と
い
う
、
そ
こ
に
私
ど
も
の
本
質
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
真
言
宗
で
す
の
で
、
弘
法
大
師
の
書
い
た

「菩
提
心
論
」
を
重
要
な
論

文
と
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
か
に
厳
し
い
求
道
を
し
て
も
求
道
に

し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
誰
の
た
め
に
な
る
の
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
自
ら
の

た
め
で
だ
け
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
宗
教
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

や
は
り
、
そ
れ
は
国
家
の
た
め
で
あ
り
、
民
衆
の
た
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
利
他
、
す
な
わ
ち
「
菩
提
心
」
と
い
う
も

の
を
位
置
づ
け
た
の
で
す
。
菩
提
心
と
は
求
道
、
す
な
わ
ち
自
分
を
救
済
す
る

こ
と
が
そ
の
ま
ま
他
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
求
道
と
利
他

と
を

一
つ
に
す
る
と
は
、
た
と
え
ば
自
ら
を
お
い
て
、
他
を
生
か
す
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
葬
儀
と
い
う
の
は
、
も
う
菩
提
心
そ
の

も
の
で
す
。
私
た
ち
僧
侶
が
生
き
て
い
く
た
め
の
菩
提
心
の
発
露
と
し
て
、
葬

儀
を
す
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
に
僧

侶
が
葬
儀
を
行
う
目
的
は
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
基
本
的
に
自
分
の
都
合
の
い
い
も
の
し
か
見
ょ
う
と
し
ま
せ
ん
。
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自
分
の
欲
す
る
も
の
し
か
見
ょ
う
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
の
前
に
人
が
倒

れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
無
視
し
て
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
そ
れ
を
何

度
も
手
を
差
し
延
べ
る
と
い
う
の
が
菩
提
心
な
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
言
い
方
を
す
れ
ば
、
葬
儀
と
い
う
の
は
僧
侶
に
と
っ
て
、
仏
教
を

守
る
人
々
の
最
期
の
死
を
弔
う
、
と
て
も
必
要
な
も
の
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
仏
式
葬
儀
を
す
る
の
は
誰
の
た
め
か
と
い
っ
た
ら
、
僧
侶

自
身
の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
お
寺
の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ま
ず
第

一
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
「
葬
儀
を
す
る
」
の
で
は
な
く
て
、
「
葬
儀
を
さ
せ
て
も
ら
う
」

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
ほ
う
が
、
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
然
、
葬
儀
は
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
相
手
に
さ
ま
ざ
ま
な
負
荷
を

与
え
ま
す
。

し
か
し
、
葬
儀
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
、
自
分
も
そ
れ
に
よ

っ
て
お
布
施
を
も

ら
え
る
ん
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
境
地
が
自
分
に
あ
る
と
し
た
ら
、
相
手
が
満

足
す
る
よ
う
な
い
い
葬
儀
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
が
葬
儀
を
し
て
や
る
の
だ
。
そ
れ
は
税
金
の
よ
う
に
当
然
の
こ
と
だ
と
い

う
の
で
は
な
く
て
、
乞
食
で
す
か
ら
、
も
ら
え
な
く
と
も
与
え
る
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
さ
せ
て
も
ら
え
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
意
識
の
転
換
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。



そ
こ
で
、
さ
せ
て
も
ら
う
の
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、
私
が
今
回
の
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。

私
も
何
回
か
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
講
演
会
、
あ
る
い
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

に
行
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、

で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
と
い
っ
た
と

き
に
、
ど
う
も
手
が
か
り
に
な
る
も
の
が
な
い
の
で
す
。

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

一
つ
に
は
檀
家
さ
ん
の
葬
儀
で
す
。
檀
家

さ
ん
の
中
に
弔
わ
な
い
人
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
弔
え
な
い
人
が
出

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
す
ね
。
私
が
住
寺
す
る

寺
で
も
、
小
さ
な
寺
で
す
が
、
こ
こ

2
1
3年
で
2
つ
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク

な
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

-
人
は
、
も
ち
ろ
ん
檀
家
さ
ん
で
す
が
、

い
き
な
り
遺
骨
を
持
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
自
分
の
奥
さ
ん
の
遺
骨
を
突
然
持
っ
て
き
て
、
「
こ
れ
を
お
墓
に
入

れ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
私
は
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
て

「
葬
儀
は
し
た
ん
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
「
し
て
い
ま
せ
ん
。

直
接
火
葬
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
親
子
で
や
っ
て
来
ま
し

た
。
私
が
「
な
ぜ
葬
儀
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
ら
、
終
始

無
言
で
し
た
。

「
こ
の
遺
骨
を
お
墓
に
納
め
た
ら
ど
う
す
る
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
ら
、

「
四
十
九
日
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
で
は
、
戒
名
は
ど
う
す

る
ん
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
ら
、
「
戒
名
は
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ー
ム
ヲ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

と
で
し
た
。
で
は
、
「
お
位
牌
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
四
十
九
日
の
日
に
葬
儀
・

引
導
を
わ
た
し
て
か
ら
埋
葬
を
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
参
列
者
は
少
な
か
っ
た

で
す
が
。

そ
の
後
、
「
一
周
忌
や
り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら
「
や
り
ま
す
」
。
「
お
施
餓

鬼
に
は
来
ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら
「
行
き
ま
す
」
と
。
そ
れ
以
後
は
一
般
の
檀

家
さ
ん
よ
り
も
む
し
ろ
熱
心
で
、
足
繁
く
お
墓
参
り
も
す
る
し
、
檀
家
さ
ん
と

し
て
褒
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
て
し
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
、
そ
の
と
き
に
葬
儀
を
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
調
査
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
l
つ
目
の
例
で

す
0

ク
直
葬
ψ

と
い
う
言
葉
が
、
ち
ょ
う
ど
あ
ら
わ
れ
始
め
た
ぐ
ら
い
の
と
き

で
し
ょ
う
か
。

2
つ
目
の
例
は
、
「
自
分
の
親
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
悌
歳
の
大
往
生
で
す
。

つ
い
て
は
、
お
葬
式
を
し
な
く
て
も
い
い
で
す
か
」
と
言
う
の
で
す
。
本
当
に

真
顔
で
言
う
の
で
す
。
「
お
葬
式
は
し
な
く
て
も
お
布
施
は
出
し
ま
す
か
ら
」

と
も
言
う
の
で
す
。

「
ど
う
し
て
」
と
聞
い
た
ら
、
「
誰
も
来
て
く
れ
な
い
か
ら
」
と
言
う
の
で
す
。

「
広
い
斎
場
を
使
っ
て
や
っ
て
も
誰
も
来
て
く
れ
な
い
の
で
、
葬
儀
を
す
る
必

要
は
な
い
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
。

斎
場
で
寂
し
い
な
ら
う
ち
の
お
寺
で
や
り
ま
し
ょ
う
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
斎
場
の
抱
え
る
問
題
が
あ
る
の
で
す
。
今
ま
で
需
要
は
右
肩
上
が
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り
で
、
斎
場
の
経
営
者
は
大
き
な
斎
場
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
今

で
も
そ
、
つ
で
す
。

皆
様
方
も
ご
経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

2
0
0席
ぐ
ら
い
の
大
き

な
ホ
l
ル
で
も
、
集
ま
っ
て
く
る
の
は
山
人
く
ら
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
寂
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
そ
の
人
は
味
わ
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
葬
儀
を
し
た
く
な
い
と
言
う
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
「
で
は
、
う
ち
の
本
堂
で
や
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。
お
寺
で
や

り
ま
し
ょ
う
よ
。
も
う
3
人
だ
け
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
し
た
で
よ

け
れ
ば
、
あ
し
た
お
通
夜
を
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
お
通
夜
を
や
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
し
た
ら
、

加
入
ぐ
ら
い
の
方
が
来
ま
し
た
。
誰
も
来
て
く
れ
な
い

と
話
し
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
葬
儀
も
そ
れ
く
ら
い
来
ま
し
た
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
誰
も
来
て
く
れ
な
い
と
自
分
で
思
い
込
ん
で
い
た
だ
け
で
、

実
際
は
ち
ゃ
ん
と
来
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の

2
つ
は
、
象
徴
的
な
例
だ
と
思
い
ま
す
。
葬
儀
を
し
た
く
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

一
方
で
葬
儀
を
し
た
く
な
い
理
由
も
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
が
、
と
て
も
重
要
な
心
理
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
弔
わ
な
い
人
、
弔
え
な
い
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
第

一
に
、
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
東
京
で
葬
儀
を

出
す
に
は

2
5
0
万
円
が
か
か
る
と
言
わ
れ
る
と
尻
込
み
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
実
感
で
は
、
お
布
施
の
相
場
は
初
年
前
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
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い
ま
せ
ん
。
何
が
変
わ
っ
た
の
か
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
接
待

費
、
会
場
費
、
そ
し
て
葬
儀
費
に
圧
倒
的
に
お
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。し

か
も
、
会
葬
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
香
典
と
い
う
相
互
扶
助
が

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
出
費
が
多
い
と
い
う
観
念
が

も
う
す
で
に
頭
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
尻
込
み
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

事-、
、事-、

ふ
/
ふ
J

実
際
は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
の
で
す
。
か
か
る
わ
け
が
な
い
の
で

す
。
な
お
さ
ら
お
寺
で
や
れ
ば
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
お
寺
に
よ
っ
て
は

「
お
布
施
な
ん
か
要
ら
な
い
よ
」
と
、
相
手
の
境
遇
を
み
て
、

言
っ

て
い
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
費
用
が
か
か
る
か
ら
し
な
い
と
い
う
の
は
ク
リ
ア
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
会
葬
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
先
ほ
ど
言
っ
た
と
お
り
大
き
な

理
由
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ク
リ
ア
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
悲
し
ん
で
く
れ

る
人
が
い
な
い
と
い
う
の
は
思
い
過
ご
し
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
親
父
は
も
う
十
分
生
き
た
か
ら
死
ん
で
も
悲
し
く
な
い
の
で
、
葬

式
な
ん
か
い
い
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
挙
げ
た
も
の
は
情
緒
的
な
心
理
で
す
。
し
か
し
、
決
定
的
な
心
理
も
あ
り
ま

す
こ
れ
は
、
私
た
ち
と
し
て
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
で
、
革
命
的
な
意
識



の
転
換
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
子
ど
も
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と

い
う
言
い
方
で
す
。

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、
そ
れ
は
長
寿
社
会
の
長
老
者
が
も
ら
し
た
言
葉
で

す
。
こ
ん
な
に
長
生
き
を
し
て
、
こ
れ
以
上
、
死
ん
で
か
ら
も
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
、
電
車
の
中
で
も
子
ど
も
が
何
か
悪
さ
を
し
ま
す
と
、
「
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
と
人
に
迷
惑
が
か
か
る
じ
ゃ
な
い
の
」
と
、
大
体
親
御
さ
ん
は
し
か
る
よ

う
で
す
。
昔
は
、
こ
ん
な
し
か
り
方
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
そ
ん
な
こ
と
を

し
た
ら
パ
チ
が
当
た
る
よ
」
と
か
、
「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い

じ
ゃ
な
い
の
」
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
叱
っ
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
は
、
「
迷
惑
が
か
か
る
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
迷

惑
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
迷
惑
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
い
い
と
い
う

の
は
、
相
対
的
な
価
値
観
で
す
よ
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、
恥
を
か
く
よ
と
い
う

の
は
絶
対
的
な
観
念
で
す
。

「
迷
惑
が
か
か
る
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
、
私
た
ち
は
迷
惑
に
な
る
人
聞
が

い
け
な
い
、

迷
惑
に
な
る
子
ど
も
が
い
け
な
い
、

迷
惑
に
な
る
大
人
が
い
け
な

ぃ
、
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
み
ん
な
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。

事
実
、
法
律
に
も
あ
り
ま
す
。
昔
、
暴
力
団
と
か
愚
連
隊
と
か
が
市
民
生
活

に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
東
京
都
は
初
め
、
昭
和
訂
年
に
「
愚

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
と
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

連
隊
防
止
条
例
」
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
平
成
叩
年
に

「
迷
惑
防
止
条
例
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
自
治
体

に
迷
惑
防
止
条
例
が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。

ベ
ネ
ツ
セ
が
平
成
問
年
に
、
東
京
、

ソ
ウ
ル
、
北
京
、
上
海
、
台
北
の
5
都

市
で
、

3
歳
か
ら
6
歳
の
幼
児
を
持
つ
保
護
者
6
0
0
0
人
に
、
我
が
子
に
将

来
、
ど
ん
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
、
立
質
問
を
し
た
の
で
す
。

そ
う
し
ま
し
た
ら
、
東
京
の
ト
ッ
プ
は
「
友
人
を
大
切
に
す
る
人
」
で
九

・

5
%
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
次
に
、

九
%
が
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
人
」

と
答
え
た
の
で
す
。
3
番
目
は
、
「
自
分
の
家
族
を
大
切
に
す
る
人
」
で
す
。
「周

り
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
」
は
ロ
%
、
「
社
会
の
た
め
に
尽
く
す
人
」
も
わ
ず
か

日
%
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

ソ
ウ
ル
で
は
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
人
」
と
い
う
の
が

担
・
7
%
、
台
北
で
は
弘
・
1
%
、
北
京
と
上
海
で
は
何
と
4
%
で
し
た
。
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
人
間
な
ど
と
い
う
の
は
、
目
指
す
べ
き
人
間
像
で
は
な

い
の
で
す
。
日
本
は
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
そ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
当
然
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
家
族
主
義
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

も
、
そ
の
1
つ
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会
が
味
方
を
す
る
の
で

は
な
く
て
、
所
得
が
充
足
し
た
の
で
家
族
内
だ
け
で
も
守
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
だ
け
意
識
す
る
世
界
が
小
さ
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
社
会
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
は
守
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
強
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か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
社
会
は
必
要
な
い
、
家
族
だ
け
の
所
得
で
十
分
だ
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
恐
ら
く
高
度
資
本
主
義
の
行
き
着
く
場
所
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
家
族
主
義
で
す
が
、
も
っ
と
進
む
と
個

人
主
義
、
個
別
主
義
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
先
ほ
ど
の
統
計
、

つ
ま
り
迷
惑
を
か
け
な
い
人
間
像
が

日
本
人
の
理
想
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
人
尊
重
主
義

の
行
き
つ
く
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
前
提
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
葬
儀
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
し
た
わ
け
で
す
。

別
に
こ
れ
は
、

チ
ェ
ッ
ク
が
多
い
ほ
、
つ
が
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
少
な
く
と
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
葬
儀
と
い
う
の
は
寺
院
を
守
る
、
仏
教

を
守
る
た
め
の
フ
ロ
ン
ト
で
す
。
最
前
線
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
本
質
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

フ
ロ
ン
ト
が
崩
壊
し
ま
す
と
、
本
質
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
壊
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、

や
は
り
フ
ロ
ン
ト
は
と
て
も
重
要
で
す
。
問
題
は
す
べ
て
フ

ロ
ン
ト
す
な
わ
ち
現
場
に
現
れ
る
も
の
で
す
。

物
事
は
現
場
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
現
場
を
預
か
っ
て
い
る
人

間
と
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
「
1
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亡
く
な
っ
た
ら
第
一
報
は
寺
に
す
る
よ
う
檀

信
徒
に
教
え
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
檀
家
さ

ん
が
と
い
う
意
味
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
檀
家
き
ん
で
は
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

ま
た
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
何
事
も
今
ま
で
の
努
力
、
あ
る
い
は
営
み
が
崩
れ
る
の
は
、
外
側

か
ら
で
は
な
く
て
内
側
か
ら
で
す
か
ら
、
ま
ず
私
た
ち
が
視
野
に
入
れ
る
べ
き

こ
と
は
、
社
会
全
体
を
見
る
と
い
う
目
も
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私

た
ち
に
と
っ
て
の
社
会
で
あ
る
檀
家
で
す
。

で
す
か
ら
、
檀
信
徒
を
ま
ず
弔
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
づ
け
は
、

先
ほ
ど
武
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
す
が
、
亡
く
な
っ
た
ら
、
第
一

報
は
寺
に
す
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の
人
に
主
導
権
が
渡
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
仏
教
と
し
て
葬
儀
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
僧
侶
の
た
め
に
す
る
の

で
は
な
い
の
で
す
。
仏
教
と
し
て
や
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
そ

う
で
な
い
と
、
本
来
的
に
は
お
坊
さ
ん
を
呼
ぶ
必
要
は
な
い
の
で
す
。

2
番
目
は
、
「
枕
経
に
行
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
と

て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
遺
族
に
と
っ
て
、
遺
体
に
触
る
最
も
最
初
の
人
に
信

頼
を
置
き
ま
す
。

一
番
初
め
に
遺
体
に
触
っ
た
他
人
を
、
遺
族
の
心
理
と
し
て

は

一
番
重
要
視
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
特
殊
な
事
態
で
す
か
ら
、
遺
体
に
触
っ

て
く
れ
る
と
い
う
の
は
と
て
も
信
頼
に
値
す
る
こ
と
な
わ
け
で
す
。



お
坊
さ
ん
が
行
っ
た
ら
そ
の
方
の
遺
体
に
触
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
檀
信

徒
が
「
親
身
に
な
っ
て
自
分
の
身
内
を
弔
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
ふ
う
に
思
う

わ
け
で
す
。『
お
く
り
び
と
』
と
い
う
映
画
で
は
、
最
初
に
遺
体
に
触
れ
る
人

が
葬
儀
社
の
方
で
す
か
ら
、
も
う
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
主
導
権
が
全
部
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
役
割
は
と
て
も
重
要
で
す
か
ら
、
私
は
そ
う
い
う
方
々
に
敵
対
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
共
同
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が

大
前
提
な
の
で
す
が
、
ま
ず
は
僧
侶
が
枕
経
に
行
っ
て
遺
体
に
触
れ
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。

3 

通
夜
・
葬
儀
の
意
味
を
教
え
て
い
る
か
」
と
い
う
の
は
、
第
1
に
や

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
「
通
夜
と
葬
儀
を
し
て
く
れ
ま
す
か
、
し

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一-，

4 

通
夜

・
葬
儀
を
寺
で
行
う
よ
う
勧
め
て
い
る
か
」
。
こ
れ
を
、
私
は
常

に
言
っ

て
い
ま
す
。
葬
儀
を
行
う
と
き
は
お
寺
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
お
寺
で

や
っ
て
く
れ
れ
ば
満
足
し
ま
す
か
ら
と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

人
に
2
人
ぐ
ら
い
し
か
や

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

あ
る
こ
と
で
す
の
で
、

言
い
続
け
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

5 

戒
名
・
法
名
・
法
号

(位
牌
)
の
意
味
を
教
え
て
い
る
か
」
。
葬
儀
と

い
う
の
は
仏
教
の
フ
ロ
ン
ト
で
あ
り
、
フ
ロ
ン
ト
は

一
瞬
で
終
わ
る
の
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
宗
教
の
中
核
に
い
く
の
に
は
、
時
間
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
葬
儀

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
ー

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

の
あ
と
に
あ
る
年
忌
な
ど
を
重
視
す
る
こ
と
が
、
人
々
の
悲
し
み
に
寄
り
添
う

檀
家
制
度
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
の
で
す
。

お
寺
を
守
っ
て
い
く
の
も
、

-
回
だ
け
で
は
な
く
て
何
か
の
機
会
に
繰
り
返

し
お
寺
を
守
っ
て
い
く
、

仏
教
を
守
っ
て
い
く
、
僧
侶
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

形
を
つ
く
る
に
は
、
位
牌
が
と
て
も
重
要
で
す
。

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
故
人
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
僧
侶

や
寺
院
の
位
置
づ
け
と
い
う
の
は
自
ず
か
ら
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
位
牌
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
で
す
。
要
は

。位
牌
仏
教
。
と
言
わ

れ
て
い
る
ぐ
ら
い
に
、
位
牌
は
重
要
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
と
い
う
も
の
が
亡
く
な

っ
た
人
の

記
録
を
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
こ
は
重
要
な
点
で
す
が
、
自

分
の
家
族
の
記
録
を
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
と
て
も
信
頼
感
を
感
じ
る
も

の
で
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
、

日
ご
ろ
か
ら
説
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

10 

お
釈
迦
様
は
、
人
々
に
あ
な
た
は
な
ぜ
悲
し
い
の
か
、
あ
な
た
は
な
ぜ
弔
い

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
あ
な
た
は
な
ぜ
迷

っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た

と
き
に
、

一
番
初
め
に
必
ず
「
そ
れ
は
あ
な
た
が
無
知
だ
か
ら
で
す
」
と
い
う

ふ
う
に
言
っ
た
と
い
う
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
知
だ
か
ら
、
つ
ま
り
、
救
わ
れ
な
く
と
も
い
い
と
い
う
の
は
無
知
な
ん
で
す
。

葬
儀
を
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
の
は
無
知
な
ん
で
す
。
魂
が
な
い
と
い
う
こ
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と
は
無
知
な
ん
で
す
。
迷
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
無
知
で
す
。
知
が
な
い
ん
で

す
あ
な
た
は
、
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
お
金
も
う
け
や
人
づ
き
合
い
は
上
手
で

す
が
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
智
慧
が
な
い
で
し
ょ
う
。
人
を
悼
む
智
慧

が
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
智
慧
で
す
ね
。
こ
れ
が
仏
教
の
本
質
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
般
若
で
す
よ
。

こ
れ
を
実
践
す
る
の
が
、
葬
儀
の

1
つ
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
戒
名
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
智
慧
を
授
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

6 

故
人
の
人
柄
や
経
歴
、
実
績
、
臨
終
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
聞
い
て

い
る
か
」
。
こ
れ
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
統

計
が
あ
り
ま
す
が
、
葬
儀
と
い
う
の
は
、
や
る
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
し
か
な
い

の
で
す
。

一
生
に

1
回
か

2
回
か

3
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
非
常

に
個
別
的
な
も
の
で
す
。
統
計
で
は
計
れ
ま
せ
ん
。

っ
か
さ
ど
る
方
も
、
こ
の
人
だ
け
に
し
か
で
き
な
い
葬
儀
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
で
す
。
こ
の
人
で
あ
る
か
ら
こ
う
い
う
葬
儀
を
や
る
と
い
う
こ
と
を

宣
言
で
き
る
の
は
、
導
師
し
か
い
な
い
の
で
す
。
で
す
の
で
、
導
師
は
亡
く
な
っ

た
人
に
対
し
て
必
ず
、
葬
儀
の
中
で
語
り
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
私
は
、
必
ず
こ
の
調
諦
文
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
い
ま
す
。
真
言
宗
で
は
調

諦
文
と
い
う
の
で
す
。

歎
徳
文
と
か
表
白
と
か
引
導
法
語
と
か
い
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あ
る
い
は
、

い
ま
す
。

も
と
も
と
、
日
本
の
葬
儀
は
、
室
町
時
代
辺
り
に
禅
宗
の
人
が
つ
く
っ
た
儀

式
の
例
を
、
各
宗
派
が
取
り
入
れ
て
い
っ
た
結
果
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
と
き
に
、
引
導
法
語
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
他
の
宗

派
の
人
が
学
ん
だ
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ

っ
て
、
葬
儀
と
は
故
人
を
主
人
公
に
す
る
儀
礼
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
ま
で
遺
族
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
、
寺
院
で
し
か
語
れ
な
い
故
人
の
ス

ト
l
リ
ー
を
発
表
し
て
あ
げ
る
場
が
葬
儀
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
し
な

い
僧
侶
は
、
形
式
化
し
た
僧
侶
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

「

7

葬
儀
の
お
布
施
の
意
味
を
話
し
て
い
る
か
」
。
こ
れ
は
、
仏
教
を
守
る

た
め
だ
、
僧
侶
を
守
る
た
め
だ
、
ひ
い
て
は
檀
家
を
守
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
は
必
ず
、
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
、
そ
の
識
調
文
を
い
た
し
ま
す
し
、
弔
辞

を
必
ず
読
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
普
通
の
人
に
は
読

め
な
い
も
の
な
の
で
、
最
近
は
も
う
、

5
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
に
弔
辞
を
読
ま

せ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、

一
気
に
葬
儀
と
い
う
も
の
が
亡
き
人
の
物
語
に
な
り
ま
す
。

単
に
お
経
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
物
語
が
再
生
で
き
る
現
場
に



な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

奈
良
先
生
は
先
ほ
ど
、
葬
送
は
仏
教
本
来
の
も
の
で
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
仏
教
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
た
仏
教
を
生
き
た
も
の
に
す
る
に
は
、

葬
儀
が
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
と
は
、
先
ほ
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)
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今
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う
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め
て
意
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を
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今
か
ら
の
よ
り
よ
い
葬
儀
の
た
め
の
お
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

(導
師
用
)

(
月
刊

「寺
門
興
隆
』
矢
津
澄
道
作
成
/
お
年
2
月
お
日
)

口
亡
く
な
っ
た
ら
第
一
報
は
寺
に
す
る
よ
う
檀
信
徒
に
教
え
て
い
る
か

2 

口
枕
経
に
行
っ
て
い
る
か

3 

口
通
夜

・
葬
儀
の
意
味
を
教
え
て
い
る
か

4 

口
通
夜

・
葬
儀
を
寺
で
行
う
よ
う
勧
め
て
い
る
か

5 

口
戒
名
・
法
名
・
法
号
(
位
牌
)

の
意
味
を
教
え
て
い
る
か

6 

口
故
人
の
人
柄
や
経
歴
、
業
績
、
臨
終
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
聞
い
て
い

る
か

7 

口
葬
儀
の
お
布
施
の
意
味
を
話
し
て
い
る
か

8 

口
葬
儀
の
お
布
施
の
額
を

(問
わ
れ
ず
と
も
)
伝
え
て
い
る
か

9 

口
納
棺
に
立
ち
会
っ
て
い
る
か

10 

口
葬
儀
社
に
通
夜
・
葬
儀
の
祭
壇
等
の
し
つ
ら
え
を
事
前
に
指
導
し
て
い

る
か

11 

口
祭
壇
上
、
本
尊
と
位
牌
と
遺
影
の
位
置
を
的
確
に
指
導
し
て
い
る
か

12 

口
遺
族

・
会
葬
者
を
祭
壇
の
方
に
向
け
て
座
ら
せ
て
い
る
か

13 

(
音
楽
)
を
流
す
こ
と
を
止
め
さ
せ
て
い
る

口
葬
儀
場
に
勝
手
な
B
G
M

か

14 

口
読
経
中
は
会
葬
者
へ
の
振
る
舞
い
(
御
斎
)
を
中
止
さ
せ
て
い
る
か

15 

口
通
夜
の
場
で
法
話
を
し
て
い
る
か
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16 

口
通
夜
の
後
の
お
斎
に
同
席
し
て
い
る
か

17 

口
葬
儀
で
故
人
に
語
り
か
け
る
識
調
文
、
表
白
、
歎
徳
文
、
引
導
法
語
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
か

18 

口
葬
儀
で
弔
辞
を
読
む
よ
う
に
す
す
め
て
い
る
か

19 

口
火
葬
場
に
同
道
し
て
い
る
か

20 

口
葬
儀
と
初
七
日
を
は
っ
き
り
分
け
て
勤
め
て
い
る
か

21 

口
茶
見
(
初
七
日
)
の
後
の
お
斎
に
同
席
し
て
い
る
か

22 

口
(
い
ず
れ
の
と
き
に
で
も
)
枕
団
子

・
一
膳
飯

・
霊
供
膳
な
ど
供
物
や

雲
形
、
祭
壇
飾
り
等
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
か

23 

口
埋
葬
に
同
道
し
て
い
る
か

24 

口
七
七
日
忌
を
し
て
い
る
か

25 

口
百
日
忌
を
し
て
い
る
か

補

口
檀
信
徒
以
外
の
葬
儀
を

(
積
極
的
に
)
引
き
受
け
て
い
る
か



avパ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

今
岡

そ
れ
で
は
、
た
だ
い
ま
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
は
、
先
ほ
ど
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
武
田
道
生
先

生
、
奈
良
康
明
先
生
、
そ
し
て
矢
揮
澄
道
先
生
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
回

『浄

土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
に
つ
い
て
」

の
執
筆
に
当
た
り
ま
し
た
、
浄
土
宗
総

合
研
究
所
の
主
任
研
究
員
で
あ
る
熊
井
康
雄
先
生
を
加
え
た
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田

お
二
人
の
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
話
を
お

伺
い
し
て
い
て
、
最
初
は
お
二
人
と
も
、
私
の
話
と
は
大
分
違
う
こ
と
を
お
っ

し
や
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
私
の
話
し
た
こ
と
と
同
じ
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん
宗
学
的
に
吾一
守
え
ば
、

葬
儀
の
意
味
と
い
う
か
、
絶
対
的
な
重
要
性
と
い
う
の
は
特
に
必
要
な
い
わ
け

で
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
救
い
に
よ
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
僧
侶
が
極
楽
に
送
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
何
の
た
め
に
葬
儀
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
奈
良
先
生
は
寄

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
と
と
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

り
添
う
心
や
、
葬
儀
の
持
っ
て
い
る
社
会
的
な
意
味
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。そ

れ
は
、
矢
津
先
生
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
矢
津
先
生
は

ち
ょ
っ
と
ク
ひ
ね
く
れ
た
。
言
い
方
で
、
そ
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
私
の
ほ
う
は
、
長
い
話
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を

き
ち
ん
と
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

浄
土
宗
に
お
け
る
葬
儀
と
は
何
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
や
は
り
儀
礼
の
持
つ

て
い
る
力
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

葬
儀
の
意
味
に
つ
い
て
教
義
的
に
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
視
覚
的
、
情

緒
的
に
会
葬
者
や
遺
族
の
人
た
ち
に
「
こ
の
方
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
極
楽
に
生

ま
れ
変
わ

っ
て
い
く
の
だ
」

と
理
解
さ
せ
る
力
の
こ
と
で
す
。
教
義
的
理
解
よ

り
も
も
っ
と
強
く
、
儀
礼
そ
の
も
の
が
そ
う
い
う
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

つ
ま
り
、
葬
儀
、
そ
れ
は
読
経
で
あ
っ
た
り
、
送
る
言
葉
で
あ
っ
た
り
、
週
間

諦
文
、
歎
徳
文
で
あ
っ
た
り
、
位
牌
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
し
た
儀
礼
の

一
つ

つ
が
、
実
は
と
て
も
強
い
力
を
持
っ
て
い
て
、
浄
土
宗
の
持
っ
て
い
る
、
生
ま

れ
変
わ
っ
て
人
々
を
救
う
と
い
う
還
相
回
向
の
心
を
、
葬
儀
を
通
し
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
呈一
守
え
ば
、
生
ま
れ
変
わ

っ
て
も
残
さ
れ
た
家
族
は
新
し
い
家
族
に
生

ま
れ
変
わ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ク
と
も
い
き
。

し
て
い
け
る
の
だ
、
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つ
な
が
つ



て
い
け
る
の
だ
、
互
い
に
想
う
心
は
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
よ
う
に
、
葬
儀
の
重
要
性
を
お
伝
え

し
た
わ
け
で
す
。

葬
儀
の
場
を
と
お
し
て
、
そ
う
い
う
浄
土
宗
の
教
え
が
き
ち
ん
と
遺
族
の
人

た
ち
に
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
四
十
九
日
忌
、

百
カ
日
忌
、

一
周
忌
、

三
回
忌
、
七
回
忌
と
い
う
年
回
法
要
の
た
び
ご
と
に
、

そ
の
心
を
さ
ら
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
法
要
を
行
う
た
び
に
、
ご
家
族
の
変
化
で
あ
っ
た
り
、
家
の
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
く
姿
で
あ
る
こ
と
に
我
々
が
か
か
わ
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、
法

要
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
へ
り
く
だ
っ
た
心
の
中
に
、
遺
族
の
方
々
の
感
謝

や
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
実
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
宗
教
学
が
専
門
で
、
教
学
は
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

教
学
の
細
か
い
こ
と
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
い
う
社
会
的
な
機
能
、
儀
礼
的
な

機
能
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
れ
と
同
時
に

一
番
重
要
な
の
は
、
会
葬
者
の
方
や
、
遺
族
の
方
が
、

そ
の
場
で
浄
土
宗
の
葬
儀
を
行
う
こ
と
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
点
か
ら
た
ど
れ
ば
、
無
宗
教
葬
な
の
か
、
宗
教
葬
な
の
か
で
分
か
れ
ま
す
。

次
が
そ
の
宗
教
葬
の
中
で
な
ぜ
浄
土
宗
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
問
い

か
け
る
べ
き
で
す
。
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浄
土
宗
の
葬
儀
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
と
て
も
大
事
な
ん
で
す
よ
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
私
は
大
事
だ
と
思
い

ま
し
て
、
今
回
の

『浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
に
つ
い
て
』
で
も
、
そ
れ
を

中
心
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
岡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奈
良
先
生
、
ど
う
ぞ
。

奈
良

両
先
生
の
お
話
を
伺
い
ま
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
申
し
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
先
生
の
お
話
は
、
細
か
な
統
計
な
ど
も
お
使
い
に
な
り
、
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
説
得
力
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
感
銘
を
受
け
な
が
ら

伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
つ
、
私
ど
も
曹
洞
宗
と
の
大
き
な
違
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
の
は
、
葬
儀

と
い
う
も
の
が
死
者
に
対
し
て
往
生
を
祈
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
生
き
て
い
る
遺
族
の
方
々
の
極
楽
往
生
と
い
う
も
の
を
教
え
導
い

て
い
く
、
信
仰
を
教
化
し
て
い
く
と
い
う
面
が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
浄
土
真
宗
の
ほ
う
で
も
同
じ
だ
そ
う
で
、
私
が
伺
っ
た
限
り
に
お

い
て
は
、
葬
祭
と
い
う
も
の
は
死
者
の
た
め
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
生
者
の

報
恩
行
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遺
族
の
方
々
を
信
仰
に
導
い
て
い
く
と
い
う
面
に
非

常
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。



私
ど
も
も
、
決
し
て
遺
族
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
亡
く

な
っ
た
方
に
対
し
て
は
葬
儀
の
中
で
引
導
を
渡
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
悟
り

の
道
に
導
い
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
儀
礼
上
の
意
味
と
す
れ
ば
、
死
者
を

仏
の
国
へ
導
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
遺
族
の
方
に
ど
う
い
う
姿
勢
で
臨
む
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
「
そ

う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
悟
り
に
向
か
い
な
さ
い
」
と
は
ち
ょ
っ
と
説

き
に
く
い
の
で
す
よ
ね
。
禅
宗
の
究
極
的
な
理
想
は
も
ち
ろ
ん
成
仏
、
倍
り
な

の
で
す
が
、
葬
祭
の
と
き
に
遺
族
に
悟
り
を
求
め
よ
と
は
言
い
に
く
い
も
の
で

す
か
ら
、

、あ
ま
り
言
い
ま
せ
ん
。

そ
の
か
わ
り
、
も
う
少
し

一
般
的
な
意
味
で
信
仰
の
道
に
引
き
入
れ
て
い
く

教
化
の
場
で
あ
る
と
い
う
面
が
強
い
で
す
ね
。
浄
土
宗
の
教
化
の
ポ
イ
ン
ト
が

「
極
楽
往
生
」
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
辺
が
曹
洞
宗
と
違

う
点
の

一つ
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
余
計
、
曹
洞
宗
の
場
合
に
は
、
儀
礼
と
い
う
も
の
の
持
つ
意

味
が
大
切
か
な
と
思
い
ま
す
し
、
遺
族
の
方
の
心
を
癒
す
、
形
式
に
堕
す
と
こ

ろ
の
な
い
、
温
か
い
葬
儀
と
い
う
も
の
を
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

葬
儀
を
葬
祭
儀
礼
と
し
て
大
切
に
し
て
い
く
。
曹
洞
宗
の
場
合
は
、
な
ま
じ

教
化
だ
の
何
の
と
い
う
の
が
か
え
っ
て
儀
礼
の
本
来
の
意
味
を
ぼ
か
し
て
し

ま
っ
て
い
る
面
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
そ
ん
な
反
省
が
私
に
ご
ざ
い
ま
す
。

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
ー

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
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今
、
申
し
上
げ
た
こ
と
を
裏
返
す
な
ら
ば
、
儀
礼
と
い
う
も
の
の
大
切
さ
を

武
田
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
し
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
矢

津
先
生
も
、
葬
祭
儀
礼
と
い
う
も
の
の
大
切
さ
を
申
さ
れ
ま
し
た
し
、
僧
侶
が

葬
祭
を
執
行
す
る
際
の
心
構
え
に
つ
い
て
も
申
さ
れ
ま
し
た
。

お
布
施
の
こ
と
に
関
し
て
も
そ
う
で
す
し
、
「
葬
儀
を
さ
せ
て
も
ら
う
」
と

い
う

一
つ
の
姿
勢
も
、

い
ろ
い
ろ
と
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
矢
津
先
生
の
お
っ
し
ゃ

っ
た
お
言
葉
の
中
に
、
菩
提
心
と
い
う

も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
ど
も
僧
侶
と
し
て
は
常
に
持
っ
て
お
る

べ
き
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
生
活
の
中
に
持
続
さ
せ
て
い
く
べ
き
重
要
な
信
仰
の

基
本
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
し
、
そ
の
菩
提
心
は
、
求
道
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
求
道
と
し
て
の
葬
祭
と
い
う
こ
と
を
申
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
に
葬
祭
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
が
、
最
近
、
「
信
仰
と
社
会
」

と
い
う
問
題
を
大
き
な
テ
l
マ
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
あ
る
と
こ
ろ
に

ず
っ
と
書
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
往
相
回
向
と
還
相
回
向
と
い
う
こ
と
と
も
似
た
問

題
な
の
で
す
が
、
禅
の
場
合
に
は
自
己
の
う
ち
を
見
つ
め
、
仏
法
つ
ま
り
真
実

に
身
を
投
じ
て
生
き
て
い
く
。
法
は
無
我
の
世
界
で
す
し
、
そ
の
無
我
に
向
き

合
っ
て
い
く
。
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同
時
に
、
私
ど
も
現
在
の
僧
侶
は
昔
と
違
っ
て
、
完
全
に
社
会
内
の
存
在
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
社
会
の
こ
と
に
一
切
か
か
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
社
会
制
度
そ
の
も
の
と
し
て
も
、
脱
社
会
の
人
間
な
ど
と
い
う
の
は

許
き
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
現
代
と
い
う
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
「
無
我
の
世
界
」
に
向
か
う
修
行
と
、
「
我
の
世
界
」
で
う

ご
め
い
て
い
る
社
会
に
対
す
る
働
き
か
け
と
い
う
も
の
を
、
ど
う
調
整
、
な
い

し
統
合
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
悟
り

の
世
界
に
向
か
う
か
、
社
会
参
加
の
方
向
に
向
か
う
と
い
う
二
つ
の
方
向
が
あ

り
ま
す
。
方
向
と
し
て
は
二
つ
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
き
方
と
し
て
は
当
然

一

つ
に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
二
つ
を
統
合
す
る
理
念
と
し
て
道
元
禅
師
は
発
菩
提
心
を
説
い
て
い
ま

す
し
、
具
体
的
に
は
慈
悲
の
自
覚
と
実
践
で
す
。

葬
祭
も
そ
う
し
た
僧
侶
と
し
て
の
基
本
的
な
在
り
方
の
上
に
行
わ
れ
て
い
く

べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
矢
津
先
生
の
ご
意
見
に
賛
成
で
す
。

今
岡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
矢
津
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

矢
津

武
田
先
生
に
は
、
社
会
的
に
葬
儀
が
置
か
れ
た
状
況
を
、
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
で
つ
く
ら
れ
た
、
こ
の

『浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て
』

に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
浄
土
宗
だ
け
で
な
く
、
各
宗
派
も
何
々
宗
に
お
け
る

葬
儀
と
年
団
法
要
と
い
う
よ
う
な
、
資
料
を
配
布
し
た
り
、
作
成
し
た
り
し
て

い土品、す
。
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書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
生
方
が
と
て
も
苦
心
し
て
研
究
さ
れ
た
成
果
で

は
あ
り
ま
す
が
、
読
ん
で
い
て
違
和
感
は
な
く
、
そ
の
と
お
り
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
体
こ
う
い
う
葬
儀
の
形
式
で
私
た
ち
も
や
っ
て
い
る
し
、
宗
義
的
に
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
間
違
い
な
い
と
、
皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

な
ぜ
今
、
こ
れ
を
改
め
て
発
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
と
、
と
て

も
重
要
な
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
葬
儀
と
宗
派
と
い
う
の
は
あ
ま
り
関
係
が
な
か
っ
た
よ
う
に

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
お
坊
さ
ん
が
い
る
か
ら
や
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
ど

こ
か
か
ら
お
坊
さ
ん
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
葬
儀
は
、
地
域
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
本
尊
さ
ん
が
何
で
あ
る
、
読
む
お
経
が
何
で
あ
る
、
呼
ぶ

お
坊
さ
ん
が
何
宗
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
頓
着
し
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
重
要
な
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

と
に
か
く
、
お
坊
さ
ん
が
導
師
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
あ
と
は
皆
が
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
葬
儀
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
ま
る
で
方
言
が

あ
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
方
言
を
尊
重
し
て
い
た
時
代
が
あ

っ
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
方
言
の
よ
う
な
葬
儀
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と



思
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
昔
は
こ
う
い
う
、
「
浄
土
宗
に
お
け
る
」
と
い
う
も
の
は
必
要

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と

弊
害
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
で
す
。
現
在
で
も
、
地
方
に
よ
っ

て
は
曹
洞
宗
の
人
、
浄
土
宗
の
人
、
真
言
宗
の
人
が
脇
導
師
と
し
て
、
あ
る
い

は

一
緒
に
葬
儀
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

で
す
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
宗
派
主
義
的
な
、
宗
義
を
教
化
す
る
場
と
し
て
の
葬

儀
と
い
う
も
の
は
、
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
方
言
が
な
く
な
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
の
近
代
化
と
同
時
に
、

社
会
的
な
風
習
と
い
う
も
の
が
少
し
ず
つ
失
わ
れ
始
め
て
く
る
と
、
葬
儀
と
い

う
地
域
社
会
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
守
る
人
が
い
な
く
な

っ
て
き
ま
し

た
そ
う
す
る
と
、
僧
侶
が
す
べ
て
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

そ
こ
に
宗
義
性
が
基
本
と
し
て
な
い
と
、
守
る
も
の
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
た
が

っ
て、

宗
派
主
義
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
な
が

ら
、
こ
れ
を
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
と
軌
を

一
に
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
寺
院
に
お
い
て
も
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一言
尽
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
域
に
よ

っ
て
は
、
寺
院
の
格

差
が
と
て
も
出
て
き
ま
し
た
。
過
去
の
統
計
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
の
で
何
と
も
言

え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
寺
院
聞
の
格
差
が
あ
る
時
代
は
初
め
て
だ
と
思
い
ま

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ー
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀

・
年
回
法
要
|

す
格
差
と
い

っ
て
も
、
私
は
質
的
な
格
差
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
収
入
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
収
入
格
差
が
こ
れ
ほ
ど
つ
く
よ
う
な
時

代
に
な

っ
た
の
は
、
今
が
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
も
う
、

皆
気
が
つ
き
始
め
ま
し
た
の
で
、
対
応
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
僧
侶
の
質
の
格
差
で
す
ね
。
こ
れ
も
非
常
に
大
き
く
な

っ
た
時
代
だ

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域
の
葬
儀
を
守
る
人
た
ち

が
い
な
く
な

っ
た
の
と
同
じ
く
、
地
域
の
お
坊
さ
ん
た
ち
を
守
る
べ
き
人
た
ち

が
い
な
く
な

っ
た
の
で
、
お
坊
さ
ん
は
ま
る
で

。裸
。
に
な

っ
て
い

っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
宗
義
上
で
葬
儀
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を

盛
ん
に
説
い
て
い
た
宗
派
は
、
浄
土
真
宗
ぐ
ら
い
で
し
た
。
ほ
か
の
宗
派
は
ほ

と
ん
ど
、
修
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
葬
儀
の
作
法
を
多
く
は
入
れ
て
い
ま

せ
ん
。

私
も
、

高
野
山
で
修
行
し
た
と
き
に
は
、

葬
儀
の
作
法
に
つ
い
て
は

1
時
間

し
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
葬
儀
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、

も
っ
と
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
し
、
葬
儀
を
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し

な
か

っ
た
の
は
、
地
方
に
よ

っ
て
全
部
違
う
か
ら
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
先
生
は

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
地
方
に
よ

っ
て
葬
儀
の
仕
方
は
守
ら
れ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
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が
解
体
し
始
め
ま
す
と
、

や
は
り
こ
う
い
う
冊
子
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で

す
ね
。

ま
た
、
こ
う
い
う
も
の
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ

て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
、
ま
た
当
然
出
て
き
ま
す

の
で
、
こ
れ
が
ま
た
回
年
後
に
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

う
い
う
教
則
本
が
新
た
に
作
ら
れ
る
の
に
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
必
然
性
が
出

て
き
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

い
う
な
れ
ば
、
葬
儀
を
、
浄
土
宗
の
人
は
浄
土
宗
の
宗
義
に
沿
っ
て
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
浄
土
宗
だ
っ
た
ら
浄
土
宗
の
葬
儀
と
い
う
も
の
を
は
っ
き
り
と
構
築
し

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
う
し
な
い
と
、
そ
れ
が
本
当
の
葬
儀
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
心
理
的
な
圧
迫
が
僧
侶
側
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
社
会
が
こ
れ
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
僧
侶
側
に
そ
う
い
う
揺
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
関
連
し
て
、
奈
良
先
生
の
話
は
、
特
に
求
道
教
団
、
出
家
教
団
の
最

先
端
を
行
っ
て
い
る
曹
洞
宗
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
で
在
家
の
葬
送
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
矛
盾
を
な
く
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
拝
聴
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
先
生
の
中
に
矛
盾
な
く
理
解
し
得
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
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れ
以
前
に
、
日
本
の
葬
儀
の
次
第
の
基
本
を
つ
く
っ
た
の
は
禅
宗
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
し
、

『
葬
式
仏
教
』
と
い
う
本
を
書
か
れ
た
圭
室
諦
成
先
生
も
曹
洞

宗
の
出
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
最
も
距
離
の
離
れ
て
い
る
教
団
が
、
最
も
民
衆
の
ほ
う
に
近
寄
る
よ

う
な
葬
式
仏
教
と
い
う
、
こ
れ
は
悪
い
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
と
て
も
重
要
な
仏
教
の
概
念
を
、
今
日
ま
で
構
築
す
る
足
が
か
り
を
つ
く
っ

た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
ぜ
ひ
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

曹
洞
宗
は
出
家
教
団
な
の
に
、
在
家
の
ほ
う
に
目
を
篤
く
向
け
て
、
ほ
か
の

教
団
が
や
る
前
に
既
に
そ
う
い
う
も
の
を
民
衆
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
、

と
て
も
象
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
私
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
の
中
で
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

今
岡

い
か
が
で
す
か
。

奈
良
先
生
、

奈
良

と
て
も
難
し
い
ご
質
問
で
す
が
、
し
か
し
こ
れ
は
各
教
団
共
通
の
問

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
曹
洞
宗
は
出
家
教
団
を
標
梼
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
浄
土
宗
で
も

ほ
か
の
宗
派
で
も
、
皆
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
浄
土
真
宗
だ
け
は
「
非
僧
非
俗
」

と
い
い
ま
す
の
で
幾
分
違
う
で
し
ょ
う
が
、
現
在
の
出
家
、

つ
ま
り
私
ど
も
は



結
婚
し
、
普
通
の
社
会
生
活
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
様
式
の
面
で
、
伝
統
的

な
意
味
で
の
出
家
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
は
、
社
会
を
出
た
出
家
、

つ
ま
り
脱
社
会
の
人

聞
は
、
社
会
の
あ
り
よ
う
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
勢
調
査
で
は
、

職
業
と
し
て
「
僧
侶
」
な
ど
と
書
く
時
代
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
完
全
に
出
家
で
は
な
い
生
活
様
式
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

出
家
教
団
を
標
梼
し
て
い
る
曹
洞
宗
の
メ
ン
バ
ー
が
出
家
で
は
な
い
と
す
る

と
、
ど
う
な
る
の
か
。
仏
祖
に
か
え
れ
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
生
活
様
式
を
旧
に
戻
せ
、
と
い
う
こ
と
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
釈
尊

の
時
代
の
イ
ン
ド
の
出
家
沙
門
の
生
活
に
戻
れ
と
い
っ
て
も
不
可
能
で
す
し
、

ま
た
そ
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
仏
祖
の
精
神
に
戻
る
こ
と
な
の

で
、
そ
の
意
味
で
私
は
「
現
代
の
出
家
性
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何
人
か
そ
う
い
う
議
論
も
し
て
い
ま
す
し
、
律
の
新

し
い
解
釈
と
適
応
も
含
め
て
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
し
ょ
う
。

曹
洞
宗
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
各
派
が
な
ぜ
葬
祭
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か

と
い
、
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
と
思
う
し
、
私
は

一
言

で
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
仏
教
教
団
が
こ
ぞ
っ

て
葬
祭
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
民
俗
的
な
理
由
が
あ
っ

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
野
山
の
ほ
う
に
遺
骨
を
運
ん
で
く
れ
る
巡
礼
僧
な
ど
も
お
り
ま

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

よ
フ
あ
ら
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

し
た
し
、
最
近
は
新
し
い
研
究
が
な
さ
れ
、
僧
侶
が
そ
れ
以
前
に
葬
式
に
携
ら

な
か
っ
た
の
は
「
穣
れ
」
の
観
念
か
ら
で
、
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
、
下
層

に
い
た
別
の
グ
ル
ー
プ
の
お
坊
さ
ん
が
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
い
う

こ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
民
衆
の
側
か
ら
仏
教
僧
侶
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
で

し
よ
う
し
、
そ
の
際
、
先
ほ
ど
の
矢
津
先
生
の
お
話
の
よ
う
に
、
宗
派
な
ど
は

関
係
が
な
か
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
僧
侶
も
そ
う
し
た
要
請
に
応
え
た
、

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
う
え
で
各
宗
派
は
そ

れ
ぞ
れ
に
仏
教
の
世
界
観
を
か
ぶ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
す
し
、
そ
う
し
た
葬
儀

は
や
は
り
当
時
と
し
て
は
新
し
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
し
、
魅
力
的
で
あ
っ
た

ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
一
般
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

圭
室
諦
成
先
生
の

『葬
式
仏
教
』
と
い
う
本
に
は
、
禅
宗
を
中
心
に
資
料
が

集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
古
い
時
代
か
ら
ず
っ
と
、

M
世
紀
、

日
世
紀
、

日
世
紀
と
時
代
が
下
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
曹
洞
宗
の
祖
師
さ
ま
方
の
語
録
に

表
れ
る
葬
祭
に
関
す
る
記
述
の
割
合
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

道
元
禅
師
の
語
録
に
は
、
葬
祭
に
関
す
る
記
述
は

1
ペ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
も
、
お
師
匠
さ
ん
の
葬
儀
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
だ
け
で
、

民
衆
の
た
め
の
葬
儀
は

一
言
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
現
実
に
や
っ

て
い
な
い
わ
け
で
す
。
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そ
れ
が
、

次
第
に
葬
儀
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、

つ
い
に
は
、
宗
義
、

つ
ま

り
修
行
に
関
す
る
記
述
の
ペ

l
ジ
を
上
回
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
つ
れ
て
教
団

が
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
曹
調
宗

だ
け
で
は
な
く
、
大
な
り
小
な
り
他
の
教
団
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
岡

奈
良
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
急
な
質
問
で
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
は
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
質
問
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
数
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、

十
八
枚
ぐ
ら
い
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
違
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
全
部
お
答
え
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
で
す
の
で
、
ご
指
名
が
あ
っ
た
質
問
に

つ
い
て
、
ま
ず
お
答
え
を
い
た
だ
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。

矢
津
先
生
に
、
質
問
が
き
て
お
り
ま
す
。
あ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、

8
番
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
「
8

葬
儀
の
お
布
施
の
額

を
(
問
わ
れ
ず
と
も
)
伝
え
て
い
る
か
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
で
す
。

そ
れ
に
関
連
し
ま
し
て
、
お
布
施
に
つ
い
て
我
々
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え

た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

矢
津

お
布
施
と
い
う
と
今
、
イ
オ
ン
の
葬
儀
参
入
が
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
布
施
の
額
を
上
げ
た
の
で
、
全
日
本
仏
教
会
が

「
こ
れ
は
い
か
ん
」
と
い
う
ふ
う
に
お
灸
を
す
え
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、

つ
の
聞
に
か
、
そ
の
ホ
!
ム
ベ

l
ジ
か
ら
お
布
施
の
額
が
す
っ
か
り
消
え
た
わ
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け
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
イ
オ
ン
の
問
題
の
本
質
は
、
お
布
施
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
イ
オ
ン
の
葬
儀
参
入
に
つ
い
て
の
宣
言
の
一
番

初
め
に
は
、
は
っ
き
り
と
「
八
宗
派
の
本
山
の
許
可
を
得
て
行
い
ま
す
」
と
書

い
で
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
上
で
お
布
施
の
額
が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

私
ど
も
は
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
て
、
イ
オ
ン
に
取
材
を
申

し
込
み
ま
し
た
が
、
数
日
し
ま
し
た
ら
そ
の
記
載
は
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
て

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
イ
オ
ン
は
虚
偽
集
団
で
す
。

嘘
を
つ
い
て
出
発
し
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

再
度
取
材
を
し
て
も
、
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
八
大
宗
派
の
許
可
な
ど
と
い
う
も
の
は
、

一
つ
も
受
け
て
い
ま
せ

ん
。
許
可
も
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
嘘
を
つ
い
て
ま
で
や
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ほ
か
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
早
く
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

書
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
は
り
、
葬
儀
を
宣
伝
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
ら

か
の
「
権
威
」
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
イ
オ
ン
と
あ
ろ
う
も
の
が
権
威
を
必
要

と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
イ
オ
ン
の
葬
儀
問
題
の
第
1
点
で
す
。

お
布
施
の
多
寡
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
マ
ス

し、

コ
ミ
、
そ
し
て
全
日
本
仏
教
会
が
批
判
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
自
体
は
当
た
り
前



の
こ
と
で
、
イ
オ
ン
の
見
識
の
な
い
勝
手
な
宣
伝
な
の
だ
と
受
け
止
め
れ
ば
い

い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

額
も
大
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
世
間
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
受
け
入
れ
な
い
か
は
、
檀
信
徒
と
寺
院
だ

け
の
個
別
的
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
宣
伝
す
る
の

は
世
間
様
の
自
由
で
す
。
そ
れ
に
従
う
か
従
わ
な
い
か
は
、
そ
の
檀
信
徒
、
そ

し
て
お
寺
の
や
り
方
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

抗
議
し
た
団
体
が
悪
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
個
人
は
、
社

会
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入

れ
れ
ば
い
い
だ
け
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

一
つ
問
題
な
の
は
嘘
を
つ
い
た

こ
と
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
イ
オ
ン
の
問
題
が
示
し
た
の
は
、
イ
オ
ン
が
そ
の
こ
と
を
意
識

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
葬
儀
の
お
布
施
は
、
そ
の
僧
侶
に

対
す
る
お
布
施
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
教
や
寺
院
に
対
す
る
維
持
費

だ
と
と
ら
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
葬
儀
の
お
布
施
は
、

三
輪
清
浄
だ
と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す

が
、
寺
院
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
、
会
員
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え

た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
豊
か
で
は
な
い
寺
院
に
は
、
葬
儀
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の
お
布

施
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
僧
侶
は

一
生
懸
命
お

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
と
ろ
E

ー
今
あ
う
た
め
て
意
味
を
問
う
!

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要 経

を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
寺
院
側
の

お
布
施
に
対
す
る
観
念
を
檀
信
徒
の
人
に
押
し
つ
け
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
、
私
た
ち
寺
院
に
は
共
通
の
観
念
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
の
人

に
そ
れ
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
、
つ
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
こ
の

8
番
の
「
問
わ
れ
ず
と
も
」
と
い
う
の
は
言
っ
て
も
言
わ

な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
葬
儀
の
お
布
施
と
い
う
の
は
何
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
す
。

で
す
の
で
、
あ
ま
り
に
も
、
こ
の
お
寺
の
維
持
・
経
営
に
資
さ
な
い
よ
う
な

額
で
し
た
ら
、
そ
れ
は
事
情
を
説
明
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
相

手
の
方
が
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
で
し
た
ら
、
無
料
で
や
っ
て
差
し
上
げ
る
と
い

う
話
し
合
い
を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
は
、
。
あ
う
ん
の
呼
吸
。
が
必
要
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
お
つ
き
合
い
が
な
い
と
、
そ
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
て
問
題
が
起

こ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
檀
信
徒
と
の
お
布
施
の
や
り

取
り
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

お
布
施
そ
の
も
の
が
、
も
ち
ろ
ん
三
輪
清
浄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
僧
侶
が
請
求
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
も
っ
て
の

ほ
か
で
す
し
、
逆
に
安
く
し
ま
す
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の
も
、
も
つ

て
の
ほ
か
で
す
。
理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
は
な
い
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か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
檀
信
徒
の
寺
院
に
対
す
る
信
頼
と
い
う
も
の
が
で
き
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
不
信
が
培
わ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
住
職
、
僧
侶
は
そ
れ
に
対
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
、

難
し
い
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
岡

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
、
武
田
先
生
に
質
問
が

き
て
お
り
ま
す
。

「
発
願
文
」
の
還
相
回
向
と
い
う
と
、
上
品
上
生
の
往
生
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
と
凡
夫
、
要
す
る
に
上
品
上
生
は
難
し
い
か
な
と
い
う
よ
う
な
凡
夫
性
の

問
題
に
つ
い
て
で
す
。
加
え
て
、
還
相
回
向
と
、
七
回
忌
で
す
と
か
十
三
回
忌

と
い
っ
た
年
団
法
要
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
た
ら
い
い

か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
教
学
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
遺
族
の
立
場
に
立
っ
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
含
め
て
そ
う
で
す
が
、
こ
の
時
代
の
中
で
上
品
上
生
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
そ
ん
な
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
あ
く
ま
で
も
目
標
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
そ
の

9
つ

の
段
階
の
ど
こ
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
重
要
な
の
は
自
分
自
身
を
ど

の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
や
、
故
人
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た

か
と
い
う
遺
族
の
思
い
、
そ
し
て
、
私
た
ち
が
そ
の
方
を
ど
の
よ
う
に
知
っ
て

い
る
か
と
い
う
、
家
族
と
の
関
係
の
中
で
私
た
ち
が
語
れ
る
か
ど
う
か
だ
と
思
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い
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
還
相
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ

た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
、
現
代
人
の
持
っ
て
い
る
時
間
感
覚
や
合
理
性
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
「
西
方
極
楽
浄
土
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
」
と
い
う

の
も
同
じ
で
す
。

近
代
の
い
わ
ゆ
る
科
学
合
理
主
義
に
毒
さ
れ
た
愚
問
、
無
知
な
質
問
に
対
し

て
、
我
々
自
身
が
同
じ
土
俵
に
乗
っ
か
っ
て
答
え
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
宅
の
ご
主
人
様
は
下
品
下
生
で
し
ょ
う
ね
」
と
か
、
我
々
に
は
判
断
で
き

な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
様
の
お
計
ら
い
だ
か
ら
で
す
。

ど
こ
に
い

っ
た
ら
と
か
、
ど
う
し
た
ら
と
か
、
そ
こ
ま
で
我
々
が
仏
の
世
界

に
対
し
て
言
う
こ
と
自
体
が
倣
慢
だ
と
思
い
ま
す
し
、
我
々
が
で
き
る
の
は
、

ひ
た
す
ら
家
族
と
と
も
に
祈
る
こ
と
だ
け
で
す
。
そ
れ
が
重
要
だ
と
思
、
つ
ん
で

す
ね
。

科
学
的
な
説
明
を
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
そ
の
人
た
ち
が
信
じ
よ
う
と

思
っ
て
い
る
世
界
観
を
、
我
々
自
身
が
壊
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

だ
か
ら
、
と
も
に
考
え
て
あ
げ
れ
ば
い
い
こ
と
で
、
断
定
的
に
言
っ

た
り
と

か
、
そ
の
質
問
に
対
す
る
宗
教
的
な
世
界
の
説
明
を
科
学
的
に
し
た
り
す
べ
き

だ
と
は
、
私
は
思
い
ま
せ
ん
。
ど
う
も
我
々
自
身
が
、
檀
信
徒
の
人
た
ち
の
、



今
の
学
校
教
育
の
世
界
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち

の
首
を
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
と
も
に
信
じ
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
も
う
還
相

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
遺
族
の
方
々
が
感
じ
取
れ

る
か
ど
う
か
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

特
に
、
葬
儀
と
い
う
の
は
危
機
的
状
況
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
場
に
立
っ
て

い
る
人
た
ち
に
い
か
に
信
じ
る
か
と
い
う
心
を
伝
え
る
こ
と
、
信
じ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
で
す
か
ら
、

一
周
忌
や
、

三
回
忌
、
初
彼

岸
な
ど
、
こ
と
ご
と
に
ご
主
人
を
感
じ
る
、
そ
う
し
た
心
を
持
っ
た
こ
と
が
な

い
か
と
呼
び
か
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
間
、
あ
る
方
の

一
周
忌
の
前
の
日
に
、
私
の
母
親
の

一
周
忌
の
こ

と
を
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
何
と
そ
の
日
の
夜
、

叩
年
ぶ
り
に
母
親
の
夢
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
ク
い
る
。
ぞ
」
と
、
私
自
身
も
そ
の
と
き
に
、
人
の
心
の
あ
り
よ

う
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
は
単
な
る
夢
だ
よ
と
い
え
ば
そ
う
な
の
で
す
が
、
「
ま

だ
。
い
る
。
な
」
、
そ
し
て
「
向
こ
う
も
こ
ち
ら
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
ん

だ
な
」
と
感
じ
取
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
い
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
人
が
想

う
気
持
ち
に
、
先
ほ
ど
奈
良
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
で、

「何
回
忌
だ
か
ら
も
う
還
相
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
か
、
「
経
典
に
は
そ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
ね
」
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
来
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ

た
い
そ
の
人
た
ち
の
心
を
、
我
々
が
信
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
我
々
に
は
科
学
的
に
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
「
わ
か
ら
な
い
」

と
言
う
の
で
は
な
く
て
、
我
々
自
身
が
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

今
岡

引
き
続
き
武
田
先
生
で
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
今
、
遺
族
感
情
に

寄
り
添
う
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
程
度
寄
り
添
う
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
遺
族
が
葬
式
の
日
に
迷
い
込
ん
で
き
た
猫
を
、
亡
き
母
の
生
ま
れ

変
わ
り
だ
と
思
っ
て
飼
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
心
の
癒
し
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

遺
族
感
情
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
還
相
回
向
の
話
と
は
全
然

違
う
話
で
す
が
、
寄
り
添
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

武
田

個
別
の
話
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。
遺
族
の
方
が
そ
う
思
う
瞬
間
が

あ
っ
た
と
い
う
心
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
そ
の
猫
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す

し
、
そ
の
人
が
感
じ
取
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
「
生
ま
れ
変

わ
り
」
と
い
う
の
は
浄
土
宗
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
来
て
く

だ
さ
っ
た
猫
に
、
依
代
と
し
て
入
り
込
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
す
ぐ
に
戻
つ
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て
い
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
風
の
中
に
と
か
、
光
の
中
に
、
星
の
中
に
、
雪
の
中
に
と
か
い
っ

て
も
、
ず
っ
と
そ
の
中
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
多
く
の
現
代
人
に

と
っ
て
は
、
そ
こ
に
居
着
い
て
い
る
と
い
う
感
覚
よ
り
も
、
そ
の
と
き
に
感
じ

取
る
、
存
在
を
感
じ
取
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

そ
う
し
た
意
味
で
の
還
相
的
な
感
覚
と
い
う
の
は
、
と
て
も
わ
か
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
お
正
月
と
お
盆
の
と
き
に
帰
っ
て
く
る
死
者
と
い
う
考
え
方
は
、

日
本
の
民
俗
文
化
の
中
で
長
く
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
死
者
が
帰
っ
て
き

て
守
っ
て
く
れ
る
、
豊
作
に
し
て
く
れ
る
と
か
、
遺
族
の
健
康
、
家
運
の
隆
昌

を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
感
覚
と
い
う
の
も
、
そ
れ
と
重
な
る
部
分
が
と
て
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
す
べ
て
を
否
定
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
温
か
く
見
守
る
と
い
う

こ
と
は
と
て
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
岡

答
え
に
く
い
質
問
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
、
奈
良
先
生
に
質
問
が
き
て
お
り
ま
す
。
き
ょ
う
の
レ
ジ
ュ
メ
の
「
2.

問
題
点
一
」
の
と
こ
ろ
に
①
、
②
、
③
と
あ
り
ま
し
て
、

①
と
②
に
つ
い
て
は

お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
③
葬
祭
儀
礼
の
疑
問
」
の
清
規
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
が
な
か
っ
た
の
で
、

一
言
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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奈
良

曹
洞
宗
の
葬
祭
儀
礼
と
い
う
の
は
、
そ
の
内
容
も
形
式
も
基
本
的
に

は
日
世
紀
中
国
の
禅
林
に
お
け
る
、

「禅
苑
清
規
』
と
い
う
、
僧
院
の
生
活
を

書
い
た
清
規
書
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
す
。
清
規
と
は
僧
院
の
生
活
の
ル
l
ル

ブ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
ど
う
行
為
を
す
れ
ば
仏
の
生
活
と
な
る
か

と
い
う
生
き
方
を
説
く
も
の
で
す
。

そ
こ
に
は
悟
り
を
聞
い
た
と
さ
れ
る
長
老
と
、
そ
れ
か
ら
修
行
途
中
で
亡
く

な
っ
た
僧
、
亡
僧
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
の
両
方
の
葬
式
儀
礼
が
書
い
て
あ
り

ま
し
て
、
基
本
的
に
は
そ
の
亡
僧
儀
礼
を
も
と
に
し
て
で
き
上
が
っ
た
儀
礼
の

形
式
が
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
手
直
し
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
ま
で
伝
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

修
行
途
中
で
亡
く
な
っ
た
お
坊
さ
ん
に
対
す
る
儀
礼
で
す
か
ら
、
現
代
で
は

ま
ず
授
戒
を
し
て
在
家
の
信
者
き
ん
を
僧
侶
に
し
て
、
そ
し
て
亡
僧
に
対
す
る

葬
儀
儀
礼
を
行
う
と
い
う
形
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
今
日
の
葬
式
儀
礼
は
二

つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
ま
し
て
、
最
初
が
授
戒
会
、
そ
の
後
が
亡
僧
に
対

す
る
お
葬
式
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
基
本
的
な
精
神
と
い
う
の
は
、
亡
く
な
っ
た
方
に
対
し
て
「
残
念

だ
よ
ね
、

一
緒
に
仏
道
を

一
生
懸
命
修
行
し
な
が
ら
生
き
て
き
た
ん
だ
け
れ
ど

も
、
残
念
な
が
ら
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
ね
。
で
も
、
世
界

は
異
な
っ
て
も
私
は
こ
ち
ら
で
仏
道
を
生
き
抜
い
て
行
き
ま
す
。
あ
な
た
も
あ



の
世
で
仏
道
を
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
も
に
仏
道
を
生
き
て
い
き
ま
し
ょ

う
ね
」
と
い
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
方
に
対
し
て

「報
地
を
荘
厳
せ
ん
こ
と
を
」
、

ま
り
悟
り
の
道
を
荘
厳
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
か
い
う
回
向
文
を
唱
え
る
ん
で

す
そ
れ
に
関
し
ま
し
て
、
非
常
に
大
き
な
問
題
が

一
つ
あ
る
の
で
す
。
と
に
か

く
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
葬
式
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
授
戒

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
授
戒
、
信
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
は
受
戒
で
す
が
、
元
来
は
生
き
て
い

る
聞
に
す
る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。
生
前
受
戒
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
今
や

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
遅
ま
き
な
が
ら
授
戒
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
を
「
没
後
作
僧
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
か
、

ろ
い
ろ
宗
学
上
の
問
題
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
有
力
な
宗
学
上
の

一
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

道
元
禅
師
は
霊
魂
の
存
在
は
断
固
と
し
て
否
定
し
て
い
ま
す
が
、
死
後
の
世
界

は
認
め
て
い
る
と
い
、
つ
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
輪
廻
は
認
め
て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
世
に
つ
い
て
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
し
、

三
時
業
な
ど
と
い
う
も
の
も

認
め
て
い
ま
す
。

た
だ
、

霊
魂
の
存
在
を
認
め
な
い
で
輪
廻
の
こ
と
を
言
っ

て
も
、
そ
れ
は
輪

廻
に
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
禅
師
は
輪
廻

を
教
理
と
し
て
認
め
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
「
仏
教
文
化
」
と
し
て
取
り

上
げ
て
換
骨
奪
胎
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
ご
自
身
の
信
仰
を
説
い
て
い
る
と

つ

い
う
姿
勢
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
姿
勢
の
中
で
、
仏
道
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
世
か
ら
未

来
世
に
わ
た
る
「
今
」
と
い
う
も
の
を
大
事
に
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。

過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
る
永
遠
の
「
今
」
(
「
而
今
」
と
い
う
術
語
が
あ
り

ま
す
)
を
生
き
る
の
が
修
行
で
、
そ
れ
を
「
今
、
こ
こ
に
」
生
き
る
こ
と
が
永

遠
を
生
き
る
こ
と
だ
し
、
同
時
に
未
来
永
劫
に
「
今
」
を
修
行
し
て
ゆ
く
べ
き

も
の
と
道
元
禅
師
は
説
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
「
は
る
か
な
る
仏
道
」
と
い
う
言
葉
を
使
う

方
も
お
ら
れ
ま
し
て
、
こ
れ
は
死
ん
だ
あ
と
も
未
来
永
劫
に
仏
道
を
修
行
し
続

し、

け
て
い
く
と
い
う
、
強
い
求
道
の
精
神
を
そ
う
い
う
形
で
述
べ
て
い
る
わ
け
で

す
。
し
た
が

っ
て
、
そ
う
い
う
面
か
ら
見
る
と
没
後
作
僧
だ

っ
て
構
わ
な
い
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
理
論
立
て
を
す
る
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
霊
魂
的
な
、

い
わ
ば

「は
る
か
な
る
仏
道
」
で
修

行
す
る
主
体
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
で
霊
魂
と
い
う
問
題

が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
問
題
に
対
し
て
「
、
水
遠
の

『今
」
を、

私
が

『
い
ま
・
こ
こ
に
」
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
輪
廻
の
主
体
な
ど
認
め
な

く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
私
な
ど
は
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
や
、
そ

れ
で
は
困
る
と
い
う
議
論
が
い
つ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
、
も
う

一
つ
、
そ
れ
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、

(没
後
作
僧
で
は
)

出
家
授
戒
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
亡
く
な

っ
た
方
を
出
家
に
し
て
い
る
ん
で

す
。
そ
れ
な
の
に
、
戒
名
を
授
け
る
相
手
が
在
俗
信
者
を
示
す
「
信
士
」
や

「信

女
」
、
「
居
士
」
、
「
大
姉
」
と
は
何
だ
と
い
う
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

や
は
り
在
家
授
戒
に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
ま
す
と
、
亡
僧
を
対
象
に
し
た
回
向
文
が
合
う
か
ど
う

か
と
い

っ
た
問
題
も
出
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

今
岡

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
井
先
生
、
質
問
に

一
つ
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
葬
儀
、

告

別
式
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
聞
な
ど
を
見
ま
す
と
「
告
別
式
」
と

し
か
書
か
れ
て
い
な
く
て
、
「
葬
儀
式
」
で
す
と
か
「
葬
儀
」
と
い
う
記
述
は

な
か
な
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

亡
く
な
ら
れ
た
鷲
見
定
信
先
生
が
、
「
今
後
は
新
し
い
名
称
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ね
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お

っ
し
ゃ

っ
て
い
た
そ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
い
ア
イ
デ
ア
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

熊
井

い
い
ア
イ
デ
ア
と
い
い
ま
し
て
も
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、

こ
の
冊
子
に
も
ち
ょ
っ
と
書
い
た
よ
う
に
、
「
告
別
式
」
と
い
う
の
は
少
な
く

と
も
、
我
々
と
し
て
使
う
べ
き
言
葉
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
が
行
う
の
は
や
は
り
「
葬
儀
」
で
あ
っ
て
、
告
別
式
と
い
う
の
は
、
そ

こ
に
宗
教
が
介
在
す
る
と
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
方

と
の
別
れ
の
式
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
な
わ
け
で
す
か
ら
、
我
々
が
行
う
の
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は
あ
く
ま
で
も
「
葬
儀
」
な
ん
だ
と
い
う
意
識
は
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
確
か
に
世
間

一
般
に
、
最
近
は
「
告
別
式
」
と
い
う
ふ
う
に
表
現
す

る
こ
と
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
実
問
題
と
し
て
、
そ
れ
を

あ
る
程
度
は
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
何
か
新
し
い
名
称
と
い

っ
て
も
、
特
に
我
々
の
法
式
の
世
界

は
非
常
に
古
い
世
界
で
す
の
で
、
何
か
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う

の
は
、
非
常
に
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ま
た
、

一
つ
ご
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
て
、
何
か
よ
い
名
称
が
あ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
ち
ょ
う
ど
没
後
作
僧
と
い
う
お
話
が
出
ま
し
た
の
で
、
そ
の
件
に
つ
い

て

一
言
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
も
、
枕
経
を
行
い
ま
す
。

枕
経
に
関
し
て
は
、
矢
津
先
生
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
も
そ
れ
を
行
っ
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
最
近
、
特
に
東
京
近
辺
で
は
行
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
私
は
で
き
る
限
り
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
浄
土
宗
で
も
「
没
後
作
僧
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
る
先
生

が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、
現
実
に
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
方
が
大
変

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
禅
宗
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
出
家
成
仏
が
本
来
の
道
で
あ
る
と
い



う
お
宗
派
に
と
っ
て
は
、
没
後
作
僧
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
が
、
お
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
さ
せ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
浄
土
宗
に
お
い
て
は
、

没
後
作
僧
と
い
う
こ
と
は
全
く
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
枕
経
の
中
で
お
剃
度
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
在
家
の
仏
教
信
者
と
す
る
式
で
、
あ
く
ま
で
剃
度
で
あ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
既
に
五
重
と
か
授
戒
と
い
っ
た
行
を
受
け
て
、
そ
こ
で
剃

度
式
が
済
ん
で
い
る
と
い
う
方
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
身
と
心
と
の
煩
悩
を

取
り
去
る
た
め
の
作
法
と
し
て
の
剃
度
と
い
っ
た
理
解
で
、
こ
れ
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
、
っ
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
に
、
沖
土
宗
の
枕
経
は
、

ま
ず
第

一
に
は
臨
終
勤
行
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
こ
に
剃
度
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
は
、
私
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
問

題
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
冊
子
の
執
筆
を
一
部
担
当
い
た
し
ま
し
た
中
で
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
あ

ま
り
は
っ
き
り
と
は
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
没
後
作
僧
と
い
う
言
葉

を
使
わ
な
い
で
「
仏
教
徒
に
す
る
儀
式
」
と
書
き
ま
し
た
の
は
、
そ
う
い
っ
た

意
味
で
あ
る
こ
と
だ
け
、

一
応
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
岡

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
「
今
あ
ら
た
め
て
意
味
を
問
う
!

ー
浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
の
つ
く
っ
た
冊

崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
E

ょ
っ
あ
う
た
め
て
意
昧
を
問
う
l

浄
土
宗
の
葬
儀
・
年
団
法
要
|

子
を
中
心
に
据
え
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
方
は
論
客
ぞ
ろ
い
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
な
か
な
か
時
間

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
、
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
詫
び
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

葬
儀
の
問
題
と
い
う
の
は
、
問
題
と
し
て
ず
っ
と
長
く
あ
る
わ
け
で
す
が
、

特
に
最
近
は
地
域
性
の
崩
壊
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
で

も
今
ま
で

3
人
や

5
人
で
葬
儀
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
、

-
人
で
葬
儀
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
か
、
葬
儀
の
形
態
の
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
住
職
が
行
っ
て
い
た
葬
儀
の
い
ろ
い
ろ
な
儀
式
が
、
世
代
的
に

な
か
な
か
継
承
さ
れ
な
い
、

つ
ま
り
、
寺
院
内
で
も
師
弟
間
で
な
か
な
か
継
承

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
国
に
一
律

の
方
式
で
、
宗
派
と
し
て
何
か
新
し
い
方
向
性
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
応
、
こ
の
冊
子
の
中
で
新
し
い
方
向
性
を
差
し
示
し
て
は
お
り
ま
す
が
、

葬
儀
と
か
年
回
法
要
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
日
常
的
な
活
動
の
中
で
こ
れ
か
ら

は
布
教
教
化
を
推
進
し
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
方
が
喜
ん
で
お
葬
儀
を
し
て
く
れ

る
よ
う
な
寺
檀
関
係
を
、

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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き
ょ
う
は
、
長
時
間
に
渡
り
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
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は
、
最
後
に
先
生
方
に
盛
大
な
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
拍
手
)



浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
に
つ
い
て対

応
し
、
浄
土
宗
の
教
義
に
準
拠
し
た
「
葬
儀
と
年
団
法
要
の
意
味
」
に
つ
い

は
じ
め
に

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
、
葬
送
儀
礼
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
残
し
な

皆
様
方
の
日
々
の
活
動
へ
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

が
ら
、
儀
礼
の
意
味
づ
け
に
つ
い
て
も
地
域
の
特
色
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し

て
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
や
、
社
会
は
大
き
く
変
わ
り
は
じ

平
成
辺
年
目
月
初
日

め
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
お
葬
式
」
に
関
し
て
も
自
宅
葬
か
ら
斎
場
葬
へ
、

浄
土
宗
総
合
研
究
所

地
域
ぐ
る
み
の
葬
式
か
ら
家
族
葬
や
直
葬
な
ど
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
お
葬
式
」
や
「
戒
名
料
」
に
つ
い
て
は
、

日
刊
紙
、

週
刊
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
様
々
な
意
見
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
意
見
の
中
に
は
、
私
た
ち
の
宗
門
の
考
え
方
と
異

な
る
も
の
が
あ
り
、
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

浄
土
宗
で
は
総
合
研
究
所
を
中
心
に
「
崩
れ
ゆ
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し

て
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を

『宗
報
」

へ
連
載
し
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
う
な
ど
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
里
見
法
雄
宗
務
総
長
の

要
請
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
結
果
を
土
台
に
し
て
、
新
し
い
時
代
に
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浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て



葬
儀
の
浄
土
宗
と
し
て
の
理
解

熊
井
康
雄

浄
土
宗
の
葬
儀
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
阿
弥
陀
仏

の
本
願
念
仏
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
く
宗
旨
で
あ
る
浄
土
宗
に

は
、
当
然
、
聖
道
門
な
ど
の
他
宗
派
と
は
異
な
る
葬
儀
の
意
味
づ
け
が
あ
り
ま

す
。
「
釈
迦
に
説
法
」
の
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
浄
土
宗
の
葬
儀
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
浄
土
宗
の
葬
儀
は
、
亡
き
人
を
極
楽
浄
土
へ
導
く
た
め

の
儀
式
で
す
。
し
か
し
往
生
し
た
後
に
は
「
六
神
通
を
得
て
十
方
界
に
入
っ
て

苦
の
衆
生
を
救
摂
」
す
る
、
つ
ま
り
還
相
回
向
す
る
と
い
う
究
極
の
目
的
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
「
冥
福
を
祈
る
」

に
つ
い
て
の
浄
土
宗
と
し
て
の
理
解
も
必
要
で
す
。
極
楽
で
仏
果
が
進
み
、
早

く
悟
り
を
得
て
還
相
さ
れ
る
こ
と
が
浄
土
宗
の
「
冥
福
」
で
あ
る
と
理
解
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
儀
式
面
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
当
然
な
が
ら
浄
土
宗
は
仏
教
で
す

か
ら
、
亡
き
人
を
極
楽
浄
土
へ
導
く
た
め
に
は
、
ま
ず
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
が

必
要
条
件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
行
う
儀
式
が
枕
経
で
す
。
葬
送
前
夜
の

通
夜
に
は
、
念
仏

・
諦
経
・
礼
讃
な
ど
を
勤
め
て
亡
き
人
に
回
向
し
、
阿
弥
陀

仏
の
来
迎
引
接
を
願
い
ま
す
。
そ
し
て
葬
儀
式
の
引
導
で
宗
義
の
肝
要
を
伝
え
、
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さ
ら
に
念
仏
回
向
し
て
亡
き
人
を
極
楽
往
生
へ
導
く
の
が
浄
土
宗
の
葬
儀
で

す
こ
れ
ら
一
連
の
葬
儀
で
行
う
、
下
矩
・
引
導
・
茶
見

・
収
骨

・
埋
葬
な
ど
は
、

釈
尊
が
父
浄
飯
王
の
葬
送
で
行
っ
た
故
事
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
古
く
か
ら
習
俗
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
儀
礼
が
多
く
、
地
域
的
な
特
色
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は
浄
土
宗
の
葬
儀
に
つ
い
て
統
一
し
た
意
味
づ
け
の
再

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

1
、
戒
名
(
法
名
)

浄
土
宗
で
は
、
誉
号
二
文
字
、
戒
名
二
文
字
の
生
前
授
与
が
基
本
で
す
。
ま

た
、
死
後
に
授
与
す
る
没
後
法
名
は
、

三
帰
を
受
け
た
仏
教
徒
と
し
て
の
名
前

で
あ
り
、
釈
尊
の
教
え
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
浄
土
宗

の
葬
儀
に
は
必
須
の
も
の
で
す
。

【解
説
】

い
わ
ゆ
る
戒
名
と
は
誉
号
、
戒
名
、
位
号
を
含
め
た
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
法
名
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

浄
土
宗
に
は
信
仰
を
培
う
儀
式
と
し
て
、
五
重
相
伝
と
授
戒
会
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
浄
土
宗
の
法
名
は
、
五
重
相
伝
に
よ
る
誉
号
二
文
字
、
授
戒
に
よ
る



戒
名
二
文
字
に
位
号
を
付
す
の
が
標
準
で
す
。
ま
た
院
号
は
信
仰
の
篤
さ
や
、

寺
院
護
持
へ
の
貢
献
な
ど
に
応
じ
て
寺
院
か
ら
贈
る
も
の
で
、
対
価
に
よ
り
授

与
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
方
、
没
後
授
与
の
法
名
は
、
生
前
に
授
戒
と
縁
の
無
か
っ
た
人
に
も
授
け

る
た
め
、
こ
れ
を
批
判
す
る
向
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
仏
教
に
帰
依
し
た

上
で
浄
土
往
生
を
願
う
の
で
す
か
ら
、
仏
教
徒
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
法
名
を

授
か
る
こ
と
は
、
た
と
え
没
後
で
あ
っ
て
も
当
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
日

本
で
は
人
生
の
節
目
に
改
名
を
行
う
と
い
う
文
化
が
あ
り
、
法
名
が
生
者
か
ら

死
者
へ
の
節
目
に
贈
る
名
前
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

没
後
授
与
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
族
か
ら
故
人
の
生
活
信
条
、
性
格
、
趣
味
な

ど
を
伺
い
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
文
字
を
選
ん
だ
か
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

2
、
枕
経

枕
経
は
、
死
亡
直
後
に
勤
め
る
儀
式
で
、
剃
度
作
法
に
よ

っ
て
心
身
の
煩
悩

を
絶
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
引
接
を
願
う
臨
終
勤
行
で
す
。
遺
族
と
と
も
に
仏

の
来
迎
引
接
を
願
う
最
初
の
儀
式
で
す
か
ら
、
出
来
る
限
り
勤
め
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

{解
説
}

臨
終
の
知
ら
せ
は
本
来
、
使
者
が
来
寺
し
て
告
げ
る
も
の
で
し
た
が
、
最
近

は
電
話
で
連
絡
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も

直
ち
に
用
件
に
入
ら
ず
、
ま
ず
「
直
正
直
面
の
伝
」
に
よ
り
十
念
を
と
な
え
て

か
ら
、
日
程
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
す
。

枕
経
で
は
、
亡
き
人
へ
の
剃
度
作
法
の
後
、
仏
壇
の
本
尊
に
回
向
し
ま
す
の

で
、
仏
壇
の
扉
は
平
常
ど
お
り
開
け
て
お
き
ま
す
。
し
か
し
最
近
の
住
宅
事
情

で
は
仏
壇
前
で
枕
経
を
勤
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

は
来
迎
仏

(
お
名
号
)
を
本
尊
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
も
来
迎
仏
、
剃
度
用
の
剃
万
な
ど
を
平
素
か
ら
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
行
っ
た
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に

よ
る
と
、
枕
経
を
勤
め
る
こ
と
が
多
い
寺
院
は
全
国
平
均
で
剖
%
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
寺
か
ら
の
地
理
的
条
件
や
時
間
的
制
約
か
ら
、
枕
経
を
勤
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
ご
縁
を
結
ぶ
方
の
場
合

に
は
、
故
人
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
か
ら
法
名
を
考
え
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
や
む
を
得
ず
法
名
授
与
な
ど
を
通
夜
で
行

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
遺
族
の
方
々
と
も
ど
も
心
か
ら
お
念
仏
を
と
な
え
、
故
人

の
人
柄
や
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
伺
い
す
る
場
と
し
て
枕
経
を
勤
め
ま
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ーレト晶、司ノ
。

3
、
通
夜

浄
土
宗
の
通
夜
は
、
念
仏
を
中
心
に
ご
法
語
や
礼
讃
・
詠
唱
等
を
参
列
者
と

と
も
に
唱
え
る
法
要
で
す
。
も
と
も
と
通
夜
は
、
ご
く
内
輪
の
者
が
集
ま
っ
て

勤
め
る
内
夜
伽
(
う
ち
ょ
と
ぎ
)
で
、
現
在
で
も
こ
の
方
法
を
守
っ
て
い
る
地

方
が
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。

【
解
説
】

通
夜
は
本
来
、
葬
送
の
前
夜
に
遺
族
・
親
族
・
親
し
い
知
人
な
ど
が
集
ま
り
、

夜
を
徹
し
て
亡
き
人
の
往
生
を
願
い
、
読
経
念
仏
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
全
通

夜
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
葬
儀
の
前
夜
に

一
座
の
法
要
を
勤
め
る

半
通
夜
が
普
通
で
す
。

近
年
で
は
仕
事
の
関
係
で
昼
間
の
時
間
的
自
由
度
が
少
な
く
な
っ
た
た
め

か
、
都
市
部
を
中
心
に
通
夜
の
会
葬
者
が
葬
儀
よ
り
も
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

通
夜
が
告
別
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
来
し
め
や
か
に
勤
め
る
べ
き
通

夜
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
内
輪
の
者
で
心
を
込
め
て
亡
き
人
を
弔
う
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
に
な
っ
て
家
族
葬
・
炉
前
葬
と
い
っ
た
葬
儀
の
簡
素
化
が
進
み
、
葬
儀

不
要
論
さ
え
も
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
通
夜
に
お
け
る
法
話
の
実
施
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
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な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
通
夜
は
出
棺
時
刻
な
ど
に
よ
り
法
要
時
間
を
制
限
さ

れ
る
要
素
が
少
な
い
の
で
あ
る
、
程
度
の
法
話
の
時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
る

上
に
、
通
夜
に
は
浄
土
宗
以
外
の
親
族
や
参
列
者
が
大
勢
集
ま
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
浄
土
宗
の
葬
送
の
意
味
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
念
仏
の
功
徳
な

ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
大
き
な
機
会
だ
か
ら
で
す
。

4
、
葬
儀
式

浄
土
宗
の
葬
儀
式
は
下
矩
と
引
導
が
中
心
で
す
。
下
矩
は
矩
火
に
よ
る
茶
毘

の
作
法
、
引
導
は
亡
き
人
を
極
楽
へ
導
く
こ
と
で
、
と
も
に
浄
飯
王
葬
送
の
故

事
に
由
来
し
た
も
の
で
す
。
下
矩
、
引
導
の
後
、
念
仏
回
向
し
て
亡
き
人
を
極

楽
へ
送
る
儀
式
が
浄
土
宗
の
葬
儀
式
で
す
。

【
解
説
}

下
矩
と
引
導
は
加
行
(
伝
宗
伝
戒
)
を
受
け
た
教
師
の
み
に
許
さ
れ
る
伝
法

で
す
か
ら
、
助
教
師
や
宗
徒
が
導
師
を
勤
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
加
行
の

手
控
え
な
ど
で
意
義
や
作
法
を
再
確
認
し
、
亡
き
人
に
対
し
て
親
疎
・
愛
憎
・

貧
富
な
ど
で
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
心
を
込
め
て
引
導
回
向
す
る
よ
う
に
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

浄
土
宗
の
葬
儀
作
法
に
は
禅
宗
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
作
法
の
名
称
が
多
い



も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
法
に
は
浄
土
宗
と
し
て
の
意
義
付
け
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
私
た
ち
は
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
引
接
を
仰
ぎ
、
極
楽
往
生
を
願
う
浄
土

宗
の
葬
儀
作
法
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
習
俗
と
し
て
、

仏
教
や
浄
土
宗
の
教
え
に
よ
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
的
慣
習
も
各
地
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
意
味
や
内
容
を
理
解
し
心
得
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
は
葬
儀
式
を
告
別
式
と
称
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
葬
儀
式
が
亡
き
人
を
極
楽
浄
土
へ
送
る
た
め
の
宗
教
儀
礼
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
告
別
式
は
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
人
と
の
別
れ
の
式
典
で
、
本
来

宗
教
性
の
有
無
は
問
わ
な
い
も
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
僧
侶
が
執
行
す
る
宗
教
儀

式
を
、
安
易
に
告
別
式
と
称
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

5
、
茶
毘
・
収
骨

日
本
は
古
来
土
葬
で
し
た
が
、
仏
教
伝
来
以
後
、
釈
尊
の
茶
見
に
な
ら
っ
て

火
葬
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
茶
毘
と
灰
葬
(
収
骨
)
は
仏
教
に
由

来
す
る
葬
法
で
す
か
ら
、
我
々
は
僧
侶
と
し
て
組
略
に
す
る
こ
と
な
く
勤
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
解
説
}

日
本
で
は
衛
生
上
の
問
題
な
ど
か
ら
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
土
葬
を
禁
止
し

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
固
法
要
に
つ
い
て

て
い
る
自
治
体
が
多
く
、
全
国
で
も
火
葬
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。
火

葬
の
こ
と
を
仏
教
で
は
茶
毘
と
い
い
ま
す
。
昔
の
茶
見
は
火
屋
を
作
っ
て
薪
を

積
み
上
げ
、
導
師
が
火
を
点
じ
て
読
経
し
、
翌
日
に
灰
葬
す
る
と
い
う
方
法
で

し
た
。
現
在
は
自
治
体
等
の
斎
場
(
火
葬
場
)

で
火
葬
を
す
る
た
め
、
読
経
時

聞
に
制
限
を
受
け
ま
す
が
、
短
時
間
と
は
い
え
疎
か
に
せ
ず
勤
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

火
葬
は
地
域
に
よ
っ
て
葬
儀
式
の
前
に
済
ま
せ
る
場
合
と
、
式
後
に
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
収
骨
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
式
前
に
火

葬
す
る
地
域
で
は
、
次
に
行
う
葬
儀
式
の
準
備
な
ど
で
時
聞
が
と
れ
な
い
場
合

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
式
後
に
火
葬
す
る
場
合
に
は
、
収
骨
ま
で
の
待

ち
時
聞
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
遺
族
と
向
き
合
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

す
。
葬
儀
式
ま
で
は
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、
ゆ
っ
く
り
遺
族
と
話
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
間
は
遺
族
の
亡
き
人
へ
の
思
い
を
聞
い
た
り
、
今

後
の
仏
事
の
心
得
な
ど
を
話
し
た
り
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
特
に
新
し
く
縁

を
結
ん
だ
場
合
や
、
平
素
接
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
檀
信
徒
の
場
合
に
は
、

教
化
の
時
間
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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追
善
法
要
の
浄
土
宗
と
し
て
の
理
解
熊
井
康
雄

私
た
ち
は
、
葬
儀
の
後
も
年
固
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
追
善
法
要
を
勤
め
ま
す
。

追
善
法
要
は
葬
儀
ほ
ど
地
方
色
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
意
味
付
け
は
必
ず
し

も
統

一
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
浄
土
宗
の
追
善
法
要

に
つ
い
て
再
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

亡
き
人
の
菩
提
の
増
進
を
願
っ
て
善
根
功
徳
を
積
む
こ
と
を
追
善
と
い
い
ま

す
。
亡
き
人
の
た
め
に
念
仏
を
回
向
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ

て
、
仏
果
が
増
進
し
、
や
が
て
還
相
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
に
願
っ
て
、
日
々
念

仏
を
励
む
の
が
浄
土
宗
の
追
善
回
向
で
あ
り
、
特
に
日
を
定
め
て
勤
め
る
法
要

が
追
善
法
要
で
す
。

一
般
に
追
善
法
要
と
い
う
と
、
命
日
な
ど
の
仏
事
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

亡
き
人
の
仏
果
増
進
を
願
っ
て
回
向
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
葬
儀
が
追
善
法

要
の
第
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
葬
儀
の
後
も
毎
日
念
仏
を
勤
め
て
、
亡
き
人
に
回
向
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
が
、
日
々
の
念
仏
は
つ
い
怠
惰
に
流
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め

折
あ
る
ご
と
に
念
仏
読
経
の
機
会
を
持
ち
、
追
善
の
誠
を
捧
げ
る
の
で
す
。
江

戸
時
代
の
書
物
に
も
、
「
平
素
の
供
養
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
が
、
常
人
は
続

け
難
い
の
で
年
忌
を
定
め
、
懇
ろ
に
供
養
す
る
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
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追
善
法
要
は
そ
の
と
き
だ
け
勤
め
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
日
々
の
念
仏
を
勤

め
る
延
長
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
檀
信
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
だ
大
切
な
点
は
、
我
々
の
と
な
え
た
念
仏
の
功
徳
が
直
接
亡
き
人
に
及
ぶ

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
念
仏
を
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
が
亡

き
人
の
仏
果
を
増
進
さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
だ
と
心
得
て
念
仏
を
勤
め
る
こ
と
で

すー
、
中
陰

阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
り
極
楽
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
く
浄
土
宗
の
教
え
に

は
、
四
十
九
日
を
経
て
次
の
生
縁
が
定
ま
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
中
陰
」
の

説
明
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土
宗
と
し
て
の
中
陰
の
理
解

が
必
要
で
し
ょ
う
。

【
解
説
}

『
倶
舎
論
」
な
ど
で
は
、
有
情
(
生
け
る
も
の
)
が
死
ん
で
か
ら
生
ま
れ
変

わ
る
過
程
を
、
生
有
・
本
有
・
死
有
・
中
有
の
四
種
に
分
け
て
い
ま
す
。
中
有

(
死
ん
で
か
ら
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
間
)
は
中
陰
と
も
い
い
、
七
日
ご
と

に
死
生
し
て
七
度
目
に
次
の
生
縁
が
決
定
す
る
と
い
う
四
十
九
日
説
が
代
表
的

な
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
死
後
七
日
ご
と
に
経
典
を
読
諦
し
、
七
度
目
の



四
十
九
日
を
満
中
陰
と
し
て
死
者
の
冥
福
を
祈
る
習
慣
が
起
こ
り
、
中
陰
は
亡

魂
が
迷
っ
て
い
る
期
間
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浄
土
宗
の
教
義
は
即
得
往
生
で
す
か
ら
、
亡
き
人
が
次
の
生
を
受
け
る
ま
で

の
中
間
的
な
存
在
と
し
て
の
中
陰
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
中
陰
供
養
を
勤
め
る
に
は
、
浄
土
宗
と
し
て
の
中
陰
の
意
味
づ
け
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
観
経
」
の
「
三
輩
段
」
に
説
く
九
品

往
生
の
経
説
に
よ
り
、
「
極
楽
へ
往
生
し
て
か
ら
蓮
華
の
花
が
開
く
ま
で
が
浄

土
宗
の
中
陰
」
と
す
る
考
え
な
ど
は
、
浄
土
宗
の
理
解
と
し
て
適
切
な
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
極
楽
に
往
生
し
た
亡
き
人
の
蓮
華
の
花
が
早
く
開
く
こ
と
を

願
い
、
追
善
の
誠
を
捧
げ
る
期
間
と
し
て
中
陰
を
過
ご
す
の
は
と
て
も
意
義
深

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
、
初
七
日

中
陰
の
最
初
の
区
切
り
で
あ
る
初
七
日
は
、
と
く
に
重
要
な
追
善
法
要
で
す
。

葬
儀
式
ま
で
は
亡
き
人
の
極
楽
往
生
を
願
う
こ
と
が
中
心
で
し
た
が
、
初
七
日

か
ら
は
仏
果
増
進
と
還
相
を
願
う
浄
土
宗
本
来
の
往
生
の
意
味
を
説
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
解
説
}

往
生
し
た
亡
き
人
を
包
み
込
ん
だ
蓮
華
の
花
が

一
日
も
早
く
開
く
よ
う
に
、

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

遺
族
が
心
を
込
め
て
追
善
の
念
仏
や
読
経
を
勤
め
る
最
初
の
法
要
が
初
七
日
で

す
。
極
楽
で
ど
の
よ
う
に
仏
果
が
進
む
の
か
と
い
っ
た
法
話
を
す
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
陰
の
忌
日
は
、
亡
く
な
っ
た
日
を
一
日
目
と
す
る
「
数
え
」
で
日
に
ち
が

決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
忌
日
の
追
善
は
正
当
日
あ
る
い
は
逮
夜
(
前
日
の
午
後
)

に
勤
め
る
の
が
正
し
い
供
養
の
あ
り
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
亡
く
な

っ

た
日
に
枕
経
、
翌
日
に
通
夜
、
翌
々
日
に
葬
儀
式
が
行
わ
れ
、
葬
儀
は
三
日
で

終
了
し
、
改
め
て
初
七
日
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
火
葬
場

や
葬
祭
場
あ
る
い
は
、
僧
侶
や
参
列
者
の
都
合
に
よ
っ
て
正
当
日
を
待
た
ず
に

初
七
日
を
営
む
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
ア
ン
ケ
1

ト
調
査
に
よ
る
と
、
葬
儀
式
当
日
に
初
七
日
を
行
う

「
繰
り
上
げ
初
七
日
」
が

過
半
数
で
、
甚
だ
し
い
場
合
は
葬
儀
式
中
に
初
七
日
を
組
み
入
れ
る
こ
と
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
相
に
わ
れ
わ
れ
僧
侶
が
安
易

に
同
調
せ
ず
、
初
七
日
を
出
来
る
だ
け
丁
寧
に
執
行
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。

3
、
満
中
陰
(
七
七
日
、

四
十
九
日
)

浄
土
宗
の
教
え
で
は
、
満
中
陰
が
次
に
生
ま
れ
る
世
界
の
定
ま
る
日
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
現
実
に
満
中
陰
法
要
は
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
で
勤
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
宗
と
し
て
の
満
中
陰
の
捉
え
方
に
共
通
理
解
を
持
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つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

【解
説
】

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
火
葬
以
外
の
葬
法
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
埋
葬
す
る
時
期
に
制
限
は
な
く
、
満
中
陰
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
本
来
は
七
日
ご
と
に
勤
め
る
べ
き
中
陰
の
回
向
も
、
集
約
し
て
五
七

日

(
三
十
五
日
)
か
満
中
陰
に
勤
め
る
場
合
が
多
く
、
宗
派
を
問
わ
ず
満
中
陰

は
重
要
な
区
切
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
土
宗
で
特
に
満
中
陰
を
重
視
す
る
理
由
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、

「観
無

量
寿
経
』
に
「
往
生
し
て
七
七
日
経
つ
と
蓮
華
の
花
が
聞
き
、
悟
り
を
求
め
る

心
を
起
こ
し
、
や
が
て
(
初
地
の
)
菩
薩
の
位
に
入
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
亡
き
人
が

一
日
も
早
く
菩
薩
の
位
に
到
達
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

満
中
陰
の
法
要
を
勤
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

以
前
は
満
中
陰
を
忌
明
け
と
し
、
そ
れ
ま
で
は
公
の
場
へ
の
出
る
の
は
控
え

る
と
い
う
慣
習
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
初
七
日
を
終
え
る
と
日
常
生
活

に
戻
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
四
十
九
日
と
い
う
時
間
は
、
亡
き
人

を
偲
び
、
寂
し
さ
や
悲
し
み
を
癒
す
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
期
間
で
す
。
葬

儀
を
終
え
て
直
ぐ
に
慌
た
だ
し
い
日
常
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
亡
き
人
と
共
に

過
ご
す
中
陰
を
大
切
に
す
る
よ
う
勧
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

4
、
百
箇
日
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百
箇
日
は
仏
教
の
教
え
に
よ
る
忌
日
で
は
な
く
、
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
祭

杷
が
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
寺
院
側
が
積
極
的
に
勧
め
な
い
た

め
か
、
最
近
で
は
一
部
の
地
域
で
は
省
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
意
義
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【解
説
}

百
箇
日
は
、
も
と
も
と
中
国
の
儒
教
で
没
後
百
日
目
に
行
わ
れ
た
卒
突
の
祭

杷
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
卒
は
「
終
わ
る
、
終
え
る
」
の

意
味
で
、
没
後
百
日
を
経
過
し
て
嘆
き
悲
し
む
こ
と
を
終
え
る
た
め
に
行
う
祭

杷
で
す
。
と
く
に
仏
教
的
意
味
合
い
が
な
く
て
も
、
百
箇
日
は
満
中
陰
後
お
よ

そ
日
日
を
経
た
時
期
で
す
か
ら
、
亡
き
人
に
追
善
の
誠
を
捧
げ
る
縁

(よ
す
が
)

と
し
て
は
非
常
に
良
い
頃
合
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

現
実
に
は
、
満
中
陰
を
終
え
る
と
直
ぐ
に
「
香
典
返
し
」
に
気
を
取
ら
れ
、

遺
品
の
整
理
、
相
続
の
手
続
き
と
い
っ
た
雑
事
に
煩
わ
さ
れ
て
、

一
周
忌
ま
で

は
忽
ち
の
う
ち
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
聞
は
孟
蘭
盆
会
、
彼
岸
会
な
ど

の
年
中
行
事
を
別
と
す
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
亡
き
人
の
追
善
を
心
掛
け
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
満
中
陰
か
ら
一
周
忌
ま
で
は
追
善
供
養
の

空
白
期
間
な
の
で
す
。



百
箇
日
は
こ
の
間
に
勤
め
る
追
善
法
要
で
す
。
毎
日
の
供
養
を
欠
か
さ
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
家
族
や
親
族
だ
け
で
も
集
ま
っ
て
百
箇
日
を

営
む
よ
う
に
勧
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
慌
た
だ
し
い
日
々
の
中
に
も
、
折
に

ふ
れ
て
亡
き
人
を
偲
び
、
追
善
の
誠
を
捧
げ
つ
つ

一
周
忌
を
迎
え
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

5
、
年
回
法
要

亡
き
人
の
菩
提
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
、

一
定
の
年
ご
と
に
勤
め
る
追
善
法

要
を
年
固
と
い
い
ま
す
。
浄
土
宗
で
は
生
前
に
縁
の
あ
っ
た
人
々
が
集
ま
り
、

亡
き
人
の
仏
果
増
進
と
、
人
々
の
極
楽
往
生
を
願
っ
て
念
仏
・
諦
経
・
礼
讃
な

ど
を
勤
め
、
追
善
回
向
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

{
解
説
}

故
人
が
亡
く
な

っ
た
日
を
命
日
と
い
い
、
毎
年
迎
え
る
亡
く
な

っ
た
月
の
命

日
を
祥
月
命
日
と
い
い
ま
す
。
祥
月
の
語
は
儒
教
で
死
後
十
三
月
目

(
1年
目
)

の
祭
杷
を
小
祥
、

二
十
五
月
目

(2
年
目
)
の
祭
杷
を
大
祥
と
呼
ぶ
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
こ
れ
を

一
周
忌
・
三
回
忌
と
し
て
勤
め
、
以
後
三
・

七
に
当
た
る
年
を
年
回
と
す
る
の
が
通
例
で
す
。
こ
の
よ
う
な
年
回
の
勤
め
方

は
十
三
仏
信
仰
に
よ
る
先
祖
供
養
の
影
響
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
浄
土

宗
で
は
阿
弥
陀
仏
を
本
尊
と
し
て
す
べ
て
の
年
回
法
要
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
り

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

ま
せ
ん
。
な
お
五
十
回
忌
以
降
は
、
遠
忌
と
し
て
五
十
年
ご
と
に
亡
き
人
や
先

祖
に
感
謝
す
る
追
善
法
要
を
勤
め
ま
す
。

二
祖
聖
光
上
人
は
、
「
法
然
上
人
が
後
白
河
法
皇
の
十
三
回
忌
に
あ
た
っ
て
、

御
追
善
に
六
時
礼
讃
や
三
部
経
を
勤
め
ら
れ
、
以
後
、
都
の
人
々
は
皆
、
浄
土

宗
に
よ

っ
て
追
善
法
要
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
法
然
上
人
に
な
ら

っ
て
年
団
法
要
を
勤
め
て
い
る
の
だ
と
心
得
、
心
を
込

め
て
執
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
親
族
や
縁
者
が
、
亡
き
人
の
縁
に
よ

っ
て
集
え

た
こ
と
を
感
謝
し
、
ま
す
ま
す
の
仏
果
増
進
と
還
相
を
願
っ
て
年
回
法
要
を
勤

め
る
の
は
と
て
も
意
義
深
い
こ
と
な
の
で
す
。
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葬
儀
の
現
代
的
な
意
味
に
つ
い
て

武
田
道
生

今
日
ま
で
、
葬
儀
が
ど
の
よ
う
な
意
味
や
目
的
で
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
整

理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
体
を
処
理
す
る
た
め
の
儀
式

②
社
会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
式

人
は
生
涯
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
多

く
の
人
々
と
出
会
い
、
社
会
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
故

人
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
別
離
を
行
い
確
認
す
る
儀
式
で
も

あ
り
ま
し
た
。

③
共
同
体
で
危
機
を
克
服
す
る
儀
式

近
隣
や
親
族
な
ど
地
縁
血
縁
の
多
く
の

人
た
ち
に
よ

っ
て
、
遺
族
の
悲
し
み
ゃ
今
後
の
生
活
上
の
不
安
な
ど
の
精
神
的

物
質
的
な
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
共
同
儀
式
で
も
あ
り
ま
し

た
。

④
先
祖
に
す
る
儀
式

稲
や
作
物
の
豊
作
や
家
業
の
繁
栄
、

子
孫
の
安
寧
な
ど

を
、
過
去
累
代
の
先
祖
や
死
者
に
祈
っ
て
き
た
人
々
は
、
き
ち
ん
と
し
た
葬
儀

を
行
う
こ
と
で
、
故
人
が
先
祖
と
し
て
あ
の
世
か
ら
子
孫
た
ち
を
守
護
し
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
り
、
確
信
す
る
儀
式
で
し
た
。

⑤
極
楽
往
生
の
た
め
の
儀
式

浄
土
宗
の
葬
儀
は
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
引
接
を

仰
ぎ
、
故
人
を
仏
教
信
者
に
し
て
極
楽
往
生
を
願
う
儀
式
で
す
。
私
た
ち
が
生
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き
る
真
の
目
的
は
、
法
然
上
人
が
「
疾
く
極
楽
へ
参
り
て
、
悟
り
を
聞
き
て
生

死
に
還
り
て
:
:
:
一
切
衆
生
を
遍
く
利
益
せ
ん
:
:
:
」

(津
戸
三
郎
入
道
へ
つ

か
わ
す
御
返
事
)
と
諭
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
有
縁
無
縁

一
切
の
苦
の
衆
生
の

救
い
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
遺
族
、
親
族
、
近
隣
な
ど
故
人
と
生

前
に
縁
の
あ
っ
た
会
葬
者
が
、
葬
儀
を
通
し
て
「
故
人
の
往
生
浄
土
」
の
目
的

を
視
覚
的
感
覚
的
に
実
感
し
理
解
す
る
の
が
葬
儀
で
す
。
こ
れ
ま
で
人
々
が
、

亡
き
人
は
先
祖
と
な
っ
て
子
孫
を
守
護
し
て
く
れ
る
と
考
え
た
の
も
、
こ
う
し

た
教
え
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

ー
、
浄
土
宗
に
お
け
る
葬
儀
|
往
生
の
目
的

私
た
ち
浄
土
宗
宗
徒
の
生
き
る
目
的
と
死
の
関
連
を
、
「
⑤
極
楽
往
生
の
た

め
の
儀
式
」
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
真
の
人
生
と
は
、
法
然
上
人
の
教
え
に
順
い
、
日
々
の
な
か
で
念

仏
に
励
み
、
臨
終
に
際
し
て
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
得
て
極
楽
に
往
生
し
、
菩
薩

と
し
て
、
さ
ら
に
は
悟
り
を
え
て
成
仏
を
果
た
し
、
苦
し
み
の
日
々
の
な
か
救

い
を
求
め
て
い
る
有
縁
無
縁
の

一
切
衆
生
を
救
う
還
相
回
向
を
果
た
す
こ
と
で

す
こ
の
よ
う
な
教
え
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
肉
体
的
な
死
を
迎
え
て
営

ま
れ
る
葬
儀
は
、
生
前
授
戒
や
死
後
三
帰
を
受
け
て
、
仏
教
信
者
と
し
て
本
当



の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
往
生
す
る
と
い
う
新
た
な
生
ま
れ
変
わ
り
の
儀
式
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
私
た
ち
の
い
の
ち
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
時
点

で
は
、
ま
だ
道
半
ば
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
肉
体
的
な
死
は
、
私
た
ち
の
い
の

ち
の
真
の
終
末
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
遺
族
や
友
人
な
ど
葬

儀
の
参
列
者
は
、
故
人
が
新
た
な
浄
土
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
往
く
こ
と
を
実
感

し
、
今
後
残
さ
れ
た
私
た
ち
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
確
信
す
る
儀
式
な
の

で
す
。

し
か
し
、
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
肉
体
的
な
死
は
人

生
の
終
末
だ
と
考
え
て
い
て
、
生
に
執
着
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
人
生
の
敗

北
と
さ
え
考
え
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
葬
儀
は

遺
体
を
処
理
す
る
た
め
の
儀
式
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め

の
別
れ
の
儀
式
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
家
族
と
過
ご
し

た
生
活
や
友
人
と
の
交
流
の
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
は
避
け
よ
う
も
な
い
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
世
で
の
人
生
は
停
く
、
無
常
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
葬
儀
は
「
生
者
必
滅
、
会
者
定
離
」
と
い
う
仏
教
の
ひ
と
つ

の
真
理
を
、
残
さ
れ
た
人
た
ち
に
感
得
さ
せ
る
「
別
離
」
の
重
要
な
場
で
も
あ

り
ま
す
。
研
究
所
の
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
自
分
が
故
人
と
し
て
行

わ
れ
る
葬
儀
の
意
味
に
つ
い
て
、
「
極
楽
浄
土
へ
送
っ
て
も
ら
う
儀
式
」
と
い

う
回
答
が
全
国
平
均
で
お
%
な
の
に
対
し
て
、
「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
が

制
%
と
高
率
で
し
た
。
自
分
が
喪
主
を
務
め
た
ば
か
り
の
檀
信
徒
の
回
答
が
こ

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

の
よ
う
な
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
教
え
を
説
い
て
き
た
か
、

改
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
浄
土
宗
の
葬
儀
と
私
た
ち
の
い
の
ち
の
目
的

が
わ
か
ら
な
い
と
、
当
然
故
人
と
の
過
去
の
思
い
出
に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
法
然
上
人
の
説
か
れ
る
浄
土
宗
信
者
と
し
て
の
生
き
る
目
的

に
必
要
な
戒
名
の
意
味
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
「
戒
名
は
必
要
な
い
」

と
い
う
人
た
ち
が
出
て
く
る
の
で
す
。
同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ロ
%
が
「
俗

名
希
望
」
、
日
%
が
「
未
定
」
で
し
た
。
そ
の
理
由
で
は
、
「
戒
名
に
意
味
を
見

い
だ
せ
な
い
」
却
%
、
「
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」
が
沼
%
で
、

金
銭
的
理
由
は
出
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
頃
の
教
化
活
動

の
な
か
で
浄
土
宗
の
本
義
が
十
分
に
檀
信
徒
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
伺

え
ま
す
。

ま
た
、
葬
儀
が
浄
土
宗
と
の
初
め
て
の
出
会
い
と
な
る
遺
族
や
日
頃
か
ら
寺

と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
無
い
家
の
方
々
に
は
、
枕
経
な
ど
を
通
じ
て
懇
切
に
、

亡
き
人
は
残
さ
れ
た
有
縁
無
縁
の
人
び
と
へ
の
慈
悲
の
実
践
の
た
め
に
浄
土
往

生
す
る
と
い
う
、
法
然
上
人
の
説
か
れ
た
教
え
を
懇
切
丁
寧
に
説
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
葬
儀
の
場
で
、
往
生
の
目
的
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
肉
体

的
な
死
や
別
離
を
軽
視
し
た
法
話
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、

儀
式
を
疎
か
に
扱
う
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
肉
体
的
死
と
往
生
浄
土
は
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い

一
体
の
も
の
で
す
。
浄
土
宗
で
は
人
の
生
き
る
目
的
は
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肉
体
的
な
生
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
浄
土
に
お
い
て
成
仏
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ

と
を
、
常
日
頃
か
ら
説
く
こ
と
こ
そ
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

2
、
葬
儀
の
社
会
的
意
味

葬
儀
の
意
味
に
つ
い
て
、
共
同
体
で
危
機
を
克
服
す
る
儀
式
で
も
あ
る
と
述

べ
た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
地
域
共
同
体
で
は
、
近
隣
の
多
く
の
人
々
が
葬
儀
の

担
い
手
と
な
り
、
葬
具
を
作
っ
た
り
、
も
て
な
し
の
食
事
を
作
っ
た
り
し
て
、

死
者
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
村
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
市
部
で
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
地
域
社
会
で
は
、
死
は
そ
の
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域

社
会
全
体
の
危
機
で
も
あ
り
、
全
員
で
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
重
要
だ
っ

た
の
で
す
。

現
代
社
会
で
は
、
死
は
縮
小
化
し
て
い
ま
す
。
職
業
は
多
様
化
し
、
助
け
合

い
共
同
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
は
や
む
を
得
ず
移
動
転
居
を
生

涯
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
現
代
社
会
で
は
、
人
は
そ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
縁
を
切
り
捨
て
て
生
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
ま
し
て
高
齢
者
は
故
郷

に
取
り
残
さ
れ
た
り
、
知
り
合
い
の
な
い
都
市
の
住
宅
地
に
同
居
さ
せ
ら
れ
た

り
、
施
設
で
長
期
間
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
友
人
と
の
交
友
関
係
や
社
会

的
関
係
な
ど
は
ま
す
ま
す
個
別
化
し
、
家
族
で
す
ら
故
人
の
生
涯
で
の
人
間
関

係
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
葬
儀
の
縮
小
化
が
急

激
に
進
ん
で
い
る
背
景
に
は
こ
う
し
た
社
会
状
況
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
的
に
死
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
式
と
し
て
の
葬
儀
の
機
能
は
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故
人
の
存
在
、
尊
厳
に
と

っ
て
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
す
。
人
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
や
喜
び
を
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
の
な
か
で
分
か
ち
合
っ
て
き
た
人

の
死
は
、
決
し
て
家
族
や
故
人
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
故
人
に
関
わ
っ

て
き
た
多
く
の
人
た
ち
に
と

っ
て
人
生
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

有
縁
無
縁
の
全
て
の
縁
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
合
っ
て

生
き
て
行
く
こ
と
を
感
じ
る
た
め
に
葬
儀
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
仏
教
に
お
け
る
葬
儀
の
社
会
的
な
意
味
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。

3
、
家
族
の
真
の
癒
し
と
し
て
の
葬
儀

葬
儀
の
重
要
な
機
能
に
は
、
遺
族
や
親
類
縁
者
、
友
人
知
人
ら
の
別
離
の
悲

し
み
や
苦
し
み
、
あ
る
い
は
今
後
の
不
安
な
ど
を
癒
す
、
ま
た
共
同
体
で
危
機

を
克
服
す
る
儀
式
と
い

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
始
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
葬

儀
は
亡
き
人
を
極
楽
往
生
に
導
く
た
め
の
儀
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
癒
し

の
機
能
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
一言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
族
は
悲
し
み

と
不
安
の
な
か
に
い
る
も
の
の
、
近
隣
・
親
類
縁
者
・
友
人
ら
の
会
葬
と
励
ま

し
の
な
か
で
、
儀
礼
が
粛
々
と
執
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
自
体
に
癒
し
と
し
て
の

葬
儀
の
宗
教
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
僧
侶
に
は
、
傷
つ
き
ゃ
す
い

情
況
に
い
る
遺
族
を
思
い
や
っ
た
誠
実
な
儀
礼
の
執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の



で
す
。

ま
た
、
極
楽
往
生
の
た
め
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
こ

そ
遺
族
に
と
っ
て
本
当
の
意
味
で
の
癒
し
に
な
り
ま
す
。
浄
土
宗
の
教
え
を
枕

経
か
ら
説
き
勧
め
、
通
夜
・
初
七
日
な
ど
の
機
会
を
用
い
て
、
肉
体
的
な
死
は

真
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
遺
族
を
含
め
た
有
縁
無
縁
の
人
々
の
苦
し
み
悲
し
み

を
常
に
思
い
や
り
、
還
相
し
て
救
う
た
め
に
極
楽
に
往
か
れ
た
と
き
ち
ん
と
説

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
浄
土
宗
の
葬
儀
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
へ
の
別
離
と
極
楽

へ
の
再
生
の
儀
式
な
の
で
す
。
死
は
決
し
て
終
わ
り
で
も
ま
し
て
や
敗
北
で
も

な
く
、
亡
き
人
と
生
き
る
世
界
は
異
な
っ
て
も
、
共
に
生
き
続
け
る
「
新
し
い

家
族
」
の
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
を
説
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
族
に
と

っ
て
の
真
の
癒
し
は
、
「
新
し
い
家
族
の
始
ま
り
」
と
い
う
こ
の
「
と

も
い
き
」
の
教
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
極
楽
で
見
守
り
続
け
て
い
る
亡
き

人
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
葬
儀
と
年
回
法
要
に
臨
め
る

こ
と
こ
そ
、
現
代
社
会
の
孤
独
と
悲
し
み
と
不
安
の
な
か
に
い
る
遺
族
に
と
っ

て
一
番
必
要
な
教
え
で
す
。

4
、
浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
回
法
要
の
現
代
的
意
義

近
年
、
急
激
に
社
会
が
解
体
し
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
も
大
き
な
変
化

は
人
間
関
係
の
希
薄
化
で
す
。
居
住
圏
の
広
範
囲
化
と
移
動
は
、
兄
弟
親
族
な

ど
の
血
縁
間
の
交
流
を
希
薄
に
し
て
い
ま
す
。
地
縁
の
緊
密
さ
も
薄
く
無
力
に

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

な
っ
て
い
ま
す
。
無
縁
社
会
と
ま
で
い
わ
れ
、
伝
統
的
な
交
流
関
係
が
縮
小
化

す
る
現
在
、
地
縁
血
縁
と
と
も
に
、
退
職
後
も
続
く
社
縁
や
友
人
と
の
友
縁
や

共
同
墓
の
使
用
者
同
士
の
墓
縁
な
ど
新
し
い
人
間
関
係
が
誕
生
し
、
改
め
て
家

族
の
意
味
や
新
た
な
鮮
や
縁
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
に
生
き
る
家
族
や
孤
独
な
個
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
な
浄
土
宗
信
者
の
目
指
す
べ
き
生
き
方
、

つ
ま
り
こ
の
世
と

極
楽
と
い
う
異
な
る
世
界
で
と
も
に
紳
を
保
ち
な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
考

え
方
や
生
き
方
こ
そ
意
義
が
あ
り
ま
す
。
人
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
友
人
や
他
者
の
た
め
に
生
き
続
け
た
い
と
心
の
奥
底
で
求
め
て
い
る
こ

と
が
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
%
以
上

の
人
が
、
「
故
人
は
残
さ
れ
た
家
族
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
て

い
る
の
で
す
。
浄
土
宗
の
教
え
で
は
、
亡
き
人
へ
の
追
善
回
向
は
阿
弥
陀
加
来

へ
の
念
仏
に
よ
っ
て
ふ
り
向
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
遺
族
に
と
っ
て
、
日
々

の
念
仏
や
、
仏
果
増
進
の
願
い
を
込
め
て
法
要
を
行
う
こ
と
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏

と
結
縁
し
、
亡
き
人
と
の
粋
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
葬
儀
が

新
た
な
家
族
の
粋
の
始
ま
り
だ
と
し
た
ら
、
年
団
法
要
は
亡
き
人
と
の
紳
を
強

め
、
年
々
と
も
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
大
切

な
機
会
な
の
で
す
。
人
間
関
係
の
粋
や
縁
が
薄
く
な
っ
た
現
代
社
会
だ
か
ら
こ

そ
、
浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
は
、

い
っ
そ
う
重
要
な
役
割
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
僧
侶
の
社
会
的
責
任
が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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今
日
的
問
題
へ
の
対
応

今
岡
達
雄

昨
今
、
葬
儀
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
社
会
的
な
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。
葬
儀
の
必
要
性
を
問
う
書
籍
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
葬
儀
を
行
わ

な
い
直
葬
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
小

売
業
者
が
葬
祭
事
業
に
参
入
し
、
葬
儀
の
布
施
の
価
格
ま
で
明
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
葬
儀
は
大
き
く
変
容
す
る
兆
し
を
見
せ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
寺
院
も
僧
侶
も
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

核
家
族
化
や
自
己
決
定
権
の
重
視
な
ど
が
浸
透
し
た
社
会
で
は
、
そ
れ
ま
で

地
域
社
会
の
中
で
意
識
せ
ず
に
行
わ
れ
て
き
た
宗
教
的
習
慣
の
世
代
間
継
承
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宗
教
的
儀
礼
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
僧

侶
の
側
か
ら
能
動
的
に
教
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
葬
儀
に
関
し
て
も
、

寺
檀
関
係
の
希
薄
な
人
々
に
と
っ
て
は
、
宗
教
的
な
意
味
や
伝
統
的
な
習
慣
が

継
承
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
意
味
も
分
か
ら
ず
に
、
血
縁
や
地
縁
の
援
助
な
し

に
営
む
儀
式
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

葬
儀
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
人
々
に
あ
ま
り
伝
え
て
こ
な
か
っ
た
重
要
な
こ

と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
浄
土
宗
の
葬
儀
が
果
た
し
て
い
る
宗
教

的
な
意
味
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
重
要
な
機
能
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で
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す
。
第
二
は
布
施
の
問
題
で
す
。
葬
儀
は
商
行
為
で
は
な
い
の
で
、
価
格
や
料

金
と
い
う
言
葉
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
の
は
布

施
行
で
す
。
僧
侶
は
法
施
を
行
い
、
遺
族
は
財
を
布
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
二
点
に
関
し
て
社
会
か
ら
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ー
、
死
生
観
の
変
化
へ
の
対
応

現
代
社
会
で
は
「
人
の
死
」
に
対
す
る
考
え
方
、
感
じ
方
が
大
き
く
変
容
し

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
社
会
は
何
百
年
も
前
か
ら
地
縁
血
縁
の

強
い
社
会
で
し
た
。
そ
こ
で
は
地
域
の
共
同
体
的
生
活
習
慣
や
習
俗
が
何
世
代

も
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
生
活
習
慣
や
風
習
は
保
守
的
で
あ

り
束
縛
的
で
あ
り
、
時
に
は
差
別
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
工
業
化
に
よ
る
所
得
の
増
大
、
就
業
構
造
の
変
化
と
人
口
の
流
動

性
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
、
核
家
族
化
の
傾
向
が
高
ま
り
、
大
都
市
部
の
過
密

化
と
地
方
の
過
疎
化
が
同
時
進
行
し
、
生
活
習
慣
や
習
俗
の
継
承
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
医
学
や
医
療
技
術
の
進
展
は
数
々
の
難
病
を
克
服
し
、
世
界
で
有
数

の
長
寿
を
実
現
し
ま
し
た
が
、
医
療
へ
の
依
存
の
拡
大
は
死
亡
場
所
の
変
化
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
昭
和
泊
年
頃
の
死
亡
場
所
は
自
宅
部
%
、
病
院
等
日
%
で

し
た
が
、
現
在
で
は
病
院
等
部
%
と
逆
転
し
、
多
く
の
人
は
病
院
や
診
療
所
で



最
期
を
迎
え
る
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
殖
補
助
医
療
や
移
植
医
療

な
ど
の
「
人
の
い
の
ち
」
を
操
作
す
る
医
療
の
発
達
は
、
人
々
の
生
命
観
や
死

生
観
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
命
観
や
死
生
観
の
変
化
は
、
私
た
ち
が
今
こ
こ
に
存
在
し
て

い
る
前
提
と
な
る
輪
廻
思
想
や
、
私
た
ち
が
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
極
楽

浄
土
へ
の
往
生
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
浄
土
宗
教
師
は
、
葬
儀
や
年
団
法
要
を
通
し
て
、

阿
弥
陀
如
来
の
本
願
と
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
、
成
仏
と
還
相
に
つ
い
て
多
く
の

人
々
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
、
檀
信
徒
で
な
い
人
々
へ
の
対
応

葬
儀
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
た
び
に
、
「
そ
う
し
た
問
題
は
大
都
市
部
で
の

固
有
の
問
題
で
あ
る
。
地
方
で
は
寺
檀
関
係
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
そ
の

よ
う
な
問
題
は
起
こ
り
え
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

伝
統
的
習
慣
の
継
承
問
題
は
地
方
で
も
急
速
に
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
大

都
市
部
の
問
題
だ
と
座
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

寺
院
と
の
関
係
希
薄
な
人
々
の
多
く
は
、
地
域
共
同
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
伝
統
的
な
葬
儀
に
関
す
る
習
慣
を
継
承
し
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
葬
儀

の
意
味
も
葬
儀
の
や
り
方
も
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
病
院
で
死
を
迎
え
、
葬
祭
業

者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に
従
っ
て
判
断
を
し
な

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

が
ら
葬
儀
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
個
々
の
判
断
は
、
葬
儀

の
意
味
ゃ
あ
り
方
か
ら
判
断
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
時
流
に
大
き
く

影
響
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
時
流
は
、
節
約
・
低
価
格
で
す
か
ら
、
「
同
じ
も
の
」
な
ら
ば

一
円

で
も
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
称
賛
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
同
じ
も
の
」
と
い
う

評
価
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
実
は
「
同
じ
も
の
」
で
は
な
い
の
に
「
同
じ
も

の
」
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
宗
教
的
な
意
味
に
基
づ
い
て
僧
侶
が
心
を
込
め
て
行
う
葬
儀
と
、

無
宗
教
で
行
わ
れ
る
お
別
れ
会
で
は
、
残
さ
れ
た
人
々
の
心
の
持
ち
ょ
う
も
、

社
会
的
に
果
た
さ
れ
る
機
能
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
を
「
同
じ
も
の
」
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

檀
信
徒
や
初
め
て
縁
を
結
ん
で
葬
儀
を
行
う
方
々
に
、
葬
儀
の
意
味
や
葬
儀

が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
機
能
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
極
め
て

重
要
に
な
り
ま
す
。

2
、
戒
名
料

戒
名
に
つ
い
て
は
、
浄
土
宗
未
来
委
員
会
委
託
研
究
報
告
書

『戒
名
ー
そ
の

問
題
点
と
課
題
(
平
成
日
年
3
月
)
」
で
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

書
に
お
い
て
も
い
わ
ゆ
る
戒
名
(
法
名
)
と
し
て
、
そ
の
あ
り
方
を
示
し
て
い

ま
す
。
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未
来
委
員
会
報
告
書
で
は
次
の

4
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

)
 

唱

E
A(
 
戒
名
は
念
仏
者
(
仏
教
徒
)
と
し
て
の
証
し
で
あ
る
。

(2) 

戒
名
授
与
に
際
し
て
授
戒
、
五
重
相
伝
な
ど
の
儀
式
の
普
及
が
必
要
で

あ
る
。

(3) 

位
号
、
院
号
は
明
確
な
基
準
で
授
与
す
べ
き
で
あ
る
。

(4) 

「
戒
名
料
」
と
い
う
呼
称
は
不
適
切
で
あ
る
の
で
、
使
用
し
な
い
こ
と

を
周
知
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る

一
方
で
、
世
の
中
で
は
「
戒
名
料
」
と
い
う
言
葉
が

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
特
に
戒
名
料
の
金
額
問
題
は
、

そ
れ
ま
で
寺
檀
関
係
が
な
く
葬
儀
の
と
き
初
め
て
縁
を
結
ん
だ
場
合
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
寺
檀
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
昔
か
ら
の
習
慣
と
か
、
檀
信
徒
の

意
向
に
よ
っ
て
、
法
名
の
贈
り
方
や
布
施
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
が

為
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
問
題
化
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

葬
儀
の
と
き
初
め
て
縁
を
結
ん
だ
場
合
に
は
、
法
名
の
必
要
性
と
法
名
の
あ

り
方
に
つ
い
て
説
明
し
、
本
来
生
前
授
与
す
べ
き
も
の
を
没
後
授
与
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
位
号
や
院
号
は
生
前
の
功
績
に
よ
っ

て
、
寺
か
ら
授
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
授
与
の
可
能
性
を
話

し
合
い
、
布
施
額
と
は
切
り
離
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

4
、
葬
祭
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
係
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一
昔
前
の
葬
祭
業
は
地
元
密
着
型
の
業
態
で
あ
り
、

地
域
内
の
寺
院
と
も
緊

密
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
葬
儀
の
儀
式
的
内
容
、

日
程
調

整
、
布
施
の
内
容
に
つ
い
て
は
寺
院
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
葬
祭
業
者
が
担

当
す
る
も
の
と
の
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
ま
し
た
。

一
部
に
は
こ
の
よ
う
な
関
係

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
広
域
展
開
の
葬
祭
ビ
ジ
ネ
ス
業
者
の
台
頭
に
よ
り
、
こ

の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

喪
家
の
要
望
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
葬
儀
の
宗
教
的
な
意
味
を
無
視
し
た

演
出
を
試
み
た
り
、
既
に
決
め
て
し
ま
っ
た
日
程
を
押
し
つ
け
た
り
、
布
施
の

金
額
を
提
示
し
た
り
す
る
業
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
葬
儀
を
紹
介
す
る

見
返
り
と
し
て
、
布
施
金
額
の
一
定
割
合
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

多
く
の
場
合
こ
の
よ
う
な
業
者
は
短
期
的
な
事
業
規
模
の
拡
大
を
目
標
と
し
て

お
り
、
長
年
続
い
て
き
た
と
い
う
継
続
性
と
い
う
伝
統
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
業
者
と
組
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

葬
儀
か
ら
宗
教
性
が
無
く
な
れ
ば
、
葬
式
を
行
う
意
味
が
失
わ
れ
葬
儀
を
実

施
す
る
人
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。
葬
儀
の
実
施
率
が
下
が
る
と
い
う
こ
と

は
、
葬
祭
業
者
に
と

っ
て
も
重
大
な
事
態
で
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
視

点
に
立
っ
て
、
広
域
的
で
大
規
模
な
葬
祭
ビ
ジ
ネ
ス
業
者
に
つ
い
て
も
、
浄
土



宗
に
お
け
る
葬
儀
の
意
味
、
法
名
の
理
解
の
仕
方
、
布
施
の
意
味
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
僧
侶
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
も
今
後
の
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

葬
儀
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
問
題
の
背
景
に
は
多
様
な
社
会
的
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
な
原
因

は
、
宗
教
的
慣
習
や
習
俗
の
継
承
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
葬
儀
と
は
何
か
?
」
「
葬
儀
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
?
」
「
年
団
法
要
と
は

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
?
」
「
ど
の
よ
う
に
法
要
を
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
?
」

こ
の
よ
う
な
事
柄
は
、
檀
信
徒
の
代
々
の
当
主
か
ら
次
世
代
の
当
主
に
、
あ

る
い
は
、

当
主
の
妻
か
ら
次
の
世
代
の
当
主
の
妻
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
核
家
族
化
や
居
住
の
流
動
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
に

伴
っ
て
、
そ
の
伝
統
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
初
め
て
、
具
体
的
の
問
題
と
し
て
直
面
し
、
待
っ
た

な
し
に
訳
も
分
か
ら
ず
に
対
応
し
・な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
葬
儀
で
あ
る
と
い

う
状
況
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
、

葬
儀
や
年
回
法

要
の
意
味
、

具
体
的
な
実
施
の
方
法
を
機
会
あ
る
毎
に
提
示
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
葬
儀
の
実
施
方
法
は
地
域
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ

浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て

り
ま
し
た
。
本
書
は
葬
儀
の
実
施
方
法
を

一
つ
に
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
浄
土
宗
の
葬
儀
の
意
味
に
つ
い
て
は
同
じ
方
向
性
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
教
師
が
行
っ
て
い
た
説
明
と
異
な
る
場
合
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
浄
土
宗
教
師
が
出
来
る
だ
け
同
じ
方
向
性
を
も
っ
て

葬
儀
が
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「浄
土
宗
の
葬
儀
と
年
団
法
要
に
つ
い
て
」

平
成
辺
年
目
月
初
日
発
行

執
筆
担
当
者

葬
儀
の
浄
土
宗
と
し
て
の
理
解

(熊
井
康
雄
)

追
善
法
要
の
浄
土
宗
と
し
て
の
理
解

(熊
谷
康
雄
)

葬
儀
の
現
代
的
な
意
味
に
つ
い
て

(武
田
道
生
)

今
日
的
問
題
へ
の
対
応

(今
岡
達
雄
)

編
著一

浄
土
宗
総
合
研
究
所

発
行
一
浄
土
宗
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編
集
後
記

本
書
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
「
現
代
葬
祭

仏
教
」
に
よ
る
平
成
日
年
度
よ
り
お
年
度
に
わ
た
る
研
究
の
成
果
報
告
書
で
あ

る
。
た
だ
し
、
平
成
口
年
度
に
「
葬
祭
仏
教
研
究
」
か
ら

「
現
代
葬
祭
仏
教
」

と
改
称
し
た
と
き
に
行
っ
た
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
以
降
の
研
究
報
告

を
掲
載
し
た
。
巻
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
第
1
期
の
葬
祭
仏
教
研
究
は

『葬
祭
仏

教
』
を
、
第
2
期
に
は

『戒
名

一
そ
の
問
題
点
と
課
題
|
』
を
刊
行
し
た
。

そ
し
て
、
第
3
期
の
現
代
葬
祭
仏
教
は
本
書
を
刊
行
し
て
、
現
代
葬
祭
仏
教
の

一
応
の
集
大
成
と
す
る
。

「
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
は
、
お
葬
式
が
変
化
し
た
と
い
う
回
答
が
多
々
あ
っ

た
。
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
平
成
口
年
度
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、

平
成
以
降
に
喪
主
を
務
め
た
人
の
意
識
で
あ
る
。
特
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
頃
よ
り

お
葬
式
の
実
態
と
そ
の
意
識
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
「
檀
信
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
分
析
し
始
め
た
頃
は
「
直
葬
」
の
読
み
方
が

ま
だ
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
「
家
族
葬
」
も
ま
だ
一
般
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
檀
信
徒
の
「
お
葬
式
の
実
態
と
意
識
」
分
析
と
し
て
は
、
賞
味
期

限
が
切
れ
か
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
平
成
お
年
3
月
日
日
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
お
葬
式
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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従
っ
て
、
定
点
調
査
と
し
て
、
定
期
的
に
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

研
究
成
果
報
告
と
し
て
の
本
書
は
、
充
分
に
そ
の
研
究
趣
旨
に
適
っ
た
も
の

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
檀
信
徒
の
お
葬
式
の
意
識
」

に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
、
「
お
葬
式

・
年
回
法
要
の
意
味
」
を
明
確
に
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
化
の
一
助
に
な
り
得
た
と
信
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
現
代
葬
祭
仏
教
の
研
究
代
表
で
あ

っ
た
浄
土
門
主
知
恩
院
門
跡
伊

藤
唯
真
現
下
始
め
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
教
導
賜
っ
た
講
師
の
諸
先
生
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
さ
ら
に
現
代
葬
祭
仏
教
に
携
わ
っ

た
研
究
員
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
主
任
研
究
員
で
あ
っ
た
故

鷲
見
定
信
師
の
還
来
機
国
を
念
じ
上
げ
る
。

平
成
倒
的
年
3
月

浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員

西
城
宗
隆
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